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はじめに

Oracle リソース
重要: このドキュメントの最新版については、Oracle Help Center (http://
www.oracle.com/goto/fssystems/docs) の SAN ストレージ - Oracle Flash Storage
System についてのセクションにアクセスしてください。

表 1: Oracle リソース
問い合わせの内容 問い合わせ先

サポート http://www.oracle.com/support
(www.oracle.com/support)

トレーニング https://education.oracle.com
(https://education.oracle.com)

ドキュメント • Oracle Help Center:
(http://www.oracle.com/goto/fssystems/docs)

• Oracle FS System Manager (GUI) から:
「ヘルプ」 > 「マニュアル」

• Oracle FS System HTTP アクセスから:
(http://system-name-ip/documentation.php、ここ
で system-name-ip はシステムの名前またはパブ
リック IP アドレス)

ドキュメントのフィード

バック

http://www.oracle.com/goto/docfeedback
(http://www.oracle.com/goto/docfeedback)

Oracle への連絡 http://www.oracle.com/us/corporate/contact/index.html
(http://www.oracle.com/us/corporate/contact/
index.html)

関連ドキュメント

次の関連ドキュメントもお読みください。

• Oracle Flash Storage System の用語集

• Oracle Flash Storage System の CLI リファレンス

• Oracle FS1-2 Flash Storage System のリリースノート
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第 1章

Oracle FS System の管理にようこそ

Oracle FS System Manager
次の図に示す Oracle FS System Manager (GUI) を使用して、Oracle FS System を
配備、プロビジョニング、管理および保守できます。

図 1: Oracle FS System Manager

GUI を使用することにより、階層化ストレージのプロビジョニング作業の煩雑さ
を和らげることができます。たとえば、適切なアプリケーションストレージプロ
ファイルを選択し、適切な QoS パラメータを事前に選択しておくことで、ストレ
ージを簡単にプロビジョニングおよび調整できます。

物理的なストレージのプロビジョニングを行う前に、システムは GUI で指定され
たストレージ属性を使用して予測的なアプリケーションパフォーマンス特性を実
装します。この機能によりリソース割り当てを制御することが可能になります。

パイロット は Oracle FS System 用の管理インタフェースを実行します。GUI
と、Oracle FS System に実装されたその他のソフトウェアにより、次の機能を持
つポリシーベースのプロビジョニングが可能になります。
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• QoS Plus。ビジネスニーズとシステムリソース管理のバランスを取ること
を目標に、SAN LUN の各部を自動的に適切なストレージ階層に配置しま
す

• 障害管理。システムリソースをパートナコンポーネントに自動的に移動す
ることで、データ可用性を維持しながらコンポーネントの故障または交換
に対応します

• ガイド付き保守。コンポーネントの再配線などを含むハードウェアコンポ
ーネントの交換手順を 1 つずつ案内します

注: コマンド行インタフェースを使用して Oracle FS System を構成およびモニタ
ーする場合は、Oracle FS CLI (FSCLI) を使用してシステムを管理できます。

関連リンク

コントローラの管理

自動階層化 LUN の作成
ハードウェアの管理
Oracle FS System CLI
QoS Plus の概要

Oracle FS System アプリケーションへのアクセス
FS Portal を使用して、Oracle FS System の各種のアプリケーションにアクセス
し、ダウンロードできます。アプリケーションには Oracle FS System Manager
(GUI)、Oracle MaxMan、Oracle FS CLI (FSCLI)、およびその他の各種ユーティリ
ティーが含まれます。さらに FS Portal では、Oracle FS System のステータスに関
する情報や技術ドキュメントへのリンクも提供されます。

管理ソフトウェア、ユーティリティー、およびドキュメントのセクションを含む
FS Portal Web ページにアクセスする場合は、ユーザー名とパスワードは不要で
す。アラートおよびイベントのセクションと、情報およびステータスのセクショ
ンにアクセスするにはユーザー名とパスワードが必要になります。

次の表は、FS Portal から入手できるコンテンツの種類をまとめたものです。

Oracle FS System の管理にようこそ
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表 2: ソフトウェアとシステムの情報
カテゴリ 説明

Oracle FS System ア
プリケーション

Oracle FS System Manager (GUI) および Oracle MaxMan アプ
リケーションのインストールファイルへのリンクを提供しま
す。

これらのアプリケーションは次の形式で入手できます。

• Windows インストーラ: MSI 形式の Windows イン
ストーラへのダウンロードリンクを提供します。

• JAR および実行スクリプト: 自己完結型 JAR (Java
アーカイブ) ファイルと ZIP および TAR アーカイ
ブ形式のスクリプトへのダウンロードリンクを提供
します。

技術ドキュメント PDF 形式の Oracle FS System 技術ドキュメントへのリンクを
提供します。

ユーティリティー 次のダウンロード先のリンクを提供します。

• Oracle FS CLI
• Oracle FS Virtual Disk Service Provider
• Oracle FS Volume Shadow Copy Service Provider
• Oracle Small Network Management Protocol

(SNMP) の管理情報ベース (MIB) テキストファイ
ル。

• Oracle FS System 診断ツール

最新のシステムアラ
ートおよびイベント

管理者アクションを要するシステムアラートのリストと最近
20 件のシステムイベントのリストを提供します。

システム情報および
ステータス

Oracle FS System の情報およびステータスのサマリーを提供し
ます。

注: パイロット 上の Web サーバーが提供する FS Portal Web ページの構成は単純
な HTML です。このコンテンツをモバイルデバイスにダウンロードすると、シ
ステムアラートとシステムステータスを確認できます。

関連リンク

Oracle FS System のアプリケーションをダウンロードする
Oracle FS System ソフトウェアをインストールする (MSI)
Oracle FS System ソフトウェアをインストールする (JAR)
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クライアントアプリケーションのダウンロード形式

クライアントアプリケーションパッケージは Microsoft Windows および Linux
オペレーティングシステム用のさまざまな形式で提供されます。アーカイブされ
ているファイル形式の場合は、インストール前にファイルをワークステーション
上で解凍する必要があります。

次のファイル形式から選択します。

MSI

Microsoft Windows のインストールファイルです。ソフト
ウェアのインストールを自動モードで開始する場合は、この
ファイルタイプを使用します。

ZIP

圧縮されたアーカイブファイルです。ファイルをワークス
テーションフォルダに解凍して手動でインストールする場
合は、このファイルタイプを使用します。

TAR

圧縮されていないテープファイルアーカイブ方法です。フ
ァイルをワークステーションフォルダに展開して手動でイ
ンストールする場合は、このファイルタイプを使用します。

TGZ

圧縮されたテープファイルアーカイブ方法です。ファイル
を解凍してワークステーションフォルダに展開し手動でイ
ンストールする場合は、このファイルタイプを使用します。

TXT

任意のオペレーティングシステム環境で使用できるテキス
トファイルです。これは圧縮されていないファイルタイプ
で、通常、構成詳細などのその他の情報も含まれています。

関連リンク

Oracle FS System のアプリケーションをダウンロードする
Oracle FS System ソフトウェアをインストールする (MSI)
Oracle FS System ソフトウェアをインストールする (JAR)

Oracle FS System のアプリケーションをダウンロードする
Oracle FS System Manager (GUI) のソフトウェアは パイロット で使用可能で、
Web ブラウザからアクセスできます。

1 ワークステーションで Web ブラウザを起動します。

2 アドレスフィールドに Oracle FS System を指定します。
有効なアドレスオプション:

• パイロット の IP アドレス

Oracle FS System の管理にようこそ
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• Oracle FS System の名前 (DNS 名前解決が使用可能な場合)

3 「管理ソフトウェア」をクリックします。
4 ダウンロードするソフトウェアのリンクを選択します。

5 クライアントワークステーションにファイルを保存します。

次の手順として、次のいずれかを行います。

• 自動インストールファイル形式を選択した場合、インストールを開始しま
す

• アーカイブファイル形式を選択した場合、アーカイブファイルを圧縮解除
します

関連リンク

Oracle FS System ソフトウェアをインストールする (MSI)
Oracle FS System ソフトウェアをインストールする (JAR)

Oracle FS System ソフトウェアをインストールする (MSI)
Oracle FS System Manager (GUI) または Oracle MaxMan の Windows インスト
ーラをダウンロードしたあと、ファイルをワークステーションにインストールす
るには、Microsoft Windows インストールパッケージを実行します。

注: 自動インストールの実行が許可されていることを確認してください。

1 ワークステーション上でクライアントソフトウェアファイルを特定しま
す。

Microsoft Windows プラットフォームの自動インストールの場合、ファイ
ル拡張子は .msi になります。

*_x64.msi 64 ビットハードウェア用
*_x86.msi 32 ビットハードウェア用

2 ファイルをダブルクリックしてインストールを開始します。

3 インストールの指示に従います。

インストールが完了すると、次のオブジェクトが作成されています。

Oracle FS System
Manager

Oracle FS System Manager の実行を許可する Windows デ
スクトップ上のショートカット。

Oracle MaxMan Oracle MaxMan の実行を許可する Windows デスクトップ
上のショートカット。

c:\Program
Files\Oracle
Corporation

Oracle FS System Manager および Oracle MaxMan の実行
に必要なすべてのファイルを格納するディレクトリ。

関連リンク

Oracle FS System ソフトウェアをインストールする (JAR)
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Oracle FS System ソフトウェアをインストールする (JAR)
Oracle FS System アプリケーションのアーカイブをダウンロードしたあと、ワー
クステーションにファイルを抽出してからソフトウェアを使用します。このアー
カイブには、Oracle FS System Manager (GUI) および Oracle MaxMan アプリケ
ーションの実行に必要な自己完結型の JAR (Java ARchive) ファイルとスクリプ
トが含まれています。

1 ワークステーション上でクライアントソフトウェアアーカイブファイルを
特定します。

2 アーカイブファイルの内容を、ソフトウェアの使用場所となるクライアン
トホスト上の好みのディレクトリに抽出します。

• ZIP ファイルの場合は、ZIP ユーティリティーを使ってファイルを抽
出します。

• TAR または TGZ ファイルの場合は、TAR または類似したユーティリテ
ィーを使ってファイルを抽出します。

3 (オプション) アーカイブファイルの内容の抽出先となったディレクトリを
PATH 環境変数に追加します。
そうすれば、システム上の任意のディレクトリから実行可能ファイルを実
行できるようになります。

Linux または
UNIX

ログインシェルを編集し、PATH 文にディレクトリを追
加します。

Windows 「マイ コンピュータ」 > 「プロパティー」 > 「詳細設
定」 > 「環境変数」の順に選択し、PATH 変数を編集し
ます。

Oracle FS System Manager の場合、抽出ステップによって次のオブジェクトが作
成されます。

jar Oracle FS System Manager 用の JAR ファイルを含むフォル
ダ

runOracleFSSyst
emManager.bat

(Windows のみ) Oracle FS System Manager を実行するクラ
イアントバッチファイル

runOracleFSSyst
emManager.sh

Oracle FS System Manager を実行するクライアントシェル
ファイル

runOracleFSSyst
emManager.comma
nd

(Mac OS のみ) Oracle FS System Manager を実行するクラ
イアントシェルファイル

Oracle MaxMan の場合、抽出ステップによって次のオブジェクトが作成されま
す。

jar Oracle MaxMan 用の JAR ファイルを含むフォルダ
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runOracleFSMaxM
an.bat

(Windows のみ) Oracle MaxMan を実行するクライアント
バッチファイル

runOracleFSMaxM
an.sh

Oracle MaxMan を実行するクライアントシェルファイル

runOracleMaxMan
.command

(Mac OS のみ) Oracle MaxMan を実行するクライアントシ
ェルファイル

関連リンク

Oracle FS System のアプリケーションをダウンロードする
Oracle FS System ソフトウェアをインストールする (MSI)

Oracle FS System へのアクセス
Oracle FS System Manager (GUI) ソフトウェアパッケージをクライアントワーク
ステーションにインストールしたあと、アプリケーションを実行して Oracle FS
System にアクセスできます。

インストール時にデフォルト値を変更していない場合、プライマリ管理者アカウ

ントを使用して GUI にはじめてログインするときに次の値を使用します。

表 3: デフォルトログイン値
フィールド デフォルト値

パイロット IP アドレス 10.0.0.2

ログイン名 administrator

パスワード pillar

パイロット のデフォルト値を変更した場合は、「Oracle FS 名」フィールドで次の
いずれかのオプションを使用します。

• パイロット IP アドレスを顧客固有のアドレスに変更した場合は、そのアド
レスを使用します。

• IP アドレスに DNS ホスト名を設定した場合は、そのホスト名を使用して
Oracle FS System にログインできます。

ログイン名は同じです。

パスワードは同じです。ただし、デフォルトパスワードを使用してログインした
後に、新しいパスワードの入力を求められます。

パスワードは次のセキュリティーポリシーに従う必要があります。

• 8 文字から 16 文字までの長さである必要があります

• 辞書の単語を含むことはできません

• 最後の 50 パスワードのいずれにもできません
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注: システムは 1 年間最近のパスワードを保持しています。

• 大文字、小文字、数字、および特殊文字が少なくとも 1 つずつ含まれてい
る必要があります

次のリストは、パスワードを変更してシステムにログインした後すぐに実行する
必要があるタスクをまとめたものです。

• パスワードをメモし、安全な場所に保管します。

• プライマリ管理者にもこのパスワードを必ず伝えておきます。

• プライマリ管理者の電子メールアドレスを設定してテストします。

• 有効な電子メールアドレスを使用して追加の管理者 1 アカウントを 1 つ作
成します。日常的なシステム管理にはプライマリ管理者アカウントではな
く、追加したこの管理者 1 アカウントまたは適切なレベルのアカウントを
使用します。

管理者のログイン試行が最大回数を超えた場合、そのアカウントは無効になりま
す。管理者 1 アカウントが存在する場合は、それを使用してパスワードをリセッ
トします。プライマリシステム管理者および管理者 1 役割に割り当てられている
管理者は、前のパスワードを知らなくても、すべての管理者アカウントのパスワ
ードを変更できます。サポート管理者は、プライマリシステム管理者パスワード
をリセットできません。

時間に関係なく、アクティブにできる管理者セッションの数は次のとおりです。

• 1 管理者アカウントにつき、5 つのアクティブセッション

• 時間に関係なく、合計 25 件

注: デフォルトのタイムアウト時間は 20 分です。セッションの非アクティブ時
間がタイムアウト時間を超えると、システムによってそのセッションが終了され、
ユーザーは再ログインを要求されます。

関連リンク

管理者パスワードの変更

セキュリティー設定の変更

パスワードの指定

セキュリティー保護のため、Oracle では Oracle FS System Manager (GUI) へのア
クセス用パスワードの選択に厳密なルールを設けています。

パスワードは次のセキュリティーポリシーに従う必要があります。

• 8 文字から 16 文字までの長さである必要があります

• 辞書の単語を含むことはできません

• 最後の 50 パスワードのいずれにもできません
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注: システムは 1 年間最近のパスワードを保持しています。

• 大文字、小文字、数字、および特殊文字が少なくとも 1 つずつ含まれてい
る必要があります

プライマリシステム管理者パスワードを忘れた場合、次のいずれかの方法を使用
してそれをリセットできます。

• 管理者 1 アカウントが存在する場合は、それを使用してパスワードをリセ
ットします。プライマリシステム管理者および管理者 1 役割に割り当てら
れている管理者は、前のパスワードを知らなくても、すべての管理者アカ
ウントのパスワードを変更できます。サポート管理者は、プライマリシス
テム管理者パスワードをリセットできません。

• 「ログイン」画面の「パスワードをお忘れですか」をクリックして、「パス
ワードをお忘れですか」ダイアログの手順に従います。アカウントに関連
付けられている電子メールアカウントが必要です。システムはアカウント
に関連付けられている電子メールアドレスにパスワードリセットトークン
を送信します。パスワードリセットトークンを含む電子メールを受信した
が、パスワードリセットトークンをリクエストしていない場合は、システ
ム管理者に通知してください。

プライマリシステム管理者パスワードをリセットする必要がある場合、次のいず
れかの方法を使用してそれをリセットできます。

• 管理者 1 アカウントが存在する場合は、それを使用してパスワードをリセ
ットします。プライマリシステム管理者および管理者 1 役割に割り当てら
れている管理者は、前のパスワードを知らなくても、すべての管理者アカ
ウントのパスワードを変更できます。サポート管理者は、プライマリシス
テム管理者パスワードをリセットできません。

• 「ログイン」画面の「パスワードのリセット」をクリックして、「パスワー
ドのリセット」ダイアログの手順に従います。パスワードをリセットする
には、古いパスワードかパスワードトークンのどちらかが必要です。パス
ワードトークンがない場合は、「ログイン」画面の「パスワードをお忘れで
すか」をクリックして、「パスワードをお忘れですか」ダイアログの手順に
従います。

関連リンク

Oracle FS System Manager にログインする

Oracle FS System Manager にログインする
Oracle FS System Manager (GUI) にログインすると Oracle FS System にアクセ
スできるようになり、プロビジョニングやストレージチューニングなどの管理タ
スクを実行できます。

前提条件: • GUI ソフトウェアパッケージがクライアントワーク
ステーションにインストール済みである。
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• Oracle FS System の TCP ポート 26012 が開いており、
ブロックされていない。

1 GUI アプリケーションを起動します。

• Windows 実行可能ファイルの場合、次のいずれかをダブルクリック
します。

• C:\Program Files\Oracle Corporation\ に格納されてい
る Oracle FS System Manager.exe ファイル

• Windows デスクトップ上の Oracle FS System Manager (GUI)
ショートカット

• Windows アーカイブの場合、runOracleFSSystemManager.bat バッ
チスクリプトを実行します。

• Linux および UNIX の場合、runOracleFSSystemManager.sh シェル
スクリプトを実行します。

• Mac OS の場合、runOracleFSSystemManager.command シェルスク
リプトを実行します。

ログイン画面が表示されます。GUI の既存のインストールがある場合、
Oracle FS System のソフトウェアバージョンに一致するようにインストー
ルの更新を求められる可能性があります。

図 2: Oracle FS System Manager のログイン画面

2 「Oracle FS 名」には接続先となる Oracle FS System を指定します。
有効な値:

• パイロット の IP アドレス

• サイトのネームサービスで パイロット 用に構成された、Oracle FS
System の名前

3 「ログイン名」にログイン名を入力します。
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4 「パスワード」にパスワードを入力します。
5 「ログイン」をクリックします。

GUI が開き、「システム情報」概要ページ、または前回のログオフ時に最後
にアクセスしたページが表示されます。

関連リンク

Oracle FS System アプリケーションへのアクセス
Oracle FS System のアプリケーションをダウンロードする

ステータスバーの説明

Oracle FS System Manager (GUI) の各概要ウィンドウの下部にはステータスバー
があり、Oracle FS System の動作に関する情報が表示されます。

図 3: Oracle FS System Manager のステータスバー

凡例 1  システムのステー
タス

6  現在ログインしているアカウント

2  ハードウェアのス
テータス

7  現在ログインしているアカウントの
数

3  システムアラート 8  現在ログインしているすべてのアカ
ウントの表示

4  最後のシステムア
ラート

9  現在のバックグラウンドタスクの進
行状況

5  システム名 10  すべてのバックグラウンドタスク
の表示

次の表では、ステータスバーの各コンポーネントについて説明します。
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表 4: ステータスバーの詳細
ステータスバーのコンポーネント 説明

システムステータス システム全体のステータスを表示します。ステー
タスが「通常」 (緑色) の場合、アクションは特に必
要ありません。ステータスが「警告」 (黄色) または
「クリティカル」 (赤色) の場合は、ステータスの原
因を特定するため、このアイコンをクリックして
「システムサマリー」ページを表示してください。

ハードウェアのステータス ハードウェアコンポーネントのシステム全体のス
テータスを表示します。ステータスが「通常」 (緑
色) の場合、アクションは特に必要ありません。ス
テータスが「警告」 (黄色) または「クリティカル」
(赤色) の場合は、ステータスの原因を特定できるよ
うに、このアイコンをクリックしてハードウェアの
概要ページを表示してください。

システムアラート 「システムアラートの概要」ページを開き、介入が
必要なイベントに対応するには、このアイコンをク
リックします。このアイコンは、Oracle FS System
にアクティブなシステムアラートが存在する場合
にのみ表示されます。

最後のシステムアラート アラートが存在する場合に、最後のシステムアラー
トの日時を表示します。この情報によって、特に複
数のイベントが存在する場合に、新しいシステムア
ラートが生成されたかどうかを知ることができま
す。この日時は、Oracle FS System にアクティブな
システムアラートが存在するときに表示されます。

システム名 システム名が構成されている場合に、システム名を
表示します。システム名が構成されていない場合
は、シリアル番号を表示します。

現在ログインしているアカウン
ト

システムに現在ログインしているアカウントの名
前を表示します。

現在ログインしているアカウン
トの数

システムに現在ログインしているアカウントの数
の表示します。

現在ログインしているすべての
アカウントの表示

このアイコンをクリックすると、「現在のユーザー
セッション」ダイアログが開き、システムに現在ロ
グインしているアカウントの詳細が表示されます。

現在のバックグラウンドタスク
の進行状況

現在実行されているタスクの進行状況を表示しま
す。

すべてのバックグラウンドタス
クの表示

このアイコンをクリックすると、「バックグラウン
ドプロセス」ダイアログが開きます。

関連リンク

現在ログイン中のアカウントを表示する

Oracle FS System の管理にようこそ
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自動画面更新の構成

Oracle FS System の画面内容のリフレッシュに時間がかかる場合は、自動画面リ
フレッシュを無効にできます。

非常に大規模なシステム構成や高負荷のアクティビティーが発生する大規模構成
では、画面内容のリフレッシュに数分かかることがあります。このため、システ
ムの通常の動作が中断する場合があります。必要に応じて、自動画面リフレッシ
ュを無効にして、手動で画面内容を更新できます。

1 「ツール」 > 「自動画面更新の構成」に移動します。

2 自動画面更新を有効化または無効化するオプションを選択します。

ヒント: 自動更新が無効になっているときに画面をリフレッシュするには、
キーボードの Ctrl-Alt-R を押します。

現在ログイン中のアカウントを表示する

システムにログイン中のアカウントの詳細を表示すれば、ログイン名、役割、フ
ルネーム、ログイン時間、IP アドレスなどの情報を確認できます。

前提条件: Oracle FS System にログインしている必要がある。

システムのシャットダウンや再起動を行う前にアカウント所有者に連絡を取る必
要があるかどうかを判断する際には、システムにログイン中のアカウントのリス
トを確認してください。

1 ステータスバーの「ユーザー」をクリックします。
「ユーザー」ダイアログが表示されます。

2 Oracle FS System にログイン中のアカウントを確認します。

3 リストを確認し終わったら、「閉じる」をクリックします。

Oracle FS System Manager からログアウトする
管理タスクが完了したら、不正ユーザーがそのワークステーションを使って
Oracle FS System にアクセスすることがないように、Oracle FS System Manager
(GUI) からログアウトします。

ログアウトするには、次のいずれかのメニュー項目に移動します。

「Oracle FS」 > 「接
続先」

別の Oracle FS System をログイン先として選択できるよう
にします。現在のシステムとの接続は切断され、新しい
Oracle FS System へのログインプロンプトが表示されます。

「Oracle FS」 > 「ロ
グオフ」

現在の Oracle FS System との接続を切断し、別のシステム
にログインできるようにします。

「Oracle FS」 > 「終
了」

現在の Oracle FS System との接続を切断し、GUI アプリケ
ーションを閉じます。

Oracle FS System の管理にようこそ
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オプションのプレミアム機能のライセンス

Oracle MaxRep for NAS - Terabyte Perpetual など、Oracle FS System に組み込ま
れているすべてのソフトウェアおよびデータサービスは工場で有効化されており
購入価格に含まれています。追加の Oracle MaxRep プレミアム機能を購入でき
ます。

Oracle MaxRep レプリケーションエンジンで、オプションのプレミアム機能を使
用できます。

• Oracle MaxRep 非同期レプリケーション

• Oracle MaxRep 非同期レプリケーション、アプリケーション保護付き

• Oracle MaxRep 同期レプリケーション

• Oracle MaxRep 同期レプリケーション、アプリケーション保護付き

Oracle FS System CLI
Oracle FS CLI は Oracle FS System の構成、操作、およびモニタリング用のコマ
ンド行インタフェースです。Oracle FS CLI には Oracle FS System Manager
(GUI) と同等の機能があり、Oracle FS System の構成と管理をコマンド行または
カスタムスクリプトを使用して実行できます。

Oracle FS CLI では、次の機能を使用できます。

• コマンド行インタフェースとして実行します

• ホストシステムから Oracle FS System パイロットに通信します

• パラメータとオプションには一般的な規則が使用されており、相応のデフ
ォルト値がある場合はデフォルト値が提供されます

• 一連の必須パラメータをチェックし、必要な値が欠落している場合はエラ
ーメッセージを表示します

• 共通スクリプト言語を使用したカスタムスクリプトによる自動化をサポー
トしています

• 各コマンドおよびサブコマンドにヘルプが提供されます

Oracle FS System の管理にようこそ
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第 2章

グローバル設定の管理

グローバル設定の構成

はじめて Oracle FS System にログインしたときに、いくつかの構成タスクを実行
する必要があります。

次のリストは、システム全体にわたる設定を構成するときに役立つタスクをまと
めたものです。

• Oracle FS System の時間を設定し、外部の時間サーバーと同期します。

• ネットワーキングのプロパティーを定義します。これには次のタスクが含
まれます。

• IP アドレッシングおよび管理ポートの IP 特性を定義および構成し
ます。

• Oracle FS System のアラートを受信して管理者の電子メールアカウ
ントに転送できる電子メールサーバーをネットワーク内に定義しま
す。これはアカウントの資格証明の回復などに使用されます。

• システムで発生した問題を Oracle に通知するコールホーム機能を有
効化します。Oracle FS System Manager (GUI) のコールホーム機能
は Oracle 自動サービスリクエスト (ASR) に統合されています。

• 必要に応じて、追加のストレージプロファイルを作成します。

• セッションのタイムアウト時間およびログイン試行回数制限を定義しま
す。

• 追加の管理者アカウント、特に管理者 1 の役割を割り当てるアカウントを
作成します。

• SNMP ホストの設定を定義します。

その他の構成タスクが成功するかどうかはシステム全体の設定にかかっていま
す。たとえば、電子メールサーバーを構成していないと、アラートや管理者パス
ワードのリセットに必要な情報をシステムから送信できません。
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関連リンク

システム時間の同期

ネットワークインタフェース

システム通知

ASR の設定 (コールホーム)
コントローラポート

ストレージプロファイル

セキュリティー設定の変更

管理者アカウントの管理

SNMP トラップホスト管理

システム時間の同期

システム時間のプロパティーを設定して Oracle FS System クロック時間を
Network Time Protocol (NTP) サーバーに同期したり、手動で日時を設定したり
できます。

Oracle FS System 時間を設定するには、次のいずれかのオプションを使用します。

外部時間ソースの
使用

システム時間を外部 NTP サーバーと同期させます。

重要: Meissner などサードパーティーの NTP サービスがイ
ンストールされている場合を除き、Windows システムを
NTP サーバーとして使用しないでください。その代わりに
Linux または Unix 互換の NTP サーバーを使用して
Oracle FS System サーバーと Windows タイムサービスの
両方をそのサーバーと同期させます。タイムサービスの構
成の詳細は、付録 H: 異種混合 UNIX および Windows 環境の
ためのタイムサービスの構成 (http://technet.microsoft.com/
en-us/library/bb463171.aspx) を参照してください。

注: プライマリ NTP サーバーが使用不可の場合、Oracle FS
System は接続を確立できるまでラウンドロビン方式でセカ
ンダリサーバーを探します。

内部ハードウェア
クロックの使用

システム時間を手動で設定できます。このオプションはシ
ステムに Oracle FS SecureWORMfs filesystemsがある場合
は使用できません。CIFS 認証や多くの NFS 環境と同じよ
うに、Oracle FS SecureWORMfs には NTP サーバーが必要
になります。

関連リンク

Oracle FS System の時間を変更する

グローバル設定の管理
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Oracle FS System の時間を変更する
イベントやロギングのタイムスタンプを正確にし、それにより時間に依存するア
プリケーションが正しく動作するように、Oracle FS System の時間を構成します。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「システム時間」に移動します。
2 「アクション」 > 「変更」を選択します。
3 システム時間の構成オプションを選択します。

4 選択したオプションに応じて、NTP サーバーの詳細を入力するか、日付と
時間のダイアログを使ってシステム時間を選択します。

重要: ユーザーが選択するいずれかのオプションによって、時間が現在の時
間よりも前の時間に変更される場合、その新しい時間を有効にするために
パイロットが再起動します。

5 「OK」をクリックします。

約 15 分後に「システム」 > 「アラートおよびイベント」に移動し、NTP の同期
が失敗したことを示す Oracle FS System のアラートやイベントが発生していな
いことを確認します。

関連リンク

「システム時間の変更」ダイアログ

システム時間の同期

ネットワークインタフェース

Oracle FS System 管理ネットワークインタフェースを構成し、顧客ネットワーク
上のデバイスと正しく通信できるようにします。

システムネットワークの構成は次のタイプの通信に影響します。

• パイロット と顧客ネットワーク上にあるその他のデバイスの間の管理トラ
フィック

• アラート、システムイベント通知、およびパスワード回復情報の電子メー
ルサーバーへの送信

管理インタフェースは顧客管理ネットワークと Oracle FS System パイロット 間
の接続を提供します。次のいずれかの方法を使用して、パイロット 上の管理イン
タフェースに IP アドレスを割り当てることができます。

• Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP) を使用すると、パイロット
の起動時にパブリック IP アドレスが動的に割り当てられます。このアド
レスは Oracle FS System. のパブリック IP アドレスにのみ適用されます。
DHCP は個々のパイロット CU アドレスではサポートされません。

• 静的 IP アドレスを使用すると、永続的なパブリック IP アドレスが
Oracle FS System に割り当てられ、一意の IP アドレスが各 パイロット に
割り当てられます。パブリック IP アドレスにアクセスできない場合、管理

グローバル設定の管理
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クライアントはアクティブな パイロット の一意の IP アドレスのいずれか
にアクセスできます。

プライマリおよびセカンダリ DNS サーバーは次の Oracle FS System 機能に対す
る名前解決を提供します。

• コールホーム

• 電子メール

• パスワード回復

コールホーム機能を有効にすると、Oracle FS System から Oracle コールホームサ
ーバー (callhome.support.pillardata.com) に次のタイプの情報を送信できるよう
になります。

• システムログバンドル (Oracle カスタマサポートが使用します)

• システムステータス

• システム構成情報

• システム統計

• 内部システムログ

• システムイベント通知 (Oracle 自動サービスリクエスト (ASR) で使用され
ます)

• システムステータス

• システム構成情報

コールホーム情報を送信するときに、パイロット は DNS サーバーを使用して受
信者名を解決します。

プライマリ DNS サーバーおよびセカンダリ DNS サーバーを定義できます。シ
ステムは、プライマリ DNS サーバーを使用してホスト名を IP アドレスに解決し
ます。プライマリサーバーに到達できない場合、システムはセカンダリ DNS サ
ーバーを使用します。

関連リンク

管理インタフェースの構成

DNS 設定の構成

管理インタフェースの構成

管理インタフェースの構成では、たとえば、パイロット の静的または動的な IP
アドレス指定方法を指定します。

Oracle FS System による IP アドレスの割り当て方法を選択するときは、次のいず
れかのオプションを選択する必要があります。

DHCP の有効化 動的ホスト構成プロトコル (DHCP) を使用して自動的に IP
アドレスを割り当てる場合に使用します。

グローバル設定の管理

35



静的 IP アドレス 手動で IP アドレスを構成する場合に使用します。該当する
フィールドに値を入力します。

重要: 管理インタフェースの静的 IP アドレスを指定するときは、正しいアドレス
を入力し、それらのアドレスが管理ネットワーク経由で到達可能であることを確
認してください。そうでない場合、管理者および管理クライアントは Oracle FS
System にアクセスできなくなります。入力したアドレスが到達不可能だった場
合や、アドレスを忘れた場合は、Oracle カスタマサポートに連絡して支援を受け
てください。ネットワーク設定の回復が容易になるように、サービスプロバイダ
が USB キーボードおよび VGA モニターを使用できるようにしてください。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ネットワーク」に移動します。

2 「アクション」 > 「変更」を選択します。

3 「インタフェース」タブで、Oracle FS System による IP アドレスの割り当
て方法を選択します。

4 (オプション)「送信設定」を選択します。

注: Ethernet ネットワークに自動ネゴシエーション機能が含まれている場
合は、このオプションをデフォルト設定 (「自動」) のままにしてください。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ネットワーク設定の変更」、「インタフェース」タブ

DNS 設定の構成
DNS サーバーの使用目的: パイロット が Oracle ASR (Auto Service Request) サ
ーバーのアドレスを解決し、パスワード回復手順を送信するためのメールサーバ
ーを見つける。

プライマリおよびセカンダリ DNS サーバーを設定して、たとえば、ホスト名を
IP アドレスに解決できます。また、DNS 設定を使用して Oracle FS System から
コールホーム情報、パスワード回復手順、およびイベント通知を指定した電子メ
ール受信者に送信することもできます。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ネットワーク」に移動します。

2 「アクション」 > 「変更」を選択します。

3 「インタフェース」タブで、「プライマリ DNS サーバー」の IP アドレスを
入力します。

4 「セカンダリ DNS サーバー」の IP アドレスを入力します。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ネットワーク設定の変更」、「インタフェース」タブ

グローバル設定の管理
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システム通知

システム通知の設定では、イベント通知とシステムアラートの受信者や、Oracle
自動サービスリクエスト (ASR) と統合するコールホームの設定を定義できます。

Oracle FS System ではシステム通知をさまざまな方法で指定でき、次のようなオ
プションを選択できます。

イベント通知 指定されたシステムイベントを受信者に通知する Simple
Mail Transfer Protocol (SMTP) 電子メールメッセージ。シ
ステムイベントには、論理ボリュームの作成またはハードウ
ェアの問題やソフトウェアの問題の発生などの情報イベン
ト、警告イベント、およびクリティカルイベントが含まれま
す。イベント通知はオプションで、有効にした場合、通常の
イベントのロギングおよびコールホーム通知を補足します。

システムアラート システムアラートは、Oracle FS System が調査とアクション
を必要とする状態を識別するために生成する通知です。

システムアラートの例を次に示します。

• 完全に機能していないリソースに関する通知 (保守が
必要であることを示す)。

• 不十分なストレージに関する通知 (リソースの再割り
当て、リソースのクリーンアップ、追加ストレージの
購入などが必要なことを示す)。この種の情報は、管理
者が 1 つ以上の論理ボリュームに対してシンプロビ
ジョニングを実装しているときに重要です。

パスワード回復 パスワードトークンをユーザーに送信するために Oracle FS
System が生成する通知で、ユーザーはパスワードを忘れた
ときにパスワードをリセットできます。電子メールサーバ
ーが設定済みで、ユーザーアカウントに関連付けられた有効
な電子メールアドレスをユーザーが保持している必要があ
ります。

コールホーム 有効になっていると、システムが Oracle カスタマサポート
にシステムのステータス情報、適切なログ、およびシステム
構成情報を送信できるようにする Oracle FS System の機
能。コールホーム はまた、ASR (Auto Service Request) 機能
が有効になっている場合は、Oracle FS System 内に存在する
クリティカルな問題についても Oracle カスタマサポートに
通知します。

アラートやイベント通知の受信や、特定の受信者への電子メールメッセージの送
信を行うには、電子メールサーバーを定義する必要があります。

Oracle FS System では、さまざまなシステムコンポーネントの構成を Simple
Network Management Protocol (SNMP) プロトコルを使用してモニタリングで
きます。

グローバル設定の管理
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関連リンク

イベント通知の管理

システムアラートの管理

自動サービスリクエスト

ASR の設定 (コールホーム)
電子メール通知設定の構成

自動サービスリクエスト

Oracle 自動サービスリクエスト (ASR) は Oracle ハードウェア保証およびシステ
ムの Oracle Premier Support に含まれる機能です。ASR 機能によって特定の
Oracle FS System ソフトウェアおよびハードウェアイベントに対するサービスリ
クエストが自動的に生成されます。この自動化機能によりシステムの診断、サー
ビスリクエストの優先順位付け、必要に応じた部品発送を迅速に実施できます。

ASR 機能は次のアクティビティーを自動的に実行します。

• 必要に応じてサービスリクエスト (SR) を生成します

• 優先順位に従ってサービスリクエストを処理します

• 必要な場合は部品を発送します

• コールホームログおよびログバンドルを SR に添付します

ユーザーまたは顧客ユーザー管理者 (CUA) は My Oracle Support (MOS) を使用
して、Oracle FS System を顧客サポート識別子 (CSI) に関連付け、システムに
Oracle カスタマサポートのライセンスがあることを提示できます。CSI 情報に
は、Oracle FS System のシリアル番号、組織名、サポートレベルなどが含まれて
います。通常、企業の技術担当者が CUA の役割を担っています。

ASR 機能は Oracle FS System のコールホーム機能を利用してシステムイベント
を MOS に通知します。MOS で ASR を構成してアクティブ化すると、特定のシ
ステムイベントを Oracle カスタマサポートに通知する準備が整います。

ASR サポートの追加情報については、Oracle サポート Web サイトにある『Oracle
Auto Service Request』(http://www.oracle.com/us/support/auto-service-request/
index.html) を参照してください。

関連リンク

ASR の設定 (コールホーム)

電子メール通知設定の構成

電子メール通知を構成すると、選択したユーザーが Oracle FS System によって生
成されたメッセージを受信できるようになります。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ネットワーク」に移動します。

2 「アクション」 > 「変更」を選択します。

グローバル設定の管理
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3 「通知」タブをクリックします。
4 (オプション) 各コールホームイベントの通知を電子メール経由で受け取る
には、「電子メール通知の有効化」を選択します。

5 (オプション) 電子メールサーバーの構成設定を入力します。

6 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ネットワーク設定の変更」、「通知」タブ

ASR の設定 (コールホーム)
コールホームは、有効になっていると、ASR (Auto Service Request) 機能と連携
して特定の Oracle FS System イベントに関するすべての通知とそれに関連付け
られたログを My Oracle Support (MOS) に送信する機能です。 コールホーム設
定を正しく構成し、MOS システムが適切にイベントを管理できるようにします。

注: コールホームの伝送で顧客データは送信されません。

Oracle FS System はシステムイベントに関する情報が含まれたログバンドルを送
信します。ログバンドルは Oracle カスタマサポートがシステムイベントを診断
するときに役立ちます。ログバンドルの収集は次のいずれかの方法で開始されま
す。

手動 管理者がログバンドル収集を依頼しました。ログを手動で
MOS に送信し、既存の SR 番号に関連付けることができま
す。

イベントによるト
リガー

システムイベントが発生すると、Oracle FS System が次のア
クティビティーを始動します。

• イベントに関する情報が含まれたログバンドルを収
集します

• ログを MOS にアップロードします

必要があれば MOS がシステムイベントに対する SR を作成
し、必要に応じて交換部品を発送します。

定期的 Oracle FS System Manager (GUI) 構成でスケジュールした
とおりシステムが通知を送信します。

ASR 機能がアクティブ化されると、MOS は Oracle FS
System から毎日、ハートビートと呼ばれるイベントを受信
することを想定します。毎日のハートビートは、ASR 機能
をアクティブな状態に維持します。 次のオプションを使用
することで、MOS で毎日または毎週ハートビートイベント
通知を確実に受信できるようになります。

• 標準定期的コールホーム
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• 大規模定期的コールホーム

両オプションとも、オプションのスケジュールは変更しない
でください。

毎日のハートビートを受信しなかった場合 MOS は、定期ハ
ートビートの期限が過ぎたことを示す SR を作成します。
次に MOS はその SR を Oracle カスタマサポートに送信し
て解決を委ねます。

Oracle FS System はログコレクションのディレクトリを保持します。各コレクシ
ョンが 1 つのイベントまたは手動のログバンドルを表しています。ログバンドル
ファイル、ログバンドルファイルの範囲、またはログバンドルファイルのグルー
プを選択して、ダウンロードするか MOS に伝送できます。ログバンドルの名前
から、そのバンドルの作成理由、日付、時間 (GMT) や、前のバンドルが作成され
た理由、日付、および時間がわかります。

複数のログバンドルを MOS に送信するよう Oracle カスタマサポートから依頼
されることがあります。手動でログバンドルを作成するときに、「ノート」フィー
ルドに SR 番号を入力できます。MOS はこのログバンドルを自動的にアクティ
ブの SR に関連付けます。

ログバンドルは、必要に応じてローカルサーバーに送信できます。ただし、ログ

バンドルをローカルサーバーに送信すると、すべての ASR 機能が無効になりま
す。

関連リンク

イベントログの管理

システムログバンドル

ASR のコールホームの構成
Oracle FS System から My Oracle Support (MOS) に特定のイベント通知が送信
されるようにコールホームのオプションを構成します。MOS はこれらの通知を
受信し、必要な場合はサービスリクエスト (SR) を開始します。

前提条件 • Oracle FS System がコールホームのオプションと自動
サービスリクエスト (ASR) に対して構成されていて、
コールホームサーバーへの接続がプロキシなしの直
接の場合、すべてのファイアウォールで、パイロット
の 3 つすべての IP アドレスが、Oracle 側コールホー
ムサーバーへのアウトバウンド接続を TCP ポート
443 で確立できる必要があります。

• Oracle FS System が コールホームのオプションと
ASR に対して構成されていても、プロキシを使用する
ように構成されている場合、パイロット の 3 つすべて
の IP アドレスからの接続を受け入れて、これらの IP
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アドレスがプロキシからポート 443 にある Oracle コ
ールホームサーバーに接続できるように、プロキシを
構成する必要があります。

• パイロット とプロキシの間のすべてのファイアウォ
ールで、パイロット の 3 つすべての IP アドレスのフ
ァイアウォールを通過するために、パイロット に対し
て構成された TCP ポートからプロキシへの接続を許
可する必要があります。

ASR 機能をアクティブな状態にしておくコールホームのオプションも構成しま
す。MOS は、Oracle FS System からハートビートと呼ばれるイベントを毎日受信
することを期待しています。このハートビートは、「標準定期的コールホームを有
効にします」オプションによって制御されます。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ネットワーク」に移動します。
2 「アクション」 > 「変更」を選択します。
3 「通知」タブをクリックします。
4 「イベントトリガーコールホームを有効にします」オプションを選択しま
す。

5 「標準定期的コールホームを有効にします」オプションを選択します。

注: デフォルトの周期「毎日」を受け入れます。ASR 機能は毎日のコールホ
ーム通知を予測します。

6 「大規模定期的コールホームの有効化」オプションを選択します。
デフォルトの周期「毎週」を受け入れます。

7 「Oracle Server を使用」オプションが選択されていることを確認します。
8 「Oracle Server を使用」オプションのデフォルト設定を受け入れます。

注: 「HTTP サーバー」アドレスのサーバー名を変更しないでください。

注: ユーザーの環境でプロキシが使用されていない場合は、DNS サーバー
を少なくとも 1 つ構成する必要があります。Oracle サーバーのホスト名
callhome.support.pillardata.com が DNS サーバーによって解決されるこ
とを確認します。

9 (オプション) 「プロキシを使用します」を選択し、プロキシ管理者から提
供されたプロキシサーバーのアドレス、ポート番号、およびプロトコルタ
イプを入力します。

注: プロキシサーバーを使用する場合、Oracle サーバーのホスト名
callhome.support.pillardata.com がそのプロキシサーバーによって解決さ
れることを確認します。

10「大規模ファイル転送の有効化」を選択します。

注: このオプションを選択すると、Oracle カスタマサポートが、イベントに
対して作成された詳細ログを必ず受け取るようになります。
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11「ヘッダーで送信する最新のイベントの数」オプションのデフォルト値を受
け入れます。

注: Oracle カスタマサポートの専門家から、この値を特定の目的のために変
更するよう要求される可能性があります。

12「OK」をクリックします。

「システム」タブの「ネットワーク」概要ページから、コールホームの設定をテス
トできます。

関連リンク

「ネットワーク設定の変更」、「通知」タブ

管理インタフェースの構成

ASR の設定 (コールホーム)
ASR のコールホームの構成
ASR のアクティブ化 (コールホームのテスト)
コールホームマトリックスをアップロードする

ASR のアクティブ化 (コールホームのテスト)
ASR (Auto Service Request) 機能のコールホームを構成したら、ASR アクティブ
化リクエストを My Oracle Support (MOS) に送信します。

前提条件: • MOS の ASR 機能にアクセスできるようにコールホ
ームが構成されている。

• コールホームのイベントトリガーと定期的トリガー
が有効になっており、パラメータがデフォルトに設定
されている。

• MOS に登録されている ASR アセットに対する管理
者権限が存在する。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ネットワーク」に移動します。
2 ASR アクティブ化リクエストを送信するには、「アクション」 > 「コールホ
ームのテスト」を選択します。

3 テスト用のコールホーム情報を送信することを確認して、「OK」をクリッ
クします。

コールホームテストは、MOS の ASR アクティブ化リクエストです。MOS
は数分以内にリクエストを受信するはずです (60 分を超えることはありま
せん)。

注: 必要に応じて、アクティブ化リクエストを繰り返すことができます。
ユーザーまたは顧客ユーザー管理者 (CUA) は、ASR アクティブ化リクエストが
成功したことを確認するため、次のステップを実行します。

4 MOS から ASR アクティブ化プロセスの完了手順を示す電子メールを受信
したことを確認します。
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アクティブ化プロセスを完了する方法を説明した情報については、My
Oracle Support (https://support.oracle.com/) にログインしてください。「My
Oracle Support を使用して Auto Service Request (ASR) アセットのアクテ
ィブ化を完了する方法」というタイトルの記事を検索します。

5 MOS にログインし、ASR アセットのステータスが「保留中」になっている
ことを確認します。

「非アクティブ」ステータスは、MOS がアクティブ化リクエストを受信し
ていないことを意味します。

MOS から電子メールを受信しなかった場合や、MOS の ASR アセットが「非アク
ティブ」である場合は、ASR アクティブ化 (コールホーム) の詳細なトラブルシュ
ーティングを実行してください。

注: トラブルシューティングのチェックを完了するまで、Oracle カスタマサポー
トに連絡しないでください。

関連リンク

「ネットワーク」概要ページ

ASR アクティブ化 (コールホーム) のトラブルシューティング
Oracle Auto Service Request (ASR) アクティブ化リクエストに対して My Oracle
Support (MOS) から電子メールを受信しなかった場合は、アクティブ化リクエス
トをトラブルシューティングする必要があります。

ASR アクティブ化リクエストの通信がどこで失敗しているかをトラブルシュー
ティングするには、次のリソースをチェックします。

コールホームに成
功しました

「コールホームに成功しました」イベントログメッセージは、
Oracle FS System がコールホームイベントまたはアクティ
ブ化リクエストの送信に成功したことを意味します。

「コールホームに成功しました」イベントログメッセージが表
示された場合は、次の項目をチェックします。

• MOS からの電子メール通知を 60 分以内に受信した
かどうか

• MOS の ASR アセットのステータスが「保留中」かど
うか

これらのチェックのいずれかが失敗し、システムにプロキシ
が構成されている場合は、プロキシのログをチェックして、
Oracle サーバーに正常に接続したかどうかを特定します。
プロキシのログにエラーが記録されている場合は、ネットワ
ーク内のプロキシ設定を修正するか、Oracle FS System のプ
ロキシ構成を修正します。ASR アクティブ化リクエストを
再度実行して、更新を確認します。
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コールホームに失
敗しました

「コールホームに失敗しました」イベントによってシステムア
ラートが作成され、イベントログにシステム障害が記録され
ます。

イベントのプロパティーを表示します。
EventParameters.Callhome.error.
1:HTTPS_UNKNOWN_HOST エラーが表示された場合は、コー
ルホームがサーバーの検索に失敗しています。

次の条件を確認します。

• Oracle FS System が構成済みの DNS サーバーに接続
できること。

• DNS サーバーが Oracle サーバーのホスト名
(callhome.support.pillardata.com) を解決できること。

別のエラーが表示された場合は、「イベントプロパティ」ダ
イアログの「クリップボードへのコピー」オプションを使っ
てイベントメッセージを保存します。不明な点がある場合
は、Oracle カスタマサポートに問い合わせてください。

関連リンク

ASR の設定 (コールホーム)
ASR のアクティブ化 (コールホームのテスト)
イベントプロパティーを表示する

システムアラートを管理する

コールホームマトリックスをアップロードする

コールホームイベントを起動するイベントのリストを更新したり、そのイベント
に関して収集されたログを更新したりするには、カスタムコールホームマトリッ
クスをアップロードします。

前提条件: • コールホームマトリックスにアクセスするには、サポ
ート管理者としてログインしている必要があります。

• 更新されたコールホームマトリックスを Oracle カス
タマサポートから入手する必要があります。

重要: ソフトウェア更新ではコールホームマトリックスが上書きされます。ソフ
トウェア更新のあとでカスタムマトリックスをアップロードするか、ソフトウェ
ア更新のあとで新しいマトリックスを取得しなければいけない可能性がありま
す。新しいコールホームマトリックスがシステムに及ぼす可能性のある影響につ
いては、Oracle カスタマサポートに連絡してください。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ネットワーク」に移動します。
2 「アクション」 > 「コールホームマトリックスのアップロード」を選択しま
す。

3 「コールホームマトリックスのアップロード」ダイアログで参照ボタン […]
をクリックし、処理を進めます。
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4 Oracle カスタマサポートから受け取ったコールホームマトリックスファイ
ルの場所に移動して選択します。

5 「開く」をクリックします。
6 「コールホームマトリックスのアップロード」ダイアログで、「OK」をクリ
ックしてマトリックスファイルをアップロードします。

カスタムマトリックスファイルをアップロードしたら、コールホームの設定を確
認します。

関連リンク

「ネットワーク」概要ページ

コントローラポート

Oracle FS System Manager (GUI) では、Ethernet または Fibre Channel に使用す
るコントローラのプロトコルプロパティーを更新できます。

コントローラポートの次の特性を変更できます。

• 使用するプロトコル

• リンクアグリゲーションを有効にするかどうか

• リンクネゴシエーションと集約ポートの識別に使用する管理優先度の値

ポートプロビジョニングは次の注意事項を除いて変更できます。

• Ethernet ポートまたは SAS ポートのポートプロビジョニングは変更でき
ません。

• HBA ポートはすべて同じようにプロビジョニングする必要があります。
たとえば、ポート 0 が FC である場合は、ポート 1 も FC である必要があり
ます。

システムの実行中にポートのプロビジョニングを変更できます。ポートのプロビ
ジョニングは、コントローラのペアの両方のノードに適用されます。

重要: すべてのクライアントが一時的にアクセスを失うことに対する準備ができ
るまでは、ポートのプロビジョニングを変更しないでください。ポートのプロビ
ジョニングを変更すると、コントローラのペアが再起動されます。これはシステ
ムの再起動です。

関連リンク

SAN ホストエントリの管理
すべてのコントローラポートのサマリーを表示する

すべてのコントローラのポート詳細を表示する

1 つのコントローラのポート詳細を表示する
1 つのコントローラポートの設定を表示する
コントローラのポートアグリゲーションを管理する
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すべてのコントローラポートのサマリーを表示する

「コントローラポート」概要ページには、Oracle FS System の各コントローラのネ
ットワークポートのトポロジプロパティーが表示されます。

「コントローラポート」概要ページから、選択されたコントローラおよび選択され
たポートのプロパティーを表示したり変更したりできます。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「コントローラポート」に移動しま
す。

2 サマリー情報が予想どおりであることを確認します。

関連リンク

「コントローラポート」概要ページ

すべてのコントローラのポート詳細を表示する

1 つのコントローラのポート詳細を表示する
1 つのコントローラポートの設定を表示する
コントローラのポートアグリゲーションを管理する

すべてのコントローラのポート詳細を表示する

Oracle FS System Manager (GUI) では、コントローラのポート詳細を 1 つの画面
で表示できます。また、コントローラがサポートする各種プロトコルの情報をそ
れぞれ個別に表示することもできます。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「コントローラポート」に移動しま
す。

2 「アクション」 > 「ポート設定の表示」を選択します。
「コントローラポート設定の表示」ダイアログが表示され、すべてのコント
ローラのすべてのポート詳細が表示されます。

3 適切なタブをクリックしてコントローラポートの設定を表示します。

4 サマリー情報が予想どおりであることを確認します。

5 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

コントローラポート設定の表示、「Ethernet」タブ
すべてのコントローラポートのサマリーを表示する

1 つのコントローラのポート詳細を表示する
1 つのコントローラポートの設定を表示する
コントローラのポートアグリゲーションを管理する

1 つのコントローラのポート詳細を表示する
Oracle FS System Manager (GUI) では、コントローラのポート詳細を 1 つの画面
で表示できます。また、コントローラがサポートする各種プロトコルの情報をそ
れぞれ個別に表示することもできます。
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1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「コントローラポート」に移動しま
す。

2 コントローラを選択します。

3 「アクション」 > 「ポート設定の表示」を選択します。
「コントローラポート設定の表示」ダイアログが表示され、各ポートタイプ
の情報がそれぞれ異なるタブ上に表示されます。

4 適切なタブをクリックしてコントローラポートの詳細を表示します。

5 サマリー情報が予想どおりであることを確認します。

6 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

コントローラポート設定の表示、「Ethernet」タブ
すべてのコントローラポートのサマリーを表示する

すべてのコントローラのポート詳細を表示する

1 つのコントローラポートの設定を表示する
コントローラのポートアグリゲーションを管理する

1 つのコントローラポートの設定を表示する
「コントローラポート」概要ページには、Oracle FS System の各コントローラのネ
ットワークポートのトポロジプロパティーが表示されます。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「コントローラポート」に移動しま
す。

2 コントローラポートを選択します。

3 「アクション」 > 「ポート設定の表示」を選択します。

4 サマリー情報が予想どおりであることを確認します。

5 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

コントローラポート設定の表示、「Ethernet」タブ
すべてのコントローラポートのサマリーを表示する

すべてのコントローラのポート詳細を表示する

1 つのコントローラのポート詳細を表示する
コントローラのポートアグリゲーションを管理する

コントローラのポートアグリゲーションを管理する

Ethernet ポートを単一リンクに集約するかどうかや、アグリゲーションの優先度
を指定できます。
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1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「コントローラポート」に移動しま
す。

2 コントローラを選択します。

3 「アクション」 > 「ポートアグリゲーションの管理」を選択します。

4 「HBA ポートの集約」オプションを選択します。

5 アグリゲーションの優先度を設定します。

6 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ポートアグリゲーションの管理」ダイアログ

すべてのコントローラポートのサマリーを表示する

すべてのコントローラのポート詳細を表示する

1 つのコントローラのポート詳細を表示する
1 つのコントローラポートの設定を表示する

ストレージプロファイル

論理ボリュームを構成するときに、事前定義のプロパティーのコレクションを選
択してボリュームに適用できます。このプロパティーのコレクションをストレー
ジプロファイルと呼びます。

特定のストレージプロファイルを使用するときに、以前に作成して保存しておい
たプロファイルや事前構成済みのプロファイルの 1 つを選択したり、新規のプロ
ファイルを作成したりできます。

ストレージプロファイルを使用してボリュームを作成したあとに、そのプロファ
イルを削除してもボリュームのパフォーマンス特性には影響ありません。

ストレージプロファイルは次のプロパティーで構成されます。

RAID レベル 1 つ以上のドライブの損失からデータを回復するシステム
の機能を強化するために使用されるストレージメカニズム
を識別します。

先読み 順次読み取り操作に対して使用される先読みポリシーを識
別します。このポリシーによって、システムがコントローラ
キャッシュに配置する追加データ (あれば) の量が決まりま
す。

優先度 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。 (コントローラの処理キューなど)。処理キュー
の優先度は、ボリューム専用に割り当てられるコントローラ
の CPU サイクルの割合を定義します。交換型ドライブのど
こにデータがストライプされるかも識別します。
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ストライプ幅 データが書き込まれるドライブグループの数を識別します。

書き込み プロファイルで使用する書き込みキャッシュルールを識別
します。

優先ストレージク
ラス

データが格納される物理メディアのタイプを識別します。

関連リンク

ストレージプロファイルの管理

ストレージ階層とストレージプロファイル

ストレージ階層とストレージプロファイル

すべての事前定義ストレージプロファイルで、もっとも優先されるストレージク
ラスと RAID レベルは常に、有効なストレージ階層と一致します。

ストレージドメインでは、7 つの異なるタイプのストレージ階層で自動階層化
LUN が保持される可能性があります。次の表はストレージドメインに含まれる
可能性のあるストレージ階層をまとめたものです。

表 5: ストレージドメインに含まれる可能性のあるストレージ階層
 ストレージ層

ストレージクラス 層 1 層 2

容量 HDD RAID 6 該当なし

容量 SSD RAID 5 RAID 10

パフォーマンス HDD RAID 5 RAID 10

パフォーマンス SSD RAID 5 RAID 10

ただし、どのストレージドメインにも、これらの階層の一部のみが含まれます。

自動階層化 LUN を作成または変更するときに、ストレージプロファイルを使用
して LUN の QoS 特性を定義した場合、指定のストレージクラスと RAID レベル
が次の手順で評価され、LUN の開始ストレージ階層が決定されます。

• 最初に、指定のストレージクラスの中から、ストレージドメインに存在す
る最適なストレージクラスが選択されます。

• 指定のストレージクラスのいずれも存在しない場合、エラーが返されます。

注: これが発生するのはカスタムストレージプロファイルの場合のみです。
• そのストレージクラスを使用して、RAID レベルが RAID 5 から RAID 6
に、または RAID 6 から RAID 5 に変更されます (階層に合わせて変更が必
要な場合)。
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ストレージプロファイルの管理

ストレージプロファイルを使用して、論理ボリュームを作成するときに自動的に
Quality of Service (QoS) プロパティーを構成できます。

ストレージプロファイルは次のように定義されます。論理ボリュームを構成する
ために使用できる一連の QoS 属性。Oracle では、アプリケーションコンテキス
ト内での特定の用途に合わせて最適化されたストレージプロファイルのコレクシ
ョンを提供しています。管理者は使用可能なプロファイルのいずれかを選択する
か、新しいプロファイルを作成するか、または既存のプロファイルを変更するこ
とができます。

Performance Benchmark ストレージプロファイルは、パフォーマンステストのみ
を目的として設計されています。このストレージプロファイルは、ほかのアプリ
ケーションに悪影響を与え、ストレージドメイン内のほかのボリュームの機能を
妨げるような方法でシステムリソースを使用するため、ほとんどのアプリケーシ
ョンで推奨されません。Performance Benchmark ストレージプロファイルを使
用するボリュームを作成したら、アプリケーション用の通常のボリュームを構成
する前に Performance Benchmark ボリュームを削除してください。

関連リンク

ストレージプロファイルを作成する

ストレージプロファイルを複製する

ストレージプロファイルを表示する

ストレージプロファイルを削除する

ストレージプロファイルを作成する

システムで事前に定義されたストレージプロファイルとは何らかの点で異なる、
一連の Quality of Service (QoS) プロパティーを定義するストレージプロファイ
ルを作成できます。

重要: ストレージプロファイルを作成する際には、属性間の相互作用やシステム
パフォーマンスへの影響の可能性について、よく理解しておく必要があります。

Oracle が提供するプロファイルはシステムタイプとして表示され、カスタムプロ
ファイルはカスタムタイプとして表示されます。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ストレージプロファイル」に移動し
ます。

2 「アクション」 > 「ストレージプロファイルの作成」を選択します。

3 QoS プロパティーを必要に応じて設定します。
ストレージプロファイルの名前については適切な値を入力し、ほかのすべ
てのプロパティーでは、ドロップダウンリストから必要な値を選択します。

4 「OK」をクリックします。
プロファイルを保存したあとは、プロファイルを変更できなくなります。
プロファイルを削除することしかできません。
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関連リンク

「ストレージプロファイルの作成」ダイアログ

ストレージプロファイルを複製する

ストレージプロファイルを表示する

ストレージプロファイルを削除する

ストレージプロファイルを複製する

既存のプロファイルを複製して新しいストレージプロファイルを作成できます。

プロファイルを複製すると、元のプロファイルのプロパティーが新しいプロファ
イルにコピーされます。その後既存のプロパティーを変更することにより、新し
いプロファイルをカスタマイズできます。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ストレージプロファイル」に移動し
ます。

2 複製するストレージプロファイルを選択します。

3 「アクション」 > 「ストレージプロファイルの複製」を選択します。

4 必要に応じて既存の QoS プロパティーを変更します。
ストレージプロファイルの名前については適切な値を入力し、ほかのすべ
てのプロパティーでは、ドロップダウンリストから必要な値を選択します。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ストレージプロファイルの複製」ダイアログ

ストレージプロファイルを作成する

ストレージプロファイルを表示する

ストレージプロファイルを削除する

ストレージプロファイルを表示する

あるストレージプロファイルを使って論理ボリュームを作成する前に、そのプロ
ファイルの Quality of Service (QoS) プロパティーを表示し、それらのプロパティ
ーがニーズに合っているか確認できます。

Oracle FS System Manager (GUI) に表示されるストレージプロファイルには、次
の 2 つのタイプがあります。

カスタム ストレージ管理者によって作成されたカスタムプロファイ
ル。

システム Oracle 提供のプロファイル。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ストレージプロファイル」に移動し
ます。
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システムにより、使用可能なすべてのプロファイルの QoS プロパティーの
完全なリストが表示されます。

2 特定のストレージプロファイルの設定を表示するには、プロファイルを選
択してから「アクション」 > 「ストレージプロファイルの表示」を選択し
ます。

3 プロパティー情報が予想どおりであることを確認します。

4 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

「ストレージプロファイルの表示」ダイアログ

ストレージプロファイルを作成する

ストレージプロファイルを複製する

ストレージプロファイルを削除する

ストレージプロファイルを削除する

不要になったカスタムストレージプロファイルはシステムから削除できます。
Oracle から提供されたプロファイル (タイプが System のもの) は削除できませ
ん。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ストレージプロファイル」に移動し
ます。

2 削除するカスタムストレージプロファイルを選択します。

3 「アクション」 > 「ストレージプロファイルの削除」を選択します。
「ストレージプロファイルの削除」ダイアログが表示されます。

4 「OK」をクリックします。
カスタムストレージプロファイルがシステムから削除されます。

注: ストレージプロファイルを削除しても、そのプロファイルを使って作成
されたボリュームには何の影響もありません。そのプロファイルを使って
作成されたボリュームは引き続き正常に機能します。

関連リンク

ストレージプロファイルを作成する

ストレージプロファイルを複製する

ストレージプロファイルを表示する

セキュリティー設定の変更

アカウントのセキュリティープロパティーとログイン時のようこそメッセージ
を、Oracle FS System Manager のセキュリティー設定を使用して更新できます。

システム管理者アカウントの次のグローバルセキュリティー設定を変更できま
す。
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• Oracle FS System で許容されるログイン試行の連続失敗回数を設定しま
す。このしきい値を超えた場合アカウントは無効化され、イベントログに
エントリが書き込まれます。アカウントを再度有効化できるのは、プライ
マリ管理者または管理者 1 のみです。アカウントを再度有効化したあと、
システムはログインが成功したときにカウンタをリセットします。ログイ
ン試行の失敗回数は 1 - 20 の間の値である必要があります。

• セッションタイムアウトを設定し、一定の非アクティブ時間が経過したセ
ッションを Oracle FS System が終了できるようにします。セッションタイ
ムアウト値は 1 - 999 分の間の値にする必要があります (デフォルトは 20
分)。

関連リンク

セキュリティー設定の変更

ログイン画面のメッセージを変更する

セキュリティー設定の変更

Oracle FS System のセキュリティーを構成するには、ログイン試行の失敗回数を
制限したり、非アクティブなログインセッションの時間制限を設定したりします。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「セキュリティー」に移動します。

2 「アクション」 > 「変更」を選択します。

3 ログイン試行失敗回数とセッションタイムアウトのフィールドに、値を入
力します。

ログイン試行失敗回数の値は 1 から 20 の間でなければいけません (デフォ
ルトは 10 回)。セッションタイムアウトの値は 1 から 999 分の間でなけれ
ばいけません (デフォルトは 20 分)。

4 「OK」をクリックします。

関連リンク

「セキュリティー設定の変更」ダイアログ

ログイン画面のメッセージを変更する

Oracle FS System Manager のログイン画面にカスタマイズされたメッセージを
追加できます。たとえば、システムの保守や停止が特定の時間に発生することを
アナウンスし、管理者にその時間までにログアウトする必要があることを知らせ
ます。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「セキュリティー」に移動します。

2 「アクション」 > 「変更」を選択します。

3 ログイン画面のメッセージを入力します。
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最大 256 個の Unicode 文字を入力できます。管理者が最初に Oracle FS
System Manager を起動した際に、ログイン画面にログインメッセージが表
示されます。

4 「OK」をクリックします。

関連リンク

「セキュリティー設定の変更」ダイアログ

管理者アカウントの管理

管理者は、自分のアカウントに割り当てられた役割に基づいた Oracle FS System
に対する特定の権限を持っています。

Oracle FS System で複数のアカウントを作成できます。多くのアカウントは職責
を委任するような場合に便利です。たとえば、次のアカウントを作成することを
お勧めします。

• 少なくとも追加の管理者アカウントを 1 つ。これにより、プライマリシス
テム管理者が不在の場合に、指定された個人がその職責を引き継ぐことが
できます。このアカウントには管理者 1 の役割を割り当てます。

ヒント: 日常の業務にプライマリ管理者 (ソフトウェアとともにインストー
ルされる「administrator」という名前のアカウント) アカウントは使用しな
いでください。その代わりにシステムのインストール時に管理者 1 アカウ
ントを設定します。このようにする理由の 1 つは、プライマリシステム管
理者のほかに、アカウントパスワード (プライマリシステム管理者のアカウ
ントパスワードを含む) を以前のパスワードなしで変更できるユーザーを
管理者 1 に限定するためです。

• 読み取り専用権限を持つ 1 つ以上の管理者アカウント。これにより、マネ
ージャーはシステムをモニターできますが、構成の詳細は変更できません。
これらのアカウントをモニター役割に割り当てます。

管理者タスクを委任すると、別の管理者が次を実行できます。

• アカウント属性を変更します。たとえばパスワードを変更したり、プライ
マリシステム管理者アカウント以外のアカウントを無効化します。

• アカウントのセキュリティー設定を変更します。

• 古いアカウントを削除します。

ほかのアカウントの属性変更が必要になる場合があります。プライマリシステム
管理者と管理者 1 役割を割り当てられたユーザーは、自身のアカウントとほかの
管理者のアカウントを変更できます。

一部の変更はすぐに適用されます。たとえば、ログインアカウントを無効化また
は削除すると、ログインセッションは終了します。

その他の変更は個人またはクライアントが次回ログインしたときにアカウントに
適用されます。たとえば、アカウントのパスワードを変更したり、グローバルセ
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ッションタイムアウト値を変更した場合、それらの変更は次にセッションが開始
されたときに適用されます。

関連リンク

管理者アカウントの作成

管理者アカウントの変更

管理者アカウントのタイプ

管理者アカウントの作成

管理者アカウントの詳細を表示する

管理者アカウントを削除する

管理者アカウントのタイプ

管理者アカウントは、そのアカウントの役割によって異なる特定の権限を持って
います。

Oracle Flash Storage System を管理するには、管理者アカウントを使用してログ
インする必要があります。どのアカウントも、システム権限を定義する特定の役
割を実行します。

表 6: 役割ごとの管理者権限
管理者の役割 権限

プライマリ管理者 ほかのすべてのアカウントを変更する機能を含め、すべての構
成、管理、およびモニタリングタスクを実行します。このアカウ
ントを削除したり、無効にしたりすることはできません。

管理者 1 ドライブエンクロージャーコンソールの実行を除き、すべての構
成、管理、およびモニタリングタスクを実行します。

管理者 2 次の注意事項を除き、すべてのタスクを実行します。

• ファイルサーバーおよび管理者アカウントを作成し
たり管理したりすることはできません

• ソフトウェア構成またはハードウェア構成は変更で
きません

• システムをシャットダウンすることはできません

• ドライブエンクロージャーコンソールを実行するこ
とはできません

モニター システム情報を表示するだけであり、構成を変更することはでき
ません。自身のアカウント属性を変更できます。
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表 6: 役割ごとの管理者権限 (続き)

管理者の役割 権限

Oracle サポート 制限された顧客サービスのみの機能を実行します。構成を変更
することはできません。このアカウントを削除したり、無効にし
たりすることはできません。

注: このアカウントを使用できるのは、Oracle カスタマサポート
担当者だけです。

サポート 制限された顧客サービスのみの機能を実行します。構成を変更
することはできません。

関連リンク

管理者アカウントの作成

管理者アカウントの変更

管理者アカウントの作成

管理者アカウントを変更する

管理者アカウントの作成

新しい管理者アカウントを複数作成し、各アカウントにそれぞれ異なる機能の実
行権限がある別々の役割を割り当てることができます。たとえば、読み取り専用
の管理タスクの実行と自身のアカウント属性の変更のみが許可されるモニターア
カウントを作成できます。

Oracle FS System で複数のアカウントを作成できます。多くのアカウントは職責
を委任するような場合に便利です。たとえば、次のアカウントを作成することを
お勧めします。

• 少なくとも追加の管理者アカウントを 1 つ。これにより、プライマリシス
テム管理者が不在の場合に、指定された個人がその職責を引き継ぐことが
できます。このアカウントには管理者 1 の役割を割り当てます。

ヒント: 日常の業務にプライマリ管理者 (ソフトウェアとともにインストー
ルされる「administrator」という名前のアカウント) アカウントは使用しな
いでください。その代わりにシステムのインストール時に管理者 1 アカウ
ントを設定します。このようにする理由の 1 つは、プライマリシステム管
理者のほかに、アカウントパスワード (プライマリシステム管理者のアカウ
ントパスワードを含む) を以前のパスワードなしで変更できるユーザーを
管理者 1 に限定するためです。

• 読み取り専用権限を持つ 1 つ以上の管理者アカウント。これにより、マネ
ージャーはシステムをモニターできますが、構成の詳細は変更できません。
これらのアカウントをモニター役割に割り当てます。
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注: 管理者アカウントの電子メールアドレスを入力しなかった場合、管理者が
Oracle FS System Manager の「パスワードをリセットします」機能を使用して自
分のパスワードをリセットできません。

作成できる管理者アカウントは最大 128 個です。どの時点でも、ユーザー作成ア
カウントのセッションは 25 件のログインしか許可されません。同時にログイン
できるアカウントは 5 個のみです。プライマリシステム管理者は必要であれば強
制ログインを実行し、ほかのアカウントセッションを解放できます。

関連リンク

管理者アカウントの変更

管理者アカウントのタイプ

管理者アカウントの作成

管理者アカウントを変更する

管理者アカウントを削除する

管理者アカウントの作成

ユーザーがさまざまなタスクを Oracle FS System で実行できるように、管理者ア
カウントを作成できます。

1 Oracle FS System Manager (GUI) で、「システム」 > 「グローバル設定」 >
「管理者アカウント」に移動します。

2 「アクション」 > 「作成」を選択します。

3 「ログイン名」フィールドに、アカウントの名前を入力します。
4 「役割」リストで役割を選択します。

注: 各役割の詳細な説明については、ダイアログに提供されている「管理者
アカウントの説明」を参照してください。

5 アカウント所有者に関する残りの情報を入力します。

必要な情報:

• 氏名

• 電子メールアドレス

• 電話番号

• パスワード

• パスワードの確認

注: 管理者アカウントの電子メールアドレスを入力しなかった場合、管理者
が Oracle FS System Manager の「パスワードをリセットします」機能を使
用して自分のパスワードをリセットできません。

6 (オプション) アカウントを無効にするには、「アカウントの無効化」オプシ
ョンを選択します。
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あとでオプションを有効にするアカウントを作成する場合に、「アカウント
の無効化」オプションを使用します。

7 「OK」をクリックします。

関連リンク

「管理者アカウントの作成」ダイアログ

管理者アカウントの管理

管理者アカウントのタイプ

管理者アカウントを削除する

管理者アカウントの変更

選択した管理者アカウントのプロパティーを変更できます。たとえば、管理者ア
カウントの役割を変更し、その管理者のシステム権限を増やしたり減らしたりで
きます。

管理者タスクを委任すると、別の管理者が次を実行できます。

• アカウント属性を変更します。たとえばパスワードを変更したり、プライ
マリシステム管理者アカウント以外のアカウントを無効化します。

• アカウントのセキュリティー設定を変更します。

• 古いアカウントを削除します。

ほかのアカウントの属性変更が必要になる場合があります。プライマリシステム
管理者と管理者 1 役割を割り当てられたユーザーは、自身のアカウントとほかの
管理者のアカウントを変更できます。

一部の変更はすぐに適用されます。たとえば、ログインアカウントを無効化また
は削除すると、ログインセッションは終了します。

その他の変更は個人またはクライアントが次回ログインしたときにアカウントに
適用されます。たとえば、アカウントのパスワードを変更したり、グローバルセ
ッションタイムアウト値を変更した場合、それらの変更は次にセッションが開始
されたときに適用されます。

関連リンク

管理者アカウントを変更する

管理者パスワードの変更

プライマリシステム管理者のパスワードをリセットする

管理者アカウントを変更する

管理者アカウントの詳細を変更したり、アカウントを無効にしたり、ユーザーパ
スワードを変更したりできます。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「管理者アカウント」に移動します。

2 ログイン名のリストからアカウント名を選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。
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4 変更する属性の値を入力します。

注: プライマリシステム管理者アカウントまたは Oracle サポートアカウン
トを無効にすることはできません。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「管理者アカウントの変更」ダイアログ

管理者アカウントの変更

管理者パスワードの変更

プライマリシステム管理者のパスワードをリセットする

管理者パスワードの変更

管理者がパスワードを忘れた場合など、必要に応じて管理者パスワードを変更で
きます。

パスワードは次のセキュリティーポリシーに従う必要があります。

• 8 文字から 16 文字までの長さである必要があります

• 辞書の単語を含むことはできません

• 最後の 50 パスワードのいずれにもできません

注: システムは 1 年間最近のパスワードを保持しています。

• 大文字、小文字、数字、および特殊文字が少なくとも 1 つずつ含まれてい
る必要があります

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「管理者アカウント」に移動します。
2 「管理者アカウント」リストからログイン名を選択します。
3 「アクション」 > 「変更」を選択します。
4 「パスワード」と「パスワードの確認」の両方のフィールドに新しいパスワ
ードを入力します。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「管理者アカウントの変更」ダイアログ

管理者アカウントの変更

管理者アカウントを変更する

プライマリシステム管理者のパスワードをリセットする

プライマリシステム管理者のパスワードをリセットする

プライマリシステム管理者のパスワードがわからなくなった場合、管理者 1 はそ
のパスワードをリセットできます。

プライマリシステム管理者パスワードをリセットする必要がある場合、次のいず
れかの方法を使用してそれをリセットできます。
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• 管理者 1 アカウントが存在する場合は、それを使用してパスワードをリセ
ットします。プライマリシステム管理者および管理者 1 役割に割り当てら
れている管理者は、前のパスワードを知らなくても、すべての管理者アカ
ウントのパスワードを変更できます。サポート管理者は、プライマリシス
テム管理者パスワードをリセットできません。

• 「ログイン」画面の「パスワードのリセット」をクリックして、「パスワー
ドのリセット」ダイアログの手順に従います。パスワードをリセットする
には、古いパスワードかパスワードトークンのどちらかが必要です。パス
ワードトークンがない場合は、「ログイン」画面の「パスワードをお忘れで
すか」をクリックして、「パスワードをお忘れですか」ダイアログの手順に
従います。

管理者 1 は次の手順でパスワードをリセットします。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「管理者アカウント」に移動します。

2 ログイン名のリストからアカウント名を選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。

4 「パスワード」と「パスワードの確認」の両方のフィールドに新しいパスワ
ードを入力します。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「管理者アカウントの変更」ダイアログ

管理者アカウントの変更

管理者アカウントを変更する

管理者パスワードの変更

管理者アカウントの詳細を表示する

すべてのログインアカウントの詳細や特定のログインアカウントの詳細を表示で
きます。また、無効化されたアカウントや不完全な連絡情報を含むアカウントを
確認することもできます。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「管理者アカウント」に移動します。

2 表示するアカウントを選択したあと、「アクション」 > 「表示」を選択しま
す。

3 表示された情報を確認し、アカウントの詳細が予想どおりであることを確
認します。

4 「OK」をクリックします。

関連リンク

「管理者アカウントの表示」ダイアログ
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管理者アカウントを削除する

たとえば、アカウントを持つ社員が退職した場合、そのログインアカウントを削
除します。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「管理者アカウント」に移動します。
2 削除するアカウント名を「管理者アカウント」リストから選択します。

3 「アクション」 > 「削除」を選択します。
システムによって「アカウント削除」ダイアログが表示されます。

4 「OK」をクリックします。

関連リンク

管理者アカウントの作成

管理者アカウントの変更

管理者アカウントの作成

管理者アカウントを変更する

SNMP トラップホスト管理
Simple Network Management Protocol (SNMP) アプリケーションを使用してネ
ットワークデバイスをモニターしている場合は、SNMP トラップホストを定義し
て Oracle FS System トラップを受信できます。SNMP ベースの管理アプリケー
ションがインストールされている任意のワークステーションを、トラップホスト
として使用できます。

Oracle Flash Storage System は SNMP バージョン 2c をサポートしています。
SNMP 管理アプリケーションからの SET 操作はサポートされていません。

管理情報ベース (MIB) 表はプレーンテキストファイルで、Oracle が管理情報を提
供しているすべてのシステムオブジェクトの詳細が含まれています。MIB ファ
イルを使用するには、パイロット管理インタフェースのユーティリティーページ
からファイルをダウンロードし、そのファイルを SNMP 管理アプリケーションに
インポートします。

注: SNMP の代わりにイベント通知を定義できます。

関連リンク

パイロットから MIB をダウンロードする

モニターできるシステムオブジェクト

管理情報ベース (MIB) には自己文書化機能があり、モニターできる Oracle FS
System リソースを表示します。テキストベースの MIB は、パイロット 管理イン
タフェースの「ユーティリティー」ページまたは Oracle FS System Manager (GUI)
を使用してダウンロードできます。

システム管理者がモニターできる Oracle FS System リソースのいくつかを次に
示します。これらの情報の一部を使って、グラフ化したり、特定のリソースの傾
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向線 (ストレージ領域とその使用率、特定期間の 1 秒あたりの I/O 操作数 (IOPS)
など) を追跡したりできます。

システムアラート

システムアラートは、Oracle FS System が調査とアクションを必要とする状態を
識別するために生成する通知です。

システムアラートの例を次に示します。

• 完全に機能していないリソースに関する通知 (保守が必要であることを示
す)。

• 不十分なストレージに関する通知 (リソースの再割り当て、リソースのクリ
ーンアップ、追加ストレージの購入などが必要なことを示す)。この種の情
報は、管理者が 1 つ以上の論理ボリュームに対してシンプロビジョニング
を実装しているときに重要です。

コールホームまたは手動のログ収集

管理者は、これらのリソースを照会することで、次の情報をチェックできます。

• 収集の時間

• 使用可能なステータス

• ログに含まれている情報のタイプ

実行中のタスク

バックグラウンドで実行されているタスクの一部は、通常の管理ジョブ (スケジ
ュールされたクローンレプリケーションやスケジュールされたアップグレードな
ど) であるか、または何らかの管理アクションの結果です。しかし、その他のタ
スクは、調査に値する Oracle FS System の状態を示している可能性があります。
たとえば、次のいずれかの状態が該当します。

• パイロット の再起動

• システムの再起動

• トポロジの再検出

このカテゴリは、予定されたタスクの完了や (大規模な論理ボリュームのレプリ
ケーションなどで) 回復の必要性を確認するときにも役立ちます。

スケジュールされたタスク

このリソースを照会することで、管理者はスケジュールされたタスクとそれらが

スケジュールされた時間を特定できます。この情報を知ることは、トラップやイ
ベントが発生するかどうかを特定するのに役立ちます。
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ソフトウェアバージョン

大規模なデータセンターでは、ソフトウェアのバージョンを把握することが有用

です。どの Oracle FS System に更新が必要かを特定したり、どのソフトウェア更
新が完了したかを検索したりするには、各システムに個別にアクセスする必要が
あります。SNMP 管理ユーティリティーを使ってクエリーを実行することで、こ
れらの複数のアクセスを 1 つのタスクにまとめることができます。

ストレージ使用量

容量の使用率の短期的傾向と長期的傾向をモニターすることで、システム管理者

はシステムアラートの警告 (容量を解放するためにクローン LUN が削除されて
いるなど) の発生を回避しやすくなります。シンプロビジョニング機能を使用す
ると、論理ボリュームを過剰に割り当てる可能性があるため、そのようなボリュ
ームはモニターする必要があり、追加の物理ストレージが必要になる場合があり
ます。

システム構成

中央の SNMP リソースを使用して、複数システムの次のような構成とリソースの
ステータスを表示します。

• LUN

• インタフェース

• クローン

• LUN のマッピングとマスキング

トラップ

トラップは、電子メールベースの管理者アラートに相当し、システムアラートを

発生させる可能性があるストレージの好ましくない状態をシステム管理者に警告
するもう 1 つの手段です。

関連リンク

パイロットから MIB をダウンロードする

SNMP ホストを作成する
任意のワークステーションを SNMP (Simple Network Management Protocol) ホ
ストとして構成できます。SNMP ホストの設定時には、SNMP ホストへのトラッ
プメッセージを起動するモニターイベントのしきい値も設定できます。

モニターするがトラップメッセージは受信しないように SNMP サーバーを構成
する場合は、「トラップの受信」オプションをクリアします。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「SNMP」に移動します。
2 「アクション」 > 「作成」を選択します。
3 SNMP ホストの「名前」を入力します。
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4 トラップの送信先を指定するため、「ホスト IP」フィールドと「コミュニテ
ィー文字列」フィールドに値を入力します。

コミュニティー文字列には最低 6 文字含まれている必要があります。

5 (オプション) 「トラップの受信」オプションを選択して「トラップポート
番号」フィールドを有効にします。

6 (オプション) 「トラップポート番号」を入力します。

有効な値:

• SNMP クエリーの場合、ポート 161 を使用します

• SNMP トラップの場合、ポート 162 を使用します

7 (オプション) 「重要度しきい値」の値を、可能なフィルタのリストから選
択します。

情報 情報のみのイベントにアクションは必要ありません。

警告 都合のよいときに対処できるマイナーな状態に即座の
アクションは必要ありません。

クリティカル システム障害またはオフライン状態を回避するために、
即座のアクションが必要です。

8 「OK」をクリックします。

関連リンク

「SNMP ホストの作成」ダイアログ
SNMP ホストを変更する
SNMP ホストを削除する
SNMP ホストを表示する

SNMP ホストを変更する
SNMP (Simple Network Management Protocol) トラップを受信するホストを変
更できます。たとえば、SNMP ベースの管理アプリケーションを別のワークステ
ーションにインストールする場合には、トラップホストの IP アドレスを変更する
必要があります。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「SNMP」に移動します。

2 SNMP ホストの概要ページから SNMP ホストを選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。

4 変更する属性の値を入力します。

5 「OK」をクリックします。
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関連リンク

「SNMP ホストの変更」ダイアログ
SNMP ホストを作成する
SNMP ホストを削除する
SNMP ホストを表示する

SNMP ホストを削除する
SNMP (Simple Network Management Protocol) 構成からホストを削除できます。
たとえば、あるホストから SNMP ベースの管理アプリケーションをアンインスト
ールした場合、そのホストを削除する必要があります。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「SNMP」に移動します。

2 SNMP ホストの概要ページから削除対象の SNMP ホストを選択します。

3 「アクション」 > 「削除」を選択します。

4 「OK」をクリックします。

関連リンク

SNMP ホストを作成する
SNMP ホストを変更する
SNMP ホストを表示する

SNMP ホストを表示する
Oracle FS System で構成されている SNMP (Small Network Management
Protocol) ホストのリストを確認できます。たとえば、あるホストがトラップの受
信に使用するコミュニティー文字列を知る必要がある場合があります。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「SNMP」に移動します。

2 SNMP トラップホストのリストを確認し、SNMP ホストの詳細が予想どお
りであることを確かめます。

3 特定のホストの詳細を表示するには、リストからホストを選択し、「アクシ
ョン」 > 「表示」を選択します。

4 SNMP の情報が予想どおりであることを確認します。

5 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

「SNMP ホストの表示」ダイアログ
SNMP ホストを作成する
SNMP ホストを変更する
SNMP ホストを削除する
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MIB をダウンロードする
SNMP (Simple Network Management Protocol) テーブルをサポートする管理情
報ベース (MIB) テーブルには、モニター可能な Oracle FS System リソースのリス
トが含まれています。このファイルは パイロット から入手可能ですが、
Oracle FS System Manager (GUI) を使ってダウンロードできます。

1 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「SNMP」に移動します。

2 SNMP ホストの概要ページから SNMP ホストを選択します。

3 「アクション」 > 「Oracle FS System MIB のダウンロード」を選択します。

4 「Oracle FS System MIB のダウンロード」ダイアログから、参照ボタン […]
をクリックして処理を進めます。

5 目的のターゲットダウンロードパスに移動し、ファイル名を指定します。

6 「OK」をクリックします。

パイロットから MIB をダウンロードする
SNMP (Simple Network Management Protocol) テーブルをサポートする管理情
報ベース (MIB) テーブルには、モニター可能な Oracle FS System リソースのリス
トが含まれています。このファイルは パイロット から入手可能であり、Web ブ
ラウザからアクセスできます。

1 ワークステーションから Web ブラウザを起動します。

2 パイロット のパブリック IP アドレスまたは Oracle FS System の名前を、
オープン対象のアドレスとして指定します。

3 「ユーティリティーソフトウェア」をクリックします。
4 「Oracle FS System MIB のダウンロード」をクリックします。

5 Web ブラウザから、ファイルをクライアントワークステーションに保存し
ます。
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第 3章

ストレージグループの管理

容量の使用率を表示する

すべてのストレージドメインの容量使用率をストレージクラス別に表示し、その
使用率をシステムの合計容量や Oracle FS System の割り当て容量制限と比較で
きます。

1 「システム」 > 「ダッシュボード」に移動します。
ダッシュボードには、システム内の各ストレージドメインのストレージ容
量が表示されます。

2 表示された各ストレージドメインの容量使用率を確認します。

図 4: 使用率のサマリー

注: ドライブの製造元がドライブ容量の表示に 10 進数 (10 乗) を使用して
いる場合があります。Oracle FS System では物理ストレージの容量と論理
ボリュームのサイズの表示にバイナリ (2 乗) を使用しています。

1M バイト = 10242 (1,048,576) バイト
1G バイト = 10243 (1,073,741,824) バイト
1T バイト = 10244 (1,099,511,627,776) バイト

関連リンク

「ダッシュボード」概要ページ

ボリュームグループ

ボリュームグループは、論理ボリュームや、場合によってはほかのボリュームグ
ループを編成するために使用される管理システムオブジェクト。ボリュームグル
ープは、複数のストレージドメインにまたがることができます。 ボリュームグル
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ープには、ほかのボリュームグループ、ファイルシステム、LUN、クローン LUN
などの論理ストレージオブジェクトを含めることができます。

ボリュームグループには、次の特性があります。

• 各ボリュームグループは一意の名前を持っている必要があります。
Oracle FS System 内のどの 2 つのボリュームグループも同じ名前を持つこ
とはできません。

• ボリュームグループの総数は 5000 に制限されています。

• システムでは、親ボリュームグループ内で最大 10 個のボリュームグループ
を入れ子にすることができます。

• ボリュームグループでは、異なるストレージドメイン内に存在する論理ス
トレージオブジェクトをグループ化できます。

• ボリュームグループを削除すると、子のボリュームグループ、LUN、ファ
イルシステムなどの入れ子のオブジェクトもすべて削除されます。

ボリュームグループを使用すると、組織構造に対応するストレージオブジェクト
を編成できます。たとえば、米国に存在するすべての LUN とファイルシステム
を 1 つのボリュームグループにグループ化し、ヨーロッパのサイトの LUN を別
のボリュームグループにグループ化することができます。

入れ子のボリュームグループを作成しない場合は、すべてのボリュームをデフォ
ルトのボリュームグループ内に作成して、幅広く、浅い階層を作成します。

図 5: デフォルトのボリュームグループの例

入れ子のボリュームグループを作成するには、親ボリュームグループを作成して
から、その親ボリュームグループに論理ボリュームまたはほかのボリュームグル
ープを割り当てます。

ストレージグループの管理
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図 6: 入れ子のボリュームグループ

関連リンク

ボリュームグループの詳細を表示する

ボリュームグループを作成する

ボリュームグループの詳細を表示する

ボリュームグループと割り当てられた論理ボリュームの階層関係を表示できま
す。

1 「SAN」 > 「ボリュームグループ」に移動します。

2 使用可能なすべてのボリュームグループの特性を確認します。

必要に応じて、これらのグループの再構成や名前変更を行えます。

関連リンク

ボリュームグループの概要ページ

ボリュームグループ

ボリュームグループを作成する

ボリュームグループを削除する

ボリュームグループの名前を変更する

ボリュームグループを作成する

論理ボリュームを組織単位にまとめる必要がある場合は、ボリュームグループを
作成します。
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1 「SAN」 > 「ボリュームグループ」に移動します。

2 「アクション」 > 「ボリュームグループの管理」を選択します。

3 「作成」をクリックします。
システムによって、ボリュームグループの行が作成されます。

4 ボリュームグループの「ボリューム名」を入力します。

5 (オプション) 「親ボリュームグループ名」リストから、親にするボリュー
ムグループを選択します。

6 (オプション) 選択された行をすぐに削除するには、「削除」をクリックしま
す。

7 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ボリュームグループの作成」ダイアログ

ボリュームグループ

ボリュームグループへのボリュームの追加

ボリュームグループへのボリュームグループの追加

ボリュームグループへのボリュームの追加

システム環境の変更に応じて、既存のボリュームグループに論理ボリュームを追
加できます。

選択されたボリュームグループに、LUN、ファイルシステム、および場合によっ
てはほかのボリュームグループを割り当てる場合、Oracle FS System Manager
(GUI) の「ボリュームグループ」概要ページに、選択された変更のプレビューが
表示されます。

1 「SAN」 > 「ボリュームグループ」に移動します。

2 「アクション」 > 「ボリュームグループの管理」を選択します。

3 「ボリューム」タブから、ボリュームグループに追加する LUN またはファ
イルシステムを選択します。

4 「ボリュームグループ」リストから、LUN またはファイルシステムの配置
先となるボリュームグループを選択します。

ステップ 3 とステップ 4 を繰り返すことで、ボリュームグループにさらにボリュ
ームを追加できます。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ボリュームグループの管理」、「ボリューム」タブ

ボリュームグループを作成する

ボリュームグループへのボリュームグループの追加
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ボリュームグループへのボリュームグループの追加

システム環境の変更に応じて、既存のボリュームグループにボリュームグループ
を追加できます。

ボリュームグループにボリュームグループを割り当てると、Oracle FS System
Manager (GUI) によって「ボリュームグループ」概要ページに、選択された変更
のプレビューが表示されます

1 「SAN」 > 「ボリュームグループ」に移動します。

2 「アクション」 > 「ボリュームグループの管理」を選択します。

3 「ボリュームグループ」タブから、変更するボリュームグループを選択しま
す。

4 「変更」をクリックします。
5 「親ボリュームグループ名」リストから、親にするボリュームグループを選
択します。

6 「OK」をクリックします。

7 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ボリュームグループの管理」、「ボリュームグループ」タブ

ボリュームグループを作成する

ボリュームグループへのボリュームの追加

ボリュームグループの名前を変更する

ボリュームグループの組織に変化が生じた場合、必要に応じてボリュームグルー
プの名前を変更できます。

1 「SAN」 > 「ボリュームグループ」に移動します。

2 「アクション」 > 「ボリュームグループの管理」を選択します。

3 「ボリュームグループ」タブから、名前を変更するボリュームグループを選
択します。

4 「変更」をクリックします。
5 「ボリューム名」にボリュームグループの新しい名前を入力します。
6 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ボリュームグループの管理」、「ボリュームグループ」タブ

ボリュームグループ

ボリュームグループを削除する

ボリュームグループの詳細を表示する
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ボリュームグループを削除する

ボリュームグループは、そのすべての論理ボリュームを別のボリュームグループ
に割り当て直したあとで、削除できます。

1 「SAN」 > 「ボリュームグループ」に移動します。

2 「アクション」 > 「ボリュームグループの管理」を選択します。

3 「ボリュームグループ」タブから、削除するボリュームグループを選択しま
す。

注: ボリュームグループにオブジェクトが含まれている場合は、それらのオ
ブジェクトを移動または削除したあとで、ボリュームグループを削除しま
す。

4 「削除」をクリックします。

関連リンク

「ボリュームグループの管理」、「ボリュームグループ」タブ

ボリュームグループ

ボリュームグループの詳細を表示する

ボリュームを別のボリュームグループに移動する

必要であれば、ボリュームとボリュームグループの関係を変更できます。たとえ
ば、ボリュームグループを作成したあとで、1 つ以上の論理ボリュームを既存の
ボリュームグループから新しいボリュームグループに移動できます。

選択されたボリュームグループに、LUN、ファイルシステム、および場合によっ
てはほかのボリュームグループを割り当てる場合、Oracle FS System Manager
(GUI) の「ボリュームグループ」概要ページに、選択された変更のプレビューが
表示されます。

1 「SAN」 > 「ボリュームグループ」に移動します。

2 「アクション」 > 「ボリュームグループの管理」を選択します。

3 「ボリューム」タブから、移動する LUN またはファイルシステムを選択し
ます。

4 「ボリュームグループ」エントリを選択して、ボリュームがその選択した親
の子になるように、階層構造を変更します。

ヒント: そのボリュームをすべてのカスタムボリュームグループの外側に
移動するには、「<なし>」を選択します。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ボリュームグループの管理」、「ボリューム」タブ

ボリュームグループへのボリュームの追加

ボリュームグループを作成する
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ボリュームグループを別のボリュームグループに移動する

必要であれば、ボリュームグループの構成を変更できます。たとえば、親ボリュ
ームグループから子ボリュームを削除できます。

選択されたボリュームグループに、LUN、ファイルシステム、および場合によっ
てはほかのボリュームグループを割り当てる場合、Oracle FS System Manager
(GUI) の「ボリュームグループ」概要ページに、選択された変更のプレビューが
表示されます。

1 「SAN」 > 「ボリュームグループ」に移動します。

2 「アクション」 > 「ボリュームグループの管理」を選択します。

3 「ボリュームグループ」タブから、移動するボリュームグループを選択しま
す。

4 「変更」をクリックします。
5 「親ボリュームグループ名」リストから、親にするボリュームグループを選
択します。

ヒント: そのボリュームグループをすべてのカスタムボリュームグループ
の外側に移動するには、「<なし>」を選択します。

6 「OK」をクリックします。

7 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ボリュームグループの管理」、「ボリュームグループ」タブ

ボリュームグループを作成する

ボリュームグループへのボリュームの追加

ストレージドメイン

ストレージドメインでは、ストレージ要件に適合する論理的なグループにデータ
を柔軟に格納できます。このグループの例としては、地理的な場所や組織内の部
門などがあります。アクセス頻度や機密性のレベルでデータをグループ化するこ
ともできます。

ストレージドメインとは次のものです: ドライブグループの組み合わせで構成さ
れた仮想ストレージプール。各ドライブグループには、特定のストレージクラス
および特定の容量のドライブが含まれます。ストレージドメインを構成する各ド
ライブグループには、異なるストレージクラスのものを使用できます。ストレー
ジドメインには、0 から 1024 個のドライブグループを含めることができます。

管理者は特定のドライブグループを、管理者定義の特定のストレージドメインに
割り当てることができます。管理者定義のドメインが存在しない場合、すべての
ドライブグループがデフォルトのストレージドメインに配置されます。

ボリュームグループを使用すると、データのコンテンツや地理的な場所に基づい
てデータを論理的に編成できます。ストレージドメインを使用すると、ストレー
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ジクラスや自動階層化機能など、ストレージプールの物理的なプロパティーに基
づいてコンテンツを編成できます。

ストレージドメインの例

ストレージドメインでは、ストレージ管理者は論理ボリュームを特定のストレー
ジドメインに割り当てることができます。この割り当てを利用してボリューム間
の競合を少なくしたり、ボリュームごとに異なるレベルのセキュリティーを適用
したり、これら両方を実現することもできます。ストレージ容量が不足した場合
は、管理者はストレージドメインにドライブグループを追加できます。

ストレージ管理者は主に次のような理由でストレージドメインを使用していま

す。

ユーザーグループ
の分離

このシナリオでは、ストレージ管理者がアプリケーションデ
ータを部門 (内部クラウド環境) や顧客 (外部クラウド環境)
を基準に特定のドライブグループに分離します。このよう
に分離することで、アプリケーション間の I/O サービスの競
合がなくなり、チャージバックの機能も備えることができま
す。

プロトコルの分離 このシナリオでは、ストレージ管理者がプロトコルと接続に
基づいて分けられた個別のドライブグループにアプリケー
ションデータを配置できます。この分離によりアプリケー
ション間の I/O サービスの競合がなくなります。たとえば、
NAS ドメインおよび SAN FC ドメインを作成することが考
えられます。

アプリケーション
I/O の分離

ストレージ管理者は特定のアプリケーションおよび特定の
ストレージ階層で使用するストレージドメインを作成し、ド
ライブグループ間の競合をなくすことができます。たとえ
ば、Oracle DB の索引を専用の SSD ベースのストレージドメ
インに配置し、その他の作業を索引から分離できます。デー
タ表領域とその他のコンポーネントは別のストレージドメ
インに配置できます。

データのセキュリ
ティー

ストレージ管理者は機密データが含まれている論理ボリュ
ームを特定のストレージドメインに配置できます。データ
の破棄が必要になった場合、機密データ以外のデータを保存
するなどの手間なしに、ドライブグループ内のドライブを処
分できます。それらのボリュームを専用のストレージドメ
インに配置することで、それらのボリュームと通常のデータ
がドライブグループを共有することを避けられます。

ドライブグループ
またはハードウェ
アのリタイア

ドライブの使用期間が長くなれば、故障の発生率も高まりま
す。ストレージドメインでは大容量の新しいドライブグル
ープに効率よくデータを移動できます。

自動階層化 ストレージ管理者は QoS Plus 機能専用のストレージドメイ
ンにすべての自動階層化 LUN を配置できます。管理者は
最適な構成がわかるまで QoS Plus 機能のプロパティーを調
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整できます。最適な構成が見つかったら、その構成をシステ
ム内のほかのストレージドメインで使用できます。

関連リンク

ボリュームグループ

ストレージドメインの管理

ストレージドメインオブジェクトの図

ストレージドメインを作成する

ストレージドメインのコンパクト化

自動階層化 LUN の削除によってストレージ容量がフラグメント化することがあ
り、Oracle FS System はこれをコンパクト化することで容量を使用できる状態に
します。

システムは QoS Plus 用のストレージ容量を割り当てます。通常の動作時に、削
除された自動階層化 LUN からの容量解放が原因でストレージ容量がフラグメン
ト化することがあり、その解放された容量は使用可能な状態にはなりません。フ
ラグメント化した容量は使用可能ストレージ容量の使用効率を低下させます。

必要に応じてシステムは、ストレージドメインに含まれるドライブグループのス
トレージ容量をコンパクト化します。ストレージドメインを手動でコンパクト化
し、フラグメント化したストレージ容量を使用できる状態にできます。コンパク
ト化処理中は、QoS Plus のデータ移行はすべて中断されます。ドライブグループ
に十分なストレージ容量がない場合、ストレージドメインのコンパクト化は行わ
れません。

関連リンク

ストレージドメインのコンパクト化

ストレージドメイン

ストレージドメインのコンパクト化

ストレージドメインの整合性チェック

Oracle FS System は、ストレージドメイン上で保存や変更が行われたデータの整
合性を常にモニターし検証しています。自動階層化 LUN の場合、システムは整
合性チェックを実行し、LUN データと LUN アドレスの場所 (データの場所を示
すもの) が失われたり破損していないかを検証します。

自動階層アドレスの場所に関する問題が検出されると、「ボリュームのマッピングが

消失しました」システムアラートが送信されます。マッピングの消失は、自動階層
化 LUN にアクセスできない、またはこれを使用できない状態を示しています。
ストレージドメインの整合性チェックは消失したマッピングが検出されるとすぐ
に実行されます。このチェックを管理者が取り消すことはできません。整合性チ
ェックが終了するまでに数分から数時間かかることがあります。実際の所要時間
はチェックする LUN の数とデータ量によって異なります。
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整合性チェックではシステムは自動階層化データへの場所が正しくレポートされ
ているかどうかを検証します。ストレージドメインで「階層の再割り当て」オプ
ションを無効にしている場合、整合性チェックは適用されません。

次の場合も、システムによって自動的に整合性チェックが実行されます。

• システムが正常にシャットダウンされなかったことによる再起動操作のあ
と。

• コントローラのフェイルオーバーのあと。

• データ消失のシステムアラートに管理者が対応しなかった場合、ウォームス
タート後。

• システムがデータマッピングまたはデータ移行を完了しなかった場合、ウ
ォームスタート後。

• メタデータボリュームでメディアエラーを検出したあと。メディアエラー
により「ボリュームのマッピングが消失しました」も発生することがあります
が、システムはユーザーの対応を待たずに整合性チェックを開始します。

ストレージドメインの整合性チェックはいつでも実行でき、Oracle カスタマサポ
ートによって実行を指示されることもあります。システムにより整合性チェック
がすでに開始されている場合は、整合性チェックの実行を要求してもその要求は
無視されます。

関連リンク

ストレージドメイン

ストレージドメインの整合性のチェック

ストレージドメインオブジェクトの図

ストレージの編成は、ストレージドメイン、ドライブグループ、ボリュームグル
ープ、および論理ボリュームのさまざまなコンポーネントを含む図を使って説明
できます。

ストレージドメイン管理

ストレージ管理者は、ストレージドメイン内に存在する論理ボリュームに対して

次のような定期的な管理アクションを実行できます。

• ドメイン内に論理ボリュームを作成します。

• 同じまたは異なるドメイン内にボリュームコピーを作成します。

• ドメインに含まれている論理ボリュームのクローンを作成します。

• 論理ボリュームを異なるボリュームグループまたは異なるストレージドメ
インに移動します。

• 論理ボリュームをドメインから削除します。

注: 論理ボリュームのすべての割り当ては、ストレージドメイン内のドライブグ
ループに限定されます。
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ストレージドメインの図

次の図は、2 つのストレージドメインと、それらのドメインに分散した 6 個の論
理ボリュームを示しています。この図は、これらのストレージドメインとその他
のストレージオブジェクトとの関係も示しています。

図 7: ストレージドメインとその他のストレージオブジェクト

凡例 1 ドライブグループ 6 ボリュームグループ

2 ストレージドメイン 7 単一階層の SAN LUN

3 容量 HDD ドライブグループ 8 自動階層の SAN LUN

4 パフォーマンス HDD ドライブグ
ループ

9 ファイルシステムのデ
ータ層

5 パフォーマンス SSD ドライブグ
ループ

この図で、ボリュームグループ (注釈 6) には 2 つのストレージドメイン (注釈 2)
にまたがる 3 つの論理ボリューム (注釈 7 および 8) が含まれています。ボリュー
ムグループには、ほかのボリュームグループ、ファイルシステム、LUN、クロー
ン LUN などの論理ストレージオブジェクトを含めることができます。

どのストレージドメインにも割り当てられていないドライブグループが存在する

場合があります。この未割り当てのステータスは、通常は一時的なものです。こ
の状態の間、そのドライブグループの容量は空き容量や使用可能な容量に含めら
れません。ドライブグループが未割り当て状態になる原因には次が含まれます。

• ドライブエンクロージャーにドライブが追加されました。
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• ストレージドメインからドライブグループが削除されました。

関連リンク

ストレージドメイン

ボリュームグループ

ボリュームの移動

ストレージドメインを作成する

ストレージドメインの管理

ストレージ管理者がストレージドメインで特定の管理アクションを実行しなけれ
ばならないことがあります。

インストール後にはじめて Oracle FS System を起動したとき、システムには 1 つ
のストレージドメインがあり、システムが使用できるドライブグループはすべて
その中に含まれています。このドメインをデフォルトストレージドメインと呼び
ます。デフォルトドメインから 1 つ以上のドライブグループを削除して新しいス
トレージドメインに追加することで、追加のストレージドメインを作成できます。

ストレージドメインを作成するときには、十分なストレージ容量があることを確

認してください。次の方法でストレージドメインに容量を追加できます。

• デフォルトストレージドメインからドライブグループを削除し、それらの
ドライブグループをストレージドメインに追加します。

• 既存のドライブエンクロージャーにさらにドライブを追加します。

• ドライブエンクロージャーをさらに追加します。

ドライブグループのないストレージドメインを作成できます。このようなストレ

ージドメインにはストレージ容量がないため、論理ボリュームに割り当てること
はできません。

ストレージドメインの管理には次のアクティビティーが含まれます。

• ストレージドメインを作成、変更、および削除します

• ドライブグループをストレージドメインに追加します

• ストレージドメインからドライブグループを削除します

• ストレージドメインをコンパクト化および検証します

• 自動階層効率性レポートを生成します

• 自動階層ストレージ容量を確認します

Oracle FS System には、QoS Plus 機能を制御するための詳細オプションがあり、
これは GUI で自動階層と呼ばれています。次のアクティビティーを実行する際
は慎重に行なってください。

• 階層の再割り当て機能の無効化

• 階層の再割り当て統計の収集の無効化
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• 自動階層パフォーマンスの最適化

• 自動階層ストレージ容量の割り当て

関連リンク

容量

データの移行

QoS Plus の効率性
ストレージドメインのプロビジョニング

ストレージドメインを作成する

自動階層スキャンを最適化する

ストレージドメインのコンパクト化

ストレージドメインを削除する

ストレージドメインのプロビジョニング

すでにストレージドメイン上に論理ボリュームがある場合に、ドライブグループ
を追加または削除してストレージドメインをプロビジョニングするとデータの移
行が発生することがあります。データ移行はボリュームが含まれるドライブグル
ープを別のストレージドメインに移動したときに発生する可能性があります。

次のいずれかのアクションを実行するとデータ移行が発生する可能性があるとシ
ステムから通知されます。

• 既存のボリュームを別のストレージドメインに移行するには、ターゲット
のストレージドメインにそのボリュームを格納できる十分な容量がある必
要があります。十分な容量がある場合は、ボリュームデータが移行されま
す。

• あるストレージドメインから別のストレージドメインにドライブグループ
を移動するときには、ソースのドライブグループからすべてのボリューム
を移行することを許可する必要があります。その後、ターゲットストレー
ジドメインにドライブグループを追加できます。

• ドライブグループにボリュームが含まれている場合、ソースのストレージ
ドメインからドライブグループを削除すると、そのドライブグループ内の
ボリュームがストレージドメイン内の別のドライブグループに移行しま
す。あるドライブグループから別のドライブグループにボリュームを移動
する場合は、ストレージドメインに十分な空き容量があることを確認して
ください。

• ボリュームの一部または全体が含まれているドライブグループの再割り当
てを行う場合、そのドライブグループが含まれている既存のストレージド
メイン内の別のドライブグループに十分な空き容量が残っている必要があ
ります。この空き容量が、別のストレージドメインに移動するドライブグ
ループの代替の容量となります。ドライブグループを移動すると、ボリュ
ームデータは残りのドライブグループに移行します。

• ストレージドメインにドライブグループを追加するときに、そのストレー
ジドメイン内の既存のボリュームをリバランスするオプションを選択でき
ます。リバランスはデフォルトで有効であり、これによりドライブグルー
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プに十分な容量がない既存のボリュームのパフォーマンスを最大化できま
す。

重要: ストレージドメインの場合、移行されるボリューム全体を保持できるだけ
の十分な空き容量がターゲットストレージドメインに残っている必要がありま
す。ドライブグループの場合、移行されるデータを保持できるだけの十分なスト
レージ容量がソースとターゲット両方のドライブグループに残っている必要があ
ります。

システムから次の情報も提供されます。

• データ移行を要するボリューム (および関連付けられているリポジトリ) の
リスト

• 選択したストレージドメインにボリュームを移動できるだけの十分な容量
があるかどうかを通知するメッセージ

• 既存のストレージドメインに残りのボリュームを格納する十分な容量が残
っているかどうかを示すメッセージ

関連リンク

ボリュームの移動

ストレージドメイン

ドライブグループ

ストレージドメインを作成する

ストレージドメインを作成する

ストレージドメインを使えば、論理ボリュームを特定のドライブグループコレク
ションに割り当てることができます。たとえば、管理者はストレージドメインを
使用することで、パブリックまたはプライベートのクラウドストレージ環境で特
定のユーザーまたは部門用にストレージを分割できます。

ボリュームを特定のストレージドメインに割り当てると、ボリューム間の I/O 競
合を軽減できる可能性があります。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 「アクション」 > 「ストレージドメインの作成」を選択します。

3 ストレージドメインの名前を入力します。

4 (オプション) システムがデータ移行への応答時に使用する「バックグラウ
ンドプロセスの優先度」を選択します。

可能な選択肢:

• システムによる選択

• 影響の最小化

• 速度の最大化

5 (オプション) 階層再割り当てのオプションを選択します。
可能な選択肢:
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• 階層再割り当ての有効化

• 階層再割り当て統計情報の収集の有効化

6 (オプション) 「自動階層スキャンオプション」を最適化します。

可能な選択肢:

• パフォーマンス最適化スキャンサイクル

• n 時間スキャンサイクルの数

注: フィールドをロックしたりロックを解除したりするには、ロックアイコ
ンを選択します。

システムが「コスト最適化スキャンサイクル」の値を計算します。

7 (オプション) 「自動階層化された LUN で許可されたストレージ容量」フィ
ールドに、表示された使用可能な各ストレージクラスに割り当てるストレ
ージ容量のパーセンテージを入力します。

8 「OK」をクリックします。

この時点で、ドメインの一覧にストレージドメインが表示されます。

ストレージドメインの作成後、1 つ以上のドライブグループをドメインに追加し
ますが、これは、そのドメインで論理ボリュームを割り当てられるようにするた
めです。ストレージドメインに追加するドライブグループの数と、それらのドラ
イブグループで使用可能なストレージクラスが、そのドメイン上のボリュームの
パフォーマンスに直接的な影響を及ぼします。

関連リンク

「ストレージドメインの作成」ダイアログ

ストレージドメイン

ストレージドメインの管理

ボリュームの移動

ストレージドメインを削除する

ストレージドメインの名前を変更する

ストレージドメインの名前をより意味のある名前に変更する必要が生じることが
あります。

ストレージドメインの名前を変更しても、ドメインのデータやその他の構成情報
には何の影響もありません。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 更新するストレージドメインを選択します。

3 「アクション」 > 「ストレージドメインの変更」を選択します。

4 ストレージドメインの「名前」を更新します。

5 「OK」をクリックします。
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関連リンク

「ストレージドメインの変更」ダイアログ

ストレージドメインを作成する

ストレージドメインのプロパティーを表示する

バックグラウンドプロセスの優先度を更新する

システムによるデータ移行の効率が低いためにストレージドメインのバックグラ
ウンドプロセスの優先度を調整する必要が生じることがあります。たとえば、移
行の優先度を低くすれば、より多くのリソースをユーザーデータの処理にまわす
ことができます。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。
2 更新するストレージドメインを選択します。

3 「アクション」 > 「ストレージドメインの変更」を選択します。
4 システムがデータ移行への応答時に使用する「バックグラウンドプロセス
の優先度」を選択します。

可能な選択肢:

• システムによる選択

• 影響の最小化

• 速度の最大化

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ストレージドメインの変更」ダイアログ

ストレージドメインの管理

自動階層スキャンを最適化する

ストレージドメインのプロパティーを表示する

ストレージクラス別の容量、バックグラウンドアクティビティーの設定、自動階層
(QoS Plus) のプロパティーなど、ストレージドメインのプロパティーを表示でき
ます。

「ストレージドメインの表示」ダイアログで表示できるストレージドメインのプロ
パティーは、次のとおりです。

• ストレージクラス別のストレージ容量

• バックグラウンドプロセスの優先度

• 階層再割り当てと統計収集

• QoS Plus のスキャンサイクル

• QoS Plus ストレージ容量の制限

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。
2 表示するストレージドメインを選択します。
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3 「アクション」 > 「ストレージドメインの表示」を選択します。

4 表示された情報を確認します。

5 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

「ストレージドメインの表示」ダイアログ

QoS Plus 用のストレージ容量を制限する
階層再割り当てオプションを更新する

自動階層スキャンを最適化する

バックグラウンドプロセスの優先度を更新する

QoS Plus 用のストレージ容量を制限する
プレミアムストレージの容量が限られている場合は、その容量の指定された割合
のみがストレージドメインの QoS Plus 機能で使用されるように指定できます。

注: QoS Plus ストレージ容量を現在使用されている容量より小さくすると、使用
可能なストレージクラスへのデータ移行が行われますが、これが行われるのは使
用できるストレージ容量がある場合のみです。指定した割り当てパーセンテージ
のストレージ容量をシステムで使用できるようにするため、一部のストレージ容
量を解放しなければならないこともあります。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 更新するストレージドメインを選択します。

3 「アクション」 > 「ストレージドメインの変更」を選択します。

4 「自動階層化された LUN で許可されたストレージ容量」フィールドに、表
示された使用可能な各ストレージクラスに割り当てるストレージ容量のパ
ーセンテージを入力します。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ストレージドメインの変更」ダイアログ

ストレージ割り当ての詳細を表示する

自動階層スキャンを最適化する

階層再割り当てオプションを更新する

ストレージ階層再割り当ての各側面 (データ移行と統計収集) の一方または両方
を一時的に無効化できます。たとえば、データ移行を無効にすると、ストレージ
ドメイン内のすべての自動階層化 LUN のデータ階層再割り当てを一時的に停止
できます。

重要: 階層再割り当てオプションを無効にすると、選択したストレージドメイン
に割り当てられたすべての LUN のデータ移行にその影響が及びます。これらの
機能を無効化する際には十分に注意する必要があります。
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1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 更新するストレージドメインを選択します。

3 「アクション」 > 「ストレージドメインの変更」を選択します。

4 (オプション) 「階層再割り当ての有効化」オプションの選択を解除します。

5 (オプション) 「階層再割り当て統計情報の収集の有効化」オプションの選
択を解除します。

6 「OK」をクリックします。

通常の階層再割り当て動作を再開する際には、必ず階層再割り当てや統計のオプ
ションを有効化してください。

関連リンク

「ストレージドメインの変更」ダイアログ

データの移行

ストレージ割り当ての詳細を表示する

自動階層スキャンを最適化する

自動階層スキャンを最適化する

選択されたストレージドメインについて、Oracle FS System が自動階層化 LUN
のデータアクセスパターンをスキャンする頻度を最適化しなければいけない場合
があります。

Oracle FS System は、自動階層 LUN のデータアクセスパターンをスキャンする
ことで、ストレージドメイン内の各ストレージクラス内にデータを配置する最適
なタイミングを判断します。スキャンの間隔を増減させることで自動階層スキャ
ンを最適化できます。時間間隔が短いとスキャン回数が増え、データ移行が頻繁
に発生します。長い時間間隔は、システムの実際のデータアクセスパターンを表
している可能性があります。

重要: 自動階層スキャンを調整すると、QoS Plus 機能の効率性に影響が及ぶ可能
性があります。スキャンオプションを調整する際には十分に注意してください。

たとえば、「n 時間スキャンサイクルの数」の設定値が低すぎると、長期間にわた
って頻繁にアクセスされるデータが低パフォーマンスのドライブに移動されてし
まう可能性があります。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 更新するストレージドメインを選択します。

3 「アクション」 > 「ストレージドメインの変更」を選択します。

4 ロックアイコン ( ) を選択して「自動階層スキャンオプション」のロック
を解除します。

5 (オプション) 「パフォーマンス最適化スキャンサイクル」フィールドに頻
度値を入力します。
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6 (オプション) 「n 時間スキャンサイクルの数」フィールドにサイクル値を入
力します。
システムが「コスト最適化スキャンサイクル」の値を計算します。

7 「OK」をクリックします。

自動階層スキャンオプションのカスタム設定が不要になった時点で、設定をデフ
ォルト値にリセットしてください。

関連リンク

「ストレージドメインの変更」ダイアログ

データの移行

QoS Plus の効率性
ストレージ割り当ての詳細を表示する

ストレージドメインの管理

ストレージドメインのコンパクト化

ストレージドメインで使用できないストレージ層の容量をコンパクト化する必要
がある場合があります。コンパクト化が完了したあとは、システムに使用できる
空き容量があります。

Oracle FS System は、QoS Plus のストレージ容量を定期的にコンパクト化しま
す。ただし、必要に応じて手動でストレージドメインをコンパクト化できます。
たとえば、多くの自動階層 LUN を削除したあと、使用できないストレージ容量
を迅速に解放する必要がある場合などに、ストレージドメインをコンパクト化で
きます。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 更新するストレージドメインを選択します。

3 「アクション」 > 「ストレージドメインのコンパクト化」を選択します。

ストレージドメインのステータスが「バックグラウンドアクティビティー」
に変わります。

4 「OK」をクリックします。

5 「OK」をクリックします。

コンパクト化プロセスが完了すると、ストレージドメインのステータスが「通常」
に変更されます。コンパクト化プロセスをモニターするには、ステータスバーか
ら「タスク」を選択します。使用できないストレージ容量をコンパクト化したあ
とは、ストレージの空き容量が増加するはずです。

コンパクト化プロセスの時間が長すぎる場合や、このプロセスがシステムのパフ
ォーマンスに影響する場合は、「アクション」 > 「ストレージドメインコンパクト
化の取り消し」を選択してこのプロセスを取り消すことができます。
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関連リンク

ストレージドメインの概要ページ

ストレージドメインのコンパクト化

ストレージドメイン

ストレージドメインのコンパクト化

ストレージドメインの管理

ストレージドメインの整合性のチェック

自動階層データが消失または破損した可能性がある場合は、ストレージドメイン
の整合性をチェックできます。Oracle カスタマサポートから整合性チェックを
実行するように求められる場合もあります。

注: Oracle FS System は、「ボリュームのマッピングが消失しました」システムアラー
トが発生したときに自動的に整合性チェックを実行します。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 整合性チェックを実行するストレージドメインを選択します。

3 「アクション」 > 「ストレージドメインの検証」を選択します。
ストレージドメインのステータスが「バックグラウンドアクティビティー」
に変わります。

4 「OK」をクリックします。

整合性チェックが完了すると、ストレージドメインのステータスが「通常」に変
更されます。このプロセスをモニターするには、ステータスバーの「タスク」を
クリックします。

開始した検証プロセスの時間が長すぎる場合や、このプロセスがシステムのパフ
ォーマンスに影響する場合は、「アクション」 > 「ストレージドメイン検証の取り
消し」を選択してこのプロセスを取り消すことができます。

注: 検証プロセスを取り消しても、システムやデータには影響しません。

関連リンク

ストレージドメインの概要ページ

ストレージドメインの整合性チェック

ストレージドメイン

ストレージドメインの管理

ストレージ割り当ての詳細を表示する

ストレージドメインに割り当てられたストレージ容量 (RAID タイプ別の容量と
固定ストレージ容量の両方を含む) を表示する必要がある場合があります。容量
がほぼいっぱいになっている場合には、ストレージドメインのストレージ容量を
増やすことを検討します。

RAID 10 容量と固定容量の両方がほぼいっぱいになっている場合、次のいずれか
またはすべてのアクションを検討してください。
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• 自動階層化 LUN 用に、ストレージドメインの高パフォーマンスストレージ
容量を増やします。

• 自動階層 LUN 用に設定されたパーセンテージストレージ要件制限を増や
します。

• 固定容量を減らすため、システムが低コストのストレージ容量を自動階層
LUN に使用できるようにします。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 表示するストレージドメインを選択します。

3 「アクション」 > 「ストレージ割り当ての詳細表示」を選択します。

4 表示された情報を確認します。

5 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

ストレージドメインの概要ページ

ストレージドメインの管理

ストレージドメイン

QoS Plus 用のストレージ容量を制限する

ストレージドメインを削除する

不要になったストレージドメインは削除できます。

前提条件 • 削除するストレージドメインに論理ボリュームが含
まれていてはいけません。ストレージドメインに論
理ボリュームが含まれている場合、それらのボリュー
ムを削除するか、それらを別のストレージドメインに
移動します。

• 削除するストレージドメインにドライブグループが
割り当てられていてはいけません。ストレージドメ
インに割り当てられたドライブグループが存在する
場合は、次のアクションを実行します。

• いずれかのドライブグループに論理ボリューム
が含まれている場合、それらのボリュームを削
除するか、それらを別のストレージドメインに
移動します。

• ストレージドメインからドライブグループを削
除します。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 削除するストレージドメインを選択します。

3 「アクション」 > 「ストレージドメインの削除」を選択します。

4 「OK」をクリックします。
次のいずれかが発生します。
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• 処理が成功した場合、ストレージドメインがシステムから削除されま
す。

• 処理が成功しなかった場合、システムはストレージドメインを削除せ
ず、適切なエラーダイアログを表示します。

• ストレージドメインには 1 つ以上の論理ボリュームが含まれ
ています。

• ストレージドメインに 1 つ以上のドライブグループが割り当
てられています。

処理が成功しなかった場合、ストレージドメイン上にボリュームが存
在している場合は、それらをすべて別のストレージドメインに移動し
ます。その後、ドライブグループを削除します。

関連リンク

ストレージドメインの概要ページ

ストレージドメインの管理

ストレージドメインを作成する

ボリュームの移動

論理ボリュームをあるストレージドメインから別のストレージドメインに移動す
ると、ボリュームのパフォーマンスを向上できる場合があります。

たとえば、Oracle DB アプリケーションをサポートするために使用するストレー
ジドメインの場合、データベース表が配置されているストレージドメインとは別
の高パフォーマンスのストレージドメインにデータベース索引を移動することが
考えられます。

ボリュームを別のストレージドメインに移動するときには、そのボリュームの新
しいストレージドメインを選択するよう求められます。データを別のドメインに
移行するだけの十分な空き容量がある場合に移動要求は成功し、そうでない場合
はエラーが返されます。次の条件を満たす場合、ボリュームの移動は成功します。

• ターゲットのストレージドメインに十分なストレージ空き容量が存在しま
す。

• QoS Plus ボリュームの場合、ターゲットのストレージドメインに下位のス
トレージクラスが含まれています。

移入済みクローンリポジトリを持つボリュームを別のストレージドメインに移行
するとき、システムはそのリポジトリを別のストレージドメインに移行しません。
クローンは元のストレージドメインにとどまります。

クローンリポジトリが空の場合、移行の完了後にシステムが別のストレージドメ
インにリポジトリを作成します。

関連リンク

ストレージドメイン

ボリュームを別のストレージドメインに移動する
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ボリュームを別のストレージドメインに移動する

論理ボリュームを別のストレージドメインに移動するのは、たとえばそのボリュ
ームが存在しているドライブグループを削除する必要がある場合です。また、デ
ータベースインデックスの格納など、特定の目的に特化したストレージドメイン
にボリュームを移動する必要があることもあります。

前提条件 論理ボリュームを受け入れるのに十分な空き容量を持つタ
ーゲットストレージドメイン。ターゲットストレージドメ
インに含まれるストレージクラスは、同じでも異なっていて
もかまいません。

注: 論理ボリュームの移動とストレージドメインからのドライブグループの削除
は、別個のアクションとして実行します。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 移動する LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。

4 「ストレージドメイン」リストから、LUN の移動先となるストレージドメ
インを選択します。

5 (オプション) ストレージクラスを、ターゲットストレージドメインの使用
可能リストから選択します。

6 「OK」をクリックします。
次のいずれかが発生します。

• 処理が成功した場合、システムは、ボリュームを新しいストレージド
メインに移行するバックグラウンドタスクを開始します。さらにシ
ステムは、以前のドメイン内のストレージを解放して再生します。

• 処理が成功しなかった場合、システムはボリュームの移行を行わず、
代わりに適切なエラーダイアログを表示します。

• ターゲットストレージドメイン内の選択されたストレージク
ラスの空き容量が不足しています。解決するには、そのストレ
ージクラスのドライブグループの容量を消費している不要な
ボリュームを削除してください。また、別のドライブグループ
を追加したり、ドライブグループのストレージ容量を増やした
りすることもできます。

• ターゲットストレージドメインに含まれるストレージ容量が
不足しています。解決するには、必要なストレージクラスの 1
つ以上のドライブグループをターゲットストレージドメイン
に追加してください。
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関連リンク

「SAN LUN の変更」、「サービス品質」タブ、「自動階層」
「SAN LUN の変更」、「サービス品質」タブ、「単一階層」
SAN LUN の概要ページ
ボリュームの移動

ドライブグループ

ドライブグループとは、次のものです: すべてが同じドライブエンクロージャーに
収容されている、同じストレージクラスのドライブのコレクションを管理する論
理オブジェクト。Oracle FS System の最大ドライブグループ数は 1024 です。

ドライブグループは 1 つのストレージドメインに所属します。ドライブグループ
を未割り当ての状態にし、どのストレージドメインにも割り当て可能なようにし
ておくこともできます。

ドライブグループの管理には、次のアクティビティーが含まれます。

• プライマリデバイスグループをシステム内の別のドライブグループに割り
当てます

• ストレージドメインからドライブグループを削除します

• ドライブグループをストレージドメインに追加します

• ドライブグループ内のドライブのステータスを確認します

• ドライブグループを使用している全ボリュームにわたる RAID ステータス
を確認します

関連リンク

ドライブグループのリアルタイム統計の構成

ドライブグループの割り当て

ドライブグループのプロパティーを表示する

ドライブグループをプライマリドライブグループにする

ドライブグループのデータ保護

Oracle FS System は、障害発生が予測されるドライブからデータをコピーします。

論理ボリューム内のデータは複数のドライブグループのドライブにわたってスト

ライピングされます。さまざまなボリュームからのデータが同じドライブグルー
プ上に配置されることもあります。これらのボリュームからのデータは 1 つ以上
の RAID レベルで保護されます。このストライピングにより、異なるボリューム
からのデータが 1 つのドライブに格納されることもあります。その結果、特定の
ドライブが複数の RAID レベルをサポートしている場合もあります。

ドライブグループ内のドライブに障害が発生した場合または障害の発生が予測さ

れる場合、システムは影響を受けるドライブ上のデータブロックに適切なステー
タスを割り当てます。同じドライブ上のデータブロックであるにもかかわらず、
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あるデータブロックのステータスがほかのデータブロックのステータスと異なる
場合があります。ステータスが異なる場合、それはデータブロックの RAID レベ
ルの違いによるものです。

ドライブグループ内で同じ RAID レベルで保護されているデータブロックは 1
つのグループと見なされます。システムがデータブロックを RAID レベルでグ
ループ化しているのは、レポート作成のためです。

関連リンク

ドライブのデータ整合性

高可用性

優先度レベルとパフォーマンス

ドライブグループ

ドライブグループのプロパティーを表示する

ストレージドメインのドライブグループを一覧表示する

各ドライブグループの状態や、それらのドライブグループ内のドライブの状態を
知りたい場合があります。

「ストレージドメイン」概要ページには、すべてのドライブグループがストレージ
ドメイン別に一覧表示されます。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。
2 表示された情報を確認します。

3 「OK」をクリックします。

関連リンク

ストレージドメインの概要ページ

ドライブグループ

ドライブグループの割り当て

ストレージドメイン

ドライブグループのプロパティーを表示する

ドライブグループのプロパティーを表示する

ドライブグループやそこに含まれるドライブのプロパティーを表示すれば、たと
えば、特定のドライブを交換する必要があるかどうかを判断できます。

ドライブグループがプライマリかどうかなど、ドライブグループのプロパティー
を表示できます。ドライブの詳細やステータスを表示するには、「ドライブグルー
プの変更」アクションを使用します。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。
2 表示するドライブグループを選択します。

3 「アクション」 > 「ドライブグループの変更」を選択します。
4 交換可能ユニットのリストから、ドライブグループ内のドライブを選択し
ます。
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5 ダイアログの右側のドライブプロパティーを確認します。

6 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ドライブグループの変更」ダイアログ

ストレージドメインの概要ページ

ドライブグループ

プライマリドライブグループの説明

プライマリドライブグループはシステム全体の Persistence ボリュームを含む
Oracle FS System 内のドライブグループです。永続ボリュームはシステム構成デ
ータベースを含むボリュームの内部名です。システムには 1 つのプライマリドラ
イブグループが含まれており、これは Oracle FS System によって自動的に割り当
てられるか、管理者が手動で割り当てます。

新しい Oracle FS System の場合、またはシステムのリセット後、次の一連の動作
が発生します。

• システムはシステム構成データベースのない状態で起動します。

• 電源を投入すると、システムはすべてのドライブエンクロージャーを発見
し、発見したドライブを含めるドライブグループを作成します。

• システムはいずれかのドライブグループをプライマリドライブグループと
して割り当てます。

• システムは作成した残りのドライブグループをすべてデフォルトストレー
ジドメインに割り当てます。

• システムがプライマリドライブグループの永続ボリュームに初期構成を書
き込みます。

Oracle FS System に存在するドライブグループが 1 つのみである場合、そのドラ
イブグループがプライマリドライブグループになります。システムに複数のドラ
イブグループがある場合、その中の 1 つのドライブグループがプライマリとして
選択されます。

プライマリドライブグループはいつでも変更できます。プライマリではないドラ

イブグループをプライマリとして割り当てると、Oracle FS System がシステムデ
ータを新しいプライマリドライブグループに移行します。この特殊なデータ移行
を管理者が取り消すことはできません。

関連リンク

ドライブグループの割り当て

ドライブグループをプライマリドライブグループにする

ドライブグループをプライマリドライブグループにする

たとえば既存のプライマリドライブグループ内のドライブを交換する予定がある
場合、別のドライブグループをプライマリにできます。
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プライマリドライブグループは  アイコンで識別されます。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 プライマリドライブグループにするドライブグループを選択します。

3 「アクション」 > 「ドライブグループの変更」を選択します。

4 「このドライブグループをプライマリドライブグループにします」オプショ
ンを選択します。

5 「OK」をクリックします。

システムはシステム構成データベースを新しいプライマリドライブグループに移
動するバックグラウンドプロセスを実行します。バックグラウンドプロセスが完
了すると、システムはプライマリドライブグループアイコンを新しいプライマリ
ドライブグループに移動します。

関連リンク

「ドライブグループの変更」ダイアログ

ドライブグループ

プライマリドライブグループの説明

ドライブグループの割り当て

既存のドライブグループを別のストレージドメインに割り当てなければならない
ことがあります。

一度に複数のドライブグループをストレージドメインに追加できます。実行中の
バックグラウンドプロセスがある場合は終了してから、既存のドライブグループ
をストレージドメインに割り当てます。ステータスバーの「タスク」ボタンから
バックグラウンドプロセスを表示できます。

ドライブグループを別のストレージドメインに再割り当てするプロセスは、2 ス
テップのプロセスで行います。

ステップ 1 最初のストレージドメインからドライブグループを削除し
ます。

一度に複数のドライブグループをストレージドメインから
削除できますが、ドライブグループを削除できるのは 1 回に
つき 1 つのストレージドメインのみです。このステップを
終了すると、ドライブグループが未割り当てになります。

注: 1 回の操作で複数のドライブグループをストレージドメ
インから削除できます (またはストレージドメインにドライ
ブグループを追加できます)。追加または削除操作に複数の
ドライブグループを含めることができます。

ドライブグループを削除するには、Oracle FS System がデー
タをストレージドメイン内の別のドライブグループに移行
する必要があります。別のドライブグループに十分な容量
がない場合は、ドライブグループの削除は失敗します。
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ドライブグループからのドライブグループデータの移行は
完了までに数時間かかることがあり、1 回につき 1 つのドラ
イブグループしか移行されません。システムリソースを節
約するため、ドライブグループの削除は慎重に計画してくだ
さい。データの移行に使用するリソースの優先度を指定で
きます。次の優先度を使用して要求を実行できます。

システムに
よる選択

(デフォルト) システムが、バックグラウン
ドデータ移動に必要なリソースと、受信ク
ライアント I/O へのサービス提供に必要な
リソースとのバランスを取るように指定し
ます。

影響の最小
化

バックグラウンドのデータ移動処理に割り
当てられるシステムリソースの量をシステ
ムが制限することを指定します。このオプ
ションは、クライアント I/O に対する影響
を最小限に抑えます。高負荷のストレージ
ドメインで推奨されます。

速度の最大
化

システムがバックグラウンドのデータ移動
処理に高い優先度でリソースを割り当てる
ことを指定します。このオプションでは、
クライアント I/O で使用可能なシステムリ
ソースの量が減少します。低負荷のストレ
ージドメインで推奨されます。

ステップ 2 未割り当てのドライブグループを 2 つ目のストレージドメ
インに割り当てます。

関連リンク

ドライブグループ

ストレージドメインのドライブグループを一覧表示する

ストレージドメインからドライブグループを削除する

ストレージドメインへのドライブグループの追加

ストレージドメインからドライブグループを削除する

特定のストレージクラスのドライブグループを削除する必要がある場合、ストレ
ージドメインからドライブグループを削除します。ドライブグループを別のスト
レージドメインに割り当てる際にも、ドライブグループを削除する必要がありま
す。

前提条件 削除するドライブグループからの移行データを受け入れる
のに十分なストレージドメイン容量。

あるドライブグループをストレージドメインから削除すると、システムは、その
ストレージドメイン内の残りのドライブグループに十分な空き容量が存在してい
れば、それらのドライブグループにボリュームデータをすべて移行します。この
移行は完了まで数時間かかる可能性があります。システムがアイドル状態である
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か、システムの I/O アクティビティーが非常に少ないときにドライブグループの
削除を行うように計画してください。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 ストレージドメインから削除するドライブグループをすべて選択します。

3 「アクション」 > 「ストレージドメインからの削除」を選択します。

4 ドライブグループ削除に対する「移行の優先度」を選択します。

5 「OK」をクリックします。

6 (オプション) ステータスバーの「タスク」をクリックし、ドライブグルー
プを削除しているタスクの詳細なステータスを確認します。

正常に削除されたドライブグループは、システムによって未割り当てのカテゴリ
に分類されます。未割り当てのドライブグループは別のストレージドメインに追
加できます。

関連リンク

「ストレージドメインからの削除」ダイアログ

ストレージドメインの概要ページ

ドライブグループの割り当て

ストレージドメインへのドライブグループの追加

ストレージドメインに特定のストレージクラスを追加する必要がある場合は、ド
ライブグループを追加します。ストレージ容量を増やすために、ストレージドメ
インにドライブグループを追加する必要がある場合もあります。

前提条件 未割り当てステータスのドライブグループ。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 ストレージドメインに追加するドライブグループをすべて選択します。

3 「アクション」 > 「ストレージドメインへの追加」を選択します。

4 ドライブグループの割り当て先となる「ストレージドメイン」を選択しま
す。

5 (オプション) ストレージドメイン内のほかのドライブグループのデータ
を、追加するドライブグループに分散させるには、「ボリュームデータのリ
バランス」オプションを選択します。

6 選択したドライブグループが「含めるドライブグループ」リストに表示さ
れていることを確認します。

7 (オプション) ストレージドメインのすべての「含める追加のドライブグル
ープ」で、「次を含める」チェックボックスにチェックマークを付けます。

8 「OK」をクリックします。

ストレージグループの管理
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選択したストレージドメインへのドライブグループの割り当てが開始され
ます。

9 (オプション) ドライブグループを追加しているタスクの詳細なステータス
を表示するには、ステータスバーの「タスク」をクリックします。

関連リンク

「ストレージドメインへの追加」ダイアログ

ストレージドメインの概要ページ

ドライブグループの割り当て

ストレージグループの管理
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第 4章

QoS とプロビジョニングについて

QoS ポリシー
サービス品質 (QoS) は一般に、次を定義します: 論理ボリュームがストレージを
利用する方法に影響するボリュームの一連の属性、およびボリュームに対する I/
O 要求に Oracle FS System が付与する優先度。

論理ボリュームを作成するときに管理者は、ボリュームの通常 QoS 機能または拡
張 QoS 機能を選択できます (これらをまとめて QoS Plus と呼びます)。

• 管理者は GUI で「単一階層」オプションを選択することで通常の QoS ボリ
ュームを作成できます。このボリュームは単一階層ボリュームと呼ばれる
こともあります。

• 管理者は GUI で「自動階層」オプションを選択することで QoS Plus ボリ
ュームを作成できます。このボリュームは自動階層化ボリュームと呼ばれ
ることもあります。

論理ボリュームを定義するときに管理者は、ボリュームの次のプロパティーに対

して QoS ポリシーを設定できます。

ストレージクラス ユーザーデータを最初に配置するストレージメディアのタ
イプ。QoS Plus ボリュームでは、ストレージクラスとボリ
ュームの RAID レベルによってデータの初期配置が決定さ
れます。

それ以降はデータ使用の統計によって、データを別のストレ
ージ階層に移行するかどうかが決定されます。使用頻度の
低いデータは、低パフォーマンスでもコスト効率がよいスト
レージに移動され、使用頻度の高いデータは高パフォーマン
ス特性を持つストレージ階層に移動されます。

優先度 論理ボリュームの重要性と処理を設定するためにシステム
が使用する相対属性。アクセス要求を処理する際、高い優先
度のボリュームはほかのボリュームよりも高い優先順位を
与えられます。優先度が高い場合、ストレージ階層やシステ
ムキャッシュなど、通常限りのあるリソースをより多く与え
られます。

優先度の設定は相対的であるため、優先度をすべて低い値ま
たは高い値に設定した場合の効果は同等で、ボリュームのサ
ービスレベルでの区別はなくなります。
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RAID レベル データ保護のタイプとドライブ障害からデータを保護する
程度。保護のタイプはボリュームのパフォーマンス特性に
影響します。保護の程度では、障害が発生してもバックアッ
プからデータを回復しないで済む、RAID グループでの障害
の許容発生回数を指定します。

先読みポリシー 未処理の要求以降、継続する読み取り要求をストレージシス
テムがどこまで予測するかの程度。予測が適切な場合パフ
ォーマンスを大幅に向上できますが、不適切な予測はシステ
ムリソースの浪費につながります。追加のデータブロック
の読み取りで期待した結果を得るため、管理者は先読みポリ
シーを指定することでシステムに有用なヒントを与えるこ
とができます。

RAID レベルと先読みポリシーはボリュームの QoS プロパティーの詳細ビュー
を構成します。RAID レベルと先読みポリシーは QoS の基本ビューをとおして
間接的に定義できます。基本ビューには次のプロパティーが含まれています。

• 冗長性のレベル (単一または二重)

• 主なアクセス方法 (ランダム、順次、またはこれら 2 つのアクセス方法の混
在)

• 主な I/O 要求のタイプ (読み取り、書き込み、またはこれら 2 つの要求タイ
プの混在)

QoS の基本ビューにアクセスするには、ボリュームのカスタムストレージプロフ
ァイルを選択します。

関連リンク

アクセスバイアス

QoS プロパティーの定義
I/O バイアス
優先度レベルとパフォーマンス

QoS Plus の概要
冗長性とデータ保護

ストレージクラスの説明

QoS プロパティーの定義
ストレージクラスと優先度レベルに加え、論理ボリュームにはその他にも定義し
なければならないサービス品質 (QoS) プロパティーが 2 つあります。RAID レベ
ルと先読みポリシーです。Oracle FS System では RAID レベルと先読みポリシー
を 2 つの方法で定義できます。

注: LUN を作成すると、システムによって自動的に RAID レベルと先読みポリシ
ーが設定されます。これらのデフォルトプロパティーは「SAN LUN の作成」ダ
イアログで、「ストレージプロファイル」フィールド内の「カスタム」を選択して
オーバーライドできます。

QoS とプロビジョニングについて
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次のいずれかの方法を使用して、RAID レベルと先読みポリシーの設定をカスタ
マイズできます。

基本アプローチ 基本アプローチでは、ボリュームの RAID レベルと先読みポ
リシーを間接的に指定します。この方法では、論理ボリュー
ムのデータ冗長性、I/O バイアス、およびアクセスバイアス
を指定します。これらの QoS プロパティーはボリュームの
基本 QoS プロパティーと呼ばれます。

詳細アプローチ 詳細アプローチでは、論理ボリュームの RAID レベルと先読
みポリシーを直接指定します。これらの QoS プロパティー
はボリュームの詳細 QoS プロパティーと呼ばれます。

注: Oracle FS System Manager (GUI) で論理ボリュームの QoS プロパティーをカ
スタマイズするときに、ボリュームの基本 QoS プロパティーを設定し、それらを
詳細 QoS プロパティーにマッピングできます。しかし、詳細 QoS プロパティー
を設定し、それらを基本 QoS プロパティーにマッピングすることはできません。

次の図は、ボリュームの基本 QoS プロパティーと詳細 QoS プロパティーの対応
をまとめたものです。

表 7: QoS プロパティーのマッピング
初期ストレージク
ラス

初期冗長
性

基本的な QoS プロパティ
ー

詳細な QoS プロパティー

初期の標準

的アクセス

初期 I/O バイ
アス

初期 RAID レ
ベル

初期先読み

容量ディスク 二重 順次 読み取り RAID 6 積極的

その他 その他 RAID 6 通常

その他のストレー
ジクラス

単一 順次 読み取り RAID 5 積極的

ランダム 書き込み RAID 10 (ミラ
ー化)

通常

その他 その他 RAID 5 通常

関連リンク

SAN LUN の管理
アクセスバイアス

I/O バイアス
優先度レベルとパフォーマンス

冗長性とデータ保護

ストレージクラスの説明

QoS とプロビジョニングについて
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ストレージクラスの説明

ストレージクラスの QoS プロパティーを使用して、論理ボリュームに優先的に使
用するストレージメディアを指定できます。

ストレージクラスは特定の SAS 物理ストレージの分類であり、各カテゴリは容量
やデータアクセスのパフォーマンスに関する個別の特性を持っています。使用で
きるストレージクラスは次のとおりです。

パフォーマンス
SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化されたソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納されることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込みパフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォーマンスデ
ィスク

高速なハードディスクドライブ (HDD) にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラスでは、容量をあ
る程度犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作のアクセス
時間および待機時間を短縮します。

容量ディスク 大容量の交換型 HDD にデータが格納されることを指定し
ます。このストレージクラスでは、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テープストレージがオプションに
含まれていないストレージシステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

ストレージクラスは次のようにストレージオブジェクトに関連付けられます。

• 通常の QoS (単一階層 LUN) を使用する新規作成された LUN は 1 つのス
トレージクラスに関連付けられます。

• QoS Plus (自動階層化 LUN) を使用する新規作成された LUN は最初に 1
つのストレージクラスに関連付けられています。その後、自動階層化 LUN
の全体または一部が使用パターンや LUN の QOS 優先度レベルに応じて、
コスト効率とパフォーマンス効率の高いストレージクラスに移行します。

• 新規作成された単一データ階層ファイルシステムは 1 つのストレージクラ
スに関連付けられます。

• 複数のデータ階層を持つ新規作成されたファイルシステムは複数のストレ
ージクラスへの関連付けが可能です。この場合、各データ階層が別々のク
ラスに基づきます。さらに、管理者またはファイル所有者は複数階層のフ
ァイルシステムにあるファイルを、あるストレージクラスから別のストレ
ージクラスへ移行できます。

• Oracle FS System Manager (GUI) には各ストレージドメインで使用できる
容量が表示されます。また GUI には、特定のストレージドメインのストレ
ージクラス別およびドライブグループ別の容量も表示されます。

QoS とプロビジョニングについて
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関連リンク

優先度レベルとパフォーマンス

QoS Plus の概要
冗長性とデータ保護

優先度レベルとパフォーマンス

論理ボリュームの優先度レベルによって、システムがボリュームに対する着信 I/
O 要求にどのように応答するかが決まります。一般に、ボリュームに関連付けら
れている優先度レベルが高いほど、アクセス要求に対するシステム応答は速くな
ります。

使用可能な優先度レベルは次のとおりです。

最高 もっとも高い処理キュー内のリクエストへの応答の優先度
を示します。

高 次に高い処理キュー内のリクエストへの応答の優先度を示
します。

中 中程度の処理キュー内のリクエストへの応答の優先度を示
します。

低 2 番目に低い処理キュー内のリクエストへの応答の優先度
を示します。

アーカイブ もっとも低い処理キュー内のリクエストへの応答の優先度
を示します。

Oracle FS System が着信 I/O 要求に応答するまでの時間は、次のセクションに示
す要因によって決まります。

キューの優先度

コントローラの SAN インタフェースは、5 つの QoS 優先度レベルに対して 1 つ
ずつ処理キューを備えています。SAN インタフェースは、LUN への着信 I/O 要
求を、その LUN に関連付けられている QoS 優先度に一致する処理キューに格納
します。

コントローラの SAN インタフェースに限度を超える処理が割り当てられた場
合、Oracle FS System はコントローラの処理リソースをキューの優先度に応じて
各キューに割り当てます。優先度が最高のキューにはもっとも多くの処理リソー
スが割り当てられます。その他の優先度のキューには、キューの優先度レベルに
応じてそれよりも少ない割合でリソースが割り当てられます。

データの移行

QoS Plus を使用する論理ボリュームについては、Oracle FS System はシステムで
使用する QoS バイアスを調整して、ストレージ階層を超えてユーザーデータを移
行するかどうか、および移行のタイミングを決定します。この調整により、高い
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優先度のボリュームにより高いパフォーマンスのストレージクラスを使用する機
会が優先的に与えられます。

たとえば、2 つのデータブロックのアクセス統計が同等の場合で、1 つのブロック
の QoS 優先度設定がもう一方より高い場合、高い優先度のブロックのほうが優先
度の低いブロックより先に移行します。

シンプロビジョニング

QoS Plus を使用する論理ボリュームがシンプロビジョニングされている場合、
Oracle FS System はインフィルに使用する初期ストレージクラスを、管理者がそ
のボリュームに設定したストレージクラスと RAID レベルに基づいて選択しま
す。

ストライピング

通常の QoS (単一階層 LUN) を使用する LUN では、論理ボリュームをホストする
ストレージドメインに十分な数のドライブグループがある場合、Oracle FS
System はより高い優先度のボリュームを多数のドライブグループに配置し、低い
優先度のボリュームはそれよりも少数のドライブグループに配置します。高い優
先度のボリュームを多数のドライブグループに配置することで、ボリュームのパ
フォーマンスを向上できます。

たとえば、最高または高の優先度レベルの論理ボリュームは 4 つのドライブグル
ープにわたってストライピングされます。一方、低またはアーカイブの優先度レ
ベルのボリュームは 2 つのドライブグループにしかストライピングされません。

QoS Plus を使用する LUN (自動階層化 LUN) の場合、システムは LUN を作成す
る前に自動階層化 LUN を配置する適切なストレージ階層を作成します。ストレ
ージ階層はストレージドメイン内のすべてのドライブグループにわたるため、自
動階層化 LUN はそれらすべてのドライブグループを、優先度レベルとは関係な
く使用できます。

関連リンク

データの移行

シンボリュームの拡張

QoS Plus の概要
冗長性とデータ保護

シンプロビジョニング

冗長性とデータ保護

論理ボリュームの冗長性レベルは Oracle FS System がボリューム用に作成する
パリティービットのコピーの数を決定します。パリティービットのコピーの数
は、ボリュームデータを保持するドライブに障害が発生した場合に適用されるボ
リュームデータの保護レベルを決定します。

QoS とプロビジョニングについて
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重要: システムのサイズ決定および論理ボリュームの作成について支援が必要な
場合は、Oracle カスタマサポートに連絡してください。

冗長性サービス品質 (QoS) プロパティーでは、パリティーに関して次の選択肢が
提示されます。

単一 消失データの回復に役立つように、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティーは、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つように、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリティーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディアを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベルになります。

ドライブグループとは次のものです: すべてが同じドライブエンクロージャーに
収容されている、同じストレージクラスのドライブのコレクションを管理する論
理オブジェクト。ドライブグループ内のドライブの数は、ドライブタイプによっ
て異なります。ハードディスクドライブ (HDD) を含むドライブグループは、12
台のドライブから構成されます。ソリッドステートドライブ (SSD) を含むドライ
ブグループは、6 台のドライブから構成されます。

次のリストは、通常の QoS (単一階層ボリューム) を使用する論理ボリュームの容
量を割り当てるときに Oracle FS System が使用するドライブグループの数を示
しています。ドライブグループの数はユーザーがボリュームに指定した優先度レ
ベルにのみ基づいて決定されます。

• 最高: 4 つのドライブグループ

• 高: 4 つのドライブグループ

• 中: 3 つのドライブグループ

• 低: 2 つのドライブグループ

• アーカイブ: 2 つのドライブグループ

注: ソリッドステートドライブ (SSD) の場合、ボリュームに指定されている優先
度レベルとは関係なく、システムはストレージドメイン内で割り当てられている
すべての SSD を使用してボリュームをストライピングします。

単一階層ボリュームのストライピングに Oracle FS System が使用するドライブ
グループの数が、前述のリストの数より少なくなる場合があります。使用するド
ライブグループの数が少なくなる可能性があるのは、ストレージドメイン内の多
くのドライブグループに空き容量がほとんどないか、または空き容量がないなど
の場合です。これらのいずれかの状況が発生した場合、新しいボリュームの複数
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のストライプが同じドライブグループ内で割り当てられることがあり、ボリュー
ム全体のパフォーマンスが低下します。

通常よりも少ない数のドライブグループにボリュームがストライピングされてい

るためにパフォーマンスが低下している場合、ストレージドメインにドライブグ
ループを追加すると、ボリュームに高いパフォーマンスを再構築できます。

ドライブグループを追加すると Oracle FS System が割り当てのリバランスを行
うため、適切な数のドライブグループがボリュームで使用されるようになります。
リバランスは、ドライブグループ内の過剰なストライプを新しく追加したドライ
ブグループに移動することで行われます。

関連リンク

優先度レベルとパフォーマンス

アクセスバイアス

論理ボリュームに対する I/O 操作要求が順次アクセス、ランダムアクセス、また
はこの 2 種類のアクセスが混在するバランス型アクセスのいずれかに偏ることが
あります。このような要求の偏りを (I/O バイアスプロパティーとともに) 利用し
てボリュームのパフォーマンスを最適化できます。

サービス品質 (QoS) プロパティーとしてのアクセスバイアスは、ボリューム内の
データがアクセスされる際に主に使用される、想定されるパターンをシステムに
提示するものです。

順次 読み取りリクエストおよび書き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序でレコードに順々にアクセス
することによって行われることを示します。

ランダム 読み取りリクエストおよび書き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序でレコードにアクセスすること
によって行われることを示します。

混在 読み取りリクエストおよび書き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場合とランダムに行われる場合
があることを示します。

注: アクセスバイアスは最適化のバイアスを指定します。指定された方法でアク
セスすることをすべてのデータ操作に求めるものではありません。

関連リンク

I/O バイアス

I/O バイアス
論理ボリュームに対する I/O 操作要求が読み取り操作、書き込み操作、またはこの
2 タイプが混在するバランス型操作のいずれかに偏ることがあります。I/O 操作
タイプの偏りを (アクセスバイアスプロパティーとともに) 利用して論理ボリュ
ームのパフォーマンスを最適化できます。
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サービス品質 (QoS) プロパティーとしての I/O バイアスは、特定のボリュームで
もっとも一般的または発生頻度が高くなると思われる I/O 操作タイプをシステム
に提示するものです。

読み取り アクセスリクエストのほとんどが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込み アクセスリクエストのほとんどが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示します。

重要: アクセスバイアスとして「ランダム」を、I/O バイアスとして「書き込み」
を選択し、データ保護に単一冗長性を選択した場合、Oracle FS System は RAID 10
(ミラー化データ) を使用して論理ボリュームを作成します。この RAID レベルに
より書き込みのパフォーマンスは向上しますが、使用される容量は 2 倍になりま
す。

書き込み要求があると、システムはすべてのユーザーデータおよびシステムメタ

データをジャーナルのミラー化されたコピーに格納します。片方のコピーは所有
側コントローラの通常のキャッシュで保持されます。ミラー化されたコピーは次
のいずれかの場所で保持されます。

• エネルギーストレージモジュール (ESM) でサポートされた、パートナコン
トローラのメモリー。 すべてのホスト書き込み操作が、ESM でサポートさ
れた、パートナコントローラの不揮発性キャッシュにコピーされます。こ
の操作タイプは一般的にライトバックキャッシュと呼ばれています。

• パートナコントローラを書き込み操作に使用できない場合は、論理ボリュ
ームの物理ストレージ上に予約されている仮想 LUN (VLUN)。 このコピ
ーに対する書き込み操作はライトスルーキャッシュと同等です。

ジャーナルから永続的な物理ストレージへの書き込み操作はライトスルーキャッ
シュと同等です。システムはユーザーデータと対応するメタデータを 1 つのユニ
ットとして物理ストレージに排出します。

関連リンク

アクセスバイアス

ランダム書き込み操作の高速化

ランダム書き込み操作の高速化

状況によっては、論理ボリュームのランダム書き込み操作のパフォーマンスを向
上できる場合があります。

Oracle FS System Manager (GUI) で提供される QoS ベースの管理ツールを使用
すると、ランダム書き込みの多いアプリケーションの全体的なパフォーマンスを
RAID 10 のデータ保護を利用する方法で向上させることができます。この方法
では 4 回の I/O 操作を 1 回の並列ミラー化書き込み操作で代行します。
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論理ボリュームの最適化設定を I/O バイアス付きのランダムアクセスに設定する
と、この RAID レベルがシステムで使用されます。この場合、並列ミラー化書き
込み操作 (2 回の書き込み) を実行する RAID 10 アレイ上に領域が割り当てられ
ます。

また、データがそれぞれ独立した 2 つのドライブに配置されることから、RAID 10
では Oracle FS System の読み取り操作も最適化されます。この場合システムは、
読み取り操作を実行するときに 2 つのドライブのうちビジーでないほうを選択で
きます。

関連リンク

アクセスバイアス

I/O バイアス

QoS Plus の概要
QoS Plus と呼ばれる拡張 QoS は、データブロックの場所を自動調整することで
ストレージの効率性を最大限に高め、パフォーマンスを向上し、ストレージにか
かるコストを低減します。QoS Plus 機能で使用法の特性や QoS レベルを指定す
ることで、長期的に最適なコスト/IOP とコスト/T バイトを実現できます。

注: アクセス要求が多く、アクセスが比較的一部のユーザーデータに偏っている
ボリュームは、QoS Plus の機能により大きなメリットを得られます。

LUN に QoS Plus を構成する場合 (「自動階層」オプションを選択する)、管理者が
LUN の初期設定を構成し、その後のデータ配置はシステムに管理させます。最初
に自動階層化 LUN を作成したあと、調整が必要な項目がある場合には管理者が
調整します。

関連リンク

ストレージパフォーマンス統計データの概要

データの移行

統計がデータ移行に与える影響

ストレージ階層

ストレージ階層は連続したストレージのブロックのコレクションであり、そのす
べてが同じ RAID レベルを持っています。このコレクションは、特定のストレー
ジドメイン内の 1 つ以上のドライブグループにわたって分散しています。ストレ
ージ層は、論理ボリュームをプロビジョニングするために管理者や Oracle FS
System によって使用されます。

最初に LUN を作成するときに管理者は、ボリュームの初期ストレージクラスな
ど、ボリュームに適用するさまざまな QoS プロパティーを定義します。QoS Plus
を使用する LUN の場合、管理者がそのボリューム用として選択したストレージ
ドメインに、Oracle FS System によって 1 つまたは 2 つのストレージ階層が作成
されます。
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• 容量 HDD の場合は RAID 6 ストレージ階層 (二重冗長性を実装) が作成さ
れます。

• その他すべてのドライブの場合は RAID 5 ストレージ階層 (単一冗長性を
実装) と RAID 10 ストレージ階層 (ミラー化を実装) が作成されます。

注: ストレージ階層の RAID レベルは LUN で選択されたストレージクラスによ
って決まります。

システムが LUN をどのストレージ階層に配置するかは、管理者がそのボリュー
ムに選択したストレージクラスと冗長性レベル (シングルパリティー、ダブルパ
リティー、またはミラー化) によって決まります。

注: ファイルシステムについては、Oracle FS System はデータ階層とメタデータ階
層という 2 タイプのストレージ階層を使用します。ファイルシステム データ階
層にはユーザーデータが含まれます。ファイルシステムメタデータ階層には、フ
ァイルシステムとそこに含まれているユーザーデータについて記述するシステム
レベルのデータが含まれています。

関連リンク

冗長性とデータ保護

ストレージクラスの説明

データの移行

QoS Plus 機能によって実行されるデータ移行は、データブロックの利用履歴情報
の分析後に、別のストレージクラスまたは RAID レベルのほうがそのデータブロ
ックにより適切なサービスを提供できるとシステムが判断したときに実行されま
す。

システムのパフォーマンスを最適化するときに QoS Plus は、LUN 内でアクセス
頻繁の高いデータブロックを、高パフォーマンスの Solid State Drive (SSD) など、
より高速で高価なストレージクラスに移動します。一方、コスト面の最適化を行
う場合は、QoS Plus はアクセス頻度の少ないデータブロックを、大容量ハードデ
ィスクドライブ (HDD) など、より低速で安価なストレージクラスに移動します。

注: データ移行が発生するときに Oracle FS System は、優先度の高いボリューム
に高パフォーマンスのストレージクラスを使用する機会を優先的に与えます。デ
ータを移行するため、システムはバックグラウンドプロセスとして実行されるタ
スクを開始します。

指定のストレージクラスのみが使用されるようにデータ移行を限定できます。

QoS Plus を使用して LUN を作成するときに、データ移行に含めるまたは除外す
るストレージクラスを指定できます。QoS Plus はアクセス頻度の少ないデータ
を容量ディスクなどの低パフォーマンスのストレージクラスに移動します。

安価なストレージクラスを除外し高パフォーマンスのストレージクラスを含める

と、固定ストレージ容量が作成される原因になります。固定データはシステムが
データを下位のストレージクラスに移行できないときに発生します。下位のスト
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レージクラスに移行できないデータは固定データと見なされ、このデータが占有
するストレージ容量は固定化された状態になります。データ移行の効率性はシス
テム容量が 100% 使用可能であるときに高くなります。

注: 指定のストレージクラスに空きがない場合、データが一時的に指定外のスト
レージクラスに保存されることがあります。

十分なストレージをデータ移行に割り当て、そのストレージの全容量をシステム
が使用できるようにしてください。Oracle FS System Manager (GUI) の「ストレ
ージドメイン」ページでは、割り当てられている全ストレージ容量と固定化して
いるストレージ容量を示すグラフを表示できます。

関連リンク

統計がデータ移行に与える影響

優先度レベルとパフォーマンス

QoS Plus の制御
冗長性とデータ保護

ストレージクラスの説明

統計がデータ移行に与える影響

Oracle FS System が収集する膨大な統計情報は、データの使用法など、システム
全体の多角的なパフォーマンス情報を網羅しています。

Oracle FS System は LUN のデータアクティビティー統計をモニターおよび分析
し、初期プロパティーによって、使用可能なストレージリソースを最大限利用で
きているかを判断します。たとえば、数日間アクセスされていないデータが LUN
で検出されると、そのデータの 640K バイトブロックが、LUN から大容量で低価
格のアーカイブに適したドライブに移動されます。ボリューム内で大量のデータ
アクティビティーが発生する場合、Oracle FS System は LUN データをより高い
パフォーマンスのドライブに移行します。

QoS Plus を使用する LUN の場合、その LUN で I/O が発生すると Oracle FS
System がアクセス要求に関する統計情報を収集して保存します。管理者がスト
レージドメインに対して設定可能な特定の時間に、システムがこれらの統計情報
を分析します。この分析を基にシステムが、自動階層化 LUN 内の特定のデータ
を別のストレージ階層に移すことでメリットが得られると判断した場合、そのデ
ータはそのデータ使用にもっとも適したストレージ階層に移行されます。

関連リンク

QoS Plus の制御
QoS Plus の概要

QoS Plus の制御
QoS Plus 機能が消費するリソースによってシステム全体のパフォーマンスが影
響を受けることがあります。この機能の一部の特性を制御して、これらの影響を
緩和できます。
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Oracle FS System は I/O アクティビティーをモニターして、データを別のストレ
ージ階層に移行する最適な時間を判定します。システムアクティビティーが少な
いときには階層移行の処理が多くなります。逆にシステムの負荷が高いときには
階層移行の処理は少なくなりますが、処理が停止することはありません。

スキャン

Oracle FS System Manager (GUI) にはさまざまなオプションがあり、これらを組
み合わせることでストレージの利用コストを最適化したり、I/O 操作の全体的な
パフォーマンスを最適化したりできます。これらのオプションは QoS Plus がデ
ータをスキャンするタイミングと、使用可能なストレージクラス間で QoS Plus
がデータを移動するタイミングに影響します。

アプリケーションのアクティビティーに合わせて QoS Plus が使用するスキャン
頻度に遅延を設定できます。

階層の再割り当て

データ移行機能は、ストレージドメインレベルと LUN レベルの両方で無効化で
きます。ストレージドメインでデータ移行を無効にすると、そのストレージドメ
インに割り当てられているすべての LUN でデータ移行が無効になります。特定
の単一 LUN のデータ移行を無効にするには、「追加オプション」ダイアログで
「階層の再割り当て」オプションを選択解除します。ストレージドメインレベルと

LUN レベルのデータ移行の無効化オプションは互いに独立しています。たとえ
ば、ストレージドメインのデータ移行を変更しても、その変更は LUN の設定に
影響しません。

容量制限

デフォルトで、QoS Plus はストレージドメイン内の使用可能ストレージ容量をす
べて使用します。Oracle FS System が QoS Plus LUN に使用するストレージ容量
のパーセンテージを、ストレージドメイン内の各ストレージクラスに対して指定
できます。QoS Plus に使用する容量のパーセンテージを指定する方法は、比較的
高価なストレージクラスに使用すると特に便利です。

たとえば、パフォーマンス HDD の容量の 80% を自動階層化 LUN に割り当て、
20% の容量を通常の QoS を使用する LUN とファイルシステム用に残しておき
ます。

注: QoS Plus ストレージ容量を現在使用されている容量より小さくすると、使用
可能なストレージクラスへのデータ移行が行われますが、これが行われるのは使
用できるストレージ容量がある場合のみです。指定した割り当てパーセンテージ
のストレージ容量をシステムで使用できるようにするため、一部のストレージ容
量を解放しなければならないこともあります。
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関連リンク

QoS Plus 用のストレージ容量を制限する
階層再割り当てオプションを更新する

自動階層スキャンを最適化する

データの移行

統計がデータ移行に与える影響

ストレージ階層

QoS Plus の効率性
分布グラフと効率性レポートは、自動階層化 LUN に適用された QoS Plus 機能の
効率に関する詳細情報を提供します。QoS Plus 機能はデータブロックの配置を
最適化することで、システムパフォーマンスを向上し、ストレージにかかるコス
トを低減します。

QoS Plus の効率性グラフ
「自動階層グラフの表示」ダイアログにはストレージドメインに含まれるすべての
自動階層化 LUN が表示されます。最大 10 個の LUN を選択して効率性グラフを
表示できます。「グラフの更新」をクリックすると、次のグラフが表示されます。

アクセス数ごとの
転送されたデータ

ストレージドメインに含まれるすべての LUN の各領域の
ヒストグラムを I/O アクセス頻度別に示します。ヒストグ
ラムのバーは転送されたデータの量を表します。Y 軸のラ
ベルは表示されません。

ストレージクラス
および優先度ごと
の階層構造

選択された自動階層 LUN の LUN 領域のストレージクラス
と容量のグラフを示します。このグラフには、自動階層
LUN の QoS 優先度を表す数値も表示されます。グラフの
下部の表は、選択された LUN のリストです。この表は、グ
ラフに表された LUN の凡例にもなっています。

2 つのグラフを使用してデータブロックの配置状況を観察し、選択中の自動階層
化 LUN に適用されている QoS Plus 機能の効率を確認できます。

図 8: 「アクセス数ごとの転送されたデータ」ヒストグラム
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凡例 1 パフォーマンス SSD を使用
している LUN 領域の I/O ア
クティビティー

4 容量 HDD を使用している
LUN 領域の I/O アクティビテ
ィー

2 容量 SSD を使用している
LUN 領域の I/O アクティビテ
ィー

5 LUN 領域

3 パフォーマンス HDD を使
用している LUN 領域の I/O
アクティビティー

このヒストグラムは、ストレージドメイン内のすべての自動階層化 LUN の I/O
分布とデータ転送アクティビティーを示しています。システムは自動階層化
LUN 間でデータを転送するために行われた I/O アクセスの回数を計測していま
す。システムはこの情報をグラフに I/O アクティビティーが少ないほうから多い
ほうへ順にプロットしています。LUN の領域はアクセス頻度とストレージクラ
スでカテゴリ化されています。グラフはこれらの各カテゴリに転送されたデータ
量を示しています。

QoS Plus の効率がもっとも高くなるのは、大部分の I/O を受け取る LUN 領域が、
もっとも性能の高いストレージクラス上にある場合です。このグラフは、アクセ
ス数が最多の LUN 領域が、使用可能なもっとも性能の高いストレージクラス (パ
フォーマンスソリッドステートドライブ (SSD)) 上にあるときに、ストレージが効
率的に使用されるということを示しています。アクセス数が最多の LUN 領域が
SSD 上にない場合、ストレージドメインにパフォーマンス SSD 容量を追加するこ
とでパフォーマンスを向上できる可能性があります。

図 9: 「ストレージクラスおよび優先度ごとの階層構造」グラフ
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凡例 1 LUN に割り当てられた容量 5 容量 HDD を使用している
LUN ストレージの相対的な
容量

2 パフォーマンス SSD を使用
している LUN ストレージの
相対的な容量

6 ツールチップ

3 容量 SSD を使用している
LUN ストレージの相対的な
容量

7 QoS 優先度値

1 = 最高
2 = 高
3 = 中
4 = 低
5 = アーカイブ

2 パフォーマンス HDD を使
用している LUN ストレージ
の相対的な容量

8 グラフの下にある LUN リ
ストに対応する LUN 行番号

前の図は QoS Plus 機能が選択中の自動階層化 LUN 内のデータをどのように分
散しているかを示しています。グラフの各棒は LUN に割り当てられている
100% の容量を表しており、LUN に関する次の情報を提供しています。

• LUN の各領域のストレージクラス

• 各領域のストレージ容量

• LUN の QoS 優先度を表す値

このグラフの情報は、LUN が最適なストレージクラスに配置されていて、適切な
QoS 優先度が割り当てられているかどうかを確認するときに役立ちます。I/O 負
荷が高く容量要件の高い LUN は、最高のストレージクラスに割り当てて、もっ
とも高い QoS 優先度レベルを使用するのが理想的です。それとは逆に、I/O 負荷
が低い LUN は、安価なストレージクラスに割り当てて低い QoS 優先度レベルを
使用することをお勧めします。

QoS Plus の効率性レポート
「自動階層効率性レポートの生成」ダイアログから自動階層効率性レポートを表示
できます。レポートには、QoS Plus 機能がストレージドメイン内の自動階層化
LUN に対して実行した分析の結果をまとめたものが表示されます。

レポートには各自動階層化 LUN に関する次の情報が含まれています。

制約歪み 自動階層化 LUN が使用できるすべてのストレージクラス
におけるデータ分布と I/O アクティビティーの均等性を示
します。レポートには 0 から 100 の値が表示されます。次
の表を参考に制約歪みの値を評価してください。
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表 8: 制約歪み
制約歪み
の値が

説明

100 に
近い

I/O アクティビティーと LUN データが使用可能
なストレージクラス全域に不均衡に分散していま
す。

LUN のデータのうちわずかな部分が高価なパフ
ォーマンス SSD 上にあり、すべての I/O アクティ
ビティーを受信しています。この LUN の大部分
のデータは、容量ドライブなどの安価なストレー
ジ上にあり、アクセスされることはほとんどあり
ません。

QoS Plus によって LUN がメリットを得られる可
能性があります。

0 に近
い

I/O アクティビティーとデータが使用可能なスト
レージクラス全域に均等に分散しています。

QoS Plus が LUN に与えるメリットはほとんどあ
りません。

平均 IOPS 前回の自動階層化スキャンサイクル期間の平均 IOPS 数を
示します。

ピーク IOPS 前回の自動階層化スキャンサイクル中でもっとも IOPS が
多かった 2 分間の時間枠の IOPS 数を示します。

関連リンク

アプリケーションを追加した場合の影響を判別する例

ピーク使用時のパフォーマンスの判定例

ストレージパフォーマンス統計データの概要

自動階層効率性レポートを生成する

自動階層グラフを表示する

自動階層グラフを表示する

ユーザーのデータがシステムによって一定期間処理されたあと、自動階層化 LUN
内のデータが QoS Plus 機能によってどのように分散されたかを確認する必要が
ある場合があります。2 つのグラフに表示される情報に目を通せば、パフォーマ
ンス型のソリッドステートドライブ (SSD) を追加するべきかどうかを判断しやす
くなります。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 表示するストレージドメインを選択します。

3 「アクション」 > 「自動階層グラフの表示」を選択します。
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4 最大 10 個の自動階層化 LUN を選択します。

5 グラフを表示するには、「グラフの更新」をクリックします。
ダイアログに次のグラフが表示されます。

• アクセス数ごとの転送されたデータ

• ストレージクラスおよび優先度ごとの階層構造

6 矢印ボタンを使用してグラフウィンドウのサイズを調整します。

7 グラフを最新状態に更新したり、グラフにほかの LUN の情報を表示させた
りするには、ステップ 4 と 5 を繰り返します。

8 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

「自動階層グラフの表示」ダイアログ

QoS Plus の効率性

自動階層効率性レポートを生成する

Oracle FS System にストレージ容量を追加すると、自動階層効率性レポートに使
用される値に影響が及ぶ可能性があります。ユーザーのシステムを表すストレー
ジコスト値を必要に応じて更新できます。レポートはすぐに表示することも、多
くの一般的な形式の 1 つを選択してダウンロードすることもできます。

1 「システム」 > 「ストレージドメイン」に移動します。

2 レポートの対象となるストレージドメインを選択します。

3 「アクション」 > 「自動階層効率性レポートの生成」を選択します。

4 (オプション) 「ストレージコスト」表の値を更新します。
値を更新するには、セルをダブルクリックします。

5 レポートを生成します。

使用可能なオプション:

• レポートを作成してすぐに表示する場合は、「レポートの生成および
表示」をクリックします。

• レポートを作成するが表示はあとで行う場合は、「OK」をクリック
します。

あとで効率性レポートを表示するには、「システム」 > 「レポートおよび統計」 >
「生成されたレポート」に移動して効率性レポートを選択します。次に、多くの一
般的な形式の 1 つを選択してレポートをダウンロードできます。

関連リンク

ストレージドメインの概要ページ

「自動階層効率性レポートの生成」ダイアログ

QoS Plus の効率性
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容量

コンテキストによって容量という用語は、論理領域を指す場合と、実際の物理領
域を指す場合があります。

注: ドライブの製造元がドライブ容量の表示に 10 進数 (10 乗) を使用している場
合があります。Oracle FS System では物理ストレージの容量と論理ボリュームの
サイズの表示にバイナリ (2 乗) を使用しています。

1M バイト = 10242 (1,048,576) バイト
1G バイト = 10243 (1,073,741,824) バイト
1T バイト = 10244 (1,099,511,627,776) バイト

論理容量 システムに確保しておくように指定した論理ボリューム用
の領域。Oracle FS System Manager (GUI) では次のコンテ
キストで論理容量が使用されます。

アドレス可
能

ボリュームに設定したサイズ制限。アドレ
ス可能容量はボリュームの最大サイズと呼
ばれることもあります。ボリュームにクロ
ーンベースのデータ保護を指定した場合
は、リポジトリとして必要になる領域もア
ドレス可能容量に含まれます。

割り当て済
み

特定のボリューム用にシステムが確保して
いる領域の量。

使用済み ファイルシステム内の割り当て済み領域
で、ユーザーデータが含まれている領域の
量。

注: 論理容量には RAID 保護 (パリティーデータとミラー化)
の実装に必要となるオーバーヘッドは含まれません。

物理容量 システムがボリュームに割り当てる実際の領域または割り
当て可能な領域。物理容量としてシステムがレポートする
値は、物理メディアの実際の領域です。

レポートされるボリュームの物理容量の値は、ボリュームの
論理容量としてレポートされる値よりも大きくなります。
ボリュームの物理容量のほうが大きくなる理由は、ボリュー
ムを実装するときのオーバーヘッドが含まれるためです。
たとえば、物理容量では、ボリュームのクローンや RAID 保
護に必要な領域も計算に含まれます。

関連リンク

シンボリュームの拡張

容量割り当てのオーバーヘッド
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空き容量とボリューム作成

論理ボリュームを作成するには、選択したストレージドメインに最低空き容量が
必要になります。

新しいボリュームを作成する際、ストレージドメインの空き容量から消費される
実際の物理容量には、そのボリュームに関連付けられているシステムオーバーヘ
ッド (たとえば、RAID 保護に使用する容量など) に対応するための容量も含まれ
ます。

次のいずれかの理由から論理ボリュームの作成に失敗することがあります。

• ボリュームで指定したストレージクラスまたはストレージドメインに残っ
ている容量が不十分である場合。

• 四捨五入で要求を大きな値にする必要があり、その値が使用可能な容量よ
り大きくなる場合。

関連リンク

容量

容量割り当てのオーバーヘッド

容量の再生

容量割り当てのオーバーヘッド

論理ボリュームのプロビジョニングを計画するときには、さまざまなニーズに対
応するために Oracle FS System が割り当てる追加の容量も考慮する必要があり
ます。これらをすべて合わせた追加分の容量をシステムオーバーヘッドと呼びま
す。

Oracle FS System Manager (GUI) は Oracle FS System に存在するストレージド
メイン、ドライブグループ、および論理ボリュームの物理容量をレポートします。

RAID 保護のオーバーヘッド
データ保護のオーバーヘッドを考慮して、Oracle FS System は要求された容量に
一定の容量を上乗せしてボリュームを作成します。追加される容量は次に示すと
おり、作成するボリュームの RAID レベルと、そのボリュームの初期ストレージ
クラスに何を選択したかによって異なります。

• RAID 5、ソリッドステートドライブ (SSD): 20%

• RAID 5、ハードディスクドライブ (HDD): 10%

注: GUI 上では RAID 5 HDD の物理容量と論理容量が 20% のように見え
ますが、これはシステムがスペアの領域をオーバーヘッド計算に含めてい
るためです。

• RAID 6、容量 HDD: 20%

• RAID 10、すべてのストレージクラス: 100%
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たとえば、新しいボリュームの容量として 250G バイトを指定したとします。
HDD ストレージクラスで単一冗長性を選択した場合、システムは新しいボリュ
ームに RAID 5 ジオメトリを使用し、容量の 10% (25G バイト) を上乗せした容量
を割り当てます。ただし、容量 HDD に二重冗長性を選択した場合、システムは
新しいボリュームに RAID 6 ジオメトリを使用し、容量の 20% (50G バイト) を上
乗せした容量を割り当てます。

注: これらのオーバーヘッドのパーセンテージは概算で、さまざまな理由によっ
て増減します。

ボリュームで消費される容量とシステムがレポートするボリューム容量には両方
とも RAID 保護のオーバーヘッドが含まれています。

インフィル予約のオーバーヘッド

ハードディスクドライブ (HDD) が含まれるストレージドメインでは、シンボリ
ュームのインフィル用の容量 (必要な場合) として Oracle FS System が 50G バイ
トの物理容量を予約します。この予約分は、一部または全体がその HDD に配置
されるすべての SAN LUN で使用可能です。

注: インフィル用の予約容量は、レポートされるストレージドメインおよびドラ
イブグループの空き物理容量に含まれています。

Oracle FS System はこのインフィル予約容量を予約しておくことで、シンプロビ
ジョニングされたボリュームが拡大したときに物理容量が意図せず消費されるの
を防ぎます。シンプロビジョニングされたボリュームの拡張が必要になり、スト
レージドメイン内の通常の HDD 容量がすべて割り当てられている場合、システ
ムはこの予約容量を使用します。

関連リンク

容量

シンボリュームの拡張

冗長性とデータ保護

ストレージクラスの説明

シンプロビジョニング

従来の方法ではシステムが論理ボリュームにストレージを割り当てると、割り当
てられたストレージはそのボリューム専用になりました。ストレージをこのよう
に専有化させると、自身に割り当てられた容量をそのボリュームが一切使用しな
い場合でも、ほかのボリュームはこの容量にアクセスすることができません。

シンプロビジョニングを行うことで、この未使用のストレージを利用できます。
未使用のストレージを利用するには、次のアクションを実行します。

• 将来のニーズに基づいて容量を割り当てます。

• 割り当てられた容量が消費されたときに、共通のストレージプールから取
得します。
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Oracle FS System でシンプロビジョニングを行うと、要求した容量をボリューム
の作成時にコミットせずに、任意のサイズの論理ボリュームを作成できます。各
ボリュームには、そのボリュームの継続的な動作に必要なすべてのストレージが
割り当てられているように見えます。違いは、物理的な容量が特定のボリューム
に固定されていないという点です。

Oracle FS System 内のすべての論理ボリュームにはボリュームの論理容量に関連
する 2 つのプロパティーがあります。また、論理ボリュームがシンプロビジョニ
ングされるかどうかは、これら 2 つの容量の初期値の関係によって決まります。

容量

アドレス可能論理
容量

論理ボリュームの拡張上限を示すストレージの最大容量。
内部でシステムが四捨五入を行うため、このプロパティーに
指定できる最大値は、割り当てる論理容量の値より 2G バイ
ト少ない値です。

割り当て済み

割り当て済み論理
容量

システムが論理ボリュームに専有させるストレージ容量。
割り当て済み論理容量には、アドレス可能論理容量以下の任
意の値を設定できます。SAN LUN の作成時にこの値を指
定すると、その値が初期容量として LUN に割り当てられま
す。

ヒント: 単一階層 LUN をシンプロビジョニングしない場合
は、割り当て済み論理容量とアドレス可能論理容量を同じに
設定します。

注: すべての自動階層化 LUN はシンプロビジョニングされ
ます。

一方、NAS ファイルシステムを作成するときには、割り当
て済み論理容量プロパティーは使用できません。ファイル
システムの場合、Oracle FS System はデータ階層に初期容量
を割り当てずにファイルシステムを作成します。その代わ
りにファイルシステムで追加の容量が必要になると、その時
点でシステムによって容量が自動的に割り当てられます。

注: シンプロビジョニングされた論理ボリュームに追加容量
を自動的に割り当てる Oracle FS System のアクション。は
インフィルと呼ばれます。この追加容量は、以前の割り当て
とは連続していない可能性があります。

関連リンク

容量

シンボリュームの拡張

シンボリュームのプロビジョニング

シンプロビジョニング用に予約された容量はシステムオーバーヘッドの一部であ
り、Oracle FS System Manager (GUI) はこれを考慮して使用可能容量をレポート
します。この予約容量がすでにシステムで考慮されているため、GUI からレポー
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トされる使用可能容量はすべて論理ボリュームのプロビジョニングに使用できま
す。

SAN LUN の場合、LUN がどの程度シンプロビジョニングされるかは、その LUN
にアクセスするホストアプリケーションの特性によって異なります。アプリケー
ションが LUN の特定の部分にしかアクセスしない場合、ボリュームの薄さは変
わりません。アプリケーションが LUN のさまざまな領域にアクセスするように
なると、Oracle FS System がその LUN に追加の物理領域を割り当てるため、ボ
リュームの薄さは低減します (厚くなります)。

アプリケーションの中には、ボリュームのアドレス可能領域のほとんどまたはす
べてにアクセスするものがあります。このような場合、アプリケーションの実行
中に、ボリュームがシンプロビジョニングの状態からフルプロビジョニングの状
態に変わります。 このようなアプリケーションの例としては mkfs ユーティリテ
ィーがあり、これはパーティションにファイルシステムを作成します。mkfs ユー
ティリティーはファイルシステムを構成するときに、ほとんどまたはすべてのパ
ーティションへ書き込みを行うため、Oracle FS System 上のベースとなるボリュ
ームがフルプロビジョニングの状態になります。このような場合、シンプロビジ
ョニングを使用してベースとなるボリュームを作成してもほとんど意味がありま
せん。

Microsoft Windows オペレーティングシステムは New Technology File System
(NTFS) ボリュームとしてフォーマットされたファイルシステムについて、大量の
メタデータを予約します。このメタデータのレイアウトが原因で、シンプロビジ
ョニングされた領域に早い段階で割り当てが発生します。主な NTFS メタデー
タには次のオブジェクトが含まれています。

• ボリュームの最初と最後に書き込まれるブートレコード

• ボリュームの最初と中間の両方に書き込まれるマスターファイル表 (MFT)

MFT の断片化を防ぐため、Windows は MFT の周囲にバッファーを予約します。
このバッファーのサイズは、ドライブ領域の 12.5%、25%、37.5%、または 50%
に構成できます。未使用領域が消費されてなくなるまでは、Windows はこのバ
ッファー領域に新しいファイルを作成しません。ドライブ領域の残容量がなくな
るたび、バッファーサイズが半分になります。これにより追加の書き込み操作に
対して新しい領域が提供されます。

NTFS を使用する場合は特に、最初のインフィルの最大容量の 90% を超えて消費
してしまうシンプロビジョニング LUN を作成することを Oracle では推奨しま
せん。NTFS は LUN 全体にわたって書き込みを行うため、書き込まれるデータ量
と一致しない割り当てが発生します。

空き容量が少ない状態で使用率の高い NTFS ファイルシステムを実行する場合、
定期的にファイルシステムのデフラグを行わないと容量を使い切ってしまいま
す。NTFS は一度書き込みが行われた領域を再利用するよりも、新しく割り当て
られた領域への書き込みを優先します。NTFS は最初のうちはシンプロビジョニ
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ングとうまく動作しますが、ファイルシステムが使用中として表示するデータ量
よりも多くの割り当てを短い時間で使い切ってしまうことがあります。

コントローラリソースを使用するシンプロビジョニングはパフォーマンスに影響
するため、シンプロビジョニングは次の特性の LUN に使用することをお勧めし
ます。

• 最初の割り当てが既存データの量に 10% を加えた値と同等。この値が割
り当てられる論理容量になります。

• アドレス可能論理容量が、その LUN で必要になると予測される量と同等。

たとえば、420G バイトのファイルデータがある場合、管理者は LUN に割り当て
られる論理容量を約 470G バイト、アドレス可能論理容量を約 1T バイトに構成す
る必要があります。

注: NTFS が容量をどれくらい使用するかは、書き込み操作に含まれるデータ量や
書き込み操作が行われる場所、またストレージプールで使用されるストレージタ
イプなどその他の要因を含むさまざまな要因によって異なります。

Linux プラットフォームでは、EXT2 および EXT3 ファイルシステムが LUN の論
理ブロックアドレス (LBA) 全域にわたってメタデータを書き込みます。ドライ
ブはブロックグループに編成され、メタデータが各ブロックグループの先頭に配
置されます。通常この構成では、管理者がファイルシステムを作成するときに
LUN 全体がプロビジョニングされます。このフルプロビジョニングが発生する
のは、メタデータ書き込みが Oracle FS System が使用する最小割り当て単位を下
回るためです。この状態では、各割り当てエクステントが最大サイズまで拡張さ
れます。

以上のことから、シンプロビジョニングの使用が成功するかどうかは、ファイル
システムまたは LUN を使用するアプリケーションによって決まるということに
なります。

関連リンク

シンプロビジョニング

シンボリュームの拡張

シンプロビジョニングされたボリュームで追加の容量が必要になると、その時点
で Oracle FS System により容量が自動的に割り当てられるため、シンボリューム
は増加 (またはインフィル) します。

注: ただし割り当てられた追加分の容量は、すでに割り当てられている容量と非
連続になる可能性があります。

拡張増分

Oracle FS System は論理ボリュームをインフィルするときに、割り当てを拡張増
分と呼ばれるスライスに分割します。システムは割り当てを満たすのに必要な数
のスライスを使用します。
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通常の QoS (単一階層 LUN) を使用する LUN の場合、拡張増分のサイズは 1 - 2G
バイトになります。たとえば、2T バイトのボリュームの場合、1024 - 2048 個の増
分が割り当てに使用されます。実際の数は、単一階層ボリュームの次のストレー
ジプロパティーを使用するアルゴリズムの結果により異なります。

• ボリュームを配置するドライブグループのストレージクラス

• ボリュームの RAID レベル

• ボリュームのストライピング先のドライブグループの数。これは優先度の
QoS プロパティーで決定されます

注: QoS Plus (自動階層化 LUN) を使用する LUN の場合、拡張増分のサイズは
640K バイトです。

LUN の拡張

SAN LUN は単一のストレージドメインに配置され、その LUN に指定されたス
トレージクラスから提供される容量を使用します。シンプロビジョニングされた
LUN には次のルールも適用されます。

• 通常の QoS を使用する単一階層 LUN の拡張範囲は、その LUN に割り当て
られているストレージクラスをサポートしているドライブグループに限定
されます。

• 自動階層化 LUN はストレージクラスとは無関係に、すべてのストレージ階
層の容量を利用して拡張できます。

ファイルシステムの拡張

ファイルシステムは、データ階層 (ユーザーデータを保持) とメタデータ階層 (フ
ァイルシステムメタデータを保持) と呼ばれる NAS ベースのストレージ階層内
に存在します。データ階層とメタデータ階層は特定のファイルシステム専用とな
ります。

シンプロビジョニングされたファイルシステムをサポートしている NAS ストレ
ージ層の拡張は、次のルールの制限を受けます。

• 階層の拡張範囲は、その階層に割り当てられているストレージクラスをサ
ポートしているドライブグループに限定されます。

• 階層の拡張範囲は、その階層が配置されているストレージドメイン内に限
定されます。

関連リンク

優先度レベルとパフォーマンス

冗長性とデータ保護

ストレージクラスの説明

ストレージ階層

シンプロビジョニング

QoS とプロビジョニングについて
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容量の再生

論理ボリュームを削除すると Oracle FS System が領域を修復 (事前定義のビット
パターンを書き込む) し、再利用できるように領域を再生します。割り当てられ
ていた容量が解放されると、その容量は割り当て可能になります。

サイズの大きいボリュームを削除する際、全容量の再生が完了するまでに時間が

かかることがあります。自動階層化 LUN を削除する場合、割り当て済みの容量
をすばやく再生するには、ストレージドメインを手動でコンパクト化します。コ
ンパクト化すると、自動階層化 LUN の使用されていない割り当て済みの領域が
開放され、Oracle FS System がその領域を使用できるようになります。自動階層
化 LUN の割り当て済みの領域が 20% になると、システムはストレージドメイン
を自動的にコンパクト化します。

ボリュームデータを保持しているドライブの修復時間があるため、ボリュームデ
ータを所有するドライブグループの物理的な割り当て済み容量と物理的な空き容
量の合計は、それらのドライブグループの合計の物理容量と一致しないことがあ
ります。そのため Oracle FS System Manager (GUI) は、削除された容量の修復中
に、これから修復する物理容量を準備中の容量として表示します。

関連リンク

ストレージドメインのコンパクト化

ストレージドメインのコンパクト化

容量

QoS とプロビジョニングについて
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第 5章

SAN ボリュームの管理

SAN LUN の管理
LUN は次のように定義されます。

ドライブグループのコレクションに対して定義され、SAN 内で SCSI プロトコル
を使用してアドレス指定される論理ボリューム。管理者は、LUN の QoS 属性を
定義します。

Oracle Flash Storage System (GUI) を使用して次のアクションを実行します。

• 単一階層または自動階層化 LUN を作成します。

• LUN のプロパティーを変更します。

• LUN を特定の SAN ホストエントリまたは複数のホストエントリにマッピ
ングします。

• LUN をあるストレージドメインから別のものに移動します。

• LUN へのデータパスを有効化または無効化します。

• データ保護などさまざまな目的のため、LUN に対するクローンおよびコピ
ー操作を提供します。

LUN を作成するときには、ストレージリソースと QoS 属性を割り当てます。ニ
ーズが変化したときには、LUN の QoS 属性、LUN に割り当てる容量、またはそ
の両方を変更できます。LUN は自動階層として指定できます。自動階層化 LUN
の場合、システムが常時 I/O をモニターし、分析用の統計を収集します。この分
析から、データはその使用にもっとも適した階層に配置されます。

注: LUN の作成時に、LUN の階層レベルは自動的に単一階層に設定されます。よ
り高いデータ階層にデータを自動的に移行できるようにする場合は、LUN を自動
階層化された LUN に変更します。システムにストレージクラスが 1 つしか含ま
れていない場合に自動階層化された LUN を作成すると、ほかのストレージクラ
スがシステムに追加されるまでデータの移行は行われません。

Oracle FS System はストレージドメインに存在する各ストレージクラスに 2 つの
ストレージ階層を作成します。ストレージクラスのタイプに応じて、各層に
RAID レベルが割り当てられます。管理者は QoS プロパティーとストレージク
ラスにアクセスしてストレージ階層のプロパティーを確認できます。次の表に各
ストレージクラスの RAID レベルを示します。
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表 9: ストレージクラスおよびストレージ層ごとの RAID レベル
 ストレージ層

ストレージクラス 層 1 層 2

容量 HDD RAID 6 該当なし

容量 SSD RAID 5 RAID 10

パフォーマンス HDD RAID 5 RAID 10

パフォーマンス SSD RAID 5 RAID 10

Oracle FS System Manager (GUI) を使用すると LUN へのデータパスを無効化で
きます。データパスを無効にすると、SAN ホストから LUN にアクセスできなく
なります。

LUN のデータを保護するため、ボリュームをクローンできます。手動で LUN を
クローンまたはコピーできます。また、指定した時間にシステムで自動的にクロ
ーン LUN が作成されるようスケジュールを作成することもできます。

関連リンク

データの移行

LUN 統計および傾向の概要
QoS ポリシー
ストレージクラスの説明

ストレージ階層

自動階層化 LUN の作成
LUN の単一階層 QoS
LUN と SAN ホストエントリのマッピング
LUN のデータパスを無効にする

自動階層化 LUN の作成
自動階層化 LUN を作成するときには QoS とストレージクラスの初期プロパテ
ィーを選択し、LUN の容量要件を指定します。デフォルトでシステムは、使用可
能なすべてのストレージクラスを使用してデータ移行を実行できます。

自動階層化 LUN は自動階層 (QoS Plus) 機能を使用する LUN です。これは、ス
トレージドメイン内に構成されたストレージクラスを使用してデータを最適な方
法で格納し、使用可能なストレージタイプおよび容量が最大限活用されるように
するための機能です。LUN が最初は単一階層に設定された場合でも、必要に応じ
て自動階層オプションを選択できます。

LUN でデータの保存および取得が行われると、Oracle FS System がその部分のデ
ータを適切なストレージクラスに移行します。このプロセスをデータ移行と呼び
ます。QoS Plus 機能によって実行されるデータ移行は、データブロックの利用履
歴情報の分析後に、別のストレージクラスまたは RAID レベルのほうがそのデー
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タブロックにより適切なサービスを提供できるとシステムが判断したときに実行
されます。

自動階層化 LUN はストレージドメインに構成されているすべてのストレージク
ラスにアクセスできます。自動階層化 LUN を作成すると、ストレージドメイン
の容量と各ストレージクラスのストレージ割り当てを示すグラフが表示されま
す。このグラフから LUN の今後のストレージ使用を予測できるため、ストレー
ジ要件を適宜計画できます。

管理者は、システム内のストレージドメインを作成できます。システムに複数の
ストレージドメインが含まれている場合は、GUI 画面に「ストレージドメイン」
フィールドが表示されます。それ以外の場合、GUI にはこのフィールドが存在せ
ず、システムは LUN をデフォルトのストレージドメインに割り当てます。

Oracle FS System は新しい論理ボリュームを作成するのに十分なストレージリソ
ースがあるかどうかを計算します。Oracle FS System Manager (GUI) では、ボリ
ュームのストレージドメイン容量要件を示すグラフと、各ストレージクラスのス
トレージ容量を示すグラフを表示できます。ストレージクラスおよび冗長性の
QoS 値を変更すると、グラフが更新されます。

注: 使用率グラフに表示される容量値は、特定のストレージクラスに 2 つのパフ
ォーマンス構成のいずれかを指定したときに作成できる、最大ボリュームのサイ
ズを示しています。

「LUN の作成」ダイアログには、QoS 情報を入力したり、LUN をホストエント
リにマップしたりするための 3 つのタブが含まれています。

サービス品質 (必須)「サービス品質」タブでは、LUN の QoS 属性を定義
し、LUN をボリュームグループやストレージドメインに割
り当てることができます。このタブではまた、ボリュームグ
ループを作成したり、ストレージドメインのプロパティーを
表示したりすることもできます。

注: カスタムストレージドメインが定義されていない場合
は、このタブに「ストレージドメイン」オプションは表示さ
れません。

LUN ボリューム名を入力してから、事前に定義された QoS
属性を含むストレージプロファイルを選択します。必要に
応じて、カスタム QoS 属性を選択します。システムには、
「基本」と「詳細」という 2 つのレベルの QoS 設定が含まれ
ています。

LUN に対して入力した QoS 設定は、システムが初期のデー
タ配置を決定するのに役立ちます。データに関して十分な
統計や使用履歴が収集されている場合、システムは、そのデ
ータの一部を別のストレージ層に移動するかどうかを決定
します。

自動階層化された LUN を作成し、0 以外の容量を割り当て
るように要求すると、Oracle FS System は数分かけてその容
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量を予約します。容量の割り当てプロセスが完了するまで、
システムは割り当て済み容量を 0 として報告します。割り
当てプロセスが完了すると、システムは最初に要求された割
り当て済み容量を報告します。

マッピング (オプション) 「マッピング」タブでは、どの SAN ホストエ
ントリが LUN にアクセスできるかを指定できます。

次のいずれかの方法を使用して LUN をマップできます。

• 特定の LUN 番号を使用して LUN を SAN ホストエ
ントリにマップします。

• すべての SAN ホストエントリを、同じ LUN 番号を使
用して LUN にアクセスするようにマップします。こ
の方法はお勧めできません。

データ保護 (オプション) 「データ保護」タブでは、クローン LUN リポ
ジトリのストレージ容量を割り当てることができます。ク
ローン LUN リポジトリに固有の QoS プロパティーを適用
したり、リポジトリの最大ストレージ容量を割り当てたりで
きます。また、データ保護を定期的に実行するためのクロー
ンスケジュールを作成することもできます。

関連リンク

空き容量とボリューム作成

QoS Plus の概要
ストレージドメイン

ストレージプロファイル

ボリュームグループ

自動階層化 LUN の変更
LUN と SAN ホストエントリのマッピング
自動階層 LUN の作成: サービス品質の定義
自動階層 LUN の作成: データ保護の定義

自動階層 LUN の作成: サービス品質の定義

自動階層化された LUN を作成するのに必要なストレージリソースを割り当てる
ための Quality of Service (QoS) 属性を定義します。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 「アクション」 > 「作成」を選択します。

3 「自動階層」をクリックします。
4 (オプション) 「ストレージドメイン」リストから、LUN に割り当てるスト
レージドメインを選択します。

必要に応じて、参照ボタン […] をクリックして使用可能なストレージドメ
インのリストを表示します。
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注: ストレージドメインのリストが表示されるのは、管理者によって定義さ
れたストレージドメインが存在する場合だけです。管理者によって定義さ
れたストレージドメインが 1 つも存在しないか、ユーザーが LUN を特定の
ストレージドメインに割り当てなかった場合、システムは LUN をデフォル
トのストレージドメインに割り当てます。

5 「LUN 名」フィールドに名前を入力します。
6 (オプション) 「ボリュームグループ」リストから、LUN の所属先となるボ
リュームグループを選択します。

注: 必要に応じて、参照ボタン […] をクリックしてボリュームグループを作
成します。

7 既存のストレージプロファイルの QoS プロパティーを使用するには、「ス
トレージプロファイルを使用」フィールドを選択したあと、リストから目
的のプロファイルを選択します。

ストレージプロファイルを選択すると、残りの QoS プロパティーフィール
ドが読み取り専用に設定され、そのストレージプロファイルに関連付けら
れた詳細 QoS 設定が表示されます。

8 LUN の格納先となる「初期のストレージクラス」を選択します。
可能なクラス:

• 容量ディスク

• 容量 SSD
• パフォーマンスディスク

• パフォーマンス SSD
9 (オプション) 「基本」リンクを選択します。

間接的な QoS プロパティーが表示されます。使用可能な選択肢:

• 初期の標準的なアクセス

• 初期の I/O バイアス
• 初期の冗長性

10 (オプション) 「初期の標準的なアクセス」リストから、この LUN の一般的
なアクセス方法を選択します。

使用可能なアクセス方法:

• 順次

• ランダム

• 混在

11 (オプション) 「初期の I/O バイアス」リストから、この LUN の典型的な読
み取り/書き込み比率を選択します。
使用可能なバイアス:
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• 読み取り

• 書き込み

• 混在

12 (オプション) 「詳細」リンクを選択します。

直接的な QoS プロパティーが表示されます。使用可能な選択肢:

• 初期の RAID レベル
• 初期の先読み

重要: 詳細 QoS プロパティーを選択すると、基本 QoS 選択がクリアされま
す。

13 (オプション) 「初期の RAID レベル」リストから、この LUN に関連付ける
RAID レベルを選択します。
可能性のある RAID レベル:

• シングルパリティー

• ダブルパリティー

• ミラー化

14 (オプション) 「初期の先読み」リストから、この LUN に適用する先読みポ
リシーを選択します。

有効なポリシー:

• 通常

• 積極的

• 保守的

15 (オプション) 「優先度レベル」フィールドから、LUN の目的のオプション
を選択します。

有効な選択肢:

• 最高

• 高

• 中

• 低

• アーカイブ

16 (オプション) 「移行/コピーの優先度」リストから、システムがバックグラ
ウンドコピーを実行する方法を定義する優先度を選択します。

有効な選択肢:

• システムによる選択

• 影響の最小化

• 速度の最大化
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17 (オプション) 「追加オプション」ボタンをクリックします。
「追加オプション」ダイアログが表示されます。

18 (オプション) 「追加オプション」ダイアログから、自動階層 LUN で使用す
るストレージクラスを選択します。

19 (オプション) 自動階層化を有効にするには、「階層の再割り当てが有効」チ
ェックボックスにチェックマークを付けます。

20「閉じる」をクリックします。
21「割り当て済み」および「アドレス可能」フィールドに、このボリュームの
論理容量を指定します。

注: LUN のストレージ要件への影響を確認するには、ストレージ容量使用
量グラフを使用してください。

22 LUN を今すぐ作成するには、「OK」をクリックします。

「OK」をクリックすると LUN が作成されますが、その際、残りのタブではデフ
ォルト設定が使用されます。ほかのタブに関連するタスクを実行すれば、残りの
LUN プロパティーを微調整できます。デフォルトのプロパティーを次に示しま
す。

• LUN は、デフォルトボリュームグループとデフォルトストレージドメイン
に割り当てられます。

• LUN は、最新の LUN マッピングと同じホストエントリにマッピングされ
ます。

• システムは、クローン LUN のリポジトリ容量を作成しません。

• システムは、自動クローン LUN のスケジュールを作成しません。

関連リンク

「SAN LUN の作成」、「サービス品質」タブ、「自動階層」
QoS Plus の概要
SAN LUN の管理
LUN と SAN ホストエントリのマッピング
自動階層 LUN の作成: データ保護の定義

自動階層 LUN の作成: データ保護の定義

自動階層 LUN にクローン容量を割り当てて、クローン操作を定期的に実行する
スケジュールを作成できます。「データ保護」ページでは、クローンのカスタム
QoS 設定を使用することも、LUN の設定を使用することもできます。

クローンが作成されたあと、そのクローンの優先度レベルやその他のプロパティ
ーを変更できます。クローン LUN を作成する場合は、そのクローンのための十
分なリポジトリ領域が存在することを確認してください。システムはクローンリ
ポジトリ内に、ソースボリュームまたはクローンに対して行われた変更のみを格
納します。
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1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。
2 「アクション」 > 「作成」を選択します。
3 「自動階層」をクリックします。
4 「データ保護」タブをクリックします。
5 システムがクローン LUN を作成できるように、「クローンを有効化」チェ
ックボックスにチェックマークを付けます。
このオプションを選択すると、ページの残りのオプションが有効になりま
す。

6 「最大容量」フィールドに、クローンストレージの容量の値を入力します。
システムはデフォルトで LUN ストレージ容量の 110% を設定します。値
100% を選択すると、不要な容量を消費することなくストレージ容量の厳密
な制御を回避するのに十分な容量を確保できます。

注意: この領域が不足する可能性 (それにより、データの不一致または損失
が発生する場合があります) を最小限に抑えるために、十分なリポジトリま
たはクローンストレージ容量を割り当ててください。十分な容量を設定す
るには、ソースボリューム容量にレプリカの数を掛け、さらにそれに最大
の変化率を掛けた値に等しい値を使用します。たとえば、アクティブなレ
プリカが同時に 20 個存在すると予測され、かつ変化率が 20% を超えない
100G バイトボリュームの場合は、ストレージ容量に 400G バイトの値を使
用します。

7 (オプション) 「リポジトリ QoS を LUN QoS に一致させる」チェックボッ
クスにチェックマークを付けます。
「リポジトリ QoS を LUN QoS に一致させる」オプションを選択すると、
LUN QoS のプロパティーがクローンに適用され、クローンストレージの
QoS フィールドが無効になります。

8 (オプション) 「ストレージドメイン」リストから、LUN を割り当てるスト
レージドメインを選択します。

9 LUN の格納先となる「初期のストレージクラス」を選択します。
可能なクラス:

• 容量ディスク

• 容量 SSD
• パフォーマンスディスク

• パフォーマンス SSD
10 (オプション) 「基本」リンクを選択します。

間接的な QoS プロパティーが表示されます。使用可能な選択肢:

• 初期の標準的なアクセス

• 初期の I/O バイアス
• 初期の冗長性

SAN ボリュームの管理

130



11 (オプション) 「初期の標準的なアクセス」リストから、この LUN の一般的
なアクセス方法を選択します。

使用可能なアクセス方法:

• 順次

• ランダム

• 混在

12 (オプション) 「初期の I/O バイアス」リストから、この LUN の典型的な読
み取り/書き込み比率を選択します。
使用可能なバイアス:

• 読み取り

• 書き込み

• 混在

13 (オプション) 「詳細」リンクを選択します。

直接的な QoS プロパティーが表示されます。使用可能な選択肢:

• 初期の RAID レベル

重要: 詳細 QoS プロパティーを選択すると、基本 QoS 選択がクリアされま
す。

14 (オプション) 「初期の RAID レベル」リストから、この LUN に関連付ける
RAID レベルを選択します。
可能性のある RAID レベル:

• シングルパリティー

• ダブルパリティー

• ミラー化

15 (オプション) 「優先度レベル」フィールドから、LUN の目的のオプション
を選択します。

有効な選択肢:

• 最高

• 高

• 中

• 低

• アーカイブ

16 (オプション) 「追加オプション」ボタンをクリックします。
「追加オプション」ダイアログが表示されます。

17 (オプション) 「追加オプション」ダイアログから、自動階層 LUN で使用す
るストレージクラスを選択します。
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18「閉じる」をクリックします。
19 (オプション) クローン LUN のデータ保護スケジュールを作成するには、
「作成」をクリックします。

スケジュールに基づいてクローン LUN を作成する手順を参照してくださ
い。

20 (オプション) 「OK」をクリックします。

「OK」をクリックすると LUN が作成されますが、その際、残りのタブではデフ
ォルト設定が使用されます。ほかのタブに関連するタスクを実行すれば、残りの
LUN プロパティーを微調整できます。デフォルトのプロパティーを次に示しま
す。

• LUN は、デフォルトボリュームグループとデフォルトストレージドメイン
に割り当てられます。

• LUN は、最新の LUN マッピングと同じホストエントリにマッピングされ
ます。

• システムは、クローン LUN のリポジトリ容量を作成しません。

• システムは、自動クローン LUN のスケジュールを作成しません。

関連リンク

「SAN LUN の作成」、「データ保護」タブ、「自動階層」
SAN LUN の管理
LUN と SAN ホストエントリのマッピング
自動階層 LUN の作成: サービス品質の定義

自動階層化 LUN の変更
自動階層化 LUN の現在の Quality of Service (QoS) 属性を変更しなければならな
い場合があります。変更には容量の追加やクローン LUN への容量割り当てなど
が含まれます。LUN のマッピングや、LUN の割り当て先コントローラを変更す
ることもできます。必要であれば、自動階層化 LUN を単一階層に変換すること
もできます。

注: 論理ボリュームのストレージクラスを変更すると、そのボリュームは新しい
ストレージクラスに移行されます。そのボリュームの既存のクローンは新しいス
トレージクラスに移行されません。

LUN を変更するには、Oracle FS System Manager 画面で QoS 属性を入力します。
「LUN の変更」画面には、QoS 情報を入力したり、LUN をホストエントリにマ
ップしたりするための 3 つのタブが含まれています。

重要: LUN を変更する前に、「QoS のリバランス」バックグラウンドタスクがア
クティブではないことを確認してください。このタスクは LUN の変更を妨げま
す。
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サービス品質 (必須)「サービス品質」タブでは、割り当てられているボリ
ュームグループまたはストレージドメインを変更できます。
グループが存在しない場合は、グループを作成することもで
きます。このタブではまた、選択されたパラメータに応じて
ストレージプロファイル、ストレージクラス、冗長性、その
他のプロパティーを選択することを含め、QoS 属性のカスタ
マイズも可能です。また、LUN の容量制限を設定したり、
選択された QoS 属性がストレージクラスや全体的なシステ
ムストレージ容量に与える影響を表示したりすることもで
きます。

マッピング (オプション) 「マッピング」タブでは、どの SAN ホストエ
ントリが LUN にアクセスできるかを指定できます。

次のいずれかの方法を使用して LUN をマップできます。

• 特定の LUN 番号を使用して LUN を SAN ホストエ
ントリにマップします。

• すべての SAN ホストエントリを、同じ LUN 番号を使
用して LUN にアクセスするようにマップします。こ
の方法はお勧めできません。

データ保護 (オプション) 「データ保護」タブでは、クローン LUN リポ
ジトリのストレージ容量を割り当てることができます。ク
ローン LUN リポジトリに固有の QoS プロパティーを適用
したり、クローンの最大クローン容量を減らすのではなく、
増やすことができます。また、データ保護を定期的に実行す
るためのクローンスケジュールを作成することもできます。

関連リンク

QoS Plus の概要
自動階層化 LUN を変更する: サービス品質を定義する
自動階層化 LUN を変更する: 単一階層 QoS に変更する
自動階層化 LUN を変更する: データ保護を定義する

自動階層化 LUN を変更する: サービス品質を定義する

自動階層化 LUN の現在の QoS 属性の変更が必要になる場合があります。変更
としては、容量の増加やクローン LUN 用の領域の割り当てなどが挙げられます。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 変更する LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。

4 「サービス品質」タブから必要な QoS 属性を変更します。

5 LUN への変更を保存するには、「OK」をクリックします。
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関連リンク

「SAN LUN の変更」、「サービス品質」タブ、「自動階層」
QoS Plus の概要
自動階層化 LUN の変更

自動階層化 LUN を変更する: 単一階層 QoS に変更する

固定の QoS リソースやストレージクラスを使用する必要がある場合は、自動階層
化 LUN を単一階層 LUN に変更します。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 変更する LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。

4 「サービス品質」タブをクリックします。
5 「単一階層」をクリックします。
6 QoS プロパティーを必要に応じて更新します。

7 LUN への変更を保存するには、「OK」をクリックします。

LUN 概要ページの階層再割り当て列の状態が、自動階層状態 (「有効」など) か
らダッシュ (‑ ‑) に変わります。この状態変化は、LUN が単一階層になったこと
を示しています。

関連リンク

「SAN LUN の変更」、「サービス品質」タブ、「単一階層」
自動階層化 LUN の変更

自動階層化 LUN を変更する: データ保護を定義する

自動階層化 LUN の割り当てクローン容量や QoS プロパティーを変更したり、デ
ータ保護スケジュールを管理したりできます。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 変更する LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。

4 「データ保護」タブをクリックします。
5 必要に応じてフィールドを更新します。

6 (オプション) クローン LUN のデータ保護スケジュールを作成するには、
「作成」をクリックします。

スケジュールに基づいてクローン LUN を作成する手順を参照してくださ
い。
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7 (オプション) 既存のデータ保護スケジュールを更新するには、「クローンス
ケジュール」リストからスケジュールを選択したあと、「変更」をクリック
します。

詳細については、スケジュールの変更手順を参照してください。

8 (オプション) 既存のデータ保護スケジュールを削除するには、「クローンス
ケジュール」リストからスケジュールを選択したあと、「削除」をクリック
します。

注: データ保護スケジュールの削除に対する確認プロンプトは表示されま
せん。

9 LUN への変更を保存するには、「OK」をクリックします。

関連リンク

「SAN LUN の変更」、「データ保護」タブ、「自動階層」
LUN データ保護スケジュールを作成する
自動階層化 LUN の変更

LUN の単一階層 QoS
単一階層 LUN の QoS プロパティーでは、Oracle FS System 上の LUN にデータ
を保存するときに使用するストレージクラスと各種のパフォーマンスパラメータ
を指定できます。

単一階層 LUN の QoS プロパティーは管理者が変更しないかぎり変更されませ
ん。自動階層 LUN では、データアクティビティーがモニターされ、システムパ
フォーマンスとデータアクティビティーに基づいて QoS プロパティーが自動的
に調整されます。一部のアプリケーションでは、Oracle FS System による QoS プ
ロパティーの変更が望ましくない場合があります。そのような場合は単一階層を
選択します。

次の理由に該当する場合は、単一階層 LUN の作成を検討してください。

• アプリケーションがすべての I/O で低い待機時間を要求します。単一階層
I/O ではパフォーマンス SSD などのストレージクラスを指定できます。ス
トレージクラスを指定すると、アプリケーションのアクセス頻度とは無関
係にこのクラスが使用されます。

• アプリケーションへのアクセスが頻繁にありますが特別なパフォーマンス
要件はありません。単一階層では通常のパフォーマンス特性の大容量ドラ
イブに長期データを分離できます。

• アプリケーションを既存のシステムから Oracle FS System に移行する場合
で、既存のシステムにはそのアプリケーション固有のパフォーマンス要件
に対応する LUN が構成されています。

必要であれば、LUN の作成後にこの階層タイプを自動階層に変更できます。
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関連リンク

QoS ポリシー
SAN LUN の管理
単一階層 LUN の作成
単一階層 LUN の変更

単一階層 LUN の作成

Oracle FS System は、Quality of Service (QoS) プロパティーとストレージクラス
で構成される単一階層内に LUN を作成します。

LUN を作成するときに、Oracle FS System は新しい論理ボリュームを作成するの
に十分なストレージリソースがあるかどうかを計算します。Oracle FS System
Manager (GUI) では、ボリュームのストレージ容量要件を示すグラフと、システ
ム全体の容量要件を示すグラフを表示できます。ストレージクラスおよび冗長性
の QoS 値を変更すると、グラフが更新されます。

注: 使用率グラフに表示される容量値は、特定のストレージクラスに 2 つのパフ
ォーマンス構成のいずれかを指定したときに作成できる、最大ボリュームのサイ
ズを示しています。

管理者は、システム内のストレージドメインを作成できます。システムに複数の
ストレージドメインが含まれている場合は、GUI 画面に「ストレージドメイン」
フィールドが表示されます。それ以外の場合、GUI にはこのフィールドが存在せ
ず、システムは LUN をデフォルトのストレージドメインに割り当てます。

LUN をボリュームグループに割り当てることもできます。使用できるボリュー
ムグループがない場合は、この画面でボリュームグループを作成できます。論理
ボリュームや、場合によってはほかのボリュームグループを編成するために使用
される管理システムオブジェクト。ボリュームグループは、複数のストレージド
メインにまたがることができます。

「LUN の作成」ダイアログには、QoS 情報を入力したり、LUN をホストエント
リにマップしたりするための 3 つのタブが含まれています。

サービス品質 (必須)「サービス品質」タブでは、LUN の QoS 属性を定義
し、LUN をボリュームグループやストレージドメインに割
り当てることができます。このタブではまた、ボリュームグ
ループを作成したり、ストレージドメインのプロパティーを
表示したりすることもできます。

注: カスタムストレージドメインが定義されていない場合
は、このタブに「ストレージドメイン」オプションは表示さ
れません。

LUN ボリューム名を入力してから、事前に定義された QoS
属性を含むストレージプロファイルを選択します。必要に
応じて、カスタム QoS 属性を選択します。システムには、
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「基本」と「詳細」という 2 つのレベルの QoS 設定が含まれ
ています。

マッピング (オプション) 「マッピング」タブでは、どの SAN ホストエ
ントリが LUN にアクセスできるかを指定できます。

次のいずれかの方法を使用して LUN をマップできます。

• 特定の LUN 番号を使用して LUN を SAN ホストエ
ントリにマップします。

• すべての SAN ホストエントリを、同じ LUN 番号を使
用して LUN にアクセスするようにマップします。こ
の方法はお勧めできません。

データ保護 (オプション) 「データ保護」タブでは、クローン LUN リポ
ジトリのストレージ容量を割り当てることができます。ク
ローン LUN リポジトリに固有の QoS プロパティーを適用
したり、リポジトリの最大ストレージ容量を割り当てたりで
きます。また、データ保護を定期的に実行するためのクロー
ンスケジュールを作成することもできます。

関連リンク

空き容量とボリューム作成

ストレージドメイン

ストレージプロファイル

ボリュームグループ

LUN の単一階層 QoS
LUN と SAN ホストエントリのマッピング
単一階層 LUN を作成する: サービス品質を定義する
単一階層 LUN を作成する: データ保護を定義する

単一階層 LUN を作成する: サービス品質を定義する

単一階層 LUN の作成に必要なストレージリソースを割り当てるには、Quality of
Service (QoS) 属性を定義します。

Oracle FS System Manager (GUI) は、QoS 属性を含むストレージプロファイルの
リストを表示します。ストレージプロファイルを選択すると、システムは QoS フ
ィールドに、そのストレージプロファイルに対して定義された値を自動的に入力
します。ストレージプロファイルを選択すると、カスタム QoS 設定が無効になり
ます。カスタム QoS 設定を定義するには、独自のストレージプロファイルを作成
できます。それにより、「ストレージプロファイル」リストからカスタムストレー
ジプロファイルを選択できます。

ストレージドメインでは、ストレージ管理者は論理ボリュームを特定のストレー
ジドメインに割り当てることができます。この割り当てを利用してボリューム間
の競合を少なくしたり、ボリュームごとに異なるレベルのセキュリティーを適用
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したり、これら両方を実現することもできます。ストレージ容量が不足した場合
は、管理者はストレージドメインにドライブグループを追加できます。

ボリュームグループを使用すると、論理ボリュームを 1 つの管理単位にグループ
化できます。そのあと、このボリュームグループを 1 つの大容量ボリュームとし
て扱うことができます。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。
2 「アクション」 > 「作成」を選択します。
3 「単一階層」をクリックします。
4 (オプション) 「ストレージドメイン」リストから、LUN に割り当てるスト
レージドメインを選択します。

必要に応じて、参照ボタン […] をクリックして使用可能なストレージドメ
インのリストを表示します。

注: ストレージドメインのリストが表示されるのは、管理者によって定義さ
れたストレージドメインが存在する場合だけです。管理者によって定義さ
れたストレージドメインが 1 つも存在しないか、ユーザーが LUN を特定の
ストレージドメインに割り当てなかった場合、システムは LUN をデフォル
トのストレージドメインに割り当てます。

5 「LUN 名」フィールドに名前を入力します。
6 (オプション) 「ボリュームグループ」リストから、LUN の所属先となるボ
リュームグループを選択します。

注: 必要に応じて、参照ボタン […] をクリックしてボリュームグループを作
成します。

7 既存のストレージプロファイルの QoS プロパティーを使用するには、「ス
トレージプロファイルを使用」フィールドを選択したあと、リストから目
的のプロファイルを選択します。

ストレージプロファイルを選択すると、残りの QoS プロパティーフィール
ドが読み取り専用に設定され、そのストレージプロファイルに関連付けら
れた詳細 QoS 設定が表示されます。

8 LUN の格納先となる「ストレージクラス」を選択します。
可能なクラス:

• 容量ディスク

• 容量 SSD
• パフォーマンスディスク

• パフォーマンス SSD
9 (オプション) 「基本」リンクを選択します。

間接的な QoS プロパティーが表示されます。使用可能な選択肢:

• 標準的なアクセス
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• I/O バイアス
• 冗長性

10 (オプション) 「標準的なアクセス」リストから、この LUN の一般的なアク
セス方法を選択します。

使用可能なアクセス方法:

• 順次

• ランダム

• 混在

11 (オプション) 「I/O バイアス」リストから、この LUN の典型的な読み取
り/書き込み比率を選択します。
使用可能なバイアス:

• 読み取り

• 書き込み

• 混在

12 (オプション) 「冗長性」リストから、この LUN でコピーするパリティービ
ットの数を選択します。

使用可能な冗長性:

• 単一

• 二重

13 (オプション) 「詳細」リンクを選択します。

直接的な QoS プロパティーが表示されます。使用可能な選択肢:

• RAID レベル
• 先読み

重要: 詳細 QoS プロパティーを選択すると、基本 QoS 選択がクリアされま
す。

14 (オプション) 「RAID レベル」リストから、この LUN に関連付ける RAID
レベルを選択します。

可能性のある RAID レベル:

• シングルパリティー

• ダブルパリティー

• ミラー化

15 (オプション) 「先読み」リストから、この LUN に適用する先読みポリシー
を選択します。

有効なポリシー:

• 通常
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• 積極的

• 保守的

16 (オプション) 「優先度レベル」フィールドから、LUN の目的のオプション
を選択します。

有効な選択肢:

• 最高

• 高

• 中

• 低

• アーカイブ

17 (オプション) 「移行/コピーの優先度」リストから、システムがバックグラ
ウンドコピーを実行する方法を定義する優先度を選択します。

有効な選択肢:

• システムによる選択

• 影響の最小化

• 速度の最大化

18「割り当て済み」および「アドレス可能」フィールドに、このボリュームの
論理容量を指定します。

注: LUN のストレージ要件への影響を確認するには、ストレージ容量使用
量グラフを使用してください。

19 LUN を今すぐ作成するには、「OK」をクリックします。

「OK」をクリックすると LUN が作成されますが、その際、残りのタブではデフ
ォルト設定が使用されます。ほかのタブに関連するタスクを実行すれば、残りの
LUN プロパティーを微調整できます。デフォルトのプロパティーを次に示しま
す。

• LUN は、デフォルトボリュームグループとデフォルトストレージドメイン
に割り当てられます。

• LUN は、最新の LUN マッピングと同じホストエントリにマッピングされ
ます。

• システムは、クローン LUN のリポジトリ容量を作成しません。

• システムは、自動クローン LUN のスケジュールを作成しません。

関連リンク

「SAN LUN の作成」、「サービス品質」タブ、「単一階層」
SAN LUN の管理
LUN と SAN ホストエントリのマッピング
単一階層 LUN を作成する: データ保護を定義する
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単一階層 LUN を作成する: データ保護を定義する

単一階層 LUN のクローン容量を割り当て、クローン操作を定期的に実行するた
めのクローン LUN スケジュールを作成することができます。さらに「データ保
護」ページでは、クローン用のカスタム QoS 設定を使用することも、LUN 設定
を使用することも可能です。

クローンが作成されたあと、そのクローンの優先度レベルやその他のプロパティ
ーを変更できます。クローン LUN を作成する場合は、そのクローンのための十
分なリポジトリ領域が存在することを確認してください。システムはクローンリ
ポジトリ内に、ソースボリュームまたはクローンに対して行われた変更のみを格
納します。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 「アクション」 > 「作成」を選択します。

3 「単一階層」をクリックします。
4 「データ保護」タブをクリックします。
5 システムがクローン LUN を作成できるように、「クローンを有効化」チェ
ックボックスにチェックマークを付けます。
このオプションを選択すると、ページの残りのオプションが有効になりま
す。

6 「最大容量」フィールドに、クローンストレージの容量の値を入力します。
システムはデフォルトで LUN ストレージ容量の 110% を設定します。値
100% を選択すると、不要な容量を消費することなくストレージ容量の厳密
な制御を回避するのに十分な容量を確保できます。

注意: この領域が不足する可能性 (それにより、データの不一致または損失
が発生する場合があります) を最小限に抑えるために、十分なリポジトリま
たはクローンストレージ容量を割り当ててください。十分な容量を設定す
るには、ソースボリューム容量にレプリカの数を掛け、さらにそれに最大
の変化率を掛けた値に等しい値を使用します。たとえば、アクティブなレ
プリカが同時に 20 個存在すると予測され、かつ変化率が 20% を超えない
100G バイトボリュームの場合は、ストレージ容量に 400G バイトの値を使
用します。

7 (オプション) 「リポジトリ QoS を LUN QoS に一致させる」チェックボッ
クスにチェックマークを付けます。
「リポジトリ QoS を LUN QoS に一致させる」オプションを選択すると、
LUN QoS のプロパティーがクローンに適用され、クローンストレージの
QoS フィールドが無効になります。

8 (オプション) 「ストレージドメイン」リストから、LUN を割り当てるスト
レージドメインを選択します。

9 LUN の格納先となる「ストレージクラス」を選択します。
可能なクラス:
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• 容量ディスク

• 容量 SSD
• パフォーマンスディスク

• パフォーマンス SSD

10 (オプション) 「基本」リンクを選択します。

間接的な QoS プロパティーが表示されます。使用可能な選択肢:

• 標準的なアクセス

• I/O バイアス
• 冗長性

11 (オプション) 「標準的なアクセス」リストから、この LUN の一般的なアク
セス方法を選択します。

使用可能なアクセス方法:

• 順次

• ランダム

• 混在

12 (オプション) 「I/O バイアス」リストから、この LUN の典型的な読み取
り/書き込み比率を選択します。
使用可能なバイアス:

• 読み取り

• 書き込み

• 混在

13 (オプション) 「冗長性」リストから、この LUN でコピーするパリティービ
ットの数を選択します。

使用可能な冗長性:

• 単一

• 二重

14 (オプション) 「詳細」リンクを選択します。

直接的な QoS プロパティーが表示されます。使用可能な選択肢:

• RAID レベル
• 先読み

重要: 詳細 QoS プロパティーを選択すると、基本 QoS 選択がクリアされま
す。

15 (オプション) 「RAID レベル」リストから、この LUN に関連付ける RAID
レベルを選択します。
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可能性のある RAID レベル:

• シングルパリティー

• ダブルパリティー

• ミラー化

16 (オプション) 「優先度レベル」フィールドから、LUN の目的のオプション
を選択します。

有効な選択肢:

• 最高

• 高

• 中

• 低

• アーカイブ

17 (オプション) クローン LUN のデータ保護スケジュールを作成するには、
「作成」をクリックします。

スケジュールに基づいてクローン LUN を作成する手順を参照してくださ
い。

18 (オプション) 「OK」をクリックします。

「OK」をクリックすると LUN が作成されますが、その際、残りのタブではデフ
ォルト設定が使用されます。ほかのタブに関連するタスクを実行すれば、残りの
LUN プロパティーを微調整できます。デフォルトのプロパティーを次に示しま
す。

• LUN は、デフォルトボリュームグループとデフォルトストレージドメイン
に割り当てられます。

• LUN は、最新の LUN マッピングと同じホストエントリにマッピングされ
ます。

• システムは、クローン LUN のリポジトリ容量を作成しません。

• システムは、自動クローン LUN のスケジュールを作成しません。

関連リンク

「SAN LUN の作成」、「データ保護」タブ、「単一階層」
SAN LUN の管理
LUN と SAN ホストエントリのマッピング
単一階層 LUN を作成する: サービス品質を定義する
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単一階層 LUN の変更

容量の追加や、クローン LUN への容量割り当てなど、単一階層 LUN の現在の
Quality of Service (QoS) 属性を変更しなければならない場合があります。LUN
のマッピングや、LUN の割り当て先のコントローラを変更することもできます。

注: 論理ボリュームのストレージクラスを変更すると、そのボリュームは新しい
ストレージクラスに移行されます。そのボリュームの既存のクローンは新しいス
トレージクラスに移行されません。

LUN を変更するには、Oracle FS System Manager 画面で QoS 属性を入力します。
「LUN の変更」画面には、QoS 情報を入力したり、LUN をホストエントリにマ
ップしたりするための 3 つのタブが含まれています。

サービス品質 (必須)「サービス品質」タブでは、割り当てられているボリ
ュームグループまたはストレージドメインを変更できます。
グループが存在しない場合は、グループを作成することもで
きます。このタブではまた、選択されたパラメータに応じて
ストレージプロファイル、ストレージクラス、冗長性、その
他のプロパティーを選択することを含め、QoS 属性のカスタ
マイズも可能です。また、LUN の容量制限を設定したり、
選択された QoS 属性がストレージクラスや全体的なシステ
ムストレージ容量に与える影響を表示したりすることもで
きます。

マッピング (オプション) 「マッピング」タブでは、どの SAN ホストエ
ントリが LUN にアクセスできるかを指定できます。

次のいずれかの方法を使用して LUN をマップできます。

• 特定の LUN 番号を使用して LUN を SAN ホストエ
ントリにマップします。

• すべての SAN ホストエントリを、同じ LUN 番号を使
用して LUN にアクセスするようにマップします。こ
の方法はお勧めできません。

データ保護 (オプション) 「データ保護」タブでは、クローン LUN リポ
ジトリのストレージ容量を割り当てることができます。ク
ローン LUN リポジトリに固有の QoS プロパティーを適用
したり、クローンの最大クローン容量を減らすのではなく、
増やすことができます。また、データ保護を定期的に実行す
るためのクローンスケジュールを作成することもできます。

関連リンク

単一階層 LUN を変更する: サービス品質
単一階層 LUN を変更する: 自動階層化 LUN に変更する
単一階層 LUN を変更する: データ保護
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単一階層 LUN を変更する: サービス品質

容量の増加やクローン LUN 用の領域の割り当てなど、LUN の現在の QoS 属性
を変更しなければいけない場合があります。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 変更する LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。

4 「サービス品質」タブから必要な QoS 属性を変更します。

5 LUN への変更を保存するには、「OK」をクリックします。

関連リンク

「SAN LUN の変更」、「サービス品質」タブ、「単一階層」
単一階層 LUN の変更

単一階層 LUN を変更する: 自動階層化 LUN に変更する

Oracle FS System のリソースを効率的に使用する必要がある場合は、単一階層
LUN を自動階層化 LUN に変更します。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 変更する LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。

4 「サービス品質」タブをクリックします。
5 「自動階層」をクリックします。
6 (オプション) 「追加オプション」ボタンをクリックします。
「追加オプション」ダイアログが表示されます。

7 (オプション) 「追加オプション」ダイアログから、自動階層 LUN で使用す
るストレージクラスを選択します。

8 (オプション) 自動階層化を有効にするには、「階層の再割り当てが有効」チ
ェックボックスにチェックマークを付けます。

9 「閉じる」をクリックします。
10 QoS プロパティーを必要に応じて更新します。

11 LUN への変更を保存するには、「OK」をクリックします。

LUN 概要ページの階層再割り当て列の状態が、ダッシュ (‑ ‑) からほかの状態
(「有効」など) に変わります。この状態変化は、LUN が自動階層になったことを
示しています。

関連リンク

「SAN LUN の変更」、「サービス品質」タブ、「自動階層」
単一階層 LUN の変更
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単一階層 LUN を変更する: データ保護

単一階層 LUN の割り当てクローン容量や QoS プロパティーを変更できます。
また、データ保護スケジュールを管理することもできます。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。
2 変更する LUN を選択します。
3 「アクション」 > 「変更」を選択します。
4 「データ保護」タブをクリックします。
5 必要に応じてフィールドを更新します。

6 (オプション) クローン LUN のデータ保護スケジュールを作成するには、
「作成」をクリックします。

スケジュールに基づいてクローン LUN を作成する手順を参照してくださ
い。

7 (オプション) 既存のデータ保護スケジュールを更新するには、「クローンス
ケジュール」リストからスケジュールを選択したあと、「変更」をクリック
します。

詳細については、スケジュールの変更手順を参照してください。

8 (オプション) 既存のデータ保護スケジュールを削除するには、「クローンス
ケジュール」リストからスケジュールを選択したあと、「削除」をクリック
します。

注: データ保護スケジュールの削除に対する確認プロンプトは表示されま
せん。

9 LUN への変更を保存するには、「OK」をクリックします。

関連リンク

「SAN LUN の変更」、「データ保護」タブ、「単一階層」
単一階層 LUN の変更

LUN の詳細を表示する
選択された LUN の詳細を表示できます。

LUN の詳細情報を次に示します。

• 単一階層 LUN または自動階層 LUN

• Quality of Service (QoS) 属性

• 割り当てられたストレージ容量

• ボリュームグループおよびストレージドメインとの関連付け

• SAN ホストエントリのマッピング詳細およびコントローラのポートマス
ク割り当て

• クローン容量およびクローニングスケジュール
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1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 表示する LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「表示」を選択します。

4 タブ形式のページをどれか選択して LUN のプロパティーを表示します。

5 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

SAN LUN の表示、「データ保護」タブ、単一階層
SAN LUN の表示、「マッピング」タブ
SAN LUN の表示、「サービス品質」タブ、単一階層
コントローラポート

QoS ポリシー
ストレージドメイン

ボリュームグループ

自動階層化 LUN の変更
単一階層 LUN の変更
LUN と SAN ホストエントリのマッピング

LUN のデータパスを無効にする
SAN ホストから LUN やクローン LUN にアクセスできなくする必要が生じる場
合があります。

論理ボリュームへのデータパスを無効にすると、そのボリュームでの I/O 処理が
行われなくなります。ただし、SAN ホストエントリへのマッピングは保持されま
す。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 データパスを無効にする LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「データパスの無効化」を選択します。
確認ダイアログが表示されます。

4 LUN のデータパスを無効にするには、「OK」をクリックします。

LUN の概要ページで、このボリュームの「ホストアクセス」ステータスが「非ア
クティブ」に変わります。I/O を開始してネットワークから LUN にアクセスでき
るようにするには、LUN を有効にする必要があります。

関連リンク

SAN LUN の概要ページ
SAN LUN の管理
LUN のデータパスを有効にする
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LUN のデータパスを有効にする
LUN へのデータパスを有効にすると、マッピングされた SAN ホストとボリュー
ムとの通信が回復されます。LUN へのデータパスが無効になっている場合、すで
に確立されたホストマッピングを使ってその LUN に SAN ホストからアクセス
できるようにすることが可能です。

LUN の概要ページでは、無効化された LUN の「ホストアクセス」ステータスは
「非アクティブ」になります。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 有効にする LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「データパスの有効化」を選択します。

4 データパスを有効にするには、「OK」をクリックします。

LUN の概要ページで、このボリュームの「ホストアクセス」ステータスが、「非
アクティブ」から元のステータスに変わります。

関連リンク

SAN LUN の概要ページ
SAN LUN の管理
LUN のデータパスを無効にする

LUN の再配置
LUN を割り当て先のコントローラから別のコントローラに再配置できます。

LUN をあるコントローラから別のコントローラに再配置すると、データの整合性
を維持しながら新しい場所でボリュームが再構成されます。

注意: LUN の再配置中にクライアントがその LUN を変更しようとすると、クラ
イアント接続は切断され、データは破損するか失われます。LUN を別のコントロ
ーラに再配置する前に、クライアントは LUN をアンマウントして、移動中にデ
ータの整合性が失われないようにします。

バックグラウンドでのコピーが完了するまでは、LUN のコピーをソース LUN と
して同じコントローラ上で保持してください。このタスクのステータスは「タス
ク」ウィンドウでモニターできます。

重要: LUN が SAN レプリケーションペアのメンバーである場合、LUN を別のコ
ントローラに再配置する前にそのペアを分離してください。詳細は、Oracle
MaxRep for SAN ユーザーズガイドを参照してください。

関連リンク

データレプリカとシステム容量

SAN LUN の管理
コントローラ上の LUN 配置の変更
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コントローラ上の LUN 配置の変更
LUN を別のコントローラに再配置できます。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 変更する LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。

4 「マッピング」タブをクリックします。
「現在のコントローラ」フィールドに現在のコントローラ割り当てが表示さ
れます。

5 「割り当てられたコントローラ」リストから、目的のコントローラを選択し
ます。

6 変更を保存するには、「OK」をクリックします。

関連リンク

「SAN LUN の変更」、「マッピング」タブ
LUN の再配置

LUN を削除する
不要になった LUN は削除できます。

注: LUN を削除すると、処理中のクローンや完了済みのクローンもすべて削除さ
れます。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 削除する LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「削除」を選択します。
システムによって「LUN の削除」ダイアログが表示されます。「LUN の削
除」ダイアログには、LUN と、システムによって削除対象として特定され
た関連クローンが一覧表示されます。

注: 削除する LUN にホストマッピングが含まれていた場合、システムによ
って「LUN および既存のホストマッピングを削除します」オプションが表
示されます。ホストマッピングを含む LUN を削除すると、それらの各ホス
トからその LUN やクローンにアクセスできなくなります。

4 LUN およびすべてのクローンやホストマッピングを削除することを通知
するには、オプション「LUN および既存のホストマッピングを削除しま
す」を選択します。

5 「OK」をクリックします。
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関連リンク

LUN の削除
自動階層化 LUN の作成
単一階層 LUN の作成

LUN と SAN ホストエントリのマッピング
LUN の作成後、これらを SAN ホストエントリにマッピングし、Oracle FS System
がボリュームを使用できるようにします。

マッピングを使えば、どの SAN ホストエントリが LUN にアクセスできるかを指
定できます。LUN をホストエントリにマッピングすると、Oracle FS System から
LUN を使用できるようになります。

次のいずれかの方法を使用して LUN をマップできます。

• 特定の LUN 番号を使用して LUN を SAN ホストエントリにマップしま
す。

• すべての SAN ホストエントリを、同じ LUN 番号を使用して LUN にアク
セスするようにマップします。この方法はお勧めできません。

関連リンク

LUN を作成する: 選択されたホストエントリによってマッピングを定義する
LUN を作成する: LUN 番号によってマッピングを定義する
LUN を変更する: 選択されたホストエントリによってマッピングを定義する
LUN を変更する: LUN 番号によってマッピングを定義する

LUN を作成する: 選択されたホストエントリによってマッピングを定義する
LUN のマッピングを行うと、LUN がホストエントリから使用可能になります。
LUN が特定のホストエントリと LUN 番号にマップされるように指定できます。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。
2 「アクション」 > 「作成」を選択します。
3 「マッピング」タブをクリックします。
4 LUN へのアクセスを可能にする「アクセスプロトコル」を選択します。
有効なオプション:

• ファイバチャネル (FC)
5 オプション「選択されたホストのみ (マップ経由)」を選択します。
システムによってホストマッピングテーブルが表示されます。

6 「LUN コントローラの割り当て」コントロールで、Oracle FS System がコ
ントローラを割り当てることができるように、「割り当てられたコントロー
ラ」オプションがデフォルト <auto assign> に設定されたままにします。

7 「作成」をクリックします。
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8 「LUN マップの作成」ダイアログから LUN のマッピングを定義したあと、
「OK」をクリックするか「OK して続行」をクリックします。
有効なオプション:

• LUN 名
• ホスト名

• LUN 番号

ヒント: ネットワーククライアントが Windows 2000 または 2003 プラット
フォームを使用していて、それらのクライアントから LUN にアクセスでき
るようにする場合、LUN 番号 255 は選択しないでください。

注: 「OK して続行」をクリックすると、追加のホストをこの LUN にマッ
ピングできます。「OK」をクリックすると、LUN マッピングが作成され、
ダイアログが閉じます。

9 (オプション) 「この LUN に対してマスクされたポート」の表から、マスク
するコントローラポートごとに「はい」を選択します。

ポートをマスクすると、指定されたポートから LUN にアクセスできなくな
ります。

注: Oracle FS System の LUN マスキングやスイッチゾーン設定を使用し、
LUN の割り当ては使用しない場合、クライアントから LUN へのアクセス
に使用するポート上で LUN が公開されない状況が発生する可能性があり
ます。この状況が発生しないようにするには、LUN を、そのマッピングが
設定されたコントローラに割り当てます。

10「OK」をクリックします。

LUN へのアクセスを許可するホストエントリがリストに表示されない場合は、ホ
ストイニシエータをホストエントリに関連付けることでホストエントリを追加し
ます。

「OK」をクリックすると LUN が作成されますが、その際、残りのタブではデフ
ォルト設定が使用されます。ほかのタブに関連するタスクを実行すれば、残りの
LUN プロパティーを微調整できます。デフォルトのプロパティーを次に示しま
す。

• LUN は、デフォルトボリュームグループとデフォルトストレージドメイン
に割り当てられます。

• LUN は、最新の LUN マッピングと同じホストエントリにマッピングされ
ます。

• システムは、クローン LUN のリポジトリ容量を作成しません。

• システムは、自動クローン LUN のスケジュールを作成しません。
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関連リンク

「LUN マップの作成」ダイアログ
「SAN LUN の作成」、「マッピング」タブ

LUN と SAN ホストエントリのマッピング
自動階層化 LUN の作成
単一階層 LUN の作成

LUN を作成する: LUN 番号によってマッピングを定義する
LUN のマッピングを行うと、LUN がホストから使用可能になります。任意の
SAN ホストエントリが使用可能な特定の LUN 番号に LUN がマップされるよう
に指定できます。

すべての SAN ホストエントリから同じ一意の LUN 番号を使って LUN にアク
セスできるようにする必要がある場合があります。このアプローチでは、どのホ
ストからもこの LUN にマップしないようにする必要があります。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 「アクション」 > 「作成」を選択します。

3 「マッピング」タブをクリックします。
4 LUN へのアクセスを可能にする「アクセスプロトコル」を選択します。
有効なオプション:

• ファイバチャネル (FC)

5 オプション「すべてのホストが LUN 番号を使用してこの LUN にアクセス
できます。」を選択します。

6 LUN に割り当てる LUN 番号をドロップダウンリストから選択します。

ヒント: ネットワーククライアントが Windows 2000 または 2003 プラット
フォームを使用していて、それらのクライアントから LUN にアクセスでき
るようにする場合、LUN 番号 255 は選択しないでください。

7 「LUN コントローラの割り当て」コントロールで、Oracle FS System がコ
ントローラを割り当てることができるように、「割り当てられたコントロー
ラ」オプションがデフォルト <auto assign> に設定されたままにします。

8 (オプション) 「この LUN に対してマスクされたポート」の表から、マスク
するコントローラポートごとに「はい」を選択します。

ポートをマスクすると、指定されたポートから LUN にアクセスできなくな
ります。

注: Oracle FS System の LUN マスキングやスイッチゾーン設定を使用し、
LUN の割り当ては使用しない場合、クライアントから LUN へのアクセス
に使用するポート上で LUN が公開されない状況が発生する可能性があり
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ます。この状況が発生しないようにするには、LUN を、そのマッピングが
設定されたコントローラに割り当てます。

9 「OK」をクリックします。

「OK」をクリックすると LUN が作成されますが、その際、残りのタブではデフ
ォルト設定が使用されます。ほかのタブに関連するタスクを実行すれば、残りの
LUN プロパティーを微調整できます。デフォルトのプロパティーを次に示しま
す。

• LUN は、デフォルトボリュームグループとデフォルトストレージドメイン
に割り当てられます。

• LUN は、最新の LUN マッピングと同じホストエントリにマッピングされ
ます。

• システムは、クローン LUN のリポジトリ容量を作成しません。

• システムは、自動クローン LUN のスケジュールを作成しません。

関連リンク

「LUN マップの作成」ダイアログ
LUN と SAN ホストエントリのマッピング
自動階層化 LUN の作成
単一階層 LUN の作成

LUN を変更する: 選択されたホストエントリによってマッピングを定義する
ホストが (保守などの理由により) オフラインになった場合、ホストエントリの
LUN マッピングプロパティーを変更しなければいけない場合があります。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 変更する LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。

4 「マッピング」タブで、変更するホストマッピングを選択したあと、「変更」
をクリックします。

5 「LUN 番号の変更」ダイアログから、この LUN にマップする新しい LUN
を選択したあと、「OK」をクリックします。

ヒント: ネットワーククライアントが Windows 2000 または 2003 プラット
フォームを使用していて、それらのクライアントから LUN にアクセスでき
るようにする場合、LUN 番号 255 は選択しないでください。

6 変更を保存するには、「OK」をクリックします。

LUN へのアクセスを許可するホストエントリがリストに表示されない場合は、ホ
ストイニシエータをホストエントリに関連付けることでホストエントリを追加し
ます。
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関連リンク

「LUN 番号の変更」ダイアログ
「SAN LUN の変更」、「マッピング」タブ

LUN と SAN ホストエントリのマッピング
自動階層化 LUN の変更
単一階層 LUN の変更

LUN を変更する: LUN 番号によってマッピングを定義する
LUN へのアクセス時にすべての SAN ホストエントリが使用する LUN 番号を変
更しなければいけない場合があります。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 変更する LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。

4 「マッピング」タブで、LUN に割り当てる LUN 番号をドロップダウンリス
トから選択します。

ヒント: ネットワーククライアントが Windows 2000 または 2003 プラット
フォームを使用していて、それらのクライアントから LUN にアクセスでき
るようにする場合、LUN 番号 255 は選択しないでください。

5 変更を保存するには、「OK」をクリックします。

関連リンク

「SAN LUN の変更」、「マッピング」タブ
LUN と SAN ホストエントリのマッピング
自動階層化 LUN の変更
単一階層 LUN の変更

Oracle FS VDS Provider
Oracle FS Virtual Disk Service Provider (VDS プロバイダ) ソフトウェアは、管理
者が Oracle FS System 上の LUN を管理するときに使用できるプラグインです。
このソフトウェアは パイロット 管理インタフェースから入手できます。

Oracle FS System パイロット 管理インタフェースにあるリンクから、Oracle FS
Virtual Disk Service Provider ソフトウェアをダウンロードしてインストールで
きます。インストール中に 1 つの Oracle FS System を登録できます。インスト
ール後に、さらに別のシステムを登録できます。

注: システムを登録する前に、VDS ソフトウェアのインストールを確認してくだ
さい。
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関連リンク

SAN LUN の管理
VDS プロバイダをダウンロードしてインストールする
VDS プロバイダのインストールを確認する
VDS プロバイダに Oracle FS System を登録する

VDS プロバイダをダウンロードしてインストールする
パイロット の管理インタフェースには、Oracle FS Virtual Disk Service Provider
ソフトウェアをダウンロードするためのリンクが用意されています。このソフト
ウェアは 32 ビットと 64 ビットのどちらのシステムでも使用可能です。

前提条件 • FC プロトコルで構成された Oracle FS System。

• Oracle FS System を Oracle FS Virtual Disk Service
Provider ソフトウェアに登録するには、次の情報が必
要となります。

• システムのシリアル番号

• ログインアカウント: ユーザー名

• ログインアカウント: パスワード

ソフトウェアインストーラでは 1 つの Oracle FS System を構成できます。追加
のシステムを構成するには、registerAxiom という名前のコマンド行ツールを使
用します。

1 Web ブラウザを起動します。
2 パイロットの IP アドレスまたは Oracle FS System の名前を、オープン対象
のアドレスとして指定します。

3 「ユーティリティーソフトウェア」タブをクリックします。
4 VDS ソフトウェアをダウンロードし、ファイルをサーバーに保存します。
システムのアーキテクチャーに適したソフトウェアバージョンを選択しま
す。

• Oracle FS VDS Provider ‑ 32 bit のダウンロード
• Oracle FS VDS Provider ‑ 64 bit のダウンロード

5 サーバー上でファイルを見つけ、ファイルをダブルクリックしてインスト
ールを開始します。

6 指示に従ってソフトウェアをサーバーにインストールします。

注: インストール中に Oracle FS System のシリアル番号、ユーザー名、およ
びパスワードの入力を求められます。

7 インストールウィザードを閉じるには、インストール完了ページの「閉じ
る」をクリックします。

8 Windows サーバーを再起動します。
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次に、ソフトウェアが正しくインストールされていることを確認します。

関連リンク
Oracle FS VDS Provider
VDS プロバイダのインストールを確認する

VDS プロバイダのインストールを確認する
Oracle FS Virtual Disk Service Provider ソフトウェアのインストールが完了した
ら、インストールを確認します。インストールの確認が完了したら、ほかの
Oracle FS System をさらに登録できます。

前提条件 インストールされた Oracle FS Virtual Disk Service
Provider ソフトウェア。

ワークステーションに Oracle FS Virtual Disk Service Provider ソフトウェアがイ
ンストールされていることを確認するには、Windows プログラムの diskRAID を
使用します。

1 ワークステーションから「スタート」 > 「ファイル名を指定して実行」に
移動します。

2 「名前」フィールドに diskraid と入力します。

3 「OK」をクリックします。
ワークステーションへのアクセスを確認するプロンプトが表示されます。

4 続行するには「はい」をクリックします。
新しいコンソールウィンドウが開き、DISKRAID> というプロンプトが表示
されます。

5 コマンドプロンプトから list providers と入力します。
VDS プロバイダの名前が表示されていることを確認します。VDS プロバ
イダの名前が表示されない場合は、もう一度ソフトウェアをインストール
するか、システム管理者に連絡してください。

6 DISKRAID コマンドウィンドウを閉じるには、exit と入力します。

関連リンク
Oracle FS VDS Provider
VDS プロバイダをダウンロードしてインストールする

VDS プロバイダに Oracle FS System を登録する
Oracle FS Virtual Disk Service Provider ソフトウェアのインストールが完了した
あと、追加の Oracle FS System をソフトウェアに登録できます。

前提条件 • インストール済みの Oracle FS Virtual Disk Service
Provider プラグイン
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• 各 Oracle FS System を Oracle FS Virtual Disk Service
Provider プラグインに登録するには、次の情報が必要
となります。

• システムのシリアル番号

• ログインアカウント: ユーザー名

• ログインアカウント: パスワード

Oracle FS Virtual Disk Service Provider は、Oracle FS System 用の Windows レジ
ストリエントリの追加や削除を行うユーティリティーをインストールします。

1 ワークステーションからコマンドプロンプトを起動します。

2 VDS プロバイダインストールの bin フォルダにディレクトリを変更しま
す。

3 (オプション) 使用可能なオプションの一覧を表示するには、
registerAxiom と入力します。

4 Oracle FS System を登録するには、「registerAxiom sample-serial user-name
user-password」と入力します。

注: 必要な情報を表示された順番に入力します。
5 (オプション) 登録済みの Oracle FS System を削除するには、

registerAxiom sample-serial と入力します。

関連リンク
Oracle FS VDS Provider
VDS プロバイダをダウンロードしてインストールする
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第 6章

SAN ホストエントリの管理

SAN ホストエントリ
SAN ホストエントリは 1 つ以上のイニシエータのグループを表す Oracle FS
System Manager (GUI) 内のレコードです。イニシエータは FC HBA ポートの
World Wide Name (WWN) です。GUI を使用して手動でホストエントリを作成
するか、Oracle FS Path Manager (FSPM) を使用して自動的にホストエントリを作
成します。

注: GUI では SAN ホストエントリを指す場合にホストという用語を使用してい
ます。また、SAN ホストという用語は、ストレージエリアネットワークをとおし
て Oracle FS System に接続するコンピュータを指します。

Oracle FS System には次のタイプの SAN ホストエントリを含めることができま
す。

関連付けられてい
ないホスト

SAN 上でイニシエータを発見すると Oracle FS System は関
連付けられていない SAN ホストエントリを自動的に作成し
ます。イニシエータの名前と、関連付けられていない SAN
ホストエントリの名前は同じです。

関連付けられたホ
スト

管理者が 1 つ以上のホストイニシエータを関連付けたホス
トエントリ。イニシエータを関連付けられたホストとして
手動で関連付けるには、「関連付けられたホスト」オプショ
ンを使用します。イニシエータをホストに関連付けると、関
連付けられたホストはホストエントリとなり、GUI でホスト
と呼ばれます。

FSPM ホスト

FSPM が パイロット にログインしたあとに 1 つ以上のホス
トイニシエータを関連付けるホスト。FSPM は FSPM ホス
ト上のイニシエータと FSPM ホスト名の関連付けを管理し
ます。

FSPM ホストエントリには次の情報が含まれています。

• FSPM ホストの名前。これは FSPM を実行する SAN
ホストです

• イニシエータのリスト。これにはホストシステムの
FC ポートも含まれます
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Oracle FS System に LUN がある場合、これらを任意のタイプのホストエントリ
にマッピングできます。マッピングした LUN は、ホストエントリが所有するす
べてのイニシエータから認識できるようになります。

必要に応じてイニシエータを関連付けられたホストエントリに移動できます。関

連付けられていないホストから関連付けられたホストにイニシエータを移動する
と、関連付けられていないイニシエータがそのホストエントリに追加され、関連
付けられていないホストエントリは削除されます。システムはマッピングされて
いる LUN をそのホストエントリに移動して LUN マッピングを維持します。

たとえば、LUN (LUN 番号 3 にマッピングされている) を LUN (LUN 番号 5 にマ
ッピングされている) が含まれているホストに移動するとします。移動後の関連
付けられたホストには両方の LUN が含まれ、それぞれが各 LUN 番号にマッピン
グされています。新しい LUN 番号と既存の LUN 番号が同じ場合、Oracle FS
System は新しくマッピングされた LUN に新しい LUN 番号を割り当てます。

イニシエータを関連付けられたホストエントリ間で移動するには、次のアクショ

ンを実行する必要があります。

• 最初のホストエントリからイニシエータを削除します。

• イニシエータを新しいホストエントリに関連付けます。

元のホストエントリの LUN マッピングは新しいホストエントリに適用されませ
ん。イニシエータの移動後、元のホストエントリに関連付けられているイニシエ
ータがなくなった場合、Oracle FS System はそのエントリを削除します。

SAN ホストエントリを削除すると、Oracle FS System がシステムに接続されてい
る各イニシエータに対して関連付けられていないホストを作成します。ホストを
削除するときには、次のオプションを選択できます。

• 削除するホストに所属するすべての LUN マッピングを新しい関連付けら
れていないホストのそれぞれで維持します。LUN マッピングを維持して
おくことで、LUN を別のホストにマッピングできます。

• 削除するホストに所属するすべての LUN マッピングを削除します。

関連リンク

SAN ホストエントリの管理
SAN ホスト上の FSPM

SAN ホスト上の FSPM
Oracle FS Path Manager (FSPM) は SAN ホストのイニシエータポートと、SAN ホ
ストと Oracle FS System 間のデータパスをモニターします。

多くのオペレーティングシステムで、FSPM は次の主要機能を実行します。

SAN ホストエントリの管理
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• ホストの HBA ポートとコントローラポートの間で複数のパスを使用でき
るようにします

• HBA チャネルとコントローラポートにわたって負荷を均衡化します

• パスの障害をモニターし、障害が発生した場合はトラフィックを別のパス
に転送します

• LUN をホストボリュームにマップします

• ホストドライバとパスのステータスを Oracle FS System Manager (GUI) に
レポートします

• SAN ホストが選択されたときはログを収集してコールホームファイルに
格納します

• GUI で FSPM ホストの認識と構成を自動化します

ホストシステムは SCSI-over-FC ドライバをとおして LUN にアクセスします。
これらのドライバはオペレーティングシステムに付属しているか、HBA の製造元
から提供されます。

関連リンク

コントローラポート

イベントログの管理

LUN と SAN ホストエントリのマッピング
FSPM ホストの管理

FSPM ホストの管理
Oracle FS Path Manager (FSPM) は SAN ホストで実行され、FSPM ホストを作成
し、Oracle FS System 上のデータパスをモニターします。

FSPM が パイロット にログインしたときに、FSPM は SAN ホストの名前とホス
トのイニシエータのリストを提供します。必要に応じて Oracle FS System は、シ
ステム上で見つからない FSPM ホストを作成し、使用可能なイニシエータをその
FSPM ホストに割り当てます。

FSPM は次の条件に該当する場合に正常に動作します。

• FSPM が パイロット に正常にログインしました。

• パイロット がホストイニシエータを FSPM ホストとして登録しました。

• パイロット と FSPM デーモン間にアクティブな TCP 接続があります。

FSPM ホストエントリには次の情報が含まれています。

• FSPM ホストの名前。これは FSPM を実行する SAN ホストです

• イニシエータのリスト。これにはホストシステムの FC ポートも含まれま
す

SAN ホストエントリの管理
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FSPM ホストエントリの名前を変更する必要がある場合は、FSPM を実行してい
る SAN ホストの名前を変更します。

注意: FSPM ホストの名前を間違って変更すると、データにアクセスできなくなる
可能性があります。

SAN ホストで実行されている FSPM は Oracle FS System に情報を継続的に提供
しています。たとえば、FSPM は各 LUN について、ホストで現在使用できる最
適化されたパスと最適化されていないパスの数をレポートしています。

FSPM を使用して次のアクションを実行できます。

• Oracle FS System コントローラへの複数のデータパスをモニターします。

• ホスト上の各イニシエータの接続ステータスを確認します。

• 複数のパス間で負荷トラフィックを均衡化します。

FSPM は SAN ホストイニシエータのリストを パイロット に送信します。現在
FSPM ホストエントリに関連付けられていない SAN ホストイニシエータは、そ
れに追加されます。その結果、FSPM ホストエントリに関連付けられているすべ
ての LUN マッピングが新しいイニシエータに適用されます。

FSPM ホストエントリを削除すると、その FSPM ホストのメンバーであるイニシ
エータが解放されます。しかし、FSPM が次に パイロット にログインしたとき
に、新しい FSPM ホストが作成されます。

FSPM の詳細については Oracle FS Path Manager のインストールガイドを、適切な
SAN ホストプラットフォームについては Oracle FS Path Manager のリリースノー
トを参照してください。

関連リンク

SAN ホストエントリ
FSPM ホストの名前を変更する

FSPM ホストの名前を変更する
Oracle FS Path Manager (FSPM) ホストの名前を変更するには、古いホストエント
リを削除したあと、FSPM を実行している SAN ホストの名前を変更します。
FSPM により、新しい SAN ホスト名を持つ新しいホストエントリが作成されま
す。

FSPM ホスト名には、FSPM を実行している SAN ホストの名前が含まれていま
す。FSPM ホストの名前を変更するには、FSPM ホストを削除してから SAN ホス
トの名前を変更します。FSPM を再起動すると、FSPM によって新しい FSPM ホ
ストが作成されます。FSPM ホストの名前を正しく変更すれば、Oracle FS
System によって FSPM ホストの内部レコードが確実に保守されます。

1 FSPM を停止します。

SAN ホストエントリの管理
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手順については、Oracle FS Path Manager のインストールガイドを参照して
ください。

2 Oracle FS System Manager (GUI) から SAN ホストエントリ (FSPM ホスト
も含む) の一覧を表示するには、「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」に
移動します。

3 FSPM ホストにイニシエータが少なくとも 1 つ接続されていることを確認
します。

4 削除する FSPM ホストを選択します。

5 「アクション」 > 「ホストの削除」を選択します。
システムはその FSPM ホストとすべての LUN マッピングを表示します。

6 「マッピングとイニシエータを削除しますか?」オプションが選択されてい
ないことを確認します。

「マッピングと発信元を削除しますか?」オプションは選択しなかったので、
Oracle FS System はホストイニシエータへのマッピングをすべて保持しま
す。システムが新しい SAN ホスト名を使って FSPM ホストを作成する際
に、FSPM はこれらのイニシエータを使用します。

7 FSPM ホストを削除するには、「OK」をクリックします。

8 FSPM ソフトウェアがインストールされている SAN ホストの名前を変更
します。

SAN ホスト名の変更手順はホストのオペレーティングシステムごとに異
なります。ホストのオペレーティングシステムのドキュメントを確認して
ください。

9 FSPM を再起動します。
手順については、Oracle FS Path Manager のインストールガイドを参照して
ください。

FSPM が パイロット にログインし、新しい SAN ホスト名を報告します。次に、
Oracle FS System が、新しい SAN ホスト名を持つ FSPM ホストエントリを作成
します。FSPM ホストには、ホストイニシエータとすべての LUN マッピングが
含まれています。

関連リンク

「ホスト」概要ページ

FSPM ホストの管理
関連付けられたホストエントリの名前を変更する

SAN ホストエントリの管理
Oracle FS System Manager (GUI) を使用して SAN ホストエントリを管理しま
す。Oracle FS Path Manager (FSPM) をインストールしている場合、FSPM によっ
て FSPM ホストエントリが作成されます。

SAN ホストエントリの管理

162



コントローラと SAN ホストの構成には次のタスクが含まれます。

• ネットワークにアクセスできるようコントローラ上の FC ポートを構成し
ます。これらのポートを構成すると SAN ホスト上のイニシエータポート
からコントローラ上のターゲットポートに接続できるようになります。

• SAN ホストイニシエータポートの別名を指定します。別名を使用するこ
とでポートの特定が簡単になります。

• LUN で HP-UX アドレス指定スキームを使用できるように、HP‑UX 互換オ
プションを有効化します。

• 一部のオペレーティングシステムでは FSPM 負荷分散設定を構成します。

• LUN を特定のホストエントリにマッピングします。マッピングは SAN ホ
ストが LUN を特定してアクセスできるようにするメカニズムです。

• オプションでコントローラポートをマスキングし、そのポートから LUN に
アクセスできないようにします。

• ホストエントリをホストの名前付きの論理コレクションであるホストグル
ープに関連付けます。

ホストエントリを削除すると、Oracle FS System は削除されたエントリのイニシ
エータへのマッピングをデフォルトで維持します。これらの維持されたマッピン
グを別のホストエントリに転送できます。オプションでホストエントリを削除す
るときに、これらのマッピングを削除することもできます。ホストエントリを削
除すると、Oracle FS System は発見したイニシエータ用に関連付けなしの新しい
ホストエントリを作成します。新しいイニシエータを表示するのに画面のリフレ
ッシュ (Ctrl-Alt-R) が必要になる場合があります。

ホストグループを使用してホストをグループ化できます。ホストグループは名前
付きの、1 つ以上のホストエントリの論理コレクションです。ホストグループは
たくさんの SAN ホストエントリを 1 つの管理しやすいオブジェクトに関連付け
る便利な方法です。ホストグループは関連付けられたホストおよび FSPM ホス
トと互換性があります。

関連リンク

LUN と SAN ホストエントリのマッピング
コントローラのポートアグリゲーションを管理する

関連付けられたホストエントリの作成

SAN ホストシステムに Oracle FS Path Manager (FSPM) がインストールされて
いない場合は、1 つ以上のイニシエータを指定したホストエントリに関連付ける
ことで、関連付けられたホストエントリを作成します。

ホストの概要ページに次のいずれかの方法で表示されるホストがある場合は、そ
のホストにイニシエータを関連付けます。

• 不明な状態

SAN ホストエントリの管理
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• FC イニシエータの WWN (world wide name)

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」に移動します。

2 「アクション」 > 「ホストの関連付け」を選択します。
「ホストの関連付け」ダイアログが表示されます。

3 「ホスト名」フィールドにホストの名前を指定します。
4 「関連付けの作成」リストからイニシエータを選択します。
有効な方法:

• 検出された WWN 名のリストからイニシエータを選択します。

• SAN ネットワーク上のイニシエータの WWN を入力します。

5 イニシエータをホストエントリに関連付けるには、「追加」をクリックしま
す。
選択したイニシエータが「関連付け」表に移動します。

6 必要に応じて、引き続き「関連付け」表にイニシエータを追加します。

7 (オプション) 「関連付け」表からエントリを削除するには、その項目を選
択して「削除」をクリックします。

8 「OK」をクリックします。

ホストの概要ページに、ホストエントリの名前が必要な関連付けられたイニシエ
ータとともに表示されます。

関連リンク

「ホストの関連付け」ダイアログ

「ホスト」概要ページ

SAN ホストエントリ

関連付けられたホストエントリの名前を変更する

関連付けられたホストエントリについては、関連するマッピングに影響を与えず
に名前を変更できます。

FSPM ホストエントリや関連付けられていないホストエントリの名前は直接変更
できません。これらのタイプのホストエントリでは、「ホスト名」フィールドが有
効になりません。

• 関連付けられていないホストエントリの名前を変更するには、必要な名前
を持つ関連付けられたホストエントリを作成します。

• FSPM ホストエントリの名前を変更するには、FSPM ホストの名前を変更す
る必要があります。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」に移動します。

2 名前を変更する関連付けられたホストを選択します。

3 「アクション」 > 「ホストの変更」を選択します。

SAN ホストエントリの管理
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4 「ホスト名」フィールドにホストの新しい名前を入力します。
5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ホスト」概要ページ

「ホストの変更」、「ポート」タブ

ホストエントリを削除する

ホストエントリとイニシエータの関連付けを削除するには、ホストエントリを削
除します。

Oracle FS System は、削除されたホストエントリのイニシエータへの LUN マッ
ピングを保持します。ユーザーはこのマッピングを必要に応じて削除できます。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」に移動します。

2 削除するホストをリストから選択します。

3 「アクション」 > 「ホストの削除」を選択します。
システムによって「ホストの削除」ダイアログが表示されます。

4 (オプション) 「マッピングとイニシエータを削除しますか?」オプションを
選択します。

「マッピングと発信元を削除しますか?」オプションを選択することで、シ
ステムはすべての LUN マッピングと関連するイニシエータを削除し、それ
らのイニシエータに対する関連付けられていないホストエントリをすぐに
は作成しません。この場合、SAN 上でイニシエータが見つかるたびに、シ
ステムは関連付けられていないホストエントリを作成します。

5 「OK」をクリックします。

必要であれば、リフレッシュアイコン ( ) をクリックして画面をリフレッシュ
し、マップされていないホストイニシエータを表示します。

関連リンク

「ホスト」概要ページ

SAN ホストエントリの管理

SAN ホストエントリの設定を表示する
SAN ホストエントリのステータスや関連するイニシエータを表示できます。
Oracle FS Path Manager (FSPM) がインストールされている場合は、負荷分散や通
信のステータスに関する詳細も表示できます。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」に移動します。

2 表示するホストをリストから選択します。

3 「アクション」 > 「ホストの表示」を選択します。

SAN ホストエントリの管理
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4 タブ形式のページのいずれかを選択し、ホスト設定を表示します。

5 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

「ホスト」概要ページ

「ホストの表示」、「詳細」タブ

「ホストの表示」、「Oracle FS Path Manager」タブ
「ホストの表示」、「ポート」タブ

SAN ホストエントリの管理

SAN ホストエントリの変更
ホスト HBA ポートの別名追加、HP-UX 互換オプションの設定など、ホストに関
する情報を変更できます。

FSPM ホストエントリの FSPM 設定は、FSPM がインストールされていて
Oracle FS System と通信している場合にのみ変更できます。

また、HP‑UX オペレーティングシステムを実行しているホストがある場合は、こ
れらのホストで HP‑UX 互換オプションを有効化します。このオプションを有効
化すると、HP‑UX アドレス指定スキームで LUN 番号が提示されるため、最大
4095 個の LUN を使用できます。これを有効にした場合、ホストは ID 0 を使用す
る可視の LUN を保持できなくなります。

必要に応じ、次のタブ付きページを使用してホストを変更できます。

ポート HBA ポートの別名の作成または変更と、FC ポートの情報表
示が可能です。

Oracle FS Path
Manager

インストールされている FSPM バージョンとパスマネージ
ャーの設定を表示できます。このページでは負荷分散の設
定を変更するほか、最適化されているデータパスと最適化さ
れていないデータパスの数を確認できます。

詳細 SAN ホストが HP‑UX オペレーティングシステムを実行し
ている場合、このページから HP‑UX 互換モードオプション
を設定できます。

関連リンク

SAN ホスト上の FSPM
ホストを変更する: ポート別名を割り当てる
ホストを変更する: FSPM 負荷分散
ホストを変更する: 詳細設定の再構成

ホストを変更する: ポート別名を割り当てる

HBA ポートに別名を割り当てると、ホストやポートを識別しやすくなります。

SAN ホストエントリの管理
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1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」に移動します。
2 変更するホストをリストから選択します。

3 「アクション」 > 「ホストの変更」を選択します。
4 「ポート」タブのリストからポートを選択します。
5 変更するポートの別名を「別名」に入力します。

6 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ホストの変更」、「ポート」タブ

SAN ホストエントリの変更

ホストを変更する: FSPM 負荷分散

Oracle FS Path Manager (FSPM) が LUN にアクセスする際に使用する負荷分散
方式を変更できます。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」に移動します。
2 変更するホストをリストから選択します。

3 「アクション」 > 「ホストの変更」を選択します。
4 「Oracle FS Path Manager」タブから、LUN を選択したあと、「負荷分散」
リストからオプションを選択します。

使用可能な方式:

• 静的

• ラウンドロビン

注: 一部のオペレーティングシステムではこのオプションを更新できませ
ん。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ホストの変更」、「Oracle FS Path Manager」タブ
SAN ホストエントリの変更

ホストを変更する: 詳細設定の再構成

HP‑UX オペレーティングシステムが稼働するホストがある場合、HP‑UX 互換オ
プションを有効にします。HP‑UX 互換オプションが有効になると、システムは
HP-UX アドレス指定スキームを使って LUN 番号を表示するようになります。

HP-UX アドレス指定スキームによる LUN 番号の場合、最大 4095 個の LUN にア
クセスできます。

注: これが有効になっている場合、HP-UX ホストは、ID 0 を使用する可視の LUN
を持つことができません。

SAN ホストエントリの管理
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1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」に移動します。

2 変更するホストをリストから選択します。

3 「アクション」 > 「ホストの変更」を選択します。

4 「詳細」タブを選択します。
5 HP‑UX の LUN アドレス指定スキームを有効にするには、「HP-UX 互換モ
ード」オプションを選択します。

6 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ホストの変更」、「詳細」タブ

SAN ホストエントリの変更

イニシエータからコントローラへの接続

Oracle FS System Manager (GUI) では各コントローラポートとホストイニシエー
タの接続ステータスが提供されます。LUN をホストにマッピングしたあとに、シ
ステム内の各データパスの接続ステータスを確認できます。

コントローラとホストイニシエータ間の内部接続により、冗長性の高いデータパ
スが作成されます。この冗長性により、ホスト、コントローラ、およびマッピン
グ先の LUN 間で信頼性の高いデータ転送が可能になります。Oracle FS System
ではさまざまなデータパス内の接続ステータスを確認できます。たとえば、FC
スイッチのオフライン状態が報告されることもあります。

GUI のさまざまな場所からアクセスできる「イニシエータからコントローラへの
接続」メニュー項目から接続ステータスを確認できます。選択したオブジェクト
によって、ホストエントリ、ホストイニシエータ、または LUN に関連付けられ
ているイニシエータの状態が GUI に表示されます。次の表は、コントローラポー
ト、LUN、ホスト、およびイニシエータ間の接続情報をまとめたものです。

表 10: GUI 内のイニシエータからコントローラへの接続情報
GUI ページソース 選択されたオ

ブジェクト
接続情報

「ホスト」の概要 ホスト すべてのコントローラポートとホストエントリ
に割り当てられているすべてのホストイニシエ
ータ間の接続を表示します。

「ホスト」の概要 ホストイニシ
エータ

すべてのコントローラポートと選択されている
ホストイニシエータ間の接続を表示します。

SAN ホストエントリの管理
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表 10: GUI 内のイニシエータからコントローラへの接続情報 (続き)

GUI ページソース 選択されたオ
ブジェクト

接続情報

「LUN からホスト
へのマッピング」の
概要

LUN このページは LUN とホスト間の接続ステータ
スを表示します。このページには、ホストイニシ
エータとすべてのコントローラポート間の接続
も表示されます。

「ホストから LUN
へのマッピング」の
概要

ホスト このページはホストと LUN 間の接続ステータ
スを表示します。このページには、ホストイニシ
エータとすべてのコントローラポート間の接続
も表示されます。

関連リンク

コントローラポート

LUN と SAN ホストエントリのマッピング
SAN ホストエントリ
SAN ホストエントリの管理

ホストグループ

ホストエントリを特定のグループに割り当てることにより、ホストへの LUN の
マッピングを簡単に管理できます。このグループは名前付きの論理的なホストの
コレクションです。

システムに次のホストが含まれていることがあります。

• Oracle FS Path Manager (FSPM) によって登録された、FSPM ホストエント
リと呼ばれるホスト

• 管理者がさまざまなイニシエータを関連付けて作成した、関連付けられた
ホストエントリと呼ばれるホスト

FSPM サービスを使用したり、手動でホストエントリを作成したりして、追加の
ホストを作成できます。SAN ホストクラスタが複数あり、それぞれに SAN ホス
トが多数含まれていて各 SAN ホストにイニシエータが含まれているような場合
は、ホストグループを作成すると便利です。

SAN ホストクラスタが GUI でホストグループとして定義されていない場合は、
LUN をクラスタにマッピングするときに、各ホストを 1 つずつ LUN にマッピン
グする必要があります。また、SAN ホストを別のクラスタに移動しなければなら
ない場合も、各 LUN マッピングを 1 つずつ更新する必要があります。

ただし、クラスタをホストグループとして定義し、ホストをそのホストグループ
に割り当てる方法のほうが効率的です。その後、あるホストグループから別のホ
ストグループにホストを移動するときに、そのホストに関連付けられているイニ
シエータはすべて、そのホストグループに関連付けられている LUN マッピング
を継承します。

SAN ホストエントリの管理
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注: パイロット では、古いマッピングの削除と新しいイニシエータのマッピング
の作成が自動的に管理されます。

ホストグループには次の特性があります。

• ホストが所属できるのは 1 つのホストグループのみです。

• ホストグループにマッピングできるホスト数に制限はありません。

• ホストグループには 0 個以上のマッピングを付与できます。

• LUN はホストまたはホストグループのいずれかにマッピングできます。

• ホストグループにマッピングがある場合、ホストグループ内のすべてのホ
ストがそのホストグループのマッピングをすべて保持することになります
が、特定のホストがそれ以外のマッピングも保持する場合もあります。ほ
かのマッピングと矛盾するマッピングは許可されません。

• マッピングを持つホストをマッピングのないホストグループに割り当てる
ときに、ホスト上のマッピングをホストグループに移行するようシステム
に求められます。マッピングを移行すると、そのホストだけでなく、グル
ープ内のすべてのホストがそのマッピングを使用できるようになります。

たとえば、次のようなホストグループ (クラスタ) 構成があるとします。

ホストグループア
ルファ

このホストグループに LUN1 が LUN 番号 0 としてマッピ
ングされています。

ホスト A イニシエータ A1 と A2 が LUN1 にマッピ
ングされています。LUN 番号は 0 です。

ホスト B イニシエータ B1 と B2 が LUN1 にマッピ
ングされています。LUN 番号は 0 です。

ホストグループオ
メガ

このホストグループに LUN2 が LUN 番号 0 としてマッピ
ングされています。

ホスト C イニシエータ C1 と C2 が LUN2 にマッピ
ングされています。LUN 番号は 0 です。

ホストグループアルファからホストグループオメガにホスト B を移動すると、次
のようにホスト B の LUN マッピングが自動調整されます。

ホストグループア
ルファ

このホストグループに LUN1 が LUN 番号 0 としてマッピ
ングされています。

ホスト A イニシエータ A1 と A2 が LUN1 にマッピ
ングされています。LUN 番号は 0 です。

ホストグループオ
メガ

このホストグループに LUN2 が LUN 番号 0 としてマッピ
ングされています。

ホスト B イニシエータ B1 と B2 が LUN2 にマッピ
ングされています。LUN 番号は 0 です。
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ホスト C イニシエータ C1 と C2 が LUN2 にマッピ
ングされています。LUN 番号は 0 です。

関連リンク

ホストグループの管理

ホストグループの作成

ホストグループの管理

ホストグループの管理には、ホストグループへのホストのマッピングと、ホストの
LUN へのアクセスについて理解することが含まれます。

ホストグループ機能を使用するには、最初にホストグループを作成し、そのグル
ープにホストを割り当てます。ホストグループを作成しグループにホストを割り
当てたら、LUN をホストグループにマッピングできます。ホストグループに割り
当てられているホストも、ホストまたはそのホストに割り当てられているホスト
グループを使用する方法でマッピングできます。

ホストグループを削除するときには最初にホストメンバーを削除します。ホスト
メンバーシップがない空のホストグループを削除するのが理想的です。ホストグ
ループを空にするには、各ホストを別のグループに移動するか、グループからホ
ストを削除します。このアクションによって、現在のホストと LUN のマッピン
グが影響を受けることがあります。マッピングのあるホストを別のホストグルー
プに移動したあと、ホストとホストグループの関連付けを解除することを確認す
るメッセージが表示されます。

LUN がグループにマッピングされている場合、ホストとホストグループの関連付
けを解除することを確認するメッセージが表示されます。残るマッピングをどう
処理するかを選択できます。2 つのオプションが提示されます。

ホストマッピング
の保持

削除されるホストグループのすべてのマッピングを、グルー
プに所属するホストにコピーできます。削除されるホスト
グループに所属していたホストは、ホストグループに属して
いたときにアクセスできたすべての LUNに引き続きアク
セスできます。

マッピングの削除 削除されるホストグループのすべてのマッピングを削除で
きます。削除されるホストグループに所属していたホスト
は、ホストグループに属していたときにアクセスできていた
すべての LUN にアクセスできなくなります。LUN がホス
トまたはホストグループに割り当てられていない場合、この
オプションを選択すると「LUN」概要ページに「マッピン
グなし」と表示されます。「マッピングの削除」オプション
はホストにマッピングされていた (およびホストグループに
マッピングされていない) LUN には影響しません。
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関連リンク

ホストグループ

ホストグループの作成

ホストグループを削除する

ホストグループの作成

ホストグループを作成して、ホストエントリを論理的な組織単位に関連付けるこ
とができます。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」に移動します。

2 「アクション」 > 「SAN ホストグループの管理」を選択します。
システムによって「SAN ホストグループの管理」ダイアログが表示されま
す。

3 「作成」をクリックします。
4 ホストグループの名前を入力します。

5 (オプション) 「ホスト」タブで、ホストエントリを使用可能なホストグル
ープに割り当てます。

6 「OK」をクリックします。

ホストエントリが新しいホストグループに編成されます。

関連リンク

「SAN ホストグループの管理」、「グループ」タブ
ホストグループ

ホストグループの管理

ホストグループを変更する

ホストグループを変更するには、その名前を変更するか、SAN ホストエントリを
削除するか、SAN ホストエントリをグループに割り当てます。

ホストグループは次の方法で変更できます。

• ホストグループの名前を更新します

• ホストをホストグループに割り当てます

• ホストエントリをホストグループから削除します

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」に移動します。

2 「アクション」 > 「SAN ホストグループの管理」を選択します。
システムによって「SAN ホストグループの管理」ダイアログが表示されま
す。

3 ホストグループの名前を変更するには、「グループ」タブでホストグループ
を選択し、名前を更新します。

SAN ホストエントリの管理
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4 ホストを新しいホストグループに割り当て直すには、「ホスト」タブでホス
トを選択し、「ホストグループ」リストから新しいホストグループを選択し
ます。

5 ホストエントリをホストグループから削除するには、「ホスト」タブを選択
してホストを選択し、「ホストグループ」リストから [--] を選択します。

注: マップされたホストでの LUN マッピングの処理方法を指定します。
6 「OK」をクリックします。

関連リンク

「SAN ホストグループの管理」、「グループ」タブ
ホストグループ

ホストグループの作成

ホストグループを削除する

ホストグループを削除する

不要になったホストグループは削除します。

可能であれば、ホストエントリを含まないホストグループを削除してください。
ホストエントリを含むホストグループを削除する場合は、システムから、それら
のエントリをマップする方法に関してさらにアクションを行うよう求められま
す。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」に移動します。
2 「アクション」 > 「SAN ホストグループの管理」を選択します。
システムによって「SAN ホストグループの管理」ダイアログが表示されま
す。

3 「SAN ホストグループの管理」の「グループ」タブで、使用可能リストか
らホストグループを選択します。

4 「削除」をクリックします。
ホストグループがリストから削除されます。

5 「OK」をクリックします。
削除するホストグループが空の場合、そのホストグループはシステムから
削除されます。一方、マップされたホストエントリがホストグループに含
まれている場合、ホストグループから削除したホストエントリにマップさ
れていた LUN のマップ方法に関する追加情報が必要となります。

6 (オプション) 「ホストの SAN ホストグループ関連付け解除の確認」ダイア
ログで、マップされたホストエントリでの LUN マッピングの処理方法を指
定します。

有効なオプション:

• ホストマッピングの保持

• マッピングの削除

7 「OK」をクリックします。
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LUN の概要ページで、影響のある LUN の「ホストアクセス」ステータスを確認
します。ホストのマッピングが正しいことを確認します。

関連リンク

「SAN ホストグループの管理」、「グループ」タブ
ホストグループ

ホストグループの作成

SAN ホストエントリの管理
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第 7章

データ保護の管理

データレプリカとシステム容量

さまざまな方法でオンラインデータレプリカを作成できます。ストレージアレイ
内の容量がどのように消費されるかは、各方法で異なります。

Oracle FS System Manager (GUI) にはクローン LUN と関連付けられている親の
LUN の関係が、レプリカツリーと呼ばれる階層関係で表示されます。レプリカツ
リーにはクローンのクローンも表示されます。

Oracle FS System では、特定のレプリカツリーに関連付けられている論理ボリュ
ームはすべて、同じコントローラ上に配置されます。

注: コントローラのレプリカツリーに関する説明は、Oracle MaxRep for SANに
よって作成されたレプリケートされたオブジェクトには適用されません。

これらの論理ボリュームのいずれかのホームコントローラを変更すると、すべて
の論理ボリュームのホームコントローラがシステムによって変更されます。次の
オブジェクトのホームコントローラが更新されます。

• クローン LUN

• ボリュームコピー

QoS の変更に伴って移行されるボリュームコピーと論理ボリュームは、データ操
作が完了するまでは元のレプリカツリーから移動しません。ボリュームコピーま
たは移行が終了すると、ボリュームは元のレプリカツリーから削除され、新しい
レプリカツリーのルートになります。

ボリュームコピー操作を開始したあと、またはシステムによるデータ移行操作が
開始したあとに、レプリカツリー内のオブジェクトのホームを変更する場合、ホ
ームコントローラの変更方法はレプリカタイプによって異なります。ソースボリ
ュームからコピーがまだ分離されていない場合、システムはそのコピーのホーム
を変更します。しかし、すでにコピーが分離されている場合は、コピーはすでに
元のレプリカツリー上にないため、コピーのホームは変更されません。

次の表は、レプリカタイプと容量使用についてまとめたものです。
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表 11: オンラインデータレプリカ別の容量使用
レプリカタイプ 説明 容量使用

クローン LUN ソース LUN とクローン間のデルタのみが
格納された、読み取りと書き込みが可能な
LUN の特定時点のスナップショットを作
成します。変更されていない LUN データ
については、クローンはソース LUN に依
存します。

クローンに割り当てられ
たシステム領域を消費し
ます。ソースまたはクロ
ーンに対する変更のみ格
納されます。

ボリュームコ

ピー

論理ボリュームのブロックレベル、フルイ
メージの読み取り書き込みコピーを作成し
ます。ボリュームコピーの QoS 属性と元
のボリュームの QoS 属性は異なることが
あります。

システム容量の空き領域
から、現在のボリューム
サイズと同じサイズを消
費します。

オンラインデータレプリカには次の特性があります。

• レプリカには事前の構成 (初期の QoS 割り当て以外) は不要です。

• システムは 1 回かぎりの明示的な操作としてレプリカを作成します。

• システムはソースボリュームと同じ Oracle FS System 上にレプリカを作成
します。

• システムはソースボリュームから独立しているレプリカを作成します。ソ
ースボリュームのデータが変更されても、それらの変更はレプリカに反映
されません。

注: ドライブの製造元がドライブ容量の表示に 10 進数 (10 乗) を使用している場
合があります。Oracle FS System では物理ストレージの容量と論理ボリュームの
サイズの表示にバイナリ (2 乗) を使用しています。

1M バイト = 10242 (1,048,576) バイト
1G バイト = 10243 (1,073,741,824) バイト
1T バイト = 10244 (1,099,511,627,776) バイト

関連リンク

直近のクローン LUN の作成
LUN のコピー

LUN のコピーとクローニング
LUN のコピーまたは LUN の特定時点におけるクローンを作成できます。コピ
ーを作成するときには、すべての LUN データを新しい LUN にコピーします。ソ
ースデータをコピーせずに LUN のプロパティーを新しい LUN にコピーするオ
プションも選択できます。

データ保護の管理
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元の LUN の正確なイメージを作成する場合は、クローン LUN を作成します。ク
ローン LUN は、ただちに使用できる LUN のポイントインタイム、読み取り/書
き込みコピーです。クローン LUN は、ソース LUN と同じ QoS パラメータを保
持し、ソース LUN のために作成されたクローン LUN ストレージスペースのスト
レージ容量を消費します。クローン LUN は、ソース LUN とクローンの違いのみ
を格納します。クローン LUN は、ほとんどのデータについてソース LUN を使用
します。クローン LUN は、作成したあとすぐに使用できます。クローン LUN
は、ブロックレベルの完全なコピーを行うことなくソースデータから分岐するた
めの便利な方法を提供します。

クローンまたはコピーは、データの特定時点におけるビューを保存する目的でも
作成されます。このような目的でクローンを作成した場合は、あとでデータをソ
ース LUN に復元できます。

既存の LUN と開始データが同じ新しい LUN が必要な場合は、LUN をコピーし
ます。

クローン LUN または LUN のコピーを作成する前に、ソース LUN への変更が最
小限に抑えられていることを確認してください。最高の結果を得るため、クロー
ン LUN を作成する前に、その LUN にアクセスするホストアプリケーションを一
時停止するか、または Oracle FS Volume Shadow Copy Service Provider (VSS) な
どのホストソフトウェアを使用してください。システムによって Oracle FS
System Manager (GUI) にレプリカが表示されたら、その LUN への書き込みを再
開できます。

クローンとは異なり、コピーの新しいブロックは別のドライブグループや異なる
ストレージクラスのドライブグループに配置されることがあります。たとえば、
パフォーマンス SSD などの高パフォーマンスのストレージクラスを使用する
LUN のボリュームコピーである最高優先度の LUN が、低いパフォーマンスの容
量ドライブに作成されることがあります。

既存の LUN と同じ QOS 設定とストレージ容量設定が設定された LUN を作成
することもできます。この方法で作成された LUN には、LUN のプロパティーの
コピーが含まれますが、関連付けられているデータのコピーは含まれていません。
目的のプロパティーを持つ LUN を作成した後に、その LUN を新しい LUN を作
成するためのテンプレートとして使用できます。

関連リンク

データレプリカとシステム容量

クローン LUN の管理
LUN のコピー
既存の LUN に似た LUN を作成する
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LUN のコピー
既存の LUN をコピーして、新しい LUN に別の QoS プロパティーを指定できま
す。LUN をコピーすることでシステムリソースを最大化し、差し迫ったタスクに
対応できます。

たとえばレポート用のボリュームコピーがあれば、そのコピーに、ソースボリュ
ームよりも低いパフォーマンスのストレージクラスと高い読み取り専用アクセス
パターンを割り当てることをお勧めします。

クローン LUN をコピーすることもできます。そのコピーはクローンの作成元で
あるソース LUN から独立しています。ソース LUN への変更が復元されないよ
うにするには、クローン LUN をコピーします。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 リストからコピーする LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「LUN のコピー」を選択します。

4 LUN の新しい一意の名前を入力します。

5 必要に応じてタブを選択し、QoS のパラメータと残りのフィールドを更新
します。

6 「OK」をクリックします。

関連リンク

「SAN LUN のコピー」、「データ保護」タブ、「自動階層」
「SAN LUN のコピー」、「データ保護」タブ、「単一階層」
「SAN LUN のコピー」、「マッピング」タブ
「SAN LUN のコピー」、「サービス品質」タブ、「自動階層」
「SAN LUN のコピー」、「サービス品質」タブ、「単一階層」
容量

QoS ポリシー
データレプリカとシステム容量

LUN のコピーとクローニング

既存の LUN に似た LUN を作成する
既存 LUN の QoS プロパティーをテンプレートとして使って LUN を作成できま
す。テンプレートから LUN を作成する場合、新しい LUN にはデータは一切コピ
ーされません。

既存の LUN から LUN を作成する場合、既存 LUN の QoS プロパティーが新し
い LUN にコピーされます。新しい LUN にコピーされないプロパティーは次の
とおりです。

• LUN ホストマッピング

新しい LUN をホストエントリにマップします。
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• クローン LUN のスケジュール

自動化されたクローン LUN を作成するには、LUN のデータ保護スケジュ
ールを作成します。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。
2 コピー対象の QoS プロパティーを含む LUN をリストから選択します。
3 「アクション」 > 「選択された LUN の類似 LUN の作成」を選択します。

LUN の一意名を含む「SAN LUN の作成」ダイアログが、システムによっ
て表示されます。

4 (オプション) LUN の新しい一意の名前を入力します。

注: ソース LUN の名前に基づく新しい LUN 名が、システムによって作成
されます。

5 LUN プロパティーに対する必要な変更をすべて行います。
6 (オプション) 「マッピング」タブを選択し、LUN をホストエントリにマッ
プします。

7 (オプション) 「データ保護」タブを選択し、データ保護スケジュールを作
成します。

8 「OK」をクリックします。

関連リンク

「SAN LUN の作成」、「データ保護」タブ、「自動階層」
「SAN LUN の作成」、「データ保護」タブ、「単一階層」
「SAN LUN の作成」、「マッピング」タブ
「SAN LUN の作成」、「サービス品質」タブ、「自動階層」
「SAN LUN の作成」、「サービス品質」タブ、「単一階層」

QoS ポリシー
LUN のコピーとクローニング
LUN のコピー

クローン LUN の管理
クローン LUN は部分的ブロックスナップショットテクノロジを使用する、LUN
の書き込み可能なスナップショットイメージです。このテクノロジにより
Oracle FS System は、クローン内の変更された情報とソース LUN からの未変更
の情報を使用できます。クローンのクローンも作成できます。クローン LUN は
いつでも作成できます。

クローン LUN の定義は次のとおりです: ただちにアクセスできる LUN のポイン
トインタイム、読み取り/書き込み、部分ブロックスナップショット。

クローン LUN を作成する前に、ソース LUN への変更が最小限に抑えられている
ことを確認してください。最高の結果を得るため、クローン LUN を作成する前
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に、その LUN にアクセスするホストアプリケーションを一時停止するか、または
Oracle FS Volume Shadow Copy Service Provider (VSS) などのホストソフトウェ
アを使用してください。システムによって Oracle FS System Manager (GUI) に
レプリカが表示されたら、その LUN への書き込みを再開できます。

重要: クローンリポジトリがいっぱいになり、割り当てられた最大容量をすべて
消費してしまうことがないようにしてください。使用可能な容量をモニターし、
必要に応じてボリュームを変更して、クローンにより多くの容量が割り当てられ
るようにします。クローンで必要となるリポジトリ容量が増え、その容量がない
場合、クローンはオフラインになりシステムアラートが生成されます。

LUN またはクローン LUN を削除すると、関連付けられているクローンに影響し
ます。

• LUN を削除すると、その LUN のクローンも削除されます。

• クローン LUN を削除すると、クローン LUN のクローンは維持されます。

関連リンク

Oracle FS VSS Provider プラグイン
クローン LUN を削除する
直近のクローン LUN の作成

直近のクローン LUN の作成
既存の LUN またはクローン LUN からクローン LUN を作成できます。

クローンが作成されたあと、そのクローンの優先度レベルやその他のプロパティ
ーを変更できます。クローン LUN を作成する場合は、そのクローンのための十
分なリポジトリ領域が存在することを確認してください。システムはクローンリ
ポジトリ内に、ソースボリュームまたはクローンに対して行われた変更のみを格
納します。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 クローンする LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「クローン」を選択します。

4 クローン LUN の新しい一意の名前を入力します。

5 (オプション) QoS のプロパティーに対して必要な変更を加えます。

6 (オプション) 「マッピング」タブを選択し、クローン LUN をホストエント
リにマップします。

7 (オプション) 「データ保護」タブを選択し、データ保護スケジュールを作
成します。

8 「OK」をクリックします。

新しいクローン LUN の名前が LUN の概要ページに表示されます。
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関連リンク

「SAN クローン LUN の作成」、「マッピング」タブ
「SAN クローン LUN の作成」、「サービス品質」タブ
データレプリカとシステム容量

クローン LUN の管理
クローン LUN のスケジュールの作成

クローン LUN を削除する
不要になった単一のクローン LUN を削除できます。

クローン LUN を削除する場合、対象のクローンのみが削除されます。対象のク
ローンがほかのクローンの親やソースになっていた場合、子クローンは削除され
ません。代わりに、子クローンは階層内で 1 レベル上の親の子になります。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。
2 削除するクローン LUN を選択します。
3 「アクション」 > 「削除」を選択します。

注: システムによって「LUN の削除」ダイアログが表示されます。このダ
イアログでは、このクローンがクローン LUN の親やソースになっていて
も、それらのクローン LUN は削除されないことが説明されます。

4 LUN およびすべてのクローンやホストマッピングを削除することを通知
するには、オプション「LUN および既存のホストマッピングを削除しま
す」を選択します。

5 「OK」をクリックします。
削除対象のクローン LUN が子クローンを持っていた場合、それらの子クロ
ーンはクローン階層内で 1 レベルだけ上に上がります。

関連リンク

LUN の削除
クローン LUN の管理
すべてのクローン LUN を削除する

すべてのクローン LUN を削除する
共通のソース LUN から派生したクローン LUN コレクションが不要になった場
合、そのコレクション全体を削除できます。

共通の親 LUN を持つクローンのコレクションを削除する場合、もっとも効率的
で高速な削除順がシステムによって決定されます。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。
2 削除するすべてのクローン LUN の親にあたる LUNを選択します。
3 「アクション」 > 「クローンの削除」を選択します。
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削除するすべてのクローンのリストを含む「クローン LUN の削除」ダイア
ログが、システムによって表示されます。

4 LUN およびすべてのクローンやホストマッピングを削除することを通知
するには、オプション「LUN および既存のホストマッピングを削除しま
す」を選択します。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

クローン LUN の管理
クローン LUN を削除する

クローン LUN の詳細を表示する
クローン LUN に関する具体的な情報 (クローンのホストマッピングなど) を表示
できます。

クローン LUN の詳細には、次のプロパティーに関する情報が含まれます。

• QoS 属性

• 割り当てられたストレージ容量

• ボリュームグループおよびストレージドメインのメンバーシップ

• SAN ホストマッピング詳細およびコントローラポートマスク設定

• クローン容量およびクローニングスケジュール

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 表示するクローン LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「表示」を選択します。

4 タブ形式のページをどれか選択して LUN のプロパティーを表示します。

5 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

SAN LUN の表示、「データ保護」タブ、自動階層
SAN LUN の表示、「データ保護」タブ、単一階層
SAN LUN の表示、「マッピング」タブ
SAN LUN の表示、「サービス品質」タブ、自動階層
SAN LUN の表示、「サービス品質」タブ、単一階層
直近のクローン LUN の作成

クローン LUN から LUN を復元する
LUN は、そのクローン LUN が作成された時点の状態に復元できます。

データ保護の管理

182



重要: クローン LUN は復元する前に SAN ホストからすべてのマッピングを削除
します。これらの LUN マッピングを削除しないことを選択した場合は、クロー
ン LUN の復元処理中にソース LUN が使用されないようにしてください。

LUN をクローン LUN から復元すると、LUN の状態が、クローン作成時とまっ
たく同じイメージに、クローンに加えられたすべての変更を加えたような状態に
戻ります。この方法ではデータがオンラインですばやく復元されます (特にデー
タセット全体をバックアップテープからコピーする方法と比べた場合)。さらに、
クローンから復元する方法では、復元の進行中もデータにアクセスできます。

クローン LUN の復元が必要になる可能性があるのは、次のシナリオに該当する
場合です。

• 何らかの望ましくない変更がデータに加えられた。

• 外部クライアントアプリケーションやウィルスによって LUN が破壊され
た。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。

2 復元するクローン LUN を選択します。

注: 復元処理では、LUN の作成日付が、選択されたクローン LUN の日付に
リセットされます。

3 「アクション」 > 「クローンからの復元」を選択します。

4 「OK」をクリックします。

システムは LUN を復元しますが、その間、システムのパフォーマンスが若干劣
化する可能性があります。システムは、復元処理を実行するタスクをバックグラ
ウンドで開始します。バックグラウンドのタスクが完了すると、システムはイベ
ントログにイベントを書き込み、LUN の概要ページから「進行中」のステータス
を削除します。

関連リンク

データレプリカとシステム容量

クローン LUN の詳細を表示する

データ保護スケジュール

データ保護スケジュールでは次のパラメータを定義します。

• データ保護イベントが発生する時間の単位。毎時、毎日、毎週など。

• レプリカ作成時間の間隔。1 時間ごと、2 時間ごとなど。

• データ保護ジョブを 1 回しか実行しない場合は、ジョブスケジュールの作
成時または変更時に「1 回のみ実行」オプションを使用します。このジョブ
を実行したあと、システムはスケジュールを削除します。ジョブの完了ス
テータスはイベントログで確認してください。
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既存のデータ保護スケジュールを変更したり、不要になったスケジュールを削除
したりできます。

関連リンク

データレプリカとシステム容量

クローン LUN の管理
クローン LUN のスケジュールの作成

クローン LUN のスケジュールの作成
LUN を作成するときは、LUN を定期的な間隔でクローンするようにシステムに
指示するスケジュールを作成することもできます。

注: レプリケーション操作が開始される前にすべてのデータ I/O が停止されるよ
うに、スケジュールを論理ボリュームにアクセスするホストアプリケーションと
同期してください。

1 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」に移動します。
2 「アクション」 > 「LUN の作成」を選択します。
3 「データ保護」タブで、「クローンの有効化」オプションを選択します。
4 「ジョブスケジュールの作成」ダイアログを表示するには、「作成」をクリ
ックします。

5 「スケジュール名」を入力します。
6 (オプション) スケジュールされた時間にスケジュールがデータの保護を開
始するようにするには、「有効」を選択します。

スケジュールを今すぐ有効にしなくても、あとでスケジュールを変更して
有効にできます。

7 「保護するボリュームの選択」表から、クローン LUN の作成元となる LUN
を選択します。

注: クローン用の容量が割り当てられたボリュームを選択してください。
8 「開始時間」の右にある拡張ボタンをクリックし、スケジュールを開始する
日付と時間を選択します。

9 「変更日付/時間」ダイアログのコントロールを使って日付と時間を選択し
ます。

10「変更日付/時間」ダイアログを閉じるには、「OK」をクリックします。
11 スケジュールの繰り返し間隔を選択します。
12 スケジュールの頻度値を選択します。
有効な頻度:

• 1 回のみ実行

• 日

• 時間
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• 月

• 週

頻度として「週」を選択した場合、スケジュールを実行する曜日を選択し
ます。

13「OK」をクリックします。
このスケジュールが「クローンスケジュール」表およびクローンスケジュ
ールの概要ページに表示されます。

関連リンク

「ジョブスケジュールの作成」ダイアログ

データレプリカとシステム容量

クローン LUN の管理

LUN データ保護スケジュールを作成する
データ保護スケジュールを作成すると、保護対象ボリューム (LUN またはクロー
ン LUN) のクローンが定期的に作成されるようになります。

1 「SAN」 > 「データ保護」 > 「クローンスケジュール」に移動します。
2 「アクション」 > 「作成」を選択します。
3 データ保護スケジュールの名前を入力します。

4 (オプション) クローン LUN の作成先となるボリュームグループを選択し
ます。

5 (オプション) スケジュールされた時間にスケジュールがデータの保護を開
始するようにするには、「有効」を選択します。

スケジュールを今すぐ有効にしなくても、あとでスケジュールを変更して
有効にできます。

6 「保護するボリュームの選択」表から、クローン LUN の作成元となる LUN
を選択します。

注: クローン用の容量が割り当てられたボリュームを選択してください。
7 「開始時間」の右にある拡張ボタンをクリックし、スケジュールを開始する
日付と時間を選択します。

8 「変更日付/時間」ダイアログのコントロールを使って日付と時間を選択し
ます。

9 「変更日付/時間」ダイアログを閉じるには、「OK」をクリックします。
10 スケジュールの繰り返し間隔を選択します。
11 スケジュールの頻度値を選択します。
有効な頻度:

• 1 回のみ実行

• 日
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• 時間

• 月

• 週

頻度として「週」を選択した場合、スケジュールを実行する曜日を選択し
ます。

12「OK」をクリックします。
「クローンスケジュール」概要ページにスケジュールが表示されます。

関連リンク

「データ保護スケジュールの作成」ダイアログ

データレプリカとシステム容量

クローン LUN の管理

LUN データ保護スケジュールを変更する
データ保護スケジュールの特性を変更できます (頻度を落としてクローン数を減
らすなど)。

1 「SAN」 > 「データ保護」 > 「クローンスケジュール」に移動します。
2 使用可能リストから、更新するデータ保護スケジュールを選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。
4 (オプション) データ保護スケジュールの新しい名前を入力します。
5 (オプション) クローン LUN の作成先となるボリュームグループを選択し
ます。

6 (オプション) スケジュールされた時間にスケジュールがデータの保護を開
始するようにするには、「有効」を選択します。

7 (オプション) データ保護スケジュールの「開始時間」と「繰り返し」を更
新します。

8 「OK」をクリックします。

関連リンク

「データ保護スケジュールの変更」ダイアログ

LUN データ保護スケジュールを作成する
LUN データ保護スケジュールを削除する

LUN データ保護スケジュールを削除する
データ保護要件が変わった場合、データ保護スケジュールを削除できます。スケ
ジュールを削除すると、影響のある LUN で自動的なデータ保護が一切発生しな
くなります。

1 「SAN」 > 「データ保護」 > 「クローンスケジュール」に移動します。
2 使用可能リストから、削除するデータ保護スケジュールを選択します。

データ保護の管理

186



3 「アクション」 > 「削除」を選択します。

4 「OK」をクリックします。

関連リンク

「クローンスケジュール」概要ページ

LUN データ保護スケジュールを作成する
LUN データ保護スケジュールを変更する

LUN データ保護スケジュールを表示する
データ保護スケジュールの詳細を表示できます。たとえば、クローン LUN に関
連付けられているボリュームグループを表示したり、スケジュールの詳細を表示
したりできます。

1 「SAN」 > 「データ保護」 > 「クローンスケジュール」に移動します。

2 使用可能リストから、表示するデータ保護スケジュールを選択します。

3 「アクション」 > 「表示」を選択します。

4 表示された情報を確認し、データ保護スケジュールの詳細が予想どおりで
あることを確かめます。

5 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

データ保護スケジュールの表示ダイアログ

LUN データ保護スケジュールを作成する
LUN データ保護スケジュールを変更する

Oracle FS VSS Provider プラグイン
Microsoft ボリュームシャドウコピーサービス (VSS) は、ハードウェアと連携して
Oracle FS System 上のボリュームにデータを書き込みつつ、それらのボリューム
をバックアップします。FS Portalには、VSS ハードウェアプロバイダソフトウェ
アのリンクが用意されています。

Oracle FS Volume Shadow Copy Service Provider は、Oracle FS System LUN を
使用する VSS 対応アプリケーションのボリュームシャドウコピーをその通常動
作を妨げることなしに作成する、VSS ハードウェアプロバイダです。

VSS は、構成/モニタリング機能の標準セットによるデータ保護/管理サービスを
可能にします。これらの機能には、アプリケーションや不可欠なサービスをシャ
ットダウンすることなしにバックアップを作成して操作することも含まれます。
復元処理時には、VSS は復元処理を有効にするために、必要に応じてアプリケー
ションをシャットダウンまたは一時停止します。

VSS の詳細については、次のドキュメントを参照してください。
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• ボリュームシャドウコピーサービスの技術リファレンス (http://
technet.microsoft.com/en-us/library/cc738819(WS.10).aspx) (Microsoft 提
供)。

• Microsoft Developers Network (MSDN) の記事「The VSS Model
(Windows)」 (http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa384625.aspx)。

VSS を構成してバックアップアプリケーションと組み合わせて使用する手順に
ついては、VSS 対応バックアップアプリケーションのドキュメントを参照してく
ださい。

関連リンク

クローン LUN の管理
VSS ソフトウェアをダウンロードしてインストールする

VSS ソフトウェアをダウンロードしてインストールする
FS Portal には、Oracle FS Volume Shadow Copy Service Provider (VSS) ソフトウ
ェアを SAN ホストにダウンロードしてインストールするためのリンクが用意さ
れています。このソフトウェアは、32 ビットと 64 ビットのどちらのシステムで
も使用可能です。

前提条件 • SAN ホストは、Ethernet 経由でのパイロットへの
TCP/IP 接続を備えている必要があります。

• VSS プロバイダがボリュームシャドウコピーを作成
できるためには、SAN ホストがコントローラへのファ
イバチャネル接続を備えている必要があります。

• インストール中にシステムのシリアル番号、ユーザー
名、およびパスワードを入力する必要があります。

ソフトウェアインストーラでは 1 つの Oracle FS System を構成できます。追加
のシステムを構成するには、registerAxiom という名前のコマンド行ツールを使
用します。

1 Web ブラウザを起動します。
2 パイロットの IP アドレスまたは Oracle FS System の名前を、オープン対象
のアドレスとして指定します。

3 「ユーティリティーソフトウェア」タブをクリックします。
4 VSS ソフトウェアをダウンロードし、ファイルをサーバーに保存します。
システムのアーキテクチャーに適したソフトウェアバージョンを選択しま
す。

• Oracle FS Volume Shadow Copy Service Provider ‑ 32 bit のダウン
ロード

• Oracle FS Volume Shadow Copy Service Provider ‑ 64 bit のダウン
ロード
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5 サーバー上でファイルを見つけ、ファイルをダブルクリックしてインスト
ールを開始します。

6 指示に従ってソフトウェアをサーバーにインストールします。

注: インストール中に Oracle FS System のシリアル番号、ユーザー名、およ
びパスワードの入力を求められます。

7 インストールウィザードを閉じるには、インストール完了ページの「閉じ
る」をクリックします。

8 Windows サーバーを再起動します。

次に、ソフトウェアが正しくインストールされていることを確認します。

関連リンク

Oracle FS VSS Provider プラグイン
Oracle FS VSS プロバイダのインストールを確認する

Oracle FS VSS プロバイダのインストールを確認する
Oracle FS Volume Shadow Copy Service Provider (VSS) ソフトウェアのインスト
ールが完了したら、ほかの Oracle FS System も登録できるようにインストールを
確認します。

前提条件 インストーラ済みの VSS ソフトウェア。

サーバー上で、コマンドプロンプトからソフトウェアのインストールを確認しま
す。

1 Windows サーバーから「スタート」 > 「ファイル名を指定して実行」に移
動します。

2 「名前」フィールドに cmd と入力します。
3 次のコマンドを実行してインストールを確認します。

C:\vssadmin List Providers
このコマンドは次のように VSS プロバイダの名前を返します。
Provider name: 'Oracle FS VSS HW Provider'
VSS プロバイダから Oracle FS VSS HW Provider というプロバイダ名が返さ
れた場合、インストールは成功しています。そのサーバー上では、VSS プ
ロバイダを使ってシャドウコピーを作成できます。

関連リンク

Oracle FS VSS Provider プラグイン
VSS ソフトウェアをダウンロードしてインストールする
VSS に追加のシステムを登録する

VSS に追加のシステムを登録する
システム構成の変更に伴って、追加の Oracle FS System を Oracle FS Volume
Shadow Copy Service Provider (VSS) に登録できます。

データ保護の管理

189



前提条件 インストーラ済みの VSS ソフトウェア。

各 Oracle FS System を VSS ソフトウェアに登録するには、
次の情報が必要となります。

• システムのシリアル番号

• ログインアカウント: ユーザー名

• ログインアカウント: パスワード

VSS ソフトウェアは、Oracle FS System 用の Windows レジストリエントリの追
加や削除を行います。

VSS インストーラでは単一の Oracle FS System を構成できます。追加のシステ
ムを構成したり、システムを削除したりするには、registerAxiom コマンド行ツ
ールを使用します。

1 Windows サーバーから「スタート」 > 「ファイル名を指定して実行」に移
動します。

2 「名前」フィールドに cmd と入力します。

3 (オプション) 使用可能なオプションの一覧を表示するには、
registerAxiom と入力します。

4 Oracle FS System を登録するには、registerAxiom sample-serial-number
user-name user-password と入力します。

注: 必要な情報を表示された順番に入力します。
5 (オプション) 登録済みの Oracle FS System を削除するには、

registerAxiom sample-serial-number と入力します。

関連リンク

Oracle FS VSS Provider プラグイン
Oracle FS VSS プロバイダのインストールを確認する
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第 8章

ソフトウェアコンポーネントの管理

ソフトウェアおよびファームウェアのバージョンを表示する

Oracle FS System のソフトウェアやファームウェアの更新を実行する前に、シス
テムのソフトウェアやファームウェアの現在のバージョンをチェックし、正しい
パッケージがステージングされていることを確認してください。

バージョン情報が含まれているモジュールは、次のとおりです。

• ドライブエンクロージャーのドライブファームウェアおよびエンクロージ
ャー (EBOD) ファームウェア

• パイロット のアプリケーションソフトウェアおよびオペレーティングシス
テム

• コントローラソフトウェアおよびコントローラ BIOS

注: サポート役割または Oracle サポート役割を持つ管理者アカウントの場合、シ
ステムはソフトウェアやファームウェアの互換性マトリックスなど、完全なパッ
ケージング情報を表示します。その他の管理者アカウントの場合、システムはソ
フトウェアやファームウェアのリリース番号のみを表示します。

1 「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」に移動します。
ドライブエンクロージャー、ドライブ、パイロット、およびコントローラ
に現在インストールされているソフトウェアおよびファームウェアパッケ
ージ、およびステージング済みのすべてのソフトウェアおよびファームウ
ェアパッケージが、サマリーページに表示されます。

2 インストールされているシステムソフトウェアとファームウェアの現在の
バージョンを確認し、正しいパッケージがステージングされていることを
確認します。

インストール済みのバージョンより新しいバージョンのソフトウェアをス
テージングする必要があります。

関連リンク

ソフトウェアとファームウェアの概要ページ

ステージング済みパッケージへのアップグレードパスを表示する

インストール済みパッケージからのアップグレードパスを表示する
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ソフトウェアおよびファームウェアの更新をダウンロードする

Oracle FS System を最新の状態に保つため、My Oracle Support (MOS) から最新
のソフトウェアおよびファームウェア更新をダウンロードします。MOS から
は、一般的に使用可能なリリースをダウンロードすることも、ユーザーのシステ
ムに固有のパッチをダウンロードすることもできます。

前提条件: • MOS に登録済みであることを確認します。

• 制限されたパッチの場合、Oracle カスタマサポートに
連絡してパスワードを要求します。

• ソフトウェアおよびファームウェア更新の対象とな
る Oracle FS System のシリアル番号を手元に用意し
ます。

• ソフトウェアおよびファームウェア更新の対象とな
る Oracle FS System のパッチ番号を手元に用意しま
す。

1 登録済みのユーザー名とパスワードを使って、My Oracle Support (https://
support.oracle.com) にログインします。
パッチや更新の情報など、MOS のあらゆる特徴や機能の詳細については、
My Oracle Support のドキュメント (http://docs.oracle.com/cd/E25290_01/
index.htm) を参照してください。

2 メニューバーで「パッチと更新版」を選択します。

3 「パッチ検索」ペインで次のいずれかの検索方法を選択します。

番号/名前または
バグ番号 (簡易)

パッチ名、パッチ番号、またはプラットフォームを検索
します。

製品またはファ
ミリ (拡張)

製品、リリース、プラットフォーム、およびその他の条
件を検索します。

注: 検索対象の製品名は、Oracle FS1-2 Flash Storage
System です。

推奨パッチアド
バイザ

製品、リリース、およびプラットフォームに対する推奨
パッチを検索します。

4 検索の実行に必要なフィールドをすべて入力します。

5 「検索」をクリックします。
6 「パッチ検索」ウィンドウですべてのパッチ情報を確認します。
ダウンロードのファイルサイズをチェックし、ワークステーション上にそ
のダウンロード用に十分な空き領域があることを確認します。

7 ダウンロードするパッチの行をクリックしたあと、「README」をクリッ
クします。
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重要: パッチや更新をダウンロードする前に必ず README ファイルを確
認し、ダウンロードしようとしているものが正しいバージョンであること
を確かめてください。

8 ソフトウェアおよびファームウェアパッケージをダウンロードするには、
「ダウンロード」をクリックします。

ダウンロード対象のソフトウェアパッケージを識別するダイアログボック
スが、システムによって表示されます。1 つのパッチやソフトウェア更新
に、複数のファイルが含まれる場合があります。

ヒント: ダウンロードがブロックされたことを示す情報バーがブラウザウ
ィンドウに表示された場合は、適切なオプションをクリックしてダウンロ
ードの処理を先に進めてください。

9 「ファイルのダウンロード」画面で、「ダイジェスト詳細の表示」をクリッ
クし、各 ZIP ファイルの SHA-1 および MD5 チェックサムを表示します。

10 ダウンロードを開始するには、選択されたファイルのファイル名をクリッ
クします。

11 ソフトウェアパッケージをワークステーションに保存するには、「保存」を
クリックします。

ソフトウェア更新パッケージのダウンロードが成功したら、元のダイアロ
グボックスを閉じます。

12 処理を進める前に、「パッチダウンロード」画面のダイジェスト情報に基づ
いてダウンロードファイルの整合性を確認します。

13 ZIP ファイルを抽出します。

重要: ZIP ファイルはステージングできません。RPM Package Manager
(.rpm) ファイルをステージングする必要があります。

抽出したソフトウェアまたはファームウェア RPM Package Manager (.rpm) ファ
イルを Oracle FS System にアップロード (ステージング) します。

関連リンク

ソフトウェアおよびファームウェアパッケージをアップロードする

ソフトウェアおよびファームウェアパッケージをアップロードする

My Oracle Support (MOS) からソフトウェアおよびファームウェア更新パッケー
ジをダウンロードし、ZIP アーカイブから RPM ファイルを抽出したら、その
RPM ファイルをパイロットにステージング (アップロード) し、ソフトウェアお
よびファームウェア更新用にシステムを準備できます。更新をすぐに実行するこ
とも、更新があとで実行されるようにスケジュールすることもできます。

前提条件: • パイロットと同じネットワーク上にあるワークステ
ーションまたはクライアント、またはパイロットへの
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LAN 接続速度が 100M ビット/秒以上あるネットワー
ク上のワークステーションに、更新パッケージを配置
します。ワークステーションは、Oracle FS System
Manager、Oracle FS CLI のいずれかをサポートしてい
る必要があります。

• 上の推奨内容が不可能な場合は、ソフトウェアをステ
ージングする前に、Oracle FS System Manager のセキ
ュリティー設定のセッションタイムアウト時間を 90
分以上に変更してください。エンドツーエンドの接
続速度は最低限 5M ビット/秒は必要であり、この速度
の場合、ソフトウェアのアップロードに約 1 時間かか
ります。エンドツーエンドの速度が 5M ビット/秒に
満たない接続では、ソフトウェアのステージングを試
みないでください。

1 「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」に移動します。
ドライブエンクロージャー、ドライブ、パイロット、およびコントローラ
に現在インストールされているソフトウェアおよびファームウェアパッケ
ージ、およびステージング済みのすべてのソフトウェアおよびファームウ
ェアパッケージが、サマリーページに表示されます。

2 「ソフトウェアとファームウェア」ページで「ソフトウェアパッケージのア
ップロード」をクリックします。

3 「ソフトウェアパッケージのアップロード」ダイアログで参照ボタン […] を
クリックします。

4 「ソフトウェアパッケージのアップロード」ダイアログで、ダウンロードし
たソフトウェアパッケージの場所に移動して強調表示し、「開く」をクリッ
クします。

5 「OK」をクリックします。
ソフトウェアパッケージがパイロット上に配置されます。アップロードが
完了すると、「ステージング済みソフトウェアおよびファームウェア」パネ
ルに更新パッケージが表示されます。

ヒント: 「ソフトウェアとファームウェア」画面で「タスク」をクリックす
ると、Oracle FS System Manager にステージングの進行状況が表示されま
す。ステージングタスクは、RPM ファイルのアップロードが完了したあと
でないと、画面上に表示されません。

ステージングが完了したあと、ソフトウェアまたはファームウェアのモジュール
やバージョン番号がアップロード予定のものと一致することを確認します。

関連リンク

ソフトウェアとファームウェアの概要ページ
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ソフトウェアとファームウェアの更新

更新操作では、Oracle FS System に新しいバージョンのソフトウェアまたはファ
ームウェアがインストールされます。Oracle FS System Manager (GUI) を使用す
ると、ソフトウェアまたはファームウェアを手動で更新できます。

ソフトウェアとファームウェアの更新を My Oracle Support (MOS) からローカ
ルホストにダウンロードし、そのソフトウェアとファームウェアの更新を パイロ
ット にステージングしてシステムの更新を準備し、システムアラートがなく、
GUI ですべてのステータスが正常であることを確認してからソフトウェアとフ
ァームウェアを更新する必要があります。

更新は、次のコンポーネントの 1 つ以上に影響を与えます。

• ドライブエンクロージャー

• ドライブファームウェア

注: ドライブファームウェアは、ドライブタイプ (Hitachi 300Gb
HDD や SanDisk 1600GB SSD など) で一覧表示されます。ドライブ
ファームウェアの更新にはシステムの再起動が必要です。

• エンクロージャーファームウェア

注: エンクロージャーファームウェアは、タイプとバージョン (エン
クロージャーファームウェア Xrtx Ebod 7044319 など) で一覧表示さ
れます。

• パイロット

• パイロット ソフトウェア

• パイロット OS

• コントローラ

• Oracle FS1-2 コントローラソフトウェア

• コントローラ BIOS

注: コントローラ BIOS は、モデル番号 (M3 コントローラ BIOS など)
で一覧表示されます。コントローラの更新にはシステムの再起動が
必要です。

注: ソフトウェア更新には、常に パイロット のソフトウェアと Oracle FS1-2 コン
トローラのソフトウェアが含まれます。パイロット のソフトウェアと Oracle
FS1-2 コントローラのソフトウェアは同時にインストールする必要があり、また
そのバージョンも一致している必要があります。
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関連リンク

ソフトウェアおよびハードウェア更新の前提条件

ソフトウェア更新オプション

ソフトウェアおよびファームウェアの更新をダウンロードする

ソフトウェアおよびファームウェアパッケージをアップロードする

ストレージクラスマッピングファイルをアップロードする

ステージング済みパッケージへのアップグレードパスを表示する

Oracle FS System でステージングされたソフトウェアおよびファームウェアパッ
ケージの履歴を確認すれば、どのアップグレードが使用可能であるかや、あるア
ップグレードがパイロットやデータの中断を引き起こすかどうかを知ることがで
きます。

注: サポート役割または Oracle サポート役割を持つ管理者アカウントの場合、シ
ステムはソフトウェアやファームウェアの互換性マトリックスなど、完全なパッ
ケージング情報を表示します。その他の管理者アカウントの場合、システムはソ
フトウェアやファームウェアのリリース番号のみを表示します。

1 「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」に移動します。
ドライブエンクロージャー、ドライブ、パイロット、およびコントローラ
に現在インストールされているソフトウェアおよびファームウェアパッケ
ージ、およびステージング済みのすべてのソフトウェアおよびファームウ
ェアパッケージが、サマリーページに表示されます。

2 「アクション」 > 「ステージング済みパッケージへのアップグレードパスの
表示」を選択します。

「ステージング済みパッケージへのアップグレードパス」ダイアログに、パ
イロットにステージングされたパッケージが表示されます。

3 情報が予想どおりであることを確認します。

リストに複数のアップグレードバージョンが表示されている場合は、もっ
とも古いソフトウェアバージョンをインストールしたあとで後続のバージ
ョンをインストールします。

関連リンク

ソフトウェアとファームウェアの概要ページ

インストール済みパッケージからのアップグレードパスを表示する

Oracle FS System にインストールされたソフトウェアおよびファームウェアパッ
ケージの履歴を表示できます。Oracle FS System にインストールされたソフトウ
ェアおよびファームウェアパッケージがわかれば、必要なアップグレードの判断
も容易になります。

注: サポート役割または Oracle サポート役割を持つ管理者アカウントの場合、シ
ステムはソフトウェアやファームウェアの互換性マトリックスなど、完全なパッ
ケージング情報を表示します。その他の管理者アカウントの場合、システムはソ
フトウェアやファームウェアのリリース番号のみを表示します。
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1 「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」に移動します。
ドライブエンクロージャー、ドライブ、パイロット、およびコントローラ
に現在インストールされているソフトウェアおよびファームウェアパッケ
ージ、およびステージング済みのすべてのソフトウェアおよびファームウ
ェアパッケージが、サマリーページに表示されます。

2 「アクション」 > 「インストール済みパッケージからのアップグレードパス
の表示」を選択します。

「インストール済みパッケージからのアップグレードパス」ダイアログにア
ップグレードパスの情報が表示されます。

関連リンク

ソフトウェアとファームウェアの概要ページ

ソフトウェア更新のタイプ

Oracle FS System に対して通常 (中断を伴わない) のソフトウェア更新と中断を
伴う更新を実行できます。更新を実行する前に、更新タイプの違いを理解する必
要があります。

通常 (中断を伴わない) のソフトウェア更新の場合、システム全体を再起動する必
要はありません。中断を伴うソフトウェア更新の場合、システム全体の再起動が
必要になります。

注: 自分で実行するソフトウェア更新とは別に、システム上にあるファームウェ
アを使用してハードウェアコンポーネントの自動更新が行われます。

たとえば、交換したハードウェアのファームウェアバージョンが現在のシステム
のバージョンより低い場合、その新しいハードウェアのファームウェアが自動的
に更新されます。自動更新はシステムやコントローラ、またはドライブエンクロ
ージャーの再起動時にも実行されることがあり、システムソフトウェア更新にあ
まり重要でないハードウェアファームウェア更新が含まれており、インストール
時に時間がかかるなどの理由で通常の中断のない更新時に、その更新が意図的に
無視された場合に実行されます。

管理者が指定しないかぎり、ドライブファームウェアの更新がシステムの再起動
時にインストールされることはありません。

システムソフトウェア更新をインストールするときには、一度に 1 つのタイプの
更新しか実行できません。システムソフトウェアの更新、またはドライブファー
ムウェアの更新のいずれかを実行できますが、両方を一度に実行することはでき
ません。ドライブファームウェアの更新では、Oracle カスタマサポートに指示さ
れた場合を除き、すべての更新をインストールしてください。

関連リンク

通常のソフトウェア更新

中断を伴うソフトウェア更新
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通常のソフトウェア更新

ソフトウェア更新を実行する前に、通常のソフトウェア更新がどれであるかを把
握しておく必要があります。Oracle FS System は Oracle FS1-2 コントローラソフ
トウェアと パイロット ソフトウェアの両方と、該当する場合は パイロット OS
をインストールすることで通常のソフトウェア更新を実装します。

通常の更新ではデータアクセスが数秒中断します。しかし、システム全体を再起
動せずにソフトウェアを更新でき、ソフトウェア更新中もユーザーアプリケーシ
ョンは Oracle FS System ストレージアレイへのアクセスを失うことはありませ
ん。

パイロット がシャットダウンし再起動します。パイロットがシャットダウンす
ると Oracle FS System と Oracle FS System Manager (GUI) の間の接続は切断さ
れます。接続が切断されたことを示すメッセージが表示されたあとにログインパ
ネルが表示され、ここから再度ログインできます。ログインし直しても更新が続
いている場合は、「ステータスのサマリー」画面に移動して、パイロット、コント
ローラ、およびドライブエンクロージャーのステータスを確認できます。

ヒント: システムの全体的なステータスを確認するには「システム情報」画面に
移動します。ステータスが「BOOT_STATE_PILOT」の場合、更新はまだ続いて
います。

関連リンク

中断を伴うソフトウェア更新

中断を伴うソフトウェア更新

ソフトウェア更新を実行する前に、どのソフトウェア更新に中断を伴うかを把握
しておく必要があります。Oracle FS System では、新しいソフトウェアを起動す
るためにシステム全体を再起動することによって、中断を伴うソフトウェア更新
を実装しています。中断を伴うソフトウェア更新中、ユーザーアプリケーション
は Oracle FS System ストレージアレイにアクセスできません。

中断を伴う更新には、ドライブ更新やコントローラの BIOS コンポーネントの更
新などがあります。中断を伴う更新を実行するには、「ソフトウェアをリブートお
よび更新します」または「コントローラの停止」を選択します。

注: 更新パッケージにエンクロージャーファームウェアの更新が含まれる場合、
「ソフトウェアをリブートおよび更新します」または「コントローラの停止」は選
択しないでください。更新はシステムのリブートなしで進みます。エンクロージ
ャーファームウェアの更新は次回システムがリブートされるまで適用されませ
ん。「ソフトウェアをリブートおよび更新します」または「コントローラの停止」
を選択した場合、システムが起動されエンクロージャーファームウェアがインス
トールされます。

次の場合は、中断を伴う更新を実行する必要があります。

• 「通常」の状態がシステムからレポートされない

• システム内に固定データが検出された
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• インストールを完了するのに互換性マトリックス検証を上書きする必要が
ある

• システムアラートがアクティブである

• 以前のソフトウェア更新で失敗した

• 新しいコントローラ BIOS バージョンがシステムにインストールされてい
る現在のバージョンより新しい

• 更新開始後 10 分以内に別のタスクの実行が失敗する

関連リンク

通常のソフトウェア更新

ソフトウェア更新オプション

更新を実行するために、特定のシステム状態を無視することを選択できます。

次の場合は、特定のシステム状態を無視することを選択できます。

• そのシステム状態によって更新を実行できない場合

• 失敗したアップグレードから回復する場合

• システム状態から回復するための更新を実行する場合

• インストールされているリリースよりも古いリリースをインストールする
場合

通常のソフトウェア更新と中断を伴うソフトウェア更新のどちらを実行する場合
でも、システム状態を無視したり、コントローラを強制シャットダウンしたり、
以前に失敗したソフトウェア更新をオーバーライドすることを選択できます。次
のオーバーライドから選択します。

互換性を無視しま
す

システム構成を修正する試みがすべて失敗し、リリースノー
ト、My Oracle Support のナレッジ記事、または Oracle カス
タマサポートから検証を無視するよう指示された場合にの
み、互換性マトリックス検証の無視を選択するようにしてく
ださい。

コントローラの停
止

データアクセスを中断し、システムを強制的に再起動しま
す。コントローラがシャットダウンされ、新しいソフトウェ
アがインストールされて再起動します。このオプションは
リリースノート、My Oracle Support のナレッジ記事、また
は Oracle カスタマサポートから指示された場合のみ使用し
てください。

ハードウェアのス
テータスを無視し
ます (パイロットを
除く)

1 つのドライブに障害が発生した場合など、問題の程度が軽
いシステムを更新するときに使用します。問題がコントロ
ーラで発生している場合は、リリースノートまたは Oracle
カスタマサポートから指示された場合を除き、このオプショ
ンは使用しないでください。

システムアラート
を無視します

このオプションを選択していない場合、システムアラートが
ある場合にすべてのタイプの更新が阻止されます。電子メ
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ール障害、コールホーム障害、FTP サーバー障害、無効な要
求された構成変更によるタスク失敗など、システムの動作に
影響しない問題のシステムアラートは通常の更新には影響
しません。

トポロジ問題やハードウェア条件に関するシステムアラー
トの場合は、Oracle カスタマサポートに連絡するか、問題を
解決してから通常の更新を実行してください。

重要: このオプションを使用する前に、必ずすべてのシステ
ムアラートの詳細を確認してください。

現在の要求を無視
します

ログ収集やコールホームなど、進行中の パイロット ソフト
ウェアタスクを取り消すときに使用します。ストレージ、ホ
ストアクセス、またはシステムソフトウェアを変更するよう
なタスクの場合は、Oracle カスタマサポートからの指示なし
にこのオプションを使用しないでください。システムは実
行中のタスクが完了するまで最大 10 分間待機します。この
オプションを選択しなかった場合、更新以外のタスクが 10
分以内に終了しないと、更新は操作プールのドレインに失敗
しましたのエラーで失敗します。

以前に失敗したソ
フトウェア更新を
オーバーライドし
ます

以前のソフトウェア更新の失敗の原因になった問題を解決
したあとにソフトウェア更新を再試行する場合に使用しま
す。このオプションを使用しても更新による中断は発生し
ません。Oracle カスタマサポートからの指示なしに、ソフト
ウェア更新にこのオプションを複数回使用することは避け
てください。

関連リンク

Oracle FS System ソフトウェアを更新する
スケジュールされたソフトウェア更新の取り消し

ソフトウェアおよびハードウェア更新の前提条件

ソフトウェアとファームウェアが正しく更新されるように、すべての前提条件を
満たしていることを確認してからソフトウェアとファームウェアの更新を実行し
てください。

重要: パッチまたは更新のリリースノートを参照し、すべてのアップグレード要
件と前提条件のリストを必ず確認します。

前提条件:

• マイナー更新 (R6.1 から R6.2 など) またはパッチリリース更新 (R6.1.1 から
R6.1.2 など) の場合、次のアクションを実行します。

• 「ソフトウェアとファームウェア」ページで現在インストールされて
いるリリースを確認し、適切なパッケージをステージングしたことを
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確認します。ステージングしたリリースは現在インストールされて
いるリリースよりも新しいリリースである必要があります。

• 「システムアラート」ページでシステムアラートを確認し、推奨アク
ションを実行してすべての問題を解決します。支援が必要な場合は、
Oracle カスタマサポートに連絡してください。

• 「ステータスのサマリー」ページで、すべての Oracle FS System
Manager ステータスが「通常」になっていることを確認します。

• 「タスク」ページで保留中のタスクを確認します。保留中のタスクが
ある場合は、既存のタスクの完了後に更新が実行されます。

• メジャー更新 (R6.x から R7 など) の場合、リリースノートを読み、次の必
須タスクを完了させます。

• マイナーおよびパッチリリース更新の前提条件をすべて満たしてい
ることを確認します。

• すべてのデータパス I/O を停止します。

• システム監査が必要ないことを確認するため、Oracle カスタマサポ
ートでサービスリクエストをオープンします。

• パイロット BIOS 更新の場合は、USB キーボードと VGA モニター、さら
に、パイロット root パスワードと Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) root パスワードのログイン資格証明を用意します。詳細は、
Oracle FS1-2 Flash Storage System のフィールドサービスガイドを参照して
ください。

関連リンク

Oracle FS System ソフトウェアを更新する
スケジュールされたソフトウェア更新の取り消し

Oracle FS System ソフトウェアを更新する
パイロットへのソフトウェアパッケージのステージングが完了したら、システム
ソフトウェアを更新できます。更新をすぐに実行することも、更新があとで実行
されるようにスケジュールすることもできます。

注: 更新処理は、プライマリ管理者として管理者 1 の役割で実行します。

重要: サポート管理者としてシステムにログインすると、ソフトウェアモジュー
ルパッケージから更新する個々のコンポーネントを選択できます。「常にインス
トール」、「新しいバージョンの場合にインストール」、または「インストールしな
い」を選択することもできます。個々のソフトウェアコンポーネントをインスト
ールする前に、Oracle カスタマサポートに連絡してください。

1 「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」に移動します。
ドライブエンクロージャー、ドライブ、パイロット、およびコントローラ
に現在インストールされているソフトウェアおよびファームウェアパッケ
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ージ、およびステージング済みのすべてのソフトウェアおよびファームウ
ェアパッケージが、サマリーページに表示されます。

2 「アクション」 > 「ソフトウェアの更新」を選択します。
3 (オプション) 更新対象となる個々のソフトウェアモジュールを、画面最上
部の「インストールアクション」列を使って選択します。

有効なオプション:

• インストールしない

• 新しいバージョンの場合にインストール

• 常にインストール

重要: 個々のソフトウェアモジュールの更新は必ず、Oracle カスタマサポー
トの指示の下で行なってください。

4 README ファイル、リリースノート、または Oracle カスタマサポートに
よって「ソフトウェアを再起動および更新します (データアクセスが中断さ
れます)」を選択するように明示的に指示されないかぎり、オプション「シ
ステムを再起動することなくソフトウェアを更新します」を選択してくだ
さい。

5 (オプション) 「ソフトウェア更新のオプション」ペインで使用可能なその
他のオプションを自由に選択します。

注: 実行不可能なオプションを選択した場合、このページの最下部にソフト
ウェア更新検証エラーメッセージが表示されます。処理を先に進めるに
は、ソフトウェア更新検証エラーをすべてクリアする必要があります。一
部のオプションではデータアクセスが中断されます。必ず各オプションを
注意深く読んでください。

6 (オプション) ソフトウェア更新があとで実行されるようにスケジュールす
るには、「スケジュール」タブをクリックし、システムが処理を実行する時
間を入力します。72 時間以内に更新が実行されるようにスケジュールでき
ます。

7 「OK」をクリックします。
8 「はい」をクリックします。
アップグレードオプションを選択した場合、それらすべてのオプションの
条件に同意する必要があります。

関連リンク

ソフトウェアの更新

Oracle FS System の再起動

ソフトウェア更新をスケジュールする

ソフトウェア更新が指定された時間に実行されるようにスケジュールできます。
たとえば、I/O アクティビティーが少なくなるオフピークの時間帯に更新が実行
されるようにスケジュールできます。
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前提条件: • アップロードされ、インストール準備の整ったソフト
ウェア更新。

• 管理者役割を使って Oracle FS System Manager (GUI)
にログインしている。

72 時間以内に更新が実行されるようにスケジュールできます。

1 「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」に移動します。
ドライブエンクロージャー、ドライブ、パイロット、およびコントローラ
に現在インストールされているソフトウェアおよびファームウェアパッケ
ージ、およびステージング済みのすべてのソフトウェアおよびファームウ
ェアパッケージが、サマリーページに表示されます。

2 「アクション」 > 「ソフトウェアの更新」を選択します。
3 (オプション) 更新の対象となる個々のソフトウェアモジュールを選択しま
す。

デフォルトのアクションは、「新しいバージョンの場合にインストール」で
す。

有効なオプション:

• インストールしない

• 新しいバージョンの場合にインストール

• 常にインストール

重要: 個々のソフトウェアモジュールの更新は必ず、Oracle カスタマサポー
トの指示の下で行なってください。

4 ソフトウェア更新スケジュールをあとで有効にする場合は、「ソフトウェア
更新をあとで実行されるようにスケジュールします」オプションをクリッ
クします。

5 省略記号コントロール (...) をクリックし、システムが処理を実行する日付
と時間を入力します。72 時間以内に更新が実行されるようにスケジュール
できます。

6 「OK」をクリックします。
「OK」をクリックすると、スケジュールされたソフトウェア更新が「ソフ
トウェアとファームウェア」ページに表示されます。

重要: スケジュールされた更新時間には、システムのステータスが正常であ
り、システムアラートも一切発生していない必要があります。システムの
ステータスが正常でなかったり、システムアラートが発生していた場合、
スケジュールされた更新は失敗します。

スケジュールされたソフトウェア更新をキャンセルする場合は、「スケジュールさ
れた更新の取り消し」をいつでもクリックできます。

関連リンク

スケジュールされたソフトウェア更新の取り消し
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スケジュールされたソフトウェア更新の取り消し

ソフトウェア更新のスケジュールを変更する必要がある場合などは、スケジュー
ルされたソフトウェア更新を取り消すことができます。

1 「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」に移動します。
ドライブエンクロージャー、ドライブ、パイロット、およびコントローラ
に現在インストールされているソフトウェアおよびファームウェアパッケ
ージ、およびステージング済みのすべてのソフトウェアおよびファームウ
ェアパッケージが、サマリーページに表示されます。

2 「スケジュールされた更新の取り消し」をクリックします。
スケジュールされたソフトウェア更新がアクティブである場合は、ページ
に通知が表示されます。

3 更新をキャンセルすることを確認して、「OK」をクリックします。
スケジュールされたタスクが削除され、「ソフトウェアとファームウェア」
ページからソフトウェア更新の予告が削除されます。

関連リンク

ソフトウェアとファームウェアの概要ページ

ドライブのファームウェアを更新する

ドライブのパフォーマンスを製造元が定めた最適レベルに維持するには、ドライ
ブのファームウェアを更新します。

1 「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」に移動します。
ドライブエンクロージャー、ドライブ、パイロット、およびコントローラ
に現在インストールされているソフトウェアおよびファームウェアパッケ
ージ、およびステージング済みのすべてのソフトウェアおよびファームウ
ェアパッケージが、サマリーページに表示されます。

2 正しいファームウェアバージョンが Oracle FS System にステージングされ
ていることを確認します。

3 「アクション」 > 「ドライブファームウェアの更新」を選択します。
4 更新するファームウェアを選択するには、「保留中のドライブファームウェ
ア更新」ペインで「インストール」チェックボックスにチェックマークを
付けます。

5 ドライブファームウェアを更新してシステムへのデータアクセスを中断す
る準備が整ったら、「OK」をクリックします。

システムは、ファームウェアパッケージで指定された条件に一致するドライブの
ファームウェアを更新します。1 つのドライブがオフラインになり、ファームウ
ェアが更新されます。次にドライブがオンラインになり、RAID 情報が更新され
ます。このプロセスがドライブごとに繰り返されます。更新が完了すると、
Oracle FS System が再起動します。システムは再起動中に古いファームウェアを
含むドライブをすべて更新します。

更新が失敗した場合、残りのドライブの更新はキャンセルされ、Oracle FS System
にシステムアラートが表示されます。問題を解決するには、更新処理を再度試み
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るか、影響のあるドライブを交換します。問題が継続する場合は、Oracle カスタ
マサポートに連絡してください。

関連リンク

「ドライブファームウェアの更新」ダイアログ

ソフトウェアコンポーネントの管理
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第 9章

ハードウェアコンポーネントの管理

パイロットの管理

パイロット とは次のものです: システム管理サービス、システム再起動サービス、
コールホーム サービス、管理アクセス、および保守アクセスを提供する Oracle FS
System ハードウェアコンポーネント。管理者は、Oracle FS System Manager
(GUI) または Oracle FS CLI を使用して Ethernet 経由で パイロット ノードに接
続できます。

次のタスクを実行して、パイロット を管理します。

• パイロット へのネットワーク接続をトラブルシューティングします

• パイロット を特定、トラブルシューティング、交換します
ハードウェア

• 必要な外部アプリケーションへのネットワーク接続が構成されていること
を確認します

• コールホーム と自動サービスリクエスト (ASR) を構成し、有効化します

パイロット の管理には、クライアントアプリケーションまたは パイロット が使
用する特定のネットワークポートが開いていることを確認する作業も含まれま
す。

関連リンク

パイロットのプロパティーを表示する

パイロットのネットワーク接続を表示する

パイロットを識別する

パイロットを修理する

パイロットの概要

パイロット は、すべてのシステムアクティビティーを指示および管理する帯域外
管理コントローラ (1U) です。

各 Oracle FS System には 1 つのアクティブ パイロット と 1 つのスタンバイ パイ
ロット があります。

パイロット により次へのアクセスが可能になります。

• Oracle FS System のすべての管理機能
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• システムモニタリング、アラート、ログ収集、および自動ログ転送

• コントローラおよびドライブエンクロージャーリソースの再起動、交換、
更新、および回復に関連する管理

パイロット に使用できる 2 つのモデルは X4-2 および X5-2 です。次の図は、パイ
ロット の等測図です。

注: X4-2 および X5-2 の パイロット モデルを同じ Oracle FS System に混在させる
ことはできません。両方の パイロット が X4 であるか、両方の パイロット が X5
である必要があります。

図 10: パイロット

パイロット の X4-2 モデルおよび X5-2 モデルを区別するには、Oracle FS System
Manager (GUI) を使用するか、パイロット シャーシの外観の違いで識別します。

パイロット のフロントパネルのドライブスロットの配置は、X4-2 モデルおよび
X5-2 モデルで異なります。X4-2 パイロット には、前面に等間隔で 8 個のドライ
ブベイがあり、2 つのドライブベイのグループの間に通気口があります。X5-2 パ
イロット には、シャーシの左側と中央に 6 個のドライブベイがあり、通気口はド
ライブキャリアにのみあります。X5-2 パイロット には、フロントパネルの上部右
隅に DVD のブランクパネルがあり、すぐ下に 2 つのドライブベイがあります。

右端にあるネームプレートは、モデル名 (X4-2 または X5-2) を示しています。
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図 11: パイロット のモデル (X4-2 および X5-2) を区別するためのフロントパネ
ルの違い

凡例 1 X5-2 パイロット の右端のネームプ
レート

3 DVD のブランクパ
ネル

2 X4-2 パイロット の右端のネームプ
レート

4 ドライブベイ

パイロット の上部カバーのサービスラベルにもモデル名が示されています。

図 12: パイロット のモデル (X4-2 および X5-2) を区別するためのサービスラベ
ル

ハードウェアコンポーネントの管理
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パイロットのプロパティーを表示する

Oracle FS System の パイロット のプロパティーを表示できます。たとえば、パイ
ロット のスタンバイノードとアクティブノードの両方のステータスや OS バー
ジョンを確認することが必要な場合があります。

一方のパイロットがアクティブモード、他方がスタンバイモードになっているこ
とと、両方の パイロット で表示される OS バージョンやサーバーバージョンが同
じであることを確認します。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「パイロット」に移動します。

2 情報が予想どおりであることを確認します。

「通常」以外のステータスが表示される場合は、そのハードウェアコンポー
ネントの詳細を表示し、問題の診断や解決を行います。解決不可能な問題
が発生した場合は、Oracle カスタマサポートに連絡してください。

関連リンク

「パイロット」概要ページ

パイロットのネットワーク接続を表示する

パイロット のネットワーク接続を表示すれば、接続済みのネットワークインタフ
ェースを確認したり、システム管理用およびシステム保守用ネットワークインタ
フェースのステータスを確認したりできます。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「パイロット」に移動します。

2 パイロットを選択します。

3 「アクション」 > 「パイロットの表示」を選択します。

4 情報が予想どおりであることを確認します。

接続済みや整合以外のステータスが表示される場合は、そのハードウェア
コンポーネントの詳細を表示し、問題の診断や解決を行います。解決不可
能な問題が発生した場合は、Oracle カスタマサポートに連絡してください。
任意のインタフェースで「ステータスの整合性」に断続的と表示されてい
る場合、ケーブルの両端をチェックし、両端がしっかりと挿入されている
ことを確認します。

5 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

「パイロットの表示」ダイアログ

管理インタフェースの構成

パイロットの管理

パイロットのプロパティーを表示する

パイロットを識別する

パイロットを修理する

ハードウェアコンポーネントの管理
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パイロットを識別する

特定のパイロットを識別できます。システムは、点滅する LED を使ってハードウ
ェアコンポーネントを識別します。たくさんの機器のあるデータセンターでは、
保守の対象となるパイロットを点滅する LED で特定できます。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「パイロット」に移動します。
2 パイロットを選択します。

3 「アクション」 > 「パイロットの識別」を選択します。
「識別」ダイアログが表示されます。

4 ガイド付き保守が示す指示に従ってハードウェアコンポーネントを識別し
ます。

5 「終了」をクリックします。

関連リンク

パイロットの管理

パイロットのプロパティーを表示する

パイロットのネットワーク接続を表示する

パイロットを修理する

パイロットを修理する

ガイド付き保守を使えば、パイロット のアクティブノードまたはスタンバイノー
ドのコンポーネントを交換できます。

1 パイロット コンポーネントを交換する前に、Oracle カスタマサポートに連
絡します。

Oracle カスタマサポートが パイロット 上の障害が発生したコンポーネン
トを識別します。

2 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「パイロット」に移動します。
3 修理する パイロット を選択します。
4 「アクション」 > 「パイロットの修理」を選択します。
ガイド付き保守に、パイロット コンポーネントのリストが表示されます。

5 Oracle カスタマサポート担当者から得た情報に基づいて、リストから正し
いコンポーネントを選択します。

6 「次へ」をクリックします。
データセンター内でこの パイロット を識別できるように、ガイド付き保守
から パイロット の白い位置特定 LED を点灯するためのリクエストが送信
されます。

7 「次へ」をクリックします。

ガイド付き保守に、コンポーネント交換の手順にアクセスするために使用
するリンクが表示されます。

ハードウェアコンポーネントの管理
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8 そのリンクをクリックし、手順を開いて出力します。

9 「次へ」をクリックします。
• アクティブ パイロット に含まれるコンポーネントを交換する場合
は、ガイド付き保守によってアクティブ パイロット がオフラインに
なり、スタンバイ パイロット にフェイルオーバーされます。アクテ
ィブ パイロット がオフラインになると、GUI が閉じます。フェイル
オーバーが完了すると、GUI に再度ログインできます。

• スタンバイ パイロット に含まれるコンポーネントを交換する場合
は、ガイド付き保守によってスタンバイ パイロット がオフラインに
なります。スタンバイ パイロット を保守するときは、フェイルオー
バーは不要です。

• 電源装置またはファンモジュールを交換する場合は、パイロット を
オフラインにする必要はありません。電源装置とファンモジュール
はホットサービスが可能です。

注: 1 つの電源装置を交換する場合は、2 つ目の電源装置がオンライン
で動作しているかぎり、パイロット をオフラインにする必要はあり
ません。

関連リンク

パイロットの管理

パイロットのプロパティーを表示する

パイロットのネットワーク接続を表示する

パイロットを識別する

ネットワークポートの管理

パイロットとサービスの提供元または提供先との間に何らかのファイアウォール
が配置されている場合、ポートを開かないと、そのサービスは機能しません。

次の表に、パイロット が Oracle FS System 内のほかのコンポーネントやネットワ
ーク上で実行されているサービスと通信するときに使用する全ソフトウェアポー
トを示します。

ハードウェアコンポーネントの管理
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表 12: パイロットの TCP ポート
ポート
番号

アプリケーション 説明

22 SSH Oracle カスタマサポートによって使用されます。このポ
ートはデフォルトでは無効になっており、サービスコール
中に必要に応じてまれな状況でのみ開くことができます。
そうした場合には、Oracle カスタマサポートからこのポ
ートを開く必要があることを通知されます。

25 Simple Mail
Transfer Protocol
(SMTP)

パイロットが、Oracle FS System から送信される電子メー
ル通知やアカウントパスワード回復のために使用します。
このポートは、構成済みメールサーバーへのアウトバウン
ド通信にしか使用されません。

53 DNS Oracle FS System が、電子メール通知のために外部メール
サーバーの名前を必要に応じて解決するなど、環境内のほ
かのサーバーやサービスの名前を解決するために使用し
ます。

80 HTTP Oracle FS System が、ステータスをモニターしたり、ドキ
ュメントや Oracle FS System Manager (GUI) などの各種
アプリケーションをパイロットからダウンロードしたり
するために使用します。

123 Network Time
Protocol (NTP)

Oracle FS System がシステム時間を外部の時間サービス
プロバイダに同期させるために使用します。

161 Simple Network
Management
Protocol (SNMP)

ホストの SNMP 管理サーバーが Oracle FS System をモ
ニターするために使用します。

162 SNMP トラップ Oracle FS System が外部の管理アプリケーションに
SNMP トラップを送信したり、UPS デバイスが Oracle FS
System に通知を送信したりするために使用します。たと
えば、UPS デバイスがバッテリの電源で動作中であるこ
とを、準拠 UPS デバイスが Oracle FS System に警告する
際に使用されます。

443 HTTPS パイロットの HTTPS コールホームオプションで使用さ
れます。Oracle コールホームサーバーへのパイロットの
3 つのポートすべてで、このポートを開く必要がありま
す。

また、HTTPS が Web ブラウザを使ってステータスやアラ
ートをチェックする際にも使用されます。

8083 Oracle FS CLI イ
ンタフェース

Oracle FS System が Oracle FS CLI インタフェースやア
プリケーション統合のために使用します。

ハードウェアコンポーネントの管理
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表 12: パイロットの TCP ポート (続き)

ポート
番号

アプリケーション 説明

8085 REST インタフェ
ース

Oracle FS System が REST ベースの管理アプリケーショ
ンとのアプリケーション統合のために使用します。この
ポートはデフォルトでは無効になっています。

10000 Network Data
Management
Protocol (NDMP)

パイロットが、Oracle FS System 上のすべてのファイルシ
ステムに対するバックアップおよび復元アクセスを提供
するために使用します。パイロットの 3 つの IP アドレス
とバックアップ管理サーバーとの間で、このポートを開く
必要があります。

26012 Oracle FS System
Manager

Oracle FS System Manager (GUI) および Oracle FS Path
Manager (FSPM) が Oracle FS System との通信を行うた
めに使用します。

コントローラの管理

コントローラは、それぞれがユーザーデータへのアクセスを提供し、パートナー
ノードのキャッシュされたデータや状態をミラー化する、ノードのアクティブ/ア
クティブペア内のいずれかのノードです。 コントローラが故障した場合やコン
トローラがガイド付き保守によってオフラインに切り替わった場合、Oracle FS
System はフェイルオーバーとフェイルバックを使って Oracle FS System を通常
の状態に戻します。フェイルオーバーでは、オフラインノードのすべてのリソー
スが、オンラインのままのノードに転送されます。フェイルバックでは、オフラ
インだったノードがオンラインに復帰した際に、それらのリソースが元のノード
に転送されます。

コントローラの管理には次のタスクが含まれます。

• すべてのコントローラの全体的なステータスと特定のコントローラの詳細
を確認します

• 各コントローラのコメント、シャーシ ID、およびサービスタイプを変更し
ます

• コントローラを特定します

• 障害の発生したコンポーネントを交換します

• コントローラのフェイルオーバーとフェイルバックをモニターします

関連リンク

コントローラの診断とコマンドテスト

SAN コントローラ統計および傾向の概要
コントローラコマンド

ハードウェアコンポーネントの管理
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コントローラの概要

コントローラは顧客の LAN または SAN への I/O アクセスと、すべてのドライブ
エンクロージャーとその他のコントローラを相互接続するのに使用される内部
SAS インタフェースを提供します。Oracle FS System では 2 つのストレージコン
トローラがサポートされます。

次の図は Oracle FS System コントローラを示しています。

図 13: Oracle FS System コントローラ

コントローラのステータスを表示する

コントローラのステータスを確認すれば、コントローラで発生する可能性のある
問題にすばやく対処しやすくなります。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」に移動します。
コントローラの概要ページには、各コントローラのステータスサマリー、
シャーシ、コメント、サービスタイプ、フェイルオーバーコントローラ、
温度、および FRU/CRU のサマリーが表示されます。

2 情報が予想どおりであることを確認します。

「通常」以外のステータスが表示される場合は、そのハードウェアコンポー
ネントの詳細を表示し、問題の診断や解決を行います。解決不可能な問題
が発生した場合は、Oracle カスタマサポートに連絡してください。

関連リンク

「コントローラ」概要ページ

コントローラの詳細を表示する

任意のコントローラの詳細を表示できます。たとえば、コンポーネントの交換時
にガイド付き保守が必要かどうかを判断するために、個々のフィールド交換可能
ユニット (FRU) や顧客交換可能ユニット (CRU) のステータスを確認する必要が
ある場合があります。また、I/O ポートのステータスも表示できます。

コントローラの詳細には次の情報が含まれます。

• コントローラの識別子、メモリーサイズ、およびモデル

• 交換可能ユニットの部品番号、シリアル番号、位置、および仕様

ハードウェアコンポーネントの管理
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1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」に移動します。
コントローラの概要ページには、各コントローラのステータスサマリー、
シャーシ、コメント、サービスタイプ、フェイルオーバーコントローラ、
温度、および FRU/CRU のサマリーが表示されます。

2 コントローラを選択します。

3 「アクション」 > 「表示」を選択します。
4 情報が予想どおりであることを確認します。

「通常」以外のステータスが表示される場合は、そのハードウェアコンポー
ネントの詳細を表示し、問題の診断や解決を行います。解決不可能な問題
が発生した場合は、Oracle カスタマサポートに連絡してください。

5 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

コントローラの表示、「コンポーネント」タブ

コントローラの表示、「I/O ポート」タブ
コントローラポート

コントローラのコメントを変更する

コントローラコメントは、コントローラに割り当てられる説明用のテキストです。
意味のある一意のコメントの割り当てや変更を行うと、特定のコントローラコン
ポーネントを容易に識別できるようになります。コントローラコメントには最大
255 個のアルファベット文字を含めることができます。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」に移動します。
コントローラの概要ページには、各コントローラのステータスサマリー、
シャーシ、コメント、サービスタイプ、フェイルオーバーコントローラ、
温度、および FRU/CRU のサマリーが表示されます。

2 コントローラを選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。
4 「コメント」フィールドに、コントローラにコメントを関連付けるためのテ
キスト文字列を入力します。

最大 255 個のアルファベット文字を入力できます。
5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「コントローラの変更」、「コンポーネント」タブ

シャーシ ID を変更する
シャーシ ID は、コントローラサマリーに表示されるコントローラ名です。シャ
ーシ ID は、コントローラおよびドライブエンクロージャーに表示される一意の
数値識別子です。Oracle FS System Manager (GUI) を使用してシャーシ ID を変
更できます。
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1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」に移動します。
コントローラの概要ページには、各コントローラのステータスサマリー、
シャーシ、コメント、サービスタイプ、フェイルオーバーコントローラ、
温度、および FRU/CRU のサマリーが表示されます。

2 コントローラを選択します。

3 「アクション」 > 「シャーシ ID の変更」を選択します。
「シャーシ ID の変更」ダイアログが表示されます。

4 「目的の ID」リストから新しいシャーシ ID 番号を選択します。
5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「シャーシ ID の変更」ダイアログ
パイロットの管理

コントローラを識別する

特定のコントローラを識別できます。システムは、点滅する LED を使ってハード
ウェアコンポーネントを識別します。たくさんの機器のあるデータセンターで
は、保守の対象となるコントローラを点滅する LED で特定できます。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」に移動します。
コントローラの概要ページには、各コントローラのステータスサマリー、
シャーシ、コメント、サービスタイプ、フェイルオーバーコントローラ、
温度、および FRU/CRU のサマリーが表示されます。

2 コントローラを選択します。

3 「アクション」 > 「識別」を選択します。
「識別」ダイアログが表示されます。

4 いずれかの識別オプションを選択します。

5 「次へ」をクリックします。
6 ガイド付き保守が示す指示に従ってハードウェアコンポーネントを識別し
ます。

7 「終了」をクリックします。

関連リンク

パイロットの管理

ドライブエンクロージャーの管理

Oracle FS System で使用できるストレージプールを拡張して、ドライブエンクロ
ージャーを追加することにより増大するストレージ需要に対応できます。また、
あるストレージドメインから別のストレージドメインにドライブグループを移動
すると、ドメイン全体で容量プロビジョニングを均衡化できます。

ドライブエンクロージャーの管理には次のタスクが含まれます。
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• すべてのドライブエンクロージャーの全体的なステータスと特定のドライ
ブエンクロージャーの詳細を確認します

• コメントとシャーシ ID の変更

• ドライブエンクロージャーを特定します

• 障害の発生したコンポーネントを交換します

関連リンク

ドライブグループ

ストレージドメイン

ドライブエンクロージャーコマンドを実行する

ストレージクラスマッピングファイルをアップロードする

ドライブエンクロージャーの概要

ドライブエンクロージャーは Oracle Flash Storage System のバックエンドのス
トレージとして使用されます。Oracle FS System で構成できるドライブエンクロ
ージャーは 30 個までです。ドライブエンクロージャーには、DE2-24P ドライブ
エンクロージャーと DE2-24C ドライブエンクロージャーの 2 種類があります。
両方のドライブエンクロージャータイプを同じシステム上に共存させることがで
きます。

ドライブエンクロージャーは可用性の高い、シリアル接続 SCSI (SAS-2) ストレー
ジエンクロージャーです。DE2-24P ドライブエンクロージャーには 2U のシャー
シがあり、スモールフォームファクタ (SFF) 24 個と 2.5 インチ (6.35 cm) ハードデ
ィスクドライブ (HDD) をサポートしています。DE2-24P ドライブエンクロージ
ャーは、7、13、または 19 個のソリッドステートドライブ (SSD) による構成もサ
ポートしています。DE2-24C ドライブエンクロージャーには 4U のシャーシがあ
り、ラージフォームファクタ (LFF) 24 個と 3.5 インチ (8.89 cm) HDD をサポート
しています。

次の図は、DE2-24P ドライブエンクロージャーと DE2-24C ドライブエンクロージ
ャーの正面部を示しています。
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図 14: DE2-24P ドライブエンクロージャー (正面図)

図 15: DE2-24C ドライブエンクロージャー (正面図)

ドライブエンクロージャーの物理構成は、両タイプとも次のとおりです。

• ホットサービス対応の I/O モジュール 2 個 (Storage Bridge Bay (SBB) 標準
に対応するインタフェーススロットを 2 つ含む)

• ホットサービス対応 580W 電源冷却モジュール 2 個 (デュアル負荷共有電
源装置と統合型ファンを含む)

• 19 インチラック対応エンクロージャー

• すべてのドライブに前面からアクセス

• I/O モジュールと電源冷却モジュールには背面からアクセス

• I/O モジュール、ドライブ、および電源冷却モジュールのステータス情報付
きの LED
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次の図は、DE2-24P ドライブエンクロージャーと DE2-24C ドライブエンクロージ
ャーの背面部を示しています。

図 16: DE2-24P ドライブエンクロージャー (背面図)

図 17: DE2-24C ドライブエンクロージャー (背面図)

関連リンク

高可用性

HDD 障害および回復
SSD 障害および回復

高可用性

Oracle FS System の高可用性機能により、サービス中断を招きかねない想定外の
ハードウェア障害やソフトウェア障害にシステムが適切に対処できます。また、
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この機能によって、ハードウェアの交換作業中でも顧客データへのアクセス性が
維持されます。

Oracle FS System には次の高可用性機能が含まれています。

コピーバック データを一時的な場所から新しく交換したドライブに移動
します。HDD の場合、一時的な場所はアクティブなスペア
ストライプです。SSD の場合、一時的な場所は専用のスペア
ドライブです。

ダブルパリティー 消失データの回復に役立つように、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリティーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディアを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベルになります。

動的スペア 特定のドライブグループ内の大容量ハードディスクドライ
ブ (HDD) 上の割り当てられていないストリップ。このスペ
ア容量は、そのドライブグループ内のすべての HDD にまた
がってストライプ化されます。動的スペアは、RAID 5 の保
護レベルおよび RAID 10 の保護レベルをサポートするため
に使用されます。動的スペアがドライブグループの境界を
またがることはできません。

ミラー化 Oracle FS System が論理ボリュームの正確な複製を異なる
場所に保持する RAID レベル。パリティーデータは使用さ
れません。ミラー化は、ランダム書き込み操作のパフォーマ
ンス向上によって少なくとも 1 台、場合によってはそれ以上
の台数のドライブが失われることを防ぎます。ミラー化さ
れた RAID は、RAID 10 テクノロジを使用して実装されま
す。

Oracle プリエンプ
ティブコピー

疑いのあるドライブ上のデータをスペアドライブまたは動
的スペアにコピーする Oracle FS System ファームウェアの
機能。この操作は、障害が予測されたドライブで障害が発生
し、そのあとにそのドライブを交換のためにオフラインにす
る前に行われます。この機能により、そのドライブで実際に
障害が発生した場合のパフォーマンスの低下やデータ損失
の可能性が回避されます。この機能は、再構築処理のオーバ
ーヘッドを回避することによって、全体的なパフォーマンス
を最適化します。コピーアウェイと呼ばれることもありま
す。

利点としては、障害が発生するドライブに冗長性があるとき
にコピーアウェイ操作が実行され、顕在している可能性があ
るエラーをパリティーデータを使用して修正できます。ま
た、障害が発生したドライブはオンラインのままであるた
め、コピーアウェイ操作が行われているときに 2 つ目のドラ
イブで障害が発生しても、データの損失が発生しません。
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シングルパリティ
ー

消失データの回復に役立つように、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティーは、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長レベルになります。

スペアドライブ コピーアウェイ操作によるドライブグループの再構築をサ
ポートできる未使用のソリッドステートドライブ (SSD)。
ドライブエンクロージャーやドライブグループには、この目
的にしか使用しない SSD は含まれません。ただし、ドライ
ブエンクロージャー内に未使用の SSD が存在し、かつその
ドライブエンクロージャー内の SSD で障害が発生したか、
障害が予測されているか、取り外された場合、システムは、
問題のあるドライブを再構築するためにその未使用のドラ
イブを使用します。

さらに、未使用の SSD が存在しない場合、システムはその
パリティーデータを使用して、失われた SSD で機能し続け
ることができます。

一括書き込み 特定のストライプへの複数の少量の書き込み操作を単一の
書き込み操作にグループ化する RAID 最適化技法。この単
一の書き込み操作は、ストライプに書き込まれていないデー
タがあるすべての LUN に影響します。一括書き込みを使
用すると、少量のデータを扱うランダム書き込み操作のパフ
ォーマンスが向上することがあります。

この最適化技法は、RAID 5 や RAID 6 ストレージアレイ、
および自動階層化 LUN で特に役に立ちます。

関連リンク

優先度レベルとパフォーマンス

冗長性とデータ保護

SSD 障害および回復

ソリッドステートドライブ (SSD) に障害が発生した場合、Oracle FS System は
RAID 5 (シングルパリティー) と RAID 10 (ミラー化) を専用スペアドライブとと
もに使用し、失われたデータを回復します。

SSD アレイは専用スペアドライブとともに構成されます。Oracle FS System は障
害の兆候がある SSD を検出すると、Oracle Pre-emptive Copy を実行して障害の兆
候がある SSD からスペアドライブにデータをコピーします。この機能は SSD 障
害時のパフォーマンス低下とデータ損失からシステムを保護します。スペアドラ
イブには、異なるパフォーマンス特性およびデータ保持特性のドライブも使用で
きます。

障害の兆候がある SSD の交換後、システムはコピーバック操作を実行します。コ
ピーバック操作はスペアドライブのデータを交換後の SSD にコピーする操作で

ハードウェアコンポーネントの管理

221



す。この操作は、スペアへの通常の再構築とスペアからのコピーバックという元
来の機能を持つ状態に SSD アレイを回復します。

注: 残りの耐用年数 (月単位) を確認し、Oracle FS System Manager (GUI) のガイ
ド付き保守を使用してドライブを事前に交換できます。

関連リンク

冗長性とデータ保護

HDD 障害および回復

ハードディスクドライブ (HDD) に障害が発生した場合、Oracle FS System はパリ
ティーと RAID テクノロジのミラー化機能、および動的スペアを使用して、デー
タの損失を防ぎます。

HDD アレイは動的スペアを使用して構成されます。RAID 構成では HDD 障害
が発生すると再構築操作が開始されます。再構築操作中、再構築されるデータは
再構築ストライプ内のスペア HDD 上に作成されます。障害の発生した HDD を
交換すると、スペア HDD で保持していたデータが交換した HDD にコピーバッ
クされます。

関連リンク

冗長性とデータ保護

ドライブエンクロージャーのステータスを表示する

ドライブエンクロージャーのステータスを確認すれば、ドライブエンクロージャ
ーで発生する可能性のある問題の特定や対処が容易になります。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブエンクロージャー」に移動し
ます。

2 情報が予想どおりであることを確認します。

「通常」以外のステータスが表示される場合は、そのハードウェアコンポー
ネントの詳細を表示し、問題の診断や解決を行います。解決不可能な問題
が発生した場合は、Oracle カスタマサポートに連絡してください。

関連リンク

「ドライブエンクロージャー」概要ページ

ドライブエンクロージャーの詳細を表示する

ドライブエンクロージャーの詳細を表示すると、ドライブエンクロージャー内の
個々のフィールド交換可能ユニット (FRU)、顧客交換可能ユニット (CRU)、および
I/O ポートで発生する可能性のある問題の特定や対処がしやすくなります。

ドライブエンクロージャーの詳細には次の情報が含まれます。

• ドライブエンクロージャーのプロパティー

• すべての FRU および CRU のリスト
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• すべての I/O ポートおよび I/O ポートプロパティーのリスト

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブエンクロージャー」に移動し
ます。

2 ドライブエンクロージャーを選択します。

3 「アクション」 > 「表示」を選択します。

4 情報が予想どおりであることを確認します。

「通常」以外のステータスが表示される場合は、そのハードウェアコンポー
ネントの詳細を表示し、問題の診断や解決を行います。解決不可能な問題
が発生した場合は、Oracle カスタマサポートに連絡してください。

5 「閉じる」をクリックします。

いずれかの FRU または CRU で「通常」以外のステータスが表示されている場
合、そのコンポーネントを交換する必要がある可能性があります。FRU または
CRU を選択して交換してください。

関連リンク

ドライブエンクロージャーの表示、「コンポーネント」タブ

ドライブエンクロージャーの表示、「I/O ポート」タブ
ドライブエンクロージャーの管理

ドライブエンクロージャーの詳細を表示する

ドライブエンクロージャーのコメントを変更する

ドライブエンクロージャーコメントは、ドライブエンクロージャーに割り当てら
れる説明用のテキストです。意味のある一意のコメントの割り当てや変更を行う
と、特定のドライブエンクロージャーコンポーネントを容易に識別できるように
なります。ドライブエンクロージャーコメントには最大 255 個のアルファベット
文字まで使用できます。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブエンクロージャー」に移動し
ます。

2 ドライブエンクロージャーを選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。

4 「コメント」フィールドに、ドライブエンクロージャーを説明するテキスト
文字列を入力します。

最大 255 個のアルファベット文字を入力できます。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「ドライブエンクロージャーの変更」、「コンポーネント」タブ

ハードウェアコンポーネントの管理

223



ドライブエンクロージャーを識別する

特定のドライブエンクロージャーを識別できます。システムは、点滅する LED を
使ってハードウェアコンポーネントを識別します。たくさんの機器のあるデータ
センターでは、保守の対象となるドライブエンクロージャーを点滅する LED で特
定できます。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブエンクロージャー」に移動し
ます。

2 ドライブエンクロージャーを選択します。

3 「アクション」 > 「識別」を選択します。
「識別」ダイアログが表示されます。

4 いずれかの識別オプションを選択します。

5 「次へ」をクリックします。
6 ガイド付き保守が示す指示に従ってハードウェアコンポーネントを識別し
ます。

7 「終了」をクリックします。

関連リンク

ドライブエンクロージャーの管理

ドライブエンクロージャーのコメントを変更する

シャーシ ID を変更する

シャーシ ID を変更する
シャーシ ID は、ドライブエンクロージャーサマリーに表示されるドライブエン
クロージャー名です。シャーシ ID は、コントローラおよびドライブエンクロー
ジャーに表示される一意の数値識別子です。Oracle FS System Manager (GUI) を
使用してシャーシ ID を変更できます。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブエンクロージャー」に移動し
ます。

2 ドライブエンクロージャーを選択します。

3 「アクション」 > 「シャーシ ID の変更」を選択します。
「シャーシ ID の変更」ダイアログが表示されます。

4 「目的の ID」リストから新しいシャーシ ID 番号を選択します。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「シャーシ ID の変更」ダイアログ
ドライブエンクロージャーの管理

ドライブエンクロージャーのコメントを変更する

ドライブエンクロージャーを識別する
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ドライブのデータ整合性

SCSI 保護情報フィールドは静的データ破損を防ぐためのメカニズムです。SCSI
保護情報により、ホストが Oracle FS System から読み取るデータが目的のデータ
であること、またデータがホストが最後に書き込みを行なったときと同じ状態で
あることが保証されます。この整合性チェックは Oracle FS System の内部処理
です。

Oracle FS System 内の RAID ファームウェアはストレージアレイ内のすべてのド
ライブを 520 バイトのセクターサイズにフォーマットします。ホストから SAN
データを受信するときに、ホストデータ 512 バイトごとに 8 バイトの整合性メタ
データが生成されます。 この整合性メタデータはホストデータに追記され、内部
的な 520 バイトのセクターが形成されます。データがホストに戻されたときに 8
バイトのメタデータは取り外され、これを使用して 512 バイトのホストデータの
正当性チェックが行われます。このチェックに合格しなかった場合、ホストに読
み取りエラーが報告されます。

8 バイトのメタデータにはホストデータの Cyclic Redundancy Check (CRC) と参
照タグが含まれており、参照タグによりホストの LUN またはファイル内のセク
ターオフセットが特定されます。これら 2 種類の情報を基にファームウェアは、
転送されたデータがホストの要求した場所に所属し、データが最後に書き込まれ
たときの状態と同じであるかどうかをチェックします。

参照タグチェックは RAID ファームウェアによる標準のデータ整合性処理の一
部として実行されます。ただし、一度も書き込みが行われていない大量のセクタ
ーに対してクライアントアプリケーションが読み取りを実行すると、それらのセ
クターを読み取るときに、クライアントアプリケーションが十分なパフォーマン
スを得られないことがあります。これに該当するクライアントアプリケーション
には次のものがあります。

• セクターレベルのバックアップアプリケーション

• レプリケーションアプリケーション

これらのクライアントアプリケーションで異常なパフォーマンス問題が発生する
場合は、特定の LUN で参照タグチェックを無効にし、アプリケーションのパフ
ォーマンスが上がるかどうかを確認します。参照タグチェックを無効にした場
合、Oracle FS System によるそれらのセクターの CRC の検証は引き続き行われ
ますが、参照タグチェックは無視されます。

関連リンク

ドライブエンクロージャーの管理

ハードウェアの管理

Oracle FS System 内のハードウェアを自分で管理しない場合でも、Oracle FS
System 内のハードウェアの管理について、ある程度理解しておくことが重要で
す。
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ハードウェアの管理にはドライブ交換やコンポーネント交換、システム拡張など
が含まれます。ドライブ交換とコンポーネント交換はどちらも GUI のガイド付
き保守を使用して実行できます。ハードウェア交換には GUI のガイド付き保守
を使用することをお勧めします。システム拡張は GUI のガイド付き保守では実
行できません。

関連リンク

ドライブエンクロージャーの管理

ハードウェアの交換

サポートサービス担当者が Oracle FS System 内の現場交換可能ユニット (FRU)
と顧客交換可能ユニット (CRU) の交換手順を説明します。

契約の内容に応じて、次のアクションを実行できます。

• 自分で FRU または CRU を交換する。

• サービスリクエストを発行し、保守技術者に現場で FRU を交換してもら
う。

ヒント: My Oracle Support (MOS) で自動サービスリクエスト (ASR) を有
効にすると、サービスリクエストが自動的に作成されます。

重要: FRU または CRU を交換するには、Oracle FS System Manager (GUI)
のガイド付き保守を使用するか、Oracle FS CLI で次のアクションを実行し
ます。

• システムで FRU または CRU の交換準備を行う。

• 新しい FRU または CRU をシステムに統合する。

注: GUI のガイド付き保守はハードウェアの交換プロセスを視覚的に手順
を追って案内します。ハードウェアの交換には、GUI のガイド付き保守を
使用することをお勧めします。

詳細は、適切な Oracle FS System Service Guideを参照してください。

年に一度、電源装置のファンフィルタにほこりが溜まっていないか確認します。
コンポーネントの交換や修理が不要でも、必要であれば電源装置のほこりを掃除
機で吸い取ってください。このような保守にはガイド付き保守は必要ありませ
ん。

関連リンク

コンポーネントを交換する

ドライブ交換

ドライブ交換はガイド付き保守を使用して行う手順です。交換用のドライブとし
て、新しいドライブまたは以前にドライブエンクロージャーで使用していたドラ
イブを使用できます。
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重要: Oracle FS System は Oracle が提供するドライブのみを受け付けます。交換
用ドライブの容量とタイプはドライブエンクロージャー内のほかのドライブと同
じである必要があります。

ドライブをドライブエンクロージャーで受け入れるまで、Oracle FS System はそ
れらすべてのドライブを外部ドライブと見なします。挿入するドライブ内にデー
タが含まれている場合、ドライブの受け入れ時にすべてのデータが失われます。

ガイド付き保守を使用してドライブ交換プロセスを開始します。ガイド付き保守
によって、システムとドライブエンクロージャーのドライブ交換準備が行われま
す。交換用ドライブをドライブエンクロージャーに挿入し、ガイド付き保守を使
用してプロセスを完了させます。

コンポーネントを交換する

Oracle FS System の信頼性の維持や回復のために、コンポーネントを交換する必
要がある場合があります。

Oracle FS System で Oracle がサポートするのは、Oracle が提供するコンポーネン
トだけです。

Oracle FS System Manager (GUI) のガイド付き保守は、ハードウェア交換手順の
ステップ単位のグラフィカル表現をユーザーに提供します。GUI のガイド付き
保守が、ハードウェア交換時の推奨の方法となります。

注意: Oracle 仕様に準拠していないか、または Oracle で提供されるコンポーネン
トではないハードウェアによってデータの整合性が損なわれたり、Oracle FS
System の保証が無効になったりする場合があります。

1 「システム」 > 「ハードウェア」に移動したあと、コントローラまたはドラ
イブエンクロージャーを選択します。

2 概要ページで、交換するコンポーネントを含むコントローラまたはドライ
ブエンクロージャーをクリックします。

3 「アクション」 > 「表示」を選択します。

4 「表示」ダイアログの「コンポーネント」タブで交換するコンポーネントを
選択し、「コンポーネントの交換」をクリックします。

5 ガイド付き保守が示す手順に従いながら、コンポーネントを修理します。

対応する Oracle FS System Service Guideも参照し、詳しい手順を確認してく
ださい。

6 「終了」をクリックします。

関連リンク

コントローラの表示、「コンポーネント」タブ

ドライブエンクロージャーの表示、「コンポーネント」タブ
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システム拡張

増大するストレージ要求に対応し、Oracle FS System から使用可能なストレージ
プールを拡張するには、ドライブエンクロージャーをシステムに追加します。追
加の DE2-24P ドライブエンクロージャーと DE2-24C ドライブエンクロージャー
を同じシステム内で混在させることができます。

ドライブエンクロージャーを追加する前に、システムに最新版のソフトウェアが
インストールされていることを確認します。

• Oracle FS System Manager (GUI) で、サポート管理者アカウントでログイ
ンし、「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」を選択します。

• Oracle FS CLI で software_update ‑list ‑installed コマンドを実行し
ます。

さらに、ラック内に新しいドライブエンクロージャー用の十分なスペースがある
かどうかを確認します。ラックに設置された PDU に未使用の回路が十分含まれ
ている必要があります。PDU にそれ以上ドライブエンクロージャーを配置でき
ないか場合や、ラック内に追加のドライブエンクロージャー用のスペースを確保
できない場合は、追加のラックを設置する必要があります。

注: 次の状況では、ドライブエンクロージャーを追加する際にシステムで中断が
発生する可能性があります。

• 既存の PDU 設備では電力要件を満たせない。既存の PDU 設備に PDU を
追加するには、システムの電源を切断する必要があります。

注: システムで使用中のラックが、そのシステム用に設計された PDU 搭載
の Oracle 提供ラックである場合、電力要件を満たすために PDU を追加す
る必要に迫られることは、めったにありません。Oracle PDU の残り半分を
有効にして追加の電源コンセントを活用しなければいけない可能性はあり
ます。Oracle PDU の残り半分を有効にする作業は、システムに中断を引き
起こしません。

• ラック内のハードウェアの現在のレイアウトを変更しないと、コントロー
ラとドライブエンクロージャー間の接続、およびドライブエンクロージャ
ーとドライブエンクロージャー間の接続に使用されるケーブルの長さ制限
に対応できない。

ドライブエンクロージャーストリングの構成に基づいて、ドライブエンクロージ
ャーをシステムに追加するには次のいずれかのシナリオが必要になります。

• 5 個未満のドライブエンクロージャーを含む既存のドライブエンクロージ
ャーストリング内に新しいドライブエンクロージャーを配置します。既存
のドライブエンクロージャーストリングへの追加ではシステムの中断は発
生しません。

既存のドライブエンクロージャーストリングにドライブエンクロージャー
を追加する場合は、ストリング上の最後のドライブエンクロージャーに新
しいドライブエンクロージャーを接続してください。
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• 新しいドライブエンクロージャーストリングを作成します。新しいストリ
ングには最大 5 個のドライブエンクロージャーを追加できます。新しいド
ライブエンクロージャーストリングでは使用可能な SAS HBA ポートが必
要です。

関連リンク

ソフトウェアおよびファームウェアのバージョンを表示する

UPS デバイス
UPS デバイスは、電源障害が発生した場合に Oracle FS System にバックアップ電
源を提供します。システムは UPS のアクティビティーをモニターし、このデバイ
スの健全性を報告します。

通常、Oracle FS System のようなエンタープライズクラス製品は UPS を使用せ
ず、データセンター内の発電機バックアップ方式の電源装置に依存します。ただ
し、UPS を使用する場合は、すべての Oracle FS System コンポーネントの合計の
最大ワット数の要件に基づいて使用する必要があります。使用する場合は、その
UPS が Oracle FS System に SNMP トラップを送信してバッテリモードまたは通
常モードで動作していることを示すことができるように APC PowerNet MIB 仕
様に準拠するようにし、さらにそのトラップを受信するように Oracle FS System
を構成するようにしてください。SNMP を使用してモニターおよび構成できる
APC 製品の管理の詳細は、『Schneider Electric MIB Reference Guide』(http://
www.apcmedia.com/salestools/JGAY-83UPH9/JGAY-83UPH9_R0_EN.pdf) を参
照してください。一言で言うと、UPS システムは、すべての Oracle FS System コ
ンポーネントの合計の最大ワット数の要件に基づいて使用する必要があります。
最大 4 つのデバイスをシステムでモニターできます。UPS から収集される情報
には、次のものが含まれます。

• 通信ステータス

• 電源

• バッテリステータス

電源障害が発生した場合、UPS デバイスは AC 電源からバッテリ電源に切り替え
たあと、UPS がバッテリ電源で動作していることを示す SNMP トラップメッセ
ージを Oracle FS System に送信します。それにより、Oracle FS System は保守的
な動作状態に切り替えます。この状態では、正常な電源を復元できる前に UPS バ
ッテリがドレインした場合でもデータを保護するために、すべてのデータ書き込
みがストレージアレイに対して行われます。この保守的な状態は、UPS デバイス
が、バッテリで動作していないことを示す SNMP トラップメッセージを
Oracle FS System に送信し、Oracle FS System を通常のキャッシュ操作に戻した
ときに終了します。
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関連リンク

UPS デバイスを作成する
UPS デバイスを表示する
UPS デバイスを変更する
UPS デバイスを削除する

UPS デバイスを作成する
Oracle FS System に接続されている UPS デバイスへの接続を作成すると、UPS の
バッテリステータス、通信ステータス、およびプロパティーを確認できるように
なります。システムで最大 4 台の UPS デバイスを構成できます。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「UPS」に移動します。

2 「アクション」 > 「UPS の作成」を選択します。
UPS デバイスでよりセキュアな文字列の構成が可能な場合は、コミュニテ
ィー文字列「public」または「private」を使用しないでください。

3 表示されたフィールドに情報を入力します。

4 「OK」をクリックします。

関連リンク

「UPS の作成」ダイアログ

UPS デバイスを表示する
Oracle FS System に接続された UPS デバイスのプロパティー、バッテリステータ
ス、および通信ステータスを確認できます。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「UPS」に移動します。

2 UPS を選択します。

3 「アクション」 > 「UPS の表示」を選択します。
「UPS の表示」ダイアログが表示されます。

4 情報が予想どおりであることを確認します。

「通常」以外のステータスが表示される場合は、そのハードウェアコンポー
ネントの詳細を表示し、問題の診断や解決を行います。解決不可能な問題
が発生した場合は、Oracle カスタマサポートに連絡してください。

5 「閉じる」をクリックします。

関連リンク

「UPS の表示」ダイアログ

ハードウェアコンポーネントの管理

230



UPS デバイスを変更する
UPS デバイスのプロパティーを変更できます。たとえば、UPS デバイスの名前を
更新したり、デバイスのアクティビティーをモニターするトラップを受信するた
めに使用されるコミュニティー文字列の名前を変更したりできます。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「UPS」に移動します。

2 UPS を選択します。

3 「アクション」 > 「UPS の変更」を選択します。
UPS デバイスでよりセキュアな文字列の構成が可能な場合は、コミュニテ
ィー文字列「public」または「private」を使用しないでください。

4 UPS 接続のプロパティーを更新します。

5 「OK」をクリックします。

関連リンク

「UPS の変更」ダイアログ

UPS デバイスを削除する
Oracle FS System から UPS デバイスを取り外しすと、デバイスのアクティビティ
ーをモニターできなくなります。デバイスのアクティビティーをモニターできな
いため、その接続を Oracle FS System Manager (GUI) から削除する必要がありま
す。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「UPS」に移動します。

2 UPS を選択します。

3 「アクション」 > 「UPS の削除」を選択します。
「削除の確認」ダイアログが表示されます。

4 「OK」をクリックします。

関連リンク

UPS の概要ページ
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第 10章

アラートとイベントの管理

システムステータスのサマリーを表示する

Oracle FS System Manager (GUI) は、システム内のすべてのハードウェアコンポ
ーネントのサマリー、および発生したイベント、アラート、通知の一覧を提供し
ます。

「システムサマリー」ページでは、ハードウェアステータスのページにすばやくア
クセスしたり、さまざまなシステムアラートやシステムイベントを表示したりで
きます。

ヒント: また、Oracle FS System の IP アドレスまたは名前をブラウザに入力して
同じ情報の簡易セットを取得することもできます。この情報をモバイルデバイス
にダウンロードする場合は、Oracle FS System 上の Web サーバーを利用すると便
利です。

1 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「ステータスのサマリー」に
移動します。

2 ハードウェアステータスやイベント情報が予想どおりであることを確認し
ます。

3 (オプション) 解決する必要のある状況が見つかった場合には、問題のある
項目をクリックします。
システムによって適切なページが表示され、状況の詳細を確認できます。

関連リンク

ステータスのサマリーの概要ページ

システムアラートの管理

イベントログの管理

イベント通知の管理

システムアラートの管理

Oracle FS System の構成イベントの中には、根底にある問題を解決するために管
理者の介入が必要になるものがあります。

システムアラートが発生すると、Oracle FS System Manager (GUI) ステータスバ
ーに感嘆符アイコン ( ) が点滅表示します。この点滅アイコンが表示されると
き、アイコンの右側に最新のアラートの GMT 時間が表示されます。アイコンを
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クリックすると、GUI に次の情報が含まれた「システムアラート」ページが表示
されます。

• システムアラートの名前。

• アラートに関する情報と発生時間。一部のアラートには推奨アクションも
含まれています。

• アラートが発生した日時。

問題を解決するには、推奨アクションを実行します。

関連リンク

システム通知

システムアラートを表示する

システムアラートを管理する

システムアラートを削除する

システムアラートを表示する

Oracle FS System にシステムアラートが存在している場合、アラートの詳細を確
認して必要なアクションを実行できます。システムアラートの使用可能リストは
カテゴリでソートできます。また、このページからシステムアラートを管理する
こともできます。

1 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「システムアラート」に移動
します。

2 システムアラートのリストを確認し、情報が予想どおりであることを確認
します。

解決されたアラートはシステムによってリストから削除されます。持続している
アラートは「システムアラート」ページに残ります。

関連リンク

システムアラートの概要ページ

システムアラートの管理

システムアラートを管理する

システムアラートを削除する

システムアラートを管理する

Oracle FS System によって生成されたシステムアラートの詳細を表示できます。
また、アラートの情報をワークステーションのクリップボードにコピーすること
もできます。

1 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「システムアラート」に移動
します。

2 リストからアラートを選択します。

3 アラートの詳細を表示するには、「アクション」 > 「管理」を選択します。
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ヒント: アラートをダブルクリックすることもできます。
4 そのシステムアラートに関する情報を読みます。

5 (オプション) 「クリップボードへのコピー」をクリックし、アラートの情
報をワークステーションのクリップボードに保存します。

6 「OK」をクリックします。

アラートの情報をワークステーションのクリップボードにコピーすると、電子メ
ールなどでその情報を使用できます。

関連リンク

システムアラートの概要ページ

システムアラートの管理

システムアラートを削除する

システムアラートを削除する

Oracle FS System によって生成された単一のアラートまたは複数のアラートを削
除できます。ただし、アラートを削除する前に、必ずアラートの原因を解決する
ようにしてください。

1 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「システムアラート」に移動
します。

2 リストから 1 つ以上のアラートを選択します。
3 「アクション」 > 「削除」を選択します。
4 「OK」をクリックします。

関連リンク

システムアラートの概要ページ

システムアラートを表示する

システムアラートを管理する

固定データのクリア

ドライブエンクロージャーストレージアレイに関する問題が発生したときに、固
定データが発生することがあります。この場合、そのアレイに書き込まれる予定
のデータがコントローラのフラッシュバックされたメモリーに残された状態にな
ります。

各 LUN は基盤となるドライブグループストレージに確実に書き込まれる、コミ
ットされたトランザクションの順次レコード (一連の変更済みブロック)。
Oracle FS System は、LUN ごとに 1 つのキャッシュを保持します。バックグラウ
ンドで、システムは、各キャッシュを持続ストレージに非同期にフラッシュしま
す。 を保持しています。これらのレコードは書き込みキャッシュと呼ばれるも
のの中で管理されます。

システムは、キャッシュの 2 つのコピーをフラッシュバックアップ方式のメモリ
ー内に保持しています。プライマリーコピーは、LUN が存在するのと同じコント
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ローラノード上に存在します。セカンダリコピー (ミラー) は、ホームコントロー
ラで障害が発生した場合の回復を可能にするために、パートナーノードのフラッ
シュバックアップ方式のメモリー内に存在します。

固定データは、システム障害または電源障害のために、システムがメモリーから
物理ストレージにフラッシュできない変更済みの任意のデータ。Oracle FS
System は、システムがそのデータを物理ストレージにフラッシュできるまで、こ
のメモリー内データを保護します。固定データを解決するには、次のアクション
を実行します。

• 問題を修正します。それにより、システムはピンデータをフラッシュでき
るようになります。

• ピンデータを破棄します。

ユーザーデータがまだキャッシュに残っており物理ストレージに書き込まれてい
ない場合、管理者が実行したシャットダウン要求が失敗することがあります。固
定データはシャットダウンの失敗につながります。コントローラがドライブエン
クロージャーと通信できずキャッシュデータを排出できない場合は、Oracle FS
System はそのデータをキャッシュ内に保持 (固定) します。

シャットダウン要求を開始したときに固定データに関するアラートが表示された
場合は、「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブエンクロージャー」に移動
してドライブエンクロージャーの詳細を確認します。ハードウェア問題をすべて
解決してください。ハードウェア問題があると、コントローラとドライブエンク
ロージャーが通信できず、キャッシュデータをストレージに排出できないことが
あります。

関連リンク

コントローラの管理

ドライブエンクロージャーの概要

システムアラートの管理

システムアラートを表示する

イベントログの管理

イベントログには、Oracle FS System のイベントが表示されます。イベントには、
LUN の作成や削除などの管理アクション、ハードウェアの問題などの Oracle FS
System によって検出されたすべての問題、またはコントローラや Oracle FS
System Manager (GUI) で検出されたその他の問題が含まれます。重大度やカテ
ゴリタイプのフィルタを設定できます。

解決できない問題が発生した場合は、ログのコレクションをバンドルして、コー
ルホームサーバーに送信してください。そこから Oracle カスタマサポートがロ
グの分析を行い、問題の解決を支援します。

考えられるイベント重大度:

情報 情報のみのイベントにアクションは必要ありません。
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警告 都合のよいときに対処できるマイナーな状態に即座のアク
ションは必要ありません。

クリティカル システム障害またはオフライン状態を回避するために、即座
のアクションが必要です。

考えられるイベントカテゴリ:

セキュリティー セキュリティーの問題 (未承認の要求など) を通知するイベ
ント。

監査 ユーザーが行なっていること (実行している操作など) を追
跡するイベント。

システム システムの問題 (ドライブエンクロージャーまたはコントロ
ーラが見つからないなど) を通知するイベント。

関連リンク

ログバンドルの作成

システムステータスのサマリーを表示する

イベントログのエントリを表示する

イベントログを削除する

イベントログのエントリを表示する

Oracle FS System で発生したイベントをモニターするには、イベントログを確認
します。画面に表示されるイベントの数が多すぎる場合は、イベントのリストを
フィルタリングできます。

1 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベントログ」に移動しま
す。

2 イベントログの詳細を確認し、情報が予想どおりであることを確認します。

3 (オプション) 「イベント/ページ」リストをクリックし、各ページに表示す
るイベントの最大数を選択します。

4 (オプション) 目的のページにすばやく移動するには、ページの右上側にあ
るページ番号をクリックします。

5 (オプション) リストに表示するイベントのタイプを指定するには、「アクシ
ョン」 > 「イベントログフィルタの設定」を選択します。

6 (オプション) リストを更新するには、ページ右上の「リフレッシュ」アイ
コン ( ) をクリックします。
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関連リンク

「イベントログ」概要ページ

「イベントログフィルタの設定」ダイアログ

イベントログの管理

イベントログのエントリを表示する

イベントログを削除する

イベントプロパティーを表示する

Oracle FS System のイベントプロパティーを確認し、クリップボードにコピーで
きます。イベントプロパティーをコピーすれば、イベントの詳細をキャプチャー
して Oracle カスタマサポートに送信したりできます。

1 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベントログ」に移動しま
す。

2 リストからイベントを選択します。

3 「アクション」 > 「イベントプロパティー」を選択します。

ヒント: イベントをダブルクリックすることもできます。
4 (オプション) イベントプロパティーをクリップボードにコピーするには、
「クリップボードへのコピー」をクリックします。

5 「閉じる」をクリックします。

このあと要求に応じて、イベントプロパティー情報の内容を電子メールに貼り付
け、その情報を Oracle カスタマサポートに送信できます。

関連リンク

「イベントのプロパティー」ダイアログ

イベントログのエントリを表示する

イベントログを削除する

イベントログのエントリをフィルタリングする

イベントログのエントリをフィルタリングする

イベントログで特定タイプのエントリのみを表示させたい場合があります。表示
するイベントのタイプを制限するには、イベントをフィルタリングします。

1 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベントログ」に移動しま
す。

2 「アクション」 > 「イベントログフィルタの設定」を選択します。

3 フィルタタイプを設定します。

有効なタイプ:

• イベントカテゴリ: 該当するものをすべて選択します。

• イベント重大度: 該当するものをすべて選択します。
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• イベント日付範囲: 「日付範囲内で発生したイベントを表示します。」
オプションを選択したあと、「開始日付」と「終了日付」を選択しま
す。

4 (オプション) ダイアログをデフォルトの状態にリセットするには、「デフォ
ルトにリセット」をクリックします。

5 「OK」をクリックします。

6 (オプション) リストを更新するには、ページ右上の「リフレッシュ」アイ
コン ( ) をクリックします。

「イベントログ」概要ページのリストの最上部に (フィルタ済み) というラベルが
表示されますが、これは、それらがフィルタ条件に一致したイベントであること
を示しています。

関連リンク

「イベントログフィルタの設定」ダイアログ

イベントログの管理

イベントログのエントリを表示する

イベントログを削除する

イベントログを削除する

イベントの数が多くなりすぎた場合、すべてのイベントを 1 回の操作で削除でき
ます。

前提条件: Oracle サポート役割またはサポート役割を使って Oracle FS
System Manager (GUI) にログインしている。

重要: イベントログを削除すると、フィルタが有効になっているために表示され
ないログも含め、すべてのログがシステムから削除されます。

1 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベントログ」に移動しま
す。

2 「アクション」 > 「イベントログの削除」を選択します。

3 「OK」をクリックします。

関連リンク

「イベントログ」概要ページ

イベントログの管理

イベントログのエントリを表示する

イベントプロパティーを表示する

イベント通知の管理

イベント通知を作成し、特定の Oracle FS System イベントが発生したときに特定
の個人に通知が送信されるようにします。イベントの詳細を表示し、必要に応じ
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て変更できます。通知をテストして、指定の電子メールアドレスが正しいかどう
かを確認することもできます。

イベント通知とは、次のものです: 指定されたシステムイベントを受信者に通知す
る Simple Mail Transfer Protocol (SMTP) 電子メールメッセージ。システムイベ
ントには、論理ボリュームの作成またはハードウェアの問題やソフトウェアの問
題の発生などの情報イベント、警告イベント、およびクリティカルイベントが含
まれます。イベント通知はオプションで、有効にした場合、通常のイベントのロ
ギングおよびコールホーム通知を補足します。

イベント通知を受信する 1 つ以上の電子メール受信者を指定する必要がありま
す。通知を送信するには、構成済みで機能している電子メールサーバーが必要で
す。

注: 電子メールサーバーを使用して、コールホーム通知を受信者に通知すること
もできます。

関連リンク

システム通知

イベント通知を表示する

イベント通知の作成

イベント通知を削除する

イベント通知を表示する

既存のイベント通知のリストを表示し、変更が必要かどうかを判断できます。イ
ベント通知を作成、変更、削除、または表示するには、「イベント通知」概要ペー
ジを使用します。

1 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベント通知」に移動しま
す。

2 イベント通知の詳細を確認し、情報が予想どおりであることを確認します。

関連リンク

「イベント通知」概要ページ

イベント通知の管理

イベント通知の詳細を表示する

イベント通知の作成

イベント通知を変更する

イベント通知を削除する

イベント通知の作成

イベント通知を作成して、Oracle FS System で特定のイベントが発生したときに
システムが電子メールを生成できるようにします。アラートをトリガーするシス
テムイベントのタイプを指定したり、通知を受け取る受信者を指定したりできま
す。
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通知を設定しなかった場合でも、イベントログを使用してシステムイベントをモ
ニターできます。コールホーム通知は、電子メール通知とは無関係であり、
Oracle FS System 内の問題に関して Oracle カスタマサポートに送信されます。

1 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベント通知」に移動しま
す。

2 「アクション」 > 「作成」を選択します。

3 イベント通知の名前を入力します。

4 イベント通知の説明を入力します。

5 通知を有効にするには、「イベント通知の有効化」を選択します。

6 イベントのリストを確認します。

ヒント: リストを重大度でソートするには、「重大度、カテゴリの順」をク
リックします。リストをカテゴリでソートするには、「カテゴリ、重大度の
順」をクリックします。

ヒント: イベントのリストを展開または縮小するには、展開 ( ) または縮小
( ) 記号をクリックします。

7 「モニター対象イベント」リストから、通知をトリガーするイベントを選択
します。

8 1 人以上のイベント通知受信者を追加するには、「追加」をクリックします。

たとえば、ログイン失敗の通知を受けるには、「モニター対象外イベント」
列で「情報」 > 「監査」リストに移動します。「ログインに失敗しました」
を選択し、右矢印をクリックしてこの項目を「モニター対象イベント」列
に移動します。

ヒント: イベントタイプ全体を追加するには、重大度またはカテゴリ名を選
択し、そのイベントタイプを「モニター対象イベント」列に移動します。

たとえば、すべてのクリティカルイベントをモニターするには、「クリティ
カル」を選択し、このイベントタイプを「モニター対象イベント」列に移
動します。

9 各通知受信者の電子メールアドレスを入力します。

10 (オプション) アラートが正しい電子メールアドレスに送信され、SMTP サ
ーバーが正しく構成されていることを確認するには、「電子メールのテス
ト」をクリックします。

注: 次の電子メールのテストまで少なくとも 10 分は空けてください。

11 (オプション) 電子メールアドレスをリストから削除するには、そのアドレ
スを選択して「削除」をクリックします。

12「OK」をクリックします。
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関連リンク

「イベント通知の作成」ダイアログ

電子メール通知設定の構成

イベント通知の管理

イベント通知の詳細を表示する

イベント通知を変更する

イベント通知を削除する

イベント通知の詳細を表示する

イベント通知の詳細を表示し、変更が必要かどうかを判断できます。

1 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベント通知」に移動しま
す。

2 表示するイベント通知の名前を選択します。

3 「アクション」 > 「表示」を選択します。
4 イベント通知の詳細を確認し、情報が予想どおりであることを確認します。

5 「閉じる」をクリックします。

イベント通知を変更する必要がある場合は、通知のエントリを変更できます。

関連リンク

「イベント通知の表示」ダイアログ

イベント通知の管理

イベント通知の詳細を表示する

イベント通知を変更する

イベント通知を削除する

イベント通知を変更する

イベント通知のプロパティーを変更できます。たとえば、ある特定の通知につい
て、モニター対象のイベントや、通知の送信先となる電子メールアドレスを変更
できます。

1 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベント通知」に移動しま
す。

2 変更するイベント通知の名前を選択します。

3 「アクション」 > 「変更」を選択します。
4 (オプション) イベント通知の新しい名前を入力します。
5 (オプション) イベント通知の新しい説明を入力します。
6 (オプション) 「イベント通知受信者の電子メールアドレス」リストを更新
します。

可能な選択肢:

• 電子メールの受信者を追加するには、「追加」をクリックします。
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• 電子メールの受信者を削除するには、「削除」をクリックします。

7 (オプション) モニター対象となる新しいイベントのカテゴリまたは重大度
を選択します。

8 「OK」をクリックします。

関連リンク

「イベント通知の変更」ダイアログ

電子メール通知設定の構成

イベント通知の管理

イベント通知の作成

イベント通知を削除する

イベント通知を削除する

既存のイベント通知を削除できます。たとえば、ある社員が会社を退職する場合
に、アクティブでない電子メールアカウントにイベント通知が送信されないよう
にする場合、対応するイベント通知を削除します。

1 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベント通知」に移動しま
す。

2 削除するイベント通知を選択します。

3 「アクション」 > 「削除」を選択します。

4 「OK」をクリックします。

関連リンク

「イベント通知」概要ページ

イベント通知の管理

イベント通知を表示する

イベント通知の作成
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第 11章

診断操作の実行

Oracle FS System の診断
Oracle カスタマサポートから、1 つまたは複数のサポートツールを実行して診断
の出力を Oracle に送信するよう依頼されることがあります。

Oracle FS System はフォールトトラレントです。システムは異常を検知し、自動
的にパートナコンポーネントにフェイルオーバーしてデータの可用性を維持しま
す。ハードウェアコンポーネントの交換時を除いて、技術者の介入は必要はあり
ません。

平均故障間隔 (MTBF) の長いフォールトトラレントなシステムでも、コンポーネ
ントの故障を永遠に避けることはできません。コンポーネントの故障によりシス
テムが不安定になった場合は、サポートツールを使用して問題を診断し解決して
ください。

Oracle FS System をサポートするため、次のアクションを実行できます。

• システム情報を収集し、パイロット からローカルホストにシステムログバ
ンドルをダウンロードするか、バンドルをコールホームサーバーに送信し
ます

• コントローラハードウェアおよびソフトウェアの問題を診断します

• コントローラコマンドを実行します

• ドライブエンクロージャーコンソールにアクセスし、ドライブグループを
確認および診断します

• Oracle FS System をシャットダウンし、再起動します

• システムの起動プロセスを一時停止する停止ポイントを設定します

• システムを工場出荷時の構成にリセットします
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関連リンク

ログバンドルの作成

コントローラの診断を実行する

コントローラコマンドを実行する

ドライブエンクロージャーコンソールを表示する

Oracle FS System のシャットダウン
Oracle FS System の再起動
システム停止ポイントを管理する

Oracle FS System をリセットする

システムログバンドル

状況の診断に使用するため Oracle カスタマサポートが、特定のログとその他の診
断情報を 1 つのバンドルに集約することを依頼することがあります。このバンド
ルは分析のため My Oracle Support (MOS) に送信できます。

システム情報を次のソースから収集し、システムログバンドルに含めることがで
きます。

• パイロット ハードウェアコンポーネント

• コントローラハードウェアコンポーネント

• ドライブエンクロージャーハードウェアコンポーネント

• ホスト

• 統計

• レプリケーションアプライアンス

• システム構成

システムログバンドルを作成するときに、選択した上記の各ソースから情報に含
める範囲を指定できます。すべてのログを含めるよう指定したり、最新のログの
みを含めることを指定したりできます。最新のログの場合は、過去何時間の情報
を収集するかを指定できます。

また、ログバンドルに Oracle FS System の統計と既存の構成を含めることもでき
ます。すべてのログバンドルにはバンドルが収集された日時が含まれています。

オープンのサービスリクエスト (SR) がすでにあり SR 番号がわかっている場合
は、その番号をログノートに記入してバンドルをコールホームサーバーに送信で
きます。SR 番号は必ず「ノート」フィールドの先頭のエントリとして記入し、そ
のバンドルに関するその他の注記を続けて記入します。コールホームに送信した
ログバンドルは Oracle カスタマサポートでその SR 番号に関連付けられます。

ログバンドルを Oracle サーバーに直接送信することや、バンドルをダウンロード
して MOS 内の既存の SR に添付することも可能です。どちらの場合も、ログは暗
号化されてセキュアな状態で転送されます。
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注: ダウンロードしたログバンドルを直接 Oracle サーバーに送信することはでき
ません。

関連リンク

ログバンドルの作成

ログをコールホームサーバーに送信する

UI クライアントログを表示する
Oracle FS System で実行された Oracle FS System Manager (GUI) アクティビテ
ィーの履歴を含むクライアントログのフォルダを表示できます。

1 「サポート」 > 「システムログ」に移動します。

2 「アクション」 > 「UI クライアントログの表示」を選択します。

ヒント: すべてのログを表示するには Alt-Ctrl-L を、すべてのログを含む
zip アーカイブを作成するには Alt-Ctrl-Z を、それぞれ使用します。

オペレーティングシステムに応じて次のいずれかのアクションが発生しま
す。

• Windows: システムは Windows Explorer を開き、クライアントログ
の場所を表示します。

• Linux: システムは、クライアントログの場所にディレクトリを変更
します。

各クライアントログの内容を表示するには、テキストエディタまたはリーダーを
使用します。

関連リンク

システムログの概要ページ

システムログバンドル

ログバンドルの作成

Oracle カスタマサポートは、ログバンドルを分析用に作成して Oracle に送信す
るようにリクエストすることがあります。ログバンドルを既存のサービスリクエ
スト (SR) に関連付けることを指定できます。

1 「サポート」 > 「システムログ」に移動します。

2 「アクション」 > 「作成」を選択します。
すべてのコンポーネントがデータ収集対象として選択された状態で、「ログ
バンドルの作成」ダイアログが表示されます。

3 「すべて選択」をクリックします。

注: Oracle カスタマサポートから、特定のコンポーネントを選択するように
要求される可能性があります。
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4 (オプション) ログファイルを Oracle サーバーに送信するには、「コールホ
ームサーバーへの送信」オプションを選択します。

5 (オプション) 収集期間として最後の数時間または最後の数日を指定するに
は、「最新のログ」を選択します。

6 (オプション) 目的の値を入力したあと、単位として「時間」または「日」
を選択します。

7 (オプション) 収集期間として最後のログ収集から現在までを選択するに
は、「最後のログ収集以降のすべてのログ」を選択します。

8 (オプション) Oracle FS Path Manager (FSPM) を実行している SAN ホスト
からログを収集するには、「ホストの選択」をクリックしたあと、リストか
らホストを選択します。

注: SAN ホストには FSPM がインストールされており、かつ通信状態にな
っている必要があります。

ホストの選択が完了したら、「OK」をクリックします。

9 (オプション) ログバンドルをワークステーションにダウンロードするに
は、「ダウンロード先」オプションを選択したあと、ログバンドルのファイ
ルパスを指定します。

10 (オプション) 「注記」フィールドにログ収集の簡易説明を入力します。

たとえば、サービス要求 (SR) 番号を入力できます。

注: SR 番号を使用する場合はそれを最初のエントリにする必要がありま
す。ログバンドルのその他の注記はそのあとに入力します。

11 ログバンドルを作成するには、「OK」をクリックします。

システムによってデータログの収集が開始され、「システムログ」概要ペー
ジにログバンドルが表示されます。「「コールホームサーバーへの送信」」オ
プションを選択した場合は、Oracle サーバーにログバンドルが直接送信さ
れます。

「システムログ」概要ページからは、ログバンドルをワークステーションにダウン
ロードできるほか、サポート役割を使ってログインしている場合はログバンドル
を Oracle サーバーに送信できます。

関連リンク

「ログバンドルの作成」ダイアログ

ASR のコールホームの構成
システムログバンドル

ASR の設定 (コールホーム)
ログをコールホームサーバーに送信する

ログバンドルをダウンロードする

ログバンドルを削除する
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統計の収集

Oracle FS System は、論理ボリュームと SAN プロトコルのパフォーマンス統計
を生成します。この統計には、容量の使用率とシステムの健全性の情報も含まれ
ています。Oracle カスタマサポートは、システムのパフォーマンス統計を分析用
に収集して Oracle にそのデータを送信するようにリクエストすることがありま
す。

ダウンロードした統計は、Oracle FS System 統計ツールを使用して確認できます。
詳細は、『Oracle Flash Storage System Statistics Tools のユーザーズガイド』を参照
してください。

1 「サポート」 > 「システムログ」に移動します。

2 「アクション」 > 「作成」を選択します。
すべてのコンポーネントがデータ収集対象として選択された状態で、「ログ
バンドルの作成」ダイアログが表示されます。

3 「すべて選択解除」をクリックします。
4 「コンポーネントまたは項目」表から、「統計」オプションを選択します。
5 (オプション) 収集期間として最後の数時間または最後の数日を指定するに
は、「最新のログ」を選択します。

6 (オプション) 目的の値を入力したあと、単位として「時間」または「日」
を選択します。

7 (オプション) 収集期間として最後のログ収集から現在までを選択するに
は、「最後のログ収集以降のすべてのログ」を選択します。

8 (オプション) Oracle FS Path Manager (FSPM) を実行している SAN ホスト
からログを収集するには、「ホストの選択」をクリックしたあと、リストか
らホストを選択します。

注: SAN ホストには FSPM がインストールされており、かつ通信状態にな
っている必要があります。

ホストの選択が完了したら、「OK」をクリックします。

9 (オプション) 「注記」フィールドにログ収集の簡易説明を入力します。

たとえば、サービス要求 (SR) 番号を入力できます。

注: SR 番号を使用する場合はそれを最初のエントリにする必要がありま
す。ログバンドルのその他の注記はそのあとに入力します。

10 (オプション) ログバンドルをワークステーションにダウンロードするに
は、「ダウンロード先」オプションを選択したあと、ログバンドルのファイ
ルパスを指定します。

11「OK」をクリックします。

ログを削除するには、サポートログイン権限でログインする必要があります。
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関連リンク

「ログバンドルの作成」ダイアログ

ストレージパフォーマンス統計データの概要

ストレージパフォーマンス統計データの概要

ログバンドルを削除する

ログバンドルをダウンロードする

Oracle FS System でシステムイベントが発生すると、システムはその事象の情報
をシステムログに記録します。これらのログはトラブルシューティングに役立ち
ます。

ログバンドルはいくつかのシステムログを含んでおり、その形式は TAR ファイル
になります。ログバンドルはワークステーションにダウンロードできます。ログ
を収集して Oracle に分析対象として送信するように、Oracle カスタマサポート
から要求されることがあります。

1 「サポート」 > 「システムログ」に移動します。
2 ダウンロードするログバンドルを「システムログ」リストから選択します。

3 「アクション」 > 「送信先」 > 「ダウンロード」を選択します。
4 ワークステーション上でファイルの場所を選択するには、参照ボタン [...]
をクリックします。

5 「OK」をクリックします。

要求に応じて、ログバンドルを Oracle カスタマサポートに送信します。

また、既存のサービス要求 (SR) にログバンドルを添付することもできます。My
Oracle Support (MOS) の SR にアクセスしてログをアップロードします。

関連リンク

システムログの概要ページ

システムログバンドル

ログをコールホームサーバーに送信する

ログをコールホームサーバーに送信する

Oracle FS System で重大なイベントが発生した場合、システムはその事象に関す
る情報を含むログを書き込みます。サポート管理者およびサポート役割の権限を
持つ管理者は、システムログバンドルを Oracle サーバーに手動で送信できます。

前提条件 Oracle サポート役割またはサポート役割を使って Oracle FS
System Manager (GUI) にログインしている。

ログは、重大なイベントが発生した場合にシステムによって生成されるか、管理
者によって手動で作成されます。ログバンドルを作成し、それを Oracle に分析用
として送信するように、Oracle カスタマサポートから要求されることがありま
す。ログがコールホームサーバーに自動的に送信されるようにするには、ログバ
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ンドルの作成時に「「コールホームサーバーへの送信」」オプションを選択してく
ださい。

1 「サポート」 > 「システムログ」に移動します。

2 「システムログ」リストから、コールホームサーバーに送信するログバンド
ルを選択します。

3 「アクション」 > 「送信先」 > 「コールホームサーバー」を選択します。

4 「OK」をクリックします。

Oracle カスタマサポートからログバンドルを要求された場合は、ファイルが届い
たことを確認します。

関連リンク

システムログの概要ページ

ASR のコールホームの構成
システムログバンドル

ASR の設定 (コールホーム)
ログバンドルをダウンロードする

システムログのクリア

Oracle カスタマサポートから指示された場合は、コントローラのすべてのログと
ログバンドルを Oracle FS System から削除できます。

前提条件 Oracle サポート役割またはサポート役割を使って Oracle FS
System Manager (GUI) にログインしている。

システムログをクリアすると、ログ収集とコントローラのログが削除されます。
個々のログバンドルを削除するには、ログバンドルの削除オプションを使用しま
す。

重要: システムログを削除すると、過去のシステム動作の記録がすべて永続的に
削除されます。

1 「サポート」 > 「システムログ」に移動します。

2 「アクション」 > 「ログのクリア」を選択します。

3 削除するログのタイプを選択します。

有効な選択肢:

• コントローラのログ

• ログ収集

4 「OK」をクリックします。

診断操作の実行

249



関連リンク

「ログバンドルの作成」ダイアログ

システムログバンドル

ログバンドルを削除する

ログバンドルを削除する

Oracle カスタマサポートからの指示があれば、システムおよび Oracle FS System
管理者によって作成されたログバンドルの一部または全部を削除できます。

前提条件 Oracle サポート役割またはサポート役割を使って Oracle FS
System Manager (GUI) にログインしている。

重要: 削除されたログバンドルは回復できません。

1 「サポート」 > 「システムログ」に移動します。
2 1 つまたは複数のログバンドルを、「システムログ」リストから選択します。

ヒント: 複数のログバンドルを選択または選択解除するには、Ctrl または
Shift キーを使用します。

3 「アクション」 > 「削除」を選択します。
4 「OK」をクリックします。

関連リンク

システムログバンドル

ログバンドルの作成

データの整合性

データ整合性テストは次を検証します: ユーザーが作成したデータの整合性では
なく、RAID パリティーデータの整合性

ドライブエンクロージャー内のドライブを交換したあとにデータ整合性テストを
実行することをお勧めします。また、診断目的で Oracle カスタマサポートからデ
ータ整合性テストの実行を依頼されることがあります。

データ整合性テストは Oracle FS System のパフォーマンスに影響します。この
テストを実行するときに選択できるオプションが 2 つあります。

• 高優先度: 検証により I/O パフォーマンスに最大 30% の影響があります。
高優先度のオプションでは短時間で結果が出ますが、システムパフォーマ
ンスへの影響は大きくなります。

• 低優先度: 検証により I/O パフォーマンスに最大 10% の影響があります。
ドライブ交換後にドライブエンクロージャーを検査する場合は、低優先度
のオプションをお勧めします。

通常、データ整合性エラーはドライブまたはドライブグループのエラー処理に切
り分けられます。Oracle FS System はテスト中に検出されたエラーを補正しま
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す。ただし、修正できないエラーがある場合、「データ整合性」の概要ページに
「失敗」と表示されます。この場合は、Oracle FS System データログを収集し、

Oracle カスタマサポートに連絡してください。

関連リンク

ドライブのデータ整合性

ドライブグループのデータ整合性を検証する

ドライブグループのデータ整合性を検証する

Oracle FS System ソフトウェアによって保守される RAID パリティーデータの整
合性を確認するには、選択されたドライブグループに対してデータ整合性テスト
を実行します。Oracle FS System は、特定のドライブグループ内のさまざまなド
ライブ上でパリティーデータの書き込みや保守を行います。これらのドライブグ
ループの 1 つでドライブを交換した場合、そのドライブグループでのパリティー
データの整合性を検証することをお勧めします。

1 「サポート」 > 「データ整合性」に移動します。

2 検証するドライブグループを選択します。

3 「アクション」 > 「データ整合性」を選択します。

4 「データ整合性の検証」ダイアログで、この処理に割り当てる I/O 時間を指
定します。

有効な選択肢:

• 高優先度

• 低優先度

たとえば、「高優先度」を指定した場合、この処理はドライブエンクロージ
ャーのパフォーマンスに最大 30% の影響を及ぼす可能性があります。

5 データ検証を開始するには、「OK」をクリックします。

データ検証が完了すると、「データ整合性」ページに結果が表示されます。必要に
応じてリフレッシュボタン ( ) を使ってページを更新します。システムは、最新
の整合性テスト結果の日付と時間を表示します。

関連リンク

「データ整合性」概要ページ

データの整合性

コントローラの診断とコマンドテスト

管理者は Oracle FS System Manager (GUI) の 2 種類の機能を使用して、コントロ
ーラの問題の原因を切り分け、その特性を明らかにできます。問題はコントロー
ラハードウェアまたはソフトウェアに関連するものもあれば、コントローラとパ
ブリックデータネットワーク間の接続に関連するものもあります。
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コントローラ診断機能は、コントローラ内のハードウェアコンポーネントおよび
ソフトウェアモジュール上で一連の診断テストを実行します。テストされるハー
ドウェアには、コントローラに含まれているマザーボードやネットワークインタ
フェースカード、ファン、電源装置などがあります。

注: Oracle FS System は起動時に必ずコントローラノードで診断を実行します。

ハードウェアおよびソフトウェアの診断テストから返される詳細な情報を使用し
て、管理者はシステムで発生した特定の問題を切り分け、その特性を明らかにで
きます。この情報により、サポート管理者はどの現場交換可能ユニット (FRU) を
交換する必要があるかを簡単に判断できます。

重要: 診断を実行する前にコントローラを使用しているアプリケーションをすべ
て閉じ、パブリックデータネットワークからコントローラを切断します。

診断テストの実行中は、コントローラのステータスが「フェイルオーバー済み」
のように見えます。テストが終了すると、ステータスは「通常」に戻ります。

コントローラで診断を実行するため、システムはターゲットコントローラ内の書
き込みキャッシュを無効にし、コントローラのすべてのリソースをパートナのコ
ントローラに移動して、ターゲットのコントローラをオフラインにします。コン
トローラに割り当てられているすべての LUN が保守的モードになります。診断
の実行中はすべての I/O が直接ディスクに対して実行されるため、パートナコン
トローラのパフォーマンスが低下します。

関連リンク

コントローラの管理

コントローラの診断を実行する

コントローラコマンドを実行する

コントローラの診断を実行する

選択されたコントローラに対して診断を実行してハードウェアコンポーネントを
テストするように、Oracle カスタマサポートから要求されることがあります。こ
れらのテストの結果は、データ整合性確保や停止時間短縮のための適切な手順を
行ううえで役立つ可能性があります。

前提条件 • Oracle サポート役割またはサポート役割を使って
Oracle FS System Manager (GUI) にログインしてい
る。

• ターゲットコントローラに接続されたすべてのクラ
イアントがアイドル状態になっている。あるいは、コ
ントローラがオフラインになり、すべてのデータアク
セスがパートナーコントローラに転送されるという
状況に対応できるように、ゾーン設定やクライアント
構成が設定されていることを確認します。

特定のハードウェアの障害、重要な統計しきい値の超過、特定イベントの発生な
ど、さまざまな状態が発生した場合にハードウェア診断を実行できます。これら
の診断の目的は、その状態の原因を切り分けて突きとめることです。ハードウェ
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ア診断が起動されると特定のテストが実行され、「成功」または「失敗」ステータ
スが返されます。「失敗」ステータスの場合は失敗に関する詳細情報が返されま
す。

注意: 現在データ提供中のコントローラで診断を開始しないでください。データ
損失が発生する可能性があります。

診断の実行中はすべての I/O が直接ディスクに対して実行されるため、パートナ
コントローラのパフォーマンスが低下します。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」に移動します。

2 「アクション」 > 「診断の実行」を選択します。

3 診断を実行するコントローラを選択します。

4 「コントローラの診断」ダイアログボックスの警告を読んだあと、「次へ」
をクリックします。
診断が完了すると、「成功」ダイアログが表示されます。

5 診断テストの結果を表示するには、「次へ」をクリックします。

6 診断テストの結果を確認します。

7 診断ダイアログを閉じるには、「終了」をクリックします。

関連リンク

「コントローラ」概要ページ

コントローラの診断とコマンドテスト

コントローラの診断を表示する

コントローラの診断を表示する

サポート役割の 1 つでログインしている管理者は、コントローラの最新の診断結
果を表示できます。

前提条件 Oracle サポート役割またはサポート役割を使って Oracle FS
System Manager (GUI) にログインしている。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」に移動します。

2 「アクション」 > 「診断の表示」を選択します。

3 診断結果を表示するコントローラを選択します。

4 診断テストの結果を表示するには、「次へ」をクリックします。

5 診断テストの結果を確認します。

6 診断ダイアログを閉じるには、「終了」をクリックします。

関連リンク

コントローラの診断とコマンドテスト

コントローラの診断を実行する
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コントローラコマンド

障害のあるコンポーネントや、障害のある現場交換可能ユニット (FRU) のリスト
などのコントローラに関する内部情報を取得するため、またはその他の問題を診
断するために、コントローラ上でコマンドを実行できます。

また、「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「CPU の統計」に移動すること
によって、コントローラの統計ツールを使用することもできます。

注: コントローラのコマンド行にコマンドを入力する際には、接頭辞コマンド
ipmifm を使用します。
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表 13: コントローラコマンド
コマンド 構文 説明

fmadm ipmifm fmadm faulty [‑afgiprsv]

‑a すべての障害を表示しま
す。デフォルトでは、
fmadm faulty コマンド
は、現在存在しているが、
正しく機能していないリソ
ースの出力のみを一覧表示
します。

-a オプションを指定した
場合は、自動的に修正され
た障害や、回復アクション
を必要としない場合を含
め、Fault Manager (FM) に
よってキャッシュされたす
べてのリソース情報が一覧
表示されます。このリスト
には、システム内に存在し
なくなった可能性があるリ
ソースの情報も含まれま
す。

‑f すべての現場交換可能ユニ
ット (FRU) を表示します。

‑g FRU、クラス、および障害
メッセージが同じである障
害をグループ化します。

‑i Fault Manager 内の各リソ
ースの永続的キャッシュ識
別子を表示します。

‑p 出力をパイプし、各障害メ
ッセージの間に改ページを
追加します。

‑r 障害管理リソースをその識
別子 (FMRI) および障害管
理状態とともに表示しま
す。

‑s 各障害イベントの 1 行のサ
マリーを表示します。

‑v 障害の完全な出力を表示し
ます。

管理者およびサービス担当者は、Solaris
FM によって保持されているシステム
構成パラメータを表示したり、変更した
りできます。

FM は、システムソフトウェアによって
検出された問題に関連する遠隔測定情
報を受信し、それらの問題を診断して、
障害のあるコンポーネントの無効化な
どの事前対応的な自己修復アクティビ
ティーを開始します。

例:

次の例では、1 行の障害サマリーを表示
し、FRU ごとに障害をグループ化しま
す。
ipmifm fmadm faulty ‑ags
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関連リンク

コントローラの管理

コントローラの診断とコマンドテスト

コントローラの診断を実行する

コントローラコマンドを実行する

特定のコントローラに関する情報を表示する必要がある場合があります。たとえ
ば、コントローラの障害管理 (FM) ステータスを取得できます。FM ステータスは
故障したコンポーネントの詳細情報を提供します。

1 「サポート」 > 「システムトラブル」に移動します。

2 「アクション」 > 「コントローラコマンドの実行」を選択します。

3 リストからコントローラを選択します。

4 「コマンド行」フィールドにコマンドを入力します。
5 「環境変数」フィールドに、必要な変数をすべて入力します。
変数は variablename=value の形式で入力します。ここで、variablename は環
境変数、value は、コントローラで実行されているオペレーティングシステ
ムに渡されるテキストです。

6 「実行」をクリックします。
実行したコマンドから返された結果が、「コマンド出力」に表示されます。

関連リンク

「コントローラコマンドの実行」ダイアログ

コントローラの診断とコマンドテスト

コントローラコマンド

ドライブエンクロージャーコンソール

ドライブグループの問題を調査または診断する際、サポート管理者またはプライ
マリ管理者はドライブエンクロージャーコンソールにアクセスできます。コンソ
ールを使用して、Oracle FS System からの RAID コマンド出力を表示できます。
特定のドライブエンクロージャーに対して RAID コマンドを実行し、コマンドか
らの応答を表示することもできます。

警告: トラブルシューティングを行うときは、ドライブエンクロージャーの電源
を再投入しないでください。ドライブエンクロージャーの電源を再投入すると、
ドライブエンクロージャー内のプライマリおよびセカンダリデータパスに影響を
与え、ユーザーデータを危険にさらします。

ドライブエンクロージャーコンソールコマンドは Oracle カスタマサポートの指
示のもと実行してください。コンソールで実行する必要のあるコマンドはサポー
ト担当者からサポート管理者に伝えられます。
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RAID 出力は Oracle FS System によって生成され、ドライブエンクロージャーコ
ンソールに書き込まれます。この出力はコピーできるほか、要求された場合には
Oracle カスタマサポートに送信することもできます。

ドライブエンクロージャーコンソールを使用してドライブエンクロージャーにア
クセスすると、そのドライブエンクロージャーから生成される出力がコンソール
に表示されます。

図 18: ドライブエンクロージャーコンソール

注: ドライブエンクロージャーコンソールを使用できるログインセッションは一
度に 1 つのみです。サポート管理者はコンソールを起動するときに、ほかのセッ
ションを切断するオプションを使用できます。

デバッグセッション中、生成された出力をすべて捕捉し、その出力をクリップボ
ードにコピーまたはファイルに出力するオプションを使用できます。保存される
ファイルの名前にはドライブエンクロージャーの World Wide Name (WWN) と
タイムスタンプが含まれるため、デバッグセッションの確認時に役立ちます。

ドライブエンクロージャー内で障害 (故障) または最適ではない状態が発生した
ときに、ドライブエンクロージャーを回復するために多数の RAID コマンドにア
クセスしなければならないことがあり、これらのコマンドをドライブエンクロー
ジャーコンソールから実行できます。ドライブエンクロージャーコンソールから
これらのコマンドにアクセスできます。

注意: ドライブエンクロージャーコンソールコマンドは、Oracle カスタマサポー
トの指示に従って回復目的または診断目的にのみ使用してください。これらのコ
マンドは、ほかの方法では実現不可能な情報収集や状態クリアを行うために使用
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されます。データの損失を防ぐため、Oracle カスタマサポートからの支援なしに
ドライブエンクロージャーコンソールコマンドを実行しないでください。

実行できるコマンドは Oracle カスタマサポートから伝えられます。ドライブエ
ンクロージャー内のドライブは、これらのコマンドを使用して何らかの方法で表
示、テスト、またはデバッグできます。

関連リンク

ドライブエンクロージャーの管理

ドライブエンクロージャーコンソールを表示する

ドライブエンクロージャーコンソールを表示する

ドライブエンクロージャー内のドライブを交換したあと、ドライブエンクロージ
ャーコンソールで RAID 出力を表示できます。

前提条件 管理者役割、Oracle サポート役割、またはサポート役割を使
って Oracle FS System Manager (GUI) にログインしてい
る。

RAID 出力は Oracle FS System によって生成され、ドライブエンクロージャーコ
ンソールに書き込まれます。この出力はコピーできるほか、要求された場合には
Oracle カスタマサポートに送信することもできます。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブエンクロージャー」に移動し
ます。

2 「アクション」 > 「ドライブエンクロージャーコンソールの表示」を選択し
ます。
ドライブエンクロージャーコンソールダイアログが表示され、情報目的の
警告が表示されます。

3 「次へ」をクリックします。
4 モニターするドライブエンクロージャーを選択します。

5 モニターする I/O モジュールを選択します。
6 (オプション) Oracle FS System 上で実行中のドライブエンクロージャーコ
ンソールセッションがほかに存在しないようにするには、「ドライブエンク
ロージャーコンソールからほかのユーザーを切断します」オプションを選
択します。

7 「次へ」をクリックします。
Oracle FS System によって、ドライブエンクロージャーからの出力がコン
ソールに書き込まれます。

8 (オプション) 表示を一時停止するには、「スクロールロック」をクリックし
ます。

表示を再開するには、「スクロールロック」を再度クリックします。

9 (オプション) コンソールからのすべての出力を取得します。
有効な選択肢:
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• クリップボードへのコピー

• ログをファイルに保存

10 ドライブエンクロージャーコンソールのセッションを終了するには、「終
了」をクリックします。

オプション「ログをファイルに保存」を選択した場合、ログファイルを Oracle カ
スタマサポートに送信するか、ファイルを My Oracle Support (MOS) のサービス
要求に添付するように要求されることがあります。

関連リンク

ドライブエンクロージャーコンソール

ドライブエンクロージャーコマンドを実行する

ドライブエンクロージャーコマンドを実行する

ドライブエンクロージャーを制御する RAID コードコマンドを実行できます。
たとえば、ドライブグループエラーやドライブエンクロージャーエラーからの回
復に役立つコマンドを実行することが必要になる場合があります。

注意: ドライブエンクロージャーコンソールコマンドは、Oracle カスタマサポー
トの指示に従って回復目的または診断目的にのみ使用してください。これらのコ
マンドは、ほかの方法では実現不可能な情報収集や状態クリアを行うために使用
されます。データの損失を防ぐため、Oracle カスタマサポートからの支援なしに
ドライブエンクロージャーコンソールコマンドを実行しないでください。

重要: ドライブエンクロージャーは継続的に出力をコンソールに書き込みます。
ドライブエンクロージャーコマンドを実行する際には、常にコマンド実行の前後
に出力を取得するようにしてください。

前提条件 管理者役割、Oracle サポート役割、またはサポート役割を使
って Oracle FS System Manager (GUI) にログインしてい
る。

1 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブエンクロージャー」に移動し
ます。

2 「アクション」 > 「ドライブエンクロージャーコンソールの表示」を選択し
ます。
ドライブエンクロージャーコンソールダイアログが表示され、情報目的の
警告が表示されます。

3 「次へ」をクリックします。
4 モニターするドライブエンクロージャーを選択します。

5 モニターする I/O モジュールを選択します。
6 (オプション) Oracle FS System 上で実行中のドライブエンクロージャーコ
ンソールセッションがほかに存在しないようにするには、「ドライブエンク
ロージャーコンソールからほかのユーザーを切断します」オプションを選
択します。
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7 「次へ」をクリックします。
Oracle FS System によって、ドライブエンクロージャーからの出力がコン
ソールに書き込まれます。

8 Oracle カスタマサポートからの指示があった場合は、ドライブエンクロー
ジャーコマンドを入力したあと、「送信」をクリックします。

Oracle FS System によってコマンドが実行され、その結果がコンソールに
表示されます。

9 (オプション) コンソールからのすべての出力を取得します。
有効な選択肢:

• クリップボードへのコピー

• ログをファイルに保存

10 ドライブエンクロージャーコンソールのセッションを終了するには、「終
了」をクリックします。

関連リンク

ドライブエンクロージャーの管理

ドライブエンクロージャーコンソール

ドライブエンクロージャーコンソールを表示する

Oracle FS System のシャットダウン
Oracle FS System 上で実行されているすべてのソフトウェアを体系的にシャット
ダウンするには、シャットダウンオプションを使用します。ソフトウェアのシャ
ットダウンが完了したら、ハードウェアの電源を切っても安全です。

Oracle FS System は多くのハードウェアコンポーネントやソフトウェアプロセス
から構成されていますが、それらはほかのコンポーネントやプロセスに依存して
います。すべての依存関係が満たされ、かつ Oracle FS System が適切な順序でシ
ャットダウンされるようにするには、「シャットダウン」オプションを使用しま
す。

システムがシャットダウン状態になっている間も Oracle FS System Manager
(GUI) は実行されており、アクセス可能です。GUI から実行可能なアクションは、
システムステータスの表示、ログの収集、Oracle FS System の再起動だけです。

1 Oracle FS System Manager (GUI) から「Oracle FS」 > 「シャットダウン」
を選択します。

システムによってシャットダウン確認ダイアログが表示されます。

重要: シャットダウンすると、すべてのソフトウェアプロセスが停止され、デー
タパスが閉じられます。システムがシャットダウンされている間、ユーザーはデ
ータにアクセスできなくなります。

2 シャットダウン確認ダイアログの情報に目を通します。

3 システムをシャットダウンするには、「OK」をクリックします。
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システムステータスのアイコンが、「シャットダウンの準備」というメッセージを
含む黄色の三角形に変わります。引き続きシステムによってすべてのソフトウェ
アプロセスがシャットダウンされますが、GUI は実行されたままになります。ソ
フトウェアのシャットダウンが完了すると、「システム情報」ページに「シャット
ダウン」と表示されます。

システムを再起動する準備が整ったら、「Oracle FS」 > 「再起動」アクションを
使用します。

シャットダウンが失敗すると、シャットダウンエラーを示すシステムアラートが
システムによって表示されます。そのシステムアラートでは、システムを強制的
にシャットダウンするオプションが提供されます。

注意: 強制シャットダウンアクションを使用すると、データが失われます。

システムを強制的にシャットダウンするオプションを使用するのは、どうしても
必要な場合だけにしてください。たとえば、設備の電源を切断する必要があり、
システムをシャットダウンする場合などです。

関連リンク

システムの起動

Oracle FS System の再起動

Oracle FS System の再起動
Oracle FS System を再起動すると、すべてのソフトウェアコンポーネントが再初
期化されます。ソフトウェアの再初期化が必要になるのは、中断が必要なソフト
ウェア更新プロセスの準備を行う場合などです。

注意: システムの再起動時にクライアントの I/O がアクティブになっていると、デ
ータが失われる可能性があります。

システムが現在オンライン状態になっている場合、システムの再起動がまもなく
開始されるというメッセージをシステムユーザーに送信することをお勧めしま
す。実行中のシステムを再起動する 15 分前にすべてのユーザーの I/O を停止す
れば、データ損失のリスクを最小限に抑えることができます。この時間間隔によ
り、フラッシュバックされたメモリーがストレージアレイに書き込まれたあとで、
再起動が開始されるようになります。システムの再起動はスケジュールできませ
ん。

実行中のシステムを再起動するとシャットダウン処理が開始され、すべてのデー
タパスがオフラインになり、すべてのキャッシュデータがストレージアレイに書
き込まれ、ソフトウェアモジュールの動作が停止します。その後、システムで起
動プロセスが開始されます。再起動処理のこのフェーズでは、起動プロセスによ
ってシステム構成が検証され、システムのオンライン状態への遷移が試みられま
す。

注: シャットダウン済みのシステムを再起動すると、システムで起動プロセスが
開始されます。このプロセスによってシステム構成が検証され、システムのオン
ライン状態への遷移が試みられます。
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1 「Oracle FS」 > 「再起動」選択します。

システムによって再起動確認ダイアログが表示されます。

2 確認ダイアログの情報に目を通したあと、「OK」をクリックします。

システムが起動され、起動プロセスが完了すると、「システム情報」ページ
(「システム」 > 「システム情報」) に「ステータス: 通常」と表示されま
す。

パイロット が再起動処理を開始するためにシステムを安全にシャットダウ
ンできない場合は、2 つ目のダイアログが表示されます。メッセージを読ん
だあと、次のいずれかを行います。

• ダイアログを閉じて問題を解決するには、「取り消し」をクリックし
ます。

• 問題を無視してシステムの再起動を続けるには、「強制的な再起動」
をクリックします。

注意: データ損失が発生する可能性があります。本当に強制的な再起
動処理を行うか確認してください。

関連リンク

システムの起動

Oracle FS System のシャットダウン

システムの起動

Oracle FS System は、システムに電源が投入されたか、システムで中断を伴うソ
フトウェア更新が実行されたか、またはシステム管理者が再起動を明示的に要求
したときに起動します。

起動プロセスは パイロット 管理ソフトウェアによって制御されるため、適切な方
法で実行されます。

注: コントローラが起動プロセスを終了するまでは、システムの起動中にデータ
パスは利用できません。

起動中に パイロット 上の管理ソフトウェアはコントローラからハートビートを
取得し、Oracle FS System の構成を検証します

Oracle FS System の起動時にすべてのコントローラノードは 2 つのステージを通
過します。最初のステージはコントローラ上にあるコントローラ BIOS で制御さ
れます。次のステージは パイロット ソフトウェアとコントローラ上の構成マネ
ージャー (CM) ソフトウェアコンポーネントによって制御されます。

関連リンク

Oracle FS System のシャットダウン
Oracle FS System の再起動

診断操作の実行

262



システム停止ポイント

システム停止ポイントを有効にしておくと、ハードウェアやソフトウェアの状態
が原因でコントローラを正常に起動できない場合に、その状況をより簡単に診断
できます。

注意: システム停止ポイントは、トラブルシューティングのためにのみ使用して
ください。システム停止ポイントは、情報を収集するか、またはそれ以外の方法
では実現できない状態のクリアを行うために使用されます。Oracle カスタマサ
ポートからの支援なしで停止ポイントを設定またはクリアしないでください。シ
ステム停止ポイントを管理できるのは、プライマリ管理者とサポート管理者だけ
です。

Oracle FS System の起動時にすべてのコントローラノードは 2 つのステージを通
過します。最初のステージはコントローラ上にあるコントローラ BIOS で制御さ
れます。次のステージは パイロット ソフトウェアとコントローラ上の構成マネ
ージャー (CM) ソフトウェアコンポーネントによって制御されます。

第 1 起動ステージ
コントローラノードはコントローラ BIOS 上のページコードを実行することで起
動します。このステージの進捗はコントローラ LED でモニターできます。(これ
らの LED 起動コードの説明は、Oracle FS1-2 Flash Storage System の設置ガイドを
参照してください。)

第 1 ステージでは、コントローラ BIOS のページコードが次の手順を含むさまざ
まなアクションを実行します。

• ページコードは最初に電源投入テストを実行します。

• 次に、コードはフラッシュバックされたメモリーのモニタリングを開始し
ます。

• 次に、コードはコントローラ上のプライベート管理インタフェース (PMI)
を初期化します。

• 最後に、制御がコードから pxeboot に移り、パイロット からコントローラ
ソフトウェアがダウンロードされます。

このステージが成功すると第 2 ステージが開始され、このステージでコントロー
ラソフトウェアコンポーネントが初期化されます。

第 2 起動ステージ
この第 2 ステージでは、パイロット は各コントローラノードで数種類のテストを
実行し、問題がなければノードを初期化状態にします。ソフトウェアコンポーネ
ントの初期化が終了すると、パイロット はコマンドを定義済みの順序で送信し、
コントローラソフトウェアコンポーネントを「通常」状態にします。

Oracle FS System Manager (GUI) も Oracle FS CLI 製品も、これらのコントロー
ラソフトウェアコンポーネント名を接頭辞 PDS_COMP_ で識別します。この接頭
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辞のあとにコンポーネントのイニシャルが続きます。たとえば、CM は構成マネー
ジャーを表します。これらのソフトウェアコンポーネントの停止ポイントを有効
化または無効化することで、サポート管理者はこれらのソフトウェアコンポーネ
ントの実行を個別に制御できます。

サポート管理者がこれらのソフトウェアコンポーネントの停止ポイントを有効に

している場合、コントローラのブートプロセスは指定の停止ポイントで停止しま
す。停止ポイントはコンポーネントごとに設定されます。

起動プロセスが停止したときにサポート管理者は、ログファイルをダンプしたり
内部表を確認したりするなど、さまざまな診断アクションを実行できます。

これらのアクションが完了したあとにサポート管理者は起動プロセスの継続を指
示できます。このとき パイロット は、各コントローラにコマンドを送信して、起
動プロセスをプロセスの停止箇所から再開させます。停止ポイントが複数ある場
合は、次の停止ポイントまで起動プロセスが実行されます

関連リンク

システムの起動

システム停止ポイントを管理する

システム起動の続行

システム停止ポイントを管理する

停止ポイントを診断目的で有効化できます。停止ポイントは、Oracle FS System
の起動シーケンスを指定されたコンポーネントステップで一時停止し、ユーザー
が各種診断タスクを実行できるようにします。

注意: システム停止ポイントは、トラブルシューティングのためにのみ使用して
ください。システム停止ポイントは、情報を収集するか、またはそれ以外の方法
では実現できない状態のクリアを行うために使用されます。Oracle カスタマサ
ポートからの支援なしで停止ポイントを設定またはクリアしないでください。シ
ステム停止ポイントを管理できるのは、プライマリ管理者とサポート管理者だけ
です。

1 「サポート」 > 「システム停止ポイント」に移動します。

2 「アクション」 > 「停止ポイントの管理」を選択します。

システムは使用可能な停止ポイントを表示します。システムは、「停止ポイ
ントで一時停止中」列の起動シーケンスが停止した位置に、チェックマー
クを表示します。

3 (オプション) システムを停止させるステップごとに「アクティブ」ボック
スを選択します。

注: システム上で最大 8 個の停止ポイントを有効化できます。

4 (オプション) リスト内のアクティブな停止ポイントをすべて削除するに
は、「クリア」をクリックします。

診断操作の実行
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アクティブな停止ポイントをすべてクリアした場合、システムに処理の続
行を指示したときに、システムは追加のシステム停止を一切行わずに起動
プロセスを再開できます。

5 1 つ以上の停止ポイントを選択した場合、「OK」をクリックします。

選択した停止ポイントが「システム停止ポイント」概要ページに表示されます。

システムを再起動すると、システムは指定された停止ポイントで一時停止します。
「システム停止ポイント」概要ページでは、「停止ポイントで一時停止中」列のシ
ステムが一時停止している位置に、チェックマークが表示されます。ユーザーは
診断タスク (ログの収集やシステムテーブルの内容の確認など) を実行できます。
それらのタスクが完了したら、起動プロセスを続行するようシステムに指示でき
ます。

関連リンク

「停止ポイントの管理」ダイアログ

システム停止ポイント

システム起動の続行

システム起動の続行

システム停止ポイントを使用して Oracle FS System の起動シーケンスを指定し
たコンポーネントの段階で停止したあとは、システム起動を簡単に再開できます。

重要: システム停止ポイントは、トラブルシューティングのためにのみ使用して
ください。システム停止ポイントは、情報を収集するか、またはそれ以外の方法
では実現できない状態のクリアを行うために使用されます。Oracle カスタマサ
ポートからの支援なしで停止ポイントを設定またはクリアしないでください。シ
ステム停止ポイントを管理できるのは、プライマリ管理者とサポート管理者だけ
です。

1 「サポート」 > 「システム停止ポイント」に移動します。
選択した停止ポイントのリストが表示されます。現在停止されている段階
は「停止ポイントで一時停止中」列に表示されます。

2 リストから停止ポイントを選択します。

3 起動シーケンスを続行するには、「アクション」 > 「続行」を選択します。

起動プロセスが続行され、次の停止ポイントに進みます (ある場合)。

4 「OK」をクリックします。

5 すべての停止ポイントが処理されるまで、段階 3 と段階 4 を繰り返します。

関連リンク

システム停止ポイントの概要ページ

システム停止ポイント

システム停止ポイントを管理する

診断操作の実行
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Oracle FS System をリセットする
きわめてまれに、システムのシリアル番号やシステム構成をリセットする必要が
ある場合があります。

前提条件 Oracle カスタマサポートからのシステムのシリアル番号に
関連付けられた特殊なシステムリセットファイル。

警告: このアクションではすべてのユーザーデータとシステム構成が削除される
ため、システムリセット処理の確認プロンプトがシステムによって表示されます。
システム内のすべてのデータが失われてしまうので、本当にシステムをリセット
するかどうかを慎重に確認してください。

システムリセットファイルは次のアクションを実行します。

• Oracle FS System に格納されたデータをすべて削除します

• 構成を初期状態にリセットします

1 「サポート」 > 「システムトラブル」に移動します。

2 「アクション」 > 「システムのリセット」を選択します。
「システムのリセット」ダイアログが表示されます。

3 警告テキストを読んで準備が整ったら、参照ボタン (...) をクリックして処
理を進めます。

4 Oracle カスタマサポートから受け取ったシステムリセットファイルの場所
に移動して選択します。

5 「OK」をクリックします。

6 すべてのデータとシステム構成の削除の確認を求められたら、「OK」をク
リックしてシステムをリセットします。

Oracle FS System が再起動され、ユーザーデータが利用できなくなります。シス
テムの再起動時にコントローラのサービスタイプを設定します。サービスタイプ
を設定するまで起動プロセスは先に進みません。起動が完了すると、システムが
初期状態に戻ります。

関連リンク

「システムのリセット」ダイアログ

システムの起動

Oracle FS System の診断
Oracle FS System の再起動

診断操作の実行
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第 12章

レポートの管理

生成されたレポートの概要

生成されるレポートは、構成の詳細のリスト、ストレージとパフォーマンスの情
報、およびシステムに関する統計情報を提供し、Oracle FS System からクライア
ントにダウンロードできます。

「生成されたレポート」ページでレポートを直接生成することもできますが、「ス
ケジュールされたレポート」ページで指定した時間にレポートが生成されるよう
にスケジュールすることもできます。

次のタイプのレポートを生成できます。

SAN ホスト ストレージエリアネットワーク (SAN) に現在含まれている
ホストサーバーと構成済みコンポーネントの詳細な構成情
報を提供します。これらのデータには、SAN ホストのオペ
レーティングシステム、ファイバチャネルのイニシエータ、
ファイバチャネルのポート、負荷分散の設定、LUN、および
SAN ホストについて説明するその他の情報が含まれます。

ストレージパフォ
ーマンス

レポートが生成された時点での Oracle FS System 上の LUN
のパフォーマンス情報を提供します。これらのパフォーマ
ンスデータには、各 LUN の読み取り操作数/秒、書き込み操
作数/秒、読み取りと書き込みの合計操作数/秒、読み取り M
バイト/秒、書き込み M バイト/秒、および読み取りと書き込
みの合計 M バイト/秒が含まれます。

「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」機能を使って、各 LUN
のリアルタイム統計情報を含む追加のストレージパフォー
マンスデータを表示できます。

ストレージの使用 Oracle FS System で現在使用可能なストレージの容量情報
を提供します。これらのデータには、すべての使用可能なス
トレージの合計容量、割り当て済み容量、空き容量、および
準備中の容量が含まれます。合計容量、割り当て済み容量、
空き容量、および準備中の容量のデータは、ストレージクラ
ス別でも表示されます。

1 ボリュームあた
りのストレージの
使用

Oracle FS System 上の各論理ボリュームの容量情報を提供
します。これらのデータには、ボリュームごとの割り当て済
み容量、最大容量、および使用済み容量が含まれます。
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システム構成 Oracle FS System およびそのすべてのコンポーネントの構
成と現在のステータスに関する詳細情報 (パイロット、コン
トローラ、およびドライブエンクロージャーのシリアル番
号、ファームウェアのバージョン、ポート、ステータスな
ど) を提供します。

注: 「システム構成」レポートはレポートが生成された時点
でのシステム構成の記録を提供するため、このレポートを生
成してアーカイブすることをお勧めします。システム変更
の記録は、システム計画やカスタマサポートに役立ちます。

システム構成のサ
マリー

詳細な「システム構成」レポートに含まれる パイロット、
コントローラ、およびドライブエンクロージャーの情報のサ
マリーを提供します。これらのデータには、前述のコンポー
ネントの現在のステータスとシステム情報が含まれます。

レポートは次の形式でダウンロードできます。

表 14: レポートのダウンロード形式
形式 用途

CSV コンマ区切り値。任意のスプレッドシートまたはデータベースにインポート
します。

Excel Microsoft Excel または互換性のあるスプレッドシートアプリケーションに
(XSL を) 直接インポートします。

HTML ブラウザに表示します。

PDF 出力に適したオンラインドキュメント。

XML XML タグが付けられたドキュメント。

関連リンク

レポートを生成する

レポートをダウンロードする

レポートを削除する

レポートを生成する

事前定義されたレポートを生成すれば、Oracle FS System に関する統計情報を表
示できます。

生成されたレポートの使用例として、パフォーマンスレポートを生成して保存し
たあと、ストレージ使用率レポートを生成して保存することが挙げられます。こ
のレポートの組み合わせは、システムのストレージ容量のアップグレードを管理
するための傾向に関する情報を提供します。

1 「システム」タブで「レポートおよび統計」 > 「生成されたレポート」をク
リックします。

2 「アクション」 > 「生成」を選択します。

レポートの管理
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3 「レポートの生成」ダイアログの「タイプ」ドロップダウンメニューからレ
ポートを選択します。

4 「OK」をクリックします。

レポートの生成が完了すると、「生成されたレポート」ページにレポートの名前、
レポートが作成された時間、およびレポートのサイズが表示されます。

レポートの内容を確認するには、「生成されたレポート」概要ページでレポートの
名前を選択し、好みの形式でダウンロードします。「生成されたレポート」概要ペ
ージからレポートを表示することはできません。

関連リンク

「レポートの生成」ダイアログ

レポートをダウンロードする

レポートを削除する

レポートをダウンロードする

生成済みのレポートをさまざまな形式でクライアントワークステーションにダウ
ンロードできます。

ダウンロードできるレポートは、「生成されたレポート」ページに一覧表示された
ものだけです。

レポートの内容を確認するにはレポートをダウンロードします。

1 「システム」タブで、「レポートおよび統計」 > 「生成されたレポート」に
移動します。

2 「生成されたレポート」ページで、ダウンロードするレポートの名前を選択
します。

3 「アクション」 > 「ダウンロード」を選択します。
4 「レポートのダウンロード」ダイアログの「形式」ドロップダウンメニュー
からファイル形式を選択します。

有効な形式:

• CSV (コンマ区切り値)
• Excel
• HTML
• PDF
• XML

5 参照ボタン (...) をクリックし、レポートのダウンロード先を選択します。
6 「ファイル名」フィールドにファイル名を入力し、「保存」をクリックしま
す。
「レポートのダウンロード」ダイアログの「ターゲットのダウンロードパ
ス」フィールドにパス、ファイル名、および拡張子が表示されます。

7 「OK」をクリックします。

レポートの管理
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レポートが指定された形式でターゲットの場所にダウンロードされます。

ダウンロードしたレポートを表示するには、対応するビューアが必要となります。
たとえば、PDF レポートを表示するには Adobe Reader が必要になります。

関連リンク

「レポートのダウンロード」ダイアログ

レポートを削除する

レポートを削除する

「生成されたレポート」ページに一覧表示された任意の生成済みレポートを削除で
きます。レポートを削除すると、Oracle FS System からそのレポートが削除され
ます。

新しいレポート用の領域を空けたり、不要になった古いレポートを削除したりす
るには、レポートを削除します。

1 「システム」タブで、「レポートおよび統計」 > 「生成されたレポート」に
移動します。

2 削除するレポートの名前を選択します。

3 メニューから「アクション」 > 「削除」を選択します。

4 「OK」をクリックします。

スケジュールされたレポートの概要

指定した時間と頻度でレポートが生成されるようにスケジュールできます。

レポートスケジュールを使用するとさまざまな種類のレポートを必要なときにい
つでも生成できます。これらのスケジュールされたレポートを Oracle FS System
が指定の時間に生成して「生成されたレポート」ページに表示するため、ここか
らレポートを必要な形式でダウンロードできます。

レポート生成スケジュールはすべて「レポートスケジュール」ページに表示され
ます。この「レポートスケジュール」ページから、新しいレポートスケジュール
の作成、表示、変更、または既存スケジュールの削除を実行できます。

レポートスケジュールを作成し、そのスケジュールを有効化して指定した開始時
間からレポート生成を開始するように設定できます。または、「レポートスケジュ
ール」ページにスケジュールを保存しておき、あとでスケジュールを有効化する
こともできます。一時的にスケジュールを無効にしておき (予定されているメン
テナンスとの干渉を避ける場合など)、再度有効化することもできます。スケジュ
ールを削除した場合、スケジュールはシステムから削除されますが、スケジュー
ルを無効化した場合は、あとでスケジュールを有効化できます。

スケジュールされたレポートはレポートスケジュールを無効にするか削除するま
では生成され続けます。

次に、スケジュールできるレポートの例を示します。これらのレポートのスケジ
ュール頻度は使用するストレージ環境によって異なります。

レポートの管理
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• ストレージパフォーマンスレポートは毎週実行されるレポートで、一定期
間のパフォーマンスのサマリーを提供します。これらのレポートをアーカ
イブすると、ストレージパフォーマンスの履歴レコードを作成できます。

• ストレージの使用レポートは 4 週間に 1 回実行されるレポートで、LUN の
追加や削除を頻繁に行わない静的環境の空き容量をモニターします。LUN
の追加や削除を頻繁に行う動的環境では、ストレージの使用レポートの実
行を、毎日や毎週など高い頻度でスケジュールします。

• ストレージのパフォーマンスと容量を比較する場合は、ストレージパフォ
ーマンスレポートとストレージの使用レポートの実行を同じ時間および頻
度でスケジュールします。

関連リンク

レポートスケジュールを作成する

レポートスケジュールを表示する

レポートスケジュールを変更する

レポートスケジュールを削除する

レポートスケジュールを作成する

レポートスケジュールを表示する

レポートスケジュールを変更する

レポートスケジュールを削除する

レポートスケジュールを作成する

指定した時間と頻度でレポートが生成されるようにスケジュールできます。

特定のレポートを定期的に生成するには、そのレポートを生成するためのスケジ
ュールを「レポートスケジュール」ページで作成します。

1 「システム」タブで、「レポートおよび統計」 > 「レポートスケジュール」
に移動します。

2 「アクション」 > 「作成」を選択します。

3 「スケジュール名」フィールドにスケジュールの名前を入力します。
名前を指定しなかった場合、システムによってデフォルト名 untitled が
使用されます。

注: ユーザーが入力する名前は、「レポートスケジュール」に表示されるス
ケジュールを識別するためのものです。たとえば、ストレージ使用量に関
するレポートを毎週作成する場合、weeklystorageuse をスケジュール名
として入力すれば、レポートを見つけやすくなります。システムはレポー
ト生成時にレポート名を自動作成します。システムが作成する名前は、レ
ポートスケジュールに設定した名前ではなく、レポートタイプに基づいた
ものとなります (例: StorageUse_1374861600286)。このレポート名が「生成
されたレポート」名前列に表示されます。

4 生成するレポートのタイプを「レポートタイプ」メニューから選択します。

次のいずれかを選択します。

レポートの管理
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• SAN ホスト
• ストレージパフォーマンス

• ストレージの使用

• 1 ボリュームあたりのストレージの使用
• システム構成

• システム構成のサマリー

5 (オプション) スケジュールを作成してすぐにスケジュールを開始する場合
は、「有効」を選択します。

スケジュールを今すぐ有効にしなくても、あとでスケジュールを変更して
有効化できます。

6 「開始時間」の右にある拡張ボタンをクリックし、スケジュールを開始する
日付と時間を選択します。

7 「変更日付/時間」ダイアログのコントロールを使って日付と時間を選択しま
す。

8 スケジュールの頻度を選択します。

• 1 回のみ実行
• 毎時

• 毎日

• 毎週

9 スケジュールの繰り返し値を選択します。

スケジュールの頻度が「毎週」の場合、レポートを生成する周期 (1 週間ご
と、2 週間ごと、3 週間ごと、4 週間ごとのいずれか) と曜日を指定します。
曜日を複数選択すると、各週の複数の曜日にレポートが生成されます。

10「OK」をクリックします。

「レポートスケジュール」ページにスケジュールが表示されます。スケジュールを
有効にした場合、スケジュールしたレポートが生成された時点で、そのレポート
が「生成されたレポート」ページに表示されます。

関連リンク

「レポートスケジュールの作成」ダイアログ

レポートスケジュールを表示する

レポートスケジュールを変更する

レポートスケジュールを削除する

レポートスケジュールを表示する

レポートスケジュールを表示すると、そのレポートスケジュールの名前、レポー
トタイプ、有効ステータス、開始時間、頻度、および繰り返しを確認できます。

レポートスケジュールの表示は「レポートスケジュール」ページから行います。

レポートの管理

272



1 「システム」タブで、「レポートおよび統計」 > 「レポートスケジュール」
に移動します。

2 表示するレポートスケジュールの名前を選択します。

3 「アクション」 > 「表示」を選択します。

選択したスケジュールのパラメータが、「レポートスケジュールの表示」ダイアロ
グに表示されます。

関連リンク

「レポートスケジュールの表示」ダイアログ

レポートスケジュールを変更する

レポートスケジュールを削除する

レポートスケジュールを変更する

レポートスケジュールの名前、レポートタイプ、有効ステータス、開始時間、頻
度、または繰り返しを変更するには、レポートスケジュールを変更します。

1 「システム」タブで、「レポートおよび統計」 > 「生成されたレポート」に
移動します。

2 「アクション」 > 「変更」を選択します。

3 (オプション) 「スケジュール名」フィールドに、レポートスケジュールの
新しい名前を入力します。

注: ユーザーが入力する名前は、「レポートスケジュール」に表示されるス
ケジュールを識別するためのものです。たとえば、ストレージ使用量に関
するレポートを毎週作成する場合、weeklystorageuse をスケジュール名
として入力すれば、レポートを見つけやすくなります。システムはレポー
ト生成時にレポート名を自動作成します。システムが作成する名前は、レ
ポートスケジュールに設定した名前ではなく、レポートタイプに基づいた
ものとなります (例: StorageUse_1374861600286)。このレポート名が「生成
されたレポート」名前列に表示されます。

4 (オプション) 生成するレポートの新しいタイプを「レポートタイプ」メニ
ューから選択します。

5 (オプション) 「開始時間」の右にある拡張ボタンをクリックし、新しい日
付と時間を選択します。

6 (オプション) 新しい頻度を選択します。

7 (オプション) 「繰り返し」の新しい値を選択します。

スケジュールの頻度が「毎週」の場合、レポートを生成する周期 (1 週間ご
と、2 週間ごと、3 週間ごと、4 週間ごとのいずれか) と曜日を指定します。
曜日を複数選択すると、各週の複数の曜日にレポートが生成されます。

8 「OK」をクリックして変更を保存します。
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「レポートスケジュール」ページに変更後のスケジュールが表示されます。スケジ
ュールを有効にした場合、スケジュールしたレポートが生成された時点で、その
レポートが「生成されたレポート」ページに表示されます。

関連リンク

「レポートスケジュールの変更」ダイアログ

レポートスケジュールを削除する

レポートスケジュールを削除する

あるタイプのレポートを定期的に生成する必要がなくなった場合、対応するレポ
ートスケジュールを削除します。

1 「システム」タブで、「レポートおよび統計」 > 「レポートスケジュール」
に移動します。

2 「レポートスケジュール」ページで、削除するレポートスケジュールの名前
を選択します。

3 「アクション」 > 「削除」を選択します。

4 「レポートスケジュール削除確認」ダイアログで「OK」をクリックします。

これにより、そのスケジュール名が「レポートスケジュール」ページから削除さ
れ、このスケジュールからレポートが生成されなくなります。このスケジュール
から生成されたレポートは、ユーザーが削除するまで「生成されたレポート」ペ
ージに残ります。
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第 13章

統計と傾向の管理

ストレージパフォーマンス統計データの概要

ストレージの管理目標とストレージパフォーマンスの比較に役立つ統計データが
収集されます。統計データはストレージのパフォーマンス問題をトラブルシュー
ティングする際にも役立ちます。

Oracle FS System が収集する統計データを使用して、次のタスクを実行できます。

• システムパフォーマンスをモニターします

• ポート、ストレージオブジェクト、プロトコル、およびコントロールユニ
ットごとのパフォーマンス詳細を確認します

• パフォーマンスの詳細を分析し、メトリック全般を向上させます

次の機能のパフォーマンスデータを入手できます。

• ドライブグループ

• CPU

• SAN LUN

• SAN コントローラプロトコル

統計データはパフォーマンスデータまたはリアルタイムデータのいずれかで表示
されます。データは次のように更新されます。

パフォーマンスデ
ータ

パフォーマンスデータは 2 分ごとにリフレッシュされます。
パフォーマンスデータの例としては、「SAN」 > 「統計およ
び傾向」 > 「LUN」の概要ページに表示されるデータがあ
ります。

リアルタイムデー
タ

リアルタイムデータは 1 秒ごとにリフレッシュされます。
「LUN のリアルタイム統計」グラフはリアルタイムデータの
一例です。

注: 「自動画面更新の構成」をデフォルト値の「自動画面更新の有効化」に設定
している場合、データは自動的にリフレッシュされます。これを無効にした場合、
キーボードで Ctrl-Alt-R の組み合わせを使用して手動でデータをリフレッシュ
する必要があります。設定を変更するには、「ツール」 > 「自動画面更新の構成」
に移動します。

次の統計データにもアクセスできます。
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履歴データ 履歴データは最小で直前 1 時間のデータ、または時間または
日数で指定した任意の期間のデータを入手できます。履歴
データの収集と分析の詳細は、Oracle Flash Storage System 統
計ツールのユーザーズガイドを参照してください。

事前定義済みのレ
ポートデータ

統計データはストレージパフォーマンスなどの事前定義レ
ポートをとおして入手することもできます。これらのレポ
ートは「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「生成され
たレポート」で入手できます。

関連リンク

QoS Plus の効率性

ストレージパフォーマンス統計データの用語

パフォーマンスデータを精査する前にストレージパフォーマンスの説明で使用さ
れる主要用語を確認してください。これらの用語はパフォーマンス統計を理解す
る際の基礎となります。

次に、ストレージパフォーマンスの説明に頻出する用語を示します。

1 秒あたりの入力/
出力

1 秒間に完了した入出力操作の回数の測定値。通常 1 秒あ
たりの入力/出力 (IOPS) は通常、読み取り、書き込み、およ
び合計 IOPS として表示されます。

待機時間 データを読み書きする際の待機時間は、読み取り操作と書き
込み操作の完了までにかかった時間として表されます。待
機時間に含まれる要素には、ディスクからのデータの読み取
りと書き込みにかかった時間と、データをストレージリンク
で転送するのにかかった時間が含まれます。

キューの深さ キューの深さは (I/O キューの深さと呼ばれることもありま
す)、処理の完了を待っている I/O 要求 (保留中または未処理
の I/O) の数です。

応答時間 応答時間は I/O 操作の完了までにかかった平均時間 (ミリ
秒) です。

スループット スループットは Oracle FS System が 1 秒間に処理したデー
タ量 (M バイト) で測定されます。順次データの測定では、
スループットが IOPS で表現されることもあります。M バ
イトと IOPS のどちらで表現される場合でも、スループット
は帯域幅を表します。

ドライブグループの統計の概要

パフォーマンスの確認に使用できるリアルタイム統計を取得するには、ドライブ
グループの統計にアクセスします。

ドライブグループの統計を確認するときには、次の点を考慮してください。

• 統計にはドライブグループ内の全ドライブの統計が含まれています。
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• メディアタイプによって待機時間は異なります。たとえば、HDD の場合は
待機時間が長く、SSD の場合は短くなります。

メディアタイプによってパフォーマンスの特性が異なるため、ドライブグループ
の統計を確認するときにはドライブグループ内のメディアタイプを記録してくだ
さい。ドライブグループのメディアタイプを確認するには、「システム」 > 「ハー
ドウェア」 > 「ドライブグループ」に移動し、「メディアタイプ」列の下にある情
報を確認します。

注: ドライブグループの統計はリアルタイム統計としてのみ取得可能であり、こ
れは「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「ドライブグループの統計」 > 「ア
クション」 > 「ドライブグループの統計」からアクセスできる「ドライブグルー
プのリアルタイム統計」グラフから取得します。

「ドライブグループのリアルタイム統計」で表示できる統計には次のものがありま
す。

ドライブグループ 選択されたドライブグループの統計を表示します。

有効な統計:

読み取り
IOPS

ドライブグループごとの 1 秒あたりの読み
取り操作の平均数を示します。

書き込み
IOPS

ドライブグループごとの 1 秒あたりの書き
込み操作の平均数を示します。

合計 IOPS ドライブグループごとの 1 秒あたりの読み
取り操作および書き込み操作の平均数を示
します。

読み取りバ
イト数/秒

システムが読み取り操作中にドライブグル
ープからバイトを転送した速度を示しま
す。

書き込みバ
イト数/秒

システムが書き込み操作中にドライブグル
ープにバイトを転送した速度を示します。

合計バイト
数/秒

ドライブグループごとの読み取りおよび書
き込みアクティビティーの合計バイト数を
示します。

読み取り待
機時間

ドライブグループごとの読み取り操作を完
了するための平均時間を示します。

書き込み待
機時間

ドライブグループごとの書き込み操作を完
了するための平均時間を示します。

合計待機時
間

ドライブグループごとの、操作が発生した
頻度での読み取り操作および書き込み操作
を完了するための平均時間を示します。

読み取りブ
ロックサイ
ズ

ドライブグループごとの平均読み取りブロ
ックサイズを示します。
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書き込みブ
ロックサイ
ズ

ドライブグループごとの平均書き込みブロ
ックサイズを示します。

合計ブロッ
クサイズ

ドライブグループごとの平均ブロックサイ
ズを示します。

読み取りキ
ューの深さ

ドライブグループの、完了を待機している
読み取り操作の数を示します。

書き込みキ
ューの深さ

ドライブグループの、完了を待機している
書き込み操作の数を示します。

合計のキュ
ーの深さ

ドライブグループの、完了を待機している
読み取り操作および書き込み操作の数を示
します。

関連リンク

ドライブグループのリアルタイム統計の構成

ドライブグループのリアルタイム統計の構成

ドライブグループの統計を表示するためにリアルタイム統計グラフを作成できま
す。

前提条件: • ドライブグループで使用できる統計のリストを確認
してください。

ドライブグループの統計は、リアルタイムで表示でき、1 秒ごとに更新されます。

1 ドライブグループのリアルタイム統計にアクセスするには、「システム」 >
「レポートおよび統計」 > 「ドライブグループの統計」に移動します。

2 ドライブグループを選択します。

3 「アクション」 > 「ドライブグループのリアルタイム統計」を選択します。

4 「グラフの追加」をクリックし、統計を選択して「OK」をクリックします。
別の統計を表示する場合は、「グラフの追加」を選択し、統計を選択して
「OK」をクリックします。その統計のグラフが「ドライブグループのリア
ルタイム統計」の最初のグラフの下に追加されます。

別のドライブグループを選択して、そのドライブグループのリアルタイム
統計グラフを表示することもできます。両方のリアルタイムグラフを表示
することにより、ドライブグループ間で統計を比較できます。

5 グラフを削除するには、「グラフの削除」をクリックします。

関連リンク

複数のリアルタイム統計グラフを表示する

統計と傾向の管理

278



コントローラ CPU 統計の概要
「カーネル内の % 時間」や「ビジー状態の合計 % 時間」など、選択したコントロ
ーラの統計を取得できます。これらの統計を使用してシステムの動作やパフォー
マンスの変動を確認できます。

2 種類のリアルタイム統計を使用できます。

カーネル内の % 時
間

システムレベルでコマンドを実行したときの CPU 使用率の
パーセンテージ。スケールは 0 - 100 パーセントです。

ビジー状態の合計
% 時間

コントローラで CPU がビジー状態であった時間の割合
(%)。スケールは 0 から 100% までです。

測定値を使用してコントローラの使用状況の傾向を把握できます。システムの負
荷に関する潜在的な問題を解決する際や、システムの容量の問題またはアプリケ
ーションの問題を特定する際に、Oracle カスタマサポートがこれらの統計を依頼
することがあります。

関連リンク

コントローラ CPU のリアルタイム統計の構成
複数のリアルタイム統計グラフを表示する

コントローラ CPU のリアルタイム統計の構成
選択したコントローラ CPU の統計 (カーネル内の % 時間およびビジー状態の合
計 % 時間) を表示できます。これらの統計は、システム内のパフォーマンス問題
を特定するために使用されます。

この CPU 統計は、コントローラ CPU の使用率のトレンドを特定するために使用
されます。

1 コントローラ CPU に関する統計を生成するには、「システム」 > 「レポー
トおよび統計」 > 「CPU の統計」に移動します。

2 コントローラを選択します。

3 「アクション」 > 「コントローラ CPU のリアルタイム統計」を選択します。
リアルタイム統計を選択すると、デフォルトの統計が自動的にグラフ化し
て表示されます。必要に応じて統計を追加または削除できます。

コントローラ CPU のリアルタイム統計でデフォルトでグラフ化して表示
される統計は、カーネル内の % 時間とビジー状態の合計 % 時間です。

4 「グラフの追加」を選択し、「カーネル内の % 時間」または「ビジー状態の
合計 % 時間」を選択します。

5 「OK」をクリックします。
1 つの統計を選択して表示したあと、同じパネル内に別のグラフとして表示
されるもう 1 つの統計を選択できます。たとえば、「カーネル内の % 時間」
を選択してそのグラフを表示したあと、「ビジー状態の合計 % 時間」を選
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択してそのグラフを同じパネル内に表示できます。両方のグラフを表示す
ることで、それらの統計を同時に確認できます。

6 グラフを削除するには、「グラフの削除」をクリックします。

グラフには選択した統計のデータが表示されます。表示されるデータは 1 秒ごと
に更新されます。

関連リンク

複数のリアルタイム統計グラフを表示する

LUN 統計および傾向の概要
ストレージネットワークのステータス情報とシステム上の LUN のパフォーマン
ス情報を提供するため、Oracle FS System は統計情報を収集しています。

LUN 統計は、2 分ごとに更新される表、2 分ごとに更新される詳細ビュー、または
1 秒ごとに更新されるリアルタイム統計グラフに表示されます。

LUN ビューでは、LUN 統計表内で統計が LUN 名ごとに整列されています。列
ヘッダーをクリックすると、クリックした列で統計がソートされます。

関連リンク

LUN 詳細統計の説明
LUN 統計の説明
LUN のリアルタイム統計グラフの説明
LUN 統計を表示する
LUN のリアルタイム統計グラフの構成
詳細な LUN 統計を表示する
複数のリアルタイム統計グラフを表示する

LUN 統計の説明
LUN の統計は、Oracle FS System 上にあるすべての LUN の概要を提供します。

各 LUN の情報と統計データを表示できます。データは 2 分ごとにリフレッシュ
されます。手動でデータをリフレッシュするには、キーボードから Ctrl > Alt > R
の組み合わせを押します (入力します)。

名前 管理のために LUN に割り当てられている名前を識別しま
す。

物理的な割り当て
済み容量

LUN のために予約されている容量 (G バイト) を識別しま
す。

優先度レベル 指定された LUN に割り当てられている優先度レベルを識
別します。

有効なレベル:
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• アーカイブ

• 低

• 中

• 高

• 最高

IOPS 1 秒あたりの読み取りおよび書き込み操作の平均数を示し
ます。

スループット 読み取りおよび書き込み操作のデータ転送速度 (M バイト/
秒) を示します。

I/O 待機時間 読み取り操作または書き込み操作を完了するための平均時
間 (ミリ秒) を示します。

I/O サイズ 読み取り操作および書き込み操作の平均サイズを示します。

収集期間 情報が Oracle FS System から最後に収集された開始および
終了時間を表示します。

この情報を使用して、Oracle FS System の LUN をモニターしたり、システムの
改善を計画するために LUN のパフォーマンスと容量を比較したりできます。

LUN 統計を表示する
LUN の統計および傾向の概要ページでは、Oracle FS System で構成されているす
べての LUN に関する情報や統計データを表示できます。

前提条件: • LUN のリアルタイム統計グラフを作成するには、
Oracle FS System 上に 1 つ以上の LUN が存在する必
要があります。

1 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」に移動します。
すべての LUN が表内に表示されます。

2 (オプション) 情報を異なる順序で表示するには列見出しをクリックしま
す。その列の内容によってリストがソートされます。

表示されたデータは 2 分ごとにリフレッシュされます。

関連リンク

「LUN」概要ページ

LUN 詳細統計の説明
各 LUN の詳細統計を、「LUN」ページから取得できます。

次の統計データは 2 分ごとにリフレッシュされます。

統計と傾向の管理

281



名前 選択された LUN の名前を識別します。

Oracle FS System のパフォーマンス
スループットと IOPS のデータを、LUN からの I/O 要求の処理に要した CPU サ
イクルで除算したものです。「Oracle FS System のパフォーマンス」と「システ
ム負荷」の違いは、「Oracle FS System のパフォーマンス」には読み書き操作に
要した CPU サイクルも含まれるという点です。

読み取りスループ
ット

読み取り操作のデータ転送速度を示します。

書き込みスループ
ット

書き込み操作のデータ転送速度を示します。

合計スループット 読み取り操作および書き込み操作のデータ転送速度を示し
ます。

読み取り IOPS 1 秒あたりの読み取り操作の平均数を示します。

書き込み IOPS 1 秒あたりの書き込み操作の平均数を示します。

合計 IOPS 1 秒あたりの読み取りおよび書き込み操作の合計数を示し
ます。

システム負荷

システムがすべてのリソースを LUN からの I/O 要求を処理するために使用した
と仮定した場合のスループットと IOPS データを指定します。「システム負荷」と
「Oracle FS System のパフォーマンス」の違いは、「システム負荷」には、読み取
り操作または書き込み操作を実行するために必要な CPU サイクルが含まれない
点にあります。

読み取りスループ
ット

システムがすべての CPU リソースを LUN に使用したと仮
定した場合の、指定された LUN のデータ入力 (読み取り操
作) のデータ転送速度を示します。

書き込みスループ
ット

システムがすべての CPU リソースを LUN に使用したと仮
定した場合の、指定された LUN のデータ出力 (書き込み操
作) のデータ転送速度を示します。

合計スループット システムがすべての CPU リソースを LUN に使用したと仮
定した場合の、指定された LUN のデータ読み取り操作およ
び書き込み操作の平均データ転送速度を示します。

読み取り IOPS システムがすべての CPU リソースを LUN に使用したと仮
定した場合の、1 秒あたりの読み取り操作の平均数を示しま
す。
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書き込み IOPS システムがすべての CPU リソースを LUN に使用したと仮
定した場合の、1 秒あたりの書き込み操作の平均数を示しま
す。

合計 IOPS システムがすべての CPU リソースを LUN に使用したと仮
定した場合の、1 秒あたりの読み取りおよび書き込み操作を
組み合わせた数を示します。

I/O 待機時間
読み取りまたは書き込み操作が完了するまでの平均時間 (ミリ秒単位) と操作の
平均サイズ (K バイト単位) を指定します。

読み取り応答時間 最終サンプル期間の読み取り操作の平均実行時間を識別し
ます。

書き込み応答時間 最終サンプル期間の書き込み操作の平均実行時間を識別し
ます。

応答時間 最終サンプル期間の読み取りまたは書き込み操作の平均実
行時間を識別します。

読み取り操作サイ
ズ

最終サンプル期間の読み取り操作の平均サイズを識別しま
す。

書き込み操作サイ
ズ

最終サンプル期間の書き込み操作の平均サイズを識別しま
す。

一般

キャッシュ使用の I/O アクティビティーを指定します。

1 秒あたりのキャ
ッシュフラッシュ
数

最後のサンプル期間内にキャッシュ行がディスクにフラッ
シュされた (書き込まれた) 1 秒あたりの回数を示します。

キャッシュヒット
率

最後のサンプル期間内に読み取りキャッシュから完了した
読み取り操作 (キャッシュヒットとも呼ばれます) の割合
(%) を示します。

先読み IOPS 最後のサンプル期間内の先読み取得からの 1 秒あたりの平
均読み取り操作の数を示します。先読み取得では、サンプル
期間内の読み取りアクセス動作を利用して先読み IOPS を
判定します。

非最適化 IOPS 最後のサンプル期間内に最適化されていないデータパスを
通過した 1 秒あたりの読み取り操作および書き込み操作の
合計数を示します。パフォーマンスのために、最適化された
パスは最適化されていないパスより優先されます。最適化
されていないパスは、データパスを管理するために使用され
るパス管理ソフトウェアが存在しないか、パス管理ソフトウ
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ェアが正しく構成されていないか、または最適化されたパス
が使用できない場合に発生します。

パフォーマンスを向上させるために、パス管理ソフトウェア
やアプリケーションでは負荷分散およびパス管理が提供さ
れます

詳細な LUN 統計を表示する
LUN 統計および傾向の概要ページで、Oracle FS System で構成されたすべての
LUN に関する統計情報を表示できます。

前提条件: • LUN のリアルタイム統計グラフを作成するには、
Oracle FS System 上に 1 つ以上の LUN が存在する必
要があります。

1 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」に移動します。
LUN 統計および傾向の表に、すべての LUN が一覧表示されます。

2 リストから LUN を選択します。

3 「アクション」 > 「詳細の表示」に移動し、選択した LUN に関する詳細情
報を表示します。

表示された統計は 2 分ごとにリフレッシュされます。

関連リンク

LUN の統計の詳細の表示

LUN のリアルタイム統計グラフの説明
LUN から収集したリアルタイム統計を使用して、パフォーマンスデータのグラフ
を作成できます。パフォーマンスデータの例としては、読み取り操作、書き込み
操作、待機時間、キューの深さなどがあります。

次の LUN リアルタイム統計を利用できます。

読み取り IOPS 1 秒あたりの読み取り操作の平均数を示します。

書き込み IOPS 1 秒あたりの書き込み操作の平均数を示します。

読み取りバイト数/
秒

システムが読み取り操作中にドライブからバイトを転送し
た速度を示します。

書き込みバイト数/
秒

システムが書き込み操作中にドライブにバイトを転送した
速度を示します。

読み取り待機時間 読み取り操作を完了するための平均時間を示します。

書き込み待機時間 書き込み操作を完了するための平均時間を示します。

読み取りブロック
サイズ

読み取り操作で読み取られたデータの平均量を表示します。
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書き込みブロック
サイズ

書き込み操作で書き込まれたデータの平均量を表示します。

合計ブロックサイ
ズ

読み取りまたは書き込み操作で転送されたデータの平均量
を表示します。

読み取りキューの
深さ

実行を待機している読み取り操作の数 (平均値) を表示しま
す。

書き込みキューの
深さ

処理を待機している書き込み操作の数 (平均値) を表示しま
す。

合計バイト数/秒 1 秒あたりに転送された合計バイト数 (平均値) を表示しま
す。

合計 IOPS 1 秒あたりの読み取りおよび書き込み操作の総数を示しま
す。

合計待機時間 操作を完了するための平均時間を示します。

合計のキューの深
さ

処理のためにキューに入れられている I/O 操作の総数 (平均
値) を表示します。

LUN のリアルタイム統計グラフの構成
LUN のリアルタイム統計グラフは、Oracle FS System 上の LUN に対して使用で
きる統計のグラフィカル表示を提供します。

LUN のリアルタイム統計グラフを表示するには、LUN を選択してから、グラフ
に表示する統計を 1 つ以上選択する必要があります。

前提条件: • LUN のリアルタイム統計グラフを作成するには、
Oracle FS System 上に 1 つ以上の LUN が存在する必
要があります。

1 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」に移動します。
2 LUNを選択します。
3 「アクション」 > 「LUN のリアルタイム統計」を選択します。
リアルタイム統計を選択すると、デフォルトの統計が自動的にグラフ化し
て表示されます。必要に応じて統計を追加または削除できます。

LUN のリアルタイム統計でデフォルトでグラフ化して表示される統計は、
合計待機時間と 1 秒あたりの合計 I/O 数です。

4 「グラフの追加」をクリックし、統計を選択して「OK」をクリックします。
別の統計を表示する場合は、「グラフの追加」をクリックし、統計を選択し
て「OK」をクリックします。その統計のグラフが「LUN のリアルタイム
統計」の最初のグラフの下に追加されます。

別の LUN を選択して、その LUN のリアルタイム統計グラフを表示するこ
ともできます。両方のリアルタイムグラフを表示することにより、LUN 間
で統計を比較できます。

5 グラフを削除するには、「グラフの削除」をクリックします。
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表示される統計データは 1 秒ごとに更新されます。

関連リンク

複数のリアルタイム統計グラフを表示する

SAN コントローラ統計および傾向の概要
ストレージネットワークのステータス情報とシステム上のコントローラのパフォ
ーマンス情報を常時提供するため、Oracle FS System は統計情報を収集していま
す。

SAN コントローラの統計と詳細は、静的な表に表示して参照するか、またはリア
ルタイム統計グラフに動的に表示できます。

統計は SAN コントローラプロトコル統計表内でコントローラ名ごとに整列され
ています。

関連リンク

SAN コントローラ統計の説明
SAN コントローラプロトコルの詳細統計の説明
SAN コントローラリアルタイム統計グラフの説明
SAN コントローラプロトコルを表示する
SAN コントローラプロトコルの詳細な統計を表示する
SAN コントローラ統計のモニター

SAN コントローラ統計の説明
SAN コントローラプロトコルの統計には、Oracle FS System 上のコントローラポ
ートの概要が示されます。

次のステータスを確認できます。

名前 選択されたコントローラの名前を識別します。

ポートタイプ コントローラポートのプロトコルタイプ (FC) を識別しま
す。

スロット番号 コントローラの PCI スロットの割り当てを識別します。

ポート番号 ポート番号 (0 または 1) を識別します。

ネゴシエートされ
た速度

ポートの転送速度 (G ビット/秒) を表示します。転送速度
は、HBA または FC スイッチとコントローラの間でネゴシ
エートされます。

スループット/秒 スループット (M バイト/秒) を識別します。

読み取り 読み取りスループット (M バイト/秒) を識
別します。
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書き込み 書き込みスループット (M バイト/秒) を識
別します。

I/O 待機時間 データの読み取りまたは書き込み時間 (ミリ秒) を識別しま
す。

次の情報を表示します。

読み取り データの読み取り時間 (ミリ秒) を識別しま
す。

書き込み データの書き込み時間 (ミリ秒) を識別しま
す。

組み合わせ
済み

データの読み取りおよび書き込みを組み合
わせた時間 (ミリ秒) を識別します。

I/O サイズ 読み取りおよび書き込み操作の平均サイズを識別します。

受信されたコマン
ド数/秒

最後のサンプリング期間中に Oracle FS System で受信され
た 1 秒当たりの読み取りおよび書き込みコマンドの数を表
示します。

アクティブ化以降
のチャネルエラー

コントローラがアクティブ化されたあとに発生したチャネ
ルエラーの累積数を表示します。

収集期間 情報が Oracle FS System から最後に収集された開始時間と
終了時間を識別します。データは 2 分間にわたって収集さ
れ、2 分に 1 回リフレッシュされます。

コントローラを選択して詳細を表示すると、コントローラに関する詳細な情報を
表示できます。ファイバチャネル (FC) の詳細情報が表示されます。

この統計情報を使用してコントローラをモニターしたり、コントローラの特性を
比較してシステムの改善計画を作成したりできます。

SAN コントローラプロトコルを表示する
SAN コントローラプロトコルのページでは、Oracle FS System のすべてのコント
ローラに関する統計情報を表示できます。

1 「SAN」タブから「統計および傾向」 > 「SAN」 > 「コントローラプロト
コル」に移動します。
SAN コントローラプロトコルの統計および傾向の表に、すべてのコントロ
ーラが一覧表示されます。

2 コントローラのリストをソートするには、「名前」列見出しをクリックしま
す。

関連リンク

コントローラプロトコルの統計概要ページ
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SAN コントローラプロトコルの詳細統計の説明
コントローラ上のファイバチャネル (FC) ポートの詳細統計を提供します。

詳細情報には、コントローラ上の FC ポートの情報が含まれています。

名前 コントローラの名前を識別します。

スロット コントローラ上の HBA の場所 (スロット 1、4、および 5) を
識別します。

ポート番号 コントローラ上の HBA ポート番号を識別します。

ポートタイプ HBA ポートタイプを識別します。

一般情報

読み取りスループ
ット

データ入力 (読み取り) のデータ転送速度を識別します。

書き込みスループ
ット

データ出力 (書き込み) のデータ転送速度を識別します。

合計スループット 入出力データ (読み取りと書き込み) の合計平均転送速度を
識別します。

合計 IOPS 1 秒あたりの I/O 操作の合計数を識別します。

パフォーマンス

最大読み取りスル
ープット

入力データ (読み取り) の最大転送速度を識別します。

最大書き込みスル
ープット

出力データ (書き込み) の最大転送速度を識別します。

最大合計スループ
ット

入出力データ (読み取りと書き込み) の合計最大転送速度を
識別します。

最大読み取り
IOPS

1 秒あたりの入力 (読み取り) I/O 操作の最大数を識別しま
す。

最大書き込み
IOPS

1 秒あたりの出力 (書き込み) I/O 操作の最大数を識別しま
す。

最大合計 IOPS 1 秒あたりの入出力 (読み取りと書き込み) I/O 操作の最大合
計数を識別します。

SCSI タスク管理操作
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タスクの中止 選択されたポートで処理されたタスクの中止コマンドの数
を示します。

タスクセットの中
止

選択されたポートで処理されたタスクセットの中止コマン
ドの数を示します。

タスクセットとは、タスクのグループのことです。

ACA のクリア 選択されたポートで処理された ACA (Auto Contingent
Allegiance) のクリアコマンドの数を示します。

タスクセットのク
リア

選択されたポートで処理されたタスクセットのクリアコマ
ンドの数を示します。

論理ユニットのリ
セット

選択されたポートで処理された論理ユニットのリセットコ
マンドの数を示します。

ターゲットのリセ
ット

選択されたポートで処理されたターゲットのリセットコマ
ンドの数を示します。

I/O 待機時間
読み取りまたは書き込み操作が完了するまでの平均時間 (ミリ秒単位) と操作の
平均サイズ (K バイト単位) を指定します。

読み取り応答時間 最終サンプル期間の読み取り操作の平均実行時間を識別し
ます。

書き込み応答時間 最終サンプル期間の書き込み操作の平均実行時間を識別し
ます。

応答時間 最終サンプル期間の読み取りまたは書き込み操作の平均実
行時間を識別します。

読み取り操作サイ
ズ

最終サンプル期間の読み取り操作の平均サイズを識別しま
す。

書き込み操作サイ
ズ

最終サンプル期間の書き込み操作の平均サイズを識別しま
す。

FC のみ

チャネルエラー

合計チャネルエラ
ー

このポートに関連するチャネルエラーの合計数を示します。

コマンドのタイム
アウトエラー

このポートに関連するチャネルで発生したコマンドのタイ
ムアウトエラーの数を示します。
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DMA エラー このポートに関連するチャネルで発生したダイレクトメモ
リーアクセス (DMA) エラーの数を示します。

無効な RXID エラ
ー

このポートに関連するチャネルで発生した無効な受信装置
識別子 (RXID) エラーの数を示します。

ループの初期化エ
ラー

このポートに関連するチャネルで発生したループの初期化
エラーの数を示します。

オーバーランエラ
ー

このポートに関連するチャネルで発生したオーバーランエ
ラーの数を示します。

PCI エラー このポートに関連するチャネルで発生した PCI (Peripheral
Component Interconnect) エラーの数を示します。

ポートの使用不可
エラー

このポートに関連するチャネルで発生したポートの使用不
可エラーの数を示します。

再選択のタイムア
ウトエラー

このポートに関連するチャネルで発生した再選択のタイム
アウトエラーの数を示します。

不正なフレームエ
ラー

このポートに関連するチャネルで発生した先入れまたは先
出しバッファーから削除されたフレームの数を示します。

システムエラー このポートに関連するチャネルで発生したシステムエラー
の数を示します。

認識されないホス
トイベントエラー

このポートに関連するチャネルで発生した認識されないホ
ストイベントエラーの数を示します。

アンダーランエラ
ー

このポートに関連するチャネルで発生したアンダーランエ
ラーの数を示します。

転送エラー このポートに関連するチャネルで発生したデータ転送エラ
ーの数を示します。

SAN コントローラプロトコルの詳細な統計を表示する
SAN コントローラプロトコルのページでは、Oracle FS System で構成されたすべ
てのコントローラの統計情報を表示できます。

1 「SAN」タブから「統計および傾向」 > 「SAN」 > 「コントローラプロト
コル」に移動します。
SAN コントローラプロトコルの統計および傾向の表に、すべてのコントロ
ーラが一覧表示されます。

2 コントローラのリストをソートするには、「名前」列見出しをクリックしま
す。
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3 リストから コントローラ を選択します。

4 選択したコントローラの詳細情報を表示するには、「アクション」 > 「詳細
の表示」を選択します。

関連リンク

「詳細の表示」ダイアログ (ファイバチャネル)

SAN コントローラリアルタイム統計グラフの説明
Oracle FS System 内のコントローラポートから収集された統計情報のグラフを作
成して、データの傾向を示すことができます。

コントローラポートから収集され、傾向グラフを作成するために使用できる統計
情報には、次が含まれます。

• 指定されたコントローラポートでのデータ読み取りおよび書き込みの合計
量と比率

• ファイバチャネル (FC) プロトコルに固有の統計情報

表示できる統計には、読み取りと書き込みの IOPS やバイト数があります。

読み取り IOPS 1 秒あたりの読み取り I/O 操作数を示します。

書き込み IOPS 1 秒あたりの書き込み I/O 操作数を示します。

合計 IOPS 読み取りおよび書き込み IOPS の合計数を示します。

読み取りバイト数/
秒

システムが読み取り操作中にドライブからバイトを転送し
た速度を示します。

書き込みバイト数/
秒

システムが書き込み操作中にドライブにバイトを転送した
速度を示します。

合計バイト数/秒 読み取りおよび書き込み操作の合計バイト数を表示します。

SAN コントローラ統計のモニター
SAN コントローラのリアルタイム統計グラフは、Oracle FS System 上のコントロ
ーラに対して使用できる統計のグラフィカル表示を提供します。

前提条件: • リアルタイム統計グラフを作成するには、Oracle FS
System で 1 つ以上のコントローラにアクセスできる
必要があります。

1 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「コントローラプロトコル」に移動しま
す。

2 コントローラを選択します。

3 「アクション」 > 「FC ポートのリアルタイム統計」を選択します。
リアルタイム統計を選択すると、デフォルトの統計が自動的にグラフ化し
て表示されます。必要に応じて統計を追加または削除できます。
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FC ポートのリアルタイム統計でデフォルトでグラフ化して表示される統
計は、1 秒あたりの合計 I/O 数です。

4 「グラフの追加」をクリックし、統計を選択して「OK」をクリックすると
グラフが表示されます。別の統計を表示する場合は、「グラフの追加」をク
リックし、統計を選択して「OK」をクリックします。
その統計のグラフが「FC ポートのリアルタイム統計」の最初のグラフの下
に追加されます。

表示される統計データは 1 秒ごとに更新されます。

関連リンク

複数のリアルタイム統計グラフを表示する

ピーク使用時のパフォーマンスの判定例

次の例は、Oracle FS System のパフォーマンスを計測し、ピーク使用時にパフォ
ーマンス目標を達成できているかを判定する方法を示しています。

この例で管理者は、主要 LUN の待機時間と IOPS を確認し、ピーク使用期間にパ
フォーマンス目標を到達できているかを判定します。管理者は次を行う必要があ
ります。

• ユーザーアクティビティーが高いピーク期間中にリアルタイムでシステム
パフォーマンスを計測します。

• ピーク期間に使用された主要 LUN のパフォーマンスを検証します。

管理者は次のデータをリアルタイムで収集する必要があります。

• 選択した LUN のうちピーク期間中にもっとも活動が多かった LUN の待
機時間

• 選択した LUN のうちピーク期間中にもっとも活動が多かった LUN の
IOPS

• コントローラの CPU ビジーのパーセンテージ

• ファイバチャネルポートの IOPS

• すべてのドライブグループの待機時間

ピーク時のパフォーマンスを決定する

Oracle FS System Manager (GUI) を使ってピーク使用時の統計を取得することで
Oracle FS System のパフォーマンスを決定する推奨の手順を次に示します。これ
らの統計は、システムや特定の LUN の全体的な健全性を決定するために使用さ
れます。

前提条件: • LUN やドライブグループの知識 (ホストから LUN へ
のマッピングなど)。
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1 選択された LUN の待機時間を確認するには、「SAN」 > 「統計および傾
向」 > 「LUN」に移動し、LUN を選択します。データの表示方法として次
のいずれかを選択できます。

1 LUN の概要ページから I/O 待機時間のデータを表示できます。

2 LUN の概要ページからさらに I/O 待機時間データを表示するには、
LUN を選択したあと、「アクション」 > 「詳細の表示」を選択して詳
細を表示します。

3 I/O 待機時間をリアルタイムのグラフとして表示する場合は、「アク
ション」 > 「LUN のリアルタイム統計」を選択します。「LUN のリ
アルタイム統計」から、「グラフの追加」をクリックし、「合計待機時
間」を選択し、「OK」をクリックします。

2 選択された LUN の IOPS を確認するには、「SAN」 > 「統計および傾向」 >
「LUN」に移動し、LUN を選択します。

1 LUN のページから IOPS のデータを表示できます。

2 「アクション」 > 「詳細の表示」を選択すれば、より詳細な情報を表
示できます。

3 IOPS をリアルタイムのグラフとして表示する場合は、「アクショ
ン」 > 「LUN のリアルタイム統計」を選択します。「LUN のリアル
タイム統計」から、「グラフの追加」をクリックし、「合計 IO 数/秒」
を選択し、「OK」をクリックします。

3 コントローラで CPU がビジー状態になっている割合を確認するには、「シ
ステム」 > 「レポートおよび統計」 > 「CPU の統計」に移動します。

1 コントローラを選択します。

2 「アクション」 > 「コントローラ CPU のリアルタイム統計」を選択
します。

3 「グラフの追加」をクリックし、「ビジー状態の合計 % 時間」を選択
します。

4 「OK」をクリックします。

4 FC ポートの IOPS を確認するには、「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「コ
ントローラプロトコル」に移動し、コントローラを選択します。

1 「アクション」 > 「詳細の表示」を選択し、IOPS データを表示しま
す。

2 IOPS をリアルタイムのグラフとして表示する場合は、「アクショ
ン」 > 「FC ポートのリアルタイム統計」を選択します。
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3 「FC ポートのリアルタイム統計」から、「グラフの追加」をクリック
し、「合計 IO 数/秒」を選択し、「OK」をクリックします。

5 ドライブグループの待機時間を確認するには、「システム」 > 「レポートお
よび統計」 > 「ドライブグループの統計」に移動します。

1 コントローラを選択します。

2 「アクション」 > 「ドライブグループのリアルタイム統計」を選択し
ます。

3 「グラフの追加」をクリックし、「合計待機時間」を選択します。
4 「OK」をクリックします。

主な LUN の待機時間と IOPS をチェックすれば、パフォーマンスが目標に達して
いるかどうかを判断できます。これらの値に問題があると思われる場合、すでに
グラフに表示されているその他の値を確認すれば、原因を突きとめるにはどこか
ら始めたらよいかに関する情報が得られます。FC ポートの情報からは、FC のス
ループットに関する洞察が得られます。LUN やドライブグループの待機時間が、
管理者のガイドラインによって確立された制限を超えないようにする必要があり
ます。高い LUN 値や低い LUN 値は経験に基づいて特定できます。

関連リンク

「CPU の統計」概要ページ
「ドライブグループの統計」概要ページ

「詳細の表示」ダイアログ (ファイバチャネル)
LUN の統計の詳細の表示
複数のリアルタイム統計グラフを表示する

アプリケーションを追加した場合の影響を判別する例

次に、システムへのアプリケーション追加がほかのアプリケーションのパフォー
マンスに影響するかどうかを確認するため、Oracle FS System のパフォーマンス
を計測する方法の例を示します。

新しい LUN または既存の LUN にアプリケーションを追加する前後に、待機時間
や IOPS を中心としたパフォーマンスデータが収集されます。収集されたデータ
を基に、アプリケーションの追加がパフォーマンスに影響する可能性やほかのア
プリケーションとの競合を発生させる可能性を判別するためのベースラインが作
成されます。

既存の LUN の待機時間と IOPS を調べることで、新しい LUN または既存の
LUN にアプリケーションを追加してもデータパフォーマンスが許容範囲に収ま
るかどうかを判断できます。データパフォーマンスを許容できない場合は、アプ
リケーションを別の LUN にインストールするか、その LUN を別のストレージド
メインに移動する必要があります。
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アプリケーションの追加がパフォーマンスに影響を与えるかどうかを判断する

次の手順は、Oracle FS System Manager (GUI) を使って Oracle FS System のパフ
ォーマンスを測定することで、アプリケーションの追加がパフォーマンスに影響
を及ぼすかどうかを判断する方法の一例です。

前提条件: • アプリケーションのインストール先となる LUN の名
前。

• アプリケーションの 1 つまたは複数の LUN および既
存の LUN 用のストレージドメイン。

この手順ではまず、アプリケーションのインストール前後で、ストレージドメイ
ン内の既存の LUN のリアルタイム統計を取得します。アプリケーション用に 1
つまたは複数の新しい LUN が作成された場合は、アプリケーションのインスト
ール後にそれらの LUN のリアルタイム統計を取得します。

注: この例では、新しいアプリケーションのインストールの前後で LUN 上のアプ
リケーションが同じ量のデータを生成しているものと仮定しています。

次の手順では合計待機時間と合計 IOPS の取得手順について説明します。アプリ
ケーションを追加する前後でこのデータを取得します。アプリケーション用に 1
つまたは複数の新しい LUN が追加された場合は、アプリケーションのインスト
ール後にその LUN についてこのデータを取得します。

1 LUN のストレージドメインを確認するには、「SAN」 > 「ストレージ」 >
「LUN」に移動します。列「グループ」の下にストレージドメインが一覧表
示されます。

2 LUN の待機時間を確認するには、「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」
に移動し、LUN を選択します。

• LUN のページから I/O 待機時間のデータを表示できます。

• 「アクション」 > 「詳細の表示」を選択すれば、より詳細な情報を表
示できます。

• I/O 待機時間をリアルタイムのグラフとして表示する場合は、「アク
ション」 > 「LUN のリアルタイム統計」を選択します。

• 「LUN のリアルタイム統計」から、「グラフの追加」をクリックし、
「合計待機時間」を選択し、「OK」をクリックします。

3 LUN の IOPS を確認するには、「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」
に移動し、LUN を選択します。

• LUN のページから IOPS のデータを表示できます。

• 「アクション」 > 「詳細の表示」を選択すれば、より詳細な情報を表
示できます。
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• IOPS をリアルタイムのグラフとして表示する場合は、「アクショ
ン」 > 「LUN のリアルタイム統計」を選択します。

• 「LUN のリアルタイム統計」から、「グラフの追加」をクリックし、
「合計 IO 数/秒」を選択し、「OK」をクリックします。

同じ LUN から、まず「合計待機時間」のグラフを開いたあとで「合計 IO
数/秒」のグラフを開けば、両方のグラフを同じペイン内に表示して統計を
比較できます。また、ほかの LUN についても同じ操作を行なって、複数の
LUN に対する統計を一度に比較することも可能です。

管理者は、アプリケーションの追加後にパフォーマンスに変化が生じたかどうか
や、追加後のパフォーマンスが許容範囲かどうかを、LUN の待機時間や IOPS を
チェックすることによって判断します。

関連リンク

LUN の統計の詳細の表示
複数のリアルタイム統計グラフを表示する

複数のリアルタイム統計グラフを表示する

複数のリアルタイム統計グラフを 1 つのパネルに表示すれば、複数の統計を表示
または比較できます。

1 リアルタイム統計グラフを使用可能な機能を選択します。

• 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「ドライブグループの統計」

• 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「CPU の統計」
• 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」
• 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「コントローラプロトコル」

2 リアルタイムグラフの機能にアクセスするには、次のいずれかのアクショ
ンを選択します。

• 「アクション」 > 「コントローラ CPU のリアルタイム統計」
• 「アクション」 > 「ドライブグループのリアルタイム統計」

• 「アクション」 > 「LUN のリアルタイム統計」
• 「アクション」 > 「FC ポートのリアルタイム統計」

3 たとえば、「LUN のリアルタイム統計」を選択し、「グラフの追加」をクリ
ックし、「読み取りキューの深さ」を選択し、「OK」をクリックします。

4 「読み取りキューの深さ」が表示されたあとで、「グラフの追加」をクリッ
クし、「書き込みキューの深さ」を選択し、「OK」をクリックします。

5 「読み取りキューの深さ」が表示されたあとで、「グラフの追加」をクリッ
クし、「合計のキューの深さ」を選択し、「OK」をクリックします。
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3 つすべての統計のグラフが同じパネルに表示され、1 秒ごとにリフレッシュされ
ます。この手順は、すべてのリアルタイム統計グラフに適用できます。

注: 「グラフの削除」をクリックしてグラフを削除すれば、別の統計を表示でき
ます。

統計グラフの表示をカスタマイズする

任意のリアルタイム統計グラフの外観をカスタマイズするには、グラフからアク
セス可能な「プロパティー」機能を使用します。

リアルタイム統計グラフを作成したあと、グラフに表示されるラベル、フォント、
色、およびプロットラインの外観を、「プロパティー」機能に含まれるグラフのコ
ントロールを使ってカスタマイズします。

1 リアルタイム統計グラフを使用可能な機能を選択します。

• 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「ドライブグループの統計」

• 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「CPU の統計」
• 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」
• 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「コントローラプロトコル」

2 リアルタイムグラフの機能にアクセスするには、次のいずれかのアクショ
ンを選択します。

• 「アクション」 > 「コントローラ CPU のリアルタイム統計」
• 「アクション」 > 「ドライブグループのリアルタイム統計」

• 「アクション」 > 「LUN のリアルタイム統計」
• 「アクション」 > 「FC ポートのリアルタイム統計」

3 1 つの統計を選択し、「グラフの描画」をクリックします。

4 グラフを変更するには、グラフの内側をクリックしてからマウスの右ボタ
ンをクリックします。

グラフ変更用の選択肢を含むメニューが表示されます。

5 「プロパティー」を選択します。
グラフのプロパティーのダイアログが表示されます。

6 グラフで使用されるラベル、フォント、色、およびプロットラインの外観
を変更するには、「タイトル」、「プロット」、または「その他」を選択しま
す。

7 「OK」をクリックして変更を保存します。
変更はグラフが表示されている間保存されます。グラフを閉じると、その
グラフに対する変更は破棄されます。
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リアルタイム統計グラフの表示をカスタマイズする

リアルタイム統計グラフの表示をカスタマイズするには、ズームインやズームア
ウトを行なってグラフの詳細情報を表示します。

リアルタイム統計グラフを作成したあと、そのグラフで使用可能なコントロール
を使ってグラフを変更します。

1 リアルタイム統計グラフを使用可能な機能を選択します。

• 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「ドライブグループの統計」

• 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「CPU の統計」
• 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」
• 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「コントローラプロトコル」

2 リアルタイムグラフの機能にアクセスするには、次のいずれかのアクショ
ンを選択します。

• 「アクション」 > 「コントローラ CPU のリアルタイム統計」
• 「アクション」 > 「ドライブグループのリアルタイム統計」

• 「アクション」 > 「LUN のリアルタイム統計」
• 「アクション」 > 「FC ポートのリアルタイム統計」

3 「グラフの追加」をクリックし、統計を選択して「OK」をクリックします。
4 グラフを変更するには、グラフの内側をクリックしてからマウスの右ボタ
ンをクリックします。

グラフ変更用の選択肢を含むメニューが表示されます。

5 「ズームイン」または「ズームアウト」をクリックしてグラフに表示されて
いるデータを拡大または縮小します。

「自動範囲」を使えばグラフをリセットできます。

リアルタイム統計グラフを保存する

リアルタイム統計グラフは PNG (Portable Network Graphic) ファイルとして保
存できます。保存されるファイルは、ワークステーション上に表示されたグラフ
ィックのスナップショットであり、その表示内容を反映したものとなります。こ
のグラフィックには追加データは含まれません。

リアルタイム統計グラフのダイアログにグラフが表示されている場合、リアルタ
イム統計グラフをファイルとしてコピー、保存、または印刷できます。たとえば、
CPU の統計を確認している場合、「コントローラ CPU のリアルタイム統計」ダイ
アログに「カーネル内の % 時間」、「ビジー状態の合計 % 時間」のいずれかのグ
ラフが表示されます。そのグラフを PNG ファイルとしてコピー、保存、または
印刷できます。

コピー、保存、または印刷されたグラフは、ある時点で表示された統計のスナッ
プショットを提供します。
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1 リアルタイム統計グラフを使用可能な機能を選択します。

• 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「ドライブグループの統計」

• 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「CPU の統計」
• 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」
• 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「コントローラプロトコル」

2 リアルタイムグラフの機能にアクセスするには、次のいずれかのアクショ
ンを選択します。

• 「アクション」 > 「コントローラ CPU のリアルタイム統計」
• 「アクション」 > 「ドライブグループのリアルタイム統計」

• 「アクション」 > 「LUN のリアルタイム統計」
• 「アクション」 > 「FC ポートのリアルタイム統計」

3 「グラフの追加」をクリックし、統計を選択して「OK」をクリックします。

4 グラフを変更するには、グラフの内側をクリックしてからマウスの右ボタ
ンをクリックします。

グラフ変更用の選択肢を含むメニューが表示されます。

5 「名前を付けて保存」をクリックします。
6 ローカルワークステーション上でグラフの保存先となる場所に移動しま
す。

7 グラフのファイル名を入力します。たとえば、統計が「コントローラ CPU
のリアルタイム統計」グラフの % リアルタイムカーネルだった場合、
percentrealtimekernel というファイル名を使用できます。

8 「OK」をクリックします。

グラフはファイル拡張子が png の PNG ファイルとして保存されます。

リアルタイム統計グラフのコピー

リアルタイム統計グラフを PNG (Portable Network Graphic) ファイルとしてコ
ピーし、そのファイルをワードプロセッサなどの別のプログラムに直接インポー
トします。

リアルタイム統計グラフのダイアログにグラフが表示されている場合、リアルタ
イム統計グラフをファイルとしてコピー、保存、または印刷できます。たとえば、
CPU の統計を確認している場合、「コントローラ CPU のリアルタイム統計」ダイ
アログに「カーネル内の % 時間」、「ビジー状態の合計 % 時間」のいずれかのグ
ラフが表示されます。そのグラフを PNG ファイルとしてコピー、保存、または
印刷できます。

コピー、保存、または印刷されたグラフは、ある時点で表示された統計のスナッ
プショットを提供します。

統計と傾向の管理
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1 リアルタイム統計グラフを使用可能な機能を選択します。

• 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「ドライブグループの統計」

• 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「CPU の統計」
• 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」
• 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「コントローラプロトコル」

2 リアルタイムグラフの機能にアクセスするには、次のいずれかのアクショ
ンを選択します。

• 「アクション」 > 「コントローラ CPU のリアルタイム統計」
• 「アクション」 > 「ドライブグループのリアルタイム統計」

• 「アクション」 > 「LUN のリアルタイム統計」
• 「アクション」 > 「FC ポートのリアルタイム統計」

3 「グラフの追加」をクリックし、統計を選択して「OK」をクリックします。

4 グラフを変更するには、グラフの内側をクリックしてからマウスの右ボタ
ンをクリックします。

グラフ変更用の選択肢を含むメニューが表示されます。

5 「コピー」をクリックして、PNG ファイルをワードプロセッサなどのアプ
リケーションにインポートします。

チャートのイメージファイルがアプリケーションに挿入されます。

リアルタイム統計グラフを印刷する

リアルタイム統計グラフを印刷すると、ある時点でグラフに表示されていた傾向
のグラフィカルなスナップショットを提供できます。

リアルタイム統計グラフのダイアログにグラフが表示されている場合、リアルタ
イム統計グラフをファイルとしてコピー、保存、または印刷できます。たとえば、
CPU の統計を確認している場合、「コントローラ CPU のリアルタイム統計」ダイ
アログに「カーネル内の % 時間」、「ビジー状態の合計 % 時間」のいずれかのグ
ラフが表示されます。そのグラフを PNG ファイルとしてコピー、保存、または
印刷できます。

コピー、保存、または印刷されたグラフは、ある時点で表示された統計のスナッ
プショットを提供します。

1 リアルタイム統計グラフを使用可能な機能を選択します。

• 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「ドライブグループの統計」

• 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「CPU の統計」

統計と傾向の管理
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• 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」
• 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「コントローラプロトコル」

2 リアルタイムグラフの機能にアクセスするには、次のいずれかのアクショ
ンを選択します。

• 「アクション」 > 「コントローラ CPU のリアルタイム統計」
• 「アクション」 > 「ドライブグループのリアルタイム統計」

• 「アクション」 > 「LUN のリアルタイム統計」
• 「アクション」 > 「FC ポートのリアルタイム統計」

3 「グラフの追加」をクリックし、統計を選択して「OK」をクリックします。

4 グラフを変更するには、グラフの内側をクリックしてからマウスの右ボタ
ンをクリックします。

グラフ変更用の選択肢を含むメニューが表示されます。

5 「印刷」を選択したあと、オペレーティングシステムからの印刷指示に従い
ます。

システムは、リアルタイム統計グラフィックの印刷画像を、選択されたプリンタ
に送信します。

統計と傾向の管理
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付録 A

Oracle FS System の制限

Oracle FS System の動作制限
次の表は、Oracle FS System に構成できるオブジェクトの数を示しています。

表 15: システム制限
オブジェクト 数量範囲

リポジトリ1 最大: 1024

ストレージドメイン 最小: 1

最大: Oracle FS System ごとに 64

仮想 LUN (VLUN) 最大値2

• コントローラごとに 8192
• Oracle FS System ごとに 8192

VLUN ブロックス
ナップショット、完
全 (コピー)

最大: VLUN ごとに 12 個の完全スナップショット

VLUN のブロック
スナップショット、
部分 (クローン)

最大: 1 つのアクティブなソースボリュームの部分スナップショ
ットを一度に 1024 個まで

1 リポジトリは VLUN であり、論理ボリュームに関連付けられています。リポジトリにはそのボリ
ュームのクローンのメタデータが保持されます。ボリュームには最大で 1 つのリポジトリ VLUN
があります。

2 推奨最大値は、コントローラごとに 4096 およびシステムごとに 4096 です。
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表 15: システム制限 (続き)

オブジェクト 数量範囲

ボリュームグループ 最小: 1

最大: 合計で 5000

ボリュームサイズ 最小:

• 1G バイトでかつ最大容量の 50%
• 最小拡張増分: 1G バイト

最大: システム容量

次の表は、Oracle FS System に構成できるドライブエンクロージャーに関連する
オブジェクトの数を示しています。

Oracle FS System の制限
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表 16: ドライブエンクロージャーの構成制限
オブジェクト 数量範囲

ドライブエンクロー

ジャー (DE)
最小: 1

最大:

• Oracle FS System ごとに: 30
• ストレージドメインごとに: 30
• SAS HBA ごとに: 10
• DE 文字列ごとに: 5

ドライブグループ 最小: 1

最大:

• Oracle FS System ごとに: 1024
• ストレージドメインごとに: 1024

ドライブ DE ごとに • HDD: 同じタイプのドライブ 24 台
(12 個のグループ)

• パフォーマンス SSD: 同じタイプの
ドライブ 13 台 (6 個のグループと 1
台のホットスペア)

• 容量 SSD: 同じタイプのドライブ 19
台 (6 個のグループと 1 台のホットス
ペア)

ドライブグ
ループごと
に

• HDD: 12
• SSD: 6

SAN オブジェクトのシステム制限
次の表は、Oracle FS System に構成できる SAN 関連オブジェクトの数を示して
います。

Oracle FS System の制限
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表 17: SAN の動作制限
オブジェクト 数量範囲

LUN からホストへ
のマッピング

最大: Oracle FS System ごとに 33,554,432

SAN ホスト接続 (ア
クティブ)

最大:

• SAN CU ポートごとに 512 個のアクティブな接続

• SAN CU ごとに 3072 (6 個のポートで)

• Oracle FS System ごとに 6144 (12 個のポートで)

SAN LUN 最大3

• 特定の SAN コントローラから可視が 4096

• 特定のシステム内のすべての SAN コントローラから可視
が 4096

• SAN ホストごとに可視が 4096

SAN LUN サイズ 最小:

• 1G バイトでかつ最大容量の 50%
• 最小拡張増分: 1G バイト

最大: システム容量

次の表は、Oracle FS Path Manager (FSPM) ホストに構成できる SAN 関連オブジ
ェクトの数を示しています。動作制限の完全なリストについては、該当する
『Oracle FS Path Manager のインストールガイド』を参照してください。

表 18: FSPM の動作制限
オブジェクト 数量範囲

システム接続 最大: 8

注: 接続先は、Oracle FS System と Pillar Axiom システムを任意
に組み合わせることができます。

LUN データパス 最大: 各 LUN に対して 32

HBA ポート 最大: 32

3 可視の (アクティブな) SAN LUN には、ユーザーデータ用の仮想 LUN (VLUN) が 1 つと、メタデ
ータ用の VLUN が 1 つ必要です。SAN LUN のクローンには、メタデータ用の VLUN が 1 つと、
データリポジトリ用の VLUN が 1 つ必要です。クローンがアクティブである場合は、3 つ目の
VLUN が必要になるため、SAN LUN とそのクローン用の VLUN は合計で 5 個になります。

Oracle FS System の制限
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付録 B

「システム」タブの参照ページ

「ストレージドメインへの追加」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ストレージドメイン」 > 「アクション」 > 「ス
トレージドメインへの追加」

ストレージドメインに未割り当てのドライブグループを追加します。

ドライブグループを使用するには、そのドライブグループをストレージドメイン
に割り当てて (追加して) おく必要があります。

注: システムリソースのもっとも効率的な負荷調整および使用のためには、1 つの
要求にできるだけ多くのドライブグループを含めてください。

ストレージドメイ
ン

選択されたドライブグループに割り当てられたストレージ
ドメインを指定します。

ボリュームデータ
のリバランス

ストレージドメインにドライブグループを追加したとき、シ
ステムがドライブグループ間で既存のボリュームのバラン
スをとるように指定します。有効になっている場合、システ
ムは既存のボリュームのデータをストレージドメイン内の
すべてのドライブグループに分散させます。このオプショ
ンを選択しない場合は、ストレージドメイン内の既存のドラ
イブグループにわたるデータ分散が保持されます。

「ストレージドメインの作成」ダイアログで「QoS の自動リ
バランスの有効化」が選択されていても、システムはボリュ
ームデータをリバランスします。

含めるドライブグ
ループ

ストレージドメインに関連付けるドライブグループを表示
します。

含める追加のドラ
イブグループ

ストレージドメインに関連付けられていない追加のドライ
ブグループを表示します。これらのドライブグループをス
トレージドメインに追加することもできます。含めるドラ
イブグループを選択します。

注: ドライブグループが 1 つしかない場合、この含める追加
のドライブグループのリストは表示されません。

関連リンク

ドライブグループの割り当て

ストレージドメインへのドライブグループの追加
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「管理者アカウント」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「管理者アカウント」

ユーザー名、ID または完全修飾名 (FQN)、役割、フルネーム、電子メールアドレ
ス、電話番号、および各アカウントが有効になっているかどうかを表示します。

このページでは、管理者アカウントを作成、変更、削除、および表示するための
オプションを提供します。

アクティブな管理者セッションを最大 10 個定義できます。これらの 10 個のセッ
ションのうち、1 つはプライマリ管理者の役割のために、もう 1 つは管理者 1 の
役割のために予約されています。

ログイン名 管理者のログインまたはユーザー名を一覧表示します。管
理者アカウントを確認または変更するには、名前をクリック
します。

役割 管理者アカウントに割り当てられている役割を識別します。
役割によって、管理者にどの権限が付与されているかが定義
されます。

• プライマリ管理者

• 管理者 1

• 管理者 2

• モニター

• サポート

• Oracle サポート

無効 管理者アカウントが無効になっているかどうかを識別しま
す。

いいえ アカウントがアクティブなことを示しま
す。アカウントが有効になっている管理者
は Oracle FS System にログインできます。

はい アカウントが非アクティブなことを示しま
す。アカウントが無効になっている管理者
はログインできません。

氏名 管理者アカウントに関連付けられている氏名を識別します。

電子メールアドレ
ス

受信者の電子メールアドレスを識別します。Oracle FS
System がアラートを送信する電子メールサーバーは、この
アドレスでメッセージを受信できる必要があります。シス
テムはこのアドレスを検証しません。

電話番号 管理者アカウントに関連付けられる電話番号を識別します。
Oracle FS System はこのエントリの有効性を検証しません。

「システム」タブの参照ページ
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関連リンク

管理者アカウントの管理

アラートおよびイベントの概要

ナビゲーション: 「システム」 > 「アラートおよびイベント」

システムアラートおよびイベントを管理したり、システムステータスやハードウ
ェアの詳細を確認したりするためのリンクを表示します。

ステータスのサマ
リー

全体的なシステムステータスを表示することにより、たとえ
ば、個々のハードウェアコンポーネントのステータスを検出
できるようにします。

システムアラート システムアラートを管理することにより、たとえば、ボリュ
ームにいつ追加容量を割り当てたらよいかがわかるように
します。

イベントログ イベントログやイベントフィルタを管理します。

イベント通知 モニターされるイベントのタイプや、通知受信者の電子メー
ルアドレスを管理します。

関連リンク

システム通知

「コントローラ」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」

Oracle FS System の一部であるコントローラのプロパティーを表示します。

このページから使用可能なオプションを使用すると、診断を実行したり、
Oracle FS System 上のコントローラを見つけたり、コントローラの詳細を表示し
たりできます。

名前 ハードウェアコンポーネントの名前を一覧表示します。そ
のハードウェアコンポーネントに関する詳細を表示するに
は、名前をクリックします。

コメント コントローラに関連付ける説明テキストを表示します。コ
メントに含めることができる文字数は最大 256 文字です。

サービスタイプ キャッシュリソースの再割り当てによって、SAN または
NAS のサポートで I/O パフォーマンスのためにどれだけの
メモリーが最適化されるかを一覧表示します。

フェイルオーバー
コントローラ

ペア内のもう一方のコントローラで障害が発生した場合に
使用されるコントローラを識別します。

ステータス コントローラの現在のステータスを表示します。「通常」の
ステータスにアクションは必要ありません。

「システム」タブの参照ページ
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温度 コントローラの温度ステータスを表示します。

シャーシ コントローラのシャーシの現在のステータスを表示します。

マザーボード コントローラのマザーボード構成部品の現在のステータス
を表示します。

電源装置 コントローラの電源装置の現在のステータスを表示します。

ファン コントローラのファンの現在のステータスを表示します。

エネルギーストレ
ージモジュール

コントローラのエネルギーストレージモジュールの現在の
ステータスを表示します。

HBA モジュール コントローラに取り付けられているホストバスアダプタ
(HBA) のステータスを表示します。これには、ホストサーバ
ーに接続する HBA とドライブエンクロージャーに接続す
る HBA が含まれます。

関連リンク

コントローラの管理

コントローラのステータスを表示する

「コントローラポート」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「コントローラポート」

各 Oracle FS System コントローラのネットワークポートのトポロジプロパティ
ーを一覧表示します。管理者は、コントローラのプロパティーをこのページから
管理できます。

名前 コントローラに関する情報を識別します。この列には次の
情報が含まれます。

• コントローラ名

• アダプタスロット番号

• アダプタポート番号

ステータス HBA の接続ステータスを識別します。

有効な状態:

• 通常

• 接続済み

• 未接続

ポートタイプ HBA のタイプを示します。

有効なタイプ:

「システム」タブの参照ページ
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• Ethernet

• ファイバチャネル (FC)
• SAS (Serial Attached SCSI)

アドレス Oracle FS System コントローラポートのネットワーク上の
一意アドレスを識別します。

ネットワークリン
ク

ネゴシエー
トされた速
度

ポートの転送速度 (G バイト/秒) を示しま
す。

メディアタ
イプ

顧客のネットワークスイッチとコントロー
ラ間のデータパストラフィックに使用され
るスモールフォームファクタプラガブル
(SFP) トランシーバインタフェースデバイ
スのタイプを識別します。

有効な SFP インタフェースのタイプ:

• 銅

• 光

• 長波光

• 短波光

関連リンク

コントローラポート

すべてのコントローラポートのサマリーを表示する

「CPU の統計」概要ページ
ナビゲーション: 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「CPU の統計」

選択されたコントローラ CPU について使用可能な統計に関する詳細へのアクセ
スを提供します。このページには統計は表示されません。統計は、「アクション」
「CPU の統計」を選択することによってのみ表示できます。

有効な選択肢:

コントローラ 選択されたコントローラを識別します。

コントローラ CPU に関する統計を生成するには、コントローラを選択してから、
「アクション」 > 「コントローラ CPU のリアルタイム統計」を選択します。「グ
ラフの追加」をクリックし、統計を選択します (詳細は、次のリストで確認でき
ます)。

次の 2 つの選択肢があります。

「システム」タブの参照ページ
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カーネル内の % 時
間

システムレベルでコマンドを実行したときの CPU 使用率の
パーセンテージ。スケールは 0 - 100 パーセントです。

ビジー状態の合計
% 時間

コントローラで CPU がビジーだった時間の割合。スケール
は 0 - 100 % です。

これらの測定値を使用すると、パフォーマンスの問題の原因になる可能性のある
コントローラ CPU 使用率の傾向を識別できます。たとえば、CPU の「ビジー状
態の合計 % 時間」が 90% を超えている場合は、コントローラで I/O ボトルネッ
クが発生している可能性があります。これらの統計は一般に、潜在的なシステム
負荷の問題、アイデンティティーシステムの容量の問題、またはアプリケーショ
ンの問題の解決を支援するために Oracle カスタマサポートによって要求されま
す。

関連リンク

コントローラ CPU 統計の概要

「管理者アカウントの作成」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「管理者アカウント」 >
「アクション」 > 「作成」

新しい管理者アカウントを作成します。

ログイン名 管理者アカウントに割り当てられたログイン名を識別しま
す。このフィールドは 20 文字に制限されています。

役割 管理者アカウントの承認された権限を識別します。さまざ
まな役割がさまざまな機能の実行を承認されています。

管理者 1 サポートの役割のために予約されている特
定のタスクを除くすべての管理タスクとす
べての構成タスクを実行するための権限を
提供する、ログインアカウントの管理者の
役割。

管理者 2 ほとんどの管理および構成タスクを実行す
るための権限を提供する、ログインアカウ
ントの管理者の役割。ただし、この役割に
割り当てられたログインアカウントは次の
タスクを実行できません。

• 管理者アカウントのほか、ネットワー
ク、コントローラポート、システムセ
キュリティー、システム時間の設定な
どのその他のグローバルなシステム
設定を管理する。

• ソフトウェアアップグレードを実行
したり、ガイド付き保守を使用してハ
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ードウェアコンポーネントを交換し
たりする。

• Oracle FS System システムをシャッ
トダウンする。

モニター 読み取り専用管理タスクを実行したり、独
自のアカウントプロパティーを変更したり
するためのアカウントの権限を提供する、
ログインアカウントの管理者の役割。

サポート サポート担当者専用の一意のログインアカ
ウント。このログインアカウントには、デ
ータリソース、システムアラート、または
管理者アカウントの変更または削除は承認
されていません。

重要: このアカウントはそれについて熟知
しているか、Oracle カスタマサポートによ
って指示された場合にのみ使用してくださ
い。

次の事前定義済みの役割の場合、管理者をそれらに割り当て
ることはできず、それらを削除することもできません。

プライマリ
システム管
理者

管理者 1 役割と同じ権限を持つログインア
カウント。

プライマリ
サポート管
理者

モニター役割と同じ権限に加えて、サポー
ト関連タスクを実行する権限を持つログイ
ンアカウント。

氏名 管理者アカウントに関連付けられている氏名を識別します。

電子メールアドレ
ス

管理者アカウントに関連付けられる電子メールアドレスを
識別します。電子メールユーザー名は 64 文字まで、電子メ
ールドメインは 255 文字まで指定できます。Oracle FS
System がアラートを送信する電子メールサーバーは、この
アドレスでメッセージを受信できる必要があります。シス
テムはこのアドレスを検証しません。

注: 電子メールドメインとして IP アドレスは入力できませ
ん。

電話番号 管理者アカウントに関連付けられる電話番号を識別します。
Oracle FS System はこのエントリの有効性を検証しません。

パスワード 管理者アカウントのパスワードを識別します。パスワード
を入力します。ダイアログに表示されるパスワード規則に
従います。

パスワードの確認 パスワードが正しく入力されたことを確認します。
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パスワード期間 1 日から 180 日の期間を選択し、パスワードが期限切れにな
るときを決定します。設定する期間を決定するには、会社の
パスワード有効期限に関するポリシーを参照してください。

アカウントの無効
化

管理者アカウントが無効にされているかどうかを示します。
Oracle FS System は無効にされているアカウントを維持し
ますが、それらのログインを許可しません。無効にされてい
るアカウントは、あとでそれを変更して有効にできます。こ
の設定はただちに有効になります。アカウントを無効にし
たときに、管理者がログインしている場合、システムによっ
てその管理者がただちにログアウトされます。

注: プライマリシステム管理者アカウントは無効にできませ
ん。

関連リンク

管理者アカウントの作成

「イベント通知の作成」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベント通知」 >
「アクション」 > 「作成」

指定されたイベントが発生したときのイベント通知を作成します。

イベントがトリガーされると、Oracle FS System は、指定された電子メール受信
者に通知を送信します。

名前 イベント通知の名前を識別します。

説明 イベント通知について説明します。

イベント通知の有
効化

イベント通知が有効になっているかどうかを示します。
Oracle FS System でイベントが発生したときに通知をアク
ティブ化するには、このオプションを選択します。

イベント通知受信
者の電子メールア
ドレス

イベント通知を受信する受信者の電子メールアドレスを識
別します。Oracle FS System が通知を送信する先の電子メ
ールサーバーは、これらの電子メールアドレスにメッセージ
を送信できる必要があります。

追加 イベント通知に電子メール受信者を追加できます。

電子メールのテス
ト

受信者の電子メールアドレスをテストするために、指定され
た電子メールアドレスにメッセージを送信します。受信者
は、自分の電子メールの受信箱に「[Oracle-QoS] 電子メール
のテスト」というタイトルのメッセージを受信します。

注: 次の電子メールのテストまで少なくとも 10 分は空けて
ください。

削除 選択された電子メールアドレスをリストから削除します。
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モニター対象イベント

重大度、カテゴリ
の順

イベントカテゴリのリストを使用して、重大度でイベントの
リストをソートします。重大度カテゴリには次のものが含
まれます。

情報 情報のみのイベントにアクションは必要あ
りません。

警告 都合のよいときに対処できるマイナーな状
態に即座のアクションは必要ありません。

クリティカ
ル

システム障害またはオフライン状態を回避
するために、即座のアクションが必要です。

カテゴリ、重大度
の順

イベント重大度のリストを使用して、カテゴリでイベントの
リストをソートします。カテゴリには次のものが含まれま
す。

セキュリテ
ィー

セキュリティーの問題 (未承認の要求など)
を通知するイベント。

監査 ユーザーが行なっていること (実行してい
る操作など) を追跡するイベント。

システム システムの問題 (ドライブエンクロージャ
ーまたはコントローラが見つからないなど)
を通知するイベント。

モニター対象外イ
ベント

モニター対象として設定されていないイベントのリストを
表示します。Oracle FS System は、示されているイベントが
発生しても通知をトリガーしません。このリストから、モニ
ター対象のイベントを指定できます。重大度またはカテゴ
リでリストをソートできます。

モニター対象イベ
ント

モニター対象として指定されているイベントのリストを表
示します。Oracle FS System は、指定されたイベントが発生
するたびに通知をトリガーします。「イベント通知受信者の
電子メールアドレス」フィールドで指定された電子メールア
ドレスがイベント通知を受信します。重大度またはカテゴ
リでリストをソートできます。

関連リンク

イベント通知の作成

「レポートスケジュールの作成」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「レポートスケジュー
ル」 > 「アクション」 > 「作成」

レポートを生成するための新しいスケジュールを作成します。
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スケジュール名 スケジュールの名前を入力します。この名前は、「レポート
スケジュール」ページの「名前」列に表示されます。名前を
指定しない場合、システムは無題のデフォルト名を使用しま
す。

注: 入力した名前は、「レポートスケジュール」に一覧表示さ
れたスケジュールを識別するために使用します。

たとえば、ストレージの使用に関する毎週のレポートを実行
する場合は、そのレポートを見つけやすくするためにスケジ
ュール名として「weeklystorageuse」と入力することがで
きます。レポートが生成されると、システム自体も、そのレ
ポートの名前を自動的に作成します。システムが作成する
名前は、ユーザーがレポートスケジュールに割り当てた名前
ではなく (StorageUse_1374861600286 などの) レポートタイ
プに基づいています。レポート名は、「生成されたレポート」
名前列に表示されます。

レポートタイプ SAN ホスト ストレージエリアネットワーク (SAN) に現
在含まれているホストサーバーと構成済み
コンポーネントの詳細な構成情報を提供し
ます。これらのデータには、SAN ホストの
オペレーティングシステム、ファイバチャ
ネルのイニシエータ、ファイバチャネルの
ポート、負荷分散の設定、LUN、および
SAN ホストについて説明するその他の情
報が含まれます。

ストレージ
パフォーマ
ンス

レポートが生成された時点での Oracle FS
System 上の LUN のパフォーマンス情報を
提供します。これらのパフォーマンスデー
タには、各 LUN の読み取り操作数/秒、書
き込み操作数/秒、読み取りと書き込みの合
計操作数/秒、読み取り M バイト/秒、書き
込み M バイト/秒、および読み取りと書き込
みの合計 M バイト/秒が含まれます。

「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」
機能を使って、各 LUN のリアルタイム統計
情報を含む追加のストレージパフォーマン
スデータを表示できます。

ストレージ
の使用

Oracle FS System で現在使用可能なストレ
ージの容量情報を提供します。これらのデ
ータには、すべての使用可能なストレージ
の合計容量、割り当て済み容量、空き容量、
および準備中の容量が含まれます。合計容
量、割り当て済み容量、空き容量、および
準備中の容量のデータは、ストレージクラ
ス別でも表示されます。
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1 ボリューム
あたりのス
トレージの
使用

Oracle FS System 上の各論理ボリュームの
容量情報を提供します。これらのデータに
は、ボリュームごとの割り当て済み容量、
最大容量、および使用済み容量が含まれま
す。

システム構
成

Oracle FS System およびそのすべてのコン
ポーネントの構成と現在のステータスに関
する詳細情報 (パイロット、コントローラ、
およびドライブエンクロージャーのシリア
ル番号、ファームウェアのバージョン、ポ
ート、ステータスなど) を提供します。

注: 「システム構成」レポートはレポートが
生成された時点でのシステム構成の記録を
提供するため、このレポートを生成してア
ーカイブすることをお勧めします。システ
ム変更の記録は、システム計画やカスタマ
サポートに役立ちます。

システム構
成のサマリ
ー

詳細な「システム構成」レポートに含まれる
パイロット、コントローラ、およびドライ
ブエンクロージャーの情報のサマリーを提
供します。これらのデータには、前述のコ
ンポーネントの現在のステータスとシステ
ム情報が含まれます。

有効 スケジュールされたレポートがアクティブまたは非アクテ
ィブのどちらであるかを指定します。スケジュールされた
レポートをアクティブにするには、「有効」チェックボック
スにチェックマークを付けます。スケジュールされたレポ
ートをアクティブにしない場合は、「有効」チェックボック
スにチェックマークを付けないでください。スケジュール
されたレポートは引き続き「レポートスケジュール」の下に
表示されますが、レポートは生成されません。

開始時間 レポートの生成を開始する日時を指定します。

スケジュール頻度 スケジュールによってレポートを生成する頻度を指定しま
す。頻度には次が含まれます。

• 1 回のみ実行

• 毎時

• 毎日

• 毎週

繰り返し このスケジュールされたレポートを次に生成するまでの時
間、日数、および週数を指定します。レポートを生成する特
定の日を指定することもできます。
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関連リンク

レポートスケジュールを作成する

「SNMP ホストの作成」ダイアログ
ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「SNMP」 > 「アクショ
ン」 > 「作成」

SNMP (Simple Network Management Protocol) トラップホストを作成します。

名前 SNMP ホストの名前を識別します。

ホスト IP Oracle FS System の SNMP 情報を受信するクライアントの
IP アドレスまたはドメイン名を識別します。

コミュニティー文
字列

Oracle FS System が SNMP ホストにイベントトラップを送
信するときに使用するコミュニティー文字列を識別します。

注: 管理者が読み取り専用アクセスのコミュニティー文字列
を指定しなかった場合、SNMP サーバーおよびクライアント
は一般に public を使用します。

トラップを受信し
ます

SNMP ホストが自身に送信されたイベントトラップを受信
することを示します。

トラップポート番
号

イベントトラップを送信するために使用する SNMP ホスト
ポート番号を識別します。

重要度しきい値 システムがイベントトラップによって SNMP ホストに送信
するイベントの重要度しきい値を識別します。

重要度レベル:

• 情報

• 警告

• クリティカル

関連リンク

SNMP ホストを作成する

「ストレージドメインの作成」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ストレージドメイン」 > 「アクション」 > 「ス
トレージドメインの作成」

新しいストレージドメインのプロパティーを作成および構成します。

名前 ストレージドメインの名前を指定します。この名前は
Oracle FS System 内で一意である必要があります。
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ストレージドメイン名は、最大 82 個の UTF-8 出力可能文字
で構成できます。この名前に次の文字を含めることはでき
ません。

• / (スラッシュ)

• \\ (バックスラッシュ)

• . (ドット)

• .. (ドットドット)

• タブ

バックグラウンド
プロセスの優先度

システムに
よる選択

(デフォルト) システムが、バックグラウン
ドデータ移動に必要なリソースと、受信ク
ライアント I/O へのサービス提供に必要な
リソースとのバランスを取るように指定し
ます。

影響の最小
化

バックグラウンドのデータ移動処理に割り
当てられるシステムリソースの量をシステ
ムが制限することを指定します。このオプ
ションは、クライアント I/O に対する影響
を最小限に抑えます。高負荷のストレージ
ドメインで推奨されます。

速度の最大
化

システムがバックグラウンドのデータ移動
処理に高い優先度でリソースを割り当てる
ことを指定します。このオプションでは、
クライアント I/O で使用可能なシステムリ
ソースの量が減少します。低負荷のストレ
ージドメインで推奨されます。

自動 QoS リバラ
ンスの有効化

ストレージドメインにドライブグループを追加したとき、シ
ステムがドライブグループ間で既存のボリュームのバラン
スをとるように指定します。有効になっている場合、システ
ムは既存のボリュームのデータをストレージドメイン内の
すべてのドライブグループに分散させます。このオプショ
ンを選択しない場合は、ストレージドメイン内の既存のドラ
イブグループにわたるデータ分散が保持されます。

階層再割り当ての
有効化

このストレージドメイン内に存在するすべての階層データ
のデータプログレッションを有効にするように指定します。
個々のオブジェクトの階層再割り当ては無効になっている
可能性があります。ストレージドメインのレベルで階層再
割り当てを有効にしても、階層再割り当てが無効になってい
るオブジェクトはオーバーライドされません。デフォルト
では有効です。

階層再割り当て統
計情報の収集の有
効化

Oracle FS System がストレージドメインのデータ使用パタ
ーンを内部的に収集することを指定します。このパターン
はデータの最適なストレージクラスを判断するために分析
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されます。デフォルトでは有効です。別のプロファイルを
テストする必要がないかぎり、この設定を変更しないでくだ
さい。

テストのためにストレージプロファイルを変更していて、テ
スト中に統計情報を収集したくない場合はこの設定を無効
にします。これにより将来の階層再割り当てがゆがめられ
る可能性があるため、テスト中は階層再割り当て統計情報を
収集しないでください。テストを完了したら、階層再割り当
て統計情報の収集を有効にします。

注: 階層再割り当て統計情報の収集を有効または無効にして
も、CPU、ドライブグループ、ファイルシステム、または
LUN に関して表示できる統計情報には影響を与えません
(これらは別の一連の統計情報です)。

自動階層スキャンオプション (詳細)
データを別のストレージクラスに移動する際の自動階層アルゴリズムを最適化し
ます。自動階層がアプリケーションのアクティビティーに合わせてアクセス頻度
の高いデータブロックとアクセス頻度の低いデータブロックを移動する間隔を指
定できます。

注: 自動階層スキャンオプションをロック解除するには、ロックアイコンを選択
します。ロックアイコンを再度選択すると、フィールドをロック解除したときの
状態に値がリセットされます。

パフォーマンス最
適化スキャンサイ
クル

自動階層がアクセス頻度の高いデータブロックをパフォー
マンスの高いストレージクラスに移動するためにスキャン
する頻度 (時間単位) を指定します。

たとえば、値を 32 にすると、自動階層が 32 時間ごとにシス
テムをスキャンして、アクセス頻度の高いデータブロックを
パフォーマンスの高いストレージクラスに移動します。

このフィールドを更新すると、「n 時間スキャンサイクルの
数」フィールドのラベルが影響を受けます。たとえば、値を
32 にすると、「n 時間スキャンサイクルの数」のラベルが「32
時間スキャンサイクルの数」に変更されます。

1 から 168 までの値を入力します。

n 時間スキャンサ
イクルの数

自動階層がコスト最適化スキャンサイクルを実行する前に
パフォーマンス最適化スキャンサイクルを実行する頻度を
指定します。「n 時間スキャンサイクルの数」フィールドに
入力した値に「パフォーマンス最適化スキャンサイクル」フ
ィールドに入力した値を掛けて得られた値が、「コスト最適
化スキャンサイクル」フィールドに設定されます。

たとえば、値を 5 にすると、自動階層はパフォーマンス最適
化スキャンサイクルを 5 回実行するたびにコスト最適化ス
キャンサイクルを実行して、アクセス頻度の低いデータをコ
ストの低いストレージクラスに移動します。
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2 から 31 までの値を入力します。

コスト最適化スキ
ャンサイクル

(読み取り専用) 自動階層がアクセス頻度の低いデータブロ
ックをコストの低いストレージクラスに移動するためにス
キャンする頻度 (時間単位) を表示します。

このフィールドに表示される値は、「パフォーマンス最適化
スキャンサイクル」フィールドに入力した値と「n 時間スキ
ャンサイクルの数」フィールドに入力した値の積として計算
されます。

たとえば、200 時間ごとにアクセス頻度の低いデータブロッ
クをコストの低いストレージクラスに移動するように自動
階層を設定するには、次の値を入力します。

• パフォーマンス最適化スキャンサイクル: 25
• 25 時間スキャンサイクルの数: 8

「コスト最適化スキャンサイクル」フィールドに「200」が表
示されます。この例では、入力した値によって、25 時間ご
とにパフォーマンス最適化スキャンを実行するように自動
階層に指示されます。次に、自動階層は 8 回目のスキャンサ
イクル (または 200 時間) ごとにコスト最適化スキャンを実
行して、アクセス頻度の低いデータブロックをコストの低い
ストレージクラスに移動します。

自動階層化された LUN で許可されたストレージ容量
ストレージドメインの各ストレージクラスに対する自動階層の再割り当て専用と
なるストレージ容量の最大割合を示します。使用可能なストレージクラスごとに
割合を入力します。

デフォルト値は 100% です。

関連リンク

ストレージドメインを作成する

「ストレージプロファイルの作成」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ストレージプロファイ
ル」 > 「アクション」 > 「ストレージプロファイルの作成」

カスタム QoS を持つ新しいストレージプロファイルを追加します。それにより、
論理ボリュームの管理時にこのストレージプロファイルを選択できます。

名前 ストレージプロファイルの名前を識別します。この名前に
は、場合によっては、プロファイルに関連付けられたアプリ
ケーションの名前が含まれます。

ストレージプロファイル名は、最大 128 文字の UTF-8 文字
で構成できます。
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基本的な QoS 設
定の入力

次の基本的な QoS パラメータを入力できる「基本的な QoS
設定の入力」ダイアログを開きます。システムは、基本的な
設定の選択を次の詳細な QoS 設定に変換します。

• RAID レベル

• 先読み

標準的なア
クセス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

I/O バイアス 一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

冗長性 Oracle FS System がボリューム用に作成す
るパリティービットのコピーの数を識別し
ます。

有効な冗長性レベル:
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単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティー
は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

RAID レベル 1 つ以上のドライブの損失からデータを回復するシステム
の機能を強化するために使用されるストレージメカニズム
を識別します。

可能性のある RAID レベル:

シングルパ
リティー

実際のデータに加えて、論理ボリューム用
のパリティービットが 1 セット存在するこ
とを示します。このパリティーレベルで
は、1 台のドライブの損失から保護されま
す。シングルパリティーは、RAID 5 ストレ
ージテクノロジのバリアントとして実装さ
れます。

ダブルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボリューム用
のパリティービットが 2 セット存在するこ
とを示します。このパリティーレベルで
は、書き込みパフォーマンスに対するわず
かなコストで、1 台または 2 台のドライブの
損失から保護されます。ダブルパリティー
は、RAID 6 ストレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。
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ミラー化 ボリューム用のパリティービットが存在し
ないことを示します。代わりに、システム
は 2 つの異なる場所にデータを書き込みま
す。この RAID レベルでは、少なくとも 1
台 (場合によっては複数) のドライブの損失
から保護され、ランダム書き込み操作のパ
フォーマンスが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージテクノロジ
のバリアントとして実装されます。

先読み 順次読み取り操作に対して使用される先読みポリシーを識
別します。このポリシーによって、システムがコントローラ
キャッシュに配置する追加データ (あれば) の量が決まりま
す。有効なポリシー:

通常 入力リクエストと出力リクエストによるデ
ータアクセスの大部分がランダムまたは順
次とランダムの混在であることを示しま
す。

積極的 入力リクエストと出力リクエストによるデ
ータアクセスの大部分が順次であり、ワー
クロードが読み取り操作に偏っていること
を示します。

保守的 入力リクエストと出力リクエストの大部分
が順次であり、ワークロードが書き込み操
作に偏っていることを示します。

優先度 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。 (コントローラの処理キューなど)。処理キュー
の優先度は、ボリューム専用に割り当てられるコントローラ
の CPU サイクルの割合を定義します。交換型ドライブのど
こにデータがストライプされるかも識別します。有効な優
先度レベル:

最高 もっとも高い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

高 次に高い処理キュー内のリクエストへの応
答の優先度を示します。

中 中程度の処理キュー内のリクエストへの応
答の優先度を示します。

低 2 番目に低い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

アーカイブ もっとも低い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。
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詳細

システムのパフォーマンスに影響を与える可能性のある QoS プロパティーへの
アクセスを提供します。

注: このオプションは、すべての QoS プロパティーを理解している上級管理者に
推奨されます。

書き込み プロファイルで使用する書き込みキャッシュルールを識別
します。

有効なオプション:

ライトスル
ー

データをコントローラキャッシュとストレ
ージアレイに書き込んでから、書き込みリ
クエストを完了します。このルールによっ
て、書き込みリクエストがアプリケーショ
ンに戻る前に、データが安全にストレージ
に書き込まれます。ライトスルーキャッシ
ュは、データをストレージアレイとキャッ
シュの両方に書き込むため、ライトバック
キャッシュより実行速度が遅くなります。

ライトバッ
クキャッシ
ュ

データをコントローラキャッシュに書き込
み、ディスクへの書き込みが完了するのを
待たずにただちに書き込みリクエストが戻
ります。システムは、アイドルサイクル中
にキャッシュからストレージアレイにデー
タを書き込みます。ライトバックキャッシ
ュは、データをキャッシュに書き込むだけ
で書き込みリクエストが完了するため、ラ
イトスルーより実行速度が速くなります。

重要: システムが予期せずに停止した場合、
ストレージに書き込まれていないキャッシ
ュ内のデータは消失する可能性がありま
す。

システムは、停止プロセス中にキャッシュ
内のすべてのデータをストレージアレイに
書き込みます。

デフォルト 選択された QoS 設定に基づいて Oracle FS
System が適切な書き込みキャッシュルー
ルを選択することを示します。

ストライプ幅 データが書き込まれるドライブグループの数を識別します。

カスタムストレージプロファイルでは、事前定義された値か
らストライプ幅を選択できます。1 から 64 までの値を入力
することもできます。

事前定義されたストライプ幅の値:
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1 1 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

2 2 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

3 3 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

4 4 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

6 6 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

8 8 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

64 64 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

すべて 論理ボリュームが使用可能なすべてのドラ
イブグループにわたってストライプ化され
ることを示します。

自動選択 ユーザーが選択した「優先度」オプション
に基づいて Oracle FS System がストライプ
幅を決定することを示します。

注: 「自動選択」オプションを使用すること
をお勧めします。

「自動選択」を選択すると、システムはユー
ザーが選択した「優先度」に対して次のス
トライプ幅を使用します。ただし、GUI に
はシステムが決定した実際のストライプ幅
ではなく、「自動選択」が表示されます。

• 「アーカイブ」優先度: システムは 2 個
のドライブグループのストライプ幅
を使用します。

• 「低」優先度: システムは 2 個のドライ
ブグループのストライプ幅を使用し
ます。

• 「中」優先度: システムは 3 個のドライ
ブグループのストライプ幅を使用し
ます。
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• 「高」優先度: システムは 4 個のドライ
ブグループのストライプ幅を使用し
ます。

• 「最高」優先度: システムは 4 個のドラ
イブグループのストライプ幅を使用
します。

優先ストレージクラス

論理ボリュームが存在するストレージクラスのメディアと、Oracle FS System が
そのメディアを使用する優先順位を指定できます。

優先順位 Oracle FS System がストレージクラスを使用する優先順位
を示します。

たとえば、データベースレコードをアーカイブするためのプ
ロファイルを作成する場合は、大容量のストレージクラスを
第一候補として選択します。大量のデータを管理するプロ
ファイルでは、読み取りおよび書き込み操作に合わせて最適
化されたストレージクラスを選択します。

ストレージクラス 論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを指定
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
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トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

関連リンク

ストレージプロファイルを作成する

「UPS の作成」ダイアログ
ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「UPS」 > 「アクション」 >
「UPS の作成」

無停電電源装置 (UPS) デバイスを作成したり、SNMP (Simple Network
Management Protocol) を使用して Oracle FS System に追加したりできます。

名前 UPS デバイスの名前を識別します。UPS 名は、Oracle FS
System 全体で一意となる 256 文字以下の UTF-8 文字列に
する必要があります。

IP アドレス 外部 UPS デバイスに割り当てられた IP アドレスを識別し
ます。

SNMP コミュニ
ティー

UPS デバイスは、Oracle FS System にバッテリ容量の低下な
どの情報を送信します。

Oracle FS System によって生成されるトラップのうち、特定
のトラップホストが受信するトラップのコミュニティーを
識別します。トラップホストごとに異なるコミュニティー
文字列を指定することで、複数の管理者がそれぞれ特定のタ
イプの SNMP トラップを受信できるようになります。デフ
ォルトのコミュニティー文字列は public (小文字) です。デ
フォルトのコミュニティー文字列を変更することをお勧め
します。

注: ここで入力されるこのコミュニティー文字列は、UPS デ
バイス上で構成されているコミュニティー文字列に一致し
ている必要があります。

関連リンク

UPS デバイスを作成する

「ダッシュボード」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ダッシュボード」

Oracle FS System の最新のシステムアラートおよびイベント通知を表示します。
ダッシュボードにはまた、ストレージドメイン内のストレージクラスごとの容量
を表す棒グラフも表示されます。
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最新のアラートおよびイベント

Oracle FS System の最新のシステムアラートおよびイベント通知を一覧表示しま
す。

重大度 Oracle FS System の最新の 10 個のアラートおよびエラー通
知を表示します。ダッシュボードには最初にシステムアラ
ートが、そのあとに重大なイベント通知が一覧表示されま
す。アラートまたはイベントに関する詳細を表示するには、
項目を選択します。

可能性のある重大度レベル:

クリティカ
ル

システム障害またはオフライン状態を回避
するために、即座のアクションが必要です。

警告 都合のよいときに対処できるマイナーな状
態に即座のアクションは必要ありません。

説明 システムアラートまたはイベント通知に関する情報を表示
します。

作成日 システムアラートまたはイベント通知が発生した日付と時
間を示します。

ストレージドメイン

Oracle FS System のストレージドメインごとに、ストレージクラスとその容量を
グラフで表示します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマンス
SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化されたソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納されることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込みパフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォーマンスデ
ィスク

高速なハードディスクドライブ (HDD) にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラスでは、容量をあ
る程度犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作のアクセス
時間および待機時間を短縮します。

容量ディスク 大容量の交換型 HDD にデータが格納されることを指定し
ます。このストレージクラスでは、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テープストレージがオプションに
含まれていないストレージシステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量あたりでもっとも低いコスト
を提供します。
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ダッシュボードは、ストレージクラスごとに、ストレージドメインの物理容量を
グラフで表示します。このグラフでは、各ストレージクラスの容量ステータスを
示す異なる太さの色付きのバーが使用されます。各グラフの上にマウスポインタ
を置くと、容量のタイプが表示されます。

注: ドライブの製造元がドライブ容量の表示に 10 進数 (10 乗) を使用している場
合があります。Oracle FS System では物理ストレージの容量と論理ボリュームの
サイズの表示にバイナリ (2 乗) を使用しています。

1M バイト = 10242 (1,048,576) バイト
1G バイト = 10243 (1,073,741,824) バイト
1T バイト = 10244 (1,099,511,627,776) バイト

可能性のある物理ストレージ容量:

空き領域 指定された次の要素での割り当てに使用できる容量を表示
します:ストレージクラス。

使用済み容量 データとシステムオーバーヘッドによって消費される容量
を表示します。

合計容量 次の要素から提供される raw 容量の合計を表示します:指定
されたストレージクラス内で定義されているドライブグル
ープ。

割り当て済み領域 指定された次の要素にあるすべてのストレージクラスに対
して割り当てと指定が行われた容量を表示します: ストレー
ジクラス。

準備中の容量 初期化されている容量を表示します。この値は、通常、ボリ
ュームが削除された結果として得られます。指定された次
の要素に関して、この値はしだいに減少しますが、その分だ
け空き領域の値は増加します:ストレージクラス。

論理容量への割り
当て済み最大容量

ストレージクラスに許可される最大増加容量を表示します。

ダッシュボードでは、ページの右上隅に、そのページの内容を更新できるリフレ
ッシュボタン ( ) が表示されます。

「ドライブグループの削除」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ストレージドメイン」 > 「アクション」 > 「ド
ライブグループの削除」または「システム」 > 「ハードウェア」 > 「アクション」 >
「ドライブグループの削除」

選択されたドライブグループを削除します。

OK 選択されたドライブグループを削除します。ストレージド
メインに関連付けられていないドライブグループのみを選
択できます。操作が成功した場合は、ドライブグループのリ
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ストからそのドライブグループのレコードが削除され、デー
タがほかのドライブグループに移行されます。操作が失敗
した場合、システムはそのドライブグループを削除せず、適
切なエラーダイアログを表示します。

取り消し 操作を取り消し、ダイアログボックスを閉じます。

「ストレージドメインの削除」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ストレージドメイン」 > 「アクション」 > 「ス
トレージドメインの削除」

選択されたストレージドメインを削除します。

OK 選択されたストレージドメインを削除します。操作が成功
した場合は、ストレージドメインのリストからそのストレー
ジドメインが削除されます。操作が失敗した場合、システム
はそのストレージドメインを削除せず、適切なエラーダイア
ログを表示します。

• ストレージドメインには 1 つ以上の論理ボリューム
が含まれています。

• ストレージドメインには、そのストレージドメインに
割り当てられた 1 つ以上のドライブグループが含ま
れています。

• 操作が失敗した場合は、ストレージドメイン上のドラ
イブグループまたは論理ボリュームを別のストレー
ジドメインに移動します。

取り消し 操作を取り消し、ダイアログボックスを閉じます。

関連リンク

ストレージドメインを削除する

「レポートのダウンロード」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「生成されたレポー
ト」 > 「アクション」 > 「ダウンロード」

生成されたレポートをダウンロードするときに使用するファイル形式や、クライ
アント上でファイルを保存する場所を指定します。

形式 生成されたレポートのファイル形式を示します。

使用可能な形式:

• CSV (コンマ区切り値)
• Excel
• HTML
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• PDF
• XML

ターゲットのダウ
ンロードパス

ダウンロードされたファイルを保存するファイル名とパス
を示します。

関連リンク

レポートをダウンロードする

「ドライブエンクロージャー」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブエンクロージャ
ー」

Oracle FS System 上にインストールされているドライブエンクロージャーを一覧
表示します。

ハードウェアコンポーネントの現在のステータスを表示します。「通常」のステー
タスにアクションは必要ありません。

名前 シャーシ ID (ドライブエンクロージャーの前面に表示され
ています) を含むドライブエンクロージャーの名前を識別し
ます。

コメント ドライブエンクロージャーを識別するのに役立つ、ユーザー
が定義したコメントを表示します。

全体的 ドライブエンクロージャーのサマリーステータスを表示し
ます。

温度 ドライブエンクロージャーの温度のステータスを表示しま
す。

シャーシ ドライブエンクロージャーのシャーシのステータスを表示
します。

I/O モジュール ドライブエンクロージャー内の I/O モジュールのステータ
スを表示します。

電源冷却モジュー
ル

ドライブエンクロージャー内の電源冷却モジュールのステ
ータスを表示します。

ドライブ ドライブエンクロージャー内のドライブのステータスを表
示します。

関連リンク

ドライブエンクロージャーのステータスを表示する

「ドライブグループ」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブグループ」
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Oracle FS System 上で定義されている各ドライブグループのプロパティーを一覧
表示します。

ドライブグループ
番号

ドライブグループを一意に識別する番号を表示します。

注: ストレージドメイン内のプライマリドライブグループ
は、このアイコン  によって示されます。プライマリドラ
イブグループには、システム構成情報が含まれています。

ドライブグループ
ステータス

ドライブグループの動作状態を示します。

ステータス状態は次のとおりです。

通常 ドライブはアクセス可能であり、アクショ
ンは不要です。

機能低下の
警告

1 つのドライブが故障しましたが、まだクリ
ティカルな状態ではありません。これはダ
ブルパリティーにのみ適用されます。

機能低下の
クリティカ
ル

2 つ以上のドライブが故障しました。ドラ
イブがあと 1 つ失われると、障害が発生し
ます。

失敗 複数のドライブが故障しました。ドライブ
はオフラインになっており、データが失わ
れている可能性があります。

メディアタイプ ドライブグループを構成する物理メディアのカテゴリを指
定します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。
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容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

エンクロージャー
シャーシ ID

ドライブエンクロージャーの数値識別子を表示します。「エ
ンクロージャーシャーシ ID」はドライブエンクロージャー
の前面に表示されます。数値の範囲は 01 から 99 まで (16
進値の A0 から FF まで) です。

ストレージドメイ
ン

ドライブグループが割り当てられているストレージドメイ
ンを表示します。

物理容量

注: ドライブの製造元がドライブ容量の表示に 10 進数 (10 乗) を使用している場
合があります。Oracle FS System では物理ストレージの容量と論理ボリュームの
サイズの表示にバイナリ (2 乗) を使用しています。

1M バイト = 10242 (1,048,576) バイト
1G バイト = 10243 (1,073,741,824) バイト
1T バイト = 10244 (1,099,511,627,776) バイト

割り当て済み 指定された次の要素にあるすべての論理ボリュームに対し
て割り当てと指定が行われた容量を表示します: ストレージ
ドメイン。

空き 指定された次の要素での割り当てに使用できる容量を表示
します:ストレージクラス。

準備中 初期化されている容量を表示します。この値は、通常、ボリ
ュームが削除された結果として得られます。指定された次
の要素に関して、この値はしだいに減少しますが、その分だ
け空き領域の値は増加します:ストレージクラス。

合計容量 次の要素から提供される raw 容量の合計を表示します:指定
されたストレージクラス内で定義されているドライブグル
ープ。

物理的な分布 割り当てられている最大容量と比較した、使用されている容
量のグラフィカルな表示を提供します。

「ドライブグループの統計」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「ドライブグループの
統計」
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パフォーマンスを含むドライブグループの統計に関する詳細へのアクセスを提供
します。このページには統計は表示されません。統計は、「アクション」「ドライ
ブグループのリアルタイム統計」を選択することによってのみ表示できます。

ドライブグループに関する統計を生成するには、ドライブグループを選択してか
ら、「アクション」 > 「ドライブグループのリアルタイム統計」を選択します。「グ
ラフの追加」をクリックし、統計を選択します (詳細は、次のリストで確認でき
ます)。

表示される使用可能な統計は次のとおりです。

ドライブグループ 選択されたドライブグループの統計を表示します。

有効な統計:

読み取り
IOPS

ドライブグループごとの 1 秒あたりの読み
取り操作の平均数を示します。

書き込み
IOPS

ドライブグループごとの 1 秒あたりの書き
込み操作の平均数を示します。

合計 IOPS ドライブグループごとの 1 秒あたりの読み
取り操作および書き込み操作の平均数を示
します。

読み取りバ
イト数/秒

システムが読み取り操作中にドライブグル
ープからバイトを転送した速度を示しま
す。

書き込みバ
イト数/秒

システムが書き込み操作中にドライブグル
ープにバイトを転送した速度を示します。

合計バイト
数/秒

ドライブグループごとの読み取りおよび書
き込みアクティビティーの合計バイト数を
示します。

読み取り待
機時間

ドライブグループごとの読み取り操作を完
了するための平均時間を示します。

書き込み待
機時間

ドライブグループごとの書き込み操作を完
了するための平均時間を示します。

合計待機時
間

ドライブグループごとの、操作が発生した
頻度での読み取り操作および書き込み操作
を完了するための平均時間を示します。

読み取りブ
ロックサイ
ズ

ドライブグループごとの平均読み取りブロ
ックサイズを示します。

書き込みブ
ロックサイ
ズ

ドライブグループごとの平均書き込みブロ
ックサイズを示します。

合計ブロッ
クサイズ

ドライブグループごとの平均ブロックサイ
ズを示します。
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読み取りキ
ューの深さ

ドライブグループの、完了を待機している
読み取り操作の数を示します。

書き込みキ
ューの深さ

ドライブグループの、完了を待機している
書き込み操作の数を示します。

合計のキュ
ーの深さ

ドライブグループの、完了を待機している
読み取り操作および書き込み操作の数を示
します。

関連リンク

ドライブグループの統計の概要

「ストレージプロファイルの複製」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ストレージプロファイ
ル」 > 「アクション」 > 「ストレージプロファイルの複製」

既存のストレージプロファイルをコピーします。

名前 ストレージプロファイルの名前を識別します。この名前に
は、場合によっては、プロファイルに関連付けられたアプリ
ケーションの名前が含まれます。

ストレージプロファイル名は、最大 128 文字の UTF-8 文字
で構成できます。

基本的な QoS 設
定の入力

次の基本的な QoS パラメータを入力できる「基本的な QoS
設定の入力」ダイアログを開きます。システムは、基本的な
設定の選択を次の詳細な QoS 設定に変換します。

• RAID レベル

• 先読み

標準的なア
クセス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。
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混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

I/O バイアス 一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

冗長性 Oracle FS System がボリューム用に作成す
るパリティービットのコピーの数を識別し
ます。

有効な冗長性レベル:

単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティー
は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
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アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

RAID レベル 1 つ以上のドライブの損失からデータを回復するシステム
の機能を強化するために使用されるストレージメカニズム
を識別します。

可能性のある RAID レベル:

シングルパ
リティー

実際のデータに加えて、論理ボリューム用
のパリティービットが 1 セット存在するこ
とを示します。このパリティーレベルで
は、1 台のドライブの損失から保護されま
す。シングルパリティーは、RAID 5 ストレ
ージテクノロジのバリアントとして実装さ
れます。

ダブルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボリューム用
のパリティービットが 2 セット存在するこ
とを示します。このパリティーレベルで
は、書き込みパフォーマンスに対するわず
かなコストで、1 台または 2 台のドライブの
損失から保護されます。ダブルパリティー
は、RAID 6 ストレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー化 ボリューム用のパリティービットが存在し
ないことを示します。代わりに、システム
は 2 つの異なる場所にデータを書き込みま
す。この RAID レベルでは、少なくとも 1
台 (場合によっては複数) のドライブの損失
から保護され、ランダム書き込み操作のパ
フォーマンスが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージテクノロジ
のバリアントとして実装されます。

先読み 順次読み取り操作に対して使用される先読みポリシーを識
別します。このポリシーによって、システムがコントローラ
キャッシュに配置する追加データ (あれば) の量が決まりま
す。有効なポリシー:

通常 入力リクエストと出力リクエストによるデ
ータアクセスの大部分がランダムまたは順
次とランダムの混在であることを示しま
す。

積極的 入力リクエストと出力リクエストによるデ
ータアクセスの大部分が順次であり、ワー
クロードが読み取り操作に偏っていること
を示します。
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保守的 入力リクエストと出力リクエストの大部分
が順次であり、ワークロードが書き込み操
作に偏っていることを示します。

優先度 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。 (コントローラの処理キューなど)。処理キュー
の優先度は、ボリューム専用に割り当てられるコントローラ
の CPU サイクルの割合を定義します。交換型ドライブのど
こにデータがストライプされるかも識別します。有効な優
先度レベル:

最高 もっとも高い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

高 次に高い処理キュー内のリクエストへの応
答の優先度を示します。

中 中程度の処理キュー内のリクエストへの応
答の優先度を示します。

低 2 番目に低い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

アーカイブ もっとも低い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

詳細

システムのパフォーマンスに影響を与える可能性のある QoS プロパティーへの
アクセスを提供します。

注: このオプションは、すべての QoS プロパティーを理解している上級管理者に
推奨されます。

書き込み プロファイルで使用する書き込みキャッシュルールを識別
します。

有効なオプション:

ライトスル
ー

データをコントローラキャッシュとストレ
ージアレイに書き込んでから、書き込みリ
クエストを完了します。このルールによっ
て、書き込みリクエストがアプリケーショ
ンに戻る前に、データが安全にストレージ
に書き込まれます。ライトスルーキャッシ
ュは、データをストレージアレイとキャッ
シュの両方に書き込むため、ライトバック
キャッシュより実行速度が遅くなります。

ライトバッ
クキャッシ
ュ

データをコントローラキャッシュに書き込
み、ディスクへの書き込みが完了するのを
待たずにただちに書き込みリクエストが戻
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ります。システムは、アイドルサイクル中
にキャッシュからストレージアレイにデー
タを書き込みます。ライトバックキャッシ
ュは、データをキャッシュに書き込むだけ
で書き込みリクエストが完了するため、ラ
イトスルーより実行速度が速くなります。

重要: システムが予期せずに停止した場合、
ストレージに書き込まれていないキャッシ
ュ内のデータは消失する可能性がありま
す。

システムは、停止プロセス中にキャッシュ
内のすべてのデータをストレージアレイに
書き込みます。

デフォルト 選択された QoS 設定に基づいて Oracle FS
System が適切な書き込みキャッシュルー
ルを選択することを示します。

ストライプ幅 データが書き込まれるドライブグループの数を識別します。

カスタムストレージプロファイルでは、事前定義された値か
らストライプ幅を選択できます。1 から 64 までの値を入力
することもできます。

事前定義されたストライプ幅の値:

1 1 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

2 2 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

3 3 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

4 4 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

6 6 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

8 8 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

64 64 個のドライブグループのストライプ幅を
示します。

すべて 論理ボリュームが使用可能なすべてのドラ
イブグループにわたってストライプ化され
ることを示します。
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自動選択 ユーザーが選択した「優先度」オプション
に基づいて Oracle FS System がストライプ
幅を決定することを示します。

注: 「自動選択」オプションを使用すること
をお勧めします。

「自動選択」を選択すると、システムはユー
ザーが選択した「優先度」に対して次のス
トライプ幅を使用します。ただし、GUI に
はシステムが決定した実際のストライプ幅
ではなく、「自動選択」が表示されます。

• 「アーカイブ」優先度: システムは 2 個
のドライブグループのストライプ幅
を使用します。

• 「低」優先度: システムは 2 個のドライ
ブグループのストライプ幅を使用し
ます。

• 「中」優先度: システムは 3 個のドライ
ブグループのストライプ幅を使用し
ます。

• 「高」優先度: システムは 4 個のドライ
ブグループのストライプ幅を使用し
ます。

• 「最高」優先度: システムは 4 個のドラ
イブグループのストライプ幅を使用
します。

優先ストレージクラス

論理ボリュームが存在するストレージクラスのメディアと、Oracle FS System が
そのメディアを使用する優先順位を指定できます。

優先順位 Oracle FS System がストレージクラスを使用する優先順位
を示します。

たとえば、データベースレコードをアーカイブするためのプ
ロファイルを作成する場合は、大容量のストレージクラスを
第一候補として選択します。大量のデータを管理するプロ
ファイルでは、読み取りおよび書き込み操作に合わせて最適
化されたストレージクラスを選択します。

ストレージクラス 論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを指定
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ

「システム」タブの参照ページ

340



れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

関連リンク

ストレージプロファイルを複製する

「イベントログ」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベントログ」

Oracle FS System に関連付けられているイベントログを表示します。

リストが長すぎる場合は、特定のタイプのイベントを表示するためのフィルタを
設定できます。

イベント Oracle FS System イベントログ内のイベントの名前を表示
します。

重大度 Oracle FS System イベントログ内のエントリの重大度レベ
ルを表示します。可能性のある重大度レベルは次のとおり
です。

情報 情報のみのイベントにアクションは必要あ
りません。

警告 都合のよいときに対処できるマイナーな状
態に即座のアクションは必要ありません。
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クリティカ
ル

システム障害またはオフライン状態を回避
するために、即座のアクションが必要です。

カテゴリ イベントのタイプを識別します。有効な値:

セキュリテ
ィー

セキュリティーの問題 (未承認の要求など)
を通知するイベント。

監査 ユーザーが行なっていること (実行してい
る操作など) を追跡するイベント。

システム システムの問題 (ドライブエンクロージャ
ーまたはコントローラが見つからないなど)
を通知するイベント。

発生時間 イベントが指定された受信者に送信された時間を識別しま
す。

影響を受ける項目 イベントタイプによって影響を受ける特定のオブジェクト
名を表示します。たとえば、「イベント」が「ドライブエン
クロージャーファームウェアが無効」になっている場合、「影
響を受ける項目」列には、そのイベントが発生する原因とな
ったドライブエンクロージャー名が一覧表示されます。こ
のような詳細表示により、トラブルシューティングを目的と
した詳細情報が提供されます。

ユーザー イベントが発生した時点でログインしているユーザーの名
前を識別します。

説明 イベントの説明テキストを表示します。

関連リンク

イベントログのエントリを表示する

「イベント通知」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベント通知」

Oracle FS System のために作成されたイベント通知のリストを表示します。

このページでは、イベント通知を管理するためのオプションを提供します。

名前 イベント通知の名前を一覧表示します。通知設定を確認、変
更、または削除するには、名前をクリックします。

有効 イベント通知が有効になっているかどうかを示します。

• チェック済み: イベント通知は、アクティブにイベン
ト情報を収集しています。

• 未チェック: イベント通知は非アクティブであり、イ
ベント情報を収集していません。
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最終送信時間 イベントが指定された受信者に送信された時間を識別しま
す。

イベント数 通知によって収集されたイベントの数を示します。

受信者数 イベント通知に登録されている電子メール受信者の数を示
します。

説明 イベント通知の説明を表示します。

関連リンク

イベント通知を表示する

「イベントのプロパティー」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベントログ」 >
「アクション」 > 「イベントのプロパティー」

選択されたイベントの詳細情報を表示します。

クリップボードへ
のコピー

イベントプロパティーの内容をクリップボードにコピーし
ます。たとえば、イベントプロパティーをクリップボードに
コピーするには、「クリップボードへのコピー」をクリック
します。そのあと、その情報を電子メールにペーストし、そ
の電子メールをシステム管理者に送信できます。

イベント Oracle FS System イベントログ内のイベントの名前を表示
します。

カテゴリ イベントのタイプを識別します。有効な値:

セキュリテ
ィー

セキュリティーの問題 (未承認の要求など)
を通知するイベント。

監査 ユーザーが行なっていること (実行してい
る操作など) を追跡するイベント。

システム システムの問題 (ドライブエンクロージャ
ーまたはコントローラが見つからないなど)
を通知するイベント。

発生時間 イベントが指定された受信者に送信された時間を識別しま
す。

ユーザー イベントが発生した時点でログインしているユーザーの名
前を識別します。

影響を受ける項目 イベントタイプによって影響を受ける特定のオブジェクト
名を表示します。たとえば、「イベント」が「ドライブエン
クロージャーファームウェアが無効」になっている場合、「影
響を受ける項目」列には、そのイベントが発生する原因とな
ったドライブエンクロージャー名が一覧表示されます。こ
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のような詳細表示により、トラブルシューティングを目的と
した詳細情報が提供されます。

説明 イベントの説明テキストを表示します。 「説明」はまた、
Oracle カスタマサポートがイベントを解決するために使用
できる詳細情報も提供します。

関連リンク

イベントプロパティーを表示する

「自動階層効率性レポートの生成」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ストレージドメイン」 > 「アクション」 > 「自
動階層効率性レポートの生成」

QoS Plus 機能の効率を報告するために使用される、1G バイトおよび 1 IOPS (I/O/
秒) あたりのストレージコストを変更します。

ストレージコスト

Oracle FS System の 1G バイトおよび 1 IOPS あたりの初期のストレージコスト
を表示します。システム内の各ストレージクラスの実際のコストを入力します。

パフォーマンス
SSD

1G バイトあ
たりのコス
ト

システム内に存在するパフォーマンスソリ
ッドステートドライブ (SSD) の 1G バイト
あたりのコストを指定します。

1 IOPS あた
りのコスト

システム内に存在するパフォーマンス SSD
の 1 IOPS あたりのコストを指定します。

容量 SSD 1G バイトあ
たりのコス
ト

システム内に存在する容量 SSD 1G バイト
あたりのコストを指定します。

1 IOPS あた
りのコスト

システム内に存在する容量 SSD 1 IOPS あ
たりのコストを指定します。

パフォーマンス
HDD

1G バイトあ
たりのコス
ト

システム内に存在するパフォーマンスハー
ドディスクドライブ (HDD) 1G バイトあた
りのコストを指定します。

1 IOPS あた
りのコスト

システム内に存在するパフォーマンス
HDD 1 IOPS あたりのコストを指定しま
す。

容量 HDD 1G バイトあ
たりのコス
ト

システム内に存在する容量 HDD 1G バイ
トあたりのコストを指定します。
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1 IOPS あた
りのコスト

システム内に存在する容量 HDD 1 IOPS あ
たりのコストを指定します。

レポートの生成および表示

自動階層効率性レポートを作成し、確認のためにダイアログでレポートを表示し
ます。レポートは、「システム」 > 「レポートおよび統計」の下にある「生成され
たレポート」ページに格納されます。

OK
「システム」 > 「レポートおよび統計」の下にある「生成されたレポート」ページ
に格納されますで自動階層効率性レポートを作成します。

関連リンク

自動階層効率性レポートを生成する

「レポートの生成」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「生成されたレポー
ト」 > 「アクション」 > 「生成」

Oracle FS System の事前に定義されたレポートタイプに基づいてレポートを生成
します。

選択されたレポートタイプに基づいて、システムは、SAN ホスト、ストレージの
パフォーマンスや使用、またはシステム構成に関する情報を含むリアルタイムレ
ポートを生成します。レポートでは、そのレポートを生成した現時点で使用可能
な情報のスナップショットが提供されます。

タイプ 生成されるレポートのタイプを指定します。

SAN ホスト ストレージエリアネットワーク (SAN) に現
在含まれているホストサーバーと構成済み
コンポーネントの詳細な構成情報を提供し
ます。これらのデータには、SAN ホストの
オペレーティングシステム、ファイバチャ
ネルのイニシエータ、ファイバチャネルの
ポート、負荷分散の設定、LUN、および
SAN ホストについて説明するその他の情
報が含まれます。

ストレージ
パフォーマ
ンス

レポートが生成された時点での Oracle FS
System 上の LUN のパフォーマンス情報を
提供します。これらのパフォーマンスデー
タには、各 LUN の読み取り操作数/秒、書
き込み操作数/秒、読み取りと書き込みの合
計操作数/秒、読み取り M バイト/秒、書き
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込み M バイト/秒、および読み取りと書き込
みの合計 M バイト/秒が含まれます。

「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」
機能を使って、各 LUN のリアルタイム統計
情報を含む追加のストレージパフォーマン
スデータを表示できます。

ストレージ
の使用

Oracle FS System で現在使用可能なストレ
ージの容量情報を提供します。これらのデ
ータには、すべての使用可能なストレージ
の合計容量、割り当て済み容量、空き容量、
および準備中の容量が含まれます。合計容
量、割り当て済み容量、空き容量、および
準備中の容量のデータは、ストレージクラ
ス別でも表示されます。

1 ボリューム
あたりのス
トレージの
使用

Oracle FS System 上の各論理ボリュームの
容量情報を提供します。これらのデータに
は、ボリュームごとの割り当て済み容量、
最大容量、および使用済み容量が含まれま
す。

システム構
成

Oracle FS System およびそのすべてのコン
ポーネントの構成と現在のステータスに関
する詳細情報 (パイロット、コントローラ、
およびドライブエンクロージャーのシリア
ル番号、ファームウェアのバージョン、ポ
ート、ステータスなど) を提供します。

注: 「システム構成」レポートはレポートが
生成された時点でのシステム構成の記録を
提供するため、このレポートを生成してア
ーカイブすることをお勧めします。システ
ム変更の記録は、システム計画やカスタマ
サポートに役立ちます。

システム構
成のサマリ
ー

詳細な「システム構成」レポートに含まれる
パイロット、コントローラ、およびドライ
ブエンクロージャーの情報のサマリーを提
供します。これらのデータには、前述のコ
ンポーネントの現在のステータスとシステ
ム情報が含まれます。

関連リンク

レポートを生成する

「生成されたレポート」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「生成されたレポー
ト」
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生成されたレポートを管理します。このページから、レポートを作成、削除、お
よび変更することができます。

手動で生成されたか、またはレポートスケジュールによって生成されたかにかか
わらず、すべてのレポートが Oracle FS System 上に格納され、このページに一覧
表示されます。「生成されたレポート」ページには、現在使用可能なすべての生成
されたレポートの名前、作成日、およびサイズが一覧表示されます。選択した形
式でダウンロードするためにレポートを選択するか、または選択されたレポート
を削除するには、「生成されたレポート」リストを使用します。

名前 生成されたレポートの名前を表示します。

作成 レポートが作成された日付と時間を表示します。

サイズ raw レポートファイルのサイズを K バイト単位 (KB) また
は M バイト単位 (MB) で示します。

注: ダウンロードされたレポートのサイズは、選択された形
式によって異なります。

「グローバル設定」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」

Oracle FS System のシステム全体の設定を選択したり、変更したりできるリンク
を表示します。

設定のカテゴリを選択したあと、そのカテゴリの設定のコレクションを確認また
は変更できます。

ネットワーク 次の例のような、顧客ネットワークのさまざまな特性を確認
または変更します。

• Oracle FS System 管理インタフェース

• コールホーム構成

コントローラポー
ト

コントローラとポートトポロジを表示します。また、コント
ローラのポートプロビジョニングにもこのページからアク
セスできます。

ストレージプロフ
ァイル

Oracle FS System ストレージプロファイルを表示および管
理します。

注: ストレージプロファイルの変更または作成は、上級ユー
ザーに推奨されます。

セキュリティー 許可されるログイン試行の失敗回数やセッションタイムア
ウト期間などのアカウントセキュリティー設定を管理しま
す。

管理者アカウント Oracle FS System 上で構成されている管理者アカウントを
作成および管理します。
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SNMP SNMP (Simple Network Management Protocol) トラップホ
ストを管理および構成します。

システム時間 時間を設定したり、すべての Oracle FS System コンポーネ
ントにわたって同期したりします。

「ハードウェア」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」

Oracle FS System にインストールされているハードウェアコンポーネントを表示
するオプションを選択できるページへのリンクを表示します。タイプを選択した
あと、特定のハードウェアコンポーネントのステータスや現在の構成を選択して
確認できます。

ハードウェアコンポーネントをタイプ別に一覧表示します。コンポーネントに関
する詳細を表示するには、コンポーネント識別子をクリックします。

パイロット パイロット のステータスとプロパティーを確認できます。

コントローラ コントローラのステータスとプロパティーを確認できます。

ドライブエンクロ
ージャー

ドライブエンクロージャーのステータスとプロパティーを
確認できます。

ドライブグループ ドライブグループのステータスとプロパティーを確認でき
ます。

UPS 無停電電源装置 (UPS) のステータスとプロパティーを確認
できます。

コンポーネントの
ステータスの概要

次のハードウェアコンポーネントの全体的な健全性ステー
タスを表示します。コンポーネントに関する詳細を表示す
るには、図をクリックします。

• パイロット

• コントローラ

• ドライブエンクロージャー

「ポートアグリゲーションの管理」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「コントローラポート」 >
「アクション」 > 「ポートアグリゲーションの管理」

コントローラ Ethernet HBA のコントローラリンクアグリゲーションプロパティ
ーを更新します。

注: このダイアログは、Ethernet プロトコルでのみ有効です。
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リンクアグリゲーション

Ethernet HBA のリンクアグリゲーションプロパティーを指定します。

HBA ポートの集
約

HBA ポートでリンクアグリゲーションが有効かどうかを指
定します。リンクアグリゲーションによって、Oracle FS
System は Ethernet ポートのペアをグループ化し、そのグル
ープの複数の物理リンクを 1 つの論理リンクとして扱いま
す。デフォルトでは、リンクアグリゲーションは無効になっ
ています。リンクアグリゲーションを有効にすると、システ
ムと顧客が提供する Ethernet スイッチがリンクアグリゲー
ションの優先度をネゴシエートします。

管理の優先度 リンクアグリゲーション管理の優先度を指定します。大き
い数値は Ethernet スイッチがリンクアグリゲーションを優
先的に管理できることを示し、小さい数値は Oracle FS
System がこの役割を引き受ける可能性が高いことを示しま
す。

関連リンク

コントローラのポートアグリゲーションを管理する

「管理者アカウントの変更」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「管理者アカウント」 >
「アクション」 > 「変更」

特定の管理者アカウントのプロパティーを変更します。

ログイン名 管理者アカウントに割り当てられたログイン名を識別しま
す。このフィールドは 20 文字に制限されています。

役割 管理者アカウントの承認された権限を識別します。さまざ
まな役割がさまざまな機能の実行を承認されています。

管理者 1 サポートの役割のために予約されている特
定のタスクを除くすべての管理タスクとす
べての構成タスクを実行するための権限を
提供する、ログインアカウントの管理者の
役割。

管理者 2 ほとんどの管理および構成タスクを実行す
るための権限を提供する、ログインアカウ
ントの管理者の役割。ただし、この役割に
割り当てられたログインアカウントは次の
タスクを実行できません。

• 管理者アカウントのほか、ネットワー
ク、コントローラポート、システムセ
キュリティー、システム時間の設定な
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どのその他のグローバルなシステム
設定を管理する。

• ソフトウェアアップグレードを実行
したり、ガイド付き保守を使用してハ
ードウェアコンポーネントを交換し
たりする。

• Oracle FS System システムをシャッ
トダウンする。

モニター 読み取り専用管理タスクを実行したり、独
自のアカウントプロパティーを変更したり
するためのアカウントの権限を提供する、
ログインアカウントの管理者の役割。

サポート サポート担当者専用の一意のログインアカ
ウント。このログインアカウントには、デ
ータリソース、システムアラート、または
管理者アカウントの変更または削除は承認
されていません。

重要: このアカウントはそれについて熟知
しているか、Oracle カスタマサポートによ
って指示された場合にのみ使用してくださ
い。

次の事前定義済みの役割の場合、管理者をそれらに割り当て
ることはできず、それらを削除することもできません。

プライマリ
システム管
理者

管理者 1 役割と同じ権限を持つログインア
カウント。

プライマリ
サポート管
理者

モニター役割と同じ権限に加えて、サポー
ト関連タスクを実行する権限を持つログイ
ンアカウント。

注: プライマリ管理者などの事前に定義された管理者アカウ
ントの役割を変更することはできません。「役割」ドロップ
ダウンボックスが無効になっています。

氏名 管理者アカウントに関連付けられている氏名を識別します。

電子メールアドレ
ス

管理者アカウントに関連付けられる電子メールアドレスを
識別します。電子メールユーザー名は 64 文字まで、電子メ
ールドメインは 255 文字まで指定できます。Oracle FS
System がアラートを送信する電子メールサーバーは、この
アドレスでメッセージを受信できる必要があります。シス
テムはこのアドレスを検証しません。

注: 電子メールドメインとして IP アドレスは入力できませ
ん。
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電話番号 管理者アカウントに関連付けられる電話番号を識別します。
Oracle FS System はこのエントリの有効性を検証しません。

パスワード 管理者アカウントのパスワードを識別します。パスワード
を入力します。ダイアログに表示されるパスワード規則に
従います。

パスワード期間 1 日から 180 日の期間を選択し、パスワードが期限切れにな
るときを決定します。設定する期間を決定するには、会社の
パスワード有効期限に関するポリシーを参照してください。

パスワードの確認 パスワードが正しく入力されたことを確認します。

アカウントの無効
化

管理者アカウントが無効にされているかどうかを示します。
Oracle FS System は無効にされているアカウントを維持し
ますが、それらのログインを許可しません。無効にされてい
るアカウントは、あとでそれを変更して有効にできます。こ
の設定はただちに有効になります。アカウントを無効にし
たときに、管理者がログインしている場合、システムによっ
てその管理者がただちにログアウトされます。

注: プライマリシステム管理者アカウントは無効にできませ
ん。

関連リンク

管理者アカウントを変更する

「資産情報の変更」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「システム情報」 > 「アクション」 > 「変更」

Oracle FS System の資産および連絡先情報を更新します。

名前 Oracle FS System に割り当てられている名前を示します。
また、ステータスバーにはシステム名も表示されます。

説明 Oracle FS System の簡単な説明を示します。この説明は、80
文字未満に維持することをお勧めします。

場所 Oracle FS System の物理的な場所を示します。

連絡先名 Oracle FS System に責任を負う個人または個人のグループ
を一覧表示します。

連絡先電話番号 システムに責任を負う個人または個人のグループの電話番
号を示します。

資産番号 Oracle FS System に割り当てられている企業資産番号を示
します。
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「シャーシ ID の変更」ダイアログ
ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」 > 「アクシ
ョン」 > 「シャーシ ID の変更」

コントローラのシャーシ ID 番数を更新します。シャーシ番号は、コントローラ
の前面に表示されます。

現在の ID 現在のシャーシ ID を識別します。

目的の ID プルダウンリストからシャーシ ID 番号を選択します。1 か
ら 99、または 16 進数では A0 から FF までの中から選択でき
ます。すでに使用されているシャーシ ID を選択した場合
は、番号のスワップが可能です。たとえば、シャーシ ID 15
をシャーシ ID 10 に変更するとき、シャーシ ID 10 がすでに
割り当てられている場合は、シャーシ ID 番号のスワップを
確認するよう求められます。シャーシ ID 15 がシャーシ ID
10 になり、シャーシ ID 10 がシャーシ ID 15 になります。

関連リンク

シャーシ ID を変更する

「コントローラの変更」、「コンポーネント」タブ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」 > 「アクシ
ョン」 > 「変更」 > 「コンポーネント」

選択したコントローラおよびコンポーネントのステータスを表示します。

ハードウェア障害が発生した場合は、コンポーネントを選択して「コンポーネン
トの交換」をクリックします。Oracle FS System Manager (GUI) のガイド付き保
守が起動します。ガイド付き保守は一連のダイアログを順番に提示して、コンポ
ーネント交換のプロセスを案内します。

注: ガイド付き保守の詳細は、Oracle FS1-2 Flash Storage System のフィールドサー
ビスガイドを参照してください。

コメント コントローラに関連付ける説明テキストを入力できます。
コメントに含めることができる文字数は最大 256 文字です。

識別子 コントローラに関連付けられている World Wide Number
(WWN) を表示します。

メモリー コントローラに構成された DIMM によって提供されるラン
ダムアクセスメモリー (RAM) の量を表示します。

モデル コントローラのモデル番号を表示します。

交換可能ユニット ガイド付き保守を使用して交換できるコントローラコンポ
ーネントを表示します。コンポーネントを選択し、「コンポ
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ーネントの交換」をクリックしてガイド付き保守を開始しま
す。

注: ファンの交換の場合は、「交換可能ユニット」リストに各
ファンの名前が表示されます。各電源装置に 1 つのファン
が含まれており、各ファンモジュールに 2 つのファンが含ま
れています。電源装置のファンが故障した場合は、電源装置
を交換してください。ファンモジュール内のファンが故障
した場合は、ファンモジュールを交換してください。次のリ
ストは、ファンの名前と顧客交換可能ユニット (CRU) の対
応を示しています。

次のファンが
故障した場合

次の CRU を交換する

ファン 0 電源装置 0

ファン 1 電源装置 1

ファン 2、3 ファンモジュール 0

ファン 4、5 ファンモジュール 1

ファン 6、7 ファンモジュール 2

ファン 8、9 ファンモジュール 3

ファン 10、11 ファンモジュール 4

ステータス ハードウェアコンポーネントの現在のステータスを表示し
ます。通常ステータスの場合、必要になるアクションはあり
ません。

関連リンク

コントローラのコメントを変更する

「コントローラの変更」、「I/O ポート」タブ
ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」 > 「アクシ
ョン」 > 「変更」 > 「I/O ポート」

選択されたコントローラの I/O ポートを表示します。

スロット コントローラに取り付けられている HBA の場所

ポート HBA ポート番号。

接続タイプ 顧客のネットワークスイッチとコントローラの間のデータ
パストラフィックのためのネットワークポートのタイプを
識別します。

銅 銅インタフェースを識別します。
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長波光 長波光のスモールフォームファクタプラガ
ブル (SFP) トランシーバインタフェースを
識別します。

短波光 短波光の SFP トランシーバインタフェース
を識別します。

不明 接続タイプを特定できないことを示しま
す。

ステータス HBA ポートとコントローラの間の接続状態を識別します。

可能性のある状態:

接続済み ホスト上の HBA ポートがコントローラ上
のポートに接続されていることを示しま
す。

ほとんどのオペレーティングシステムで
は、ホストポートは、これらの 2 つが物理
的に接続されて有効になるとただちにコン
トローラポートにログインし、物理的な接
続が切れるまでログインしたままになりま
す。そのため、「接続済み」は事実上、有効
になっている物理的な接続がポート間に存
在することを示します。

未接続 ホスト上の HBA ポートがコントローラ上
のポートに接続されていないことを示しま
す。

注: ただし、HP-UX プラットフォームでは、一部の HBA デ
バイスドライバは異なるアプローチを使用します。これら
のドライバは、送信するトラフィックが存在しなくなると接
続からログアウトします。HP-UX イニシエータは多くの場
合、ターゲットポートに接続されたアクセス可能な LUN を
検出しなくなるとログアウトします。これらの理由のため、
HP-UX HBA ポートは多くの場合、有効になっている物理的
な接続がポート間に存在したとしても「未接続」として示さ
れます。

帯域幅 ポートインタフェースのデータレートを表示します。

SFP のステータス SFP トランシーバのステータスを表示します。

• バイパス済み

• バイパス済み - SFP 以外

• バイパス済み - 不正な速度

• バイパス済み - 読み取りエラー
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• バイパス済み - 不正なタイプ

• バイパス済み - 同期の消失

インタフェースモジュール自体に障害が発生した場合、SFP
のステータスには「ハードウェア障害」が示されます。

SFP ベンダー SFP のベンダーの部品番号を表示します。その情報が使用
できない場合、システムは「不明」を表示します。

SFP 部品番号 SFP のベンダーの部品番号を表示します。その情報が使用
できない場合、このフィールドは空白になるか、または「不
明」が表示されます。

SFP リビジョン SFP の部品のリビジョン番号を表示します。その情報が使
用できない場合、このフィールドは空白になるか、または
「不明」が表示されます。

「コントローラポート設定の変更」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「コントローラポート」 >
「アクション」 > 「ポート設定の変更」

コントローラポートのプロパティーを更新します。また、管理者は、このダイア
ログからポートのプロパティーを表示できます。

ポート情報

コントローラ名 コントローラの名前を識別します。

スロット番号 コントローラの HBA スロット番号を識別します。

ポート HBA ポート番号を識別します。

スロット コントローラの HBA スロット番号を識別します。

ステータス HBA の接続ステータスを識別します。

有効な状態:

• 接続済み

• 未接続

• オフライン

タイプ HBA のタイプを示します。

有効なタイプ:

• Ethernet

• ファイバチャネル (FC)
• SAS (Serial Attached SCSI)
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ネゴシエートされ
た速度

ポートの転送速度 (G バイト/秒) を示します。

最大速度 ポートの最大速度を示します。

ポート情報

MAC アドレス HBA ポートの一意識別子を識別します。

最小 MTU バイト
数

最大転送単位 (MTU) でサポートされる最小バイト数を示し
ます。

最大 MTU バイト
数

最大転送単位 (MTU) でサポートされる最大バイト数を示し
ます。

SFP 情報
ステータス スモールフォームファクタプラガブル (SFP) デバイスのポ

ートステータスを識別します。

有効な SFP デバイスの状態:

• 有効 1G ビット

• 有効 2G ビット

• 有効 4G ビット

• 有効 8G ビット

• 有効 10G ビット

• 有効 16G ビット

• SFP 以外

• 不正な速度

• 読み取りエラー

• 不正なタイプ

• 同期の消失

• その他

接続タイプ 顧客のネットワークスイッチとコントローラ間のデータパ
ストラフィックに使用される SFP トランシーバインタフェ
ースデバイスのタイプを識別します。

有効な SFP インタフェースのタイプ:

• 銅

• 光
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• 長波光

• 短波光

ベンダー SFP デバイスの製造元を識別します。

部品番号 SFP デバイスの部品番号を識別します。

リビジョン SFP デバイスのリビジョン番号を識別します。

「コントローラのサービスタイプの変更」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」 > 「アクシ
ョン」 > 「コントローラのサービスタイプの変更」

選択されたコントローラのサービスタイプを変更します。

目的のサービスタ
イプ

サービスタイプは、キャッシュリソースの再割り当てによっ
て、SAN または NAS のサポートで I/O パフォーマンスのた
めにどれだけのメモリーが最適化されるかを定義します。
キャッシュの割り当ては概算値です。

注: 両方のコントローラが同じサービスタイプに設定される
必要があります。

注: サービスタイプは、取り付けられている HBA のタイプ
に基づいて選択できます。たとえば、システムで Ethernet
ポートを使用している場合は、「NAS のみ」を選択します。
FC HBA しか取り付けられていない場合は、「SAN のみ」を
使用します。

使用可能なサービスタイプ:

SAN のみ 割り当てられるキャッシュの 100% を SAN
を割り当てます。

NAS のみ 割り当てられるキャッシュの 100% を NAS
に割り当てます。

SAN に偏重 割り当てられるキャッシュの 70% を SAN
に、割り当てられるキャッシュの 30% を
NAS に割り当てます。

NAS に偏重 割り当てられるキャッシュの 70% を NAS
に、割り当てられるキャッシュの 30% を
SAN に割り当てます。

データアクセスの中断が必要

シャットダウン 必要に応じてハードウェアを取り外したり、追加したりでき
るように、コントローラがシャットダウンされます。コント
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ローラに電源が投入されると、「目的のサービスタイプ」が
適用されます。

再起動 コントローラが再起動されますが、ハードウェアの取り外し
や追加はできません。

「ドライブエンクロージャーの変更」、「コンポーネント」タブ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブエンクロージャ
ー」 > 「アクション」 > 「変更」 > 「コンポーネント」

選択されたドライブエンクロージャーの「コメント」フィールドを変更します。

選択されたドライブエンクロージャーとそのコンポーネント (シャーシ、ドライ
ブ、I/O モジュール、および電源冷却モジュールを含む) のステータスを表示でき
ます。また、ドライブエンクロージャーの自動操作のためのオプションを制御す
ることもできます。

ハードウェア障害が存在する場合は、障害のあるコンポーネントを選択し、「コン
ポーネントの交換」をクリックします。Oracle FS System Manager は、ハードウ
ェア障害の解決プロセスを開始するガイド付き保守を起動します。

注: ガイド付き保守の詳細は、『Oracle FS1-2 Flash Storage System のカスタマサー
ビスガイド』を参照してください。

コメント ドライブエンクロージャーに割り当てられる新しい名前を
指定します。特定のコンポーネントを簡単に見つけること
ができるように、わかりやすい一意の名前を使用します。
Oracle FS System は、割り当てられた名前をコンポーネント
のシリアル番号にマップし、コンポーネント名が変更された
場合はそのマップを更新します。

デフォルトでは、ドライブエンクロージャーには Enclosure
01 などの名前が割り当てられます。この文字列は論理的な
ドライブエンクロージャー名であり、必ずしもそのドライブ
エンクロージャーの物理的な場所が反映されているわけで
はありません。「コメント」フィールドを使用すると、
Oracle FS System が配置されているラックの場所などの説
明情報を提供できます。たとえば、「ラック 07」と入力でき
ます。

モデル ドライブの格納先となるドライブエンクロージャーのモデ
ル番号を示します。

シリアル番号 選択されたドライブエンクロージャーのシリアル番号を示
します。

ドライブエンクロ
ージャー ID

選択されたドライブエンクロージャーの一意の識別子
(World Wide Name) を示します。
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ドライブエンクロ
ージャーの自動操
作の実行

コピーバック、コピーアウェイ、再構築などのデータ保護処
理を必要に応じてバックグラウンドで実行するかどうかを
示します。 Oracle カスタマサポートから指示があった場合
はこのオプションの選択を解除してください。また、問題に
固有の My Oracle Support (MOS) ナレッジ記事で指示され
ていた場合にも、このオプションの選択の選択解除が必要に
なる可能性があります。

交換可能ユニット 交換可能なドライブエンクロージャーコンポーネントを示
します。

ステータス (シャ
ーシ)

ドライブエンクロージャーシャーシの動作状態を提供しま
す。Oracle FS System Manager (GUI) ではステータスアイ
コンのあとにシャーシの状態が表示されます。

可能性のある状態 (ステータスアイコン別):

 (通常) シャーシの通常ステータスに関連する動作
状態を、次に示します。

通常 シャーシは正常に動作してい
ます。

 (警告) シャーシの警告ステータスに関連する動作
状態を、次に示します。

不明 システムがシャーシの状態を
読み取れません。

ステータス (ドラ
イブ)

ドライブグループ内のドライブの動作状態を提供します。
Oracle FS System Manager (GUI) ではステータスアイコン
のあとにドライブの状態が表示されます。

可能性のある状態 (ステータスアイコン別):

 (通常) ドライブの通常ステータスに関連する動作
状態を、次に示します。

通常 このドライブはドライブグル
ープのメンバーです。

未使用 このドライブは正常に動作し
ていますが、ドライブグループ
のメンバーではありません。

 (警告) ドライブの警告ステータスに関連する動作
状態を、次に示します。

ブート
中

ドライブが起動中です。

コピー
アウェ

システムがこのドライブで障
害を検出し、現在データをター
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イのソ
ース

ゲットドライブにコピーして
います。コピーが完了すると、
このドライブの状態が「失敗」
に変わります。

コピー
アウェ
イのタ
ーゲッ
ト

システムが別のドライブで障
害を検出し、現在データをこの
ターゲットドライブにコピー
しています。

コピー
バック

アクティブなスペアドライブ
がこのドライブにデータをコ
ピーしています。

接続の
機能低
下

このドライブへの接続は単一
のコントローラに限定されて
います。

外部 ドライブがこのドライブグル
ープのメンバーではありませ
ん。このドライブをドライブ
グループのメンバーにするに
は、関連システムアラートを使
ってこのドライブを受け入れ
てください。

欠落 ドライブエンクロージャーで
このドライブが見つかりませ
ん。

再構築
中

このドライブが、ドライブグル
ープの再構築処理のターゲッ
トになっています。

回復済
み

このドライブは故障履歴があ
りますが、今はオンラインにな
っています。ドライブグルー
プのメンバーではありません。

回復済
みで使
用中

このドライブは故障履歴があ
ります。ドライブは今はオン
ラインになっており、ドライブ
グループのメンバーになって
います。

シャッ
トダウ
ン

システムはシャットダウンモ
ードになっており、ドライブに
アクセスできません。

不明 システムがドライブの状態を
読み取れません。
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 (クリテ
ィカル)

ドライブのクリティカルステータスに関連
する動作状態を、次に示します。

クリテ
ィカル

ドライブが故障しています。

復元 ドライブは現在復元中です。

ステータス (I/O
モジュール)

ドライブグループ内の I/O モジュールの動作状態を提供し
ます。Oracle FS System Manager (GUI) ではステータスア
イコンのあとに I/O モジュールの状態が表示されます。

可能性のある状態 (ステータスアイコン別):

 (通常) I/O モジュールの通常ステータスに関連す
る動作状態を、次に示します。

通常 I/O モジュールは正常に動作
しています。

 (警告) I/O モジュールの警告ステータスに関連す
る動作状態を、次に示します。

オフラ
イン

I/O モジュールはオフライン
になっています。

欠落 ドライブエンクロージャーで
この I/O モジュールが見つか
りません。

不明 システムが I/O モジュールの
状態を読み取れません。

 (クリテ
ィカル)

I/O モジュールのクリティカルステータス
に関連する動作状態を、次に示します。

クリテ
ィカル

I/O モジュールが故障してい
ます。

ステータス (電源
冷却モジュール)

ドライブエンクロージャー電源冷却モジュールの動作状態
を提供します。Oracle FS System Manager (GUI) ではステ
ータスアイコンのあとに電源冷却モジュールの状態が表示
されます。

可能性のある状態 (ステータスアイコン別):

 (通常) 電源冷却モジュールの通常ステータスに関
連する動作状態を、次に示します。

通常 電源冷却モジュールは正常に
動作しています。
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 (警告) 電源冷却モジュールの警告ステータスに関
連する動作状態を、次に示します。

オフラ
イン

システムの報告によれば、電源
冷却モジュールは故障してい
るか無効になっています。

欠落 ドライブエンクロージャーで
この電源冷却モジュールが見
つかりません。

警告 この電源冷却モジュールは機
能していますが、故障の兆候が
見られます。

不明 システムが電源冷却モジュー
ルの状態を読み取れません。

 (クリテ
ィカル)

電源冷却モジュールのクリティカルステー
タスに関連する動作状態を、次に示します。

クリテ
ィカル

電源冷却モジュールが故障し
ています。

コンポーネントの
交換

コンポーネントの交換プロセスを案内するガイド付き保守
を起動します。

システムは、選択された交換可能コンポーネントに関する詳細を表示します。

シャーシ情報 選択されたシャーシの詳細情報を提供します。

番号 ドライブエンクロージャー内でシャーシを
一意に識別する番号を示します。

ステータス コンポーネントの動作状態を示します。

部品番号 コンポーネントの製造元部品番号を示しま
す。

シリアル番
号

コンポーネントのシリアル番号を示しま
す。

ドライブの情報 選択されたドライブの詳細情報を提供します。

ステータス ドライブの動作状態を示します。

モデル ドライブの製造元モデル番号を示します。

シリアル番
号

ドライブのシリアル番号を示します。

ファームウ
ェア番号

ドライブのファームウェアバージョン番号
を示します。
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ドライブス
ロット番号

ドライブが設置されているドライブエンク
ロージャースロット番号を示します。

ストレージ
クラス

ドライブグループを構成する物理メディア
のカテゴリを指定します。

有効なメディアタイプ:

パフォ
ーマン
ス SSD

バランスの取れた読み取りお
よび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化され
たソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納される
ことを指定します。

容量
SSD

容量のパフォーマンスと読み
取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納され
ることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込み
パフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマ
ンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォ
ーマン
スディ
スク

高速なハードディスクドライ
ブ (HDD) にデータが格納さ
れることを指定します。この
ストレージクラスでは、容量を
ある程度犠牲にして、読み取り
操作と書き込み操作のアクセ
ス時間および待機時間を短縮
します。

容量デ
ィスク

大容量の交換型 HDD にデー
タが格納されることを指定し
ます。このストレージクラス
では、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テー
プストレージがオプションに
含まれていないストレージシ
ステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量
あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

ドライブエ
ンクロージ
ャー

ドライブエンクロージャーの一意の識別子
を示します。

ドライブ容
量

ドライブのストレージ容量を示します。
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残りの平均
寿命

(SSD のみ) ドライブの残りの寿命を表す月
数を示します。

I/O モジュール情
報

選択された I/O モジュールの詳細情報を提供します。

番号 ドライブエンクロージャー内で I/O モジュ
ールを一意に識別する番号を示します。

ステータス I/O モジュールの動作状態を示します。

部品番号 I/O モジュールの製造元部品番号を示しま
す。

シリアル番
号

I/O モジュールのシリアル番号を示します。

ファームウ
ェア番号

I/O モジュールのファームウェアバージョ
ン番号を示します。

電源冷却モジュー
ル情報

選択された電源冷却モジュールの詳細情報を提供します。

ステータス 電源冷却モジュールの動作状態を示しま
す。

モデル 電源冷却モジュールの製造元モデル番号を
示します。

シリアル番
号

電源冷却モジュールのシリアル番号を示し
ます。

ファン数 電源冷却モジュールの冷却ファンの数を示
します。

エラーの発
生したファ
ン数

電源冷却モジュール内の故障した冷却ファ
ンの数を示します。

関連リンク

ドライブエンクロージャーのコメントを変更する

「ドライブエンクロージャーの変更」、「I/O ポート」タブ
ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブエンクロージャ
ー」 > 「アクション」 > 「変更」 > 「I/O ポート」

選択されたドライブエンクロージャーの SAS (Serial Attached SCSI) インタフェ
ースのステータスを表示します。このパネルから変更を行うことはできません。

ポート I/O モジュールポートに関連付けられた PHY を一覧表示し
ます。
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PHY の状態 PHY 接続の状態を示します。ワイドポートでは 2 つ以上の
PHY 状態がリンク起動を示します。ナローポートでは 1 つ
の PHY 状態だけがリンク起動になります。

可能性のある状態:

リンク起動 PHY 接続が正常に機能していることを示
します。

リンク停止 PHY 接続が切断されていることを示しま
す。

無効 PHY 接続が無効になっていることを示し
ます。

リセット システムが PHY 接続をリセット中である
ことを示します。

ネゴシエートされ
た速度

ポートの転送速度 (G バイト/秒) を示します。

最大速度 ポートの最大速度を示します。

「ドライブグループの変更」ダイアログ

ナビゲーション:

• 「システム」 > 「ストレージドメイン」 > 「アクション」 > 「ドライブグル
ープの変更」

• 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブグループ」 > 「アクション」 >
「変更」

ドライブグループ内のドライブに関する情報を表示します。また、ドライブグル
ープをプライマリドライブグループとして設定することもできます。

交換可能ユニット

交換可能ユニット ドライブグループ内の使用可能なドライブを表示します。
選択されたドライブの詳細がダイアログの右側に表示され
ます。

ステータス (ドラ
イブ)

ドライブグループ内のドライブの動作状態を提供します。
Oracle FS System Manager (GUI) ではステータスアイコン
のあとにドライブの状態が表示されます。

可能性のある状態 (ステータスアイコン別):

 (通常) ドライブの通常ステータスに関連する動作
状態を、次に示します。
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通常 このドライブはドライブグル
ープのメンバーです。

未使用 このドライブは正常に動作し
ていますが、ドライブグループ
のメンバーではありません。

 (警告) ドライブの警告ステータスに関連する動作
状態を、次に示します。

ブート
中

ドライブが起動中です。

コピー
アウェ
イのソ
ース

システムがこのドライブで障
害を検出し、現在データをター
ゲットドライブにコピーして
います。コピーが完了すると、
このドライブの状態が「失敗」
に変わります。

コピー
アウェ
イのタ
ーゲッ
ト

システムが別のドライブで障
害を検出し、現在データをこの
ターゲットドライブにコピー
しています。

コピー
バック

アクティブなスペアドライブ
がこのドライブにデータをコ
ピーしています。

接続の
機能低
下

このドライブへの接続は単一
のコントローラに限定されて
います。

外部 ドライブがこのドライブグル
ープのメンバーではありませ
ん。このドライブをドライブ
グループのメンバーにするに
は、関連システムアラートを使
ってこのドライブを受け入れ
てください。

欠落 ドライブエンクロージャーで
このドライブが見つかりませ
ん。

再構築
中

このドライブが、ドライブグル
ープの再構築処理のターゲッ
トになっています。

回復済
み

このドライブは故障履歴があ
りますが、今はオンラインにな
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っています。ドライブグルー
プのメンバーではありません。

回復済
みで使
用中

このドライブは故障履歴があ
ります。ドライブは今はオン
ラインになっており、ドライブ
グループのメンバーになって
います。

シャッ
トダウ
ン

システムはシャットダウンモ
ードになっており、ドライブに
アクセスできません。

不明 システムがドライブの状態を
読み取れません。

 (クリテ
ィカル)

ドライブのクリティカルステータスに関連
する動作状態を、次に示します。

クリテ
ィカル

ドライブが故障しています。

復元 ドライブは現在復元中です。

ドライブの情報 選択されたドライブの詳細情報を提供します。

ステータス ドライブの動作状態を示します。

モデル ドライブの製造元モデル番号を示します。

シリアル番
号

ドライブのシリアル番号を示します。

ファームウ
ェア番号

ドライブのファームウェアバージョン番号
を示します。

ドライブス
ロット番号

ドライブが設置されているドライブエンク
ロージャースロット番号を示します。

ストレージ
クラス

ドライブグループを構成する物理メディア
のカテゴリを指定します。

有効なメディアタイプ:

パフォ
ーマン
ス SSD

バランスの取れた読み取りお
よび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化され
たソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納される
ことを指定します。

容量
SSD

容量のパフォーマンスと読み
取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納され

「システム」タブの参照ページ

367



ることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込み
パフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマ
ンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォ
ーマン
スディ
スク

高速なハードディスクドライ
ブ (HDD) にデータが格納さ
れることを指定します。この
ストレージクラスでは、容量を
ある程度犠牲にして、読み取り
操作と書き込み操作のアクセ
ス時間および待機時間を短縮
します。

容量デ
ィスク

大容量の交換型 HDD にデー
タが格納されることを指定し
ます。このストレージクラス
では、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テー
プストレージがオプションに
含まれていないストレージシ
ステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量
あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

ドライブエ
ンクロージ
ャー

ドライブエンクロージャーの一意の識別子
を示します。

ドライブ容
量

ドライブのストレージ容量を示します。

残りの平均
寿命

(SSD のみ) ドライブの残りの寿命を表す月
数を示します。

このドライブグル
ープをプライマリ
ドライブグループ
にします

ドライブグループをドライブエンクロージャー内のプライ
マリドライブグループにします。プライマリドライブグル
ープには、システム構成データが含まれています。

RAID レベルおよびステータス
RAID レベル 選択されたドライブグループで提供される RAID データ保

護のタイプを示します。

表内の各エントリは、ドライブグループ内の最小割り当て単
位 (MAU) の特定のセットを表します。特定のセット内の
各 MAU は同じレベルの RAID 保護を持ち、ドライブグルー
プの 1 つの RAID 保護セグメントを形成します。
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ドライブがオフラインになった場合、そのイベントは、保護
セグメント内のすべての MAU に同じように影響します。
したがって、ある特定の RAID レベルで報告されるステータ
スは、保護セグメントの全体に適用されます。

シングルパ
リティー

RAID 保護セグメント内の各 MAU が、1 セ
ットのパリティービットを使ってドライブ
グループ内の 1 つのドライブの損失に対す
る保護を行うことを示します。シングルパ
リティーは、RAID 5 ストレージテクノロジ
のバリアントとして実装されます。

ダブルパリ
ティー

RAID 保護セグメント内の各 MAU が、2 セ
ットのパリティービットを使ってドライブ
グループ内の 1 つまたは 2 つのドライブの
損失に対する保護を行うことを示します。
ダブルパリティーは、RAID 6 ストレージテ
クノロジのバリアントとして実装されま
す。

ミラー化 RAID 保護セグメント内の各 MAU が、ドラ
イブグループ内の 2 つのドライブにわたっ
て書き込まれることを示します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージテクノロジ
のバリアントとして実装されます。

RAID ステータス 可能性のある状態:

通常 ドライブグループはアクセス可能であり、
アクションは不要であることを示します。

機能低下の
警告

ドライブグループ内のドライブが故障した
が、ドライブグループにはまだアクセスで
きることを示します。故障したドライブを
交換してください。ドライブグループがプ
ライマリドライブグループである場合はす
ぐにドライブを交換してください。プライ
マリドライブグループにはすべてのシステ
ム構成データなど、システムオーバーヘッ
ドが含まれます。

機能低下の
クリティカ
ル

2 つ以上のドライブが故障したことを示し
ます。ドライブを交換しないと、ドライブ
グループにアクセスできなくなる可能性が
あります。

失敗 複数のドライブが故障したことを示しま
す。ドライブグループにアクセスできませ
ん。故障したドライブを交換してくださ
い。故障したドライブの交換が完了する
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と、ドライブグループにアクセスできるよ
うになります。

不明 ドライブのステータス情報を表示できない
ことを示します。

関連リンク

ドライブグループをプライマリドライブグループにする

「シャーシ ID の変更」ダイアログ
ナビゲーション: 「システム」 > 「ドライブエンクロージャー」 > 「アクション」 >
「シャーシ ID の変更」

ドライブエンクロージャーのシャーシ ID 番数を更新します。シャーシ ID は、ド
ライブエンクロージャーに表示されます。

現在の ID 現在のシャーシ ID を識別します。

目的の ID 使用可能なシャーシ ID 番号を一覧表示します。01 から 99、
または 16 進数では A0 から FF までの中から選択できます。
すでに使用されているシャーシ ID を選択した場合、システ
ムは、選択されたシャーシ ID がすでに使用されていること
を示すメッセージを発行します。2 つのシャーシ ID 番号の
スワップを選択するか、または操作を取り消すことができま
す。

関連リンク

シャーシ ID を変更する

「イベント通知の変更」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベント通知」 >
「アクション」 > 「変更」

選択されたイベント通知を変更します。

イベントがトリガーされると、Oracle FS System は、指定された受信者に通知を
送信します。どの通知がモニターされるかや、その通知をだれが受信するかを変
更できます。

名前 イベント通知の名前を識別します。

説明 イベント通知について説明します。

イベント通知の有
効化

イベント通知が有効になっているかどうかを示します。
Oracle FS System でイベントが発生したときに通知をアク
ティブ化するには、このオプションを選択します。
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イベント通知受信
者の電子メールア
ドレス

イベント通知を受信する受信者の電子メールアドレスを識
別します。Oracle FS System が通知を送信する先の電子メ
ールサーバーは、これらの電子メールアドレスにメッセージ
を送信できる必要があります。

追加 イベント通知に電子メール受信者を追加できます。

電子メールのテス
ト

受信者の電子メールアドレスをテストするために、指定され
た電子メールアドレスにメッセージを送信します。受信者
は、自分の電子メールの受信箱に「[Oracle-QoS] 電子メール
のテスト」というタイトルのメッセージを受信します。

注: 次の電子メールのテストまで少なくとも 10 分は空けて
ください。

削除 選択された電子メールアドレスをリストから削除します。

モニター対象イベント

重大度、カテゴリ
の順

イベントカテゴリのリストを使用して、重大度でイベントの
リストをソートします。重大度カテゴリには次のものが含
まれます。

情報 情報のみのイベントにアクションは必要あ
りません。

警告 都合のよいときに対処できるマイナーな状
態に即座のアクションは必要ありません。

クリティカ
ル

システム障害またはオフライン状態を回避
するために、即座のアクションが必要です。

カテゴリ、重大度
の順

イベント重大度のリストを使用して、カテゴリでイベントの
リストをソートします。カテゴリには次のものが含まれま
す。

セキュリテ
ィー

セキュリティーの問題 (未承認の要求など)
を通知するイベント。

監査 ユーザーが行なっていること (実行してい
る操作など) を追跡するイベント。

システム システムの問題 (ドライブエンクロージャ
ーまたはコントローラが見つからないなど)
を通知するイベント。

モニター対象外イ
ベント

モニター対象として設定されていないイベントのリストを
表示します。Oracle FS System は、示されているイベントが
発生しても通知をトリガーしません。このリストから、モニ
ター対象のイベントを指定できます。重大度またはカテゴ
リでリストをソートできます。
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モニター対象イベ
ント

モニター対象として指定されているイベントのリストを表
示します。Oracle FS System は、指定されたイベントが発生
するたびに通知をトリガーします。「イベント通知受信者の
電子メールアドレス」フィールドで指定された電子メールア
ドレスがイベント通知を受信します。重大度またはカテゴ
リでリストをソートできます。

関連リンク

イベント通知を変更する

「ネットワーク設定の変更」、「インタフェース」タブ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ネットワーク」 > 「アク
ション」 > 「変更」 > 「インタフェース」

Oracle FS System のネットワークおよびデータパスインタフェースを更新しま
す。

管理インタフェース

DHCP の有効化 ネットワーククライアントに IP アドレスを自動的に割り当
てる動的ホスト構成プロトコル (DHCP) サーバーを使用し
ているかどうかを示します。この設定により、Oracle FS
System が DHCP ソフトウェアに認識されます。

静的 IP アドレス Oracle FS System パイロット に永続的な IP アドレスを割り
当てるかどうかを識別します。このオプションは、DHCP
を使用しない場合に選択します。

注: このオプションを選択すると、「パブリックインタフェー
ス」フィールドが有効になります。

送信設定 重要: 送信速度と全二重モードを設定する場合は注意してく
ださい。管理インタフェースの設定が外部ネットワークで
サポートされていないと、パイロット へのアクセスの損失
が発生する可能性があります。アクセスが失われた場合は、
Oracle カスタマサポートに連絡して支援を依頼してくださ
い。

ドロップダウンリストから、パイロット の管理インタフェ
ースで使用する速度と全二重モードを選択します。

注: 自動ネゴシエーションがデフォルトの送信設定です。特
殊な環境を除き、このデフォルト設定をすべての環境にお勧
めします。

有効な速度:
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• 自動

• 半 10M ビット/秒

• 全 10M ビット/秒

• 半 100M ビット/秒

• 全 100M ビット/秒

• 半 1000M ビット/秒

• 全 1000M ビット/秒

• 全 10G ビット/秒

速度 管理インタフェースで使用する実際の速度と全二重モード
を表示します。

パブリックインタ
フェース (「静的
IP アドレス」が選
択されている場
合)

パイロット へのパブリックインタフェースに永続的に割り
当てられた IP アドレスを指定します。

パイロット 1/パイ
ロット 2

パイロット ノードに永続的に割り当てられた IP アドレス
を指定します。これらの静的 IP アドレスは、アクティブな
パイロット ノードにアクセスするための代替方法として使
用できます。

ネットマスク Oracle FS System に永続的に割り当てられたパブリック IP
アドレスのサブネットマスクを指定します。

ゲートウェイ Oracle FS System がメンバーになっているサブネット内の
ゲートウェイサーバーのパブリック IP アドレスを指定しま
す。

DNS 設定
プライマリ DNS
サーバー

IP アドレスを解決するために使用されるドメインネームサ
ーバー (DNS) を指定します。

セカンダリ DNS
サーバー

プライマリ DNS サーバーに到達できない場合のネットワー
ク内のセカンダリ DNS サーバーの IP アドレスを指定しま
す。

静的ルート

ファイルサーバーのローカルでないネットワークルートへの TCP/IP トラフィッ
クを管理します。

ルートは、特定の IP アドレスまたは特定のサブネットにネットワークトラフィッ
クを送信するために使用されます。通常、ファイルサーバーは仮想インタフェー
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ス (VIF) のゲートウェイ属性を使用して送信トラフィックをルーティングしま
す。

デフォルトでは、ルーティングテーブルは空です。ファイルサーバーに 1 つ以上
の静的ルートを定義すると、最大 32 個のルートを定義できます。

宛先 ルートの宛先ネットワークまたはホストを識別します。

ネットマスク 宛先のルート IP アドレスのサブネットマスクを識別しま
す。

ゲートウェイ ゲートウェイホストに割り当てられている IP アドレスを識
別します。ゲートウェイ IP アドレスは、このネットワーク
からほかのネットワークにメッセージをルーティングする
ために使用されます。

順序 テーブル内のルーティング位置を識別します。

ルートの追加 すべてのファイルサーバーがアクセスする TCP/IP ルート
を追加します。

ルートの削除 1 つ以上の TCP/IP ルートを削除します。

関連リンク

管理インタフェースの構成

「ネットワーク設定の変更」、「通知」タブ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ネットワーク」 > 「アク
ション」 > 「変更」 > 「通知」

Oracle FS System からの電子メールやコールホーム通知を受信し、指定された受
信者に電子メールメッセージを送信する電子メールサーバーを更新します。

電子メール通知

Oracle FS System から通知を送信するために必要な電子メールサーバーの詳細を
指定します。

電子メール通知の
有効化

電子メールが有効になっているかどうかを識別します。

• アラートを定義して電子メール通知を送信する場合
は、電子メールを有効にします。

• Oracle FS System から電子メール通知を送信しない場
合は、電子メールを無効にします。

SMTP サーバー
の IP アドレス

電子メールの送信に使用する SMTP (Simple Mail Transfer
Protocol) サーバーを識別します。有効なオプション:

• IP: SNMP サーバーの IP アドレス
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• DNS: SNMP サーバーの DNS (Domain Name
Service)

SMTP サーバー
ポート

SMTP サーバーが着信する電子メールをリスニングするポ
ートを指定します。

電子メールドメイ
ン

Oracle FS System 以外の送信ドメイン識別子を指定します。

電子メールフラッ
ド攻撃回避

Oracle FS System にイベントが発生したときに 2 つの電子
メールが続けて送信される時間間隔を識別します。数値を
小さくするほど、イベント通知の電子メールが送信される頻
度が高くなります。デフォルトの時間は 300 秒 (5 分) です。

コールホームのトリガー

イベントログやメッセージがコールホームサーバーにいつ送信されるかを指定で
きます。

イベントトリガー
コールホームを有
効にします

コールホームのサポートを有効にします。これにより、
Oracle FS System は、指定されたサーバーにステータスメッ
セージを送信できます。

標準定期的コール
ホームを有効にし
ます

Oracle FS System イベントログのコールホームサーバーへ
の定期的な送信を有効にします。

開始日 定期的転送を開始する時間と日付を示しま
す。

間隔 システムがスケジュール済みの転送を実行
する発生の単位を示します。有効なオプシ
ョン:

毎日 スケジュール済みのタスクを
毎日実行します。

毎週 スケジュール済みのタスクを
毎週実行します。

毎月 スケジュール済みのタスクを
毎月実行します。

繰り返し 次のスケジュールされたコールホーム操作
を開始する前に待つ間隔の数を示します。
1 から 100 までの値を入力または選択しま
す。

デフォルトの間隔は毎週です。

大規模定期的コー
ルホームを有効に
します

コールホームのログにトレースログとパフォーマンス統計
が自動的に含まれるように、大規模ファイルをコールホーム
サーバーに送信できるようにします。
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開始日 定期的転送を開始する時間と日付を示しま
す。

間隔 システムがスケジュール済みの転送を実行
する発生の単位を示します。有効なオプシ
ョン:

毎日 スケジュール済みのタスクを
毎日実行します。

毎週 スケジュール済みのタスクを
毎週実行します。

毎月 スケジュール済みのタスクを
毎月実行します。

繰り返し 次のスケジュールされたコールホーム操作
を開始する前に待つ間隔の数を示します。
1 から 100 までの値を入力または選択しま
す。

デフォルトの間隔は毎週です。

コールホーム構成

コールホームサーバーの設定を指定します。イベントログやメッセージを受信す
る Oracle サーバーまたはローカルサーバーを構成できます。

Oracle Server を
使用

コールホームのログとメッセージが Oracle に送信されるよ
うに指定します。

サーバーア
ドレス

コールホームサーバー
(callhome.support.pillardata.com の) IP ア
ドレスまたはドメイン名を識別します。有
効なオプション:

• IP: SNMP サーバーの IP アドレス

• DNS: SNMP サーバーの DNS
(Domain Name Service)

SCP 経由で
接続します

1024 ビット暗号化とセキュアな鍵を使用し
て Oracle カスタマサポートにインターネ
ット経由で直接ファイルを転送する Secure
Copy (SCP) の使用を指定します。

HTTPS 経由
で接続しま
す

セキュアなインターネット接続経由で
Oracle サーバーにファイルを直接送信する
か、またはプロキシサーバーに送信します。

プロキシを
使用します

セキュリティー上の理由から、または
Oracle FS System がインターネットに直接
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アクセスできない場合、コールホームのロ
グをプロキシサーバー経由で送信します。

プロキシサ
ーバーアド
レス

プロキシサーバーの DNS サーバー名また
は IP アドレスを識別します。

プロキシサ
ーバーポー
ト

コールホームのログファイルを送信するた
めにプロキシサーバーが使用するポートを
識別します。

プロトコル プロキシサーバーにアクセスするためにコ
ールホームが使用するプロトコルのタイプ
を識別します。有効なオプション:

HTTP
SOCKS4
SOCKS5
不明

ローカルサーバー
を使用

ローカルサーバーの IP アドレスまたはドメイン名を提供す
ることによって、コールホームステータスメッセージがロー
カルサーバーに送信されるように指定します。

SCP サーバ
ー

1024 ビット暗号化とセキュアな鍵を使用し
て Oracle カスタマサポートにインターネ
ット経由で直接ファイルを転送する Secure
Copy (SCP) の使用を指定します。

リモートデ
ィレクトリ

コールホームのログファイルを格納するタ
ーゲットサーバー上のディレクトリのフル
パスを識別します。

パスワード認証 ローカルサーバーにアクセスするために認証が必要になる
ように指定します。ログイン資格情報または顧客指定の証
明書を使用して、ローカルサーバーへのアクセスを認証しま
す。

ユーザー名 ユーザーの名前を指定します。

パスワード ユーザー名に関連付けられたパスワードを
指定します。

大規模ファイル転
送を有効にします

コールホームのデータ転送にトレースログとパフォーマン
ス統計が含まれるかどうかを識別します。ログファイルの
サイズは制限されないため、大きくなる場合があります。

• Oracle カスタマサポートに送信されるメッセージに
トレースログとパフォーマンス統計が自動的に含ま
れるように大規模ファイルを許可するには、このオプ
ションを有効にします。
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• Oracle カスタマサポートに送信されるコールホーム
メッセージからトレースログとパフォーマンス統計
を除外するには、このオプションを無効にします。ト
レースログは、必要に応じて個別に収集、ダウンロー
ド、および送信できます。

ヘッダーで送信す
る最新のイベント
の数

コールホームステータスメッセージに含めるシステムイベ
ントの最大数を指定します。システムイベントの数は 0 以
上にしてください。

関連リンク

電子メール通知設定の構成

「レポートスケジュールの変更」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「レポートスケジュー
ル」 > 「アクション」 > 「変更」

選択されたレポートスケジュールのプロパティーを変更します。

スケジュール名 スケジュールの名前を入力します。この名前は、「レポート
スケジュール」ページの「名前」列に表示されます。名前を
指定しない場合、システムは無題のデフォルト名を使用しま
す。

注: 入力した名前は、「レポートスケジュール」に一覧表示さ
れたスケジュールを識別するために使用します。

たとえば、ストレージの使用に関する毎週のレポートを実行
する場合は、そのレポートを見つけやすくするためにスケジ
ュール名として「weeklystorageuse」と入力することがで
きます。レポートが生成されると、システム自体も、そのレ
ポートの名前を自動的に作成します。システムが作成する
名前は、ユーザーがレポートスケジュールに割り当てた名前
ではなく (StorageUse_1374861600286 などの) レポートタイ
プに基づいています。レポート名は、「生成されたレポート」
名前列に表示されます。

レポートタイプ SAN ホスト ストレージエリアネットワーク (SAN) に現
在含まれているホストサーバーと構成済み
コンポーネントの詳細な構成情報を提供し
ます。これらのデータには、SAN ホストの
オペレーティングシステム、ファイバチャ
ネルのイニシエータ、ファイバチャネルの
ポート、負荷分散の設定、LUN、および
SAN ホストについて説明するその他の情
報が含まれます。

ストレージ
パフォーマ
ンス

レポートが生成された時点での Oracle FS
System 上の LUN のパフォーマンス情報を
提供します。これらのパフォーマンスデー
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タには、各 LUN の読み取り操作数/秒、書
き込み操作数/秒、読み取りと書き込みの合
計操作数/秒、読み取り M バイト/秒、書き
込み M バイト/秒、および読み取りと書き込
みの合計 M バイト/秒が含まれます。

「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」
機能を使って、各 LUN のリアルタイム統計
情報を含む追加のストレージパフォーマン
スデータを表示できます。

ストレージ
の使用

Oracle FS System で現在使用可能なストレ
ージの容量情報を提供します。これらのデ
ータには、すべての使用可能なストレージ
の合計容量、割り当て済み容量、空き容量、
および準備中の容量が含まれます。合計容
量、割り当て済み容量、空き容量、および
準備中の容量のデータは、ストレージクラ
ス別でも表示されます。

1 ボリューム
あたりのス
トレージの
使用

Oracle FS System 上の各論理ボリュームの
容量情報を提供します。これらのデータに
は、ボリュームごとの割り当て済み容量、
最大容量、および使用済み容量が含まれま
す。

システム構
成

Oracle FS System およびそのすべてのコン
ポーネントの構成と現在のステータスに関
する詳細情報 (パイロット、コントローラ、
およびドライブエンクロージャーのシリア
ル番号、ファームウェアのバージョン、ポ
ート、ステータスなど) を提供します。

注: 「システム構成」レポートはレポートが
生成された時点でのシステム構成の記録を
提供するため、このレポートを生成してア
ーカイブすることをお勧めします。システ
ム変更の記録は、システム計画やカスタマ
サポートに役立ちます。

システム構
成のサマリ
ー

詳細な「システム構成」レポートに含まれる
パイロット、コントローラ、およびドライ
ブエンクロージャーの情報のサマリーを提
供します。これらのデータには、前述のコ
ンポーネントの現在のステータスとシステ
ム情報が含まれます。

有効 スケジュールされたレポートがアクティブまたは非アクテ
ィブのどちらであるかを指定します。スケジュールされた
レポートをアクティブにするには、「有効」チェックボック
スにチェックマークを付けます。スケジュールされたレポ
ートをアクティブにしない場合は、「有効」チェックボック
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スにチェックマークを付けないでください。スケジュール
されたレポートは引き続き「レポートスケジュール」の下に
表示されますが、レポートは生成されません。

開始時間 レポートの生成を開始する日時を指定します。

スケジュール頻度 スケジュールによってレポートを生成する頻度を指定しま
す。頻度には次が含まれます。

• 1 回のみ実行

• 毎時

• 毎日

• 毎週

繰り返し このスケジュールされたレポートを次に生成するまでの時
間、日数、および週数を指定します。レポートを生成する特
定の日を指定することもできます。

関連リンク

レポートスケジュールを変更する

「セキュリティー設定の変更」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「セキュリティー」 > 「ア
クション」 > 「変更」

アカウントセキュリティーのプロパティーやログインのウェルカムメッセージを
更新します。

アカウントセキュリティー

許可されたログイ
ン試行の連続失敗
回数

管理者が Oracle FS System にログインしようとして失敗す
ることが許される回数を識別します。ログイン試行の失敗
回数がこの制限を超えると、システムはそのアカウントをロ
ックアウトします。アカウントのロックを解除できるのは、
プライマリシステム管理者と、管理者 1 の役割を持つ管理者
だけです。

すべての管理者の
セッションタイム
アウト期間 (分)

管理者セッションが終了されるまでの非アクティブの制限
時間を識別します。この値を変更しても、進行中のセッショ
ンは影響を受けません。この値を変更したあとに開始した
セッションは、変更されたセッションタイムアウト値を使用
します。

セッションタイムアウトのデフォルト値は 20 分です。受け
入れられる値の範囲は 1 から 999 です。

管理者が指定された時間非アクティブであった場合、
Oracle FS System はセッションが期限切れになることを管
理者に自動的に通知します。管理者がその通知に 30 秒以内

「システム」タブの参照ページ

380



に応答しない場合、管理者はシステムからログオフされま
す。

セッションタイムアウト期間は、Oracle FS System Manager
のプロパティーダイアログとポップアップウィンドウにの
み適用されます。システムのステータスや健全性を検証す
るために発生するアクティビティーのため、セッションタイ
ムアウト期間はメインウィンドウには適用されません。

ログイン画面メッセージ

システム管理者が Oracle FS System にログインしたときに表示されるメッセー
ジを指定します。最大 256 の Unicode 文字を入力できます。

関連リンク

セキュリティー設定の変更

「SNMP ホストの変更」ダイアログ
ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「SNMP」 > 「アクショ
ン」 > 「変更」

SNMP (Simple Network Management Protocol) トラップホストのプロパティー
を変更します。

名前 SNMP ホストの名前を識別します。

ホスト IP Oracle FS System の SNMP 情報を受信するクライアントの
IP アドレスまたはドメイン名を識別します。

コミュニティー文
字列

Oracle FS System が SNMP ホストにイベントトラップを送
信するときに使用するコミュニティー文字列を識別します。

注: 管理者が読み取り専用アクセスのコミュニティー文字列
を指定しなかった場合、SNMP サーバーおよびクライアント
は一般に public を使用します。

トラップを受信し
ます

SNMP ホストが自身に送信されたイベントトラップを受信
することを示します。

トラップポート番
号

イベントトラップを送信するために使用する SNMP ホスト
ポート番号を識別します。

重要度しきい値 システムがイベントトラップによって SNMP ホストに送信
するイベントの重要度しきい値を識別します。

重要度レベル:

• 情報

• 警告
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• クリティカル

関連リンク

SNMP ホストを変更する

「ストレージドメインの変更」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ストレージドメイン」 > 「アクション」 > 「ス
トレージドメインの変更」

選択されたストレージドメインのプロパティーを変更します。

ストレージクラスごとのストレージドメインの容量

選択されたストレージドメインのストレージクラスとその容量をグラフで表示し
ます。

有効なメディアタイプ:

パフォーマンス
SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化されたソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納されることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込みパフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォーマンスデ
ィスク

高速なハードディスクドライブ (HDD) にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラスでは、容量をあ
る程度犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作のアクセス
時間および待機時間を短縮します。

容量ディスク 大容量の交換型 HDD にデータが格納されることを指定し
ます。このストレージクラスでは、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テープストレージがオプションに
含まれていないストレージシステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

システムは、ストレージクラスごとに、ストレージドメインの物理容量をグラフ
で表示します。このグラフでは、各ストレージクラスの容量ステータスを示す異
なる太さの色付きのバーが使用されます。各グラフの上にマウスポインタを置く
と、容量のタイプが表示されます。

注: ドライブの製造元がドライブ容量の表示に 10 進数 (10 乗) を使用している場
合があります。Oracle FS System では物理ストレージの容量と論理ボリュームの
サイズの表示にバイナリ (2 乗) を使用しています。

1M バイト = 10242 (1,048,576) バイト
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1G バイト = 10243 (1,073,741,824) バイト
1T バイト = 10244 (1,099,511,627,776) バイト

可能性のある物理ストレージ容量:

空き領域 指定された次の要素での割り当てに使用できる容量を表示
します:ストレージクラス。

使用済み容量 データとシステムオーバーヘッドによって消費される容量
を表示します。

合計容量 次の要素から提供される raw 容量の合計を表示します:指定
されたストレージクラス内で定義されているドライブグル
ープ。

割り当て済み領域 指定された次の要素にあるすべてのストレージクラスに対
して割り当てと指定が行われた容量を表示します: ストレー
ジクラス。

準備中の容量 初期化されている容量を表示します。この値は、通常、ボリ
ュームが削除された結果として得られます。指定された次
の要素に関して、この値はしだいに減少しますが、その分だ
け空き領域の値は増加します:ストレージクラス。

論理容量への割り
当て済み最大容量

ストレージクラスに許可される最大増加容量を表示します。

名前 ストレージドメインの名前を指定します。この名前は
Oracle FS System 内で一意である必要があります。

ストレージドメイン名は、最大 82 個の UTF-8 出力可能文字
で構成できます。この名前に次の文字を含めることはでき
ません。

• / (スラッシュ)

• \\ (バックスラッシュ)

• . (ドット)

• .. (ドットドット)

• タブ

バックグラウンド
プロセスの優先度

システムに
よる選択

(デフォルト) システムが、バックグラウン
ドデータ移動に必要なリソースと、受信ク
ライアント I/O へのサービス提供に必要な
リソースとのバランスを取るように指定し
ます。

影響の最小
化

バックグラウンドのデータ移動処理に割り
当てられるシステムリソースの量をシステ
ムが制限することを指定します。このオプ
ションは、クライアント I/O に対する影響
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を最小限に抑えます。高負荷のストレージ
ドメインで推奨されます。

速度の最大
化

システムがバックグラウンドのデータ移動
処理に高い優先度でリソースを割り当てる
ことを指定します。このオプションでは、
クライアント I/O で使用可能なシステムリ
ソースの量が減少します。低負荷のストレ
ージドメインで推奨されます。

自動 QoS リバラ
ンスの有効化

ストレージドメインにドライブグループを追加したとき、シ
ステムがドライブグループ間で既存のボリュームのバラン
スをとるように指定します。有効になっている場合、システ
ムは既存のボリュームのデータをストレージドメイン内の
すべてのドライブグループに分散させます。このオプショ
ンを選択しない場合は、ストレージドメイン内の既存のドラ
イブグループにわたるデータ分散が保持されます。

階層再割り当ての
有効化

このストレージドメイン内に存在するすべての階層データ
のデータプログレッションを有効にするように指定します。
個々のオブジェクトの階層再割り当ては無効になっている
可能性があります。ストレージドメインのレベルで階層再
割り当てを有効にしても、階層再割り当てが無効になってい
るオブジェクトはオーバーライドされません。デフォルト
では有効です。

階層再割り当て統
計情報の収集の有
効化

Oracle FS System がストレージドメインのデータ使用パタ
ーンを内部的に収集することを指定します。このパターン
はデータの最適なストレージクラスを判断するために分析
されます。デフォルトでは有効です。別のプロファイルを
テストする必要がないかぎり、この設定を変更しないでくだ
さい。

テストのためにストレージプロファイルを変更していて、テ
スト中に統計情報を収集したくない場合はこの設定を無効
にします。これにより将来の階層再割り当てがゆがめられ
る可能性があるため、テスト中は階層再割り当て統計情報を
収集しないでください。テストを完了したら、階層再割り当
て統計情報の収集を有効にします。

注: 階層再割り当て統計情報の収集を有効または無効にして
も、CPU、ドライブグループ、ファイルシステム、または
LUN に関して表示できる統計情報には影響を与えません
(これらは別の一連の統計情報です)。

自動階層スキャンオプション (詳細)
データを別のストレージクラスに移動する際の自動階層アルゴリズムを最適化し
ます。自動階層がアプリケーションのアクティビティーに合わせてアクセス頻度
の高いデータブロックとアクセス頻度の低いデータブロックを移動する間隔を指
定できます。
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注: 自動階層スキャンオプションをロック解除するには、ロックアイコンを選択
します。ロックアイコンを再度選択すると、フィールドをロック解除したときの
状態に値がリセットされます。

パフォーマンス最
適化スキャンサイ
クル

自動階層がアクセス頻度の高いデータブロックをパフォー
マンスの高いストレージクラスに移動するためにスキャン
する頻度 (時間単位) を指定します。

たとえば、値を 32 にすると、自動階層が 32 時間ごとにシス
テムをスキャンして、アクセス頻度の高いデータブロックを
パフォーマンスの高いストレージクラスに移動します。

このフィールドを更新すると、「n 時間スキャンサイクルの
数」フィールドのラベルが影響を受けます。たとえば、値を
32 にすると、「n 時間スキャンサイクルの数」のラベルが「32
時間スキャンサイクルの数」に変更されます。

1 から 168 までの値を入力します。

n 時間スキャンサ
イクルの数

自動階層がコスト最適化スキャンサイクルを実行する前に
パフォーマンス最適化スキャンサイクルを実行する頻度を
指定します。「n 時間スキャンサイクルの数」フィールドに
入力した値に「パフォーマンス最適化スキャンサイクル」フ
ィールドに入力した値を掛けて得られた値が、「コスト最適
化スキャンサイクル」フィールドに設定されます。

たとえば、値を 5 にすると、自動階層はパフォーマンス最適
化スキャンサイクルを 5 回実行するたびにコスト最適化ス
キャンサイクルを実行して、アクセス頻度の低いデータをコ
ストの低いストレージクラスに移動します。

2 から 31 までの値を入力します。

コスト最適化スキ
ャンサイクル

(読み取り専用) 自動階層がアクセス頻度の低いデータブロ
ックをコストの低いストレージクラスに移動するためにス
キャンする頻度 (時間単位) を表示します。

このフィールドに表示される値は、「パフォーマンス最適化
スキャンサイクル」フィールドに入力した値と「n 時間スキ
ャンサイクルの数」フィールドに入力した値の積として計算
されます。

たとえば、200 時間ごとにアクセス頻度の低いデータブロッ
クをコストの低いストレージクラスに移動するように自動
階層を設定するには、次の値を入力します。

• パフォーマンス最適化スキャンサイクル: 25
• 25 時間スキャンサイクルの数: 8

「コスト最適化スキャンサイクル」フィールドに「200」が表
示されます。この例では、入力した値によって、25 時間ご
とにパフォーマンス最適化スキャンを実行するように自動
階層に指示されます。次に、自動階層は 8 回目のスキャンサ
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イクル (または 200 時間) ごとにコスト最適化スキャンを実
行して、アクセス頻度の低いデータブロックをコストの低い
ストレージクラスに移動します。

自動階層化された LUN で許可されたストレージ容量
ストレージドメインの各ストレージクラスに対する自動階層の再割り当て専用と
なるストレージ容量の最大割合を示します。使用可能なストレージクラスごとに
割合を入力します。

デフォルト値は 100% です。

関連リンク

QoS Plus 用のストレージ容量を制限する
自動階層スキャンを最適化する

ストレージドメインの名前を変更する

バックグラウンドプロセスの優先度を更新する

階層再割り当てオプションを更新する

「システム時間の変更」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「システム時間」 > 「アク
ション」 > 「変更」

Oracle FS System のクロック時間を NTP (Network Time Protocol) サーバーと同
期させるか、または日付と時間を手動で設定するようにシステム時間のプロパテ
ィーを変更します。

外部時間ソースの
使用

Oracle FS System がそのクロックを NTP (Network Time
Protocol) サーバーと同期させることを識別します。システ
ムがそのクロックを同期させる対象としてプライマリ NTP
サーバーと最大 2 台の代替 NTP サーバーを指定できます。
プライマリ NTP サーバーと最大 2 台の代替 NTP サーバー
に割り当てる IP アドレスを次のフィールドに入力します。

• NTP サーバー 1

• NTP サーバー 2

• NTP サーバー 3

プライマリ NTP サーバーが使用できない場合は、Oracle FS
System が使用可能な NTP サーバーに接続するまで、システ
ムは代替 NTP サーバーをラウンドロビン方式でポーリング
します。最大 2 台の代替 NTP サーバーの IP アドレスまた
は DNS 名を入力します。

内部ハードウェア
クロックの使用

Oracle FS System がそのクロックを、ユーザーが手動で設定
した日付と時間と同期させることを識別します。Oracle FS
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System のクロックは互いに同期されるため、それらの時間
はネットワーク内のその他のクロックとは異なる可能性が
あります。

日付/時間 Oracle FS System の日付と時間を設定できるウィザードを
表示します。設定した時間は、内部的に調整標準時 (省略形
は UTC) 形式に変換されます。

関連リンク

Oracle FS System の時間を変更する

「UPS の変更」ダイアログ
ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「UPS」 > 「アクション」 >
「UPS の変更」

選択された無停電電源装置 (UPS) デバイスのプロパティーを変更します。たと
えば、その UPS デバイスを代替 SNMP (Simple Network Management Protocol)
コミュニティー文字列に割り当てることができます。

名前 UPS デバイスの名前を識別します。UPS 名は、Oracle FS
System 全体で一意となる 256 文字以下の UTF-8 文字列に
する必要があります。

IP アドレス 外部 UPS デバイスに割り当てられた IP アドレスを識別し
ます。

SNMP コミュニ
ティー

Oracle FS System によって生成されるトラップのうち、特定
のトラップホストが受信するトラップのコミュニティーを
識別します。トラップホストごとに異なるコミュニティー
文字列を指定することで、複数の管理者がそれぞれ特定のタ
イプの SNMP トラップを受信できるようになります。デフ
ォルトのコミュニティー文字列は public (小文字) です。デ
フォルトのコミュニティー文字列を変更することをお勧め
します。

注: ここで入力されるこのコミュニティー文字列は、UPS デ
バイス上で構成されているコミュニティー文字列に一致し
ている必要があります。

現在のステータス

UPS デバイスに関する読み取り専用の詳細とステータスを提供します。

モデル UPS デバイスのモデル番号を識別します。

ファームウェアリ
ビジョン

UPS デバイスにインストールされているファームウェアバ
ージョンを識別します。

シリアル番号 UPS デバイスのシリアル番号を識別します。
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電源 UPS の電源を識別します。有効な電源:

• AC (交流)

• バッテリ

• 不明

バッテリステータ
ス

UPS のバッテリのステータスを識別します。有効な値:

• 通常

• 警告

• クリティカル

• 不明

通信ステータス UPS デバイスと Oracle FS System システム間の通信ステー
タスを識別します。有効な値:

• OK

• 失敗

関連リンク

UPS デバイスを変更する

「ネットワーク」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ネットワーク」

Oracle FS System のネットワークプロパティーを一覧表示します。

管理インタフェース

DHCP 有効 動的ホスト構成プロトコル (DHCP) が有効であるかどうか
を指定します。

IP アドレス パイロット に割り当てられているパブリックまたは共有 IP
アドレスを識別します。この IP アドレスは、管理者が管理
インタフェース経由で Oracle FS System にアクセスするた
めに使用します。

サブネットマスク パイロット に永続的に割り当てられるパブリック IP アド
レスのサブネットワークマスクを割り当てます。

ゲートウェイ Oracle FS System (パイロット) がメンバーになっているサ
ブネットワーク内のゲートウェイネットワークノードの IP
アドレスを割り当てます。

MAC アドレス アクティブな パイロット ノードの一意のネットワーク識別
子を識別します。パイロット ノードで障害が発生した場合

「システム」タブの参照ページ

388



は、パッシブノードがアクティブノードになります。MAC
アドレスは、以前のパッシブノードの一意のネットワーク識
別子に変更されます

速度 管理インタフェースが動作している実際のポート速度と全
二重モードを識別します。

DNS 設定
プライマリ DNS
サーバー

IP アドレスを解決するために使用されるプライマリドメイ
ンネームサーバー (DNS) の IP アドレスを識別します。

セカンダリ DNS
サーバー

プライマリ DNS サーバーに到達できない場合に使用される
セカンダリ DNS サーバーの IP アドレスを識別します。

通知

電子メール有効 システムイベントの受信者に通知するための電子メールが
有効になっているかどうかを識別します。

電子メールサーバ
ー IP

システムイベント通知を受信する SMTP (Simple Mail
Transfer Protocol) サーバーの IP アドレスを識別します。

電子メールサーバ
ーポート

SMTP サーバーが着信電子メール要求を待機するポートを
識別します。

電子メールフラッ
ド攻撃回避

(オプション) Oracle FS System が同じイベントの管理者に
イベント通知の電子メールを送信する前に待つ間隔 (秒単
位) を指定します。

イベントトリガー イベントトリガーコールホームが有効になっているかどう
かを示します。

標準定期的 標準のコールホームメッセージがスケジュールされ、有効に
なっているかどうかを示します。

大規模定期的 大規模なコールホームメッセージがスケジュールされ、有効
になっているかどうかを示します。

大規模ファイル 大規模ファイルがコールホームサーバーに送信されるかど
うかを示します。

コールホームマト
リックスのバージ
ョン

コールホームマトリックスのリビジョンレベルを示します。

「パイロット」概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「パイロット」

Oracle FS System にインストールされている パイロット のステータスを表示し
ます。
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パイロット 1 または 2 のラベルが付けられている パイロット を識別し
ます。

ステータス パイロット の現在のステータスを表示します。「通常」のス
テータスにアクションは必要ありません。

モード パイロット の現在の動作モードを表示します。有効なオプ
ション:

アクティブ 管理者が要求するすべての構成タスクをど
の パイロット が実行するかを示します。

スタンバイ セカンダリデバイスとして機能し、アクテ
ィブ パイロット がこのスタンバイ パイロ
ット にフェイルオーバーしないかぎり何も
行わないのはどの パイロット かを示しま
す。

OS のバージョン パイロット のオペレーティングシステムバージョンを識別
します。

サーバーのバージ
ョン

Oracle FS System にインストールされているソフトウェア
バージョンを識別します。

シリアル番号 パイロット に割り当てられているシリアル番号を識別しま
す。

注: Oracle FS System のシリアル番号 (パイロット のシリア
ル番号とは異なるシリアル番号) は、「システム情報」パネル
に表示されます。

関連リンク

パイロットのプロパティーを表示する

「ストレージドメインからの削除」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ストレージドメイン」 > 「アクション」 > 「ス
トレージドメインからの削除」

選択されたドライブグループをストレージドメインから削除します。

ドライブグループがストレージドメインから削除されると、そのドライブグルー
プは「未割り当て」として表示されます。ドライブグループをあるストレージド
メインから別のストレージドメインに移動する場合は、そのドライブグループを
ストレージドメインから削除したあと、別のストレージドメインに追加します。

注: ストレージドメインからドライブグループが削除されるまでに何時間もかか
る可能性があり、システムは一度に 1 つの削除しか処理しません。このため、削
除する必要があるすべてのドライブを選択して、1 回の操作でドライブグループ
を削除することをお勧めします。
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移行ポリシー システムに
よる選択

(デフォルト) システムが、バックグラウン
ドデータ移動に必要なリソースと、受信ク
ライアント I/O へのサービス提供に必要な
リソースとのバランスを取るように指定し
ます。

影響の最小
化

バックグラウンドのデータ移動処理に割り
当てられるシステムリソースの量をシステ
ムが制限することを指定します。このオプ
ションは、クライアント I/O に対する影響
を最小限に抑えます。高負荷のストレージ
ドメインで推奨されます。

速度の最大
化

システムがバックグラウンドのデータ移動
処理に高い優先度でリソースを割り当てる
ことを指定します。このオプションでは、
クライアント I/O で使用可能なシステムリ
ソースの量が減少します。低負荷のストレ
ージドメインで推奨されます。

関連リンク

ストレージドメインからドライブグループを削除する

レポートスケジュールの概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「レポートスケジュー
ル」

レポートスケジュールを管理します。このページでスケジュールを作成、削除、
および変更できます。

名前 スケジュールのユーザー定義名を表示します。

レポートタイプ SAN ホスト ストレージエリアネットワーク (SAN) に現
在含まれているホストサーバーと構成済み
コンポーネントの詳細な構成情報を提供し
ます。これらのデータには、SAN ホストの
オペレーティングシステム、ファイバチャ
ネルのイニシエータ、ファイバチャネルの
ポート、負荷分散の設定、LUN、および
SAN ホストについて説明するその他の情
報が含まれます。

ストレージ
パフォーマ
ンス

レポートが生成された時点での Oracle FS
System 上の LUN のパフォーマンス情報を
提供します。これらのパフォーマンスデー
タには、各 LUN の読み取り操作数/秒、書
き込み操作数/秒、読み取りと書き込みの合
計操作数/秒、読み取り M バイト/秒、書き
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込み M バイト/秒、および読み取りと書き込
みの合計 M バイト/秒が含まれます。

「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」
機能を使って、各 LUN のリアルタイム統計
情報を含む追加のストレージパフォーマン
スデータを表示できます。

ストレージ
の使用

Oracle FS System で現在使用可能なストレ
ージの容量情報を提供します。これらのデ
ータには、すべての使用可能なストレージ
の合計容量、割り当て済み容量、空き容量、
および準備中の容量が含まれます。合計容
量、割り当て済み容量、空き容量、および
準備中の容量のデータは、ストレージクラ
ス別でも表示されます。

1 ボリューム
あたりのス
トレージの
使用

Oracle FS System 上の各論理ボリュームの
容量情報を提供します。これらのデータに
は、ボリュームごとの割り当て済み容量、
最大容量、および使用済み容量が含まれま
す。

システム構
成

Oracle FS System およびそのすべてのコン
ポーネントの構成と現在のステータスに関
する詳細情報 (パイロット、コントローラ、
およびドライブエンクロージャーのシリア
ル番号、ファームウェアのバージョン、ポ
ート、ステータスなど) を提供します。

注: 「システム構成」レポートはレポートが
生成された時点でのシステム構成の記録を
提供するため、このレポートを生成してア
ーカイブすることをお勧めします。システ
ム変更の記録は、システム計画やカスタマ
サポートに役立ちます。

システム構
成のサマリ
ー

詳細な「システム構成」レポートに含まれる
パイロット、コントローラ、およびドライ
ブエンクロージャーの情報のサマリーを提
供します。これらのデータには、前述のコ
ンポーネントの現在のステータスとシステ
ム情報が含まれます。

開始時間 レポートの生成を開始する日時を指定します。

頻度 スケジュールによってレポートを生成する頻度を指定しま
す。頻度には次が含まれます。

• 1 回のみ実行

• 毎時
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• 毎日

• 毎週

有効 スケジュールされたレポートをアクティブにするかどうか
を指定します。

「レポートスケジュールの変更」ダイアログで、レポートス
ケジュールをアクティブ化または非アクティブ化できます。
レポートの生成を停止するには、「有効化」チェックボック
スのチェックを外して、レポートが非アクティブになるよう
にレポートスケジュールを変更します。スケジュールが非
アクティブである場合は、「有効化」チェックボックスにチ
ェックマークを付けて、レポートがアクティブになるように
スケジュールを変更します。

レポートおよび統計の概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「レポートおよび統計」

「レポートスケジュール」の概要ページおよび「生成されたレポート」の概要ペー
ジへのリンクを表示します。

特定の時間にレポートが生成されるようにスケジュールできます。リアルタイム
のレポートを生成することもできます。

Oracle FS System は次の情報を収集し、レポートで使用できるようにします。

• SAN ホストの統計情報

• ストレージとパフォーマンスの情報

• システム構成情報

レポートスケジュ
ール

レポートスケジュールの概要ページが開きます。このペー
ジで、スケジュールされているレポートを表示したり、スケ
ジュールされているレポートを変更したり、特定の時間にレ
ポートが生成されるようにスケジュールしたりできます。

生成されたレポー
ト

生成されたレポートの概要ページが開きます。このページ
で、レポートを表示したり、リアルタイムのレポートを生成
したり、ユーザーが選択した場所にレポートをダウンロード
したりできます。

ドライブグループ
の統計

ドライブグループの統計の概要ページが開きます。このペ
ージで、ドライブグループの統計を生成したり、それをユー
ザーが選択した場所にダウンロードしたりできます。

CPU の統計 CPU の統計の概要ページが開きます。このページで、コン
トローラの CPU の統計を生成したり、それをユーザーが選
択した場所にダウンロードしたりできます。
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セキュリティーの概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「セキュリティー」

管理者アカウントのセキュリティー構成を一覧表示します。管理者は、このペー
ジでセキュリティープロパティーを管理できます。

アカウントセキュリティー

許可されたログイ
ン試行の連続失敗
回数

管理者が Oracle FS System にログインしようとして失敗す
ることが許される回数を識別します。ログイン試行の失敗
回数がこの制限を超えると、システムはそのアカウントをロ
ックアウトします。アカウントのロックを解除できるのは、
プライマリシステム管理者と、管理者 1 の役割を持つ管理者
だけです。

すべての管理者の
セッションタイム
アウト期間 (分)

管理者セッションが終了されるまでの非アクティブの制限
時間を識別します。この値を変更しても、進行中のセッショ
ンは影響を受けません。この値を変更したあとに開始した
セッションは、変更されたセッションタイムアウト値を使用
します。

セッションタイムアウトのデフォルト値は 20 分です。受け
入れられる値の範囲は 1 から 999 です。

管理者が指定された時間非アクティブであった場合、
Oracle FS System はセッションが期限切れになることを管
理者に自動的に通知します。管理者がその通知に 30 秒以内
に応答しない場合、管理者はシステムからログオフされま
す。

セッションタイムアウト期間は、Oracle FS System Manager
のプロパティーダイアログとポップアップウィンドウにの
み適用されます。システムのステータスや健全性を検証す
るために発生するアクティビティーのため、セッションタイ
ムアウト期間はメインウィンドウには適用されません。

ログイン画面メッセージ

システム管理者が Oracle FS System にログインしたときに表示されるメッセー
ジを指定します。最大 256 の Unicode 文字を入力できます。

「イベントログフィルタの設定」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベントログ」 >
「アクション」 > 「イベントログフィルタの設定」

Oracle FS System システムに構成されたイベントフィルタを作成および変更しま
す。
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イベントカテゴリ イベントカテゴリのリストを識別します。次から選択しま
す。

セキュリテ
ィー

セキュリティーの問題 (未承認の要求など)
を通知するイベント。

監査 ユーザーが行なっていること (実行してい
る操作など) を追跡するイベント。

システム システムの問題 (ドライブエンクロージャ
ーまたはコントローラが見つからないなど)
を通知するイベント。

イベント重大度 イベントタイプのリストを識別します。次から選択します。

情報 情報のみのイベントにアクションは必要あ
りません。

警告 都合のよいときに対処できるマイナーな状
態に即座のアクションは必要ありません。

クリティカ
ル

システム障害またはオフライン状態を回避
するために、即座のアクションが必要です。

イベント日付範囲 イベントを発生した日付でフィルタ処理するかどうかを示
します。

日付範囲内
で発生した
イベントを
表示します

「開始日付」および「終了日付」オプション
をアクティブ化するには、このオプション
を選択します。イベントをタイプと重大度
レベルでのみフィルタ処理するには、この
オプションをクリアします。

開始日付 この日付以降に発生し、かつ選択されたフ
ィルタに一致するイベントが表示されるよ
うに日付を指定します。

終了日付 この日付以前に発生し、かつ選択されたフ
ィルタに一致するイベントが表示されるよ
うに日付を指定します。

デフォルトにリセ
ット

このページをデフォルト値にリセットします。このオプシ
ョンを選択すると、「イベント重大度」と「イベントカテゴ
リ」のすべてが有効になり、設定されたすべての日付範囲が
クリアされます。

関連リンク

イベントログのエントリをフィルタリングする

SNMP ホストの概要ページ
ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「SNMP」
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SNMP (Simple Network Management Protocol) ソフトウェア機能をサポートす
るホストが作成されたかどうかを表示します。

このページには、SNMP ホストの設定を変更したり、SNMP ホストを削除したり
するオプションが用意されています。

名前 SNMP ホストの名前を識別します。

承認されたホスト
IP

Oracle FS System の SNMP 情報を受信するクライアントの
IP アドレスまたはドメイン名を識別します。

コミュニティー文
字列

Oracle FS System が SNMP ホストにイベントトラップを送
信するときに使用するコミュニティー文字列を識別します。

注: 管理者が読み取り専用アクセスのコミュニティー文字列
を指定しなかった場合、SNMP サーバーおよびクライアント
は一般に public を使用します。

トラップの受信 SNMP ホストが自身に送信されたイベントトラップを受信
することを示します。

関連リンク

SNMP ホストを表示する

ステータスのサマリーの概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「アラートとステータス」 > 「ステータスのサマ
リー」

Oracle FS System に取り付けられている パイロット、コントローラ、およびドラ
イブエンクロージャーのステータスと健全性を表示します。

Oracle FS System にレプリケーションエンジン (Oracle MaxRep for SAN または
Oracle MaxRep for NAS) が構成されている場合は、レプリケーションエンジンに
関する情報も表示されます。

Oracle FS System に無停電電源装置 (UPS) が構成されている場合は、UPS に関す
る情報も表示されます。

パイロット

「パイロット」表には次の情報が一覧表示されます。

パイロット パイロット の動作ステータスを表示します。

モード パイロット の現在の動作モードを表示します。

アクティブ 現在アクティブな パイロット として機能
し、リクエストされたすべての構成タスク
を実行するサーバーを示します。
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スタンバイ 現在スタンバイ パイロット として機能し、
フェイルオーバー時にのみ構成タスクを実
行するサーバーを示します。

ステータス パイロット のステータスを表示します。

 (通常) 通常ステータスの場合、必要になるアクシ
ョンはありません。

 (警告) 警告ステータスの場合、アクションが必要
になります。

 (クリティ
カル)

クリティカルステータスの場合、アクショ
ンが必要になります。

注: コンポーネントのステータスに関する詳細を入手するには、コンポーネント
を選択します。

コントローラ

「コントローラ」表には次の情報が一覧表示されます。

コントローラ名 ハードウェアコンポーネントの名前を一覧表示します。

サービスタイプ コントローラのタイプ () を一覧表示します。

ステータス コントローラのステータスを識別します。

 (通常) 通常ステータスの場合、必要になるアクシ
ョンはありません。

 (警告) 警告ステータスの場合、アクションが必要
になります。

 (クリティ
カル)

クリティカルステータスの場合、アクショ
ンが必要になります。

注: コンポーネントのステータスに関する詳細を入手するには、コンポーネント
を選択します。

レプリケーションエンジン

サービスのステー
タス

レプリケーションエンジンで実行されているプロセスの健
全性を識別します。

エージェントのス
テータス

Oracle FS System に登録された Oracle MaxRep for SAN エ
ージェントの通信ステータスを識別します。

名前 レプリケーションエンジンの名前を識別します。

IP アドレス レプリケーションエンジンまたは高可用性レプリケーショ
ンエンジンクラスタの IP アドレスを識別します。
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UPS
「UPS (無停電電源装置)」表には次の情報が一覧表示されます。

名前 外部 UPS デバイスに割り当てられた名前を識別します。

電源 UPS の電源を識別します。有効な電源:

• AC (交流)

• バッテリ

• 不明

バッテリステータ
ス

UPS のバッテリのステータスを識別します。有効な値:

• 通常

• 警告

• クリティカル

• 不明

ドライブエンクロージャー

「ドライブエンクロージャー」表には次の情報が一覧表示されます。

ドライブエンクロ
ージャー名

ハードウェアコンポーネントの名前を一覧表示します。

ステータス  (通常) 通常ステータスの場合、必要になるアクシ
ョンはありません。

 (警告) 警告ステータスの場合、アクションが必要
になります。

 (クリティ
カル)

クリティカルステータスの場合、アクショ
ンが必要になります。

注: コンポーネントのステータスに関する詳細を入手するには、コンポーネント
を選択します。

イベントログ

「イベントログ」表には次の情報が一覧表示されます。

重大度 Oracle FS System イベントログ内のエントリの重大度レベ
ルを表示します。可能性のある重大度レベルは次のとおり
です。

情報 情報のみのイベントにアクションは必要あ
りません。
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警告 都合のよいときに対処できるマイナーな状
態に即座のアクションは必要ありません。

クリティカ
ル

システム障害またはオフライン状態を回避
するために、即座のアクションが必要です。

イベント数 Oracle FS System で発生したイベントの数。

イベント通知

「イベント通知」表には次の情報が一覧表示されます。

受信者数 電子メール受信者の合計数を示します。

無効になっている
電子メールサブス
クリプション

現在無効になっているイベント通知の数を示します。

有効になっている
電子メールサブス
クリプション

現在有効になっているイベント通知の数を示します。

モニターされてい
るシステムイベン
トの数

モニターされているイベントの数を示します。

リフレッシュ

ページを最新のデータで更新します。

ストレージドメインの概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ストレージドメイン」

この Oracle FS System に定義されている各ストレージドメインのプロパティー
を一覧表示します。

名前 次を指定します: ストレージドメインの名前 (およびドメイ
ンに割り当てられているドライブグループの名前)。

注: ストレージドメイン内のプライマリドライブグループ
は、このアイコン  によって示されます。プライマリドラ
イブグループには、システム構成情報が含まれています。

ストレージドメイ
ンステータス

ストレージドメインの動作状態を提供します。

ステータス状態は次のとおりです。

通常 アクションは不要であることを示します。

バックグラ
ウンドアク

ストレージドメインに影響を及ぼすプロセ
スが実行中であることを示します。たとえ
ば、「ストレージドメインのコンパクト化」
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ティビティ
ー

プロセスを起動した場合、ストレージドメ
インのステータスが「通常」から「バック
グラウンドアクティビティー」に変わりま
す。

ドライブグループ
ステータス

ドライブグループの動作状態を示します。

ステータス状態は次のとおりです。

通常 ドライブはアクセス可能であり、アクショ
ンは不要です。

機能低下の
警告

1 つのドライブが故障しましたが、まだクリ
ティカルな状態ではありません。これはダ
ブルパリティーにのみ適用されます。

機能低下の
クリティカ
ル

2 つ以上のドライブが故障しました。ドラ
イブがあと 1 つ失われると、障害が発生し
ます。

失敗 複数のドライブが故障しました。ドライブ
はオフラインになっており、データが失わ
れている可能性があります。

階層の再割り当て ストレージドメインの階層の再割り当てステータスを識別
します。階層の再割り当てを有効にすると、Oracle FS
System はリソースを専用に割り当て、統計データと QoS 優
先度プロパティーを使用してストレージ階層間でデータを
移行します。

有効な状態:

有効 ストレージドメインで階層の再割り当てが
アクティブであることを示します。有効に
すると、このストレージドメインで使用率
の高いデータをパフォーマンスの高いスト
レージ階層に移行できます。

無効 ストレージドメインで階層の再割り当てが
アクティブでないことを示します。無効に
すると、このストレージドメインで使用率
の高いデータをパフォーマンスの高いスト
レージ階層に移行できません。

統計収集が
無効

Oracle FS System がデータを移行するため
に使用する統計データが収集されないこと
を示します。階層の再割り当てプロセスに
は統計データが必要なため、Oracle はこの
オプションを使用しないことをお勧めしま
す。
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階層の再割
り当てが無
効

階層の再割り当てがアクティブでないこと
を示します。統計収集はアクティブです。

メディアタイプ ドライブグループを構成する物理メディアのカテゴリを指
定します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

エンクロージャー
シャーシ ID

ドライブエンクロージャーの数値識別子を表示します。「エ
ンクロージャーシャーシ ID」はドライブエンクロージャー
の前面に表示されます。数値の範囲は 01 から 99 まで (16
進値の A0 から FF まで) です。

物理容量

注: ドライブの製造元がドライブ容量の表示に 10 進数 (10 乗) を使用している場
合があります。Oracle FS System では物理ストレージの容量と論理ボリュームの
サイズの表示にバイナリ (2 乗) を使用しています。

1M バイト = 10242 (1,048,576) バイト
1G バイト = 10243 (1,073,741,824) バイト
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1T バイト = 10244 (1,099,511,627,776) バイト

割り当て済み 指定された次の要素にあるすべての論理ボリュームに対し
て割り当てと指定が行われた容量を表示します: ストレージ
ドメイン。

空き 指定された次の要素での割り当てに使用できる容量を表示
します:ストレージドメイン。

準備中 初期化されている容量を表示します。この値は、通常、ボリ
ュームが削除された結果として得られます。指定された次
の要素に関して、この値はしだいに減少しますが、その分だ
け空き領域の値は増加します:ストレージドメイン。

合計容量 次の要素から提供される raw 容量の合計を表示します:指定
されたストレージドメイン内で定義されているドライブエ
ンクロージャー。

物理的な分布 割り当てられている最大容量と比較した、使用されている容
量のグラフィカルな表示を提供します。

ストレージプロファイルの概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ストレージプロファイ
ル」

システム上の使用可能なすべてのストレージプロファイルの Quality of Service
(QoS) 設定を一覧表示します。管理者は、このページでカスタムプロファイルを
管理できます。

タイプ ストレージプロファイルのタイプを識別します。

有効なプロファイルタイプ:

カスタム 管理者定義の QoS 設定で構成されるスト
レージプロファイルを示します。

注: カスタムプロファイルは変更できませ
ん。また、論理ボリュームでカスタムプロ
ファイルが使用された場合、そのプロファ
イルは削除できません。

システム Oracle FS System に付属するストレージプ
ロファイルを示します。

注: システムプロファイルは変更および削
除できません。

名前 ストレージプロファイルの名前を識別します。この名前に
は、場合によっては、プロファイルに関連付けられたアプリ
ケーションの名前が含まれます。
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RAID レベル 1 つ以上のドライブの損失からデータを回復するシステム
の機能を強化するために使用されるストレージメカニズム
を識別します。

可能性のある RAID レベル:

シングルパ
リティー

実際のデータに加えて、論理ボリューム用
のパリティービットが 1 セット存在するこ
とを示します。このパリティーレベルで
は、1 台のドライブの損失から保護されま
す。シングルパリティーは、RAID 5 ストレ
ージテクノロジのバリアントとして実装さ
れます。

ダブルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボリューム用
のパリティービットが 2 セット存在するこ
とを示します。このパリティーレベルで
は、書き込みパフォーマンスに対するわず
かなコストで、1 台または 2 台のドライブの
損失から保護されます。ダブルパリティー
は、RAID 6 ストレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー化 ボリューム用のパリティービットが存在し
ないことを示します。代わりに、システム
は 2 つの異なる場所にデータを書き込みま
す。この RAID レベルでは、少なくとも 1
台 (場合によっては複数) のドライブの損失
から保護され、ランダム書き込み操作のパ
フォーマンスが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージテクノロジ
のバリアントとして実装されます。

先読み 順次読み取り操作に対して使用される先読みポリシーを識
別します。このポリシーによって、システムがコントローラ
キャッシュに配置する追加データ (あれば) の量が決まりま
す。有効なポリシー:

通常 入力リクエストと出力リクエストによるデ
ータアクセスの大部分がランダムまたは順
次とランダムの混在であることを示しま
す。

積極的 入力リクエストと出力リクエストによるデ
ータアクセスの大部分が順次であり、ワー
クロードが読み取り操作に偏っていること
を示します。

保守的 入力リクエストと出力リクエストの大部分
が順次であり、ワークロードが書き込み操
作に偏っていることを示します。
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優先度 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。 (コントローラの処理キューなど)。処理キュー
の優先度は、ボリューム専用に割り当てられるコントローラ
の CPU サイクルの割合を定義します。交換型ドライブのど
こにデータがストライプされるかも識別します。有効な優
先度レベル:

最高 もっとも高い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

高 次に高い処理キュー内のリクエストへの応
答の優先度を示します。

中 中程度の処理キュー内のリクエストへの応
答の優先度を示します。

低 2 番目に低い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

アーカイブ もっとも低い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

ストライプ幅 データが書き込まれるドライブグループの数を識別します。

使用可能な値:

1 から 64 ま
で

指定されたストライプ幅を示します。

すべて 論理ボリュームが使用可能なすべてのドラ
イブグループにわたってストライプ化され
ることを示します。

自動選択 ユーザーが選択した「優先度」オプション
に基づいて Oracle FS System がストライプ
幅を決定することを示します。

書き込み プロファイルで使用する書き込みキャッシュルールを識別
します。

有効なオプション:

ライトスル
ー

データをコントローラキャッシュとストレ
ージアレイに書き込んでから、書き込みリ
クエストを完了します。このルールによっ
て、書き込みリクエストがアプリケーショ
ンに戻る前に、データが安全にストレージ
に書き込まれます。ライトスルーキャッシ
ュは、データをストレージアレイとキャッ
シュの両方に書き込むため、ライトバック
キャッシュより実行速度が遅くなります。
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ライトバッ
クキャッシ
ュ

データをコントローラキャッシュに書き込
み、ディスクへの書き込みが完了するのを
待たずにただちに書き込みリクエストが戻
ります。システムは、アイドルサイクル中
にキャッシュからストレージアレイにデー
タを書き込みます。ライトバックキャッシ
ュは、データをキャッシュに書き込むだけ
で書き込みリクエストが完了するため、ラ
イトスルーより実行速度が速くなります。

重要: システムが予期せずに停止した場合、
ストレージに書き込まれていないキャッシ
ュ内のデータは消失する可能性がありま
す。

システムは、停止プロセス中にキャッシュ
内のすべてのデータをストレージアレイに
書き込みます。

デフォルト 選択された QoS 設定に基づいて Oracle FS
System が適切な書き込みキャッシュルー
ルを選択することを示します。

優先ストレージ Oracle FS System がストレージクラスを使用する優先順位
を示します。

システムアラートの概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「システムアラー
ト」

特定のイベントが発生したときに生成されるアラートを管理できるリンクを表示
します。

必要に応じてシステムアラートの情報をワークステーションにコピーしたり、ア
ラートを削除したりできます。

アラート システムアラートの原因となった項目を識別します。

発生時間 システムアラートが発生した日時を示します。

影響を受ける項目 システムアラートの原因となったシステムオブジェクトの
名前を識別します。

説明 システムアラートの簡単な説明を示します。

関連リンク

システムアラートを表示する
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「システム情報」ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「システム情報」

Oracle FS System の名前、管理者の連絡先情報、ソフトウェアバージョンなどの
情報を表示します。このページには、コントローラの構成や使用可能なドライブ
グループのストレージクラスの概要も示されます。

管理者は、このページで次のフィールドを制御します。

• 名前

• 説明

• 場所

• 連絡先名

• 連絡先電話番号

• 資産番号

名前 Oracle FS System に割り当てられた名前を識別します。シ
ステム名はステータスバーにも表示されます。

説明 システム管理者が定義したシステムの説明を表示します。

モデル Oracle FS System のモデル番号を表示します。

ステータス Oracle FS System の全体的な健全性ステータスを表示しま
す。

コントローラ システムに取り付けられたコントローラの数とサービスタ
イプを表示します。

コントローラのサービスタイプは次のとおりです。

• SAN のみ

• NAS のみ

• SAN バイアスのかかった SAN と NAS

• NAS バイアスのかかった SAN と NAS

ドライブグループ システムにインストールされている使用可能なストレージ
クラスと、各ストレージクラスに含まれるドライブの数を表
示します。

製造元 Oracle FS System の製造元を表示します。

場所 システム管理者が定義したシステムの場所を表示します。

連絡先名 システム管理者が定義した主連絡先を表示します。

連絡先電話番号 システム管理者が定義した主連絡先の電話番号を表示しま
す。
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資産番号 システム管理者が定義したシステムの資産番号を表示しま
す。

シリアル番号 Oracle がシステムに割り当てたシステムのシリアル番号
(SSN) を識別します。

IP アドレス Oracle FS System 管理インタフェースのパブリック IP アド
レスを識別します。このインタフェースは Oracle FS
System Manager へのアクセスを提供します。管理者は、「グ
ローバル設定」 > 「ネットワーク」ページの「インタフェー
ス」タブでこの IP アドレスを指定します。

MAC アドレス 現在アクティブな パイロット ノードのメディアアクセス制
御 (MAC) アドレスを識別します。

ソフトウェアバー
ジョン

Oracle FS System 全体を管理するソフトウェアおよびファ
ームウェアモジュールのリリースレベルを識別します。

システム時間の概要ページ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「システム時間」

システム時間と、システムクロックを同期させる NTP (Network Time Protocol)
サーバーを表示します。

システム時間 Oracle FS System の現在の日付、時間、およびタイムゾーン
を識別します。

NTP サーバー Oracle FS System のクロックの同期方法を識別します。

• NTP (Network Time Protocol) サーバー

• ハードウェア内部のクロックに基づいて指定する手
動の時間設定

UPS の概要ページ
ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「UPS」

無停電電源装置 (UPS) のバッテリと電源の現在のステータスを表示します。

Oracle FS System はステータスをモニターおよびレポートするため、パイロット
の Ethernet 接続経由で SNMP (Simple Network Management Protocol) を使用し
て各デバイスから情報を取得します。このページには、Oracle FS System に接続
された UPS デバイスを作成して管理するためのオプションが用意されています。

名前 外部 UPS デバイスに割り当てられた名前を識別します。

IP アドレス 外部 UPS デバイスに割り当てられた IP アドレスを識別し
ます。
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モデル UPS デバイスのモデル番号を識別します。

電源 UPS の電源を識別します。有効な電源:

• AC (交流)

• バッテリ

• 不明

バッテリステータ
ス

UPS のバッテリのステータスを識別します。有効な値:

• 通常

• 警告

• クリティカル

• 不明

「管理者アカウントの表示」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「管理者アカウント」 >
「アクション」 > 「表示」

「管理者アカウント」リストから選択されたアカウントの詳細を表示します。

ログイン名 管理者アカウントに割り当てられたログイン名を識別しま
す。このフィールドは 20 文字に制限されています。

役割 管理者アカウントの承認された権限を識別します。さまざ
まな役割がさまざまな機能の実行を承認されています。

管理者 1 サポートの役割のために予約されている特
定のタスクを除くすべての管理タスクとす
べての構成タスクを実行するための権限を
提供する、ログインアカウントの管理者の
役割。

管理者 2 ほとんどの管理および構成タスクを実行す
るための権限を提供する、ログインアカウ
ントの管理者の役割。ただし、この役割に
割り当てられたログインアカウントは次の
タスクを実行できません。

• 管理者アカウントのほか、ネットワー
ク、コントローラポート、システムセ
キュリティー、システム時間の設定な
どのその他のグローバルなシステム
設定を管理する。

• ソフトウェアアップグレードを実行
したり、ガイド付き保守を使用してハ
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ードウェアコンポーネントを交換し
たりする。

• Oracle FS System システムをシャッ
トダウンする。

モニター 読み取り専用管理タスクを実行したり、独
自のアカウントプロパティーを変更したり
するためのアカウントの権限を提供する、
ログインアカウントの管理者の役割。

サポート サポート担当者専用の一意のログインアカ
ウント。このログインアカウントには、デ
ータリソース、システムアラート、または
管理者アカウントの変更または削除は承認
されていません。

重要: このアカウントはそれについて熟知
しているか、Oracle カスタマサポートによ
って指示された場合にのみ使用してくださ
い。

次の事前定義済みの役割の場合、管理者をそれらに割り当て
ることはできず、それらを削除することもできません。

プライマリ
システム管
理者

管理者 1 役割と同じ権限を持つログインア
カウント。

プライマリ
サポート管
理者

モニター役割と同じ権限に加えて、サポー
ト関連タスクを実行する権限を持つログイ
ンアカウント。

氏名 管理者アカウントに関連付けられている氏名を識別します。

電子メールアドレ
ス

管理者アカウントに関連付けられる電子メールアドレスを
識別します。電子メールユーザー名は 64 文字まで、電子メ
ールドメインは 255 文字まで指定できます。Oracle FS
System がアラートを送信する電子メールサーバーは、この
アドレスでメッセージを受信できる必要があります。シス
テムはこのアドレスを検証しません。

注: 電子メールドメインとして IP アドレスは入力できませ
ん。

電話番号 管理者アカウントに関連付けられる電話番号を識別します。
Oracle FS System はこのエントリの有効性を検証しません。

無効 管理者アカウントが無効にされているかどうかを示します。
Oracle FS System は無効にされているアカウントを維持し
ますが、それらのログインを許可しません。無効にされてい
るアカウントは、あとでそれを変更して有効にできます。こ
の設定はただちに有効になります。アカウントを無効にし
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たときに、管理者がログインしている場合、システムによっ
てその管理者がただちにログアウトされます。

注: プライマリシステム管理者アカウントは無効にできませ
ん。

関連リンク

管理者アカウントの詳細を表示する

「自動階層グラフの表示」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ストレージドメイン」 > 「アクション」 > 「自
動階層グラフの表示」

自動階層化された LUN のコレクションに対する QoS Plus 機能の有効性をグラ
フで表示します。

ストレージドメイン内の自動階層化された LUN のコレクションに関する詳細を
示します。分析する LUN を最大 10 個まで選択できます。

名前 LUN に割り当てられている名前を識別します。

LUID LUN の一意の識別子を識別します。

優先度レベル ボリュームの作成時に割り当てられた優先度レベルを識別
します。

最高 もっとも高い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

高 次に高い処理キュー内のリクエストへの応
答の優先度を示します。

中 中程度の処理キュー内のリクエストへの応
答の優先度を示します。

低 2 番目に低い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

アーカイブ もっとも低い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

容量ディスクの容
量

RAID 6 および RAID 10 ストレージ層に存在する自動階層
化された LUN に割り当てられた容量を識別します。

パフォーマンスデ
ィスクの容量

RAID 5 および RAID 10 ストレージ層に存在する自動階層
化された LUN に割り当てられた容量を識別します。

容量 SSD の容量 RAID 5 および RAID 10 ストレージ層に存在する自動階層
化された LUN に割り当てられた容量を識別します。
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パフォーマンス
SSD の容量

RAID 5 および RAID 10 ストレージ層に存在する自動階層
化された LUN に割り当てられた容量を識別します。

2 つのグラフを表示します。1 つはシステムが実行したデータ移行計算の数を表
すグラフで、もう 1 つはストレージクラスごとの容量のサマリーを表すグラフで
す。

グラフの更新 選択された自動階層 LUN のデータに基づく次のグラフを
作成します。グラフの内容をリフレッシュするには、「グラ
フの更新」をクリックします。

アクセス数
ごとの転送
されたデー
タ

ストレージドメインに含まれるすべての
LUN の各領域のヒストグラムを I/O アク
セス頻度別に示します。ヒストグラムのバ
ーは転送されたデータの量を表します。Y
軸のラベルは表示されません。

ストレージ
クラスおよ
び優先度ご
との階層構
造

選択された自動階層 LUN の LUN 領域の
ストレージクラスと容量のグラフを示しま
す。このグラフには、自動階層 LUN の QoS
優先度を表す数値も表示されます。グラフ
の下部の表は、選択された LUN のリストで
す。この表は、グラフに表された LUN の凡
例にもなっています。

関連リンク

自動階層グラフを表示する

コントローラの表示、「コンポーネント」タブ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」 > 「アクシ
ョン」 > 「表示」 > 「コンポーネント」

選択したコントローラおよびコンポーネントのステータスを表示します。

ハードウェア障害が発生した場合は、コンポーネントを選択して「コンポーネン
トの交換」をクリックします。Oracle FS System Manager (GUI) のガイド付き保
守が起動します。ガイド付き保守は一連のダイアログを順番に提示して、コンポ
ーネント交換のプロセスを案内します。

注: ガイド付き保守の詳細は、Oracle FS1-2 Flash Storage System のフィールドサー
ビスガイドを参照してください。

コメント コントローラに関連付ける説明テキストを表示します。コ
メントに含めることができる文字数は最大 256 文字です。

識別子 コントローラに関連付けられている World Wide Number
(WWN) を表示します。
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メモリー コントローラに構成された DIMM によって提供されるラン
ダムアクセスメモリー (RAM) の量を表示します。

モデル コントローラのモデル番号を表示します。

交換可能ユニット ガイド付き保守を使用して交換できるコントローラコンポ
ーネントを表示します。コンポーネントを選択し、「コンポ
ーネントの交換」をクリックしてガイド付き保守を開始しま
す。

注: ファンの交換の場合は、「交換可能ユニット」リストに各
ファンの名前が表示されます。各電源装置に 1 つのファン
が含まれており、各ファンモジュールに 2 つのファンが含ま
れています。電源装置のファンが故障した場合は、電源装置
を交換してください。ファンモジュール内のファンが故障
した場合は、ファンモジュールを交換してください。次のリ
ストは、ファンの名前と顧客交換可能ユニット (CRU) の対
応を示しています。

次のファンが
故障した場合

次の CRU を交換する

ファン 0 電源装置 0

ファン 1 電源装置 1

ファン 2、3 ファンモジュール 0

ファン 4、5 ファンモジュール 1

ファン 6、7 ファンモジュール 2

ファン 8、9 ファンモジュール 3

ファン 10、11 ファンモジュール 4

ステータス ハードウェアコンポーネントの現在のステータスを表示し
ます。通常ステータスの場合、必要になるアクションはあり
ません。

関連リンク

コントローラの詳細を表示する

コントローラの表示、「I/O ポート」タブ
ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「コントローラ」 > 「アクシ
ョン」 > 「表示」 > 「I/O ポート」

選択されたコントローラの I/O ポート情報を表示します。

スロット コントローラに取り付けられている HBA の場所

ポート HBA ポート番号。
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接続タイプ 顧客のネットワークスイッチとコントローラの間のデータ
パストラフィックのためのネットワークポートのタイプを
識別します。

銅 銅インタフェースを識別します。

長波光 長波光のスモールフォームファクタプラガ
ブル (SFP) トランシーバインタフェースを
識別します。

短波光 短波光の SFP トランシーバインタフェース
を識別します。

不明 接続タイプを特定できないことを示しま
す。

ステータス HBA ポートとコントローラの間の接続状態を識別します。

可能性のある状態:

接続済み ホスト上の HBA ポートがコントローラ上
のポートに接続されていることを示しま
す。

ほとんどのオペレーティングシステムで
は、ホストポートは、これらの 2 つが物理
的に接続されて有効になるとただちにコン
トローラポートにログインし、物理的な接
続が切れるまでログインしたままになりま
す。そのため、「接続済み」は事実上、有効
になっている物理的な接続がポート間に存
在することを示します。

未接続 ホスト上の HBA ポートがコントローラ上
のポートに接続されていないことを示しま
す。

注: ただし、HP-UX プラットフォームでは、一部の HBA デ
バイスドライバは異なるアプローチを使用します。これら
のドライバは、送信するトラフィックが存在しなくなると接
続からログアウトします。HP-UX イニシエータは多くの場
合、ターゲットポートに接続されたアクセス可能な LUN を
検出しなくなるとログアウトします。これらの理由のため、
HP-UX HBA ポートは多くの場合、有効になっている物理的
な接続がポート間に存在したとしても「未接続」として示さ
れます。

帯域幅 ポートインタフェースのデータレートを表示します。

SFP のステータス SFP トランシーバのステータスを表示します。
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• バイパス済み

• バイパス済み - SFP 以外

• バイパス済み - 不正な速度

• バイパス済み - 読み取りエラー

• バイパス済み - 不正なタイプ

• バイパス済み - 同期の消失

インタフェースモジュール自体に障害が発生した場合、SFP
のステータスには「ハードウェア障害」が示されます。

SFP ベンダー SFP のベンダーの部品番号を表示します。その情報が使用
できない場合、システムは「不明」を表示します。

SFP 部品番号 SFP のベンダーの部品番号を表示します。その情報が使用
できない場合、このフィールドは空白になるか、または「不
明」が表示されます。

SFP リビジョン SFP の部品のリビジョン番号を表示します。その情報が使
用できない場合、このフィールドは空白になるか、または
「不明」が表示されます。

関連リンク

コントローラの詳細を表示する

コントローラポート設定の表示、「Ethernet」タブ
ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「コントローラポート」 >
「アクション」 > 「ポート設定の表示」 > 「Ethernet」

コントローラの Ethernet ポートのプロパティーを表示します。

ポート情報

コントローラ名 コントローラの名前を識別します。

スロット番号 コントローラの HBA スロット番号を識別します。

ポート番号 HBA ポート番号を識別します。

ステータス HBA の接続ステータスを識別します。

有効な状態:

• 接続済み

• 未接続

• オフライン

タイプ HBA のタイプを示します。
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有効なタイプ:

• Ethernet

• ファイバチャネル (FC)
• SAS (Serial Attached SCSI)

ネゴシエートされ
た速度

ポートの転送速度 (G バイト/秒) を示します。

最大速度 ポートの最大速度を示します。

Ethernet 情報
MAC アドレス HBA ポートの一意識別子を識別します。

最大 MTU バイト
数

最大転送単位 (MTU) でサポートされる最大バイト数を示し
ます。

最小 MTU バイト
数

最大転送単位 (MTU) でサポートされる最小バイト数を示し
ます。

SFP 情報
ステータス スモールフォームファクタプラガブル (SFP) デバイスのポ

ートステータスを識別します。

有効な SFP デバイスの状態:

• 有効 1G ビット

• 有効 2G ビット

• 有効 4G ビット

• 有効 8G ビット

• 有効 10G ビット

• 有効 16G ビット

• SFP 以外

• 不正な速度

• 読み取りエラー

• 不正なタイプ

• 同期の消失

• その他

接続タイプ 顧客のネットワークスイッチとコントローラ間のデータパ
ストラフィックに使用される SFP トランシーバインタフェ
ースデバイスのタイプを識別します。
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有効な SFP インタフェースのタイプ:

• 銅

• 光

• 長波光

• 短波光

ベンダー SFP デバイスの製造元を識別します。

部品番号 SFP デバイスの部品番号を識別します。

リビジョン SFP デバイスのリビジョン番号を識別します。

関連リンク

1 つのコントローラのポート詳細を表示する

コントローラポート設定の表示、「ファイバチャネル」タブ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「コントローラポート」 >
「アクション」 > 「ポート設定の表示」 > 「ファイバチャネル」

コントローラのファイバチャネルポートのプロパティーを表示します。

ポート情報

コントローラ名 コントローラの名前を識別します。

スロット コントローラの HBA スロット番号を識別します。

ポート HBA ポート番号を識別します。

ステータス HBA の接続ステータスを識別します。

有効な状態:

• 接続済み

• 未接続

• オフライン

タイプ HBA のタイプを示します。

有効なタイプ:

• Ethernet

• ファイバチャネル (FC)
• SAS (Serial Attached SCSI)

ネゴシエートされ
た速度

ポートの転送速度 (G バイト/秒) を示します。
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最大速度 ポートの最大速度を示します。

ファイバチャネル情報

アドレス Oracle FS System コントローラポートのネットワーク上の
一意アドレスを識別します。

トポロジ 顧客が採用するストレージエリアネットワーク (SAN) に接
続するためにネットワークインタフェースモジュール
(NIM) のポートで使用されている FC トランスポートトポ
ロジを識別します。

有効なタイプ:

ファブリッ
ク

ポートがスイッチファブリック内の
N_Port であること (FC-SW) を示します。

ループ ポートが調停ループ内の NL_Port であるこ
と (FC-AL) を示します。

ポイントツ
ーポイント

ポートが別の N_Port に折り返し接続され
ている N_Port であること (FC-P2P) を示し
ます。

パブリック
ループ

ポートがループに接続されている NL_Port
であり、そのループ内の 1 つのポートがフ
ァブリック内の FL_Port であること (FC-
FLA) を示します。

注: コントローラとドライブエンクロージ
ャー間のバックエンド SAS インターコネク
トで使用されるトポロジはプライベートで
あり、報告されません。

SFP 情報
ステータス スモールフォームファクタプラガブル (SFP) デバイスのポ

ートステータスを識別します。

有効な SFP デバイスの状態:

• 有効 1G ビット

• 有効 2G ビット

• 有効 4G ビット

• 有効 8G ビット

• 有効 10G ビット

• 有効 16G ビット
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• SFP 以外

• 不正な速度

• 読み取りエラー

• 不正なタイプ

• 同期の消失

• その他

接続タイプ 顧客のネットワークスイッチとコントローラ間のデータパ
ストラフィックに使用される SFP トランシーバインタフェ
ースデバイスのタイプを識別します。

有効な SFP インタフェースのタイプ:

• 銅

• 光

• 長波光

• 短波光

ベンダー SFP デバイスの製造元を識別します。

部品番号 SFP デバイスの部品番号を識別します。

リビジョン SFP デバイスのリビジョン番号を識別します。

関連リンク

1 つのコントローラのポート詳細を表示する

コントローラポート設定の表示、「SAS」タブ
ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「コントローラポート」 >
「アクション」 > 「ポート設定の表示」 > 「SAS」

コントローラの SAS ポートのプロパティーを表示します。

ポート情報

コントローラ名 コントローラの名前を識別します。

スロット コントローラの HBA スロット番号を識別します。

ポート HBA ポート番号を識別します。

ステータス HBA の接続ステータスを識別します。

有効な状態:

• 接続済み
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• 未接続

• オフライン

タイプ HBA のタイプを示します。

ネゴシエートされ
た速度

ポートの転送速度 (G バイト/秒) を示します。

最大速度 ポートの最大速度を示します。

WWN コントローラポートの WWN (World Wide Name) を識別し
ます。

関連リンク

1 つのコントローラのポート詳細を表示する

ドライブエンクロージャーの表示、「コンポーネント」タブ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブエンクロージャ
ー」 > 「アクション」 > 「表示」 > 「コンポーネント」

選択されたドライブエンクロージャーのステータスとそのコンポーネント (シャ
ーシ、ドライブ、I/O モジュール、および電源制御モジュールを含む) のステータ
スを表示します。

コメント ハードウェアコンポーネントに割り当てられた説明用の名
前を識別します。

モデル ドライブの格納先となるドライブエンクロージャーのモデ
ル番号を示します。

シリアル番号 選択されたドライブエンクロージャーのシリアル番号を示
します。

ドライブエンクロ
ージャー ID

選択されたドライブエンクロージャーの一意の識別子
(World Wide Name) を示します。

ドライブエンクロ
ージャーの自動操
作の実行

コピーバック、コピーアウェイ、再構築などのデータ保護処
理を必要に応じてバックグラウンドで実行するかどうかを
示します。 このオプションの選択を解除するのは、Oracle
カスタマサポートから指示された場合、または My Oracle
Support (MOS) ナレッジ記事で指示されていた場合です。

交換可能ユニット 交換可能なドライブエンクロージャーコンポーネントを示
します。

ステータス (シャ
ーシ)

ドライブエンクロージャーシャーシの動作状態を提供しま
す。Oracle FS System Manager (GUI) ではステータスアイ
コンのあとにシャーシの状態が表示されます。

可能性のある状態 (ステータスアイコン別):
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 (通常) シャーシの通常ステータスに関連する動作
状態を、次に示します。

通常 シャーシは正常に動作してい
ます。

 (警告) シャーシの警告ステータスに関連する動作
状態を、次に示します。

不明 システムがシャーシの状態を
読み取れません。

ステータス (ドラ
イブ)

ドライブグループ内のドライブの動作状態を提供します。
Oracle FS System Manager (GUI) ではステータスアイコン
のあとにドライブの状態が表示されます。

可能性のある状態 (ステータスアイコン別):

 (通常) ドライブの通常ステータスに関連する動作
状態を、次に示します。

通常 このドライブはドライブグル
ープのメンバーです。

未使用 このドライブは正常に動作し
ていますが、ドライブグループ
のメンバーではありません。

 (警告) ドライブの警告ステータスに関連する動作
状態を、次に示します。

ブート
中

ドライブが起動中です。

コピー
アウェ
イのソ
ース

システムがこのドライブで障
害を検出し、現在データをター
ゲットドライブにコピーして
います。コピーが完了すると、
このドライブの状態が「失敗」
に変わります。

コピー
アウェ
イのタ
ーゲッ
ト

システムが別のドライブで障
害を検出し、現在データをこの
ターゲットドライブにコピー
しています。

コピー
バック

アクティブなスペアドライブ
がこのドライブにデータをコ
ピーしています。
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接続の
機能低
下

このドライブへの接続は単一
のコントローラに限定されて
います。

外部 ドライブがこのドライブグル
ープのメンバーではありませ
ん。このドライブをドライブ
グループのメンバーにするに
は、関連システムアラートを使
ってこのドライブを受け入れ
てください。

欠落 ドライブエンクロージャーで
このドライブが見つかりませ
ん。

再構築
中

このドライブが、ドライブグル
ープの再構築処理のターゲッ
トになっています。

回復済
み

このドライブは故障履歴があ
りますが、今はオンラインにな
っています。ドライブグルー
プのメンバーではありません。

回復済
みで使
用中

このドライブは故障履歴があ
ります。ドライブは今はオン
ラインになっており、ドライブ
グループのメンバーになって
います。

シャッ
トダウ
ン

システムはシャットダウンモ
ードになっており、ドライブに
アクセスできません。

不明 システムがドライブの状態を
読み取れません。

 (クリテ
ィカル)

ドライブのクリティカルステータスに関連
する動作状態を、次に示します。

クリテ
ィカル

ドライブが故障しています。

復元 ドライブは現在復元中です。

ステータス (I/O
モジュール)

ドライブグループ内の I/O モジュールの動作状態を提供し
ます。Oracle FS System Manager (GUI) ではステータスア
イコンのあとに I/O モジュールの状態が表示されます。

可能性のある状態 (ステータスアイコン別):
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 (通常) I/O モジュールの通常ステータスに関連す
る動作状態を、次に示します。

通常 I/O モジュールは正常に動作
しています。

 (警告) I/O モジュールの警告ステータスに関連す
る動作状態を、次に示します。

オフラ
イン

I/O モジュールはオフライン
になっています。

欠落 ドライブエンクロージャーで
この I/O モジュールが見つか
りません。

不明 システムが I/O モジュールの
状態を読み取れません。

 (クリテ
ィカル)

I/O モジュールのクリティカルステータス
に関連する動作状態を、次に示します。

クリテ
ィカル

I/O モジュールが故障してい
ます。

ステータス (電源
冷却モジュール)

ドライブエンクロージャー電源冷却モジュールの動作状態
を提供します。Oracle FS System Manager (GUI) ではステ
ータスアイコンのあとに電源冷却モジュールの状態が表示
されます。

可能性のある状態 (ステータスアイコン別):

 (通常) 電源冷却モジュールの通常ステータスに関
連する動作状態を、次に示します。

通常 電源冷却モジュールは正常に
動作しています。

 (警告) 電源冷却モジュールの警告ステータスに関
連する動作状態を、次に示します。

オフラ
イン

システムの報告によれば、電源
冷却モジュールは故障してい
るか無効になっています。

欠落 ドライブエンクロージャーで
この電源冷却モジュールが見
つかりません。

警告 この電源冷却モジュールは機
能していますが、故障の兆候が
見られます。
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不明 システムが電源冷却モジュー
ルの状態を読み取れません。

 (クリテ
ィカル)

電源冷却モジュールのクリティカルステー
タスに関連する動作状態を、次に示します。

クリテ
ィカル

電源冷却モジュールが故障し
ています。

システムは、選択された交換可能コンポーネントに関する詳細を表示します。

シャーシ情報 選択されたシャーシの詳細情報を提供します。

番号 ドライブエンクロージャー内でシャーシを
一意に識別する番号を示します。

ステータス コンポーネントの動作状態を示します。

部品番号 コンポーネントの製造元部品番号を示しま
す。

シリアル番
号

コンポーネントのシリアル番号を示しま
す。

ドライブの情報 選択されたドライブの詳細情報を提供します。

ステータス ドライブの動作状態を示します。

モデル ドライブの製造元モデル番号を示します。

シリアル番
号

ドライブのシリアル番号を示します。

ファームウ
ェア番号

ドライブのファームウェアバージョン番号
を示します。

ドライブス
ロット番号

ドライブが設置されているドライブエンク
ロージャースロット番号を示します。

ストレージ
クラス

ドライブグループを構成する物理メディア
のカテゴリを指定します。

有効なメディアタイプ:

パフォ
ーマン
ス SSD

バランスの取れた読み取りお
よび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化され
たソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納される
ことを指定します。

容量
SSD

容量のパフォーマンスと読み
取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納され
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ることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込み
パフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマ
ンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォ
ーマン
スディ
スク

高速なハードディスクドライ
ブ (HDD) にデータが格納さ
れることを指定します。この
ストレージクラスでは、容量を
ある程度犠牲にして、読み取り
操作と書き込み操作のアクセ
ス時間および待機時間を短縮
します。

容量デ
ィスク

大容量の交換型 HDD にデー
タが格納されることを指定し
ます。このストレージクラス
では、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テー
プストレージがオプションに
含まれていないストレージシ
ステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量
あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

ドライブエ
ンクロージ
ャー

ドライブエンクロージャーの一意の識別子
を示します。

ドライブ容
量

ドライブのストレージ容量を示します。

残りの平均
寿命

(SSD のみ) ドライブの残りの寿命を表す月
数を示します。

I/O モジュール情
報

選択された I/O モジュールの詳細情報を提供します。

番号 ドライブエンクロージャー内で I/O モジュ
ールを一意に識別する番号を示します。

ステータス I/O モジュールの動作状態を示します。

部品番号 I/O モジュールの製造元部品番号を示しま
す。

シリアル番
号

I/O モジュールのシリアル番号を示します。

ファームウ
ェア番号

I/O モジュールのファームウェアバージョ
ン番号を示します。
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電源冷却モジュー
ル情報

選択された電源冷却モジュールの詳細情報を提供します。

ステータス 電源冷却モジュールの動作状態を示しま
す。

モデル 電源冷却モジュールの製造元モデル番号を
示します。

シリアル番
号

電源冷却モジュールのシリアル番号を示し
ます。

ファン数 電源冷却モジュールの冷却ファンの数を示
します。

エラーの発
生したファ
ン数

電源冷却モジュール内の故障した冷却ファ
ンの数を示します。

関連リンク

ドライブエンクロージャーの詳細を表示する

ドライブエンクロージャーの表示、「I/O ポート」タブ
ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブエンクロージャ
ー」 > 「アクション」 > 「表示」 > 「I/O ポート」

選択されたドライブエンクロージャーの SAS (Serial Attached SCSI) の I/O ポー
トのステータスを表示します。

ポート I/O モジュールポートに関連付けられた PHY を一覧表示し
ます。

PHY の状態 PHY 接続の状態を示します。ワイドポートでは 2 つ以上の
PHY 状態がリンク起動を示します。ナローポートでは 1 つ
の PHY 状態だけがリンク起動になります。

可能性のある状態:

リンク起動 PHY 接続が正常に機能していることを示
します。

リンク停止 PHY 接続が切断されていることを示しま
す。

無効 PHY 接続が無効になっていることを示し
ます。

リセット システムが PHY 接続をリセット中である
ことを示します。

ネゴシエートされ
た速度

ポートの転送速度 (G バイト/秒) を示します。
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最大速度 ポートの最大速度を示します。

関連リンク

ドライブエンクロージャーの詳細を表示する

「ドライブグループの表示」ダイアログ

ナビゲーション:

• 「システム」 > 「ストレージドメイン」 > 「アクション」 > 「ドライブグル
ープの表示」

• 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「ドライブグループ」 > 「アクション」 >
「表示」

ドライブグループに関する情報を表示します。

交換可能ユニット

交換可能ユニット ドライブグループ内の使用可能なドライブを表示します。
選択されたドライブの詳細がダイアログの右側に表示され
ます。

ステータス (ドラ
イブ)

ドライブグループ内のドライブの動作状態を提供します。
Oracle FS System Manager (GUI) ではステータスアイコン
のあとにドライブの状態が表示されます。

可能性のある状態 (ステータスアイコン別):

 (通常) ドライブの通常ステータスに関連する動作
状態を、次に示します。

通常 このドライブはドライブグル
ープのメンバーです。

未使用 このドライブは正常に動作し
ていますが、ドライブグループ
のメンバーではありません。

 (警告) ドライブの警告ステータスに関連する動作
状態を、次に示します。

ブート
中

ドライブが起動中です。

コピー
アウェ
イのソ
ース

システムがこのドライブで障
害を検出し、現在データをター
ゲットドライブにコピーして
います。コピーが完了すると、
このドライブの状態が「失敗」
に変わります。
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コピー
アウェ
イのタ
ーゲッ
ト

システムが別のドライブで障
害を検出し、現在データをこの
ターゲットドライブにコピー
しています。

コピー
バック

アクティブなスペアドライブ
がこのドライブにデータをコ
ピーしています。

接続の
機能低
下

このドライブへの接続は単一
のコントローラに限定されて
います。

外部 ドライブがこのドライブグル
ープのメンバーではありませ
ん。このドライブをドライブ
グループのメンバーにするに
は、関連システムアラートを使
ってこのドライブを受け入れ
てください。

欠落 ドライブエンクロージャーで
このドライブが見つかりませ
ん。

再構築
中

このドライブが、ドライブグル
ープの再構築処理のターゲッ
トになっています。

回復済
み

このドライブは故障履歴があ
りますが、今はオンラインにな
っています。ドライブグルー
プのメンバーではありません。

回復済
みで使
用中

このドライブは故障履歴があ
ります。ドライブは今はオン
ラインになっており、ドライブ
グループのメンバーになって
います。

シャッ
トダウ
ン

システムはシャットダウンモ
ードになっており、ドライブに
アクセスできません。

不明 システムがドライブの状態を
読み取れません。

 (クリテ
ィカル)

ドライブのクリティカルステータスに関連
する動作状態を、次に示します。

クリテ
ィカル

ドライブが故障しています。
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復元 ドライブは現在復元中です。

このドライブグル
ープをプライマリ
ドライブグループ
にします

ドライブグループをドライブエンクロージャー内のプライ
マリドライブグループにします。プライマリドライブグル
ープには、システム構成データが含まれています。

RAID レベルおよびステータス
RAID レベル 選択されたドライブグループで提供される RAID データ保

護のタイプを示します。

表内の各エントリは、ドライブグループ内の最小割り当て単
位 (MAU) の特定のセットを表します。特定のセット内の
各 MAU は同じレベルの RAID 保護を持ち、ドライブグルー
プの 1 つの RAID 保護セグメントを形成します。

ドライブがオフラインになった場合、そのイベントは、保護
セグメント内のすべての MAU に同じように影響します。
したがって、ある特定の RAID レベルで報告されるステータ
スは、保護セグメントの全体に適用されます。

シングルパ
リティー

RAID 保護セグメント内の各 MAU が、1 セ
ットのパリティービットを使ってドライブ
グループ内の 1 つのドライブの損失に対す
る保護を行うことを示します。シングルパ
リティーは、RAID 5 ストレージテクノロジ
のバリアントとして実装されます。

ダブルパリ
ティー

RAID 保護セグメント内の各 MAU が、2 セ
ットのパリティービットを使ってドライブ
グループ内の 1 つまたは 2 つのドライブの
損失に対する保護を行うことを示します。
ダブルパリティーは、RAID 6 ストレージテ
クノロジのバリアントとして実装されま
す。

ミラー化 RAID 保護セグメント内の各 MAU が、ドラ
イブグループ内の 2 つのドライブにわたっ
て書き込まれることを示します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージテクノロジ
のバリアントとして実装されます。

RAID ステータス 可能性のある状態:

通常 ドライブグループはアクセス可能であり、
アクションは不要であることを示します。

機能低下の
警告

ドライブグループ内のドライブが故障した
が、ドライブグループにはまだアクセスで
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きることを示します。故障したドライブを
交換してください。ドライブグループがプ
ライマリドライブグループである場合はす
ぐにドライブを交換してください。プライ
マリドライブグループにはすべてのシステ
ム構成データなど、システムオーバーヘッ
ドが含まれます。

機能低下の
クリティカ
ル

2 つ以上のドライブが故障したことを示し
ます。ドライブを交換しないと、ドライブ
グループにアクセスできなくなる可能性が
あります。

失敗 複数のドライブが故障したことを示しま
す。ドライブグループにアクセスできませ
ん。故障したドライブを交換してくださ
い。故障したドライブの交換が完了する
と、ドライブグループにアクセスできるよ
うになります。

不明 ドライブのステータス情報を表示できない
ことを示します。

「イベント通知の表示」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「アラートおよびイベント」 > 「イベント通知」 >
「アクション」 > 「表示」

イベント通知を表示します。

イベントがトリガーされると、Oracle FS System は、指定された電子メール受信
者に通知を送信します。

名前 イベント通知のユーザー定義名を表示します。

説明 イベント通知のユーザー定義の説明を表示します。

イベント通知の有
効化

イベント通知が有効になっているかどうかを表示します。
このオプションを選択すると、Oracle FS System でイベント
が発生したときの通知がアクティブ化されます。

イベント通知受信
者の電子メールア
ドレス

イベント通知を受け取る受信者の電子メールアドレスを表
示します。Oracle FS System が通知の送信に使用する電子
メールサーバーは、これらの電子メールアドレスにメッセー
ジを送信できる必要があります。

モニター対象イベント

重大度、カテゴリ
の順

イベントカテゴリのリストを使用して、重大度でイベントの
リストをソートします。重大度カテゴリには次のものが含
まれます。
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情報 情報のみのイベントにアクションは必要あ
りません。

警告 都合のよいときに対処できるマイナーな状
態に即座のアクションは必要ありません。

クリティカ
ル

システム障害またはオフライン状態を回避
するために、即座のアクションが必要です。

カテゴリ、重大度
の順

イベント重大度のリストを使用して、カテゴリでイベントの
リストをソートします。カテゴリには次のものが含まれま
す。

セキュリテ
ィー

セキュリティーの問題 (未承認の要求など)
を通知するイベント。

監査 ユーザーが行なっていること (実行してい
る操作など) を追跡するイベント。

システム システムの問題 (ドライブエンクロージャ
ーまたはコントローラが見つからないなど)
を通知するイベント。

モニター対象外イ
ベント

モニターするように設定されていないイベントのリストを
表示します。Oracle FS System は、リストに表示されたイベ
ントが発生したときに通知をトリガーしません。

モニター対象イベ
ント

モニターするように指定されたイベントのリストを表示し
ます。Oracle FS System は、指定されたイベントが発生する
たびに通知をトリガーします。イベント通知は「イベント通
知受信者の電子メールアドレス」フィールドに指定された電
子メールアドレスで受信されます。

関連リンク

イベント通知の詳細を表示する

「パイロットの表示」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「パイロット」 > 「アクショ
ン」 > 「パイロットの表示」

Oracle FS System にインストールされている パイロット 管理コントローラのう
ち、選択されたもののステータスを表示します。

コントロールユニ
ット番号

パイロット のノード (1 または 2) を識別します。

操作モード パイロット の現在の動作モードを表示します。

使用可能なモード:
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アクティブ 管理者が要求するすべての構成タスクをど
の パイロット が実行するかを示します。

スタンバイ どの パイロット がセカンダリ (パッシブ)
デバイスとして機能するか、およびアクテ
ィブ パイロット がこのスタンバイ パイロ
ット にフェイルオーバーするかどうかを示
します。パッシブ パイロット は、アクティ
ブな パイロット とコントローラの健全性
をモニターしますが、Oracle FS System の
データリソースをアクティブに管理しませ
ん。

不明 パイロット の動作状態を特定できなかった
ことを示します。

ステータス パイロット の現在の操作状態を表示します。

可能性のある状態:

通常 パイロット が正常に動作していることを示
します。

警告 パイロット に、なるべく早く注意を払う必
要があるマイナーエラーがあることを示し
ます。

クリティカ
ル

パイロット に、迅速なアクションを必要と
するメジャーエラーがあることを示しま
す。

ブート中 パイロット が起動中であることを示しま
す。

アップグレ
ード中

パイロット のファームウェアがアップグレ
ード中であることを示します。

シャットダ
ウン

パイロット が停止中であることを示しま
す。

構成サーバーのス
テータス

アクティブ パイロット から実行される構成サーバーの状態
を示します。

パイロットのネットワーク接続

パイロット の次のネットワークインタフェースのポートステータスを示します。

Ethernet 0 パイロット-パイロット 間インタフェース接続の接続ステー
タスを示します。

可能性のある状態:
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接続済み ポート接続が正常であり、管理者のアクシ
ョンが不要であることを示します。

未接続 ポートが接続できないことを示します。

不明 接続状態を特定できません。

Ethernet 1 パイロット-コントローラ間インタフェース接続の接続ステ
ータスを示します。

可能性のある状態:

接続済み ポート接続が正常であり、管理者のアクシ
ョンが不要であることを示します。

未接続 ポートが接続できないことを示します。

不明 接続状態を特定できません。

管理状態 外部管理ネットワークの接続ステータスを示します。

可能性のある状態:

接続済み ポート接続が正常であり、管理者のアクシ
ョンが不要であることを示します。

未接続 ポートが接続できないことを示します。

不明 接続状態を特定できません。

シリアル 内部の パイロット-パイロット 間通信の接続ステータスを
示します。

可能性のある状態:

接続済み ポート接続が正常であり、管理者のアクシ
ョンが不要であることを示します。

未接続 ポートが接続できないことを示します。

不明 接続状態を特定できません。

サービスポート Oracle で使用するために予約されているサービスポートの
接続ステータスを示します。

可能性のある状態:

接続済み ポート接続が正常であり、管理者のアクシ
ョンが不要であることを示します。

未接続 ポートが接続できないことを示します。

不明 接続状態を特定できません。

ステータスの整合
性

ネットワークインタフェースの接続の信頼性を識別します。
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可能性のある状態:

一貫性あり 接続に信頼性があることを示します。

一貫性なし 接続に信頼性がないことを示します。トラ
ブルシューティングを実行して問題を解決
する必要があります。一貫性なしのステー
タスは、ネットワークの問題 (特に Ethernet
ポートやシリアルポートに関する問題) が
原因で発生していない場合があります。

関連リンク

パイロットのネットワーク接続を表示する

「レポートスケジュールの表示」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「レポートおよび統計」 > 「レポートスケジュー
ル」 > 「アクション」 > 「スケジュールの表示」

選択されたレポートスケジュールの詳細を表示します。

スケジュール名 スケジュールのユーザー定義名を表示します。

レポートタイプ SAN ホスト ストレージエリアネットワーク (SAN) に現
在含まれているホストサーバーと構成済み
コンポーネントの詳細な構成情報を提供し
ます。これらのデータには、SAN ホストの
オペレーティングシステム、ファイバチャ
ネルのイニシエータ、ファイバチャネルの
ポート、負荷分散の設定、LUN、および
SAN ホストについて説明するその他の情
報が含まれます。

ストレージ
パフォーマ
ンス

レポートが生成された時点での Oracle FS
System 上の LUN のパフォーマンス情報を
提供します。これらのパフォーマンスデー
タには、各 LUN の読み取り操作数/秒、書
き込み操作数/秒、読み取りと書き込みの合
計操作数/秒、読み取り M バイト/秒、書き
込み M バイト/秒、および読み取りと書き込
みの合計 M バイト/秒が含まれます。

「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」
機能を使って、各 LUN のリアルタイム統計
情報を含む追加のストレージパフォーマン
スデータを表示できます。

ストレージ
の使用

Oracle FS System で現在使用可能なストレ
ージの容量情報を提供します。これらのデ
ータには、すべての使用可能なストレージ
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の合計容量、割り当て済み容量、空き容量、
および準備中の容量が含まれます。合計容
量、割り当て済み容量、空き容量、および
準備中の容量のデータは、ストレージクラ
ス別でも表示されます。

1 ボリューム
あたりのス
トレージの
使用

Oracle FS System 上の各論理ボリュームの
容量情報を提供します。これらのデータに
は、ボリュームごとの割り当て済み容量、
最大容量、および使用済み容量が含まれま
す。

システム構
成

Oracle FS System およびそのすべてのコン
ポーネントの構成と現在のステータスに関
する詳細情報 (パイロット、コントローラ、
およびドライブエンクロージャーのシリア
ル番号、ファームウェアのバージョン、ポ
ート、ステータスなど) を提供します。

注: 「システム構成」レポートはレポートが
生成された時点でのシステム構成の記録を
提供するため、このレポートを生成してア
ーカイブすることをお勧めします。システ
ム変更の記録は、システム計画やカスタマ
サポートに役立ちます。

システム構
成のサマリ
ー

詳細な「システム構成」レポートに含まれる
パイロット、コントローラ、およびドライ
ブエンクロージャーの情報のサマリーを提
供します。これらのデータには、前述のコ
ンポーネントの現在のステータスとシステ
ム情報が含まれます。

有効 スケジュールされたレポートがアクティブまたは非アクテ
ィブのどちらであるかを指定します。スケジュールされた
レポートをアクティブにするには、「有効」チェックボック
スにチェックマークを付けます。スケジュールされたレポ
ートをアクティブにしない場合は、「有効」チェックボック
スにチェックマークを付けないでください。スケジュール
されたレポートは引き続き「レポートスケジュール」の下に
表示されますが、レポートは生成されません。

開始時間 レポートの生成を開始する日時を指定します。

スケジュール頻度 スケジュールによってレポートを生成する頻度を指定しま
す。頻度には次が含まれます。

• 1 回のみ実行

• 毎時

• 毎日

• 毎週
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繰り返し このスケジュールされたレポートを次に生成するまでの時
間、日数、および週数を指定します。レポートを生成する特
定の日を指定することもできます。

関連リンク

レポートスケジュールを表示する

「SNMP ホストの表示」ダイアログ
ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「SNMP」 > 「アクショ
ン」 > 「SNMP ホストの表示」

選択された SNMP (Simple Network Management Protocol) トラップホストの情
報を表示します。

名前 SNMP ホストの名前を識別します。

ホスト IP Oracle FS System の SNMP 情報を受信するクライアントの
IP アドレスまたはドメイン名を識別します。

コミュニティー文
字列

Oracle FS System が SNMP ホストにイベントトラップを送
信するときに使用するコミュニティー文字列を識別します。

注: 管理者が読み取り専用アクセスのコミュニティー文字列
を指定しなかった場合、SNMP サーバーおよびクライアント
は一般に public を使用します。

トラップを受信し
ます

SNMP ホストが自身に送信されたイベントトラップを受信
することを示します。

重要度しきい値 システムがイベントトラップによって SNMP ホストに送信
するイベントの重要度しきい値を識別します。

重要度レベル:

• 情報

• 警告

• クリティカル

関連リンク

SNMP ホストを表示する

「ストレージ割り当ての詳細表示」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ストレージドメイン」 > 「アクション」 > 「ス
トレージ割り当ての詳細表示」

選択されたストレージドメイン内のすべての単一階層 LUN および自動階層
LUN のストレージ容量をストレージクラス別に表示します。
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使用可能なストレージクラスごとに、次のストレージ容量のグラフが表示されま
す。

単一階層 単一階層 LUN に割り当てられたストレージ容量を示しま
す。

自動階層 自動階層 LUN に割り当てられたストレージ容量を示しま
す。グラフの塗りつぶし部分は RAID 5 または RAID 6 で使
用されている割り当て済み容量を表します。グラフの網掛
け部分は RAID 10 で使用されている割り当て済み容量を表
します。

注: RAID 6 は容量 HDD ストレージクラスでのみ使用でき
ます。

固定 ストレージ容量を低コストで低パフォーマンスのストレー
ジクラスに移動できないことを示します。固定容量を減ら
すには、低パフォーマンスのストレージクラスを LUN に含
めます。

グラフの塗りつぶし部分は RAID 5 または RAID 6 で使用さ
れている割り当て済み容量を表します。 グラフの網掛け部
分は RAID 10 で使用されている割り当て済み容量を表しま
す。

注: RAID 6 は容量 HDD ストレージクラスでのみ使用でき
ます。

空き 指定された次の要素での割り当てに使用できる容量を表示
します:ストレージドメイン。

未使用 自動階層化された LUN に割り当てられているが使用され
ていない容量を表示します。未使用の空き容量は、自動階層
化された LUN でのみ使用できます。未使用領域を自動階
層化されていない LUN のために解放するには、ストレージ
ドメインをコンパクト化します。

準備中 初期化されている容量を表示します。この値は、通常、ボリ
ュームが削除された結果として得られます。指定された次
の要素に関して、この値はしだいに減少しますが、その分だ
け空き領域の値は増加します:ストレージドメイン。

関連リンク

ストレージ割り当ての詳細を表示する

「ストレージドメインの表示」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「ストレージドメイン」 > 「アクション」 > 「ス
トレージドメインの表示」

選択されたストレージドメインに関する情報を表示します。
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ストレージクラスごとのストレージドメインの容量

選択されたストレージドメインのストレージクラスとその容量をグラフで表示し
ます。

有効なメディアタイプ:

パフォーマンス
SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化されたソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納されることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込みパフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォーマンスデ
ィスク

高速なハードディスクドライブ (HDD) にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラスでは、容量をあ
る程度犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作のアクセス
時間および待機時間を短縮します。

容量ディスク 大容量の交換型 HDD にデータが格納されることを指定し
ます。このストレージクラスでは、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テープストレージがオプションに
含まれていないストレージシステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

システムは、ストレージクラスごとに、ストレージドメインの物理容量をグラフ
で表示します。このグラフでは、各ストレージクラスの容量ステータスを示す異
なる太さの色付きのバーが使用されます。各グラフの上にマウスポインタを置く
と、容量のタイプが表示されます。

注: ドライブの製造元がドライブ容量の表示に 10 進数 (10 乗) を使用している場
合があります。Oracle FS System では物理ストレージの容量と論理ボリュームの
サイズの表示にバイナリ (2 乗) を使用しています。

1M バイト = 10242 (1,048,576) バイト
1G バイト = 10243 (1,073,741,824) バイト
1T バイト = 10244 (1,099,511,627,776) バイト

可能性のある物理ストレージ容量:

空き領域 指定された次の要素での割り当てに使用できる容量を表示
します:ストレージクラス。

使用済み容量 データとシステムオーバーヘッドによって消費される容量
を表示します。
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合計容量 次の要素から提供される raw 容量の合計を表示します:指定
されたストレージクラス内で定義されているドライブグル
ープ。

割り当て済み領域 指定された次の要素にあるすべてのストレージクラスに対
して割り当てと指定が行われた容量を表示します: ストレー
ジクラス。

準備中の容量 初期化されている容量を表示します。この値は、通常、ボリ
ュームが削除された結果として得られます。指定された次
の要素に関して、この値はしだいに減少しますが、その分だ
け空き領域の値は増加します:ストレージクラス。

論理容量への割り
当て済み最大容量

ストレージクラスに許可される最大増加容量を表示します。

名前 ストレージドメインの名前を指定します。この名前は
Oracle FS System 内で一意である必要があります。

バックグラウンド
プロセスの優先度

システムに
よる選択

(デフォルト) システムが、バックグラウン
ドデータ移動に必要なリソースと、受信ク
ライアント I/O へのサービス提供に必要な
リソースとのバランスを取るように指定し
ます。

影響の最小
化

バックグラウンドのデータ移動処理に割り
当てられるシステムリソースの量をシステ
ムが制限することを指定します。このオプ
ションは、クライアント I/O に対する影響
を最小限に抑えます。高負荷のストレージ
ドメインで推奨されます。

速度の最大
化

システムがバックグラウンドのデータ移動
処理に高い優先度でリソースを割り当てる
ことを指定します。このオプションでは、
クライアント I/O で使用可能なシステムリ
ソースの量が減少します。低負荷のストレ
ージドメインで推奨されます。

自動 QoS リバラ
ンスの有効化

ストレージドメインにドライブグループを追加したとき、シ
ステムがドライブグループ間で既存のボリュームのバラン
スをとるように指定します。有効になっている場合、システ
ムは既存のボリュームのデータをストレージドメイン内の
すべてのドライブグループに分散させます。このオプショ
ンを選択しない場合は、ストレージドメイン内の既存のドラ
イブグループにわたるデータ分散が保持されます。

階層再割り当ての
有効化

このストレージドメイン内に存在するすべての階層データ
のデータプログレッションを有効にするように指定します。
個々のオブジェクトの階層再割り当ては無効になっている
可能性があります。ストレージドメインのレベルで階層再
割り当てを有効にしても、階層再割り当てが無効になってい
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るオブジェクトはオーバーライドされません。デフォルト
では有効です。

階層再割り当て統
計情報の収集の有
効化

Oracle FS System がストレージドメインのデータ使用パタ
ーンを内部的に収集することを指定します。このパターン
はデータの最適なストレージクラスを判断するために分析
されます。デフォルトでは有効です。別のプロファイルを
テストする必要がないかぎり、この設定を変更しないでくだ
さい。

テストのためにストレージプロファイルを変更していて、テ
スト中に統計情報を収集したくない場合はこの設定を無効
にします。これにより将来の階層再割り当てがゆがめられ
る可能性があるため、テスト中は階層再割り当て統計情報を
収集しないでください。テストを完了したら、階層再割り当
て統計情報の収集を有効にします。

注: 階層再割り当て統計情報の収集を有効または無効にして
も、CPU、ドライブグループ、ファイルシステム、または
LUN に関して表示できる統計情報には影響を与えません
(これらは別の一連の統計情報です)。

自動階層スキャンオプション (詳細)
データを別のストレージクラスに移動する際の自動階層アルゴリズムを最適化し
ます。自動階層がアプリケーションのアクティビティーに合わせてアクセス頻度
の高いデータブロックとアクセス頻度の低いデータブロックを移動する間隔を指
定できます。

パフォーマンス最
適化スキャンサイ
クル

自動階層がアクセス頻度の高いデータブロックをパフォー
マンスの高いストレージクラスに移動するためにスキャン
する頻度 (時間単位) を指定します。

たとえば、値を 32 にすると、自動階層が 32 時間ごとにシス
テムをスキャンして、アクセス頻度の高いデータブロックを
パフォーマンスの高いストレージクラスに移動します。

このフィールドを更新すると、「n 時間スキャンサイクルの
数」フィールドのラベルが影響を受けます。たとえば、値を
32 にすると、「n 時間スキャンサイクルの数」のラベルが「32
時間スキャンサイクルの数」に変更されます。

24 時間スキャン
サイクルの数

自動階層がコスト最適化スキャンサイクルを実行する前に
パフォーマンス最適化スキャンサイクルを実行する頻度を
指定します。「n 時間スキャンサイクルの数」フィールドに
入力した値に「パフォーマンス最適化スキャンサイクル」フ
ィールドに入力した値を掛けて得られた値が、「コスト最適
化スキャンサイクル」フィールドに設定されます。

たとえば、値を 5 にすると、自動階層はパフォーマンス最適
化スキャンサイクルを 5 回実行するたびにコスト最適化ス
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キャンサイクルを実行して、アクセス頻度の低いデータをコ
ストの低いストレージクラスに移動します。

コスト最適化スキ
ャンサイクル

(読み取り専用) 自動階層がアクセス頻度の低いデータブロ
ックをコストの低いストレージクラスに移動するためにス
キャンする頻度 (時間単位) を表示します。

このフィールドに表示される値は、「パフォーマンス最適化
スキャンサイクル」フィールドに入力した値と「n 時間スキ
ャンサイクルの数」フィールドに入力した値の積として計算
されます。

自動階層化された LUN で許可されたストレージ容量
ストレージドメインの各ストレージクラスに対する自動階層の再割り当て専用と
なるストレージ容量の最大割合を示します。

関連リンク

ストレージドメインのプロパティーを表示する

「ストレージドメインの表示」ダイアログ

ナビゲーション:

「NAS」 > 「ストレージ」 > 「ファイルシステム」 > 「アクション」 > 「ファ
イルシステムの作成」 > 「ストレージドメインの表示」
「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「LUN の作成」 >
「ストレージドメインの表示」

使用可能なストレージドメインおよび関連するドライブグループのプロパティー
を表示します。

名前 次を指定します: ストレージドメインの名前。また、ドメイ
ンに割り当てられているドライブエンクロージャーとドラ
イブグループを一覧表示します。

ステータス ストレージドメインのステータスと、それらのストレージド
メインに関連付けられたドライブグループのステータスを
表示します。「通常」の場合、アクションは不要です。

通常 ドライブグループはアクセス可能であり、
アクションは不要であることを示します。

機能低下の
警告

ドライブグループ内のドライブが故障した
が、ドライブグループにはまだアクセスで
きることを示します。故障したドライブを
交換してください。ドライブグループがプ
ライマリドライブグループである場合はす
ぐにドライブを交換してください。プライ
マリドライブグループにはすべてのシステ
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ム構成データなど、システムオーバーヘッ
ドが含まれます。

機能低下の
クリティカ
ル

2 つ以上のドライブが故障したことを示し
ます。ドライブを交換しないと、ドライブ
グループにアクセスできなくなる可能性が
あります。

失敗 複数のドライブが故障したことを示しま
す。ドライブグループにアクセスできませ
ん。故障したドライブを交換してくださ
い。故障したドライブの交換が完了する
と、ドライブグループにアクセスできるよ
うになります。

不明 ドライブのステータス情報を表示できない
ことを示します。

階層の再割り当て ストレージドメインの階層の再割り当てステータスを識別
します。階層の再割り当てを有効にすると、Oracle FS
System はリソースを専用に割り当て、統計データと QoS 優
先度プロパティーを使用してストレージ階層間でデータを
移行します。

有効な状態:

有効 ストレージドメインで階層の再割り当てが
アクティブであることを示します。有効に
すると、このストレージドメインで使用率
の高いデータをパフォーマンスの高いスト
レージ階層に移行できます。

無効 ストレージドメインで階層の再割り当てが
アクティブでないことを示します。無効に
すると、このストレージドメインで使用率
の高いデータをパフォーマンスの高いスト
レージ階層に移行できません。

統計収集が
無効

Oracle FS System がデータを移行するため
に使用する統計データが収集されないこと
を示します。階層の再割り当てプロセスに
は統計データが必要なため、Oracle はこの
オプションを使用しないことをお勧めしま
す。

階層の再割
り当てが無
効

階層の再割り当てがアクティブでないこと
を示します。統計収集はアクティブです。

メディアタイプ ドライブグループを構成する物理メディアのカテゴリを指
定します。

有効なメディアタイプ:
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パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

エンクロージャー
シャーシ ID

ドライブエンクロージャーの数値識別子を表示します。「エ
ンクロージャーシャーシ ID」はドライブエンクロージャー
の前面に表示されます。数値の範囲は 01 から 99 まで (16
進値の A0 から FF まで) です。

物理容量

割り当て済み 指定された次の要素にあるすべての論理ボリュームに対し
て割り当てと指定が行われた容量を表示します: ストレージ
ドメイン。

空き 指定された次の要素での割り当てに使用できる容量を表示
します:ストレージドメイン。

使用不可 初期化されている容量を表示します。この値は、通常、ボリ
ュームが削除された結果として得られます。指定された次
の要素に関して、この値はしだいに減少しますが、その分だ
け空き領域の値は増加します:ストレージドメイン。

合計容量 次の要素から提供される raw 容量の合計を表示します:指定
されたストレージドメイン内で定義されているドライブエ
ンクロージャー。
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物理的な分布 使用されている容量と割り当てられている最大を比較する
グラフを表示します。

関連リンク

自動階層 LUN の作成: サービス品質の定義
単一階層 LUN を作成する: サービス品質を定義する

「ストレージプロファイルの表示」ダイアログ

ナビゲーション: 「システム」 > 「グローバル設定」 > 「ストレージプロファイ
ル」 > 「アクション」 > 「ストレージプロファイルの表示」

ストレージプロファイルのプロパティーを表示します。

名前 ストレージプロファイルの名前を識別します。この名前に
は、場合によっては、プロファイルに関連付けられたアプリ
ケーションの名前が含まれます。

RAID レベル 1 つ以上のドライブの損失からデータを回復するシステム
の機能を強化するために使用されるストレージメカニズム
を識別します。

可能性のある RAID レベル:

シングルパ
リティー

実際のデータに加えて、論理ボリューム用
のパリティービットが 1 セット存在するこ
とを示します。このパリティーレベルで
は、1 台のドライブの損失から保護されま
す。シングルパリティーは、RAID 5 ストレ
ージテクノロジのバリアントとして実装さ
れます。

ダブルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボリューム用
のパリティービットが 2 セット存在するこ
とを示します。このパリティーレベルで
は、書き込みパフォーマンスに対するわず
かなコストで、1 台または 2 台のドライブの
損失から保護されます。ダブルパリティー
は、RAID 6 ストレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー化 ボリューム用のパリティービットが存在し
ないことを示します。代わりに、システム
は 2 つの異なる場所にデータを書き込みま
す。この RAID レベルでは、少なくとも 1
台 (場合によっては複数) のドライブの損失
から保護され、ランダム書き込み操作のパ
フォーマンスが向上します。ミラー化
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RAID は、RAID 10 ストレージテクノロジ
のバリアントとして実装されます。

先読み 順次読み取り操作に対して使用される先読みポリシーを識
別します。このポリシーによって、システムがコントローラ
キャッシュに配置する追加データ (あれば) の量が決まりま
す。有効なポリシー:

通常 入力リクエストと出力リクエストによるデ
ータアクセスの大部分がランダムまたは順
次とランダムの混在であることを示しま
す。

積極的 入力リクエストと出力リクエストによるデ
ータアクセスの大部分が順次であり、ワー
クロードが読み取り操作に偏っていること
を示します。

保守的 入力リクエストと出力リクエストの大部分
が順次であり、ワークロードが書き込み操
作に偏っていることを示します。

優先度 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。 (コントローラの処理キューなど)。処理キュー
の優先度は、ボリューム専用に割り当てられるコントローラ
の CPU サイクルの割合を定義します。交換型ドライブのど
こにデータがストライプされるかも識別します。有効な優
先度レベル:

最高 もっとも高い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

高 次に高い処理キュー内のリクエストへの応
答の優先度を示します。

中 中程度の処理キュー内のリクエストへの応
答の優先度を示します。

低 2 番目に低い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

アーカイブ もっとも低い処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度を示します。

詳細

ストレージプロファイルの追加の QoS プロパティーを表示します。

書き込み プロファイルで使用する書き込みキャッシュルールを識別
します。

有効なオプション:
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ライトスル
ー

データをコントローラキャッシュとストレ
ージアレイに書き込んでから、書き込みリ
クエストを完了します。このルールによっ
て、書き込みリクエストがアプリケーショ
ンに戻る前に、データが安全にストレージ
に書き込まれます。ライトスルーキャッシ
ュは、データをストレージアレイとキャッ
シュの両方に書き込むため、ライトバック
キャッシュより実行速度が遅くなります。

ライトバッ
クキャッシ
ュ

データをコントローラキャッシュに書き込
み、ディスクへの書き込みが完了するのを
待たずにただちに書き込みリクエストが戻
ります。システムは、アイドルサイクル中
にキャッシュからストレージアレイにデー
タを書き込みます。ライトバックキャッシ
ュは、データをキャッシュに書き込むだけ
で書き込みリクエストが完了するため、ラ
イトスルーより実行速度が速くなります。

重要: システムが予期せずに停止した場合、
ストレージに書き込まれていないキャッシ
ュ内のデータは消失する可能性がありま
す。

システムは、停止プロセス中にキャッシュ
内のすべてのデータをストレージアレイに
書き込みます。

デフォルト 選択された QoS 設定に基づいて Oracle FS
System が適切な書き込みキャッシュルー
ルを選択することを示します。

ストライプ幅 データが書き込まれるドライブグループの数を識別します。

使用可能な値:

1 から 64 ま
で

指定されたストライプ幅を示します。

すべて 論理ボリュームが使用可能なすべてのドラ
イブグループにわたってストライプ化され
ることを示します。

自動選択 ユーザーが選択した「優先度」オプション
に基づいて Oracle FS System がストライプ
幅を決定することを示します。

優先ストレージクラス

論理ボリュームが存在するストレージクラスメディアと、Oracle FS System がメ
ディアを使用する優先順位を表示します。
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優先順位 Oracle FS System がストレージクラスを使用する優先順位
を示します。

ストレージクラス 論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを指定
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

関連リンク

ストレージプロファイルを表示する

「UPS の表示」ダイアログ
ナビゲーション: 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「UPS」 > 「アクション」 >
「UPS の表示」

選択された無停電電源装置 (UPS デバイス) のプロパティーを表示します。

名前 UPS デバイスの名前を識別します。UPS 名は、Oracle FS
System 全体で一意となる 256 文字以下の UTF-8 文字列に
する必要があります。
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IP アドレス 外部 UPS デバイスに割り当てられた IP アドレスを識別し
ます。

SNMP コミュニ
ティー

Oracle FS System によって生成されるトラップのうち、特定
のトラップホストが受信するトラップのコミュニティーを
識別します。トラップホストごとに異なるコミュニティー
文字列を指定することで、複数の管理者がそれぞれ特定のタ
イプの SNMP トラップを受信できるようになります。デフ
ォルトのコミュニティー文字列は public (小文字) です。デ
フォルトのコミュニティー文字列を変更することをお勧め
します。

注: ここで入力されるこのコミュニティー文字列は、UPS デ
バイス上で構成されているコミュニティー文字列に一致し
ている必要があります。

現在のステータス

UPS デバイスに関する読み取り専用の詳細とステータスを提供します。この情
報は変更できません。

モデル UPS デバイスのモデル番号を識別します。

ファームウェアリ
ビジョン

UPS デバイスにインストールされているファームウェアバ
ージョンを識別します。

シリアル番号 UPS デバイスのシリアル番号を識別します。

電源 UPS の電源を識別します。有効な電源:

• AC (交流)

• バッテリ

• 不明

バッテリステータ
ス

UPS のバッテリのステータスを識別します。有効な値:

• 通常

• 警告

• クリティカル

• 不明

通信ステータス UPS デバイスと Oracle FS System システム間の通信ステー
タスを識別します。有効な値:

• OK

• 失敗
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関連リンク

UPS デバイスを表示する
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付録 C

「SAN」タブの参照ページ

「追加オプション」ダイアログ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > ... >
「サービス品質」 > 「自動階層」 > 「追加オプション」

Oracle FS System が階層の移行に使用する優先されるストレージクラスを選択で
きます。また、自動階層化された LUN に対して階層の移行が有効になっている
かどうかを指定することもできます。

自動階層化のためのストレージクラス

すべてのクラスの
使用

自動階層化機能で、Oracle FS System で使用可能なすべての
ストレージクラスを使用するように指定します。

注: Oracle は、「すべてのクラスの使用」のデフォルト値を
使用することをお勧めします。

次のものだけを使
用します

システムが自動階層化された LUN に使用する優先される
ストレージクラスを指定します。リストからストレージク
ラスを選択解除すると、そのストレージクラスおよびその容
量が通常の階層の移行から除外されます。

注: 選択したストレージクラスの容量を超えた場合、システ
ムは選択解除されているストレージクラスを使用します。

安価なストレージクラスを除外し高パフォーマンスのスト
レージクラスを含めると、固定ストレージ容量が作成される
原因になります。固定データはシステムがデータを下位の
ストレージクラスに移行できないときに発生します。下位
のストレージクラスに移行できないデータは固定データと
見なされ、このデータが占有するストレージ容量は固定化さ
れた状態になります。 固定の容量によって、階層の移行の
効率が大幅に制限される場合があります。

注: 「(存在しません)」というテキストを含むストレージク
ラスは、ストレージドメイン内の特定のクラスが使用できな
いことを示します。ただし、そのストレージが使用可能にな
ると、階層の移行プロセスでそのストレージクラスが使用さ
れます。
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階層の再割り当て
が有効

ストレージ層の移行を LUN に適用するかどうかを指定し
ます。「階層の再割り当てが有効」オプションを選択しても、
ストレージドメイン内の無効になっている「階層の再割り当
て」設定はオーバーライドされません。

有効になっている場合、システムは最高の全体的なパフォー
マンスともっとも低い全体的なコストを実現するために、あ
るストレージ層から別のストレージ層にデータを移動しま
す。階層の移行プロセスを機能させるには、「階層の再割り
当てが有効」オプションを選択し、ストレージドメイン内の
同じオプションを有効にします。

関連リンク

SAN LUN の管理
自動階層 LUN の作成: サービス品質の定義
自動階層化 LUN を変更する: サービス品質を定義する

「ホストの関連付け」ダイアログ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」 > 「アクション」 > 「ホ
ストの関連付け」

Oracle FS Path Manager がインストールされていないファイバチャネル (FC) ホ
ストを Oracle FS System が認識できるようにします。

ホスト名 Oracle FS System 上で構成されている LUN またはクロー
ン LUN にアクセスする SAN ホストを識別します。

関連付けの作成

SAN ホストの関連付けに使用される SAN イニシエータの名前を指定します。

有効なオプション:

WWN を指定しま
す

Oracle FS System が検出していないファイバチャネルポー
トの World Wide Name (WWN) を指定します。

検出された WWN
から選択します

Oracle FS System がネットワーク上で検出したファイバチ
ャネルポートの WWN のリストを指定します。

関連付け

タイプ SAN ホストエントリに関連付けられているイニシエータの
タイプを識別します。

HBA 別名 ホストポートに割り当てられたわかりやすい代替名を識別
します。
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デバイス/HBA ポ
ート名

SAN ホストエントリに関連付けられているデバイスまたは
イニシエータの名前を識別します。

コントロール

削除 選択されたオブジェクトを削除します。

関連リンク

関連付けられたホストエントリの作成

コントローラプロトコルの統計概要ページ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「コントローラプロトコル」

ストレージエリアネットワーク (SAN) プロトコルの統計情報を表示します。
SAN プロトコルはファイバチャネル (FC) です。

名前 選択されたコントローラの名前を識別します。

ポートタイプ コントローラポートのプロトコルタイプ (FC) を識別しま
す。

スロット番号 コントローラの PCI スロットの割り当てを識別します。

ポート番号 ポート番号 (0 または 1) を識別します。

ネゴシエートされ
た速度

ポートの転送速度 (G ビット/秒) を表示します。転送速度
は、HBA または FC スイッチとコントローラの間でネゴシ
エートされます。

スループット/秒 スループット (M バイト/秒) を識別します。

読み取り 読み取りスループット (M バイト/秒) を識
別します。

書き込み 書き込みスループット (M バイト/秒) を識
別します。

I/O 待機時間 データの読み取りまたは書き込み時間 (ミリ秒) を識別しま
す。

次の情報を表示します。

読み取り データの読み取り時間 (ミリ秒) を識別しま
す。

書き込み データの書き込み時間 (ミリ秒) を識別しま
す。

組み合わせ
済み

データの読み取りおよび書き込みを組み合
わせた時間 (ミリ秒) を識別します。
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I/O サイズ 読み取りおよび書き込み操作の平均サイズを識別します。

受信されたコマン
ド数/秒

最後のサンプリング期間中に Oracle FS System で受信され
た 1 秒当たりの読み取りおよび書き込みコマンドの数を表
示します。

アクティブ化以降
のチャネルエラー

コントローラがアクティブ化されたあとに発生したチャネ
ルエラーの累積数を表示します。

収集期間 情報が Oracle FS System から最後に収集された開始時間と
終了時間を識別します。データは 2 分間にわたって収集さ
れ、2 分に 1 回リフレッシュされます。

FC ポートに関するリアルタイム統計を生成するには、ポートを選択してから、
「アクション」 > 「FC ポートのリアルタイム統計」を選択します。「グラフの追
加」をクリックし、統計を選択します (詳細は、次のリストで確認できます)。

表示される統計には、次のものがあります。

読み取り IOPS 1 秒あたりの読み取り I/O 操作数を示します。

書き込み IOPS 1 秒あたりの書き込み I/O 操作数を示します。

合計 IOPS 読み取りおよび書き込み IOPS の合計数を示します。

読み取りバイト数/
秒

システムが読み取り操作中にドライブからバイトを転送し
た速度を示します。

書き込みバイト数/
秒

システムが書き込み操作中にドライブにバイトを転送した
速度を示します。

合計バイト数/秒 読み取りおよび書き込み操作の合計バイト数を表示します。

関連リンク

SAN コントローラプロトコルを表示する

「SAN LUN のコピー」、「データ保護」タブ、「自動階層」
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「コ
ピー」 > 「データ保護」 > 「自動階層」

LUN コピーにデータ保護スケジュールを追加します。また、このページからデー
タレプリケーションスケジュールを管理することもできます。

ストレージドメインの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。
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クローンの有効化 クローンの容量オプションを有効にするかどうかを指定し
ます。このオプションを選択すると、クローン QoS の指定
オプションも有効になります。

クローンストレージの容量

最大容量 クローン LUN に割り当てるストレージ領域の割合 (%) を
指定します。

注: このフィールドを変更すると、「最大容量」と「使用可能
な容量」の値が更新されます。これらの容量値は、「サービ
ス品質」タブで指定した「アドレス可能論理容量」の値に基
づいています。

現在の最大容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

現在の使用可能な
容量

この LUN のクローンに割り当てられている現在のストレ
ージ容量を識別します。

推定の最大容量 クローン LUN に割り当てる推定のストレージ領域を指定
します。このフィールドの値は、「最大容量」の割合の変化
や、「サービス品質」タブで指定した「容量」の値の変化に
従って変更されます。

推定の使用可能な
容量

クローン LUN の使用可能な推定容量を識別します。この
フィールドの値は、「最大容量」の割合の変化や、「サービス
品質」タブで指定した「容量」の値の変化に従って変更され
ます。

リポジトリ QoS
を LUN QoS に一
致させる

クローンストレージの QoS プロパティーを適用するとき
に、データ保護スケジュールを使用するか、または管理者が
手動で適用するかを指定します。

クローンストレージの QoS
拡張された QoS 設定を指定して、データ保護スケジュールによって作成された
(または管理者が手動で作成した) クローンストレージに適用します。

初期ストレージク
ラス

論理ボリュームがある物理メディアの初期カテゴリを指定
します。自動階層化された LUN では、Oracle FS System が、
最適なパフォーマンスを実現するために、ボリュームでのデ
ータ使用法統計と一致する実際のストレージクラスを判別
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ

「SAN」タブの参照ページ

453



れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。

注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。

初期の標準
的なアクセ
ス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。
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混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

初期の I/O
バイアス

一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

初期の
RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられた
初期の RAID レベルを識別します。
Oracle FS System は、最適なパフォーマン
スを実現するために、ボリュームでのデー
タ使用法統計と一致する実際の RAID レベ
ルを判別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
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ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
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の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

追加オプション 自動階層ストレージクラスオプションを選択できるダイア
ログを表示します。

クローンスケジュール

論理ボリュームに関連付けられているデータ保護スケジュールを一覧表示しま
す。

名前 スケジュールの名前を識別します。

開始時間 スケジュールが開始される日付と時間を識別します。

頻度 スケジュールが実行される頻度を識別します。頻度には次
のものが含まれます。

• 1 回のみ実行

• 毎時

• 毎日

• 毎週

有効 スケジュールが有効になっているかどうかを識別します。

有効 スケジュールされた操作が指定された時間
に実行されることを示します。

無効 操作がスケジュールどおりに実行されない
ことを示します。たとえば、ソースボリュ
ーム (LUN またはクローン LUN) がユーザ
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ーから使用可能になっていない場合は、ス
ケジュールを無効にします。

作成 スケジュールされた操作を作成するためのダイアログを表
示します。

変更 既存のスケジュールを変更するためのダイアログを表示し
ます。

削除 既存のスケジュールを削除します。

関連リンク

QoS ポリシー
LUN のコピー

「SAN LUN のコピー」、「データ保護」タブ、「単一階層」
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「コ
ピー」 > 「データ保護」 > 「単一階層」

LUN コピーにデータ保護スケジュールを追加します。また、このページからデー
タレプリケーションスケジュールを管理することもできます。

選択されたストレージクラスの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。

ストレージクラスごとの容量

データが格納される物理メディアのタイプを識別します。有効なメディアタイプ
(パフォーマンス優先度の高い方から順に):

パフォーマンス
SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化されたソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納されることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込みパフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォーマンスデ
ィスク

高速なハードディスクドライブ (HDD) にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラスでは、容量をあ
る程度犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作のアクセス
時間および待機時間を短縮します。
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容量ディスク 大容量の交換型 HDD にデータが格納されることを指定し
ます。このストレージクラスでは、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テープストレージがオプションに
含まれていないストレージシステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

クローンの有効化 クローンの容量オプションを有効にするかどうかを指定し
ます。このオプションを選択すると、クローン QoS の指定
オプションも有効になります。

クローンストレージの容量

最大容量 クローン LUN に割り当てるストレージ領域の割合 (%) を
指定します。

注: このフィールドを変更すると、「最大容量」と「使用可能
な容量」の値が更新されます。これらの容量値は、「サービ
ス品質」タブで指定した「アドレス可能論理容量」の値に基
づいています。

最大容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

使用可能な容量 この LUN のクローンに割り当てられている現在のストレ
ージ容量を識別します。

推定の最大容量 クローン LUN に割り当てる推定のストレージ領域を指定
します。このフィールドの値は、「最大容量」の割合の変化
や、「サービス品質」タブで指定した「容量」の値の変化に
従って変更されます。

推定の使用可能な
容量

クローン LUN の使用可能な推定容量を識別します。この
フィールドの値は、「最大容量」の割合の変化や、「サービス
品質」タブで指定した「容量」の値の変化に従って変更され
ます。

リポジトリ QoS
を LUN QoS に一
致させる

クローンストレージの QoS プロパティーを適用するとき
に、データ保護スケジュールを使用するか、または管理者が
手動で適用するかを指定します。

クローン QoS ストレージ
拡張された QoS 設定を指定して、データ保護スケジュールによって作成された
(または管理者が手動で作成した) クローンストレージに適用します。

ストレージドメイ
ン

LUN に関連付けられているストレージドメインの名前を指
定します。
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注: Oracle FS System にカスタムストレージドメインが含ま
れている場合は、すべての「ストレージドメイン」オプショ
ンが表示されます。

ストレージクラス 論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを指定
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。

注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。

標準的なア
クセス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
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タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

I/O バイアス 一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

冗長性 ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

有効な冗長性レベル:

単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティー
は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。
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二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
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き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。
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アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

クローンスケジュール

論理ボリュームに関連付けられているデータ保護スケジュールを一覧表示しま
す。

名前 スケジュールの名前を識別します。

開始時間 スケジュールが開始される日付と時間を識別します。

頻度 スケジュールが実行される頻度を識別します。頻度には次
のものが含まれます。

• 1 回のみ実行

• 毎時

• 毎日

• 毎週

有効 スケジュールが有効になっているかどうかを識別します。

有効 スケジュールされた操作が指定された時間
に実行されることを示します。

無効 操作がスケジュールどおりに実行されない
ことを示します。たとえば、ソースボリュ
ーム (LUN またはクローン LUN) がユーザ
ーから使用可能になっていない場合は、ス
ケジュールを無効にします。

作成 スケジュールされた操作を作成するためのダイアログを表
示します。

変更 既存のスケジュールを変更するためのダイアログを表示し
ます。

削除 既存のスケジュールを削除します。

関連リンク

LUN のコピー
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「SAN LUN のコピー」、「マッピング」タブ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「コ
ピー」 > 「マッピング」

論理ボリュームの LUN からホストへのマッピングの設定を作成します。

アクセスプロトコ
ル

論理ボリュームにアクセスするために許可されるプロトコ
ルを指定します。

有効なオプション:

ファイバチ
ャネル (FC)

ホストが FC プロトコルを使用してこの
LUN にアクセスできるように指定します。

選択されたホスト
のみ (マップ経由)

指定された SAN ホストのみが、これらの各ホスト上の特定
の (異なる可能性のある) LUN 番号を使用してこの LUN に
アクセスできるように指定します。LUN がマップされた場
合、LUN 番号は、マップされた SAN ホストに固有である必
要があります。

すべてのホストが
LUN 番号を使用
してこの LUN に
アクセスできます

この LUN にアクセスするすべての SAN ホストが同じ
LUN 番号を使用するように指定します。LUN 番号選択の
ドロップダウンリストをアクティブ化するには、このオプシ
ョンを選択します。

LUN コントローラの割り当て
「LUN コントローラの割り当て」オプションを使用すると、LUN コピーのホーム
を、ソース LUN のホームであるコントローラ以外のコントローラに設定できま
す。デフォルトでは、コピーのホームは、ソース LUN と同じコントローラにな
ります。

現在のコントロー
ラ

LUN のホームである現在のコントローラを識別します。

注: 新しいソース LUN の場合、このフィールドは使用でき
ません。代わりに、「割り当てられたコントローラ」オプシ
ョンを使用してください。

割り当てられたコ
ントローラ

システムが LUN を割り当てるコントローラを識別します。
リストから、使用可能なコントローラノードを選択します。

この LUN に対してマスクされたポート
LUN にアクセスできないように除外 (マスク) する物理コントローラポートを表
示します。

マスク済み LUN のポートがマスクされているかどうかを示します。

プロトコル アクセスプロトコルのタイプを識別します。
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コントローラ コントローラの名前を識別します。

スロット コントローラ HBA のスロット番号を識別します。

ポート コントローラポート番号を識別します。

コントローラポー
トアドレス

各コントローラネットワークポートの一意の識別子を識別
します。FC ネットワークの場合、この識別子は World Wide
Name (WWN) です。

LUN マッピング
LUN からホストへのマッピングの割り当てを管理します。

注: LUN マッピングテーブルは、「選択されたホストのみ (マップ経由)」オプショ
ンを選択した場合にのみ表示されます。

LUN またはクローン LUN を 1 つのホストまたはホストグループにマップでき
ます。

この LUN にマッ
プされているホス
ト

名前 Oracle FS System 上で構成されている
LUN にアクセスする SAN ホストを識別し
ます。Oracle FS Path Manager がインスト
ールされていない場合、システムは FC
HBA の WWN を表示します。

LUN 番号に
よるマップ

関連付けられた SAN ホストの LUN に割
り当てる番号を識別します。この番号は、
その特定のホストに固有である必要があり
ます。すべてのホストにわたって一意であ
る必要はありません。

作成 ホスト名の選択に基づいて LUN からホストへのマッピン
グを作成したり、ホストが使用する LUN 番号を割り当てた
りできるダイアログを開きます。

変更 関連付けられたホストにマップされた LUN を変更できる
ダイアログを開きます。

削除 選択された SAN ホストの LUN マッピングを削除します。

関連リンク

LUN のコピー

「SAN LUN のコピー」、「サービス品質」タブ、「自動階層」
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「コ
ピー」 > 「サービス品質」 > 「自動階層」

既存の論理ボリュームをコピーします。
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選択されたストレージクラスの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。

ストレージクラスおよび RAID レベルごとの割り当て
自動階層化された LUN の実際の物理容量に加えて、RAID レベルのパリティー
に必要な容量をグラフで示します。このグラフには、ストレージクラスの物理容
量と RAID レベルのパリティーの合計を表す積み上げバーが含まれています。
図の下部にある凡例は、各バーに関する詳細情報を提供します。

ストレージドメイ
ン

LUN に関連付けられているストレージドメインの名前を指
定します。

注: Oracle FS System にカスタムストレージドメインが含ま
れている場合は、すべての「ストレージドメイン」オプショ
ンが表示されます。

ストレージドメイ
ンの表示

使用可能なストレージドメインを一覧表示するダイアログ
を表示します。

LUN 名 管理のために LUN に割り当てられている名前を識別しま
す。LUN 名は、次の要件を満たしている必要があります。

• Oracle FS System 全体にわたって一意である必要があ
る

• 82 文字以下の UTF 文字である必要がある

• 255 文字以下の ASCII 文字である必要がある

ボリュームグルー
プ

ボリュームグループに LUN を割り当てることができます。

[...] ボリュームグループを作成できる「ボリュ
ームグループの管理」ダイアログを開きま
す。

ストレージプロフ
ァイルを使用

論理ボリュームが QoS プロパティーのカスタムセットを使
用するかどうかを指定します。このオプションを選択する
と、このページ上の残りの QoS プロパティーが無効になり
ます。

[...] プロファイルの詳細を確認できる「ストレ
ージプロファイルの表示」ダイアログを開
きます。

ストレージクラス 論理ボリュームがある物理メディアの初期カテゴリを指定
します。自動階層化された LUN では、Oracle FS System が、
最適なパフォーマンスを実現するために、ボリュームでのデ
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ータ使用法統計と一致する実際のストレージクラスを判別
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。

注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。

標準的なア
クセス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。
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ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

I/O バイアス 一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

冗長性 ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

有効な冗長性レベル:

単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティー
は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
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ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられた
初期の RAID レベルを識別します。
Oracle FS System は、最適なパフォーマン
スを実現するために、ボリュームでのデー
タ使用法統計と一致する実際の RAID レベ
ルを判別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
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き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

先読み 順次読み取り操作に対して使用される先読
みポリシーを識別します。このポリシーに
よって、システムがコントローラキャッシ
ュに配置する追加データ (あれば) の量が決
まります。有効なポリシー:

通常 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分がランダムまたは順次
とランダムの混在であること
を示します。

積極的 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分が順次であり、ワークロ
ードが読み取り操作に偏って
いることを示します。

保守的 入力リクエストと出力リクエ
ストの大部分が順次であり、ワ
ークロードが書き込み操作に
偏っていることを示します。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。
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高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

移行/コピーの優
先度

バックグラウンドタスクがストレージプール内のある場所
から別の場所にデータをコピーまたは移動する必要がある
とき、システムがパフォーマンスへの影響を制御するために
使用すべき方法を識別します。

注: システムがアイドル状態にあるか、または軽い負荷しか
かっていない場合、選択されているオプションには関係な
く、バックグラウンドタスクは実行される作業量を最大化し
ます。

有効な優先度:

システムに
よる選択

バックグラウンドコピーと着信クライアン
ト I/O のバランスをとります。このオプシ
ョンはデフォルトです。

影響の最小
化

負荷がかかっているシステムで実行される
作業量を制限します。このオプションは、
コピー時間が長くなる代わりにクライアン
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ト I/O スループットへの影響を最小限に抑
えることが目的です。

最大速度 クライアント I/O スループットではなく、
バックグラウンドコピーを優先します。

追加オプション 自動階層ストレージクラスオプションを選択できるダイア
ログを表示します。このダイアログには、階層の再割り当て
を選択するためのオプションも表示されます。階層の再割
り当てによって、データを用途に応じて適切なストレージク
ラスに移行できます。

容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

割り当て済み論理
容量

論理ボリュームのために予約されている容量を識別します。
予約容量は、最大容量以下である必要があります。

参照タグのチェッ
クの無効化

LUN の内部データの整合性チェックの一部を無効にしま
す。このオプションを選択すると、論理ブロックアドレス
(LBA) と呼ばれる、ホストによって書き込まれたものと同じ
識別情報がデータの特定のブロックに指定されているかど
うかのチェックが無効になります。データ CRC の整合性チ
ェックは影響を受けません。

「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択した場合、
「ブート LUN として使用」オプションは無効です。

必要に応じて、ホストまたはアプリケーションによる LUN
の初期化中または準備中に、次のオプションを一時的に選択
します。

• ブート LUN として使用

• 参照タグのチェックの無効化

ホストまたはアプリケーションの終了時に、これらのオプシ
ョンを選択解除します。

ホストまたはアプリケーションで Oracle FS System との相
互運用性の問題が発生している場合、「参照タグのチェック
の無効化」オプションを使用して問題に一時的に対処できま
す。

注: 「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択する
タイミングについては、My Oracle Support (https://
support.oracle.com/) にログインしてください。FS1-2 LUN
で「ブート LUN として使用」オプションと「参照タグのチ
ェックの無効化」オプションを使用するタイミングに関する
記事を検索してください。
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ブート LUN とし
て使用

ホストによって以前に書き込まれたことのないデータのブ
ロックが読み取られるときに、ホストまたはアプリケーショ
ンに返されるデフォルトのエラー応答を変更します。LUN
にはほかの影響はありません。

システムブートのための LUN の準備など、検証プロセスの
一部として書き込まれていないデータブロックを読み取る
ホストとアプリケーションがある場合に、このオプションを
選択します。

データブロックが書き込まれる前に読み取ると、参照タグの
チェックが失敗し、これによってホストにエラーが返されま
す。このエラーの受信後に、ホストは操作を再試行し、参照
タグのチェックを無効にします。「ブート LUN として使用」
オプションは参照タグのチェックを変更しません。一部の
ホストとアプリケーションは、返されるエラーに応じて再試
行のタイミングを変更するため、このオプションはエラー応
答の変更のみを行います。「参照タグのチェックの無効化」
オプションを使用する前に、常に「ブート LUN として使
用」オプションの両方の設定を試行してください。

容量の見積もり QoS 属性の選択に基づいた、物理ストレージ容量の要件の見
積もりを表示します。

推定の物理
容量

この論理ボリュームの推定の物理容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

推定のクロ
ーン容量

この論理ボリュームのクローンの推定の容
量 (割り当て済みおよび最大) を識別しま
す。

推定の合計
容量

この論理ボリュームの推定の合計容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

関連リンク

QoS ポリシー
LUN のコピー

「SAN LUN のコピー」、「サービス品質」タブ、「単一階層」
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「コ
ピー」 > 「サービス品質」 > 「単一階層」

既存の論理ボリュームをコピーします。

選択されたストレージクラスの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。
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ストレージクラスごとの容量

データが格納される物理メディアのタイプを識別します。有効なメディアタイプ
(パフォーマンス優先度の高い方から順に):

パフォーマンス
SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化されたソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納されることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込みパフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォーマンスデ
ィスク

高速なハードディスクドライブ (HDD) にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラスでは、容量をあ
る程度犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作のアクセス
時間および待機時間を短縮します。

容量ディスク 大容量の交換型 HDD にデータが格納されることを指定し
ます。このストレージクラスでは、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テープストレージがオプションに
含まれていないストレージシステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

ストレージドメイ
ン

LUN に関連付けられているストレージドメインの名前を指
定します。

注: Oracle FS System にカスタムストレージドメインが含ま
れている場合は、すべての「ストレージドメイン」オプショ
ンが表示されます。

ストレージドメイ
ンの表示

使用可能なストレージドメインを一覧表示するダイアログ
を表示します。

LUN 名 管理のために LUN に割り当てられている名前を識別しま
す。LUN 名は、次の要件を満たしている必要があります。

• Oracle FS System 全体にわたって一意である必要があ
る

• 82 文字以下の UTF 文字である必要がある

• 255 文字以下の ASCII 文字である必要がある

ボリュームグルー
プ

ボリュームグループに LUN を割り当てることができます。

[...] ボリュームグループを作成できる「ボリュ
ームグループの管理」ダイアログを開きま
す。
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ストレージプロフ
ァイルを使用

論理ボリュームが QoS プロパティーのカスタムセットを使
用するかどうかを指定します。このオプションを選択する
と、このページ上の残りの QoS プロパティーが無効になり
ます。

[...] プロファイルの詳細を確認できる「ストレ
ージプロファイルの表示」ダイアログを開
きます。

ストレージクラス 論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを指定
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。

注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。
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標準的なア
クセス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

I/O バイアス 一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

冗長性 Oracle FS System がボリューム用に作成す
るパリティービットのコピーの数を識別し
ます。

有効な冗長性レベル:

単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ
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れます。シングルパリティー
は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス

「SAN」タブの参照ページ

478



トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

先読み 順次読み取り操作に対して使用される先読
みポリシーを識別します。このポリシーに
よって、システムがコントローラキャッシ
ュに配置する追加データ (あれば) の量が決
まります。有効なポリシー:

通常 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分がランダムまたは順次
とランダムの混在であること
を示します。

積極的 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分が順次であり、ワークロ
ードが読み取り操作に偏って
いることを示します。

保守的 入力リクエストと出力リクエ
ストの大部分が順次であり、ワ
ークロードが書き込み操作に
偏っていることを示します。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
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層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

移行/コピーの優
先度

バックグラウンドタスクがストレージプール内のある場所
から別の場所にデータをコピーまたは移動する必要がある
とき、システムがパフォーマンスへの影響を制御するために
使用すべき方法を識別します。

注: システムがアイドル状態にあるか、または軽い負荷しか
かっていない場合、選択されているオプションには関係な
く、バックグラウンドタスクは実行される作業量を最大化し
ます。

有効な優先度:
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システムに
よる選択

バックグラウンドコピーと着信クライアン
ト I/O のバランスをとります。このオプシ
ョンはデフォルトです。

影響の最小
化

負荷がかかっているシステムで実行される
作業量を制限します。このオプションは、
コピー時間が長くなる代わりにクライアン
ト I/O スループットへの影響を最小限に抑
えることが目的です。

最大速度 クライアント I/O スループットではなく、
バックグラウンドコピーを優先します。

容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

割り当て済み論理
容量

論理ボリュームのために予約されている容量を識別します。
予約容量は、最大容量以下である必要があります。

参照タグのチェッ
クの無効化

LUN の内部データの整合性チェックの一部を無効にしま
す。このオプションを選択すると、論理ブロックアドレス
(LBA) と呼ばれる、ホストによって書き込まれたものと同じ
識別情報がデータの特定のブロックに指定されているかど
うかのチェックが無効になります。データ CRC の整合性チ
ェックは影響を受けません。

「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択した場合、
「ブート LUN として使用」オプションは無効です。

必要に応じて、ホストまたはアプリケーションによる LUN
の初期化中または準備中に、次のオプションを一時的に選択
します。

• ブート LUN として使用

• 参照タグのチェックの無効化

ホストまたはアプリケーションの終了時に、これらのオプシ
ョンを選択解除します。

ホストまたはアプリケーションで Oracle FS System との相
互運用性の問題が発生している場合、「参照タグのチェック
の無効化」オプションを使用して問題に一時的に対処できま
す。

注: 「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択する
タイミングについては、My Oracle Support (https://
support.oracle.com/) にログインしてください。FS1-2 LUN
で「ブート LUN として使用」オプションと「参照タグのチ
ェックの無効化」オプションを使用するタイミングに関する
記事を検索してください。
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ブート LUN とし
て使用

ホストによって以前に書き込まれたことのないデータのブ
ロックが読み取られるときに、ホストまたはアプリケーショ
ンに返されるデフォルトのエラー応答を変更します。LUN
にはほかの影響はありません。

システムブートのための LUN の準備など、検証プロセスの
一部として書き込まれていないデータブロックを読み取る
ホストとアプリケーションがある場合に、このオプションを
選択します。

データブロックが書き込まれる前に読み取ると、参照タグの
チェックが失敗し、これによってホストにエラーが返されま
す。このエラーの受信後に、ホストは操作を再試行し、参照
タグのチェックを無効にします。「ブート LUN として使用」
オプションは参照タグのチェックを変更しません。一部の
ホストとアプリケーションは、返されるエラーに応じて再試
行のタイミングを変更するため、このオプションはエラー応
答の変更のみを行います。「参照タグのチェックの無効化」
オプションを使用する前に、常に「ブート LUN として使
用」オプションの両方の設定を試行してください。

容量の見積もり QoS 属性の選択に基づいた、物理ストレージ容量の要件の見
積もりを表示します。

推定の物理
容量

この論理ボリュームの推定の物理容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

推定のクロ
ーン容量

この論理ボリュームのクローンの推定の容
量 (割り当て済みおよび最大) を識別しま
す。

推定の合計
容量

この論理ボリュームの推定の合計容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

関連リンク

LUN のコピー

「ジョブスケジュールの作成」ダイアログ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > ... >
「データ保護」 > 「作成」

ボリュームレプリケーションのジョブスケジュールを作成します。

注: レプリケーション操作が開始される前にすべてのデータ I/O が停止されるよ
うに、スケジュールを論理ボリュームにアクセスするホストアプリケーションと
同期してください。

スケジュール名 スケジュールされた操作の一意の名前を識別します。これ
は、Oracle FS System が指定された時間に、または定期的に
実行するアクションです。
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ボリュームグルー
プ

既存のボリュームグループにクローンボリュームを割り当
てることができます。

有効 スケジュールが有効になっているかどうかを示します。

• 操作が指定された時間に実行されるようにスケジュ
ールを有効にします。

• 操作が実行されないようにスケジュールを無効にし
ます。このオプションを使用すると、ソースボリュー
ムがユーザーから使用可能になる前にスケジュール
を定義できます。

開始時間 Oracle FS System がスケジュールされた操作を開始する日
付と時間を識別します。

1 回のみ実行 レプリケーションがただちに、かつ 1 回だけ実行されること
を示します。

繰り返し間隔 システムがスケジュールされたレプリケーション操作を実
行する頻度を識別します。

有効な間隔および頻度を次の表に示します。

表 19: スケジュールの繰り返し間隔
間隔 頻度

1 から 7 日

1 から 24 時間

1 から 24 月

1 から 52 週

週単位のスケジュールを選択する場合は、レプリケーション
が行われる曜日を選択します。

関連リンク

クローン LUN のスケジュールの作成

「データ保護スケジュールの作成」ダイアログ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「データ保護」 > 「クローンスケジュール」 > 「ア
クション」 > 「作成」

選択された論理ボリュームに関するデータレプリケーションスケジュールを作成
します。

スケジュール名 スケジュールされた操作の一意の名前を識別します。これ
は、Oracle FS System が指定された時間に、または定期的に
実行するアクションです。
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作成されたクロー
ンのボリュームグ
ループ

既存のボリュームグループにクローンボリュームを割り当
てることができます。

有効 スケジュールが有効になっているかどうかを識別します。

有効 スケジュールされた操作が指定された時間
に実行されることを示します。

無効 操作がスケジュールどおりに実行されない
ことを示します。

保護するボリュームの選択

レプリケートする
ボリューム

スケジュールされたクローンが作成された元の論理ボリュ
ームの名前を識別します。

既存のクローンの
数

既存の LUN に関連付けられている子クローン LUN の数を
識別します。

クローンに割り当
てられた使用済み
容量

クローン LUN に割り当てられている容量を表示します。

クローンに割り当
てられた最大容量

クローン LUN に割り当てられている最大の領域を表示し
ます。

スケジュール

開始時間 スケジュールが開始される日付と時間を識別します。

1 回のみ実行 レプリケーションがただちに、かつ 1 回だけ実行されること
を示します。

繰り返し間隔 システムがスケジュールされたレプリケーション操作を実
行する頻度を識別します。

有効な間隔および頻度を次の表に示します。

表 20: スケジュールの繰り返し間隔
間隔 頻度

1 から 7 日

1 から 24 時間

1 から 24 月

1 から 52 週

週単位のスケジュールを選択する場合は、レプリケーション
が行われる曜日を選択します。
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関連リンク

LUN データ保護スケジュールを作成する

「LUN マップの作成」ダイアログ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > ... >
「マッピング」 > 「作成」

指定されたホストへの LUN 接続を確立します。

LUN 名 Oracle FS System 上の LUN またはクローン LUN の名前を
識別します。

ホスト名 Oracle FS System 上で構成されている LUN またはクロー
ン LUN にアクセスする SAN ホストを識別します。

LUN またはクローン LUN を 1 つのホストまたはホストグ
ループにマップできます。

LUN 番号 論理ボリュームが割り当てられる LUN 番号を指定します。

関連リンク

LUN を作成する: 選択されたホストエントリによってマッピングを定義する
LUN を変更する: 選択されたホストエントリによってマッピングを定義する

「SAN クローン LUN の作成」、「マッピング」タブ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「ク
ローン」 > 「マッピング」

クローン LUN の LUN からホストへのマッピングの設定を作成します。

アクセスプロトコ
ル

論理ボリュームにアクセスするために許可されるプロトコ
ルを指定します。

有効なオプション:

ファイバチ
ャネル (FC)

ホストが FC プロトコルを使用してこの
LUN にアクセスできるように指定します。

選択されたホスト
のみ (マップ経由)

指定された SAN ホストのみが、これらの各ホスト上の特定
の (異なる可能性のある) LUN 番号を使用してこの LUN に
アクセスできるように指定します。LUN がマップされた場
合、LUN 番号は、マップされた SAN ホストに固有である必
要があります。

すべてのホストが
LUN 番号を使用

この LUN にアクセスするすべての SAN ホストが同じ
LUN 番号を使用するように指定します。LUN 番号選択の
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してこの LUN に
アクセスできます

ドロップダウンリストをアクティブ化するには、このオプシ
ョンを選択します。

LUN コントローラの割り当て
現在のコントロー
ラ

LUN のホームである現在のコントローラを識別します。

注: 新しいソース LUN の場合、このフィールドは使用でき
ません。代わりに、「割り当てられたコントローラ」オプシ
ョンを使用してください。

割り当てられたコ
ントローラ

システムが LUN を割り当てるコントローラを識別します。
リストから、使用可能なコントローラノードを選択します。

この LUN に対してマスクされたポート
LUN にアクセスできないように除外 (マスク) する物理コントローラポートを表
示します。

マスク済み LUN のポートがマスクされているかどうかを示します。

プロトコル アクセスプロトコルのタイプを識別します。

コントローラ コントローラの名前を識別します。

スロット コントローラ HBA のスロット番号を識別します。

ポート コントローラポート番号を識別します。

コントローラポー
トアドレス

各コントローラネットワークポートの一意の識別子を識別
します。FC ネットワークの場合、この識別子は World Wide
Name (WWN) です。

LUN マッピング
LUN からホストへのマッピングの割り当てを管理します。

注: LUN マッピングテーブルは、「選択されたホストのみ (マップ経由)」オプショ
ンを選択した場合にのみ表示されます。

LUN またはクローン LUN を 1 つのホストまたはホストグループにマップでき
ます。

この LUN にマッ
プされているホス
ト

名前 Oracle FS System 上で構成されている
LUN にアクセスする SAN ホストを識別し
ます。Oracle FS Path Manager がインスト
ールされていない場合、システムは FC
HBA の WWN を表示します。

LUN 番号に
よるマップ

関連付けられた SAN ホストの LUN に割
り当てる番号を識別します。この番号は、
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その特定のホストに固有である必要があり
ます。すべてのホストにわたって一意であ
る必要はありません。

作成 ホスト名の選択に基づいて LUN からホストへのマッピン
グを作成したり、ホストが使用する LUN 番号を割り当てた
りできるダイアログを開きます。

変更 関連付けられたホストにマップされた LUN を変更できる
ダイアログを開きます。

削除 選択された SAN ホストの LUN マッピングを削除します。

関連リンク

直近のクローン LUN の作成

「SAN クローン LUN の作成」、「サービス品質」タブ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「ク
ローン」 > 「サービス品質」

既存の LUN からクローン LUN を作成します。

ソースボリューム LUN のクローンストレージ
ソース LUN リポジトリ内のクローン LUN の割り当て済み容量と増加の可能性
を表示します。このグラフは、作成している論理ボリュームの容量ステータスを
示す色付きのバーを使用します。

LUN 名 管理のために LUN に割り当てられている名前を識別しま
す。LUN 名は、次の要件を満たしている必要があります。

• Oracle FS System 全体にわたって一意である必要があ
る

• 82 文字以下の UTF 文字である必要がある

• 255 文字以下の ASCII 文字である必要がある

ボリュームグルー
プ

ボリュームグループに LUN を割り当てることができます。

[...] ボリュームグループを作成できる「ボリュ
ームグループの管理」ダイアログを開きま
す。

ストレージクラス (読み取り専用)

論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを指定
します。

有効なメディアタイプ:
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パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 (読み取り専
用)

データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。

注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。

標準的なア
クセス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
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によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

I/O バイアス 一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

冗長性 Oracle FS System がボリューム用に作成す
るパリティービットのコピーの数を識別し
ます。

有効な冗長性レベル:

単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティー
は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
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ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

詳細 (読み取り専
用)

データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
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テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

先読み 順次読み取り操作に対して使用される先読
みポリシーを識別します。このポリシーに
よって、システムがコントローラキャッシ
ュに配置する追加データ (あれば) の量が決
まります。有効なポリシー:

通常 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分がランダムまたは順次
とランダムの混在であること
を示します。

積極的 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分が順次であり、ワークロ
ードが読み取り操作に偏って
いることを示します。

保守的 入力リクエストと出力リクエ
ストの大部分が順次であり、ワ
ークロードが書き込み操作に
偏っていることを示します。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
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層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

移行/コピーの優
先度

(読み取り専用)

バックグラウンドタスクがストレージプール内のある場所
から別の場所にデータをコピーまたは移動する必要がある
とき、システムがパフォーマンスへの影響を制御するために
使用すべき方法を識別します。

注: システムがアイドル状態にあるか、または軽い負荷しか
かっていない場合、選択されているオプションには関係な
く、バックグラウンドタスクは実行される作業量を最大化し
ます。

有効な優先度:

システムに
よる選択

バックグラウンドコピーと着信クライアン
ト I/O のバランスをとります。このオプシ
ョンはデフォルトです。

影響の最小
化

負荷がかかっているシステムで実行される
作業量を制限します。このオプションは、
コピー時間が長くなる代わりにクライアン
ト I/O スループットへの影響を最小限に抑
えることが目的です。

最大速度 クライアント I/O スループットではなく、
バックグラウンドコピーを優先します。

容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
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域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

参照タグのチェッ
クの無効化

LUN の内部データの整合性チェックの一部を無効にしま
す。このオプションを選択すると、論理ブロックアドレス
(LBA) と呼ばれる、ホストによって書き込まれたものと同じ
識別情報がデータの特定のブロックに指定されているかど
うかのチェックが無効になります。データ CRC の整合性チ
ェックは影響を受けません。

「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択した場合、
「ブート LUN として使用」オプションは無効です。

必要に応じて、ホストまたはアプリケーションによる LUN
の初期化中または準備中に、次のオプションを一時的に選択
します。

• ブート LUN として使用

• 参照タグのチェックの無効化

ホストまたはアプリケーションの終了時に、これらのオプシ
ョンを選択解除します。

ホストまたはアプリケーションで Oracle FS System との相
互運用性の問題が発生している場合、「参照タグのチェック
の無効化」オプションを使用して問題に一時的に対処できま
す。

注: 「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択する
タイミングについては、My Oracle Support (https://
support.oracle.com/) にログインしてください。FS1-2 LUN
で「ブート LUN として使用」オプションと「参照タグのチ
ェックの無効化」オプションを使用するタイミングに関する
記事を検索してください。

ブート LUN とし
て使用

ホストによって以前に書き込まれたことのないデータのブ
ロックが読み取られるときに、ホストまたはアプリケーショ
ンに返されるデフォルトのエラー応答を変更します。LUN
にはほかの影響はありません。

システムブートのための LUN の準備など、検証プロセスの
一部として書き込まれていないデータブロックを読み取る
ホストとアプリケーションがある場合に、このオプションを
選択します。

データブロックが書き込まれる前に読み取ると、参照タグの
チェックが失敗し、これによってホストにエラーが返されま
す。このエラーの受信後に、ホストは操作を再試行し、参照
タグのチェックを無効にします。「ブート LUN として使用」
オプションは参照タグのチェックを変更しません。一部の
ホストとアプリケーションは、返されるエラーに応じて再試
行のタイミングを変更するため、このオプションはエラー応
答の変更のみを行います。「参照タグのチェックの無効化」
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オプションを使用する前に、常に「ブート LUN として使
用」オプションの両方の設定を試行してください。

関連リンク

直近のクローン LUN の作成

「SAN LUN の作成」、「マッピング」タブ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「作
成」 > 「マッピング」

LUN の LUN からホストへのマッピングの設定を作成します。

アクセスプロトコ
ル

論理ボリュームにアクセスするために許可されるプロトコ
ルを指定します。

有効なオプション:

ファイバチ
ャネル (FC)

ホストが FC プロトコルを使用してこの
LUN にアクセスできるように指定します。

選択されたホスト
のみ (マップ経由)

指定された SAN ホストのみが、これらの各ホスト上の特定
の (異なる可能性のある) LUN 番号を使用してこの LUN に
アクセスできるように指定します。LUN がマップされた場
合、LUN 番号は、マップされた SAN ホストに固有である必
要があります。

すべてのホストが
LUN 番号を使用
してこの LUN に
アクセスできます

この LUN にアクセスするすべての SAN ホストが同じ
LUN 番号を使用するように指定します。LUN 番号選択の
ドロップダウンリストをアクティブ化するには、このオプシ
ョンを選択します。

LUN コントローラの割り当て
「LUN コントローラの割り当て」オプションを使用すると、LUN コピーのホーム
を、ソース LUN のホームであるコントローラ以外のコントローラに設定できま
す。デフォルトでは、コピーのホームは、ソース LUN と同じコントローラにな
ります。

現在のコントロー
ラ

LUN のホームである現在のコントローラを識別します。

注: 新しいソース LUN の場合、このフィールドは使用でき
ません。代わりに、「割り当てられたコントローラ」オプシ
ョンを使用してください。

割り当てられたコ
ントローラ

システムが LUN を割り当てるコントローラを識別します。
リストから、使用可能なコントローラノードを選択します。
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自動割り当
て

LUN を使用可能なコントローラに割り当
てます。このオプションを使用すると、パ
イロット は、フェイルオーバーの発生時に
リソースをほかのコントローラノードに移
動し、システム負荷を既存の論理ボリュー
ムに分散させることによってパフォーマン
スを最大化することができます。LUN が
作成されたら、このフィールドを変更でき
ます。

注: このオプションを選択した場合は、LUN
が作成されるまで、ポートマスキングやポ
ートマッピングを設定できません。

コントロー
ラ名

ドロップダウンリストから、コントローラ
ノードを選択します。このオプションは、
特定のポートからデータにアクセスする場
合に使用します (ポートマスキング)。

この LUN に対してマスクされたポート
LUN にアクセスできないように除外 (マスク) する物理コントローラポートを表
示します。

マスク済み LUN のポートがマスクされているかどうかを示します。

プロトコル アクセスプロトコルのタイプを識別します。

コントローラ コントローラの名前を識別します。

スロット コントローラ HBA のスロット番号を識別します。

ポート コントローラポート番号を識別します。

コントローラポー
トアドレス

各コントローラネットワークポートの一意の識別子を識別
します。FC ネットワークの場合、この識別子は World Wide
Name (WWN) です。

LUN マッピング
LUN からホストへのマッピングの割り当てを管理します。

注: LUN マッピングテーブルは、「選択されたホストのみ (マップ経由)」オプショ
ンを選択した場合にのみ表示されます。

LUN またはクローン LUN を 1 つのホストまたはホストグループにマップでき
ます。

この LUN にマッ
プされているホス
ト

名前 Oracle FS System 上で構成されている
LUN にアクセスする SAN ホストを識別し
ます。Oracle FS Path Manager がインスト
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ールされていない場合、システムは FC
HBA の WWN を表示します。

LUN 番号に
よるマップ

関連付けられた SAN ホストの LUN に割
り当てる番号を識別します。この番号は、
その特定のホストに固有である必要があり
ます。すべてのホストにわたって一意であ
る必要はありません。

作成 ホスト名の選択に基づいて LUN からホストへのマッピン
グを作成したり、ホストが使用する LUN 番号を割り当てた
りできるダイアログを開きます。

変更 関連付けられたホストにマップされた LUN を変更できる
ダイアログを開きます。

削除 選択された SAN ホストの LUN マッピングを削除します。

関連リンク

LUN を作成する: 選択されたホストエントリによってマッピングを定義する

「SAN LUN の作成」、「データ保護」タブ、「単一階層」
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「作
成」 > 「データ保護」 > 「単一階層」

クローン LUN を作成するためのデータ保護スケジュールを追加します。

選択されたストレージクラスの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。

ストレージクラスごとの容量

データが格納される物理メディアのタイプを識別します。有効なメディアタイプ
(パフォーマンス優先度の高い方から順に):

パフォーマンス
SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化されたソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納されることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込みパフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマンスと容量の最適化を達成し
ます。
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パフォーマンスデ
ィスク

高速なハードディスクドライブ (HDD) にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラスでは、容量をあ
る程度犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作のアクセス
時間および待機時間を短縮します。

容量ディスク 大容量の交換型 HDD にデータが格納されることを指定し
ます。このストレージクラスでは、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テープストレージがオプションに
含まれていないストレージシステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

クローンの有効化 クローンの容量オプションを有効にするかどうかを指定し
ます。このオプションを選択すると、クローン QoS の指定
オプションも有効になります。

クローンの容量

最大容量 クローン LUN に割り当てるストレージ領域の割合 (%) を
指定します。

注: このフィールドを変更すると、「最大容量」と「使用可能
な容量」の値が更新されます。これらの容量値は、「サービ
ス品質」タブで指定した「アドレス可能論理容量」の値に基
づいています。

現在の最大容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

現在の使用可能な
容量

この LUN のクローンに割り当てられている現在のストレ
ージ容量を識別します。

推定の最大容量 クローン LUN に割り当てる推定のストレージ領域を指定
します。このフィールドの値は、「最大容量」の割合の変化
や、「サービス品質」タブで指定した「容量」の値の変化に
従って変更されます。

推定の使用可能な
容量

クローン LUN の使用可能な推定容量を識別します。この
フィールドの値は、「最大容量」の割合の変化や、「サービス
品質」タブで指定した「容量」の値の変化に従って変更され
ます。

リポジトリ QoS
を LUN QoS に一
致させる

クローンストレージの QoS プロパティーを適用するとき
に、データ保護スケジュールを使用するか、または管理者が
手動で適用するかを指定します。
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クローンストレージの QoS
拡張された QoS 設定を指定して、データ保護スケジュールによって作成された
(または管理者が手動で作成した) クローンストレージに適用します。

ストレージドメイ
ン

LUN に関連付けられているストレージドメインの名前を指
定します。

注: Oracle FS System にカスタムストレージドメインが含ま
れている場合は、すべての「ストレージドメイン」オプショ
ンが表示されます。

ストレージクラス 論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを指定
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。

注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。
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標準的なア
クセス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

I/O バイアス 一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

冗長性 ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

有効な冗長性レベル:

単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティー
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は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
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トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。
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低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

クローンスケジュール

論理ボリュームに関連付けられているデータ保護スケジュールを一覧表示しま
す。

名前 スケジュールの名前を識別します。

開始時間 スケジュールが開始される日付と時間を識別します。

頻度 スケジュールが実行される頻度を識別します。頻度には次
のものが含まれます。

• 1 回のみ実行

• 毎時

• 毎日

• 毎週

有効 スケジュールが有効になっているかどうかを識別します。

有効 スケジュールされた操作が指定された時間
に実行されることを示します。

無効 操作がスケジュールどおりに実行されない
ことを示します。たとえば、ソースボリュ
ーム (LUN またはクローン LUN) がユーザ
ーから使用可能になっていない場合は、ス
ケジュールを無効にします。

作成 スケジュールされた操作を作成するためのダイアログを表
示します。

変更 既存のスケジュールを変更するためのダイアログを表示し
ます。
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削除 既存のスケジュールを削除します。

関連リンク

単一階層 LUN を作成する: データ保護を定義する
単一階層 LUN を変更する: データ保護

「SAN LUN の作成」、「データ保護」タブ、「自動階層」
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「作
成」 > 「データ保護」 > 「自動階層」

クローン LUN を作成するためのデータ保護スケジュールを追加します。

ストレージドメインの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。

クローンの有効化 クローンの容量オプションを有効にするかどうかを指定し
ます。このオプションを選択すると、クローン QoS の指定
オプションも有効になります。

クローンの容量

最大容量 クローン LUN に割り当てるストレージ領域の割合 (%) を
指定します。

注: このフィールドを変更すると、「最大容量」と「使用可能
な容量」の値が更新されます。これらの容量値は、「サービ
ス品質」タブで指定した「アドレス可能論理容量」の値に基
づいています。

現在の最大容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

現在の使用可能な
容量

この LUN のクローンに割り当てられている現在のストレ
ージ容量を識別します。

推定の最大容量 クローン LUN に割り当てる推定のストレージ領域を指定
します。このフィールドの値は、「最大容量」の割合の変化
や、「サービス品質」タブで指定した「容量」の値の変化に
従って変更されます。

推定の使用可能な
容量

クローン LUN の使用可能な推定容量を識別します。この
フィールドの値は、「最大容量」の割合の変化や、「サービス
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品質」タブで指定した「容量」の値の変化に従って変更され
ます。

リポジトリ QoS
を LUN QoS に一
致させる

クローンストレージの QoS プロパティーを適用するとき
に、データ保護スケジュールを使用するか、または管理者が
手動で適用するかを指定します。

クローンストレージの QoS
拡張された QoS 設定を指定して、データ保護スケジュールによって作成された
(または管理者が手動で作成した) クローンストレージに適用します。

ストレージドメイ
ン

LUN に関連付けられているストレージドメインの名前を指
定します。

注: Oracle FS System にカスタムストレージドメインが含ま
れている場合は、すべての「ストレージドメイン」オプショ
ンが表示されます。

初期ストレージク
ラス

論理ボリュームがある物理メディアの初期カテゴリを指定
します。自動階層化された LUN では、Oracle FS System が、
最適なパフォーマンスを実現するために、ボリュームでのデ
ータ使用法統計と一致する実際のストレージクラスを判別
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
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では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。

注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。

初期の標準
的なアクセ
ス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

初期の I/O
バイアス

一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。
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詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

初期の
RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられた
初期の RAID レベルを識別します。
Oracle FS System は、最適なパフォーマン
スを実現するために、ボリュームでのデー
タ使用法統計と一致する実際の RAID レベ
ルを判別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。
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優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

追加オプション 自動階層ストレージクラスオプションを選択できるダイア
ログを表示します。
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優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。
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クローンスケジュール

論理ボリュームに関連付けられているデータ保護スケジュールを一覧表示しま
す。

名前 スケジュールの名前を識別します。

開始時間 スケジュールが開始される日付と時間を識別します。

頻度 スケジュールが実行される頻度を識別します。頻度には次
のものが含まれます。

• 1 回のみ実行

• 毎時

• 毎日

• 毎週

有効 スケジュールが有効になっているかどうかを識別します。

有効 スケジュールされた操作が指定された時間
に実行されることを示します。

無効 操作がスケジュールどおりに実行されない
ことを示します。たとえば、ソースボリュ
ーム (LUN またはクローン LUN) がユーザ
ーから使用可能になっていない場合は、ス
ケジュールを無効にします。

作成 スケジュールされた操作を作成するためのダイアログを表
示します。

変更 既存のスケジュールを変更するためのダイアログを表示し
ます。

削除 既存のスケジュールを削除します。

関連リンク

QoS ポリシー
自動階層 LUN の作成: データ保護の定義
自動階層化 LUN を変更する: データ保護を定義する

「SAN LUN の作成」、「サービス品質」タブ、「単一階層」
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「作
成」 > 「サービス品質」 > 「単一階層」

単一階層 LUN の容量とパフォーマンスの設定を作成および構成します。
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選択されたストレージクラスの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。

ストレージクラスごとの容量

データが格納される物理メディアのタイプを識別します。有効なメディアタイプ
(パフォーマンス優先度の高い方から順に):

パフォーマンス
SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化されたソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納されることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込みパフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォーマンスデ
ィスク

高速なハードディスクドライブ (HDD) にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラスでは、容量をあ
る程度犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作のアクセス
時間および待機時間を短縮します。

容量ディスク 大容量の交換型 HDD にデータが格納されることを指定し
ます。このストレージクラスでは、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テープストレージがオプションに
含まれていないストレージシステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

ストレージドメイ
ン

LUN に関連付けられているストレージドメインの名前を指
定します。

注: Oracle FS System にカスタムストレージドメインが含ま
れている場合は、すべての「ストレージドメイン」オプショ
ンが表示されます。

ストレージドメイ
ンの表示

使用可能なストレージドメインを一覧表示するダイアログ
を表示します。

LUN 名 管理のために LUN に割り当てられている名前を識別しま
す。LUN 名は、次の要件を満たしている必要があります。

• Oracle FS System 全体にわたって一意である必要があ
る

• 82 文字以下の UTF 文字である必要がある

• 255 文字以下の ASCII 文字である必要がある
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ボリュームグルー
プ

ボリュームグループに LUN を割り当てることができます。

[...] ボリュームグループを作成できる「ボリュ
ームグループの管理」ダイアログを開きま
す。

ストレージプロフ
ァイルを使用

論理ボリュームが QoS プロパティーのカスタムセットを使
用するかどうかを指定します。このオプションを選択する
と、このページ上の残りの QoS プロパティーが無効になり
ます。

[...] プロファイルの詳細を確認できる「ストレ
ージプロファイルの表示」ダイアログを開
きます。

ストレージクラス 論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを指定
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。
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注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。

標準的なア
クセス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

I/O バイアス 一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

冗長性 Oracle FS System がボリューム用に作成す
るパリティービットのコピーの数を識別し
ます。

有効な冗長性レベル:

単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
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追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティー
は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
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で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

先読み 順次読み取り操作に対して使用される先読
みポリシーを識別します。このポリシーに
よって、システムがコントローラキャッシ
ュに配置する追加データ (あれば) の量が決
まります。有効なポリシー:

通常 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分がランダムまたは順次
とランダムの混在であること
を示します。

積極的 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分が順次であり、ワークロ
ードが読み取り操作に偏って
いることを示します。

保守的 入力リクエストと出力リクエ
ストの大部分が順次であり、ワ
ークロードが書き込み操作に
偏っていることを示します。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。
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最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

移行/コピーの優
先度

バックグラウンドタスクがストレージプール内のある場所
から別の場所にデータをコピーまたは移動する必要がある
とき、システムがパフォーマンスへの影響を制御するために
使用すべき方法を識別します。

注: システムがアイドル状態にあるか、または軽い負荷しか
かっていない場合、選択されているオプションには関係な
く、バックグラウンドタスクは実行される作業量を最大化し
ます。

有効な優先度:
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システムに
よる選択

バックグラウンドコピーと着信クライアン
ト I/O のバランスをとります。このオプシ
ョンはデフォルトです。

影響の最小
化

負荷がかかっているシステムで実行される
作業量を制限します。このオプションは、
コピー時間が長くなる代わりにクライアン
ト I/O スループットへの影響を最小限に抑
えることが目的です。

最大速度 クライアント I/O スループットではなく、
バックグラウンドコピーを優先します。

容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

割り当て済み論理
容量

論理ボリュームのために予約されている容量を識別します。
予約容量は、最大容量以下である必要があります。

参照タグのチェッ
クの無効化

LUN の内部データの整合性チェックの一部を無効にしま
す。このオプションを選択すると、論理ブロックアドレス
(LBA) と呼ばれる、ホストによって書き込まれたものと同じ
識別情報がデータの特定のブロックに指定されているかど
うかのチェックが無効になります。データ CRC の整合性チ
ェックは影響を受けません。

「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択した場合、
「ブート LUN として使用」オプションは無効です。

必要に応じて、ホストまたはアプリケーションによる LUN
の初期化中または準備中に、次のオプションを一時的に選択
します。

• ブート LUN として使用

• 参照タグのチェックの無効化

ホストまたはアプリケーションの終了時に、これらのオプシ
ョンを選択解除します。

ホストまたはアプリケーションで Oracle FS System との相
互運用性の問題が発生している場合、「参照タグのチェック
の無効化」オプションを使用して問題に一時的に対処できま
す。

注: 「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択する
タイミングについては、My Oracle Support (https://
support.oracle.com/) にログインしてください。FS1-2 LUN
で「ブート LUN として使用」オプションと「参照タグのチ
ェックの無効化」オプションを使用するタイミングに関する
記事を検索してください。
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ブート LUN とし
て使用

ホストによって以前に書き込まれたことのないデータのブ
ロックが読み取られるときに、ホストまたはアプリケーショ
ンに返されるデフォルトのエラー応答を変更します。LUN
にはほかの影響はありません。

システムブートのための LUN の準備など、検証プロセスの
一部として書き込まれていないデータブロックを読み取る
ホストとアプリケーションがある場合に、このオプションを
選択します。

データブロックが書き込まれる前に読み取ると、参照タグの
チェックが失敗し、これによってホストにエラーが返されま
す。このエラーの受信後に、ホストは操作を再試行し、参照
タグのチェックを無効にします。「ブート LUN として使用」
オプションは参照タグのチェックを変更しません。一部の
ホストとアプリケーションは、返されるエラーに応じて再試
行のタイミングを変更するため、このオプションはエラー応
答の変更のみを行います。「参照タグのチェックの無効化」
オプションを使用する前に、常に「ブート LUN として使
用」オプションの両方の設定を試行してください。

容量の見積もり QoS 属性の選択に基づいた、物理ストレージ容量の要件の見
積もりを表示します。

推定の物理
容量

この論理ボリュームの推定の物理容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

推定のクロ
ーン容量

この論理ボリュームのクローンの推定の容
量 (割り当て済みおよび最大) を識別しま
す。

推定の合計
容量

この論理ボリュームの推定の合計容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

関連リンク

単一階層 LUN を作成する: サービス品質を定義する

「SAN LUN の作成」、「サービス品質」タブ、「自動階層」
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「作
成」 > 「サービス品質」 > 「自動階層」

自動階層 LUN の容量とパフォーマンスの設定を作成および構成します。

ストレージドメインの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。
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ストレージクラスおよび RAID レベルごとの割り当て
次の設定に必要な推定の物理容量をグラフで示します。

• 割り当て済み論理容量

• 初期の RAID レベル

実際の値は、自動階層化された LUN が作成されたあとに表示されます。

ストレージドメイ
ン

LUN に関連付けられているストレージドメインの名前を指
定します。

注: Oracle FS System にカスタムストレージドメインが含ま
れている場合は、すべての「ストレージドメイン」オプショ
ンが表示されます。

ストレージドメイ
ンの表示

使用可能なストレージドメインを一覧表示するダイアログ
を表示します。

LUN 名 管理のために LUN に割り当てられている名前を識別しま
す。LUN 名は、次の要件を満たしている必要があります。

• Oracle FS System 全体にわたって一意である必要があ
る

• 82 文字以下の UTF 文字である必要がある

• 255 文字以下の ASCII 文字である必要がある

ボリュームグルー
プ

ボリュームグループに LUN を割り当てることができます。

[...] ボリュームグループを作成できる「ボリュ
ームグループの管理」ダイアログを開きま
す。

ストレージプロフ
ァイルを使用

論理ボリュームが QoS プロパティーのカスタムセットを使
用するかどうかを指定します。このオプションを選択する
と、このページ上の残りの QoS プロパティーが無効になり
ます。

[...] プロファイルの詳細を確認できる「ストレ
ージプロファイルの表示」ダイアログを開
きます。

注: システムが使用するストレージクラスおよび RAID レベ
ルは、ストレージプロファイルで指定されているストレージ
クラスおよび RAID レベルとは異なる可能性があります。
その違い (存在する場合) は、選択されたストレージドメイン
で使用可能なリソースによって異なります。

初期ストレージク
ラス

論理ボリュームがある物理メディアの初期カテゴリを指定
します。自動階層化された LUN では、Oracle FS System が、
最適なパフォーマンスを実現するために、ボリュームでのデ
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ータ使用法統計と一致する実際のストレージクラスを判別
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。

注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。

標準的なア
クセス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。
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ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

I/O バイアス 一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

冗長性 ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

有効な冗長性レベル:

単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティー
は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
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ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

初期の
RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられた
初期の RAID レベルを識別します。
Oracle FS System は、最適なパフォーマン
スを実現するために、ボリュームでのデー
タ使用法統計と一致する実際の RAID レベ
ルを判別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
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き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

先読み 順次読み取り操作に対して使用される先読
みポリシーを識別します。このポリシーに
よって、システムがコントローラキャッシ
ュに配置する追加データ (あれば) の量が決
まります。有効なポリシー:

通常 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分がランダムまたは順次
とランダムの混在であること
を示します。

積極的 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分が順次であり、ワークロ
ードが読み取り操作に偏って
いることを示します。

保守的 入力リクエストと出力リクエ
ストの大部分が順次であり、ワ
ークロードが書き込み操作に
偏っていることを示します。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。
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高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

移行/コピーの優
先度

バックグラウンドタスクがストレージプール内のある場所
から別の場所にデータをコピーまたは移動する必要がある
とき、システムがパフォーマンスへの影響を制御するために
使用すべき方法を識別します。

注: システムがアイドル状態にあるか、または軽い負荷しか
かっていない場合、選択されているオプションには関係な
く、バックグラウンドタスクは実行される作業量を最大化し
ます。

有効な優先度:

システムに
よる選択

バックグラウンドコピーと着信クライアン
ト I/O のバランスをとります。このオプシ
ョンはデフォルトです。

影響の最小
化

負荷がかかっているシステムで実行される
作業量を制限します。このオプションは、
コピー時間が長くなる代わりにクライアン
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ト I/O スループットへの影響を最小限に抑
えることが目的です。

最大速度 クライアント I/O スループットではなく、
バックグラウンドコピーを優先します。

追加オプション 自動階層ストレージクラスオプションを選択できるダイア
ログを表示します。このダイアログには、階層の再割り当て
を選択するためのオプションも表示されます。階層の再割
り当てによって、データを用途に応じて適切なストレージク
ラスに移行できます。

容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

割り当て済み論理
容量

論理ボリュームのために予約されている容量を識別します。
予約容量は、最大容量以下である必要があります。

参照タグのチェッ
クの無効化

LUN の内部データの整合性チェックの一部を無効にしま
す。このオプションを選択すると、論理ブロックアドレス
(LBA) と呼ばれる、ホストによって書き込まれたものと同じ
識別情報がデータの特定のブロックに指定されているかど
うかのチェックが無効になります。データ CRC の整合性チ
ェックは影響を受けません。

「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択した場合、
「ブート LUN として使用」オプションは無効です。

必要に応じて、ホストまたはアプリケーションによる LUN
の初期化中または準備中に、次のオプションを一時的に選択
します。

• ブート LUN として使用

• 参照タグのチェックの無効化

ホストまたはアプリケーションの終了時に、これらのオプシ
ョンを選択解除します。

ホストまたはアプリケーションで Oracle FS System との相
互運用性の問題が発生している場合、「参照タグのチェック
の無効化」オプションを使用して問題に一時的に対処できま
す。

注: 「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択する
タイミングについては、My Oracle Support (https://
support.oracle.com/) にログインしてください。FS1-2 LUN
で「ブート LUN として使用」オプションと「参照タグのチ
ェックの無効化」オプションを使用するタイミングに関する
記事を検索してください。
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ブート LUN とし
て使用

ホストによって以前に書き込まれたことのないデータのブ
ロックが読み取られるときに、ホストまたはアプリケーショ
ンに返されるデフォルトのエラー応答を変更します。LUN
にはほかの影響はありません。

システムブートのための LUN の準備など、検証プロセスの
一部として書き込まれていないデータブロックを読み取る
ホストとアプリケーションがある場合に、このオプションを
選択します。

データブロックが書き込まれる前に読み取ると、参照タグの
チェックが失敗し、これによってホストにエラーが返されま
す。このエラーの受信後に、ホストは操作を再試行し、参照
タグのチェックを無効にします。「ブート LUN として使用」
オプションは参照タグのチェックを変更しません。一部の
ホストとアプリケーションは、返されるエラーに応じて再試
行のタイミングを変更するため、このオプションはエラー応
答の変更のみを行います。「参照タグのチェックの無効化」
オプションを使用する前に、常に「ブート LUN として使
用」オプションの両方の設定を試行してください。

容量の見積もり QoS 属性の選択に基づいた、物理ストレージ容量の要件の見
積もりを表示します。

推定の物理
容量

この論理ボリュームの推定の物理容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

推定のクロ
ーン容量

この論理ボリュームのクローンの推定の容
量 (割り当て済みおよび最大) を識別しま
す。

推定の合計
容量

この論理ボリュームの推定の合計容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

関連リンク

SAN LUN の管理
QoS ポリシー
ストレージ階層とストレージプロファイル

自動階層 LUN の作成: サービス品質の定義

「ボリュームグループの作成」ダイアログ

ナビゲーション:

「NAS」 > 「ストレージ」 > 「ファイルシステム」 > 「アクション」 > 「ファ
イルシステムの作成」 > 「サービス品質」 > 「ボリュームグループ」... > 「ボ
リュームグループ」 > 「作成」
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「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「LUN の作成」 >
「サービス品質」 > 「ボリュームグループ」... > 「ボリュームグループ」 > 「作
成」

Oracle FS System 上の論理ボリュームのコレクションをグループ化できる組織単
位を追加します。

ボリューム名 ボリュームグループの 名前を識別します。有効なボリュー
ムグループ名は 14 文字以内の英数字で構成されます。ボリ
ュームグループ名は、その親ボリュームグループ内でそれぞ
れ一意である必要があります。

親ボリュームグル
ープ名

ボリュームグループの入れ子関係における最上位ノードの
名前を識別します。

関連リンク

自動階層 LUN の作成: サービス品質の定義
単一階層 LUN を作成する: サービス品質を定義する

LUN の削除
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「削
除」

選択された LUN の削除を確認します。

重要: LUN が SAN レプリケーションペアのメンバーである場合は、その LUN を
削除する前に Oracle MaxRep 保護計画を削除します。詳細は、『Oracle MaxRep
for SAN ユーザーズガイド』を参照してください。

削除するボリュー
ム

Oracle FS System から削除する LUN およびすべてのクロー
ン LUN を識別します。

注意: データ損失が発生することがあります。LUN を削除
する前に、リストを慎重に確認してください。

関連リンク

LUN を削除する

「ホストから LUN へのマッピング」概要ページ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホストから LUN へのマッピン
グ」

SAN ホストと、そのホストが関連付けられている Oracle FS System LUN の間の
マッピングのプロパティーを表示します。このページにはまた、これらのホスト
とそれに関連付けられたコントローラポートの間の接続のステータスも表示され
ます。
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ホストから LUN へのマップ
HBA ポート/デバ
イス

ホストマッピングごとの次の情報を表示します。

• SAN LUN またはクローン LUN 名

• ホスト名または WWN

• ホストグループ名

コントローラとイ
ニシエータの接続

コントローラとイニシエータポートの間の接続ステータス
を識別します。このステータスは、マスクされたコントロー
ラポートまたは無効になったプロトコルを示している可能
性があります。

有効な状態:

• 接続済み

• 接続済み、マスク済み

• 接続済み、マスク済み、プロトコルが無効

• 接続済み、部分的にマスク済み

• 接続済み、部分的にマスク済み、一部のプロトコルが
無効

• 接続済み、プロトコルが無効

• 接続済み、一部のプロトコルが無効

• 未接続

LUN 番号による
マップ

SAN ホストマッピングに使用される LUN 番号を識別しま
す。

ホスト上の LUN
名

LUN を識別するために SAN ホストによって使用される名
前を識別します (既知の場合)。

「イニシエータからコントローラへの接続」ダイアログ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」 > 「アクション」 > 「イ
ニシエータからコントローラへの接続」

ホストイニシエータとコントローラポートの間の接続に関する情報を表示しま
す。

名前 コントローラに関する情報を識別します。この列には次の
情報が含まれます。

• コントローラ名

• アダプタスロット番号

• アダプタポート番号
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ポートタイプ コントローラポートのタイプを表示します。有効なポート
タイプは FC です。

アドレス Oracle FS System コントローラポートのネットワーク上の
一意アドレスを識別します。

ホスト名 ホスト名と、そのホスト内のイニシエータポートごとの列を
表示します。各列の内容は、そのホストイニシエータポート
と各コントローラポートの間の接続の状態を示します。

関連リンク

イニシエータからコントローラへの接続

「LUN からホストへのマッピング」概要ページ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN からホストへのマッピング」

Oracle FS System LUN と SAN ホストの間のマッピングのプロパティーを表示
します。このページにはまた、SAN ホストとそれに関連付けられたコントローラ
ポートの間の接続のステータスも表示されます。

LUN からホストへのマッピング
名前 ホストマッピングごとの次の情報を表示します。

• SAN LUN またはクローン LUN 名

• ホスト名または WWN

• ホストグループ名

コントローラとイ
ニシエータの接続

コントローラとイニシエータポートの間の接続ステータス
を識別します。このステータスは、マスクされたコントロー
ラポートまたは無効になったプロトコルを示している可能
性があります。

有効な状態:

• 接続済み

• 接続済み、マスク済み

• 接続済み、マスク済み、プロトコルが無効

• 接続済み、部分的にマスク済み

• 接続済み、部分的にマスク済み、一部のプロトコルが
無効

• 接続済み、プロトコルが無効

• 接続済み、一部のプロトコルが無効

• 未接続
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LUN 番号によっ
てマップ済み

SAN ホストマッピングに使用される LUN 番号を識別しま
す。

ホスト上の LUN
名

LUN を識別するために SAN ホストによって使用される名
前を識別します (既知の場合)。

「LUN」概要ページ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」

LUN のパフォーマンス統計を表示します。

名前 管理のために LUN に割り当てられている名前を識別しま
す。

物理的な割り当て
済み容量

LUN のために予約されている容量 (G バイト) を識別しま
す。

優先度レベル 指定された LUN に割り当てられている優先度レベルを識
別します。

有効なレベル:

• アーカイブ

• 低

• 中

• 高

• 最高

IOPS 1 秒あたりの読み取りおよび書き込み操作の平均数を示し
ます。

スループット 読み取りおよび書き込み操作のデータ転送速度 (M バイト/
秒) を示します。

I/O 待機時間 読み取り操作または書き込み操作を完了するための平均時
間 (ミリ秒) を示します。

I/O サイズ 読み取り操作および書き込み操作の平均サイズを示します。

収集期間 情報が Oracle FS System から最後に収集された開始および
終了時間を表示します。

LUN のリアルタイム統計を生成するには、LUN を選択してから、「アクション」 >
「LUN のリアルタイム統計」を選択します。「グラフの追加」をクリックし、統計
を選択します (詳細は、次のリストで確認できます)。

表示される統計には、次のものがあります。

読み取り IOPS 1 秒あたりの読み取り操作の平均数を示します。
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書き込み IOPS 1 秒あたりの書き込み操作の平均数を示します。

読み取りバイト数/
秒

システムが読み取り操作中にドライブからバイトを転送し
た速度を示します。

書き込みバイト数/
秒

システムが書き込み操作中にドライブにバイトを転送した
速度を示します。

読み取り待機時間 読み取り操作を完了するための平均時間を示します。

書き込み待機時間 書き込み操作を完了するための平均時間を示します。

読み取りブロック
サイズ

読み取り操作で読み取られたデータの平均量を表示します。

書き込みブロック
サイズ

書き込み操作で書き込まれたデータの平均量を表示します。

合計ブロックサイ
ズ

読み取りまたは書き込み操作で転送されたデータの平均量
を表示します。

読み取りキューの
深さ

実行を待機している読み取り操作の数 (平均値) を表示しま
す。

書き込みキューの
深さ

処理を待機している書き込み操作の数 (平均値) を表示しま
す。

合計バイト数/秒 1 秒あたりに転送された合計バイト数 (平均値) を表示しま
す。

合計 IOPS 1 秒あたりの読み取りおよび書き込み操作の総数を示しま
す。

合計待機時間 操作を完了するための平均時間を示します。

合計のキューの深
さ

処理のためにキューに入れられている I/O 操作の総数 (平均
値) を表示します。

関連リンク

LUN 統計を表示する

「SAN ホストグループの管理」、「グループ」タブ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」 > 「アクション」 > 「SAN
ホストグループの管理」 > 「グループ」

ストレージエリアネットワーク (SAN) ホストグループを作成および変更します。
任意の SAN ホストをホストグループに割り当てることができます。

ホストグループは、システムがグループとして管理する名前付きの SAN ホスト
コレクションであり、これはホストを LUN に関連付けるタスクを単純化します。

名前 ホストグループの名前を示します。

作成 表内に新しい行を作成し、そこからホストグループ名を入力
できるようにします。
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削除 選択されたホストグループを削除します。

関連リンク

ホストグループの作成

ホストグループを変更する

「SAN ホストグループの管理」、「ホスト」タブ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」 > 「アクション」 > 「SAN
ホストグループの管理」 > 「ホスト」

登録されているストレージエリアネットワーク (SAN) ホストをホストグループ
に割り当てます。

注: Oracle FS System に少なくとも 1 つのホストを登録してから、そのホストをホ
ストグループに割り当ててください。

ホストグループは、システムがグループとして管理する名前付きの SAN ホスト
コレクションであり、これはホストを LUN に関連付けるタスクを単純化します。

名前 ホストグループの割り当てに使用可能な SAN ホストの名前
を示します。

ホストグループ ホストが割り当てられているホストグループの名前を示し
ます。

関連リンク

ホストグループの作成

ホストグループを変更する

「ボリュームグループの管理」ダイアログ

ナビゲーション:

「NAS」 > 「ストレージ」 > 「ファイルシステム」 > 「アクション」 > 「ファ
イルシステムの作成」 > 「サービス品質」 > 「ボリュームグループ」... > 「ボ
リュームグループ」

「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「LUN の作成」 >
「サービス品質」 > 「ボリュームグループ」... > 「ボリュームグループ」... >
「ボリュームグループ」

Oracle FS System 上の論理ボリュームのコレクション (ボリュームグループの入
れ子を含む) をグループ化する組織単位を管理します。

ボリュームグルー
プ

ボリュームグループの 名前を識別します。有効なボリュー
ムグループ名は 14 文字以内の英数字で構成されます。ボリ
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ュームグループ名は、その親ボリュームグループ内でそれぞ
れ一意である必要があります。

親ボリュームグル
ープ名

ボリュームグループの入れ子関係における最上位ノードの
名前を識別します。

論理容量 (G バイ
ト)

ボリュームグループの論理容量の使用量と要件の概要を示
します。

使用済み 使用されている割り当て済み容量を示しま
す。

• LUN の場合、この量は割り当て済み
の量と同じです。

• ファイルシステムの場合、この量はユ
ーザーデータを格納する割り当て済
み容量です。

割り当て済
み

このボリュームグループまたはこのボリュ
ームのために予約されているストレージ容
量の合計を識別します。

分散 このボリュームで使用されている割り当て
済み容量と未使用の割り当て済み容量を比
較するグラフを表示します。

作成 ボリュームグループを追加できるダイアログを開きます。

変更 ボリュームグループのプロパティーを変更できるダイアロ
グを開きます。

削除 選択されたボリュームグループを削除します。

関連リンク

自動階層 LUN の作成: サービス品質の定義
単一階層 LUN を作成する: サービス品質を定義する
自動階層化 LUN を変更する: サービス品質を定義する
単一階層 LUN を変更する: サービス品質

「ボリュームグループの管理」、「ボリュームグループ」タブ

ナビゲーション:

「NAS」 > 「ボリュームグループ」 > 「アクション」 > 「ボリュームグループ
の管理」 > 「ボリュームグループ」
「SAN」 > 「ボリュームグループ」 > 「アクション」 > 「ボリュームグループ
の管理」 > 「ボリュームグループ」

Oracle FS System 上の論理ボリュームのコレクション (ボリュームグループの入
れ子を含む) をグループ化する組織単位を管理します。
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ボリュームグルー
プ

ボリュームグループの 名前を識別します。有効なボリュー
ムグループ名は 14 文字以内の英数字で構成されます。ボリ
ュームグループ名は、その親ボリュームグループ内でそれぞ
れ一意である必要があります。

親ボリュームグル
ープ名

ボリュームグループの入れ子関係における最上位ノードの
名前を識別します。

論理容量 (G バイ
ト)

ボリュームグループの論理容量の使用量と要件の概要を示
します。

使用済み 使用されている割り当て済み容量を示しま
す。

• LUN の場合、この量は割り当て済み
の量と同じです。

• ファイルシステムの場合、この量はユ
ーザーデータを格納する割り当て済
み容量です。

割り当て済
み

このボリュームグループまたはこのボリュ
ームのために予約されているストレージ容
量の合計を識別します。

分散 このボリュームで使用されている割り当て
済み容量と未使用の割り当て済み容量を比
較するグラフを表示します。

作成 ボリュームグループを作成するための行を表示します。

変更 ボリュームグループのプロパティーを変更できるダイアロ
グを開きます。

削除 選択されたボリュームグループを削除します。

関連リンク

自動階層 LUN の作成: サービス品質の定義
単一階層 LUN を作成する: サービス品質を定義する
自動階層化 LUN を変更する: サービス品質を定義する
単一階層 LUN を変更する: サービス品質

「ボリュームグループの管理」、「ボリューム」タブ

ナビゲーション:

「NAS」 > 「ボリュームグループ」 > 「アクション」 > 「ボリュームグループ
の管理」 > 「ボリューム」
「SAN」 > 「ボリュームグループ」 > 「アクション」 > 「ボリュームグループ
の管理」 > 「ボリューム」
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Oracle FS System 上の論理ボリュームを別のボリュームグループに再割り当てし
ます。

ボリューム名 構成されている論理ボリュームの名前を識別します。

ボリュームグルー
プ

論理ボリュームが存在するボリュームグループの名前を識
別します。このフィールドを使用すると、ボリュームを別の
グループに再割り当てすることができます。

論理容量 (G バイ
ト)

ボリュームグループの論理容量の使用量と要件の概要を示
します。

使用済み 使用されている割り当て済み容量を示しま
す。

• LUN の場合、この量は割り当て済み
の量と同じです。

• ファイルシステムの場合、この量はユ
ーザーデータを格納する割り当て済
み容量です。

割り当て済
み

このボリュームグループまたはこのボリュ
ームのために予約されているストレージ容
量の合計を識別します。

最大 論理ボリュームとそのクローンリポジトリ
のアクセス可能な容量の合計を識別しま
す。

RAID レベ
ル

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。
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ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

物理容量 (G バイ
ト)

システム上にあるすべてのボリュームの物理容量の使用量
と要件の概要を示します。

ボリューム
のオーバー
ヘッド

論理ボリュームの Quality of Service (QoS)
設定と一致する必要がある物理および論理
ストレージ容量を識別します。

使用済み ボリュームによって現在消費されている容
量を識別します。

割り当て済
み

この論理ボリュームに対して割り当てと指
定が行われた raw 容量 (G バイト) を指定
します。

最大 ボリュームグループの最大容量を識別しま
す。このボリュームグループに関連付けら
れた論理ボリュームおよび入れ子のボリュ
ームグループの最大容量は、この値を超え
ることはできません。値 0 (ゼロ) は、ボリ
ュームグループが無制限の容量で構成され
ることを示します。関連する論理ボリュー
ムと入れ子のボリュームグループの最大容
量を制約なしで増やすことができます。

優先度レベル ファイルシ
ステム

論理ボリュームのさまざまな操作に与えら
れる優先度を識別します。 (コントローラ
の処理キューなど)。処理キューの優先度
は、ボリューム専用に割り当てられるコン
トローラの CPU サイクルの割合を定義し
ます。交換型ドライブのどこにデータがス
トライプされるかも識別します。有効な優
先度レベル:

最高 もっとも高い処理キュー内の
リクエストへの応答の優先度
を示します。
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高 次に高い処理キュー内のリク
エストへの応答の優先度を示
します。

中 中程度の処理キュー内のリク
エストへの応答の優先度を示
します。

低 2 番目に低い処理キュー内の
リクエストへの応答の優先度
を示します。

アーカ
イブ

もっとも低い処理キュー内の
リクエストへの応答の優先度
を示します。

LUN 論理ボリュームのさまざまな操作に与えら
れる優先度を識別します。これらの操作に
は、コントローラの処理キュー、SAN イン
タフェースリクエスト、自動階層化された
LUN エクステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用
に割り当てられるコントローラの CPU サ
イクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度がもっとも高
いことを示します。自動階層
化された LUN では、ビジー状
態の LUN エクステントが次
を受け取ります: もっとも高い
優先度 (システムがパフォー
マンスの高いストレージ階層
にデータを移行するとき)。

高 処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度が次に高いこ
とを示します。自動階層化さ
れた LUN では、ビジー状態の
LUN エクステントが次を受け
取ります: 次に高い優先度 (シ
ステムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを
移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度が中程度であ
ることを示します。自動階層
化された LUN では、ビジー状
態の LUN エクステントが次
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を受け取ります: 中程度の優先
度 (システムがパフォーマン
スの高いストレージ階層にデ
ータを移行するとき)。

低 処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度が 2 番目に低
いことを示します。自動階層
化された LUN では、ビジー状
態の LUN エクステントが次
を受け取ります: 2 番目に低い
優先度 (システムがパフォー
マンスの高いストレージ階層
にデータを移行するとき)。

アーカ
イブ

処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度がもっとも低
いことを示します。自動階層
化された LUN では、ビジー状
態の LUN エクステントが次
を受け取ります: もっとも低い
優先度 (システムがパフォー
マンスの高いストレージ階層
にデータを移行するとき)。

関連リンク

ボリュームを別のボリュームグループに移動する

「データ保護スケジュールの変更」ダイアログ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「データ保護」 > 「クローンスケジュール」 > 「ア
クション」 > 「変更」

既存のデータ保護スケジュールのプロパティーを更新します。また、このページ
からスケジュールを有効または無効にすることもできます。

スケジュール名 スケジュールの名前を識別します。

作成されたクロー
ンのボリュームグ
ループ

既存のボリュームグループにクローンボリュームを割り当
てることができます。

有効 スケジュールが有効になっているかどうかを識別します。

有効 スケジュールされた操作が指定された時間
に実行されることを示します。

無効 操作がスケジュールどおりに実行されない
ことを示します。たとえば、ソースボリュ
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ーム (LUN またはクローン LUN) がユーザ
ーから使用可能になっていない場合は、ス
ケジュールを無効にします。

保護されたボリュ
ーム

スケジュールされたクローンが作成された元の論理ボリュ
ームの名前を識別します。

スケジュール

開始時間 スケジュールが開始される日付と時間を識別します。

1 回のみ実行 レプリケーションがただちに、かつ 1 回だけ実行されること
を示します。

繰り返し間隔 システムがスケジュールされたレプリケーション操作を実
行する頻度を識別します。

有効な間隔および頻度を次の表に示します。

表 21: スケジュールの繰り返し間隔
間隔 頻度

1 から 7 日

1 から 24 時間

1 から 24 月

1 から 52 週

週単位のスケジュールを選択する場合は、レプリケーション
が行われる曜日を選択します。

関連リンク

LUN データ保護スケジュールを変更する

「ホストの変更」、「詳細」タブ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」 > 「アクション」 > 「ホ
ストの変更」 > 「詳細」

ストレージエリアネットワーク (SAN) 内のホストへの HP-UX 互換モードを有
効にします。

HP-UX 互換モー
ド

このオプションは、SAN ホストで HP-UX オペレーティング
システムが実行されている場合に使用します。互換性モー
ドオプションを有効にすると、代替方法を使って SAN ホス
ト上の LUN が表されます。この代替方法は HP-UX と互換
性があります。 このオプションを有効にすると、ホストか
ら可視になる LUN の LUN 番号を 0 にすることができなく
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なります。HP-UX 互換性モードでは、(0 以外の) 最大範囲の
LUN 番号を HP-UX オペレーティングシステムで使用でき
ます。現在のホストマッピングは Flash Storage Path
Manager タブで確認できます。

関連リンク

ホストを変更する: 詳細設定の再構成

「ホストの変更」、「Oracle FS Path Manager」タブ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」 > 「アクション」 > 「ホ
ストの変更」 > 「Oracle FS Path Manager」

Oracle FS Path Manager (FSPM) の構成設定を変更します。

LUN の負荷分散設定を構成できます。また、LUN で使用可能な最適化された
(もっとも高速な) パスを表示することもできます。

ホスト情報

ホスト名 Oracle FS System にアクセスできる SAN ホストの名前を識
別します。

管理 IP アドレス SAN ホストの IP アドレスを識別します。このアドレスは、
システムがホストにインストールされた FSPM との間で管
理リクエストおよび応答を交換するために使用します。
FSPM がインストールされていない場合は、このフィールド
に「該当なし」が表示されます。

オペレーティング
システム

SAN ホストに Oracle FS Path Manager がインストールされ
たときにそのホストに関連付けられたオペレーティングシ
ステムを識別します。それ以外の場合は、このフィールドに
「該当なし」が表示されます。

Oracle FS Path
Manager のバー
ジョン

SAN ホスト上にインストールされ、実行されている FSPM
のバージョンを識別します。

Path Manager 設定
LUN 名 Oracle FS System 上の LUN またはクローン LUN の名前を

識別します。

ホスト上の名前 LUN を識別するために SAN ホストによって使用される名
前を識別します。

負荷分散 ストレージエリアネットワーク (SAN) ホストが Oracle FS
System の LUN にアクセスするために実行する負荷分散の
タイプを識別します。
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注: 「負荷分散」オプションが選択可能でない場合、そのバ
ージョンの FSPM ではそのホストに対する負荷分散ができ
ません。

有効なタイプ:

静的 構成された LUN への複数のパスにまたが
る負荷分散を示します。

ソフトウェアによって使用可能な最良のパ
スが選択され、そのパスが使用できなくな
るまで、すべてのコマンドがそのパスで送
信されます。使用できなくなった場合は、
障害の発生したパスが別の適切なパスにフ
ェイルオーバーされます。

ラウンドロ
ビン

構成された LUN への複数のパスにまたが
る負荷分散を示します。

使用可能な最良のパスを使用してコマンド
が 1 つずつ送信されます。これにより、
LUN コマンドは LUN へのアクセスに使用
できるすべてのパスに均等に分散されま
す。

最適化されたパス LUN への最適化されたアクセスパス (使用可能なもっとも
高速なパス) の数を識別します。

最適化されていな
いパス

LUN への最適化されていないアクセスパスの数を識別しま
す。

関連リンク

ホストを変更する: FSPM 負荷分散

「ホストの変更」、「ポート」タブ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」 > 「アクション」 > 「ホ
ストの変更」 > 「ポート」

ストレージエリアネットワーク (SAN) のホストドライバ情報を変更します。

ホスト名 SAN ホストエントリの名前を識別します。

FC ポート情報
別名 ポートに対するわかりやすい HBA の代替名を識別します。

任意の有用な値に設定できます。

注: このフィールドを選択して、必要な変更を行なってくだ
さい。
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ポート FC HBA ポートに割り当てられた WWN を識別します。

速度 SAN ホストとそのホストが直接接続するデバイスの間の接
続速度 (G バイト/秒) を示します。このデバイスは通常はネ
ットワークスイッチですが、コントローラである場合もあり
ます。

注: SAN ホストとコントローラ間の実際のデータ転送速度
は、報告された速度より低い場合があります。速度が低くな
るのは、ホストとコントローラ間のパス上にあるもっとも低
速なリンクによってデータ転送速度が左右されるためです。

製造元 ハードウェアコンポーネントの製造元を識別します。

HBA モデル ハードウェアコンポーネントのモデル番号を識別します。

ドライババージョ
ン

HBA ドライバのバージョンを識別します。

ファームウェアバ
ージョン

HBA のファームウェアバージョンを識別します。

関連リンク

ホストを変更する: ポート別名を割り当てる

「ジョブスケジュールの変更」ダイアログ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > ... >
「データ保護」 > 「変更」

データレプリケーションスケジュールを更新します。

スケジュール名 スケジュールされた操作の一意の名前を識別します。これ
は、Oracle FS System が指定された時間に、または定期的に
実行するアクションです。

データ保護タイプ スケジュールで使用されるデータ保護のタイプ (クローンな
ど) を識別します。

ボリュームグルー
プ

既存のボリュームグループにクローンボリュームを割り当
てることができます。

有効 スケジュールが有効になっているかどうかを示します。

• 操作が指定された時間に実行されるようにスケジュ
ールを有効にします。

• 操作が実行されないようにスケジュールを無効にし
ます。このオプションを使用すると、ソースボリュー
ムがユーザーから使用可能になる前にスケジュール
を定義できます。

「SAN」タブの参照ページ

541



開始時間 Oracle FS System がスケジュールされた操作を開始する日
付と時間を識別します。

繰り返し システムがスケジュールされた操作を実行する頻度を識別
します。有効な値は、スケジュールの繰り返し間隔や頻度に
よって異なります。

関連リンク

自動階層化 LUN を変更する: データ保護を定義する
単一階層 LUN を変更する: データ保護

「LUN 番号の変更」ダイアログ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「作
成」 > 「マッピング」 > 「変更」

ホストに割り当てられている割り当て済みの LUN 番号を更新します。

LUN 番号 関連付けられたホストの LUN に割り当てる番号を識別し
ます。

関連リンク

LUN を変更する: LUN 番号によってマッピングを定義する
LUN を変更する: 選択されたホストエントリによってマッピングを定義する

「SAN LUN の変更」、「データ保護」タブ、「単一階層」
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「変
更」 > 「データ保護」 > 「単一階層」

論理ボリュームのストレージ容量を更新します。また、このページからデータレ
プリケーションスケジュールを管理することもできます。

選択されたストレージクラスの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。

ストレージクラスごとの容量

データが格納される物理メディアのタイプを識別します。有効なメディアタイプ
(パフォーマンス優先度の高い方から順に):

パフォーマンス
SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化されたソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納されることを指定します。
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容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納されることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込みパフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォーマンスデ
ィスク

高速なハードディスクドライブ (HDD) にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラスでは、容量をあ
る程度犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作のアクセス
時間および待機時間を短縮します。

容量ディスク 大容量の交換型 HDD にデータが格納されることを指定し
ます。このストレージクラスでは、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テープストレージがオプションに
含まれていないストレージシステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

クローンの有効化 クローンの容量オプションを有効にするかどうかを指定し
ます。このオプションを選択すると、クローン QoS の指定
オプションも有効になります。

クローンストレージの容量

最大容量 クローン LUN に割り当てるストレージ領域の割合 (%) を
指定します。

注: このフィールドを変更すると、「最大容量」と「使用可能
な容量」の値が更新されます。これらの容量値は、「サービ
ス品質」タブで指定した「アドレス可能論理容量」の値に基
づいています。

現在の最大容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

現在の使用可能な
容量

この LUN のクローンに割り当てられている現在のストレ
ージ容量を識別します。

推定の最大容量 クローン LUN に割り当てる推定のストレージ領域を指定
します。このフィールドの値は、「最大容量」の割合の変化
や、「サービス品質」タブで指定した「容量」の値の変化に
従って変更されます。

推定の使用可能な
容量

クローン LUN の使用可能な推定容量を識別します。この
フィールドの値は、「最大容量」の割合の変化や、「サービス
品質」タブで指定した「容量」の値の変化に従って変更され
ます。
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クローンの数 この LUN およびそのクローンのために作成されたクロー
ンの数を識別します。

リポジトリ QoS
を LUN QoS に一
致させる

クローンストレージの QoS プロパティーを適用するとき
に、データ保護スケジュールを使用するか、または管理者が
手動で適用するかを指定します。

クローンストレージの QoS
拡張された QoS 設定を指定して、データ保護スケジュールによって作成された
(または管理者が手動で作成した) クローンストレージに適用します。

ストレージドメイ
ン

LUN に関連付けられているストレージドメインの名前を指
定します。

注: Oracle FS System にカスタムストレージドメインが含ま
れている場合は、すべての「ストレージドメイン」オプショ
ンが表示されます。

ストレージクラス 論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを指定
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。
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基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。

注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。

標準的なア
クセス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

I/O バイアス 一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

冗長性 ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

有効な冗長性レベル:
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単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティー
は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
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示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
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エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

クローンスケジュール

論理ボリュームに関連付けられているデータ保護スケジュールを一覧表示しま
す。

名前 スケジュールの名前を識別します。

開始時間 スケジュールが開始される日付と時間を識別します。

頻度 スケジュールが実行される頻度を識別します。頻度には次
のものが含まれます。

• 1 回のみ実行

• 毎時

• 毎日

• 毎週

有効 スケジュールが有効になっているかどうかを識別します。

有効 スケジュールされた操作が指定された時間
に実行されることを示します。

無効 操作がスケジュールどおりに実行されない
ことを示します。たとえば、ソースボリュ
ーム (LUN またはクローン LUN) がユーザ
ーから使用可能になっていない場合は、ス
ケジュールを無効にします。
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作成 スケジュールされた操作を作成するためのダイアログを表
示します。

変更 既存のスケジュールを変更するためのダイアログを表示し
ます。

削除 既存のスケジュールを削除します。

関連リンク

単一階層 LUN を変更する: データ保護

「SAN LUN の変更」、「データ保護」タブ、「自動階層」
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「変
更」 > 「データ保護」 > 「自動階層」

論理ボリュームのストレージ容量を更新します。また、このページからデータレ
プリケーションスケジュールを管理することもできます。

ストレージドメインの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。

クローンの有効化 クローンの容量オプションを有効にするかどうかを指定し
ます。このオプションを選択すると、クローン QoS の指定
オプションも有効になります。

クローンの容量

最大容量 クローン LUN に割り当てるストレージ領域の割合 (%) を
指定します。

注: このフィールドを変更すると、「最大容量」と「使用可能
な容量」の値が更新されます。これらの容量値は、「サービ
ス品質」タブで指定した「アドレス可能論理容量」の値に基
づいています。

現在の最大容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

現在の使用可能な
容量

この LUN のクローンに割り当てられている現在のストレ
ージ容量を識別します。

推定の最大容量 クローン LUN に割り当てる推定のストレージ領域を指定
します。このフィールドの値は、「最大容量」の割合の変化
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や、「サービス品質」タブで指定した「容量」の値の変化に
従って変更されます。

推定の使用可能な
容量

クローン LUN の使用可能な推定容量を識別します。この
フィールドの値は、「最大容量」の割合の変化や、「サービス
品質」タブで指定した「容量」の値の変化に従って変更され
ます。

クローンの数 この LUN およびそのクローンのために作成されたクロー
ンの数を識別します。

リポジトリ QoS
を LUN QoS に一
致させる

クローンストレージの QoS プロパティーを適用するとき
に、データ保護スケジュールを使用するか、または管理者が
手動で適用するかを指定します。

クローンストレージの QoS
拡張された QoS 設定を指定して、データ保護スケジュールによって作成された
(または管理者が手動で作成した) クローンストレージに適用します。

ストレージドメイ
ン

LUN に関連付けられているストレージドメインの名前を指
定します。

注: Oracle FS System にカスタムストレージドメインが含ま
れている場合は、すべての「ストレージドメイン」オプショ
ンが表示されます。

初期ストレージク
ラス

論理ボリュームがある物理メディアの初期カテゴリを指定
します。自動階層化された LUN では、Oracle FS System が、
最適なパフォーマンスを実現するために、ボリュームでのデ
ータ使用法統計と一致する実際のストレージクラスを判別
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
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のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。

注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。

初期の標準
的なアクセ
ス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

初期の I/O
バイアス

一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。
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書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

初期の
RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられた
初期の RAID レベルを識別します。
Oracle FS System は、最適なパフォーマン
スを実現するために、ボリュームでのデー
タ使用法統計と一致する実際の RAID レベ
ルを判別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
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き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

追加オプション 自動階層ストレージクラスオプションを選択できるダイア
ログを表示します。

クローンスケジュール

論理ボリュームに関連付けられているデータ保護スケジュールを一覧表示しま
す。

名前 スケジュールの名前を識別します。

開始時間 スケジュールが開始される日付と時間を識別します。

頻度 スケジュールが実行される頻度を識別します。頻度には次
のものが含まれます。

• 1 回のみ実行

• 毎時

• 毎日

• 毎週

有効 スケジュールが有効になっているかどうかを識別します。

有効 スケジュールされた操作が指定された時間
に実行されることを示します。

無効 操作がスケジュールどおりに実行されない
ことを示します。たとえば、ソースボリュ
ーム (LUN またはクローン LUN) がユーザ
ーから使用可能になっていない場合は、ス
ケジュールを無効にします。

作成 スケジュールされた操作を作成するためのダイアログを表
示します。

変更 既存のスケジュールを変更するためのダイアログを表示し
ます。

削除 既存のスケジュールを削除します。

「SAN」タブの参照ページ

553



関連リンク

QoS ポリシー
自動階層化 LUN を変更する: データ保護を定義する

「SAN LUN の変更」、「マッピング」タブ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「変
更」 > 「マッピング」

論理ボリュームの LUN からホストへのマッピングの設定を更新します。

アクセスプロトコ
ル

論理ボリュームにアクセスするために許可されるプロトコ
ルを指定します。

選択されたホスト
のみ (マップ経由)

指定された SAN ホストのみが、これらの各ホスト上の特定
の (異なる可能性のある) LUN 番号を使用してこの LUN に
アクセスできるように指定します。LUN がマップされた場
合、LUN 番号は、マップされた SAN ホストに固有である必
要があります。

すべてのホストが
LUN 番号を使用
してこの LUN に
アクセスできます

この LUN にアクセスするすべての SAN ホストが同じ
LUN 番号を使用するように指定します。LUN 番号選択の
ドロップダウンリストをアクティブ化するには、このオプシ
ョンを選択します。

LUN コントローラの割り当て
現在のコントロー
ラ

LUN のホームである現在のコントローラを識別します。

注: 新しいソース LUN の場合、このフィールドは使用でき
ません。代わりに、「割り当てられたコントローラ」オプシ
ョンを使用してください。

割り当てられたコ
ントローラ

システムが LUN を割り当てるコントローラを識別します。
リストから、使用可能なコントローラノードを選択します。

この LUN に対してマスクされたポート
LUN にアクセスできないように除外 (マスク) する物理コントローラポートを表
示します。

マスク済み LUN のポートがマスクされているかどうかを示します。

プロトコル アクセスプロトコルのタイプを識別します。

コントローラ コントローラの名前を識別します。

スロット コントローラ HBA のスロット番号を識別します。

ポート コントローラポート番号を識別します。
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コントローラポー
トアドレス

各コントローラネットワークポートの一意の識別子を識別
します。FC ネットワークの場合、この識別子は World Wide
Name (WWN) です。

LUN マッピング
LUN からホストへのマッピングの割り当てを管理します。

注: LUN マッピングテーブルは、「選択されたホストのみ (マップ経由)」オプショ
ンを選択した場合にのみ表示されます。

LUN またはクローン LUN を 1 つのホストまたはホストグループにマップでき
ます。

この LUN にマッ
プされているホス
ト

名前 Oracle FS System 上で構成されている
LUN にアクセスする SAN ホストを識別し
ます。Oracle FS Path Manager がインスト
ールされていない場合、システムは FC
HBA の WWN を表示します。

LUN 番号に
よるマップ

関連付けられた SAN ホストの LUN に割
り当てる番号を識別します。この番号は、
その特定のホストに固有である必要があり
ます。すべてのホストにわたって一意であ
る必要はありません。

作成 ホスト名の選択に基づいて LUN からホストへのマッピン
グを作成したり、ホストが使用する LUN 番号を割り当てた
りできるダイアログを開きます。

変更 関連付けられたホストにマップされた LUN を変更できる
ダイアログを開きます。

削除 選択された SAN ホストの LUN マッピングを削除します。

関連リンク

LUN を変更する: LUN 番号によってマッピングを定義する
LUN を変更する: 選択されたホストエントリによってマッピングを定義する

「SAN LUN の変更」、「サービス品質」タブ、「単一階層」
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「変
更」 > 「サービス品質」 > 「単一階層」

既存の論理ボリュームを更新します。

重要: LUN を変更する前に、「QoS のリバランス」バックグラウンドタスクがア
クティブではないことを確認してください。このタスクは LUN の変更を妨げま
す。
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選択されたストレージクラスの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。

ストレージクラスごとの容量

データが格納される物理メディアのタイプを識別します。有効なメディアタイプ
(パフォーマンス優先度の高い方から順に):

パフォーマンス
SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化されたソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納されることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込みパフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォーマンスデ
ィスク

高速なハードディスクドライブ (HDD) にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラスでは、容量をあ
る程度犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作のアクセス
時間および待機時間を短縮します。

容量ディスク 大容量の交換型 HDD にデータが格納されることを指定し
ます。このストレージクラスでは、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テープストレージがオプションに
含まれていないストレージシステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

ストレージドメイ
ン

LUN に関連付けられているストレージドメインの名前を指
定します。

注: Oracle FS System にカスタムストレージドメインが含ま
れている場合は、すべての「ストレージドメイン」オプショ
ンが表示されます。

ストレージドメイ
ンの表示

使用可能なストレージドメインを一覧表示するダイアログ
を表示します。

LUN 名 管理のために LUN に割り当てられている名前を識別しま
す。LUN 名は、次の要件を満たしている必要があります。

• Oracle FS System 全体にわたって一意である必要があ
る

• 82 文字以下の UTF 文字である必要がある

• 255 文字以下の ASCII 文字である必要がある
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ボリュームグルー
プ

ボリュームグループに LUN を割り当てることができます。

[...] ボリュームグループを作成できる「ボリュ
ームグループの管理」ダイアログを開きま
す。

ストレージプロフ
ァイルを使用

論理ボリュームが QoS プロパティーのカスタムセットを使
用するかどうかを指定します。このオプションを選択する
と、このページ上の残りの QoS プロパティーが無効になり
ます。

[...] プロファイルの詳細を確認できる「ストレ
ージプロファイルの表示」ダイアログを開
きます。

ストレージクラス 論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを指定
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。
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注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。

標準的なア
クセス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

I/O バイアス 一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

冗長性 Oracle FS System がボリューム用に作成す
るパリティービットのコピーの数を識別し
ます。

有効な冗長性レベル:

単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
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追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティー
は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
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で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

先読み 順次読み取り操作に対して使用される先読
みポリシーを識別します。このポリシーに
よって、システムがコントローラキャッシ
ュに配置する追加データ (あれば) の量が決
まります。有効なポリシー:

通常 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分がランダムまたは順次
とランダムの混在であること
を示します。

積極的 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分が順次であり、ワークロ
ードが読み取り操作に偏って
いることを示します。

保守的 入力リクエストと出力リクエ
ストの大部分が順次であり、ワ
ークロードが書き込み操作に
偏っていることを示します。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。
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最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

移行/コピーの優
先度

バックグラウンドタスクがストレージプール内のある場所
から別の場所にデータをコピーまたは移動する必要がある
とき、システムがパフォーマンスへの影響を制御するために
使用すべき方法を識別します。

注: システムがアイドル状態にあるか、または軽い負荷しか
かっていない場合、選択されているオプションには関係な
く、バックグラウンドタスクは実行される作業量を最大化し
ます。

有効な優先度:
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システムに
よる選択

バックグラウンドコピーと着信クライアン
ト I/O のバランスをとります。このオプシ
ョンはデフォルトです。

影響の最小
化

負荷がかかっているシステムで実行される
作業量を制限します。このオプションは、
コピー時間が長くなる代わりにクライアン
ト I/O スループットへの影響を最小限に抑
えることが目的です。

最大速度 クライアント I/O スループットではなく、
バックグラウンドコピーを優先します。

容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

割り当て済み論理
容量

論理ボリュームのために予約されている容量を識別します。
予約容量は、最大容量以下である必要があります。

参照タグのチェッ
クの無効化

LUN の内部データの整合性チェックの一部を無効にしま
す。このオプションを選択すると、論理ブロックアドレス
(LBA) と呼ばれる、ホストによって書き込まれたものと同じ
識別情報がデータの特定のブロックに指定されているかど
うかのチェックが無効になります。データ CRC の整合性チ
ェックは影響を受けません。

「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択した場合、
「ブート LUN として使用」オプションは無効です。

必要に応じて、ホストまたはアプリケーションによる LUN
の初期化中または準備中に、次のオプションを一時的に選択
します。

• ブート LUN として使用

• 参照タグのチェックの無効化

ホストまたはアプリケーションの終了時に、これらのオプシ
ョンを選択解除します。

ホストまたはアプリケーションで Oracle FS System との相
互運用性の問題が発生している場合、「参照タグのチェック
の無効化」オプションを使用して問題に一時的に対処できま
す。

注: 「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択する
タイミングについては、My Oracle Support (https://
support.oracle.com/) にログインしてください。FS1-2 LUN
で「ブート LUN として使用」オプションと「参照タグのチ
ェックの無効化」オプションを使用するタイミングに関する
記事を検索してください。
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ブート LUN とし
て使用

ホストによって以前に書き込まれたことのないデータのブ
ロックが読み取られるときに、ホストまたはアプリケーショ
ンに返されるデフォルトのエラー応答を変更します。LUN
にはほかの影響はありません。

システムブートのための LUN の準備など、検証プロセスの
一部として書き込まれていないデータブロックを読み取る
ホストとアプリケーションがある場合に、このオプションを
選択します。

データブロックが書き込まれる前に読み取ると、参照タグの
チェックが失敗し、これによってホストにエラーが返されま
す。このエラーの受信後に、ホストは操作を再試行し、参照
タグのチェックを無効にします。「ブート LUN として使用」
オプションは参照タグのチェックを変更しません。一部の
ホストとアプリケーションは、返されるエラーに応じて再試
行のタイミングを変更するため、このオプションはエラー応
答の変更のみを行います。「参照タグのチェックの無効化」
オプションを使用する前に、常に「ブート LUN として使
用」オプションの両方の設定を試行してください。

容量の見積もり QoS 属性の選択に基づいた、物理ストレージ容量の要件の見
積もりを表示します。

推定の物理
容量

この論理ボリュームの推定の物理容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

推定のクロ
ーン容量

この論理ボリュームのクローンの推定の容
量 (割り当て済みおよび最大) を識別しま
す。

推定の合計
容量

この論理ボリュームの推定の合計容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

関連リンク

単一階層 LUN を変更する: サービス品質

「SAN LUN の変更」、「サービス品質」タブ、「自動階層」
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「変
更」 > 「サービス品質」 > 「自動階層」

既存の論理ボリュームを更新します。

重要: LUN を変更する前に、「QoS のリバランス」バックグラウンドタスクがア
クティブではないことを確認してください。このタスクは LUN の変更を妨げま
す。
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選択されたストレージクラスの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。

ストレージクラスおよび RAID レベルごとの割り当て
自動階層化された LUN の実際の物理容量に加えて、RAID レベルのパリティー
に必要な容量をグラフで示します。このグラフには、ストレージクラスの物理容
量と RAID レベルのパリティーの合計を表す積み上げバーが含まれています。
図の下部にある凡例は、各バーに関する詳細情報を提供します。

ストレージドメイ
ン

LUN に関連付けられているストレージドメインの名前を指
定します。

注: Oracle FS System にカスタムストレージドメインが含ま
れている場合は、すべての「ストレージドメイン」オプショ
ンが表示されます。

ストレージドメイ
ンの表示

使用可能なストレージドメインを一覧表示するダイアログ
を表示します。

LUN 名 管理のために LUN に割り当てられている名前を識別しま
す。LUN 名は、次の要件を満たしている必要があります。

• Oracle FS System 全体にわたって一意である必要があ
る

• 82 文字以下の UTF 文字である必要がある

• 255 文字以下の ASCII 文字である必要がある

ボリュームグルー
プ

ボリュームグループに LUN を割り当てることができます。

[...] ボリュームグループを作成できる「ボリュ
ームグループの管理」ダイアログを開きま
す。

ストレージプロフ
ァイルを使用

論理ボリュームが QoS プロパティーのカスタムセットを使
用するかどうかを指定します。このオプションを選択する
と、このページ上の残りの QoS プロパティーが無効になり
ます。

[...] プロファイルの詳細を確認できる「ストレ
ージプロファイルの表示」ダイアログを開
きます。

初期ストレージク
ラス

論理ボリュームがある物理メディアの初期カテゴリを指定
します。自動階層化された LUN では、Oracle FS System が、
最適なパフォーマンスを実現するために、ボリュームでのデ
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ータ使用法統計と一致する実際のストレージクラスを判別
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。

注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。

初期の標準
的なアクセ
ス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。
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ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

初期の I/O
バイアス

一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

初期の
RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられた
初期の RAID レベルを識別します。
Oracle FS System は、最適なパフォーマン
スを実現するために、ボリュームでのデー
タ使用法統計と一致する実際の RAID レベ
ルを判別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
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レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

初期の先読
み

順次読み取り操作に対して使用される先読
みポリシーを識別します。このポリシーに
よって、システムがコントローラキャッシ
ュに配置する追加データ (あれば) の量が決
まります。有効なポリシー:

通常 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分がランダムまたは順次
とランダムの混在であること
を示します。

積極的 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分が順次であり、ワークロ
ードが読み取り操作に偏って
いることを示します。

保守的 入力リクエストと出力リクエ
ストの大部分が順次であり、ワ
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ークロードが書き込み操作に
偏っていることを示します。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。
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移行/コピーの優
先度

バックグラウンドタスクがストレージプール内のある場所
から別の場所にデータをコピーまたは移動する必要がある
とき、システムがパフォーマンスへの影響を制御するために
使用すべき方法を識別します。

注: システムがアイドル状態にあるか、または軽い負荷しか
かっていない場合、選択されているオプションには関係な
く、バックグラウンドタスクは実行される作業量を最大化し
ます。

有効な優先度:

システムに
よる選択

バックグラウンドコピーと着信クライアン
ト I/O のバランスをとります。このオプシ
ョンはデフォルトです。

影響の最小
化

負荷がかかっているシステムで実行される
作業量を制限します。このオプションは、
コピー時間が長くなる代わりにクライアン
ト I/O スループットへの影響を最小限に抑
えることが目的です。

最大速度 クライアント I/O スループットではなく、
バックグラウンドコピーを優先します。

容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

割り当て済み論理
容量

論理ボリュームのために予約されている容量を識別します。
予約容量は、最大容量以下である必要があります。

参照タグのチェッ
クの無効化

LUN の内部データの整合性チェックの一部を無効にしま
す。このオプションを選択すると、論理ブロックアドレス
(LBA) と呼ばれる、ホストによって書き込まれたものと同じ
識別情報がデータの特定のブロックに指定されているかど
うかのチェックが無効になります。データ CRC の整合性チ
ェックは影響を受けません。

「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択した場合、
「ブート LUN として使用」オプションは無効です。

必要に応じて、ホストまたはアプリケーションによる LUN
の初期化中または準備中に、次のオプションを一時的に選択
します。

• ブート LUN として使用

• 参照タグのチェックの無効化

ホストまたはアプリケーションの終了時に、これらのオプシ
ョンを選択解除します。

「SAN」タブの参照ページ

569



ホストまたはアプリケーションで Oracle FS System との相
互運用性の問題が発生している場合、「参照タグのチェック
の無効化」オプションを使用して問題に一時的に対処できま
す。

注: 「参照タグのチェックの無効化」オプションを選択する
タイミングについては、My Oracle Support (https://
support.oracle.com/) にログインしてください。FS1-2 LUN
で「ブート LUN として使用」オプションと「参照タグのチ
ェックの無効化」オプションを使用するタイミングに関する
記事を検索してください。

ブート LUN とし
て使用

ホストによって以前に書き込まれたことのないデータのブ
ロックが読み取られるときに、ホストまたはアプリケーショ
ンに返されるデフォルトのエラー応答を変更します。LUN
にはほかの影響はありません。

システムブートのための LUN の準備など、検証プロセスの
一部として書き込まれていないデータブロックを読み取る
ホストとアプリケーションがある場合に、このオプションを
選択します。

データブロックが書き込まれる前に読み取ると、参照タグの
チェックが失敗し、これによってホストにエラーが返されま
す。このエラーの受信後に、ホストは操作を再試行し、参照
タグのチェックを無効にします。「ブート LUN として使用」
オプションは参照タグのチェックを変更しません。一部の
ホストとアプリケーションは、返されるエラーに応じて再試
行のタイミングを変更するため、このオプションはエラー応
答の変更のみを行います。「参照タグのチェックの無効化」
オプションを使用する前に、常に「ブート LUN として使
用」オプションの両方の設定を試行してください。

容量の見積もり QoS 属性の選択に基づいた、物理ストレージ容量の要件の見
積もりを表示します。

推定の物理
容量

この論理ボリュームの推定の物理容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

推定のクロ
ーン容量

この論理ボリュームのクローンの推定の容
量 (割り当て済みおよび最大) を識別しま
す。

推定の合計
容量

この論理ボリュームの推定の合計容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

関連リンク

QoS ポリシー
自動階層化 LUN を変更する: サービス品質を定義する
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「ボリュームグループの変更」ダイアログ

ナビゲーション:

「NAS」 > 「ストレージ」 > 「ファイルシステム」 > 「アクション」 > 「ファ
イルシステムの作成」 > 「サービス品質」 > 「ボリュームグループ」... > 「ボ
リュームグループ」 > 「変更」
「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「LUN の作成」 >
「サービス品質」 > 「ボリュームグループ」... > 「ボリュームグループ」 > 「変
更」

Oracle FS System 上の論理ボリュームのコレクションをグループ化する組織単位
のプロパティーを変更します。

ボリューム名 ボリュームグループの 名前を識別します。有効なボリュー
ムグループ名は 14 文字以内の英数字で構成されます。ボリ
ュームグループ名は、その親ボリュームグループ内でそれぞ
れ一意である必要があります。

親ボリュームグル
ープ名

ボリュームグループの入れ子関係における最上位ノードの
名前を識別します。

関連リンク

自動階層化 LUN を変更する: サービス品質を定義する
単一階層 LUN を変更する: サービス品質

レプリケーションエンジンの概要ページ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「データ保護」 > 「レプリケーションエンジン」

Oracle FS System に登録された使用可能な Oracle MaxRep for SAN レプリケー
ションエンジンのステータスを表示します。このページでレプリケーションエン
ジンを管理できます。

サービスのステー
タス

レプリケーションエンジンで実行されているプロセスの健
全性を識別します。

有効な状態:

• 通常

• 警告

• 不明

エージェントのス
テータス

Oracle FS System に登録された Oracle MaxRep for SAN エ
ージェントの通信ステータスを識別します。

有効な状態:
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• すべて通信

• 警告

• 不明

名前 レプリケーションエンジンの名前を識別します。

IP アドレス レプリケーションエンジンまたは高可用性レプリケーショ
ンエンジンクラスタの IP アドレスを識別します。

バージョン レプリケーションエンジンで実行されている Oracle
MaxRep for SAN ソフトウェアのバージョンを識別します。

「クローンスケジュール」概要ページ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「データ保護」 > 「クローンスケジュール」

データ保護スケジュールのサマリーを表示します。また、データ保護スケジュー
ルを作成および管理することもできます。

名前 スケジュールの名前を識別します。スケジュール名を選択
し、「アクション」メニューを使用してスケジュール設定を
確認または変更します。

開始時間 Oracle FS System がスケジュールの繰り返しを開始した時
間と日付を識別します。

頻度 Oracle FS System が繰り返しのスケジュールを開始すると
きの間隔を識別します。

保護されたボリュ
ーム

クローン LUN が作成された元の論理ボリュームの名前を
識別します。

有効 データ保護スケジュールが有効になっているかどうかを識
別します。

はい スケジュールで、保護されたボリュームを
アクティブにクローニングしていることを
示します。

いいえ スケジュールで、保護されたボリュームを
クローニングしていないことを示します。

データ保護の概要

ナビゲーション: 「SAN」 > 「データ保護」

データ保護スケジュールを管理したり、接続された Oracle FS System レプリケー
ションエンジンにアクセスしたりできるページへのリンクを表示します。
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クローンスケジュ
ール

使用可能なデータ保護スケジュールのリストを表示できま
す。

レプリケーション
エンジン

使用可能なレプリケーションエンジンのリストを表示でき
ます。

「ホスト」概要ページ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」

Oracle FS System 上で定義されているストレージエリアネットワーク (SAN) ホ
ストのプロパティーを管理します。

このページのアクションを使用すると、システム上のホストを管理できます。

ホスト名 SAN ホストエントリの名前を識別します。

コントローラとイ
ニシエータの接続

コントローラとイニシエータポートの間の接続ステータス
を識別します。このステータスは、マスクされたコントロー
ラポートまたは無効になったプロトコルを示している可能
性があります。

有効な状態:

• 接続済み

• 接続済み、マスク済み

• 接続済み、マスク済み、プロトコルが無効

• 接続済み、部分的にマスク済み

• 接続済み、部分的にマスク済み、一部のプロトコルが
無効

• 接続済み、プロトコルが無効

• 接続済み、一部のプロトコルが無効

• 未接続

マップされている
LUN の数

特定のマッピングのため、または LUN がすべての SAN ホ
ストから使用可能であるために特定の SAN ホストにマップ
されている LUN の数を識別します。

Oracle FS Path Manager
Oracle FS Path Manager (FSPM) に関連付けられている特定のグローバル特性を
識別します。

ステータス FSPM が通信しているかどうか、または登録されていないか
どうかを識別します。

有効な状態:
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通信中 ホスト制御パスが パイロット にログイン
していることを示します。パスのステータ
スを報告したり、負荷分散を構成したり、
Oracle FS System を使用して FSPM 診断ロ
グを収集したりするには、FSPM 制御パス
の通信ステータスが必要です。

通信してい
ません

FSPM ホスト制御パスが以前に パイロット
にログインしましたが、現在はログインし
ていません。

未登録 この名前を持つ FSPM ホストからの制御パ
スは、パイロット に一度もログインしてい
ません。

バージョン SAN ホスト上にインストールされ、実行されている FSPM
のバージョンを識別します。

ホスト IP アドレ
ス

SAN ホストの IP アドレスを識別します。このアドレスは、
システムがホストにインストールされた FSPM との間で管
理リクエストおよび応答を交換するために使用します。
FSPM がインストールされていない場合は、このフィールド
に「該当なし」が表示されます。

HBA
HBA 別名 ホストポートに割り当てられたわかりやすい代替名を識別

します。

SAN LUN の概要ページ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」

Oracle FS System に構成された論理ボリュームのさまざまなプロパティーを表示
します。このページのアクションを使用して、これらのボリュームを管理したり、
直近のクローン LUN を作成したりできます。

名前 LUN に割り当てられている名前を識別します。

ステータス 各 LUN のステータスを識別します。

有効な状態:

オンライン ボリュームに完全にアクセスできることを
示します。

オフライン ボリュームにアクセスできないことを示し
ます。
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保守的 ボリュームのライトバックキャッシュが無
効になっていることを示します。これによ
り、システムのパフォーマンスが低下しま
す。「保守的」状態は、ハードウェアの問題
を示している可能性があります。

クローンが
準備されま
した

ボリュームのストレージリソースがクロー
ンのために予約されているが、クローンが
ストレージデバイスにコミットされていな
いことを示します。

読み取り専
用

ボリュームが書き込み保護モードにあり、
読み取り専用に設定されていることを示し
ます。

不明 ステータスを報告するための十分な情報が
ボリュームから取得されていないことを示
します。

バックグラウンド
アクティビティー

LUN の作成と削除のステータスを示します。

有効な状態:

• アイドル

• 進行中

階層の再割り当て ストレージドメインの階層の再割り当てステータスを識別
します。階層の再割り当てを有効にすると、Oracle FS
System はリソースを専用に割り当て、統計データと QoS 優
先度プロパティーを使用してストレージ階層間でデータを
移行します。

有効な状態:

有効 論理ボリュームで階層の再割り当てがアク
ティブであることを示します。

無効 論理ボリュームで階層の再割り当てがアク
ティブでないことを示します。

ストレージ
ドメインが
無効

階層の再割り当てがストレージドメインで
無効であり、したがって LUN でも無効であ
ることを示します。

ホストアクセス LUN に関連付けられている SAN ホストマッピングステー
タスを識別します。

有効な状態:

マップ済み LUN が 1 つ以上の SAN ホストにマップさ
れていることを示します。
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マッピング
なし

LUN が SAN ホストにマップされていない
ことを示します。

非アクティ
ブ

LUN のデータパスが無効になっているこ
とを示します。これにより、ネットワーク
上で LUN にアクセスできなくなります。

すべて LUN がネットワーク上のすべてのホスト
からアクセスできることを示します。

プロトコルアクセ
ス

LUN をコントローラにマップするために使用されるアクセ
スプロトコルを識別します。

プロトコルには次のものが含まれます。

• FC のみ

• アクセスなし

• すべて

グループ 論理ボリュームが属するボリュームグループまたはストレ
ージドメインを表示します。

ボリューム
グループ

論理ボリュームが配置されているボリュー
ムグループの名前を一覧表示します。

ストレージ
ドメイン

次を指定します: ストレージドメインの名
前。

論理容量 (G バイ
ト)

論理ボリュームのストレージ要件を表示します。

割り当て済
み

このボリュームのために予約されている合
計のストレージ容量を識別します。

アドレス可
能

ボリュームを拡大できる容量制限を識別し
ます。

論理的な分
布

このボリュームが使用している割り当て済
み容量と未使用の割り当て済み容量の比較
をグラフで表示します。

QoS RAID と優先度レベルを表示します。

RAID レベ
ル

1 つ以上のドライブの損失からデータを回
復するシステムの機能を強化するために使
用されるストレージメカニズムを識別しま
す。指定可能な RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
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ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

優先度レベ
ル

論理ボリュームのさまざまな操作に与えら
れる優先度を識別します。これらの操作に
は、コントローラの処理キュー、SAN イン
タフェースリクエスト、自動階層化された
LUN エクステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用
に割り当てられるコントローラの CPU サ
イクルの割合を定義します。

有効な優先度レベル:

最高 処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度がもっとも高
いことを示します。自動階層
化された LUN では、ビジー状
態の LUN エクステントが次
を受け取ります: もっとも高い
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優先度 (システムがパフォー
マンスの高いストレージ階層
にデータを移行するとき)。

高 処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度が次に高いこ
とを示します。自動階層化さ
れた LUN では、ビジー状態の
LUN エクステントが次を受け
取ります: 次に高い優先度 (シ
ステムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを
移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度が中程度であ
ることを示します。自動階層
化された LUN では、ビジー状
態の LUN エクステントが次
を受け取ります: 中程度の優先
度 (システムがパフォーマン
スの高いストレージ階層にデ
ータを移行するとき)。

低 処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度が 2 番目に低
いことを示します。自動階層
化された LUN では、ビジー状
態の LUN エクステントが次
を受け取ります: 2 番目に低い
優先度 (システムがパフォー
マンスの高いストレージ階層
にデータを移行するとき)。

アーカ
イブ

処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度がもっとも低
いことを示します。自動階層
化された LUN では、ビジー状
態の LUN エクステントが次
を受け取ります: もっとも低い
優先度 (システムがパフォー
マンスの高いストレージ階層
にデータを移行するとき)。

クローン容量 (G
バイト)

クローン LUN の物理ストレージの使用状況を表示します。

論理的な最
大

クローンリポジトリのために要求されたス
トレージの量を識別します。
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物理的な使
用済み

クローンデータのボリュームに割り当てら
れているクローン容量を識別します。この
容量には、論理ボリュームを作成するため
に必要なオーバーヘッドが含まれます。こ
のオーバーヘッドは、データ保護のための
パリティーです。

物理的な割
り当て済み

システムが論理ボリュームのために予約し
た合計のクローン容量を識別します。この
容量には、論理ボリュームを作成するため
に必要なオーバーヘッドが含まれます。

物理的な最
大

許可される最大クローン容量を識別しま
す。クローンの場合、このフィールドは、
クローンデータに使用可能な領域のサイズ
を識別します。

合計物理容量 (G
バイト)

論理ボリュームとクローン LUN の合計の物理ストレージ
容量を表示します。

LUN のオー
バーヘッド

LUN の Quality of Service (QoS) 設定と一
致する必要がある物理および論理ストレー
ジ容量を識別します。

割り当て済
み

この論理ボリュームに対して割り当てと指
定が行われた raw 容量 (G バイト) を指定
します。

最大 論理ボリュームとそのクローンリポジトリ
のアクセス可能な容量の合計を識別しま
す。

物理的な分
布

使用されている容量と割り当てられている
最大容量を比較するグラフを表示します。

グローバル LUN
番号

LUN の一意のグローバル識別子を識別します。

LUID LUN の一意の識別子を識別します。

統計および傾向の概要ページ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「統計および傾向」

LUN およびコントローラプロトコルの統計情報にアクセスできるページへのリ
ンクを表示します。

LUN LUN の統計ページが開きます。LUN の統計の詳細に加え
て、リアルタイム統計も表示できます。
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コントローラプロ
トコル

コントローラプロトコルの統計ページが開きます。FC ポー
トの統計の詳細に加えて、それらのポートのリアルタイム統
計も表示できます。

SAN ストレージの概要ページ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」

Oracle FS System に構成されている論理ボリュームとストレージエリアネットワ
ーク (SAN) ホストを作成および管理できるリンクを表示します。

LUN 管理者が SAN に含まれる論理ボリュームを作成、表示、お
よび変更するために使用します。管理者は、各 LUN にスト
レージリソースと Quality of Service (QoS) 属性を割り当て
ます。

ホスト 管理者が SAN ホストを管理するために使用します。これに
は、ホストグループの作成、ホスト名の変更、およびホストと
HBA の関連付け (Oracle FS Path Manager がインストール
されていない場合) が含まれます。

ホストから LUN
へのマッピング

ホストとそれに関連してマップされた LUN のトポロジの
概要を示します。

LUN からホスト
へのマッピング

LUN とそれに関連してマップされたホストのトポロジの概
要を示します。

データ保護スケジュールの表示ダイアログ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「データ保護」 > 「クローンスケジュール」 > 「ア
クション」 > 「表示」

データ保護スケジュールのプロパティーを表示します。

スケジュール名 スケジュールジョブの名前を識別します。

作成されたクロー
ンのボリュームグ
ループ

クローンが割り当てられるボリュームグループを識別しま
す。

有効 スケジュールが有効になっているかどうかを識別します。

有効 スケジュールされた操作が指定された時間
に実行されることを示します。

無効 操作がスケジュールどおりに実行されない
ことを示します。たとえば、ソースボリュ
ーム (LUN またはクローン LUN) がユーザ
ーから使用可能になっていない場合は、ス
ケジュールを無効にします。
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保護されたボリュ
ーム

スケジュールされたクローンが作成された元の論理ボリュ
ームの名前を識別します。

スケジュール

開始時間 Oracle FS System がスケジュールされた操作を開始する日
付と時間を識別します。

1 回のみ実行 レプリケーションがただちに、かつ 1 回だけ実行されること
を示します。

繰り返し間隔 システムがスケジュールされたレプリケーション操作を実
行する頻度を識別します。

有効な間隔および頻度を次の表に示します。

表 22: スケジュールの繰り返し間隔
間隔 頻度

1 から 7 日

1 から 24 時間

1 から 24 月

1 から 52 週

週単位のスケジュールを選択する場合は、レプリケーション
が行われる曜日を選択します。

関連リンク

LUN データ保護スケジュールを表示する

LUN の統計の詳細の表示
ナビゲーション: 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「LUN」 > 「アクション」 >
「詳細の表示」

「LUN」ページで選択された LUN の詳細情報を表示します。

ダイアログを開いたままにすると、2 分ごとに表示されている情報がリフレッシ
ュされます。

名前 選択された LUN の名前を識別します。

Oracle FS System のパフォーマンス
読み取りスループ
ット

読み取り操作のデータ転送速度を示します。
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書き込みスループ
ット

書き込み操作のデータ転送速度を示します。

合計スループット 読み取り操作および書き込み操作のデータ転送速度を示し
ます。

読み取り IOPS 1 秒あたりの読み取り操作の平均数を示します。

書き込み IOPS 1 秒あたりの書き込み操作の平均数を示します。

合計 IOPS 1 秒あたりの読み取りおよび書き込み操作の合計数を示し
ます。

システム負荷

I/O 要求を処理している間の LUN のパフォーマンスを指定します。

読み取りスループ
ット

システムがすべての CPU リソースを LUN に使用したと仮
定した場合の、指定された LUN のデータ入力 (読み取り操
作) のデータ転送速度を示します。

書き込みスループ
ット

システムがすべての CPU リソースを LUN に使用したと仮
定した場合の、指定された LUN のデータ出力 (書き込み操
作) のデータ転送速度を示します。

合計スループット システムがすべての CPU リソースを LUN に使用したと仮
定した場合の、指定された LUN のデータ読み取り操作およ
び書き込み操作の平均データ転送速度を示します。

読み取り IOPS システムがすべての CPU リソースを LUN に使用したと仮
定した場合の、1 秒あたりの読み取り操作の平均数を示しま
す。

書き込み IOPS システムがすべての CPU リソースを LUN に使用したと仮
定した場合の、1 秒あたりの書き込み操作の平均数を示しま
す。

合計 IOPS システムがすべての CPU リソースを LUN に使用したと仮
定した場合の、1 秒あたりの読み取りおよび書き込み操作を
組み合わせた数を示します。

I/O 待機時間
読み取りまたは書き込み操作が完了するまでの平均時間 (ミリ秒単位) と操作の
平均サイズ (K バイト単位) を指定します。

読み取り応答時間 最終サンプル期間の読み取り操作の平均実行時間を識別し
ます。

書き込み応答時間 最終サンプル期間の書き込み操作の平均実行時間を識別し
ます。
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応答時間 最終サンプル期間の読み取りまたは書き込み操作の平均実
行時間を識別します。

読み取り操作サイ
ズ

最終サンプル期間の読み取り操作の平均サイズを識別しま
す。

書き込み操作サイ
ズ

最終サンプル期間の書き込み操作の平均サイズを識別しま
す。

一般

キャッシュ使用の I/O アクティビティーを指定します。

1 秒あたりのキャ
ッシュフラッシュ
数

最後のサンプル期間内にキャッシュ行がディスクにフラッ
シュされた (書き込まれた) 1 秒あたりの回数を示します。

キャッシュヒット
率

最後のサンプル期間内に読み取りキャッシュから完了した
読み取り操作 (キャッシュヒットとも呼ばれます) の割合
(%) を示します。

先読み IOPS 最後のサンプル期間内の先読み取得からの 1 秒あたりの平
均読み取り操作の数を示します。先読み取得では、サンプル
期間内の読み取りアクセス動作を利用して先読み IOPS を
判定します。

非最適化 IOPS 最後のサンプル期間内に最適化されていないデータパスを
通過した 1 秒あたりの読み取り操作および書き込み操作の
合計数を示します。パフォーマンスのために、最適化された
パスは最適化されていないパスより優先されます。最適化
されていないパスは、データパスを管理するために使用され
るパス管理ソフトウェアが存在しないか、パス管理ソフトウ
ェアが正しく構成されていないか、または最適化されたパス
が使用できない場合に発生します。

パフォーマンスを向上させるために、パス管理ソフトウェア
やアプリケーションでは負荷分散およびパス管理が提供さ
れます

関連リンク

詳細な LUN 統計を表示する

「詳細の表示」ダイアログ (ファイバチャネル)
ナビゲーション: 「SAN」 > 「統計および傾向」 > 「コントローラプロトコル」 >
「アクション」 > 「詳細の表示」

コントローラの「統計」ページで選択されたファイバチャネル (FC) ポートに関す
る情報を表示します。
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「詳細の表示」パネルには、コントローラのプロトコルの統計ページに示されたデ
ータが追加情報とともに表示されます。パネルを開いたままにすると、収集期間
である 2 分ごとに表示されているデータがリフレッシュされます。

名前 コントローラの名前を識別します。

スロット コントローラ上の HBA の場所 (スロット 1、4、および 5) を
識別します。

ポート番号 コントローラ上の HBA ポート番号を識別します。

ポートタイプ HBA ポートタイプを識別します。

一般情報

読み取りスループ
ット

データ入力 (読み取り) のデータ転送速度を識別します。

書き込みスループ
ット

データ出力 (書き込み) のデータ転送速度を識別します。

合計スループット 入出力データ (読み取りと書き込み) の合計平均転送速度を
識別します。

合計 IOPS 1 秒あたりの I/O 操作の合計数を識別します。

パフォーマンス

最大読み取りスル
ープット

入力データ (読み取り) の最大転送速度を識別します。

最大書き込みスル
ープット

出力データ (書き込み) の最大転送速度を識別します。

最大合計スループ
ット

入出力データ (読み取りと書き込み) の合計最大転送速度を
識別します。

最大読み取り
IOPS

1 秒あたりの入力 (読み取り) I/O 操作の最大数を識別しま
す。

最大書き込み
IOPS

1 秒あたりの出力 (書き込み) I/O 操作の最大数を識別しま
す。

最大合計 IOPS 1 秒あたりの入出力 (読み取りと書き込み) I/O 操作の最大合
計数を識別します。

SCSI タスク管理操作
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タスクの中止 選択されたポートで処理されたタスクの中止コマンドの数
を示します。

タスクセットの中
止

選択されたポートで処理されたタスクセットの中止コマン
ドの数を示します。

タスクセットとは、タスクのグループのことです。

ACA のクリア 選択されたポートで処理された ACA (Auto Contingent
Allegiance) のクリアコマンドの数を示します。

タスクセットのク
リア

選択されたポートで処理されたタスクセットのクリアコマ
ンドの数を示します。

論理ユニットのリ
セット

選択されたポートで処理された論理ユニットのリセットコ
マンドの数を示します。

ターゲットのリセ
ット

選択されたポートで処理されたターゲットのリセットコマ
ンドの数を示します。

I/O 待機時間
読み取りまたは書き込み操作が完了するまでの平均時間 (ミリ秒単位) と操作の
平均サイズ (K バイト単位) を指定します。

読み取り応答時間 最終サンプル期間の読み取り操作の平均実行時間を識別し
ます。

書き込み応答時間 最終サンプル期間の書き込み操作の平均実行時間を識別し
ます。

応答時間 最終サンプル期間の読み取りまたは書き込み操作の平均実
行時間を識別します。

読み取り操作サイ
ズ

最終サンプル期間の読み取り操作の平均サイズを識別しま
す。

書き込み操作サイ
ズ

最終サンプル期間の書き込み操作の平均サイズを識別しま
す。

チャネルエラー

合計チャネルエラ
ー

このポートに関連するチャネルエラーの合計数を示します。

コマンドのタイム
アウトエラー

このポートに関連するチャネルで発生したコマンドのタイ
ムアウトエラーの数を示します。

DMA エラー このポートに関連するチャネルで発生したダイレクトメモ
リーアクセス (DMA) エラーの数を示します。
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無効な RXID エラ
ー

このポートに関連するチャネルで発生した無効な受信装置
識別子 (RXID) エラーの数を示します。

ループの初期化エ
ラー

このポートに関連するチャネルで発生したループの初期化
エラーの数を示します。

オーバーランエラ
ー

このポートに関連するチャネルで発生したオーバーランエ
ラーの数を示します。

PCI エラー このポートに関連するチャネルで発生した PCI (Peripheral
Component Interconnect) エラーの数を示します。

ポートの使用不可
エラー

このポートに関連するチャネルで発生したポートの使用不
可エラーの数を示します。

再選択のタイムア
ウトエラー

このポートに関連するチャネルで発生した再選択のタイム
アウトエラーの数を示します。

不正なフレームエ
ラー

このポートに関連するチャネルで発生した先入れまたは先
出しバッファーから削除されたフレームの数を示します。

システムエラー このポートに関連するチャネルで発生したシステムエラー
の数を示します。

認識されないホス
トイベントエラー

このポートに関連するチャネルで発生した認識されないホ
ストイベントエラーの数を示します。

アンダーランエラ
ー

このポートに関連するチャネルで発生したアンダーランエ
ラーの数を示します。

転送エラー このポートに関連するチャネルで発生したデータ転送エラ
ーの数を示します。

ループアクティビティー

LIP 接続されているポートを既知の状態に初期化またはリセッ
トするために使用されるループ初期化プリミティブ (LIP)
シーケンスの数を示します。

ループの起動 起動して使用できるループポートの数を示します。

ループの停止 停止して使用できないループポートの数を示します。

関連リンク

SAN コントローラプロトコルの詳細な統計を表示する

「ホストの表示」、「詳細」タブ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」 > 「アクション」 > 「ホ
ストの表示」 > 「詳細」
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選択されたストレージエリアネットワーク (SAN) ホストの HP 互換オプション
の設定を表示します。

HP-UX 互換モー
ド

このオプションは、SAN ホストで HP-UX オペレーティング
システムが実行されている場合に使用します。互換性モー
ドオプションを有効にすると、代替方法を使って SAN ホス
ト上の LUN が表されます。この代替方法は HP-UX と互換
性があります。 このオプションを有効にすると、ホストか
ら可視になる LUN の LUN 番号を 0 にすることができなく
なります。HP-UX 互換性モードでは、(0 以外の) 最大範囲の
LUN 番号を HP-UX オペレーティングシステムで使用でき
ます。現在のホストマッピングは Flash Storage Path
Manager タブで確認できます。

関連リンク

SAN ホストエントリの設定を表示する

「ホストの表示」、「Oracle FS Path Manager」タブ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」 > 「アクション」 > 「ホ
ストの表示」 > 「Oracle FS Path Manager」

ホストで実行されている Oracle FS Path Manager の構成情報を表示します。

ホスト情報

ホスト名 SAN ホストエントリの名前を識別します。

管理 IP アドレス SAN ホストの IP アドレスを識別します。このアドレスは、
システムがホストにインストールされた FSPM との間で管
理リクエストおよび応答を交換するために使用します。
FSPM がインストールされていない場合は、このフィールド
に「該当なし」が表示されます。

オペレーティング
システム

SAN ホストに Oracle FS Path Manager がインストールされ
たときにそのホストに関連付けられたオペレーティングシ
ステムを識別します。それ以外の場合は、このフィールドに
「該当なし」が表示されます。

Oracle FS Path
Manager のバー
ジョン

SAN ホスト上にインストールされ、実行されている FSPM
のバージョンを識別します。

Oracle FS Path Manager 設定
LUN 名 Oracle FS System 上の LUN またはクローン LUN の名前を

識別します。
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ホスト上の名前 LUN を識別するために SAN ホストによって使用される名
前を識別します。

負荷分散 ストレージエリアネットワーク (SAN) ホストが Oracle FS
System の LUN にアクセスするために実行する負荷分散の
タイプを識別します。

注: 「負荷分散」オプションが選択可能でない場合、そのバ
ージョンの FSPM ではそのホストに対する負荷分散ができ
ません。

有効なタイプ:

静的 構成された LUN への複数のパスにまたが
る負荷分散を示します。

ソフトウェアによって使用可能な最良のパ
スが選択され、そのパスが使用できなくな
るまで、すべてのコマンドがそのパスで送
信されます。使用できなくなった場合は、
障害の発生したパスが別の適切なパスにフ
ェイルオーバーされます。

ラウンドロ
ビン

構成された LUN への複数のパスにまたが
る負荷分散を示します。

使用可能な最良のパスを使用してコマンド
が 1 つずつ送信されます。これにより、
LUN コマンドは LUN へのアクセスに使用
できるすべてのパスに均等に分散されま
す。

最適化されたパス
の数

LUN への最適化されたアクセスパス (使用可能なもっとも
高速なパス) の数を識別します。

最適化されていな
いパスの数

LUN への最適化されていないアクセスパスの数を識別しま
す。

関連リンク

SAN ホストエントリの設定を表示する

「ホストの表示」、「ポート」タブ

ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「ホスト」 > 「アクション」 > 「ホ
ストの表示」 > 「ポート」

選択されたホストのポート情報を表示します。

ホスト名 SAN ホストエントリの名前を識別します。
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FC ポート情報
別名 ホストポートに割り当てられたわかりやすい代替名を識別

します。

ポート ファイバチャネル HBA ポートに割り当てられている
WWN を識別します。

速度 SAN ホストとそのホストが直接接続するデバイスの間の接
続速度 (G バイト/秒) を示します。このデバイスは通常はネ
ットワークスイッチですが、コントローラである場合もあり
ます。

注: SAN ホストとコントローラ間の実際のデータ転送速度
は、報告された速度より低い場合があります。速度が低くな
るのは、ホストとコントローラ間のパス上にあるもっとも低
速なリンクによってデータ転送速度が左右されるためです。

製造元 ハードウェアコンポーネントの製造元を識別します。

HBA モデル ハードウェアコンポーネントのモデル番号を識別します。

ドライババージョ
ン

HBA ドライバのバージョンを識別します。

ファームウェアバ
ージョン

HBA のファームウェアバージョンを識別します。

関連リンク

SAN ホストエントリの設定を表示する

SAN LUN の表示、「データ保護」タブ、単一階層
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「表
示」 > 「データ保護」 > 「単一階層」

論理ボリュームのデータレプリケーションスケジュールを表示します。

選択されたストレージクラスの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。

ストレージクラスごとの容量

データが格納される物理メディアのタイプを識別します。有効なメディアタイプ
(パフォーマンス優先度の高い方から順に):
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パフォーマンス
SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化されたソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納されることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込みパフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォーマンスデ
ィスク

高速なハードディスクドライブ (HDD) にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラスでは、容量をあ
る程度犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作のアクセス
時間および待機時間を短縮します。

容量ディスク 大容量の交換型 HDD にデータが格納されることを指定し
ます。このストレージクラスでは、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テープストレージがオプションに
含まれていないストレージシステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

クローンの有効化「クローンの容量」オプションが設定されているかどうかを
示します。

クローンストレージの容量

最大容量 クローン LUN に割り当てるストレージ領域の割合 (%) を
指定します。

注: このフィールドを変更すると、「最大容量」と「使用可能
な容量」の値が更新されます。これらの容量値は、「サービ
ス品質」タブで指定した「アドレス可能論理容量」の値に基
づいています。

現在の最大容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

現在の使用可能な
容量

この LUN のクローンに割り当てられている現在のストレ
ージ容量を識別します。

クローンの数 (こ
のクローンのみ)

この LUN のために作成されたクローンの数を識別します。

クローンの数 (合
計)

この LUN およびそのクローンのために作成されたクロー
ンの数を識別します。
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リポジトリ QoS
を LUN QoS に一
致させる

クローンストレージの QoS プロパティーを適用するとき
に、データ保護スケジュールを使用するか、または管理者が
手動で適用するかを指定します。

クローンストレージの QoS
拡張された QoS 設定を指定して、データ保護スケジュールによって作成された
(または管理者が手動で作成した) クローンストレージに適用します。

ストレージクラス 論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを指定
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。

注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。
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標準的なア
クセス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

I/O バイアス 一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

冗長性 ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

有効な冗長性レベル:

単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティー
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は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
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トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。
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低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

クローンスケジュール

論理ボリュームに関連付けられているデータ保護スケジュールを一覧表示しま
す。

名前 スケジュールの名前を識別します。

開始時間 スケジュールが開始される日付と時間を識別します。

頻度 スケジュールが実行される頻度を識別します。頻度には次
のものが含まれます。

• 1 回のみ実行

• 毎時

• 毎日

• 毎週

有効 スケジュールが有効になっているかどうかを識別します。

有効 スケジュールされた操作が指定された時間
に実行されることを示します。

無効 操作がスケジュールどおりに実行されない
ことを示します。たとえば、ソースボリュ
ーム (LUN またはクローン LUN) がユーザ
ーから使用可能になっていない場合は、ス
ケジュールを無効にします。

作成 スケジュールされた操作を作成するためのダイアログを表
示します。

変更 既存のスケジュールを変更するためのダイアログを表示し
ます。
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削除 既存のスケジュールを削除します。

関連リンク

クローン LUN の詳細を表示する

SAN LUN の表示、「データ保護」タブ、自動階層
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「表
示」 > 「データ保護」 > 「自動階層」

論理ボリュームのデータレプリケーションスケジュールを表示します。

ストレージドメインの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。

クローンの有効化「クローンの容量」オプションが設定されているかどうかを
示します。

クローンの容量

最大容量 クローン LUN に割り当てるストレージ領域の割合 (%) を
指定します。

現在の最大容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

現在の使用可能な
容量

この LUN のクローンに割り当てられている現在のストレ
ージ容量を識別します。

クローンの数 (こ
のクローンのみ)

この LUN のために作成されたクローンの数を識別します。

クローンの数 (合
計)

この LUN およびそのクローンのために作成されたクロー
ンの数を識別します。

リポジトリ QoS
を LUN QoS に一
致させる

クローンストレージの QoS プロパティーを適用するとき
に、データ保護スケジュールを使用するか、または管理者が
手動で適用するかを指定します。

クローンストレージの QoS
論理ボリュームに適用される QoS 設定を示します。
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初期ストレージク
ラス

論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを示し
ます。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 初期の標準
的なアクセ
ス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。
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混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

初期の I/O
バイアス

一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

詳細 初期の
RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。
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ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

クローンスケジュール

論理ボリュームに関連付けられているデータ保護スケジュールを一覧表示しま
す。

名前 スケジュールの名前を識別します。

開始時間 スケジュールが開始される日付と時間を識別します。

頻度 スケジュールが実行される頻度を識別します。頻度には次
のものが含まれます。

• 1 回のみ実行

• 毎時

• 毎日

• 毎週

有効 スケジュールが有効になっているかどうかを識別します。

有効 スケジュールされた操作が指定された時間
に実行されることを示します。

無効 操作がスケジュールどおりに実行されない
ことを示します。たとえば、ソースボリュ
ーム (LUN またはクローン LUN) がユーザ
ーから使用可能になっていない場合は、ス
ケジュールを無効にします。

作成 スケジュールされた操作を作成するためのダイアログを表
示します。

変更 既存のスケジュールを変更するためのダイアログを表示し
ます。

削除 既存のスケジュールを削除します。
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関連リンク

クローン LUN の詳細を表示する

SAN LUN の表示、「マッピング」タブ
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「表
示」 > 「マッピング」

論理ボリュームの LUN からホストへのマッピング設定を表示します。

アクセスプロトコ
ル

論理ボリュームにアクセスするために許可されるプロトコ
ルを指定します。

選択されたホスト
のみ (マップ経由)

指定された SAN ホストのみが、これらの各ホスト上の特定
の (異なる可能性のある) LUN 番号を使用してこの LUN に
アクセスできるように指定します。LUN がマップされた場
合、LUN 番号は、マップされた SAN ホストに固有である必
要があります。

すべてのホストが
LUN 番号を使用
してこの LUN に
アクセスできます

この LUN にアクセスするすべての SAN ホストが同じ
LUN 番号を使用するように指定します。LUN 番号選択の
ドロップダウンリストをアクティブ化するには、このオプシ
ョンを選択します。

LUN コントローラの割り当て
現在のコントロー
ラ

LUN のホームである現在のコントローラを識別します。

注: 新しいソース LUN の場合、このフィールドは使用でき
ません。代わりに、「割り当てられたコントローラ」オプシ
ョンを使用してください。

割り当てられたコ
ントローラ

システムが LUN を割り当てるコントローラを識別します。
リストから、使用可能なコントローラノードを選択します。

この LUN に対してマスクされたポート
LUN にアクセスできないように除外 (マスク) する物理コントローラポートを表
示します。

マスク済み LUN のポートがマスクされているかどうかを示します。

プロトコル アクセスプロトコルのタイプを識別します。

コントローラ コントローラの名前を識別します。

スロット コントローラ HBA のスロット番号を識別します。

ポート コントローラポート番号を識別します。
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コントローラポー
トアドレス

各コントローラネットワークポートの一意の識別子を識別
します。FC ネットワークの場合、この識別子は World Wide
Name (WWN) です。

LUN マッピング
LUN からホストへのマッピングの割り当てを管理します。

注: LUN マッピングテーブルは、「選択されたホストのみ (マップ経由)」オプショ
ンを選択した場合にのみ表示されます。

LUN またはクローン LUN を 1 つのホストまたはホストグループにマップでき
ます。

この LUN にマッ
プされているホス
ト

名前 Oracle FS System 上で構成されている
LUN にアクセスする SAN ホストを識別し
ます。Oracle FS Path Manager がインスト
ールされていない場合、システムは FC
HBA の WWN を表示します。

LUN 番号に
よるマップ

関連付けられた SAN ホストの LUN に割
り当てる番号を識別します。この番号は、
その特定のホストに固有である必要があり
ます。すべてのホストにわたって一意であ
る必要はありません。

作成 ホスト名の選択に基づいて LUN からホストへのマッピン
グを作成したり、ホストが使用する LUN 番号を割り当てた
りできるダイアログを開きます。

変更 関連付けられたホストにマップされた LUN を変更できる
ダイアログを開きます。

削除 選択された SAN ホストの LUN マッピングを削除します。

関連リンク

LUN の詳細を表示する

SAN LUN の表示、「サービス品質」タブ、単一階層
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「表
示」 > 「サービス品質」 > 「単一階層」

選択された論理ボリュームの QoS プロパティーを表示します。

選択されたストレージクラスの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム

「SAN」タブの参照ページ

601



の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。

ストレージクラスごとの容量

データが格納される物理メディアのタイプを識別します。有効なメディアタイプ
(パフォーマンス優先度の高い方から順に):

パフォーマンス
SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み操作のパフォー
マンスに合わせて最適化されたソリッドステートドライブ
(SSD) にデータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合わせて最適化さ
れた SSD にデータが格納されることを指定します。このス
トレージクラスでは、書き込みパフォーマンスをある程度犠
牲にして、読み取りパフォーマンスと容量の最適化を達成し
ます。

パフォーマンスデ
ィスク

高速なハードディスクドライブ (HDD) にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラスでは、容量をあ
る程度犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作のアクセス
時間および待機時間を短縮します。

容量ディスク 大容量の交換型 HDD にデータが格納されることを指定し
ます。このストレージクラスでは、速度をある程度犠牲にし
て容量を最適化します。テープストレージがオプションに
含まれていないストレージシステムでは、常にこのストレー
ジクラスが 1G バイトの容量あたりでもっとも低いコスト
を提供します。

ストレージドメイ
ン

LUN に関連付けられているストレージドメインの名前を指
定します。

注: Oracle FS System にカスタムストレージドメインが含ま
れている場合は、すべての「ストレージドメイン」オプショ
ンが表示されます。

ストレージドメイ
ンの表示

使用可能なストレージドメインを一覧表示するダイアログ
を表示します。

LUN 名 管理のために LUN に割り当てられている名前を識別しま
す。LUN 名は、次の要件を満たしている必要があります。

• Oracle FS System 全体にわたって一意である必要があ
る

• 82 文字以下の UTF 文字である必要がある

• 255 文字以下の ASCII 文字である必要がある

ボリュームグルー
プ

ボリュームグループに LUN を割り当てることができます。
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[...] ボリュームグループを作成できる「ボリュ
ームグループの管理」ダイアログを開きま
す。

ストレージプロフ
ァイルを使用

論理ボリュームが QoS プロパティーのカスタムセットを使
用するかどうかを指定します。

[...] プロファイルの詳細を確認できる「ストレ
ージプロファイルの表示」ダイアログを開
きます。

ストレージクラス 論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを指定
します。

有効なメディアタイプ:

パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。データへの一般的なアクセス方法と
必要なデータ保護のレベルを選択することで、これらのプロ
パティーを間接的に指定します。

注: データへの一般的なアクセス方法とデータの冗長性のレ
ベルを選択すると、選択内容に対応するボリュームのパリテ
ィーレベルと先読みポリシーが表示されます。
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標準的なア
クセス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。

I/O バイアス 一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

冗長性 Oracle FS System がボリューム用に作成す
るパリティービットのコピーの数を識別し
ます。

有効な冗長性レベル:

単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ

「SAN」タブの参照ページ

604



れます。シングルパリティー
は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

詳細 データのパリティーレベルとデータの先読みポリシーを間
接的に指定できます。

重要: このオプションを使用すると、「基本」オプションで選
択した内容が (あれば) クリアされます。

RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

可能性のある RAID レベル:

シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
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トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

先読み 順次読み取り操作に対して使用される先読
みポリシーを識別します。このポリシーに
よって、システムがコントローラキャッシ
ュに配置する追加データ (あれば) の量が決
まります。有効なポリシー:

通常 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分がランダムまたは順次
とランダムの混在であること
を示します。

積極的 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分が順次であり、ワークロ
ードが読み取り操作に偏って
いることを示します。

保守的 入力リクエストと出力リクエ
ストの大部分が順次であり、ワ
ークロードが書き込み操作に
偏っていることを示します。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
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層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

移行/コピーの優
先度

バックグラウンドタスクがストレージプール内のある場所
から別の場所にデータをコピーまたは移動する必要がある
とき、システムがパフォーマンスへの影響を制御するために
使用すべき方法を識別します。

注: システムがアイドル状態にあるか、または軽い負荷しか
かっていない場合、選択されているオプションには関係な
く、バックグラウンドタスクは実行される作業量を最大化し
ます。

有効な優先度:
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システムに
よる選択

バックグラウンドコピーと着信クライアン
ト I/O のバランスをとります。このオプシ
ョンはデフォルトです。

影響の最小
化

負荷がかかっているシステムで実行される
作業量を制限します。このオプションは、
コピー時間が長くなる代わりにクライアン
ト I/O スループットへの影響を最小限に抑
えることが目的です。

最大速度 クライアント I/O スループットではなく、
バックグラウンドコピーを優先します。

容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

割り当て済み論理
容量

論理ボリュームのために予約されている容量を識別します。
予約容量は、最大容量以下である必要があります。

参照タグのチェッ
クの無効化

LUN の内部データの整合性チェックの一部が無効になって
いることを示します。設定した場合、「ブート LUN として
使用」オプションは無効です。

ブート LUN とし
て使用

書き込まれていないデータブロックについて LUN から返
されるステータスが変更されることを示します。このオプ
ションを設定すると、ホストまたはアプリケーションの再試
行のタイミングが影響を受けます。

容量の見積もり QoS 属性の選択に基づいた、物理ストレージ容量の要件の見
積もりを表示します。

推定の物理
容量

この論理ボリュームの推定の物理容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

推定のクロ
ーン容量

この論理ボリュームのクローンの推定の容
量 (割り当て済みおよび最大) を識別しま
す。

推定の合計
容量

この論理ボリュームの推定の合計容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

関連リンク

LUN の詳細を表示する

SAN LUN の表示、「サービス品質」タブ、自動階層
ナビゲーション: 「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUN」 > 「アクション」 > 「表
示」 > 「サービス品質」 > 「自動階層」
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選択された論理ボリュームの QoS プロパティーを表示します。

選択されたストレージクラスの容量

選択されたストレージクラスのストレージ容量や、論理ボリュームに使用可能な
ストレージドメインを表示します。このグラフは、作成している論理ボリューム
の容量ステータスや全体的なシステム容量を示す異なる太さの色付きのバーを使
用します。

ストレージクラスおよび RAID レベルごとの割り当て
自動階層化された LUN の実際の物理容量に加えて、RAID レベルのパリティー
に必要な容量をグラフで示します。このグラフには、ストレージクラスの物理容
量と RAID レベルのパリティーの合計を表す積み上げバーが含まれています。
図の下部にある凡例は、各バーに関する詳細情報を提供します。

ストレージドメイ
ン

LUN に関連付けられているストレージドメインの名前を指
定します。

注: Oracle FS System にカスタムストレージドメインが含ま
れている場合は、すべての「ストレージドメイン」オプショ
ンが表示されます。

ストレージドメイ
ンの表示

使用可能なストレージドメインを一覧表示するダイアログ
を表示します。

LUN 名 管理のために LUN に割り当てられている名前を識別しま
す。LUN 名は、次の要件を満たしている必要があります。

• Oracle FS System 全体にわたって一意である必要があ
る

• 82 文字以下の UTF 文字である必要がある

• 255 文字以下の ASCII 文字である必要がある

ボリュームグルー
プ

ボリュームグループに LUN を割り当てることができます。

[...] ボリュームグループを作成できる「ボリュ
ームグループの管理」ダイアログを開きま
す。

ストレージプロフ
ァイルを使用

論理ボリュームが QoS プロパティーのカスタムセットを使
用するかどうかを指定します。

[...] プロファイルの詳細を確認できる「ストレ
ージプロファイルの表示」ダイアログを開
きます。

初期ストレージク
ラス

論理ボリュームが存在する物理メディアのカテゴリを指定
します。

有効なメディアタイプ:
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パフォーマ
ンス SSD

バランスの取れた読み取りおよび書き込み
操作のパフォーマンスに合わせて最適化さ
れたソリッドステートドライブ (SSD) にデ
ータが格納されることを指定します。

容量 SSD 容量のパフォーマンスと読み取り操作に合
わせて最適化された SSD にデータが格納さ
れることを指定します。このストレージク
ラスでは、書き込みパフォーマンスをある
程度犠牲にして、読み取りパフォーマンス
と容量の最適化を達成します。

パフォーマ
ンスディス
ク

高速なハードディスクドライブ (HDD) に
データが格納されることを指定します。こ
のストレージクラスでは、容量をある程度
犠牲にして、読み取り操作と書き込み操作
のアクセス時間および待機時間を短縮しま
す。

容量ディス
ク

大容量の交換型 HDD にデータが格納され
ることを指定します。このストレージクラ
スでは、速度をある程度犠牲にして容量を
最適化します。テープストレージがオプシ
ョンに含まれていないストレージシステム
では、常にこのストレージクラスが 1G バイ
トの容量あたりでもっとも低いコストを提
供します。

基本 初期の標準
的なアクセ
ス

データアクセスのもっとも一般的な方法を
識別します。有効なバイアス:

順次 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に物理的な順序
でレコードに順々にアクセス
することによって行われるこ
とを示します。

ランダ
ム

読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、主に任意の順序で
レコードにアクセスすること
によって行われることを示し
ます。

混在 読み取りリクエストおよび書
き込みリクエストによるデー
タの操作が、順次に行われる場
合とランダムに行われる場合
があることを示します。
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初期の I/O
バイアス

一般的な読み取りと書き込みの比率を識別
します。有効な I/O バイアス:

読み取
り

アクセスリクエストのほとん
どが読み取り操作のために行
われることを示します。

書き込
み

アクセスリクエストのほとん
どが書き込み操作のために行
われることを示します。

混在 アクセスリクエストの数が読
み取り操作と書き込み操作で
ほぼ同じであることを示しま
す。

初期の冗長
性

ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

有効な冗長性レベル:

単一 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 1
セットのパリティービットを
追加して格納します。1 台の
ドライブに障害が発生しても、
データへのアクセスが維持さ
れます。シングルパリティー
は、RAID 5 テクノロジを使っ
て実装され、パフォーマンス型
メディアを指定するストレー
ジクラスのデフォルトの冗長
レベルになります。

二重 消失データの回復に役立つよ
うに、元のユーザーデータに 2
セットのパリティービットを
追加して格納します。2 台の
ドライブに同時に障害が発生
しても、データへのアクセスが
維持されます。ダブルパリテ
ィーは、RAID 6 テクノロジを
使って実装され、容量型メディ
アを指定するストレージクラ
スのデフォルトの冗長レベル
になります。

詳細 初期の
RAID レベ
ル

ストレージプロファイルに関連付けられて
いる RAID レベルを識別します。

可能性のある RAID レベル:
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シング
ルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 1 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、1 台のドライブの損
失から保護されます。シング
ルパリティーは、RAID 5 スト
レージテクノロジのバリアン
トとして実装されます。

ダブル
パリテ
ィー

実際のデータに加えて、論理ボ
リューム用のパリティービッ
トが 2 セット存在することを
示します。このパリティーレ
ベルでは、書き込みパフォーマ
ンスに対するわずかなコスト
で、1 台または 2 台のドライブ
の損失から保護されます。ダ
ブルパリティーは、RAID 6 ス
トレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー
化

ボリューム用のパリティービ
ットが存在しないことを示し
ます。代わりに、システムは 2
つの異なる場所にデータを書
き込みます。この RAID レベ
ルでは、少なくとも 1 台 (場合
によっては複数) のドライブ
の損失から保護され、ランダム
書き込み操作のパフォーマン
スが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージ
テクノロジのバリアントとし
て実装されます。

初期の先読
み

順次読み取り操作に対して使用される先読
みポリシーを識別します。このポリシーに
よって、システムがコントローラキャッシ
ュに配置する追加データ (あれば) の量が決
まります。有効なポリシー:

通常 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
大部分がランダムまたは順次
とランダムの混在であること
を示します。

積極的 入力リクエストと出力リクエ
ストによるデータアクセスの
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大部分が順次であり、ワークロ
ードが読み取り操作に偏って
いることを示します。

保守的 入力リクエストと出力リクエ
ストの大部分が順次であり、ワ
ークロードが書き込み操作に
偏っていることを示します。

優先度レベル 論理ボリュームのさまざまな操作に与えられる優先度を識
別します。これらの操作には、コントローラの処理キュー、
SAN インタフェースリクエスト、自動階層化された LUN エ
クステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用に割り当てられ
るコントローラの CPU サイクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも高いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も高い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

高 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が次に高いことを示します。自動階層化
された LUN では、ビジー状態の LUN エク
ステントが次を受け取ります: 次に高い優
先度 (システムがパフォーマンスの高いス
トレージ階層にデータを移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が中程度であることを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 中程度
の優先度 (システムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

低 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度が 2 番目に低いことを示します。自動階
層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: 2 番目に
低い優先度 (システムがパフォーマンスの
高いストレージ階層にデータを移行すると
き)。

アーカイブ 処理キュー内のリクエストへの応答の優先
度がもっとも低いことを示します。自動階
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層化された LUN では、ビジー状態の LUN
エクステントが次を受け取ります: もっと
も低い優先度 (システムがパフォーマンス
の高いストレージ階層にデータを移行する
とき)。

移行/コピーの優
先度

バックグラウンドタスクがストレージプール内のある場所
から別の場所にデータをコピーまたは移動する必要がある
とき、システムがパフォーマンスへの影響を制御するために
使用すべき方法を識別します。

注: システムがアイドル状態にあるか、または軽い負荷しか
かっていない場合、選択されているオプションには関係な
く、バックグラウンドタスクは実行される作業量を最大化し
ます。

有効な優先度:

システムに
よる選択

バックグラウンドコピーと着信クライアン
ト I/O のバランスをとります。このオプシ
ョンはデフォルトです。

影響の最小
化

負荷がかかっているシステムで実行される
作業量を制限します。このオプションは、
コピー時間が長くなる代わりにクライアン
ト I/O スループットへの影響を最小限に抑
えることが目的です。

最大速度 クライアント I/O スループットではなく、
バックグラウンドコピーを優先します。

容量 論理ボリュームを拡大できる最大容量を識別します。クロ
ーンの場合、このフィールドは、使用可能なアドレス可能領
域のサイズを識別します。容量は、割り当て済み論理容量以
上である必要があります。

割り当て済み論理
容量

論理ボリュームのために予約されている容量を識別します。
予約容量は、最大容量以下である必要があります。

参照タグのチェッ
クの無効化

LUN の内部データの整合性チェックの一部が無効になって
いることを示します。設定した場合、「ブート LUN として
使用」オプションは無効です。

ブート LUN とし
て使用

書き込まれていないデータブロックについて LUN から返
されるステータスが変更されることを示します。このオプ
ションを設定すると、ホストまたはアプリケーションの再試
行のタイミングが影響を受けます。

容量の見積もり QoS 属性の選択に基づいた、物理ストレージ容量の要件の見
積もりを表示します。
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推定の物理
容量

この論理ボリュームの推定の物理容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

推定のクロ
ーン容量

この論理ボリュームのクローンの推定の容
量 (割り当て済みおよび最大) を識別しま
す。

推定の合計
容量

この論理ボリュームの推定の合計容量 (割
り当て済みおよび最大) を識別します。

関連リンク

LUN の詳細を表示する

ボリュームグループの概要ページ

ナビゲーション:

「NAS」 > 「ボリュームグループ」
「SAN」 > 「ボリュームグループ」

Oracle FS System に構成されたボリュームグループと論理ボリュームを管理しま
す。

このページで、ボリュームグループと論理ボリュームを作成、変更、表示、およ
び削除できます。論理ボリュームをコピーおよびクローンできます。また、ボリ
ュームの QoS 設定を標準から拡張に変更することもできます。

注: フィールド内のダッシュは、そのプロパティーがボリュームに適用されない
ことを示します。

名前 この Oracle FS System に構成されている論理ボリュームの
名前とボリュームグループの名前を一覧表示します。論理
ボリュームがボリュームグループに属する場合、そのボリュ
ームはそのグループの下に表示されます。

ステータス 論理ボリュームにアクセス可能かどうかを識別します。

ファイルシ
ステム

有効な状態:

オンラ
イン

ファイルシステムが完全にア
クセス可能であり、機能してい
ることを示します。

ビジー ファイルシステムは完全に機
能していますが、外部アクセス
は現在許可されていないこと
を示します。

書き込
みの機
能低下

ファイルシステムは機能して
いますが、システムがデータを
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コントローラのジャーナルに
書き込む代わりに、データを直
接ディスクに書き込んでいる
ことを示します。このため、フ
ァイルシステムのパフォーマ
ンスが低下しています。

読み取
り専用

コントローラのジャーナルが
保留されているか失われたこ
とを示します。

部分的
にオン
ライン

ファイルシステムは機能して
いますが、オフライン状態のデ
ータ階層が 1 つ以上存在して
いることを示します。

オフラ
イン

ファイルシステムにアクセス
できないことを示します。

LUN 有効な状態:

オンラ
イン

ボリュームに完全にアクセス
できることを示します。

オフラ
イン

ボリュームにアクセスできな
いことを示します。

保守的 ボリュームのライトバックキ
ャッシュが無効になっている
ことを示します。これにより、
システムのパフォーマンスが
低下します。「保守的」状態は、
ハードウェアの問題を示して
いる可能性があります。

クロー
ンが準
備され
ました

ボリュームのストレージリソ
ースがクローンのために予約
されているが、クローンがスト
レージデバイスにコミットさ
れていないことを示します。

読み取
り専用

ボリュームが書き込み保護モ
ードにあり、読み取り専用に設
定されていることを示します。

不明 ステータスを報告するための
十分な情報がボリュームから
取得されていないことを示し
ます。

論理容量 (G バイト)
ボリュームグループの論理容量の使用量と要件の概要を示します。
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使用済み 使用されている割り当て済み容量を示します。

• LUN の場合、この量は割り当て済みの量と同じです。

• ファイルシステムの場合、この量はユーザーデータを
格納する割り当て済み容量です。

割り当て済み このボリュームグループまたはこのボリュームのために予
約されているストレージ容量の合計を識別します。

アドレス可能 ボリュームを拡大できる容量制限を識別します。

分散 このボリュームで使用されている割り当て済み容量と未使
用の割り当て済み容量を比較するグラフを表示します。

論理的な最大 論理ボリュームとそのクローンリポジトリのアクセス可能
な容量の合計を識別します。

クローン LUN の容量 (G バイト)
ボリュームグループに存在する可能性があるクローン LUN の物理容量の使用量
と要件の概要を示します。

物理的な使用済み クローンデータのボリュームに割り当てられているクロー
ン容量を識別します。この容量には、論理ボリュームを作成
するために必要なオーバーヘッドが含まれます。このオー
バーヘッドは、データ保護のためのパリティーです。

物理的な割り当て
済み

システムが論理ボリュームのために予約した合計のクロー
ン容量を識別します。この容量には、論理ボリュームを作成
するために必要なオーバーヘッドが含まれます。

物理的な最大 許可される最大クローン容量を識別します。クローンの場
合、このフィールドは、クローンデータに使用可能な領域の
サイズを識別します。

 

RAID レベル シングルパ
リティー

実際のデータに加えて、論理ボリューム用
のパリティービットが 1 セット存在するこ
とを示します。このパリティーレベルで
は、1 台のドライブの損失から保護されま
す。シングルパリティーは、RAID 5 ストレ
ージテクノロジのバリアントとして実装さ
れます。

ダブルパリ
ティー

実際のデータに加えて、論理ボリューム用
のパリティービットが 2 セット存在するこ
とを示します。このパリティーレベルで
は、書き込みパフォーマンスに対するわず
かなコストで、1 台または 2 台のドライブの
損失から保護されます。ダブルパリティー
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は、RAID 6 ストレージテクノロジのバリア
ントとして実装されます。

ミラー化 ボリューム用のパリティービットが存在し
ないことを示します。代わりに、システム
は 2 つの異なる場所にデータを書き込みま
す。この RAID レベルでは、少なくとも 1
台 (場合によっては複数) のドライブの損失
から保護され、ランダム書き込み操作のパ
フォーマンスが向上します。ミラー化
RAID は、RAID 10 ストレージテクノロジ
のバリアントとして実装されます。

注: LUN の場合は、各 LUN で使用されている RAID レベル
が表示されます。ファイルシステムの場合は、ファイルシス
テムのストレージ層で使用されている RAID レベルが表示
されます。

優先度レベル ファイルシ
ステム

論理ボリュームのさまざまな操作に与えら
れる優先度を識別します。 (コントローラ
の処理キューなど)。処理キューの優先度
は、ボリューム専用に割り当てられるコン
トローラの CPU サイクルの割合を定義し
ます。交換型ドライブのどこにデータがス
トライプされるかも識別します。有効な優
先度レベル:

最高 もっとも高い処理キュー内の
リクエストへの応答の優先度
を示します。

高 次に高い処理キュー内のリク
エストへの応答の優先度を示
します。

中 中程度の処理キュー内のリク
エストへの応答の優先度を示
します。

低 2 番目に低い処理キュー内の
リクエストへの応答の優先度
を示します。

アーカ
イブ

もっとも低い処理キュー内の
リクエストへの応答の優先度
を示します。

LUN 論理ボリュームのさまざまな操作に与えら
れる優先度を識別します。これらの操作に
は、コントローラの処理キュー、SAN イン
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タフェースリクエスト、自動階層化された
LUN エクステントの移行が含まれます。

注: 処理キューの優先度は、ボリューム専用
に割り当てられるコントローラの CPU サ
イクルの割合を定義します。

最高 処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度がもっとも高
いことを示します。自動階層
化された LUN では、ビジー状
態の LUN エクステントが次
を受け取ります: もっとも高い
優先度 (システムがパフォー
マンスの高いストレージ階層
にデータを移行するとき)。

高 処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度が次に高いこ
とを示します。自動階層化さ
れた LUN では、ビジー状態の
LUN エクステントが次を受け
取ります: 次に高い優先度 (シ
ステムがパフォーマンスの高
いストレージ階層にデータを
移行するとき)。

中 処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度が中程度であ
ることを示します。自動階層
化された LUN では、ビジー状
態の LUN エクステントが次
を受け取ります: 中程度の優先
度 (システムがパフォーマン
スの高いストレージ階層にデ
ータを移行するとき)。

低 処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度が 2 番目に低
いことを示します。自動階層
化された LUN では、ビジー状
態の LUN エクステントが次
を受け取ります: 2 番目に低い
優先度 (システムがパフォー
マンスの高いストレージ階層
にデータを移行するとき)。

アーカ
イブ

処理キュー内のリクエストへ
の応答の優先度がもっとも低
いことを示します。自動階層
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化された LUN では、ビジー状
態の LUN エクステントが次
を受け取ります: もっとも低い
優先度 (システムがパフォー
マンスの高いストレージ階層
にデータを移行するとき)。

関連リンク

ボリュームグループの詳細を表示する
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付録 D

「サポート」タブの参照ページ

「ログのクリア」ダイアログ

ナビゲーション: 「サポート」 > 「システムログ」 > 「アクション」 > 「ログのク
リア」

Oracle FS System から、収集された既存のすべてのログバンドルをクリア (削除)
します。これにより、ログバンドルに含まれていないログはクリアされません。

注: システムログをクリア (削除) するには、サポート管理者のログイン権限が必
要です。続行する前に、Oracle カスタマサポートに連絡してください。

コントローラのロ
グ

コントローラのログのみをクリア (削除) する場合は、このオ
プションを選択します。これにより、イベントログなどのロ
グはそのまま残されます。

ログ収集 「システムログ」ビューに表示されているすべてのログをク
リア (削除) するには、このオプションを選択します。

関連リンク

システムログのクリア

「ログバンドルの作成」ダイアログ

ナビゲーション: 「サポート」 > 「システムログ」 > 「アクション」 > 「作成」

ログファイルに含めるハードウェアコンポーネントとシステムイベントを定義し
ます。

収集期間を定義したり、情報を収集する元の SAN ホストを選択したり、ログを
コールホームサーバーに送信するか、またはワークステーションにダウンロード
するかを選択したりできます。また、ログファイルをサーバー要求 (SR) に関連付
けることもできます。

コンポーネントま
たは項目

データ収集に使用可能なコンポーネントとシステムイベン
トのリストを表示します。

収集 オブジェクトがデータ収集のために選択さ
れているかどうかを示します

名前 データ収集のためのオブジェクトの名前を
示します。
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選択ボタン システムコンポーネントのすべてまたはグループを指定し
ます。

すべて選択 リスト内のすべてのオブジェクトイベント
を「はい」に設定します。これを選択する
と、システム上のすべてのイベントのレコ
ードが提供されます。

すべて選択
解除

リスト内の使用可能なオブジェクトイベン
トを「いいえ」にリセットして、ログが収
集されないようにします。

収集期間 選択された各ソースについて情報が含まれる程度を制御し
ます。

最新のログ 収集されたデータログの存続時間を示しま
す。たとえば、4 時間の設定は、ログの存続
時間が 4 時間未満であることを示します (4
時間がデフォルト値です。時間数の代わり
に日数を指定することもできます)。

最後のログ
収集以降の
すべてのロ
グ

データ収集ログが継続的に更新されること
を示します。

SAN ホストログ
の選択

ログ収集のために SAN ホストを選択できます。

この機能は、SAN ホストが実行されている場合にのみ使用
できます。

Oracle FS Path Manager と SAN ホストには、収集の時点で
ログインします。

ログ収集の
ために選択
されたホス
トの数

ログ収集のために選択されたホストの数を
示します。

ホストの選
択

ログ収集のためにシステム上の認識された
SAN ホストを選択できるダイアログを開
きます。

収集 ホストがデータ収集のために
選択されているかどうかを示
します。

SAN ホ
スト

データ収集のための SAN ホ
ストの名前を示します

注記 システムログの収集に関するユーザー定義の情報を提供し
ます。この情報は、「注記」列に表示されます。注記情報は、
容易に識別できるように「システムログ」概要ページの「注
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記」列に表示されます。また、この情報は、識別のためにロ
グバンドルのヘッダーにも含まれます。

「注記」フィールドは、ログバンドルを未処理のサービス要求
(SR) に関連付けるためにも使用されます。このフィールド
の最初のエントリは SR 番号である必要があります。ログ
バンドルに関連したその他のすべての注記は SR 番号のあ
とに追加します。SR 番号を使用している場合は、「コールホ
ームサーバーへの送信」オプションを選択します。

コールホームサー
バーへの送信

ログを収集してから、構成されたコールホームサーバーにそ
のログを送信します。

ダウンロード先 ログバンドルを作成してから、そのログバンドルをワークス
テーション上のユーザー指定のディレクトリにダウンロー
ドします。

関連リンク

ログバンドルの作成

「データ整合性」概要ページ

ナビゲーション: 「サポート」 > 「データ整合性」

Oracle FS System ドライブグループに対するデータ整合性チェックの結果を表示
するか、またはデータ整合性を検証するためのタスクを作成できます。データ整
合性とは、ユーザーが作成したデータではなく、パリティーデータの整合性を指
します。

注: データ整合性チェックは大きなシステムリソースを必要とするため、通常、
Oracle カスタマサポートの指示に従って実行されます。

ドライブグループを選択し、「アクション」 > 「データ整合性の検証」を選択する
ことによってデータ整合性チェックを実行できます。

「データ整合性の検証」を選択した場合は、そのチェックを低優先度または高優先
度のどちらで実行するかを選択できます。低優先度では、システムへの影響の可
能性が 10% 存在するのに対して、高優先度では、システムのパフォーマンスへの
影響の可能性が 30% 存在します。低優先度を選択すると、チェックが完了するま
での時間は長くなりますが、システムへの影響の可能性は低下します。一定期間
が経過しても結果が表示されない場合は、ページをリフレッシュして結果を表示
してください。

データ整合性チェックを開始したあとにプロセスを取り消すことはできません。
また、「タスク」パネルでプロセスが完了と示されても、そのプロセスが実際の完
了まで引き続きバックグラウンドで実行される場合もあります。

データ整合性チェックが失敗した場合は、「ステータス」の機能低下への変化が表
示されることがあります。機能低下のステータスが表示された場合は、データ整
合性チェックを使用しているかどうかにかかわらず、Oracle カスタマサポートに
連絡してください。

「サポート」タブの参照ページ
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ドライブグループ ドライブグループの名前を識別します。

ステータス ドライブグループの状態を識別します。有効な状態:

通常 アクションは必要ありません

警告 マイナーな状態に即座のアクションは必要
ありません。

クリティカ
ル

システム障害またはオフライン状態を回避
するために、即座のアクションが必要です

不明 追加情報が必要です。

結果の日付 データ整合性テストが完了した日付と時間を指定します。

整合性の結果 データ整合性テストの結果を指定します。有効な結果:

• 成功

• 失敗

見つかったエラー 整合性テストのエラーの数を識別します。

修正されたエラー テスト中に修正されたエラーの数を識別します。

「停止ポイントの管理」ダイアログ

ナビゲーション: 「サポート」 > 「システム停止ポイント」 > 「停止ポイントの管
理」

Oracle FS System で使用可能なシステム停止ポイントを管理します。ソフトウェ
アコンポーネントに対して設定された停止ポイントにより、システムはトラブル
シューティングや診断を可能にするために、そのコンポーネントに関連付けられ
たある段階で起動シーケンスを一時停止します。

注意: システム停止ポイントは、トラブルシューティングのためにのみ使用して
ください。システム停止ポイントは、情報を収集するか、またはそれ以外の方法
では実現できない状態のクリアを行うために使用されます。Oracle カスタマサ
ポートからの支援なしで停止ポイントを設定またはクリアしないでください。シ
ステム停止ポイントを管理できるのは、プライマリ管理者とサポート管理者だけ
です。

アクティブ 起動プロセスが、このソフトウェアコンポーネントの示され
ている段階で停止するかどうかを示します。

順序 ソフトウェアコンポーネントの段階を起動シーケンス内の
どこで実行するかを識別します。

停止ポイントで一
時停止中

起動シーケンスが停止される段階を示します。

コンポーネント名 システム停止ポイントに関連付けられているソフトウェア
コンポーネントの名前を識別します。システムは、通常の起
動シーケンス内のコンポーネントを一覧表示します。
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ステップ 停止ポイントを発生させるソフトウェアコンポーネントの
段階の名前を識別します。システムは、通常の起動シーケン
ス内の手順を一覧表示します。

クリア 「停止ポイントで一時停止中」フィールドに表示されている、
選択されたすべての停止ポイントの選択を解除します。

関連リンク

システム停止ポイントを管理する

「システムのリセット」ダイアログ

ナビゲーション: 「サポート」 > 「システムトラブル」 > 「アクション」 > 「シス
テムのリセット」

Oracle カスタマサポートによって指示されたシステム構成をリセットします。
Oracle カスタマサポートから指示されないかぎり、この機能を使用しないでくだ
さい。システムをリセットすると、システムのシリアル番号が変更され、サービ
スの受給権に問題が発生する可能性があります。

Oracle カスタマサポートから提供される構成情報の暗号化ファイルが必要です。

注意: このアクションによってシステム構成とともにすべてのユーザーデータが
削除されるため、操作の確認を求めるプロンプトが表示されます。このアクショ
ンを実行する必要があるどうかを必ず確認してください。システム内のすべての
データが消失します。「OK」を選択したあとは、このアクションを取り消した
り、元に戻したりできません。

システム構成のリセットにより、次のアクションが実行されます。

• Oracle FS System に格納されているすべてのデータが削除されます。

• 構成が初期状態にリセットされます。

• システムのシリアル番号がリセットされます。

リセットファイル
[...]

Oracle カスタマサポートから提供された暗号化ファイルの
ファイル名とフォルダの場所を選択します。

関連リンク

Oracle FS System をリセットする

ソフトウェアとファームウェアの概要ページ

ナビゲーション: 「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」

ドライブエンクロージャー、コントローラ、および パイロット に現在インストー
ルされているソフトウェアおよびファームウェアパッケージを表示します。

その他の情報として、アップグレード用にステージングされたすべてのソフトウ
ェアおよびファームウェアパッケージのリストと、システムに現在取り付けられ
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ているハードウェアに特定のソフトウェアモジュールが適用されるかどうかも示
されます。

ソフトウェア更新がスケジュールされました

注: 「ソフトウェア更新がスケジュールされました」は、アクティブなソフトウ
ェア更新がスケジュールされている場合にのみ表示されます。スケジュールされ
たソフトウェア更新を使用して、あとでソフトウェアを更新できます。

タスク名 スケジュールされたタスクのタイプ (ソフトウェア更新) を
識別します。

スケジュールされ
た開始時間

スケジュールされたソフトウェア更新の日時を示します。

スケジュールされ
た更新の取り消し

スケジュールされたソフトウェア更新を削除できます。

インストール済みソフトウェア

パッケージバージ
ョン

現在インストールされているソフトウェアパッケージのバ
ージョン番号を識別します。このパッケージバージョンは、
すでにインストールされている RPM (Red Hat Package
Manger) パッケージのバージョンです。

互換性マトリック
スのバージョン

現在インストールされている互換性マトリックスのパッケ
ージバージョンを識別します。マトリックスのバージョン
は、上位リビジョンのパッケージがステージングされていな
いかぎり、通常はパッケージバージョンと同じです。

モジュール Oracle FS System にインストールされているソフトウェア
またはファームウェアモジュールの名前を識別します。

表 23: ソフトウェアモジュールのタイプ
名前 説明

パイロット OS パイロット のオペレーティングシステ
ム。

パイロット ソフト
ウェア

パイロット で実行されるソフトウェア。
GUI インタフェースと Web サーバー、
オンラインヘルプ、SNMP (Simple
Network Management Protocol) など。

コントローラ
BIOS

コントローラの BIOS と netboot コード
を含む PROM (Programmable ROM)。
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表 23: ソフトウェアモジュールのタイプ (続き)

名前 説明

コントローラソフ
トウェア

コントローラを管理するソフトウェア。

ドライブエンクロ
ージャーファーム
ウェア

ドライブエンクロージャーのファーム
ウェア。

バージョン ソフトウェアモジュールのバージョン番号を識別します。
unsupported という値は、個々のソフトウェアモジュールに
問題があることを示します。Oracle カスタマサポートに連
絡してください。

現在のハードウェ
アに適用 (サポー
ト役割のみ)

影響を受けるハードウェアコンポーネントでこのソフトウ
ェアモジュールが使用されることを示します。

注: 「現在のハードウェアに適用」列は、サポート役割の権
限を設定されたユーザーアカウントに対してのみ表示され
ます。

ステージング済みソフトウェア

パッケージバージ
ョン

現在インストールされているソフトウェアパッケージのバ
ージョン番号を識別します。このパッケージバージョンは、
すでにインストールされている RPM (Red Hat Package
Manger) パッケージのバージョンです。

ステージング済み
パッケージにアッ
プグレードできま
す

インストール済みソフトウェアモジュールのバージョンと
ステージング済みソフトウェアパッケージに基づくアップ
グレードパスが使用可能であることを示します。

ソフトウェアパッ
ケージのアップロ
ード

ソフトウェア更新パッケージを選択してアップロードでき
ます。ソフトウェアパッケージは My Oracle Support
(support.oracle.com) からダウンロードできます。サポート
が必要な場合は、Oracle カスタマサポートに連絡してくださ
い。

関連リンク

ソフトウェアおよびファームウェアのバージョンを表示する

システム停止ポイントの概要ページ

ナビゲーション: 「サポート」 > 「システム停止ポイント」

Oracle FS System 上で有効になっているシステム停止ポイントを (あれば) 表示
します。停止ポイントを設定またはクリアできます。
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システム停止ポイントは、診断のために使用され、通常は Oracle カスタマサポー
トが問題を切り分けやすくするためにリクエストします。ほとんどの場合、
Oracle カスタマサポートから指示されないかぎりシステム停止ポイントを作成
しないでください。

順序 ソフトウェアコンポーネントの段階を起動シーケンス内の
どこで実行するかを識別します。

停止ポイントで一
時停止中

起動シーケンスが停止される段階を示します。

コンポーネント名 システム停止ポイントに関連付けられているソフトウェア
コンポーネントの名前を識別します。システムは、通常の起
動シーケンス内のコンポーネントを一覧表示します。

ステップ 停止ポイントを発生させるソフトウェアコンポーネントの
段階の名前を識別します。システムは、通常の起動シーケン
ス内の手順を一覧表示します。

システムログの概要ページ

ナビゲーション: 「サポート」 > 「システムログ」

Oracle FS System で使用できる収集済みのシステム情報を表示します。このペー
ジでは、ログを表示するだけでなく、新しいログを作成することもできます。

このページでログを管理できます。これには、コールホームサーバーへのログの
送信、ユーザー定義の場所へのログのダウンロード、ログの削除、およびログの
クリアが含まれます。

ファイル名 収集されたシステム情報を格納するログファイルバンドル
の名前を一覧表示します。(ログは tar 形式で圧縮されま
す。)

注: ログ名には 2 つのタイムスタンプが含まれます。
A990033ZIO-130714104814-130718095816-
PCP_EVT_FOUND_PILOT_CORE_FILE-e-02-02.tar とい
う例では、2 つのタイムスタンプが次を示しています。

1 1 つ目のフィールド (130714104814) は、最新のログバ
ンドルが作成される前に作成された以前のログバン
ドルのタイムスタンプです。たとえば、最後のログフ
ァイルが 2013 年 7 月 14 日の午前 10:48:14 に作成さ
れた場合は、その情報がログファイルバンドル名の最
初の部分に追加されます。

2 2 つ目のフィールド (130718095816) は、作成されたロ
グファイルのタイムスタンプです。たとえば、ログフ
ァイルが 2013 年 7 月 18 日の午前 9:58:16 に作成され
た場合は、その日付が 130718095816 としてログファ
イル名に表示されます。
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収集された時間 ダウンロードバンドルが Oracle FS System から収集された
日時を識別します。

収集タイプ システムログの収集方法を示します。

手動 ユーザーが開始したシステムログを示しま
す。

イベント生
成済み

イベントによってトリガーされたシステム
ログを示します。この場合は、トリガーイ
ベントもログバンドルの名前に含まれてい
ます。

定期的 定期的な (スケジュールによって起動され
る) コールホームシステムログまたはテス
トログを示します。定期的な方法を使用し
て、システム構成全体と最新のイベント 100
件を含む小規模なログが生成されます。

コンテンツ 収集されて現在のダウンロードバンドルに取り込まれるシ
ステム情報のタイプを識別します。

サイズ ダウンロードバンドルのサイズを識別します。

注記 システムログ収集に関するユーザー定義の情報を提供しま
す。この情報は、ログバンドルのヘッダーで転送され、この
収集の理由を特定するために使用できます。たとえば、追跡
のためにサービスリクエスト番号をユーザー定義の情報に
含めることができます。

システムトラブルの概要ページ

ナビゲーション: 「サポート」 > 「システムトラブル」

Oracle FS System に取り付けられたコントローラのステータスと健全性を確認し
ます。「アクション」メニューのオプションを使って、Oracle FS System と顧客ネ
ットワーク間の接続をテストしたり、システムを初期状態に戻したりできます。

コントローラ名 テスト接続用に選択されたコントローラの名前を識別しま
す。

コメント コントローラに関連付ける説明テキストを表示します。コ
メントに含めることができる文字数は最大 256 文字です。

サービスタイプ Oracle FS System に接続されたコントローラのサービスタ
イプを識別します。サービスタイプは、コントローラごとに
「SAN のみ」、「SAN へのバイアス付き」、「NAS のみ」、また
は「NAS へのバイアス付き」として表示されます。

フェイルオーバー
コントローラ

ペアになっているもう一方のコントローラに障害が発生し
たときにサービスを提供するために使用されるコントロー
ラを識別します。
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ステータス コントローラのステータスを表示します。

通常 アクションは必要ありません

警告 マイナーな状態に即座のアクションは必要
ありません。

クリティカ
ル

システム障害またはオフライン状態を回避
するために、即座のアクションが必要です

不明 追加情報が必要です。

「コントローラコマンドの実行」ダイアログ

ナビゲーション: 「サポート」 > 「システムトラブル」 > 「アクション」 > 「コン
トローラコマンドの実行」

選択されたコントローラでコマンドを実行します。

コントローラ コマンドを実行するコントローラを識別します。

コマンド行 指定されたコントローラで実行するコマンドを識別します。

fmadm

注: コントローラのコマンド行にコマンドを入力する際に
は、接頭辞コマンド ipmifm を使用します。

環境変数 コマンドの実行時に使用する環境変数と値のスペースで区
切られたペアを識別します。

実行 指定されたコマンドを実行します。

コマンド出力 接続の問題を解決できるように、実行されたコマンドの結果
を表示します。このコマンド出力はファイルに保存できま
せん。

関連リンク

コントローラコマンドを実行する

「ドライブファームウェアの更新」ダイアログ

ナビゲーション: 「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」 > 「アクショ
ン」 > 「ドライブファームウェアの更新」

Oracle FS System 内の選択されたすべてのドライブタイプのファームウェアをイ
ンストールします。

保留中のドライブファームウェア更新

ファームウェア更新の仕様と一致するドライブに関する情報を表示します。
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インストールしま
すか?

Oracle FS System が選択された項目のファームウェアを更
新するかどうかを示します。

ドライブの種類 ドライブに関する次の情報を示します。

• 製造元

• ストレージ容量

• メディアタイプ: HDD または SSD

選択したドライブタイプと一致するすべてのドライブのフ
ァームウェアが更新されます。

現在のファームウ
ェアバージョン

ドライブファームウェアのバージョン番号を識別します。

保留中のファーム
ウェアバージョン

更新のためにステージングされているドライブファームウ
ェアのバージョン番号を識別します。

関連リンク

ドライブのファームウェアを更新する

ソフトウェアの更新

ナビゲーション: 「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」 > 「アクショ
ン」 > 「ソフトウェアの更新」

Oracle FS System 上のソフトウェアおよびファームウェア更新を管理します。更
新スケジュールを作成することも、ただちに更新することもできます。アップグ
レードオプションやシステムのオーバーライドを選択することもできます。

更新プロセスは、Oracle FS System 上のすべてのソフトウェアおよびファームウ
ェアに影響します。個々のコンポーネントにインストールする更新を指定するに
は、サポート管理者としてログインします。

重要: サポート管理者としてシステムにログインすると、ソフトウェアモジュー
ルパッケージから更新する個々のコンポーネントを選択できます。「常にインス
トール」、「新しいバージョンの場合にインストール」、または「インストールしな
い」を選択することもできます。個々のソフトウェアコンポーネントをインスト
ールする前に、Oracle カスタマサポートに連絡してください。

インストールアク
ション

ソフトウェア更新中に選択したモジュールに対して実行す
るアクションを識別します。サポート管理者役割を持つユ
ーザーは、インストールする個々のソフトウェアパッケージ
を選択できます。

注: ソフトウェアモジュールを選択的に更新すると、
Oracle FS System は現在のソフトウェアモジュールバージ
ョンを特定できず、インストール済みのソフトウェアバージ
ョンとして unsupported を表示します。
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次を選択できます。

インストー
ルしない

既存のモジュールバージョンを維持するに
は、このオプションを選択します。

新しいバー
ジョンの場
合にインス
トール

更新が新しいバージョンである場合にのみ
既存のモジュールをアップグレードするに
は、このオプションを選択します。これは
デフォルトのアクションであり、管理者が
使用できる唯一のアクションです。このア
クションでは、サポート管理者としてログ
インする必要はありません。

常にインス
トール

選択したモジュールを常にインストールす
るには、このオプションを選択します。

注: 「常にインストール」オプションを使用
すると、現在インストールされているモジ
ュールバージョンに対するアップグレード
またはダウングレードが発生することがあ
ります。この機能を使用して、現在のハー
ドウェアに適用されないモジュールをイン
ストールすることもできます。たとえば、
新しいハードウェアを取り付けるための準
備を行うことができます。

モジュール ステージングされたパッケージに含まれるモジュールの名
前を識別します。

インストールされ
たバージョン

ソフトウェアモジュールのバージョン番号を識別します。
unsupported という値は、個々のソフトウェアモジュールに
問題があることを示します。Oracle カスタマサポートに連
絡してください。

ステージングされ
たバージョン

ステージングされたソフトウェアモジュールのバージョン
番号を識別します。ステージング済みソフトウェアとは、イ
ンストールできるソフトウェアの新しいバージョンのこと
です。

再起動することな
くソフトウェアを
更新します

Oracle FS System 上のソフトウェアを更新します。Oracle
カスタマサポートから「コントローラの停止」ソフトウェア
更新オプションを選択するように指示されないかぎり、シス
テムの再起動なしで更新が実行され、I/O データアクセスは
中断されません。これはほとんどの更新のデフォルト設定
です。どちらの更新オプションを使用すべきかは、更新のタ
イプに応じて推奨されます。システムによってこのオプシ
ョンが選択された場合は、このオプションを使用してくださ
い。

注: Oracle カスタマサポートから、システム構成に基づいて
この値を「ソフトウェアを再起動および更新します (データ
アクセスが中断されます)」に変更するようにリクエストさ
れた場合は、そのようにする必要があります。
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ソフトウェアを再
起動および更新し
ます (データアク
セスが中断されま
す)

Oracle FS System 上のソフトウェアを更新します。更新に
よって I/O データアクセスを中断させるシャットダウンが
行われ、更新をインストールするためにシステムが再起動さ
れます。どちらの更新オプションを使用すべきかは、更新の
タイプに応じて推奨されます。システムによってこのオプ
ションが選択された場合は、このオプションを使用してくだ
さい。

ソフトウェア更新オプション

注: Oracle カスタマサポートから指示された場合、または『Oracle FS1-2 Flash
Storage System のリリースノート』に特定のオプションや標準状態からの回復が記
述されている場合にのみ、次のいずれかのオプションを選択します。

次のオプションを使用して、ソフトウェア更新をさらに制御できます。これらの
オプションは、更新の準備ができているすべてのソフトウェアモジュールに適用
されます。

注意: これらのオプションの一部をオンにすると、データアクセスが中断されま
す。

互換性を無視しま
す (お勧めできませ
ん)

更新プロセス中に、Oracle FS System はステージング済みモ
ジュールのバージョンが既存のハードウェアおよびソフト
ウェアと互換性があることを検証します。失敗した互換性
チェックをオーバーライドするには、このオプションを選択
します。このオプションは、無停止アップグレードを中断を
伴うアップグレードに自動的に変更しません。

コントローラのシ
ャットダウン

ソフトウェアの更新時にアップグレードの対象となるすべ
てのコントローラソフトウェアコンポーネントを強制的に
停止するには、このオプションを選択します。このオプショ
ンはデータアクセスに影響します。また、「ソフトウェアを
再起動および更新します (データアクセスが中断されます)」
を選択する必要があります。

ハードウェアのス
テータスを無視し
ます (パイロット
を除く)

システムハードウェアの状態に関係なくソフトウェア更新
を強制的に実行するには、このオプションを選択します。特
定のハードウェアおよびコントローラまたはドライブエン
クロージャーハードウェアの状態によっては、このオプショ
ンがデータアクセスに影響する可能性があります。

コントローラに問題がある場合は、まず Oracle カスタマサ
ポートに連絡して、「コントローラの停止」オプションも使
用する必要があるかどうかを確認してからこのオプション
を使用してください。

システムアラート
を無視します

システムアラートを無視してソフトウェアアップグレード
を続行するには、このオプションを選択します。このオプシ
ョンをオンにしないと、システムアラートが発生した場合に
すべてのタイプのアップグレードがブロックされます。こ
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のオプションは、特定のシステムアラートによってデータア
クセスに影響する場合としない場合があります。

現在の要求を無視
します

保留中のシステムリクエストに関係なくソフトウェアアッ
プグレードを続行するには、このオプションを選択します。
このオプションを使用すると、実行中のブロックタスクが存
在して「タスク」リストに表示される場合でも、アップグレ
ードを開始できます。(ブロックタスクは、通常はシステム
の再起動前に完了するタスクです。)

ストレージ、ホストアクセス、またはシステムソフトウェア
を変更するタスクが実行されている場合は、このオプション
をオンにする前に Oracle カスタマサポートに連絡してくだ
さい。このオプションは、特定のタスクによってデータアク
セスに影響する場合としない場合があります。

失敗したソフトウ
ェア更新をオーバ
ーライドします

以前に失敗したソフトウェア更新を上書きするには、このオ
プションを選択します。アップグレードに失敗すると、その
ステータスは保持され、このオプションを選択してアップグ
レードに成功しないかぎりクリアできません。Oracle カス
タマサポートに指示された場合と、Oracle FS1-2 Flash Storage
System のリリースノートの説明に従って使用する場合を除
き、このオプションは使用しないでください。

ソフトウェア更新のスケジューリング

ソフトウェア更新にスケジュール機能を追加します。

ソフトウェア更新
をあとで実行され
るようにスケジュ
ールします

アップグレードとオプションを選択し、それをあとで実行す
るようにスケジュールできます。既存のスケジュールされ
た更新をオプションのリストとともに一覧表示します。

注: 「ソフトウェア更新をあとで実行されるようにスケジュ
ールします」オプションは、管理者役割でログインしたユー
ザーのみが使用できます。サポート役割でログインしたユ
ーザーはこの機能にアクセスできません。

ソフトウェア更新
を実行する時間

注: このオプションは、スケジュールされた更新があるかど
うかに関係なく表示されます。既存のスケジュールがある
場合は、そのスケジュールが表示されます。

Oracle FS System がスケジュールされたソフトウェア更新
を開始する時間を識別します。

注: ソフトウェア更新スケジュールの設定に使用するポップ
アップカレンダーは、次の 72 時間に制限されています。こ
のカレンダーのドロップダウンリストやその他の機能がす
べて機能するわけではありません。この動作は正常です。

ソフトウェア更新の検証エラー
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「ソフトウェア更新の検証エラー」は、選択したオプションが既存のソフトウェア
またはハードウェアと競合する場合に表示されます。競合がない場合、「ソフトウ
ェア更新の検証エラー」は表示されません。

更新できない理由が表示されますが、問題の解決方法については、Oracle カスタ
マサポートに問い合わせるか、Oracle FS1-2 Flash Storage System のリリースノー
トを確認してください。

注: ソフトウェア更新に問題があり、その問題によって検証エラーが発生する場
合は、スケジュールされたアップグレードがブロックされ、システムアラートも
作成されます。

関連リンク

Oracle FS System ソフトウェアを更新する

「インストール済みパッケージからのアップグレードパス」ダイアログ

ナビゲーション: 「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」 > 「アクショ
ン」 > 「インストール済みパッケージからのアップグレードパスの表示」

インストールされているソフトウェア更新を表示します。この情報は、アップグ
レードによって パイロット またはデータの中断が発生するかどうかも示します。
ソフトウェア更新をアップグレードする場合は、このパネルでどのアップグレー
ドがインストールされているかを確認してください。

パッケージバージ
ョン

インストールされているソフトウェアパッケージのバージ
ョンと、このインストール済みパッケージでサポートされる
アップグレードパスを示します。

パイロットの中断
が必要

アップグレードによって パイロット のアクティビティーが
中断される場合があるかどうかを示します。パイロット を
再起動するだけの場合は、データ中断フラグが同時に設定さ
れないかぎり、これがデータアクセスに影響することはあり
ません。

データの中断が必
要

アップグレードによってデータパスが中断される場合があ
るかどうかを示します。このフィールドには次のいずれか
が表示されます。

• 「はい」: アップグレードによってデータアクセスが中
断されるため、保守期間中にアップグレードを実行す
べきであることを示します。

• 「いいえ」: ソフトウェアアップグレードによってデー
タアクセスが中断されないことを示します。

パイロットソフト
ウェア

バージョン番号を一覧表示します。

パイロット OS バージョン番号を一覧表示します。
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コントローラソフ
トウェア

アップグレード可能なサポート対象のソフトウェアパッケ
ージを示します。

コントローラ
BIOS

アップグレード可能なサポート対象のソフトウェアパッケ
ージを示します。

ドライブエンクロ
ージャーファーム
ウェア

アップグレード可能なサポート対象のソフトウェアパッケ
ージを示します。

関連リンク

インストール済みパッケージからのアップグレードパスを表示する

「ステージング済みパッケージへのアップグレードパス」ダイアログ

ナビゲーション: 「サポート」 > 「ソフトウェアとファームウェア」 > 「アクショ
ン」 > 「ステージング済みパッケージへのアップグレードパスの表示」

ステージングしたソフトウェアの最新バージョンであるステージング済みソフト
ウェアを表示します。このバージョンは、低いバージョンであったり、ソフトウ
ェアでないファームウェアのみのパッケージであったりする可能性があります。
ソフトウェアパッケージをアップロードしたときに、システムによるソフトウェ
アのアップロードと内部のステージングが成功すると、そのバージョンがここに
表示されます。そのバージョンは「ソフトウェアの更新」パネルでいつでもシス
テムにインストールできます。この情報は、アップグレードによって パイロット
またはデータの中断が発生するかどうかも示します。

パッケージバージ
ョン

ステージング済みパッケージのバージョンと、そのパッケー
ジへのアップグレードパスを示します。これには、現在イン
ストールされているパッケージが含まれない場合もありま
す。また、互換性マトリックスでハードウェアの非互換性の
ためにアップグレードが許可されない場合は、ステージング
済みパッケージのバージョンをインストールに使用できな
いことがあります。

パイロットの中断
が必要

アップグレードによって パイロット のアクティビティーが
中断される場合があるかどうかを示します。パイロット を
再起動するだけの場合は、データ中断フラグが同時に設定さ
れないかぎり、これがデータアクセスに影響することはあり
ません。

データの中断が必
要

アップグレードによってデータパスが中断される場合があ
るかどうかを示します。このフィールドには次のいずれか
が表示されます。

• 「はい」: アップグレードによってデータアクセスが中
断されるため、保守期間中にアップグレードを実行す
べきであることを示します。

• 「いいえ」: ソフトウェアアップグレードによってデー
タアクセスが中断されないことを示します。
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パイロットソフト
ウェア

バージョン番号を一覧表示します。

パイロット OS バージョン番号を一覧表示します。

コントローラソフ
トウェア

アップグレード可能なサポート対象のソフトウェアパッケ
ージを示します。

コントローラ
BIOS

アップグレード可能なサポート対象のソフトウェアパッケ
ージを示します。

ドライブエンクロ
ージャーファーム
ウェア

アップグレード可能なサポート対象のソフトウェアパッケ
ージを示します。

関連リンク

ステージング済みパッケージへのアップグレードパスを表示する
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